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ま え が き 
 

 職業分類が公共職業安定機関の職業紹介業務に不可欠な実務用具であることは、あまり知

られていない。求職者が職業別の求人検索を行うとき、ハローワーク・地方労働局が管内労

働市場の動向に関する職業別の統計資料を作成するときなどに使われるデータは、ハロー

ワークで受理した求人票の職種情報と求職票の希望する仕事情報がもとになっている。この

求人職種と希望職種を確定するときに使われているのが職業分類である。職業の分類が適切

に行われていないとハローワークの業務効率を低下させるだけではなく、求職者も求人検索

において不利益を被ることになりかねない。このため産業や職業構造の変化に応じて職業分

類を改訂することが求められる。 

 労働政策研究・研修機構では、厚生労働省から職業分類の改訂に関する研究の要請を受け

て 2007 年度から 4 年計画で職業分類の改訂を進めている。今回は、1999 年に職業安定法が

改正され、官民共通の職業分類の作成が規定された後の初めての改訂であることから、1 年

目の昨年度は職業分類の共有化について問題と課題を整理し、官民協力の可能性について検

討を行った。2 年目の今年度と 3 年目の来年度の 2 年間は職業分類表の改訂作業にあててい

る。最終年の 4 年目には職業名索引の改訂を計画している。 

 今年度の改訂作業の課題は、細分類項目の見直しである。現行の細分類レベルに設定され

ている 2167 項目を全面的に見直して、約 990 項目に整理した。今回の見直しは大幅であるが

故に遺漏や誤謬が懸念される。不備な点があれば、懇篤な叱正を仰望する次第である。 
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第１章 研究の概要

1 改訂作業の工程

労働政策研究・研修機構では、厚生労働省の研究要請を受けて 2007 年度から 4 年計画で

職業分類の改訂に関する研究に取り組んでいる。厚生労働省の職業分類は、職業安定法第 15

条に規定されているように職業紹介業務等の実務で使用するために作成された分類体系であ

る。元来、職業分類は、①職業を体系的に配列し、構造化した職業分類表、②職業分類表に

設定された職業の解説、③職業分類表に設定された職業に含まれる職業名の三者で構成され

ていたが、さまざまな理由によって②の職業解説は、現在では職業分類表とは別個の印刷物

（『職業ハンドブック』）やインターネット上のサイト（「キャリアマトリックス」）で公刊

・公表されている。したがって、今回、職業分類の改訂に関する研究で対象にしているのは

職業分類表と職業名索引である。

4 年間の研究計画では、前半の 3 年間に職業分類表の改訂を、そして最後の 1 年に職業名

索引の改訂を行う計画である（附属資料 1）。更に、職業分類表の改訂に割り当てられた 3

年間のうち最初の 1 年は、1999 年の改正職業安定法第 15 条に規定された官民共通の職業分

類について共有化のあり方や官民協力の可能性を探ることに費やされた。したがって職業分

類表の改訂は実質的には 2008、2009 年度の 2 年間で行うことになった。

職業分類表の改訂については、ふたつの考え方が可能である。第 1 は部分改訂である。こ

の考え方に立つと、分類体系の修正よりも個々の分類項目の改訂が中心になる。すなわち公

共職業安定機関における求人・求職者の実態を分類表に反映させるという視点に立って既存

の分類項目を見直し、利用度の低いものを整理するとともに、求人・求職者の増加している

職種を新たに設定することになる。第 2 は全面的見直しである。分類項目と求人・求職者の

実態との対応関係を高めるだけではなく、分類体系のあり方まで含めて見直しを行うことに

なる。

今回の改訂では、厚生労働省の職業分類を構成する大・中・小・細分類の 4 階層のうち最

下層の細分類レベルは部分改訂を行い、分類体系の骨組みを形成する上位階層の項目は日本

標準職業分類に準拠して設定することとしている。つまり実務に使用する細分類レベルの項

目は自前で改訂するが、体系の骨組みは日本標準職業分類に依存するということになる。こ

のような形の改訂にならざるを得ないのは、厚生労働省の職業分類の特徴に由来している。

その特徴とは、第 1 に日本標準職業分類に準拠して大・中分類項目が設定されていること、

第 2 に日本標準職業分類には設定されていない細分類レベルを設けて、そこに設定された項

目を職業紹介等の業務に使用していることである。

総務省では 2007 年 12 月に日本標準職業分類の改定に着手し、2008 年度中に完了させる

予定で作業を進めている。この関係で厚生労働省の職業分類の改訂については、まず、日本

標準職業分類の改定作業の影響を受けない細分類レベルの項目の見直しを先行して実施し、
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次いで日本標準職業分類の改定結果にあわせて大・中・小分類項目を設定するとともに、改

訂作業の終了している細分類項目を移動・調整するという順序で作業を進めることになる。

このうち前者の作業は 2008 年度に実施し、後者は 2009 年度に行う計画である。

2 細分類項目の見直し

細分類項目の見直しにあたっては職業分類改訂委員会を設置し、同委員会にはユーザーの

代表者（厚生労働省の関係部局の担当者）とともに職業分類について知見を有する者の参加

を求めた。後者の委員には、主に職業安定法第 15 条に明記された事業、すなわち職業紹介

事業、労働者の募集に係る事業、労働者供給事業のそれぞれの関係者を委嘱した。職業紹介

事業からは民営職業紹介事業者（有料職業紹介事業者、無料職業紹介事業者）、労働者の募

集に係る事業からは求人広告事業者、労働者供給事業からは当該事業を実施する労働組合の

それぞれの代表者が委員として参加した。これ以外に、職業分類に関して学識経験を有する

者と労働者派遣事業の代表者にも委員としての参加を求めた。このうち労働者派遣事業は、

職業安定法第 15 条に明記された事業ではないが、事業の実施にあたって職業分類が広く使

用されていることから同委員会への参加を求めた。

職業分類改訂委員会の委員及び事務局担当者は以下のとおりである。

（委員）

石田茂雄 厚生労働省職業安定局首席職業指導官室次席職業指導官

座長 岡本英雄 上智大学教授

河邉彰男 日本人材派遣協会事務局次長

久保村達也 厚生労働省職業安定局首席職業指導官室中央職業指導官

小泉南男 全国求人情報協会常務理事（2008 年 8 月まで）

佐藤健志 日本商工会議所産業政策部副部長

白石絹子 全国民営職業紹介事業協会監事

手計高志 厚生労働省職業安定局雇用政策課中央労働市場情報官

中村建策 全国求人情報協会常務理事（2008 年 9 月から）

野部明敬 日本人材紹介事業協会専務理事

待鳥浩二 厚生労働省職業安定局需給調整事業課課長補佐

横山南人 労働者供給事業関連労働組合協議会事務局長

（事務局）

西澤 弘 労働政策研究・研修機構主任研究員

石井和広 労働政策研究・研修機構主任調査員補佐

遠藤 彰 労働政策研究・研修機構主任調査員補佐

委員会は以下のとおり 6 回開催された。委員会全体の流れは 3 段階に分けられる。まず改
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訂方針を議論し、第 2 に改訂方針にもとづいて作成された細分類項目の見直し案を大分類項

目ごとに検討した。そして第 3 に改訂方針の細部について確認するとともに細分類項目全体

の改訂素案を検討した。具体的には、改訂方針の検討は初回と 2 回目の委員会で行われた。

検討項目には、改訂作業の工程表、分類の枠組み、分類項目のあり方などが含まれている。

この時点では、まだ具体的な見直し作業に入っていないので、改訂方針の詳細を定めるので

はなく、その骨子について委員の共通認識を得ることが中心になった。具体的な方針につい

ては、見直し作業を進める中で必要に応じて確定することとなった。改訂方針の骨子が確定

した後は、大分類項目ごとに細分類項目の見直し案の検討が行われた。このうち項目数の多

い大分類 I「生産工程・労務の職業」と大分類 A「専門的・技術的職業」は、それぞれ 2

回に分けて検討が行われた。それ以外の大分類は、1 回の審議で検討が終了した。これらの

見直し作業を通じて改訂方針の細部が徐々に確定した。改訂方針の全体が確定し、他方、大

分類項目別の検討が終了したことを受けて、最終の委員会では改訂方針と改訂素案の全体に

ついて総括的な討議が行われた。

職業分類改訂委員会の開催状況と各回の主な議題は次のとおりである。

第 1 回（2008 年 6 月 3 日）

①今年度の改訂作業について

②「労働省編職業分類」の改訂方針について

第 2 回（2008 年 10 月 2 日）

①細分類項目の見直しに関する一般原則について

②大分類 A「専門的・技術的職業」の細分類項目に係る改訂案について

第 3 回（2008 年 10 月 21 日）

①大分類 A「専門的・技術的職業」の細分類項目に係る改訂案について

②大分類 I「生産工程・労務の職業」の細分類項目に係る改訂案について

第 4 回（2008 年 11 月 13 日）

①大分類 I「生産工程・労務の職業」の細分類項目に係る改訂案について

②大分類 B「管理的職業」の細分類項目に係る改訂案について

③大分類 C「事務的職業」の細分類項目に係る改訂案について

第 5 回（2008 年 12 月 3 日）

①大分類 D「販売の職業」の細分類項目に係る改訂案について

②大分類 E「サービスの職業」の細分類項目に係る改訂案について

③大分類 F「保安の職業」の細分類項目に係る改訂案について

④大分類 G「農林漁業の職業」の細分類項目に係る改訂案について

⑤大分類 H「運輸・通信の職業」の細分類項目に係る改訂案について

第 6 回（2008 年 12 月 24 日）
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①細分類項目の改訂素案について

②細分類項目の見直しに関する基本方針について

3 本報告の構成

本報告は、3 つの章で構成されている。第 1 章は職業分類の改訂作業に関する全体像の提

示、第 2 章はやや大局的な見地からみた職業分類の現状についての解説、第 3 章は細分類の

見直し作業の結果である。

職業分類改訂委員会における検討結果は、細分類項目の改訂素案としてとりまとめられて

いる。改訂素案は、本報告の柱である第 3 章に収録した。改訂素案は、大分類 A から I ま

での全体を一括して収録するのでなく、大分類項目ごとに配列している。しかし、改訂素案

だけでは、改訂の全体像を把握するときに不便であり、また、各大分類では何が問題になっ

ていたのかがわからないと改訂結果を正確に理解することが難しいと思われるので、改訂素

案のうち分類項目だけを抜き出した新旧対照表を改訂素案とあわせて収録するとともに、現

行体系・項目の構成とその主な問題点についても簡単な解説を行っている。第 3 章は、この

ように大分類項目ごとに改訂内容が一望できるように解説と資料を編集している。

第 3 章の主な内容は、個々の職業分野における職業分類の問題点とそれに対する改訂案で

あるが、個別問題とは別に大分類項目に共通する問題もある。また個別問題は職業分類全体

の問題から派生することもある。このため個別問題の検討に入る前に第 2 章で職業分類を取

り巻く現状について解説を行っている。
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1 職業分類の共有化については、次の報告書に問題点と課題が詳しく整理されている。『職業分類研究会報告』
JILPT 資料シリーズ No. 35、2008 年、労働政策研究・研修機構

第２章 職業分類を取り巻く環境

1 3 つの制約条件

厚生労働省の職業分類は、元来、公共職業安定機関における職業紹介業務に使用する実務

用具として作成されている。その後、当時の労働省は、職業紹介業務における取扱い求人・

求職者のデータである職業安定業務統計と日本標準職業分類に準拠した職業別の調査統計デ

ータとの比較照合を容易にするために、分類体系の骨組みともいえる大・中分類レベルの項

目を日本標準職業分類に準拠する方針をとった。更に、職業紹介事業の規制緩和に伴い官民

が共通して使用すべき標準的な職業名を定めることが職業安定法に盛り込まれ、職業分類は

ひとり厚生労働省の職業紹介業務だけに使用されるのではなく、職業紹介事業や労働者の募

集にも共通して使用されるものとして作成しなければならないことが法律上の努力義務とな

った。

以上を総合すると、職業分類は厚生労働省の職業紹介業務に使用されることを第一義とし

ながらも、その体系の骨組みを日本標準職業分類に依存し、民間事業者も共通して使用でき

るものであることが求められている。このように厚生労働省の職業分類は 3 つの制約条件に

取り囲まれている（図表 1）。第 1 は職業紹介業務における使いやすさ、第 2 は日本標準職

業分類との整合性、第 3 は官民間での共有である。これらの 3 条件は、職業分類の改訂にあ

たっていずれもが第 1 に考慮されるべき事項である。とはいうものの、これまでの改訂では

第 2 の条件が最優先に考慮されてきた。また、今回の改訂から新たに制約条件として加わっ

た 3 番目の条件は法律上の努力規定であり、強制力を伴っているわけではない。だからとい

って形式的に考慮すればこと足りるという課題でないことはいうまでもない 1。

これらの制約条件が相互に影響しあうことがなければ、すなわち 3 者が併存できるならば

改訂作業に大きな影響を及ぼすことは少ない。しかし、3 者の共存は難しいのが現実である。

たとえば、第 1 の条件と第 2 の条件は時に両立し難しいことがある。その一例として介護職

の問題を紹介しよう。職業紹介業務の実務の観点からみると、介護職は施設で働く介護職員

であろうと訪問介護事業者から個人の家庭に派遣される訪問介護員であろうと仕事の類似性

を重視すると同一の中分類に位置づけられるべき仕事である。しかし、日本標準職業分類で

は両者はそれぞれ異なる大分類項目の中の小分類に位置づけられている。この設定に倣って

厚生労働省の職業分類では、施設介護員を専門職に、訪問介護員をサービスの職業にそれぞ

れ位置づけている。このため施設介護、訪問介護を問わず介護の仕事を探している求職者は、

介護職の求人が 2 箇所に分かれて位置づけられていることを知らないと、いずれか一方の求

人票しかみないことになる。
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第 1 の条件と第 3 の条件も現状では共存が難しい。厚生労働省の職業分類と民間事業者の

職種分類は、ともに実務目的のための分類であるが、対象としている求人・求職者層が異な

るため実務に使用するレベルの分類項目は違いが大きい。両者を概観すると、前者は特に製

造工程に関する職業が細分化され、他方、後者は特に専門職の項目が細分化されているとい

える。そのうえ前者の分類体系は日本標準職業分類に準拠しているが、後者は取り扱う求人

の多寡にもとづいて分類体系の骨組みが組み立てられていることが多い。したがって官民共

通の職業分類といっても両者が体系と分類項目についてそれぞれ独自性を有している現状で

は、共有化を推し進める前に共有化のための環境整備が必要になっている。

民間事業者の職種分類 大分類

職業紹介事業者 中分類 日本標準職業分類に準拠
求人広告事業者
労働者供給事業者 共通分類の作成

(職安法第 15 条） 小分類

細分類

職業紹介業務に利用
①求人の職業別区分
②求職者の職業別区分
③職業相談

図表 1 職業分類を取り巻く環境

2 職業紹介業務と職業分類

厚生労働省の職業分類の主たる利用者は、公共職業安定機関で職業紹介業務に従事してい

る職員である。したがってハローワークの窓口業務（求人関係業務、求職者関係業務）に従

事する職員にとって使いやすいものであることが求められる。では、その「使いやすさ」と

は何であろうか。それには少なくとも次の 3 つの条件が含まれると考えられる。

(1) 求人・求職者の多寡に配慮した項目が設定されていること

第 1 の条件は、求人・求職者の規模に応じて分類項目が設定されているかどうかである。

求人・求職者の多い職業が項目として設定されていない場合には、項目を設定する必要があ

る。たとえ項目が設定されていたとしても、マッチングを考慮して項目の細分化が行われて

いるかどうかを検討すべきである。職業によっては項目の細分化が難しいものがあるのも事

実であるが、細分化が必要であるにもかかわらず項目が細分化されていない職業もみられる。
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その逆に、求人・求職者の少ない職業は、職務範囲をある程度広めに設定した項目を設けて

も実務上の問題は少ないと考えられる。現行の項目の中には、求人・求職者が少ないにもか

かわらず項目が細分化され、実務にほとんど利用されていないものもある。

このように現時点でみると必要な細分化が行われていない職業や不適切な細分化が行われ

ている職業があるが、この問題は分類項目を設定する際に適用している分類基準が適切であ

るかどうかに深く関係している。ハローワークで受理した求人のうち最も多い職種は、商品

販売外交員（一般には営業職と呼ばれる）である。この項目は小売外交員（個人を対象にし

た営業職）と卸売外交員（法人を対象にした営業職）に細分化されているが、求人の大半は

商品販売外交員に分類され、小売・卸売外交員に分類される求人は少数にとどまっている。

実務の観点からみると、項目が細分化されていても、あまり利用されていないのであれば細

分化されていないに等しいともいえる。もうひとつ例をあげよう。警備員の項目は、4 項目

に細分化されているが、そのうち法廷警備員や国会衛視には求人がほとんどない。その一方、

求人の多い交通誘導員や催事場などでの雑踏警備員は項目が設定されていない。

この問題は、また改訂時期とも関係している。職業分類の改訂間隔は概して長い。今回の

改訂は、前回の改訂（2001 年）から 9 年ぶりであり、前回の改訂は前々回の改訂（1986 年）

から 15 年ぶりであった。改訂間隔が長いのは、日本標準職業分類の改定作業に平行して改

訂を進めているからである。求人動向は、経済情勢や産業動向を反映して短期的にも大きく

変わることがあり、いわんや長期的な変化は当然視されるべきである。

求人動向の変化を前提としたとき、分類項目の設定は如何にあるべきかが問われている。

つまり分類項目の陳腐化に対する対応策を予め用意しておく必要がある。とはいうものの現

実にはその選択肢は極めて限られている。ひとつは、職業分類を改訂する段階で現実を的確

に反映する項目を設定することである。もうひとつは、改訂作業の終了後に新たな名称の求

人職種が出てきたとき、それを既存の分類項目に位置づけことができるように項目の柔軟性

を確保することである。

今回実施した細分類項目の見直しにあたっては、現実の求人・求職職種を的確に把握する

ために数量データと質的データの両者を利用した。量的データは、分類項目別の求人・求職

者数データである。これは、2006 年 8 月から 2007 年 8 月まで 13 ｹ月間の全国のハローワー

クで受理した求人・求職者数の月別データである。他方、職種名のデータとハローワークを

対象にした調査結果の質的データも利用した。前者は、職業分類表に設定された雑多項目（139

項目）に分類された求人職種名のデータである。これは 2008 年 5 月末日時点での求人台帳

上のデータである。後者は、ハローワークを対象にして 2005 年 9 ～ 10 月に実施した職業分

類の運用に関する調査結果である。

(2) 分類項目が明確であること

使いやすさに関係する 2 番目の条件は、分類項目が自明であり、利用者の判断に委ねる余

地が少ないかどうかである。職業分類は、全国のハローワーク職員が窓口業務で使用する実
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務用具である。したがってハローワークによって、あるいは職員によって同じ求人職種が職

業分類上の異なる項目に分類されることがあってはならない。職種が同じであれば、誰が判

断しようとも職業分類上の同一の項目に該当させるという基本が間違いなく行われなければ

ならない。そのためには分類項目に含まれる仕事内容とともに職務範囲を明らかにする必要

がある。しかし、現行の職業分類表では実務に使用する細分類レベルの項目には職業定義が

付けられていない。このため同じ求人であっても職員によって異なる分類項目に位置づけら

れる可能性が残されている。この問題は、細分類項目に職業定義の記述を追加し、職務範囲

と職務内容を明らかにすることによってかなりの程度解消することができると考えられる。

(3) マッチングに使いやすいこと

上述のふたつの条件は、求人票/求職票を受理する際に求人職種あるいは求職者の希望の

仕事に対して職業分類番号を付与することに関係している。第 3 の条件は、マッチングに使

いやすいかどうかである。これは職業相談業務において職員が求職者の希望条件と求人をマ

ッチングする際に利用する職業分類に求められる条件である。また、求職者が求人検索機を

利用して職業別の求人を探すときに求められる条件でもある。マッチングでの使いやすさに

はさまざまな要因が関係する。その主なものは次のとおりである。

①求人・求職者の多い職種は分類項目が設定されているか。

前述の警備員の例のように求人の多い交通誘導の仕事が設定されていないと、その上位

の分類項目である警備員の中から交通誘導の仕事を探さねばならず、不便である。

②求人・求職者の多い分類項目は細分化されているか。

前述の営業職の例のように細分化されていても分類基準の選定が不適切なこともある。

適切な分類基準を適用して適切に細分化することが求められる。

③分類項目には、一般的に広く使われ、共通理解を得られやすい名称が使われているか。

福祉施設で介護の仕事に携わる人は、介護職員、ケアワーカー、ケアスタッフなどと呼

ばれている。これに対して職業分類では、施設の介護職員に該当する項目名を福祉施設

寮母・寮父としている。これが施設の介護職を表す名称として求職者の共通理解になっ

ているとは言い難い。また、ハローワーク職員にとっても馴染みのあるものとはいえな

い。そのため施設介護の求人をこの項目以外に分類する例が多くみられる。

④技能関係の項目では仕事遂行に必要な技能（スキル）の種類が明確になっているか。

技能関係の項目は、日本標準職業分類に準拠して設定されているため製造・生産する品

目が中心的な分類基準になっている。仕事を探すとき、何を作る仕事かという点は勿論

重要であるが、求職者が持っている特定の技能はどのような仕事に応用が可能かという

点もそれに劣らず重要である。特定職種の求人とマッチングするときには前者の考え方

に立って設定された項目は使いやすいが、職種を問わず求職者のスキルを基準にしてマ

ッチングしようとするときには現行の分類体系では使いにくい。
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⑤分類体系や設定された分類項目は理解しやすいか。

日本標準職業分類は仕事の類似性によって項目を区分し、それを体系的に配列したもの

である。仕事の類似性の高い仕事は、更に取り扱うものなどによって項目が区分されて

いる。たとえば営業職の求人はひとつの分類項目に位置づけられるのではなく、取り扱

うものの違いに応じて設定されたさまざまな項目に位置づけられる。このため営業職の

求人を一括して検索することは難しい状況にある。取り扱うものにこだわらずに営業の

仕事を探している求職者は、営業職の求人を探すときさまざまな項目を検索しなければ

ならず不便である。

3 制約条件としての日本標準職業分類

日本標準職業分類は統計目的の職業分類であり、他方、厚生労働省の職業分類は実務目的

の職業分類である。目的の異なる職業分類を使用するとどのような不都合が生じるのだろう

か。分類の目的と項目の設定は直接的に関係している。日本標準職業分類は、ある程度の就

業者のいる職業を把握するためのものであり、その最小単位の項目（小分類項目）は 1000

人以上の就業者数がいる職業に限定されている。就業者と求人は異なる。就業者数の多い職

業であっても、労働移動の少ない職業では一般労働市場に出てくる求人は少ない。このため

就業者数がある一定以上の職業であっても職業紹介業務では求人が多いとはいえない職業が

ある。

目的と項目の関係で注意すべきことは、統計目的の分類では統計調査を念頭において項目

の設定が考えられているという点である。調査実施上の技術的制約に配慮して項目が設定さ

れる傾向にある。つまり調査の難しい職業については、分類基準を変更して把握可能な項目

に変更することがある。この問題は、特に、従事している職業を被調査者の自己申告に依存

するような調査（国勢調査など）を想定して分類項目を考える場合に大きな影響がある。

たとえば、管理職の項目を担当分野別（総務、会計、営業、生産など）に設定しようと思

っても、被調査者の回答が課長、部長、所長など役職名が中心になることが予期されると担

当分野別の項目設定に対する妥当性が揺らぐことになる。同様なことは技術者の職業につい

てもいえる。機械・電気技術者の仕事は、製品開発、設計、生産技術、品質管理などに明確

に分かれる。ハローワークの求人をみると、そもそも職種名が設計など仕事の種類を明記し

ているものが多い。仕事の類似性に着目するのであれば、電気や機械といった技術の分野で

技術者を区分するのではなく、製品開発や設計など仕事の種類で区分すべきであると考えら

れる。しかし、自己申告制の調査では仕事の名称ではなく、技術者など一般的な名称を答え

るものが多数をしめると考えられる。そのため技術分野別の項目設定が妥当性を持つことに

なる。

日本標準職業分類に準拠して項目を設定していることから生じる制約は、上述の例に止ま

らない。職業紹介業務における使い勝手に影響を及ぼしている例をふたつあげよう。いずれ
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も前述したものである。第 1 は、技能工の項目に関するものである。ハローワークの特徴の

ひとつは技能工の職業紹介に強みを持っていることである。技能工を希望する求職者の中に

は、特定の職種に就くことを希望する者と技能関係の職種であれば仕事内容を問わない者が

いる。前者が多数をしめることはいうまでもないが、後者も少なからずいる。技能関係の職

種を希望する者の絶対数が多いため、後者もかなりの人数になる。現行の分類体系では、技

能工の項目は製造する品目別に設定されている。これでは、職種を問わず製造工程の作業に

従事したいという求職者を位置づけることが難しい。日本標準職業分類が生産工程の仕事を

品目別に設定しているのは、それが就業者を最も把握しやすいからである。

技能工の項目が品目別になっているのは、日本標準職業分類が統計目的の分類であること

が大きい。製品を製造する場合、その生産工程は原料処理、加工・製造、検査に大別できる。

このうち原料処理と加工・製造の部門は、産業・事業所によって自動化の程度は大きく異な

っている。たとえば、紙を製造する事業所には、手漉き和紙を製造するところもあれば、抄

紙機で大量生産するところもある。それぞれの事業所における個人の仕事を個人調査の回答

から判断する場合、「紙製造」のような回答では手漉きの仕事なのか機械操作の仕事なのか

を判断することが難しい。そこで製品を製造する手段ではなく、製造するものによって包括

的に職業を把握しようとしているのが現在の日本標準職業分類の考え方である。

第 2 は、営業職の項目に関するものである。ハローワークで受理した求人のうち最も件数

の多いものは商品の外交員（営業職）である。しかし、営業の仕事は商品の外交だけではな

い。不動産、保険、金融、サービスの分野にも営業の仕事はある。これらの分野の営業職は、

それぞれの項目の中に含まれている。不動産の営業職であれば不動産の仲介・売買人の項目

に、また証券の営業職は有価証券の売買・仲立人の項目にそれぞれ位置づけられている。こ

のため求職者が営業職の求人を検索するとき、自分の探している営業職の求人がどの項目に

位置づけられているのかがわからないと検索に手間取ることになる。

このように営業職の仕事はひとつの項目ではなく、さまざまな項目に分かれて位置づけら

れている。この点を正確に理解するためには、日本標準職業分類の大分類「販売の職業」の

構造を理解しなければならない。販売の職業はやや特異な考え方に立っている。職業分類は

仕事の類似性で区分されるのが基本であるが、販売の職業では、何を売買するかによって中

分類レベルが商品の販売と商品以外の売買に分かれ、それぞれが更に小分類レベルで細かな

項目に分かれている。この区分を反映して営業職も商品の営業とそれ以外のものの営業に大

別されている。前者は独立した項目として設定されているが、後者は独立項目ではなく不動

産、保険、証券等の分類項目の中に位置づけられている。

10



第３章 細分類項目の見直し

1 基本方針

細分類項目の見直しは、前述の職業分類をめぐる 3 つの制約条件を前提にして作業が行わ

れた。このうち 2 番目の日本標準職業分類との整合性は、細分類項目の見直しに直接関係す

る制約条件ではないが、分類体系の枠組みや分類符号・番号に関係するので、その範囲内で

考慮している。他方、実務における使いやすさという第 1 の制約条件は、細分類レベルにお

ける項目の構成、分類項目の記述様式、項目の利用度、項目名、雑多項目の整理など多方面

に関係している。見直し作業では、職業紹介業務の運営に資するかどうかという視点からこ

れらの点の検討を行った。また、第 3 の制約条件に配慮して分類項目の設定を行っている。

その際には、職業紹介事業や労働者の募集に係る事業等における広範な利用に資するかどう

かという視点を重視した。

細分類項目の見直しにあたっては、まず基本方針を定めて、それにもとづいて作業を進め

ているが、当初の基本方針を最後まで貫いたわけではなく、作業の中で必要に応じて基本方

針を修正したり変更したりしている。それは、先述の制約条件を見直し作業に反映させる方

法はひとつではないからである。

たとえば十進分類法の問題がある。日本標準職業分類では小分類レベルに適用している。

小分類レベルに適用されている十進分類法を細分類レベルに適用するかどうかという点につ

いては考え方が分かれる。分類体系の全体像をみたとき、小分類レベルに適用されている十

進分類法が細分類レベルに適用されないのは不自然であるとの見方がある。他方、実務に利

用する職業分類には設定できる項目数に制限を設けるのは適当ではなく、実務に必要な項目

はすべて設定できるようにすべきであるとの考え方もある。したがって見直し作業を進めて

いく中でひとつの小分類項目のもとに設定される細分類項目が 9 項目を超えるかどうかをみ

てからでないと十進分類法の採否を論じることができない。このようなことから当初の基本

方針は必要に応じて修正されている。最終的な基本方針は附属資料 3 のとおりである。

(1) 分類の枠組み

分類体系は、現行と同じく大・中・小・細分類の 4 階層構造とし、このうち上位階層（大

・中分類レベル）の項目は、日本標準職業分類の大・中分類に設定された項目との整合性を

確保する。ここにいう整合性とは、分類項目名及び仕事の範囲を指している。日本標準職業

分類と厚生労働省の職業分類は、項目名についてそれぞれ独自のルールがある。両者間で項

目名に多少の違いがあるとしても、その項目に含まれる職務・仕事の範囲が同一であれば、

両者は同一であると判断できる。

下位階層のうち小分類レベルの項目は、基本的には日本標準職業分類に設定された項目に

準拠するが、職業紹介業務の必要に応じて項目を補正・追加する。また、小分類レベルの項

目は職業紹介業務における取扱量を反映して設定するだけではなく、職業相談等の実務での
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利用にも配慮して設定する。

分類符号・番号は、現行のルールを踏襲する。すなわち、大分類レベルの項目はアルファ

ベット大文字、中・小・細分類レベルの項目はそれぞれ数字 2 桁、数字 3 桁、数字 5 桁で表

す。大分類項目のみアルファベット大文字で表しているのは、日本標準職業分類が 1960 年

に設定されたとき大分類項目が 10 を超えていたために数字 1 桁では表せず、数字の代わり

にアルファベット大文字を使用し、大分類項目が 9 項目になった現在の体系でもその慣例に

倣っているという背景がある。

中分類番号は〔01〕から始まる 2 桁数字である。小分類番号の 3 桁数字のうち先頭の 2 桁

は中分類番号であり、最後の 1 桁によって当該小分類項目が中分類項目のもとに設定された

何番目の小分類項目であるのかを表している。細分類項目の数字 5 桁のうち先頭から 3 桁目

までの数字は、小分類番号を表し、末尾 2 桁は〔01〕から始まる細分類項目の独自の番号で

ある。分類番号はこれ以外に、特定の職業を表すために設定したものがある。5 桁数字のう

ち末尾 2 桁が〔97〕は補助者、〔98〕は見習、〔99〕は雑多項目であることを表している。

(2) 細分類項目

細分類項目には大きな問題がふたつある。ひとつは同一の分類レベルにもかかわらず実質

的に 2 段階に構造化されていること、もうひとつは項目名の情報しかないことである。

まず、第 1 の問題についてみてみよう。現行の細分類レベルの項目は、集約コードと特掲

コードを用いて 2 段階に区分されている。細分類項目の職業に特定の分類基準を適用して職

務を細分化したとき、個々独立した職務と認められるものが集約レベルの項目であり、その

中から特定の職務を抜き出して独立させたものが特掲レベルの項目である。たとえば、調理

人という小分類レベルの職業は、料理の種類ごとに日本料理調理人、西洋料理調理人、中華

料理調理人などに分けることができる。これらが集約レベルの職務である。更に日本料理調

理人の中を料理の種類によって分けるとすし職人を抜き出すことができる。これが特掲レベ

ルの項目である。

細分類レベルの項目を 2 段階に分けて設定する方法は、求職者との的確なマッチングを行

うための職業分類上の工夫として 1986 年の改訂時に導入された。しかし、製造する製品や

提供するサービスの変化に職業分類の改訂が追いつかなかったことや、職務範囲の拡大など

職場の変化に対応することが難しかったことなど、現在では細分類レベルの 2 段階区分は当

初想定したような効果を必ずしももたらしてはいない。これは求人・求職者数に端的に表れ

ている。

集約・特掲レベルのそれぞれの項目に位置づけられた求人件数をみると、次の 3 つのパタ

ーンに分かれる。

①集約項目に求人が集中し、特掲項目に分類される求人は相対的に少ないケース

集約項目の求人件数が多いということは、特掲項目が集約項目に含まれる職務の一部を

区分したものにすぎず、かつその設定が適切とはいえないことを示している。また、別
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の解釈としては、多くの求人企業では職務の細分化が行われていないことを意味してい

る可能性もある。

②特掲項目に求人が集中し、集約項目に分類される求人は相対的に少ないケース

集約項目に含まれる職務と特掲項目のそれが重複するほど集約項目に分類される求人は

少なくなる。

③集約項目と特掲項目のそれぞれに位置づけられる求人は、おおよそ同程度であるケース

特掲項目には、集約項目に含まれる職務のうち代表的なものが設定されているといえる

が、その一方で特掲項目は集約項目の一部の職務を表したものにすぎないことなどを示

している。

これら 3 ケースのうち圧倒的に多いのは①のパターンである。このため現行の集約項目・

特掲項目による 2 段階の構造化を廃止して、細分類レベルには階層を持たない並列的な項目

を設定する（図表 2）。項目の見直しにあたっては、3 つのパターンの出現率に配慮して、①

のケースでは集約項目を重視した項目の設定、②のケースでは特掲項目を重視した項目の設

定を行う。また、③のケースでは求人件数の分布などを考慮して個別に判断する。

〔現行の体系・分類番号〕 〔改訂案〕
小分類 ○○○ 小分類 ○○○
細分類 ○○○-10 細分類 ○○○-01

-11 集約コード ○○○-02
-12 ○○○-03

○○○-20 …
-21 ○○○-99
-22 特掲コード

…
○○○-99 雑多コード

図表 2 細分類項目の再編

細分類項目に関する 2 番目の問題は、項目名の情報しか含まれていないことである。各項

目に含まれる職務範囲や職務内容に関する情報が記述されていないため、職業分類の利用者

に判断の余地を与えることになり、その結果、共通理解の形成を妨げることになりかねない。

職業紹介業務における求人・求職者の分類を的確に行うためにも細分類項目には職業定義を

付ける必要がある。

(3) 量的基準

日本標準職業分類の改定作業では、小分類項目の見直しにあたって量的基準（新設の場合、

就業者 2000 人以上、廃止の場合 1000 人未満）を設けているが、細分類項目の見直しにあた

って求人・求職者数に一律の基準を設けるのは適切ではない。職業によっては、そもそも職

業紹介に適さないものや職業紹介以外の就業経路が一般的になっているものなどがあり、求
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人は日本標準職業分類が基準としている就業者とは異なっている。したがって求人・求職者

数に一律の量的基準を設けて、それに沿って項目の廃止・分割・統合・格上げ・格下げ等の

判断をするのは適当ではない。

求人・求職者数は、あくまでも相対的な評価を行うときにのみ使用すべきである。たとえ

ば、ひとつの小分類項目のもとに設定された集約項目間（あるいは集約項目と特掲項目との

間）の相対的な重要性を評価するとき、同一分野（あるいは同一中分類のもと）の小分類項

目の中で職業紹介業務にとっての重要性を相対的に評価するときなどである。

日本標準職業分類に設定された小分類項目は一定規模以上の就業者数が確認されている。

厚生労働省編職業分類の小分類項目は、日本標準職業分類の小分類項目に準拠して設定され

ている。その小分類項目のもとに設定された細分類項目には、なぜ、求人・求職者の少ない

ものがあるのだろうか。少なくとも次の 4 つの理由が考えられる。

第 1 に一般の労働市場を経由した就業にはそぐわない職業がある。このカテゴリーには、

研究者、弁護士・公認会計士等の専門性の高い職業、小・中・高・大学の教員、公務部門の

職業、芸術・芸能等の職業、議会議員、農林漁業の職業などが含まれる。第 2 にハローワー

ク以外の国の機関が職業紹介を行っている職業がある。その代表的なものは船員である。第 3

に分類表に設定された職業と職場の実態との間に乖離が生じている職業がある。たとえば、

職場の作業員が多能工化していたり、複数職務の兼務が常態化したりしていても分類表には

工程別の職業が設定されていることがある。また、機械化によって工程が省力化されている

職業などもある。第 4 に芸者・ダンサー、たばこ製造工など就業者数がそもそも少ない職業

がある。

このように求人・求職者数の少ない理由はさまざまである。したがって求人・求職者数の

少ない項目は基本的には個別ケースごとに取扱いを判断したが、特に大分類 A においては

専門性の分化、大分類 I においては集約化の方向を重視した。

(4)その他

項目名は重要である。それは職業名が求人企業と求職者をつなぐ架け橋（共通言語）の役

割を果たしているからである。細分類項目名の設定にあたっては、カテゴリー名称として適

切であるかどうか、実際に用いられている職種名と大きく乖離していないかどうかなどの視

点に配慮して判断した。

新項目の供給源のひとつは雑多項目である。既存の項目に該当しない求人職種は、雑多項

目に分類されるが、そのような職種が増えてくると、次第に既存の項目の求人件数を凌駕す

るようになる。そのような新職種を把握するためには、雑多項目に分類された求人職種を調

べる必要がある。その中で特に多いものは、独立した細分類項目として設定した。
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2 大分類 A 専門的・技術的職業

(1) 分類体系の構成

大分類 A は、研究者・技術者・専門職の 3 つの職業分野に区分され、このうち技術者と

専門職はその専門分野に対応したやや大くくりの項目が中分類レベルに設定されている（図

表 3）。技術者の専門分野として設定されているのは、農林漁業、鉱工業、建築、情報処理

である。他方、専門職の専門分野は、保健医療、社会福祉、法務、経営、教育などに分けら

れている。

専門職として設定されている項目にはふたつの要因が関係している。第 1 は社会的認識で

ある。専門職の範囲は、欧米諸国では社会的な共通認識がほぼ形成されているため比較的明

確であるといわれているが、我が国ではそのような共通認識の形成に欠けるところがあり、

その結果、専門職の範囲は人によって異なることがある。第 2 は職業の区分法である。国際

標準職業分類では、専門性の高い職業と一般の職業の間に準専門職を設けて両者の中間領域

の職業を区分しているが、日本標準職業分類では専門職と一般職の 2 区分になっているため、

その中間領域の職業の区分があいまいになっている。これらの要因が絡み合って国際標準職

業分類の基準では準専門職に該当する職業が、日本標準職業分類では専門職として設定され

ていることが多い。

(2) 主な問題点

大分類 A には、いくつか大きな問題がある。第 1 は現実の職業と分類項目との乖離であ

る。情報処理技術者の小分類には、システムエンジニアとプログラマーの 2 職種が設定され

ているが、現実には調査・分析、設計、開発、運用の分野ごとにそれぞれ独自の仕事領域が

確立している。日本標準職業分類の改定作業でも情報処理技術者の項目は抜本的に見直され

ることになっており、その改定結果に準じて細分類項目を設定することになる。

第 2 は専門職の範囲に関する問題である。現行の体系では、看護補助や歯科助手等の保健

医療関係の補助者・助手は大分類 A に設定されているが、これらの仕事は補助的なもので

あり、また専門職である医師や歯科医師等の指示にもとづいて遂行される仕事でもある。し

たがって大分類 A の専門職に位置づけるのは適切さに欠けると思われる。日本標準職業分

類の改定結果に沿って項目の位置づけを変更するとともに求人件数に応じて項目の細分化を

行う必要がある。

第 3 は小分類項目のあり方である。日本標準職業分類には、「103 理学療法士、作業療法

士、視能訓練士」や「131 裁判官、検察官、弁護士」など複数の職業名を併記した小分類項

目が多数設定されている。このような項目の設定方法には次のとおり少なくとも 3 つの理由

がある。①職務の類似性あるいは職業分野の同一性に注目すると、それらの職業をそれぞれ

独立した小分類項目として設定するよりもひとまとめにして提示したほうがわかりやすい。

②ひとつの職業では項目設定に係る量的基準を満たすことが難しいとき、当該職業に類似し

た職業とあわせて項目を設定することによって量的基準を満たすことができる。③小分類レ
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ベルの項目には十進分類法が適用されているため、ひとつの中分類項目の下位に設定できる

小分類項目は最大 9 項目である。設定すべき項目が 9 項目を超えたとき、いくつかの小分類

を併記することによって項目数を 9 以内に抑えることができる。

これらの理由は、職業紹介業務で使用する職業分類にとって重要とはいえない。実務目的

の職業分類に求められるのは、何よりも分類項目に含まれる職務の内容と範囲が明確である

ことである。これは細分類項目のみならず、小分類項目についてもいえる。したがって複数

の職業名が併記された小分類項目は、可能な限りそれぞれ独立した小分類項目として設定す

べきである。

第 4 は、類似した仕事が異なる大分類項目のもとに設定されている問題である。介護の仕

事のうち施設での介護は大分類 A に、訪問介護の場合には大分類 E にそれぞれ設定されて

いる。この問題に対する対応は、日本標準職業分類の改定結果を待たなければならない。

第 5 は、職業の専門分化に対応した項目の設定である。求人件数の多い職業を細分化した

り、雑多項目に分類された職業の中で求人の多いものを細分類に格上げしたりするなど適切

な対応が求められる。

(3) 改訂素案

大分類 A の見直し結果を概括すると図表 4 のとおりである。見直し作業は、小分類項目

を単位にして行われている。小分類項目別の検討結果は図表 5、その中から項目だけを抜き

出して新旧対照表の形にしたものが図表 6 である。
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図
表
4
大
分
類
A
「
専
門
的
・
技
術
的
職
業
」
の
細
分
類
項
目
改
訂
素
案
の
総
括
表

改
訂
案

該
当
項
目

主
な
改
訂
理
由

(現
行
分
類
番
号
)

小
分
類
項
目

新
設

03
1、
03
2、
03
3
機
械
技
術
者
の
細
分
類
レ
ベ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
自
動
車
技
術
者
と
小
分
類
レ
ベ
ル
の
航
空
機

技
術
者
と
造
船
技
術
者
で
構
成
す
る
「
輸
送
用
機
械
技
術
者
」
を
新
設
し
た
。

06
1

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
全
面
的
に
見
直
し
、
調
査
・
分
析
、
設
計
、
開
発
、
運
用
の
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
に
対
応
す
る
項
目
を
新
設
し
た
。

廃
止

03
9

03
1・
03
4
の
細
分
類
レ
ベ
ル
に
雑
多
項
目
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
03
9
の
設
定
が
不
要
に
な
っ

た
。

分
割

10
3、
10
7、
11
2、
複
数
の
職
業
を
併
記
し
た
項
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
職
務
範
囲
を
持
つ
職
業
で
あ
る
た
め
、

13
1、
13
2、
14
1、
項
目
を
分
割
し
て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
小
分
類
項
目
と
し
た
。
日
本
標
準
職
業
分
類
で
は
、
十
進

17
2

分
類
法
の
適
用
な
ど
の
技
術
的
な
制
約
に
よ
っ
て
複
数
の
職
業
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
項
目
が
設

定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
務
に
使
用
す
る
職
業
分
類
で
は
そ
の
よ
う
な
制
約
は
必
要
な
い
。

統
合

02
1、
02
2、
02
3、
求
人
の
実
態
に
鑑
み
て
農
林
水
産
業
の
技
術
者
（
4
項
目
）
を
統
合
し
た
。

02
4

項
目
名
の
変
更

03
4、
09
3、
10
2、
細
分
類
レ
ベ
ル
に
設
定
さ
れ
た
項
目
を
総
括
す
る
名
称
と
し
て
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
と
の
視
点

11
1、
15
7、
17
1、
か
ら
見
直
し
を
行
っ
た
。

18
5

細
分
類
へ
の
格
下
げ

03
2、
03
3

新
設
す
る
「
輸
送
用
機
械
技
術
者
」
の
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
し
た
。

20
4

職
業
紹
介
業
務
に
お
け
る
必
要
性
に
鑑
み
て
細
分
類
レ
ベ
ル
に
移
動
し
た
。

20
5

本
項
目
に
含
ま
れ
る
3
つ
の
職
業
を
独
立
さ
せ
る
場
合
、
小
分
類
よ
り
も
細
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目

と
し
て
設
定
す
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。

同
一
中
分
類
の
中
に
小
分
類
項
目
が
10
項
目
以
上
設
定
さ
れ
て
い
中
分
類
10
「
医
療
技
術
者
」（
小
分
類
9
項
目

＊
）

る
も
の

細
分
類
項
目

小
分
類
へ
の
格
上
げ

07
1-
10

求
人
の
多
い
生
産
工
学
技
術
者
を
小
分
類
レ
ベ
ル
に
格
上
げ
し
た
。

11
9-
40

求
人
の
多
い
看
護
補
助
者
を
小
分
類
レ
ベ
ル
に
格
上
げ
す
る
と
と
も
に
、
11
9-
99
に
分
類
さ
れ
た

補
助
・
助
手
の
仕
事
を
取
り
込
む
た
め
に
項
目
名
を
変
更
し
た
。

体
系
の
見
直
し

03
1

一
般
機
械
技
術
者
を
産
業
用
機
械
技
術
者
と
そ
れ
以
外
の
機
械
技
術
者
に
分
割
し
た
。

03
4

強
電
・
弱
電
の
2
区
分
を
発
送
電
用
・
配
電
用
・
産
業
用
電
気
機
械
と
民
生
用
電
気
機
械
に
区
分

し
直
し
た
。

05
1

工
事
監
督
の
求
人
が
多
い
こ
と
を
考
慮
し
て
工
事
監
理
に
代
え
て
工
事
監
督
の
項
目
を
設
定
し
た
。

05
2

分
類
基
準
の
変
更
：
工
事
の
種
類
別
の
項
目
に
代
え
て
設
計
と
工
事
監
督
の
項
目
を
設
定
し
た
。

08
4

薬
剤
師
を
管
理
薬
剤
師
と
調
剤
薬
剤
師
に
分
割
し
た
。
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11
1

栄
養
士
を
栄
養
士
と
管
理
栄
養
士
に
分
割
し
た
。

12
2

求
人
の
多
い
生
活
相
談
員
、
児
童
指
導
員
、
学
童
保
育
指
導
員
の
3
項
目
を
設
定
し
た
。

14
9

中
小
企
業
診
断
士
に
代
え
て
資
格
の
有
無
を
問
わ
な
い
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
項
目
を
設
定
し

た
。

17
2

分
類
基
準
の
変
更
：
メ
デ
ィ
ア
の
種
類
で
は
な
く
仕
事
の
種
類
別
の
項
目
を
設
定
し
た
。

18
4

商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
項
目
を
廃
止
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
代
表
的
分
野
と
ウ

ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
た
。

20
2

学
習
個
人
教
師
を
学
習
塾
等
の
教
師
（
教
科
学
習
補
習
教
師
）
と
語
学
教
室
教
師
に
分
割
し
た
。

特
掲
項
目
の
細
分
類
独
立

求
人
の
多
い
特
掲
項
目
は
細
分
類
レ
ベ
ル
に
項
目
を
設
定
し
た
。

01
1-
13

化
学
研
究
者

01
1-
43

薬
学
研
究
者

05
1-
11

建
築
設
計
技
術
者

07
1-
12

品
質
管
理
技
術
者

12
1-
11

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

18
4-
11
、
-1
2

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
ザ
イ
ナ
ー

20
1-
11
～
13

学
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
職
場
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
職
業
相
談
員

雑
多
項
目
（
-9
9）
か
ら
細
分
11
9-
99

歯
科
助
手
、
動
物
病
院
助
手

類
に
引
き
上
げ
た
職
業

12
2-
99

児
童
指
導
員
、
学
童
保
育
指
導
員

12
9-
10

介
護
支
援
専
門
員

17
2-
99

テ
ク
ニ
カ
ル
ラ
イ
タ
ー

18
4-
99

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー

20
2-
99

パ
ソ
コ
ン
教
室
教
師

20
9-
99

学
芸
員
、
通
関
士
、
診
療
情
報
管
理
士

同
一
小
分
類
の
中
に
細
分
類
項
目
が
10
項
目
以
上
設
定
さ
れ
て
い
小
分
類
20
9「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
専
門
的
職
業
」（
細
分
類
14
項
目
）

る
も
の

（
注
）
9
項
目
の
中
に
は
「
そ
の
他
」
の
項
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
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図
表
5 
大
分
類
A
「
専
門
的
・
技
術
的
職
業
」
の
細
分
類
項
目
に
係
る
改
訂
素
案
 

 
 

 
 

 
 

現
行
（
平
成
11
年
改
訂
）
 

新
規
求
人
数

合
計
 

集
約
・
特
掲

コ
ー
ド
合
計

改
訂
素
案
 

主
な
改
訂
理
由
 

Ａ
 

専
門
的
・
技
術
的
職
業
 

1,
72
2,
33
3 
 
 

 
 

 
 

01
 

科
学
研
究
者
 

4,
72
9 
 
 

 
 

 
 

01
1 

自
然
科
学
系
研
究
者
 

4,
66
0 
 
 

01
1 
自
然
科
学
系
研
究
者
 

 
 

01
1-
10
 
理
学
研
究
者
 

32
0 

 
01
1-
01
 
理
学
研
究
者
 

○
学
問
の
分
類
 

01
1-
11
 
数
学
研
究
者
 

10
 

 
01
1-
02
 
化
学
研
究
者
 

 
学
問
の
分
類
は
必
ず
し
も
定
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ES
CO
で
は
 

01
1-
12
 
物
理
学
研
究
者
 

55
 

 
01
1-
03
 
工
学
研
究
者
 

 
一
般
的
又
は
慣
例
的
に
使
用
さ
れ
る
、
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
に
よ
る
分
類
 

01
1-
13
 
化
学
研
究
者
 

1,2
61
 

 
01
1-
04
 
農
学
・
林
学
・
水
産
学
研
究
者
 

 
と
基
礎
と
応
用
の
区
分
よ
る
分
類
の
ふ
た
つ
の
指
標
を
用
い
て
い
る
。
 

01
1-
14
 
生
物
学
研
究
者
 

40
5 

2,0
51

 
01
1-
05
 
医
学
研
究
者
 

 
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
に
よ
る
分
類
で
は
、
自
然
科
学
に
含
ま
れ
る
の
は
理
学
 

01
1-
20
 
工
学
研
究
者
 

22
6

 
01
1-
06
 
薬
学
研
究
者
 

 
分
野
の
学
問
（
数
学
、
物
理
、
化
学
な
ど
）
で
あ
る
。
他
方
、
基
礎
科
学
と
応
用
 

01
1-
21
 
土
木
・
建
築
工
学
研
究
者
 

13
 

 
01
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
自
然
科
学
系
研
究
者
 

 
科
学
の
区
分
で
は
、
応
用
化
科
学
に
含
ま
れ
る
の
は
工
学
、
医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
 

01
1-
22
 
機
械
工
学
研
究
者
 

67
 

 
 
農
林
水
産
学
な
ど
で
あ
る
。
 

01
1-
23
 
材
料
工
学
研
究
者
 

10
0 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
求
人
の
多
寡
 

01
1-
24
 
電
気
・
電
子
工
学
研
究
者
 

24
1 

 
01
1-
01
：
01
1-
10
、
-1
1、
-1
2、
-1
4 

 
農
林
水
産
学
研
究
者
は
他
の
領
域
の
研
究
者
に
比
べ
て
求
人
が
 

01
1-
25
 
情
報
工
学
研
究
者
 

4 
 
01
1-
02
：
01
1-
13
 

 
相
対
的
に
少
な
い
が
、
自
然
科
学
の
1
領
域
と
し
て
確
立
し
て
い
る
 

01
1-
26
 
生
命
工
学
研
究
者
 

11
0 

76
1

 
01
1-
03
：
01
1-
20
、
-2
1～
26
 

 
こ
と
か
ら
項
目
を
設
定
す
る
。
 

01
1-
30
 
農
・
林
・
水
産
学
研
究
者
 

52
 

 
01
1-
04
：
01
1-
30
、
-3
1～
34
 

○
化
学
研
究
者
、
薬
学
研
究
者
 

01
1-
31
 
農
学
研
究
者
 

37
 

 
01
1-
05
：
01
1-
40
、
-4
1、
-4
2、
-4
4 

 
大
く
く
り
の
細
分
類
項
目
に
加
え
て
求
人
の
多
い
化
学
研
究
者
と
薬
学
研
究
者
を
 

01
1-
32
 
林
学
研
究
者
 

1 
 
01
1-
06
：
01
1-
43
 

 
設
定
し
、
実
務
で
の
利
便
性
を
高
め
る
。
 

01
1-
33
 
獣
医
学
・
畜
産
学
研
究
者
 

34
 

 
01
1-
99
：
01
1-
99
 

 
 

01
1-
34
 
水
産
学
研
究
者
 

11
 

13
5

 
 

 
 

01
1-
40
 
医
学
研
究
者
 

14
2 

 
 

 
 

01
1-
41
 
生
理
学
研
究
者
 

2 
 
 

 
 

01
1-
42
 
病
理
学
研
究
者
 

44
 

 
 

 
 

01
1-
43
 
薬
学
研
究
者
 

80
5 

 
 

 
 

01
1-
44
 
歯
学
研
究
者
 

1 

99
4

 
 

 
 

01
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
自
然
科
学
系
 

32
2 

32
2
 
 

 
 

 
 
研
究
者
 

 
 

 
 

 
 
 

01
2 

人
文
・
社
会
科
学
系
研
究
者
 

69
 
 
 

01
2 
人
文
・
社
会
科
学
系
研
究
者
 

 
 

01
2-
10
 
人
文
科
学
研
究
者
 

49
 

 
01
2-
01
 
人
文
科
学
研
究
者
 

○
学
問
の
分
類
 

01
2-
11
 
哲
学
研
究
者
 

0 
 
01
2-
02
 
社
会
科
学
研
究
者
 

 
一
般
的
ま
た
は
慣
例
的
に
使
用
さ
れ
る
、
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
に
よ
る
 

01
2-
12
 
史
学
研
究
者
 

1 
 

 
分
類
は
共
通
理
解
を
得
や
す
い
が
、
一
方
で
、
具
体
的
な
学
問
が
ど
の
分
野
 

01
2-
13
 
文
学
研
究
者
 

0 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
に
含
ま
れ
る
の
か
は
必
ず
し
も
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
 

01
2-
14
 
美
術
研
究
者
 

1 
 
01
2-
01
：
01
2-
10
、
-1
1～
16
 

○
求
人
の
状
況
 

01
2-
15
 
心
理
学
研
究
者
 

0 
 
01
2-
02
：
01
2-
20
、
-2
1～
24
 

 
求
人
は
、
人
文
科
学
研
究
者
（
51
）
・
社
会
科
学
研
究
者
（
8）
と
も
に
 

01
2-
16
 
教
育
学
研
究
者
 

0 

51

 
 

 
少
な
い
が
、
01
1
と
01
2
は
学
問
分
野
別
の
研
究
者
の
項
目
で
あ
り
、
分
類
 

01
2-
20
 
社
会
科
学
研
究
者
 

6 
8
 
 

 
体
系
と
し
て
必
要
な
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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01
2-
21
 
社
会
学
研
究
者
 

0 
 
 

 
 

01
2-
22
 
法
学
・
政
治
学
研
究
者
 

0 
 
 

 
 

01
2-
23
 
経
済
学
研
究
者
 

2 
 
 

 
 

01
2-
24
 
商
学
・
経
営
学
研
究
者
 

0 
 
 

 
 

02
 

農
林
水
産
業
・
食
品
技
術
者
 

2,
08
0 
 
 

 
 

 
 

02
1 

農
業
技
術
者
 

30
7 
 
 

 
 

 
 

02
1-
10
 
農
業
技
術
員
 

12
8 

小
分
類
02
1～
02
4
の
統
合
 

○
02
1-
21
農
業
改
良
普
及
員
 

02
1-
11
 
種
苗
育
成
技
術
員
 

15
 

 
 

 
こ
の
職
業
名
は
現
在
存
在
し
な
い
。
20
04
年
の
農
業
改
良
助
長
法
の
改
正
に
 

02
1-
12
 
土
壌
改
良
技
術
員
 

5 
 
02
A
-0
A
 
農
業
技
術
者
 

 
と
も
な
っ
て
農
業
改
良
普
及
員
と
専
門
技
術
員
の
資
格
が
廃
止
さ
れ
、
国
は
 

02
1-
13
 
病
虫
害
防
除
技
術
員
 

12
 

16
0

 
 
両
者
を
統
合
し
た
資
格
で
あ
る
農
業
普
及
指
導
員
の
試
験
を
20
05
年
か
ら
実
施
 

02
1-
20
 
農
業
経
営
指
導
員
 

59
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
し
て
い
る
。
農
業
普
及
指
導
員
は
02
1-
×
×
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
 

02
1-
21
 
農
業
改
良
普
及
員
 

43
 

10
2
 
02
A
-0
A
：
02
1-
10
、
-1
1～
13
、
-2
0、
-3
0 

○
求
人
 

02
1-
30
 
農
作
物
検
査
員
 

13
 

13
 
 

 
-1
0
の
求
人
は
12
8
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
-2
1
に
分
類
さ
れ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
求
人
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
-2
0
と
-3
0
の
求
人
は
僅
か
で
あ
り
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
項
目
を
細
分
化
す
る
積
極
的
な
理
由
は
乏
し
い
。
 

02
2 

畜
産
技
術
者
 

11
9 
 
 

 
 

 
 

02
2-
10
 
畜
産
技
術
員
 

84
 

小
分
類
02
1～
02
4
の
統
合
 

○
求
人
 

02
2-
11
 
種
付
技
術
員
 

11
 

 
 

 
求
人
は
、
小
分
類
全
体
で
11
9
件
で
あ
り
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
 

02
2-
12
 
ふ
化
技
術
員
 

0 
 
02
A
-0
B 
畜
産
技
術
者
 

 
乏
し
い
。
 

02
2-
13
 
肥
育
技
術
員
 

2 
 
 

 
 

02
2-
14
 
飼
料
技
術
員
 

1 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

02
2-
15
 
ふ
ん
尿
処
理
技
術
員
 

0 

98

 
02
A
-0
B：
02
2-
10
、
-1
1～
15
、
-2
0、
-3
0、
-3
1 

 
 

02
2-
20
 
養
蜂
技
術
員
 

0 
0
 
 

 
 

02
2-
30
 
畜
産
検
査
技
術
員
 

12
 

 
 

 
 

02
2-
31
 
ひ
な
鑑
別
員
 

5 
17
 
 

 
 

02
3 

林
業
技
術
者
 

95
 
 
 

 
 

 
 

02
3-
10
 
林
業
技
術
員
 

84
 

小
分
類
02
1～
02
4
の
統
合
 

○
求
人
 

02
3-
11
 
森
林
病
害
虫
防
除
技
術
員
 

0 
84
 
02
A
-0
C 
林
業
技
術
者
 

 
林
業
技
術
者
の
求
人
は
全
体
で
僅
か
95
で
あ
り
、
項
目
を
細
分
化
す
る
 

02
3-
20
 
林
業
検
査
技
術
員
 

3 
3
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
02
A
-0
C：
02
3-
10
、
-1
1、
-2
0 

 
 

02
4 

水
産
技
術
者
 

61
 
 
 

 
 

 
 

02
4-
10
 
水
産
技
術
員
 

29
 

小
分
類
02
1～
02
4
の
統
合
 

○
求
人
 

02
4-
11
 
養
殖
技
術
員
 

14
 

 
02
A
-0
D
 
水
産
技
術
者
 

 
水
産
技
術
者
の
求
人
は
僅
か
61
で
あ
り
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
 

02
4-
12
 
漁
労
技
術
員
 

0 
43
 
 

 
は
乏
し
い
。
 

02
4-
20
 
水
産
物
検
査
技
術
員
 

10
 

10
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

02
4-
30
 
水
産
資
源
保
護
指
導
員
 

0 
0
 
02
A
-0
D
：
02
4-
10
、
-1
1～
12
、
-2
0、
-3
0 

 
 

02
5 

食
品
技
術
者
 

1,
44
5 
 
 

 
 

 
 

02
5-
10
 
食
品
製
造
技
術
者
 

84
9 

分
類
番
号
の
変
更
 

○
求
人
 

02
5-
11
 
か
ん
詰
製
造
技
術
者
 

16
 

02
B
 
食
品
技
術
者
 

 
1. 
食
品
製
造
技
術
者
の
求
人
は
全
体
の
3/
4
を
し
め
る
が
、
枝
番
（
11
、
12
）
 

02
5-
12
 
食
品
冷
凍
技
術
者
 

44
 

90
9
 
02
B-
01
 
食
品
製
造
技
術
者
 

 
 
の
求
人
は
少
な
く
、
-1
0
の
代
表
的
な
職
業
と
は
言
い
難
い
。
 

21



02
5-
20
 
醸
造
技
術
者
 

47
 

47
 
02
B-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
食
品
技
術
者
 

 
2. 
醸
造
技
術
者
の
求
人
も
少
な
く
、
項
目
を
設
定
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

02
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
食
品
技
術
者
 

22
7 

22
7
 

 
3. 
-9
9
の
求
人
は
全
体
の
約
2
割
を
し
め
て
い
る
。
こ
の
項
目
に
は
、
生
産
・
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
商
品
開
発
、
生
産
・
品
質
管
理
な
ど
他
の
分
類
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
02
5-
01
：
02
51
-1
0、
-1
1～
12
、
-2
0 

 
 
べ
き
求
人
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
02
5-
99
：
02
5-
99
 

 
4. 
-×
×
に
該
当
す
る
求
人
は
26
2
件
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
02
5-
01
と
02
5-
99
に
2
分
割
せ
ず
に
、
02
5-
01
食
品
技
術
者
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
一
本
化
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
 

02
9 

そ
の
他
の
農
林
水
産
業
・
食
品
技
術
者
 

53
 
 
 

02
9 
そ
の
他
の
農
林
水
産
業
・
食
品
技
術
者
 

 
 

02
9-
10
 
養
蚕
技
術
者
 

5 
 
02
9-
01
 
そ
の
他
の
農
林
水
産
業
・
食
品
技
術
者
 

○
求
人
 

02
9-
11
 
栽
桑
技
術
員
 

0 
 

 
求
人
は
全
体
で
僅
か
53
件
で
あ
り
、
養
蚕
技
術
者
を
項
目
と
し
て
設
定
 

02
9-
12
 
養
蚕
技
術
員
 

0 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

02
9-
13
 
蚕
業
検
査
技
術
員
 

0 

5

 
02
9-
01
：
02
9-
10
、
-1
1～
13
、
-9
9 

 
 

02
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
農
林
水
産
業
・
 

43
 

43
 
 

 
 

 
 
食
品
技
術
者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

03
 

機
械
・
電
気
技
術
者
 

27
4,
51
6 
 
 

 
 

 
 

03
1 

機
械
技
術
者
 

14
2,
93
8 
 
 

 
 

 
 

03
1-
10
 
一
般
機
械
技
術
者
 

86
,50
7 

中
分
類
03
に
小
分
類
「
輸
送
用
機
械
技
術
者
」
を
新
設
 

○
分
類
体
系
の
構
造
 

03
1-
11
 
原
動
機
技
術
者
 

1,2
37
 

し
て
、
03
1-
20
の
自
動
車
技
術
者
を
新
項
目
に
移
す
。
 

 
1. 
中
分
類
03
（
機
械
・
電
気
技
術
者
）
は
、
中
分
類
57
～
60
 

03
1-
12
 
工
作
機
械
技
術
者
 

1,3
42
 

89
,08
6
 
 

 
 
に
対
応
し
て
い
る
。
03
が
技
術
者
、
57
～
60
が
技
能
工
で
あ
る
。
 

03
1-
20
 
自
動
車
技
術
者
 

15
,65
2 

15
,65
2
03
1 
機
械
技
術
者
(輸
送
用
機
械
・
電
気
機
械
を
除
く
) 

 
2.-
10
の
一
般
機
械
技
術
者
は
機
械
の
範
囲
が
広
い
た
め
、
そ
れ
に
伴
っ
て
 

03
1-
30
 
精
密
機
械
技
術
者
 

5,0
12
 

5,0
12
 
 
03
1-
01
 
産
業
用
機
械
技
術
者
 

 
 
求
人
件
数
も
多
い
。
一
般
機
械
の
種
類
は
、
産
業
分
類
で
は
小
分
類
レ
ベ
 

03
1-
40
 
プ
ラ
ン
ト
技
術
者
 

8,0
87
 

8,0
87
 
 
03
1-
02
 
精
密
機
械
技
術
者
 

 
 
ル
の
9
項
目
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
産
業
用
機
械
（
農
業
、
建
設
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
1-
03
 
プ
ラ
ン
ト
技
術
者
 

 
 
金
属
加
工
、
繊
維
、
特
殊
産
業
、
一
般
産
業
の
6
項
目
）
を
「
産
業
用
機
械
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
機
械
技
術
者
 

 
 
技
術
者
」
と
し
て
設
定
し
、
そ
れ
以
外
の
機
械
（
原
動
機
、
事
務
・
サ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ビ
ス
用
、
そ
の
他
機
械
）
を
雑
多
項
目
に
位
置
づ
け
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
3. 
輸
送
用
機
械
で
あ
る
自
動
車
は
、
03
1
に
含
ま
れ
、
就
業
者
の
規
模
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
1-
01
：
03
1-
10
、
-1
1～
12
 

 
 
で
は
自
動
車
に
劣
る
航
空
機
と
造
船
が
そ
れ
ぞ
れ
小
分
類
レ
ベ
ル
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
1-
02
：
03
1-
30
 

 
 
独
立
し
て
い
る
。
輸
送
用
機
械
の
種
類
に
よ
っ
て
分
類
レ
ベ
ル
が
異
な
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
1-
03
：
03
1-
40
 

 
 
の
は
適
当
で
は
な
い
。
自
動
車
、
造
船
、
航
空
機
は
輸
送
用
機
械
と
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
ほ
う
が
使
い
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

03
A
 
輸
送
用
機
械
技
術
者
 

 
4. 
鉄
道
車
両
・
自
転
車
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
輸
送
用
機
械
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
A
-0
A
 
自
動
車
技
術
者
 

 
 
技
術
者
は
03
9-
10
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
標
準
職
業
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
A
-0
B 
航
空
機
技
術
者
 

 
 
に
は
03
9
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
A
-0
C 
造
船
技
術
者
 

 
5.小
分
類
レ
ベ
ル
に
「
輸
送
用
機
械
技
術
者
」
を
新
設
し
て
、
こ
の
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
A
-9
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
輸
送
用
機
械
技
術
者
 

 
 
に
自
動
車
、
造
船
、
航
空
機
な
ど
の
技
術
者
を
移
す
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
6. 
中
分
類
60
（
計
量
計
測
機
器
・
光
学
機
械
）
に
設
定
さ
れ
た
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
の
う
ち
精
密
機
械
（
時
計
、
光
学
機
器
）
に
関
す
る
技
術
者
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
A
-0
A
：
03
1-
20
 

 
 
03
1-
30
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
A
-0
B：
03
2 

○
分
類
基
準
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
A
-0
C：
03
3 

 
1. 
現
行
の
小
分
類
項
目
は
、
取
り
扱
う
機
械
の
種
類
に
も
と
づ
い
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
03
A
-9
9：
03
9-
10
の
一
部
 

 
 
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
で
は
、
ど
の
機
械
を
小
分
類
項
目
 

22



 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
中
の
細
分
類
項
目
に
ど
の
機
械
を
設
定
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
す
る
か
に
つ
い
て
説
得
的
な
方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
が
難
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
つ
ま
り
分
類
項
目
の
構
造
化
は
恣
意
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
機
械
・
機
械
設
備
を
扱
う
技
術
者
の
仕
事
を
機
械
横
断
的
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
に
み
る
と
、
設
計
、
研
究
開
発
、
製
造
・
生
産
技
術
な
ど
の
仕
事
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
明
確
に
分
か
れ
て
い
る
。
小
分
類
項
目
を
機
械
の
種
類
、
細
分
類
項
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
目
を
仕
事
の
種
類
と
い
っ
た
分
類
基
準
の
適
用
の
方
法
も
あ
る
。
 

03
2 

航
空
機
技
術
者
 

52
7 
 
 

 
 

 
 

03
2-
10
 
航
空
機
技
術
者
 

50
9 

50
9
細
分
類
に
格
下
げ
し
て
新
た
に
設
定
す
る
小
分
類
「
輸
送
用
 

○
分
類
体
系
 

 
 
 

 
 

 
 

機
械
技
術
者
」
に
移
動
 

 
1. 
同
じ
輸
送
用
機
械
に
係
る
技
術
者
で
あ
っ
て
も
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
航
空
機
技
術
者
と
造
船
技
術
者
は
小
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目
と
し
て
設
定
さ
れ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
03
A
-0
B 
航
空
機
技
術
者
 

 
 
い
る
が
、
自
動
車
技
術
者
は
細
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
2. 
小
分
類
ま
で
の
項
目
は
日
本
標
準
職
業
分
類
に
準
拠
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
が
、
自
動
車
・
航
空
機
・
造
船
の
三
者
の
設
定
に
つ
い
て
は
見
直
し
が
必
要
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
03
A
-0
B：
03
2-
10
 

 
 
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
航
空
機
技
術
者
の
求
人
は
50
0
件
程
度
で
あ
り
、
項
目
を
細
分
化
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

03
3 

造
船
技
術
者
 

76
3 
 
 

 
 

 
 

03
3-
10
 
造
船
技
術
者
 

74
7 

74
7
細
分
類
に
格
下
げ
し
て
新
た
に
設
定
す
る
小
分
類
「
輸
送
用
 

○
分
類
体
系
 

 
 

 
 
 

 
 

機
械
技
術
者
」
に
移
動
 

 
輸
送
用
機
械
に
係
る
技
術
者
を
ひ
と
つ
の
項
目
に
ま
と
め
る
。
 

 
 

 
 
 

 
 
 

○
求
人
 

 
 

 
 
 

 
 
03
A
-0
C 
造
船
技
術
者
 

 
求
人
は
76
3
件
で
あ
り
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
03
A
-0
C：
03
3-
10
 

 
 

03
4 

電
気
技
術
者
 

12
2,
11
2 
 
 

 
 

 
 

03
4-
10
 
強
電
技
術
者
 

11
,77
1 

11
,77
1
 
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
強
電
と
弱
電
 

03
4-
20
 
弱
電
技
術
者
 

25
,72
6 

 
 

 
1. 
強
電
と
弱
電
と
い
う
用
語
は
、
現
実
の
機
械
器
具
で
は
境
界
が
必
ず
し
も
 

03
4-
21
 
電
子
機
器
技
術
者
 

15
,09
9 

03
4 
電
気
・
電
子
技
術
者
 

 
 
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
や
や
馴
染
み
の
薄
い
用
語
で
も
 

03
4-
22
 
半
導
体
技
術
者
 

21
,54
7 

62
,37
2
 
03
4-
01
 
発
送
電
用
・
配
電
用
・
産
業
用
電
気
機
械
技
術
者
 
 
 
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
用
語
を
細
分
類
項
目
名
に
採
用
す
る
の
は
 

03
4-
30
 
電
気
装
置
技
術
者
 

7,8
10
 

 
03
4-
02
 
民
生
用
電
気
機
械
技
術
者
 

 
 
適
当
と
言
い
難
い
。
 

03
4-
31
 
発
送
電
装
置
技
術
者
 

1,2
45
 

9,0
55
 
03
4-
03
 
電
子
機
器
技
術
者
 

 
2. 
強
電
と
弱
電
と
い
う
区
分
法
を
用
い
ず
に
、
何
を
作
る
た
め
の
技
術
で
あ
る
か
 

03
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
気
技
術
者
 

15
,07
1 

15
,07
1
 
03
4-
04
 
半
導
体
技
術
者
 

 
 
に
注
目
し
て
細
分
類
の
全
体
を
電
気
機
械
技
術
者
と
電
子
技
術
者
に
二
分
割
 

 
 
 

 
 

 
 

 
03
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
気
・
電
子
技
術
者
 

 
 
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3.主
な
電
気
機
械
は
次
の
と
お
り
。
発
送
電
用
・
配
電
用
・
産
業
用
、
民
生
用
、
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
電
子
応
用
装
置
、
電
気
計
測
器
、
電
球
・
電
気
照
明
な
ど
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
03
4-
01
：
03
4-
10
、
-3
0、
-3
1 

 
4.電
子
技
術
者
に
関
係
す
る
電
子
部
品
は
、
半
導
体
素
子
、
集
積
回
路
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
03
4-
02
：
03
4-
20
の
一
部
 

 
 
プ
リ
ン
ト
回
路
、
電
子
管
な
ど
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
03
4-
03
：
03
4-
21
 

○
雑
多
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
03
4-
04
：
03
4-
22
 

 
-9
9
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
名
の
求
人
が
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
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03
4-
99
：
03
4-
20
の
一
部
、
-9
9
の
一
部
 

 
電
気
工
事
の
施
工
管
理
、
電
気
設
備
の
管
理
、
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
他
の
分
類
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
求
人
が
多
数
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
分
類
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
他
の
代
表
的
な
分
類
体
系
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
米
国
標
準
職
業
分
類
で
は
、
電
気
技
術
者
、
電
子
技
術
者
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
造
技
術
者
の
3
項
目
を
設
定
し
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
半
導
体
技
術
者
は
電
子
技
術
者
に
含
ま
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
造
技
術
者
は
03
4-
21
に
該
当
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
国
際
標
準
職
業
分
類
で
は
、
中
分
類
に
電
子
工
学
技
術
者
を
設
定
し
て
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
そ
の
小
分
類
レ
ベ
ル
に
電
気
技
術
者
、
電
子
技
術
者
、
通
信
技
術
者
の
3
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
を
設
け
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3. 
両
者
と
も
電
気
技
術
者
と
電
子
技
術
者
を
同
一
の
分
類
レ
ベ
ル
に
設
定
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
い
る
。
し
か
し
日
本
標
準
職
業
分
類
で
は
、
電
気
技
術
者
が
電
子
技
術
者
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
上
位
レ
ベ
ル
の
職
業
に
な
っ
て
い
る
。
産
業
構
造
の
趨
勢
等
を
考
慮
す
る
と
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
小
分
類
項
目
の
名
称
は
電
気
・
電
子
技
術
者
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

03
5 

電
気
通
信
技
術
者
 

6,
26
3 
 
 

03
5 
電
気
通
信
技
術
者
 

 
 

03
5-
10
 
電
気
通
信
技
術
者
 

5,7
23
 

5,7
23
 
03
5-
01
 
電
気
通
信
技
術
者
 

○
仕
事
内
容
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
電
気
通
信
技
術
者
の
守
備
範
囲
は
、
電
気
通
信
機
器
の
設
計
か
ら
製
造
・
修
理
に
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
至
る
工
程
に
お
け
る
技
術
的
な
仕
事
、
無
線
・
有
線
電
気
通
信
施
設
の
計
画
か
ら
 

 
 
 

 
 

 
 

 
03
5-
01
：
03
51
-1
0 

 
管
理
に
至
る
工
程
に
お
け
る
技
術
的
な
仕
事
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
対
す
る
求
人
の
規
模
が
不
明
で
あ
る
等
、
項
目
の
細
分
化
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
を
行
う
積
極
的
な
理
由
は
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
60
00
件
弱
で
あ
り
、
同
じ
く
電
気
関
係
の
技
術
者
で
あ
る
電
子
機
器
技
術
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
や
半
導
体
技
術
者
の
求
人
規
模
の
1/
3
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
 

03
6 

原
子
力
技
術
者
 

39
1 
 
 

03
6 
原
子
力
技
術
者
 

 
 

03
6-
10
 
放
射
性
物
質
製
造
技
術
者
 

30
 

30
 
03
6-
01
 
原
子
力
技
術
者
 

○
求
人
 

03
6-
20
 
原
子
炉
技
術
者
 

15
 

15
 
 

 
求
人
規
模
は
、
項
目
を
細
分
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
 

03
6-
30
 
放
射
線
利
用
機
器
技
術
者
 

53
 

53
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
大
き
く
は
な
い
。
 

03
6-
40
 
放
射
線
安
全
管
理
技
術
者
 

12
4 

12
4
 
03
6-
01
：
03
6-
10
、
-2
0、
-3
0、
-4
0、
-9
9 

 
 

03
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
原
子
力
技
術
者
 

85
 

85
 
 

 
 

03
9 

そ
の
他
の
機
械
・
電
気
技
術
者
 

1,
52
2 
 
 

 
 

 
 

03
9-
10
 
そ
の
他
の
機
械
・
電
気
技
術
者
 

1,4
22
 

1,4
22
 
項
目
の
廃
止
 

○
日
本
標
準
職
業
分
類
と
の
整
合
性
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
日
本
標
準
職
業
分
類
に
は
、
03
9
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
航
空
機
・
造
船
・
電
気
機
器
・
電
気
通
信
機
器
以
外
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
機
械
は
す
べ
て
03
1
機
械
技
術
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
ES
CO
の
03
1
に
は
細
分
類
レ
ベ
ル
に
雑
多
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
位
置
づ
け
場
所
の
な
い
求
人
を
出
さ
な
い
た
め
に
03
9
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
細
分
類
レ
ベ
ル
の
雑
多
項
目
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機
械
技
術
者
の
雑
多
項
目
を
03
1
に
、
電
気
技
術
者
の
雑
多
項
目
を
03
B
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
た
の
で
、
03
9
は
廃
止
す
る
。
 

04
 

鉱
工
業
技
術
者
（
機
械
・
電
気
技
術
者
を

除
く
）
 

16
,1
45
 
 
 

 
 

 
 

04
1 

金
属
製
錬
・
材
料
技
術
者
 

1,
44
9 
 
 

04
1 
金
属
製
錬
・
材
料
技
術
者
 

 
 

04
1-
10
 
金
属
製
錬
技
術
者
 

22
4 

 
04
1-
01
 
金
属
製
錬
技
術
者
 

○
求
人
 

04
1-
11
 
電
気
精
錬
技
術
者
 

34
 

25
8
 
04
1-
02
 
鋳
造
技
術
者
 

 
1. 
求
人
は
全
体
で
も
少
な
い
（
14
49
件
）
。
相
対
的
に
求
人
規
模
の
 

04
1-
20
 
鋳
造
技
術
者
 

16
5 

16
5
 
04
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
金
属
製
錬
・
材
料
技
術
者
 

 
 
大
き
な
金
属
製
錬
技
術
者
と
鋳
造
技
術
者
を
設
定
す
る
。
 

04
1-
30
 
鍛
造
技
術
者
 

27
 

27
 
 

 
2. 
雑
多
項
目
の
求
人
は
、
集
約
コ
ー
ド
の
中
で
一
番
求
人
規
模
の
大
き
な
 

04
1-
40
 
圧
延
技
術
者
 

6 
6
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
金
属
製
錬
技
術
者
の
そ
れ
よ
り
も
多
い
。
具
体
的
な
求
人
職
種
を
み
る
と
 

04
1-
50
 
合
金
技
術
者
 

6 
6
 
04
1-
01
：
04
1-
10
、
-1
1 

 
 
研
究
開
発
、
試
験
・
分
析
・
評
価
な
ど
と
と
も
に
溶
接
作
業
等
の
作
業
員
 

04
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
金
属
製
錬
・
 

85
5 

85
5
 
04
1-
02
：
04
1-
20
 

 
 
の
求
人
も
多
数
分
類
さ
れ
て
い
る
。
技
術
者
の
求
人
で
は
仕
事
の
種
類
が
 

 
材
料
技
術
者
 

 
 

 
 

 
04
1-
99
：
04
1-
30
、
-4
0、
-5
0、
-9
9 

 
 
多
様
で
あ
り
、
求
人
件
数
の
特
に
多
い
も
の
は
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
就
業
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
金
属
製
錬
技
術
者
（
国
調
の
職
業
分
類
、
日
標
の
04
1
に
該
当
）
は
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
就
業
者
の
規
模
（
17
80
0
人
、
平
成
17
年
）
自
体
が
小
さ
い
。
 

04
2 

化
学
技
術
者
 

13
,2
55
 
 
 

04
2 
化
学
技
術
者
 

 
 

04
2-
10
 
有
機
化
学
技
術
者
（
高
分
子
化
学
を
 

3,7
63
 

3,7
63
 
04
2-
01
 
有
機
化
学
技
術
者
（
高
分
子
化
学
を
除
く
）
 

○
化
学
の
区
分
 

 
除
く
）
 

 
 

 
 

 
04
2-
02
 
無
機
化
学
技
術
者
（
高
分
子
化
学
を
除
く
）
 

 
1. 
化
学
化
合
物
を
有
機
、
無
機
、
高
分
子
に
区
分
す
る
 

04
2-
20
 
無
機
化
学
技
術
者
（
高
分
子
化
学
を
 

78
0 

78
0
 
04
2-
03
 
高
分
子
化
学
技
術
者
 

 
 
考
え
方
は
化
学
の
分
野
で
は
一
般
的
で
あ
る
。
 

 
除
く
）
 

 
 

 
 

 
04
2-
04
 
バ
イ
オ
ケ
ミ
カ
ル
技
術
者
 

 
2. 
生
化
学
（
bi
oc
he
m
ist
ry
）
又
は
 

04
2-
30
 
高
分
子
化
学
技
術
者
 

83
6 

83
6
 
04
2-
05
 
分
析
化
学
技
術
者
 

 
 
生
物
化
学
（
bi
ol
og
ic
al
 c
he
m
ist
ry
）
は
生
命
現
象
を
 

04
2-
40
 
バ
イ
オ
ケ
ミ
カ
ル
技
術
者
 

55
6 

55
6
 
 

 
 
化
学
的
に
研
究
す
る
化
学
の
一
分
野
で
あ
る
。
 

04
2-
50
 
分
析
化
学
技
術
者
 

4,6
41
 

4,6
41
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
3. 
分
析
化
学
は
、
試
料
中
の
化
学
成
分
の
種
類
や
存
在
量
 

 
 
 

 
 

 
 

 
04
2-
01
：
04
2-
10
 

 
 
を
解
析
し
た
り
、
解
析
の
た
め
の
目
的
物
質
の
分
離
方
法
 

 
 
 

 
 

 
 

 
04
2-
02
：
04
2-
20
 

 
 
を
研
究
し
た
り
す
る
化
学
の
一
分
野
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
04
2-
03
：
04
2-
30
 

 
4. 
化
学
技
術
者
に
対
応
す
る
技
能
工
は
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
04
2-
04
：
04
2-
40
 

 
 
中
分
類
52
8(
化
学
製
品
製
造
工
)に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
04
2-
05
：
04
2-
50
 

○
化
学
技
術
者
の
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
研
究
開
発
（
製
品
開
発
）
、
製
造
・
生
産
技
術
、
 

 
 

 
 

 
 
 

 
生
産
管
理
・
品
質
管
理
、
分
析
 

 
 

 
 

 
 
 

○
求
人
 

 
 

 
 

 
 
 

 
求
人
件
数
を
み
る
と
、
特
に
有
機
化
学
（
37
63
）
と
 

 
 

 
 

 
 
 

 
分
析
化
学
（
46
41
）
で
多
い
が
、
一
番
少
な
い
バ
イ
オ
ケ
ミ
カ
ル
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
で
も
50
0
件
以
上
の
求
人
が
あ
る
。
 

04
3 

窯
業
技
術
者
 

45
7 
 
 

04
3 
窯
業
技
術
者
 

 
 

04
3-
10
 
普
通
陶
磁
器
技
術
者
 

38
 

38
 
04
3-
01
 
普
通
陶
磁
器
技
術
者
 

○
窯
業
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
製
品
 

04
3-
20
 
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
造
技
術
者
 

19
0 

19
0
 
04
3-
02
 
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
造
技
術
者
 

 
陶
磁
器
、
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
ガ
ラ
ス
、
ほ
う
ろ
う
、
 

04
3-
30
 
ガ
ラ
ス
技
術
者
 

28
 

28
 
04
3-
03
 
ガ
ラ
ス
技
術
者
 

 
れ
ん
が
・
か
わ
ら
、
セ
メ
ン
ト
、
石
灰
・
石
膏
製
品
、
研
磨
材
な
ど
 

04
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
窯
業
技
術
者
 

12
4 

12
4
 
04
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
窯
業
技
術
者
 

○
技
術
者
と
技
能
工
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
04
3
の
窯
業
技
術
者
に
対
す
る
技
能
工
の
項
目
は
、
中
分
類
53
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（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
（
窯
業
製
品
製
造
の
職
業
）
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
04
3-
01
：
04
3-
10
 

○
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
04
3-
02
：
04
3-
20
 

 
研
究
開
発
（
商
品
開
発
）
、
生
産
・
製
造
技
術
、
生
産
管
理
・
品
質
管
理
 

 
 
 

 
 

 
 

 
04
3-
03
：
04
3-
30
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
04
3-
01
：
04
3-
99
 

 
求
人
件
数
の
最
も
多
い
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
造
技
術
者
だ
け
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
で
は
な
く
、
窯
業
の
主
な
分
野
の
技
術
者
も
項
目
を
設
定
す
る
。
 

04
9 

そ
の
他
の
鉱
工
業
技
術
者
 

98
4 
 
 

04
9 
そ
の
他
の
鉱
工
業
技
術
者
 

 
 

04
9-
10
 
鉱
山
技
術
者
 

54
 

 
04
9-
01
 
鉱
山
技
術
者
 

○
求
人
 

04
9-
11
 
探
鉱
技
術
者
 

2 
 
04
9-
02
 
紡
織
技
術
者
 

 
代
表
職
業
名
ご
と
の
求
人
件
数
を
み
る
と
、
一
番
多
い
の
が
04
9-
22
の
紡
績
 

04
9-
12
 
採
鉱
技
術
者
 

1 
 
04
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
鉱
工
業
技
術
者
 

 
技
術
者
の
94
件
で
あ
る
。
雑
多
項
目
に
該
当
す
る
求
人
は
、
そ
れ
よ
り
も
多
く
、
 

04
9-
13
 
鉱
山
保
安
技
術
者
 

5 

62

 
 
72
2
件
で
あ
る
。
枝
番
コ
ー
ド
の
求
人
件
数
は
い
ず
れ
の
項
目
で
も
少
な
い
。
 

04
9-
20
 
製
糸
・
紡
織
技
術
者
 

22
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
-9
9
の
求
人
職
種
 

04
9-
21
 
製
糸
技
術
者
 

1 
 
04
9-
01
：
04
9-
10
、
-1
1～
13
 

 
-9
9
に
分
類
さ
れ
て
い
る
求
人
職
種
を
み
る
と
、
製
品
開
発
、
設
計
、
製
造
 

04
9-
22
 
紡
績
技
術
者
 

94
 

 
04
9-
99
：
04
9-
20
の
一
部
、
-2
2～
25
 

 
技
術
な
ど
の
技
術
者
の
求
人
と
と
も
に
、
作
業
員
な
ど
の
他
の
分
類
項
目
に
 

04
9-
23
 
織
布
技
術
者
 

9 
 
04
9-
99
：
04
9-
20
の
一
部
、
21
、
-9
9 

 
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
求
人
が
多
数
あ
る
。
 

04
9-
24
 
ニ
ッ
ト
技
術
者
 

5 
 
 

○
分
類
基
準
 

04
9-
25
 
染
色
技
術
者
 

48
 

17
9

 
 

 
鉱
工
業
技
術
者
の
仕
事
は
、
研
究
開
発
・
製
品
開
発
、
設
計
、
 

04
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
鉱
工
業
技
術
者
 

72
2 

72
2
 
 

 
生
産
・
製
造
技
術
、
生
産
管
理
・
品
質
管
理
が
中
心
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
現
在
、
細
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
製
品
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
や
分
野
等
が
分
類
基
準
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
課
業
の
点
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
で
共
通
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
研
究
開
発
・
設
計
・
生
産
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
技
術
等
の
仕
事
の
種
類
を
分
類
基
準
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

05
 

建
築
・
土
木
・
測
量
技
術
者
 

19
3,
33
6 
 
 

 
 

 
 

05
1 

建
築
技
術
者
 

11
9,
37
5 
 
 

05
1 
建
築
技
術
者
 

 
 

05
1-
10
 
建
築
技
術
者
 

58
,39
2 

 
05
1-
01
 
建
築
設
計
技
術
者
 

○
工
事
監
理
と
は
 

05
1-
11
 
建
築
設
計
技
術
者
 

17
,50
2 

 
05
1-
02
 
建
築
工
事
監
督
 

 
1. 
工
事
監
理
と
は
、
工
事
状
況
と
設
計
図
書
を
照
合
し
、
工
事
が
設
計
図
書
の
 

05
1-
12
 
工
事
監
理
技
術
者
 

35
,51
0 

11
1,4
04
 
05
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
建
築
技
術
者
 

 
 
と
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
仕
事
で
あ
る
。
工
程
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
決
め
た
り
現
場
を
指
揮
し
た
り
す
る
こ
と
は
工
事
監
理
の
業
務
に
は
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
含
ま
れ
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
05
1-
01
：
05
1-
11
 

 
2. 
建
築
士
法
は
原
則
と
し
て
建
築
士
が
工
事
監
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
 

 
 
 

 
 

 
 

 
05
1-
02
：
05
1-
12
 

 
 
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
05
1-
99
：
05
1-
10
 

○
工
事
監
理
と
工
事
監
督
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
工
事
監
督
は
、
俗
に
「
現
場
監
督
」
と
呼
ば
れ
る
。
通
常
、
工
事
施
工
会
社
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
社
員
の
中
か
ら
建
築
士
又
は
建
築
施
工
管
理
技
士
資
格
者
が
専
任
さ
れ
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
現
場
の
指
揮
に
当
た
る
こ
と
が
多
い
。
工
事
監
督
の
主
な
業
務
は
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
①
現
場
で
具
体
的
な
指
示
を
出
し
工
事
の
進
捗
を
管
理
す
る
（
工
程
管
理
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
②
施
工
図
や
施
工
計
画
書
（
工
程
表
な
ど
）
を
作
成
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
③
品
質
を
管
理
す
る
と
と
も
に
安
全
を
確
保
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
両
者
の
最
も
大
き
な
違
い
は
工
事
現
場
の
指
揮
を
す
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
現
場
監
督
と
施
工
管
理
技
士
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
施
工
管
理
技
士
は
、
施
行
管
理
技
術
検
定
の
種
目
及
び
級
に
応
じ
て
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営
業
所
に
置
か
れ
る
専
任
技
術
者
及
び
工
事
現
場
に
置
か
れ
る
主
任
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
の
資
格
を
満
た
す
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
施
行
管
理
技
術
検
定
の
種
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
建
設
機
械
施
工
技
士
、
土
木
施
工
管
理
技
士
、
建
築
施
工
管
理
技
士
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
、
管
工
事
施
工
管
理
技
士
、
造
園
施
工
管
理
技
士
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3. 
建
築
施
工
管
理
技
士
は
工
事
監
理
の
業
務
を
行
う
と
と
も
に
通
常
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
工
事
監
督
の
業
務
も
兼
務
す
る
。
こ
の
点
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
建
築
施
工
管
理
技
士
＝
現
場
監
督
・
工
事
監
理
者
と
な
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ま
た
、
現
場
監
督
で
あ
る
者
は
、
建
築
施
工
管
理
技
士
の
資
格
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
有
し
て
い
れ
ば
、
工
事
監
理
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
現
場
監
督
＝
工
事
監
理
者
と
な
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
05
1-
12
工
事
監
理
技
術
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
こ
の
項
目
は
、
工
事
監
理
の
業
務
が
該
当
す
る
。
工
事
監
督
・
施
行
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
管
理
の
求
人
を
こ
の
項
目
に
位
置
づ
け
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
現
場
監
督
の
位
置
づ
け
は
05
1-
10
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
建
築
技
術
者
の
求
人
に
は
現
場
監
督
・
施
工
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
管
理
が
多
い
。
現
場
監
督
・
施
工
管
理
は
、
05
1-
12
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
こ
と
が
多
い
が
、
上
に
記
し
た
よ
う
に
工
事
監
理
の
仕
事
は
工
事
監
督
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
施
工
管
理
の
仕
事
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば
現
場
監
督
・
施
工
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
管
理
の
求
人
は
05
1-
10
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3. 
現
場
監
督
・
施
工
管
理
の
求
人
（
す
な
わ
ち
工
事
現
場
で
指
揮
を
す
る
者
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
が
多
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
細
分
類
レ
ベ
ル
に
建
築
工
事
監
督
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
項
目
を
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
民
間
事
業
者
の
職
種
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
共
通
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
項
目
は
、
設
計
、
施
工
管
理
、
積
算
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
こ
の
う
ち
施
工
管
理
の
仕
事
は
、
施
工
管
理
技
士
の
有
資
格
者
で
あ
っ
て
工
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
監
理
と
工
事
監
督
の
業
務
を
行
う
者
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
し
た
が
っ
て
、
05
1-
12
は
そ
の
仕
事
の
一
部
を
抜
き
出
し
た
も
の
と
い
え
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2.積
算
の
仕
事
は
、
ES
CO
上
は
事
務
の
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
26
9-
20
原
価
計
算
事
務
員
）
に
該
当
す
る
。
 

05
2 

土
木
技
術
者
 

66
,3
24
 
 
 

05
2 
土
木
技
術
者
 

 
 

05
2-
10
 
道
路
技
術
者
 

18
,29
2 

18
,29
2
 
05
2-
01
 
土
木
設
計
技
術
者
 

○
求
人
 

05
2-
20
 
橋
り
ょ
う
技
術
者
 

1,4
92
 

1,4
92
 
05
2-
02
 
土
木
工
事
監
督
 

 
1. 
求
人
の
38
%
は
、
05
2-
×
×
が
し
め
る
。
中
小
の
建
設
会
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
 

05
2-
30
 
ず
い
道
技
術
者
 

33
 

33
 
05
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
土
木
技
術
者
 

 
 
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
土
木
技
術
者
も
 

05
2-
40
 
河
川
技
術
者
 

27
5 

27
5
 
 

 
 
工
事
の
種
類
を
問
わ
ず
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
 

05
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
土
木
技
術
者
 

20
,80
4 

20
,80
4
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
05
2-
×
×
の
求
人
が
多
い
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
土
木
工
事
の
種
類
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
05
2-
01
：
05
2-
(1
0、
-2
0、
-3
0、
-4
0)
の
一
部
 

 
 
分
類
基
準
に
す
る
限
り
05
2-
×
×
の
求
人
は
多
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
05
2-
02
：
05
2-
99
の
一
部
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
05
2-
99
：
05
2-
(-1
0、
-2
0、
-3
0、
-4
0)
の
一
部
 

 
2. 
土
木
技
術
者
の
仕
事
は
、
建
築
技
術
者
と
同
様
に
設
計
と
工
事
監
督
の
仕
事
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
中
心
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
考
え
方
に
そ
っ
て
仕
事
の
種
類
を
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
基
準
に
し
て
土
木
設
計
技
術
者
と
土
木
工
事
監
督
の
2
項
目
を
設
定
す
る
。
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3.-
99
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
求
人
職
種
を
み
る
と
、
設
計
技
術
者
と
並
ん
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
現
場
監
督
、
現
場
管
理
、
施
工
管
理
が
極
め
て
多
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
土
木
工
事
監
督
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
建
設
業
法
は
、
営
業
所
に
専
任
技
術
者
を
、
工
事
現
場
に
主
任
技
術
者
又
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
監
理
技
術
者
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
が
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
施
工
管
理
技
士
は
こ
れ
ら
の
資
格
を
満
た
す
者
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
土
木
施
工
管
理
技
士
は
、
河
川
・
道
路
・
橋
梁
な
ど
の
土
木
工
事
に
お
い
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
と
し
て
施
工
計
画
を
作
成
し
、
現
場
に
お
け
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
工
程
管
理
・
安
全
管
理
な
ど
工
事
施
工
に
必
要
な
技
術
上
の
管
理
を
行
う
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3.土
木
工
事
の
監
督
（
通
常
「
現
場
監
督
」
と
呼
ば
れ
る
）
は
、
工
事
施
工
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
会
社
の
社
員
の
中
か
ら
建
築
士
又
は
土
木
施
工
管
理
技
士
の
有
資
格
者
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
専
任
さ
れ
、
現
場
の
指
揮
に
当
た
る
こ
と
が
多
い
。
工
事
監
督
の
主
な
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
業
務
は
、
施
工
計
画
の
作
成
、
現
場
に
お
け
る
工
程
管
理
、
安
全
管
理
な
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ど
工
事
施
工
に
必
要
な
技
術
上
の
管
理
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
 

05
3 

測
量
技
術
者
 

7,
63
7 
 
 

05
3 
測
量
技
術
者
 

 
 

05
3-
10
 
測
量
士
 

4,7
18
 

 
05
3-
01
 
測
量
士
 

○
求
人
 

05
3-
11
 
航
空
写
真
測
量
技
術
者
 

33
 

 
05
3-
02
 
測
量
士
補
 

 
1. 
測
量
士
の
特
掲
コ
ー
ド
（
-1
1
と
-1
2）
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
 

05
3-
12
 
水
路
測
量
技
術
者
 

0 
4,7
51
 
 

 
2. 
現
行
の
-1
1
と
-1
2
に
代
わ
る
新
た
な
細
分
類
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
は
 

05
3-
98
 
測
量
士
補
 

2,2
61
 

2,2
61
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
以
下
の
理
由
に
よ
り
難
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
05
3-
01
：
05
3-
10
、
-1
1～
12
 

 
 
①
測
量
は
、
基
本
測
量
（
国
の
行
う
測
量
）
、
公
共
測
量
（
国
又
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
05
3-
02
：
05
3-
98
 

 
 
 
地
方
公
共
団
体
が
費
用
を
負
担
す
る
測
量
）
、
そ
れ
以
外
の
測
量
に
大
別
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
名
称
で
は
細
分
類
項
目
と
し
て
適
切
さ
に
欠
け
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
②
日
本
標
準
産
業
分
類
に
よ
る
と
測
量
業
に
該
当
す
る
事
業
所
は
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
基
準
点
測
量
・
地
図
を
作
成
す
る
た
め
の
測
量
・
土
木
測
量
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
河
川
測
量
・
境
界
測
量
な
ど
を
行
う
事
業
所
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
05
3-
10
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
求
人
は
内
容
が
不
明
な
の
で
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
ど
の
項
目
が
細
分
類
と
し
て
適
切
か
と
い
う
判
断
は
困
難
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
測
量
士
補
と
測
量
作
業
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
測
量
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
作
業
を
指
揮
す
る
者
が
測
量
士
で
あ
り
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
測
量
士
の
作
成
し
た
計
画
に
そ
っ
て
測
量
作
業
に
従
事
す
る
者
が
測
量
士
補
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
あ
る
。
基
本
測
量
や
公
共
測
量
に
従
事
す
る
者
は
す
べ
て
測
量
士
又
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
測
量
士
補
の
有
資
格
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
資
格
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
有
し
な
い
も
の
が
作
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
ES
CO
で
は
、
建
設
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
工
事
に
係
る
測
量
作
業
の
従
事
者
で
あ
っ
て
測
量
士
補
の
資
格
を
有
し
な
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
者
を
位
置
づ
け
る
項
目
と
し
て
77
9-
30
（
測
量
作
業
員
）
を
設
け
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
測
量
士
補
と
測
量
作
業
員
は
、
仕
事
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
に
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
か
か
わ
ら
ず
、
資
格
の
有
無
で
位
置
づ
け
場
所
が
大
き
く
異
な
っ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
い
る
（
日
標
も
ES
CO
と
同
じ
扱
い
を
し
て
い
る
）
。
 

06
 

情
報
処
理
技
術
者
 

30
9,
74
0 
 
 

 
 

中
分
類
項
目
名
の
変
更
 

06
1 

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
 

21
0,
50
4 
 
 

 
 

 
 

06
1-
10
 
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
 

20
0,7
35
 

20
1,2
83
 
中
分
類
06
の
全
面
見
直
し
 

○
06
1、
06
2 

28



 
 
 

 
 

 
 

 
日
本
標
準
職
業
分
類
の
改
訂
結
果
に
あ
わ
せ
て
項
目
の
設
定
を
行
う
。
 

 
 
 

 
 

06
A
 
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ア
ナ
リ
ス
ト
 

 
現
在
の
項
目
改
訂
案
は
仮
の
も
の
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
06
A
-0
1 
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ア
ナ
リ
ス
ト
 

○
情
報
処
理
技
術
者
の
仕
事
の
区
分
 

06
1-
11
 
シ
ス
テ
ム
ア
ナ
リ
ス
ト
 

54
8 

 
 

 
情
報
処
理
技
術
者
の
仕
事
を
大
別
す
る
と
、
調
査
・
分
析
、
設
計
、
開
発
、
 

 
 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
運
用
の
4
区
分
に
な
る
。
こ
の
区
分
に
あ
わ
せ
て
小
分
類
項
目
を
設
定
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
06
A
-0
1：
06
1-
10
の
一
部
、
-1
1 

 
設
計
・
開
発
に
対
応
す
る
項
目
は
独
立
の
小
分
類
に
、
運
用
に
関
す
る
仕
事
 

 
 
 
 

 
 

06
B
 
シ
ス
テ
ム
開
発
技
術
者
 

 
は
そ
の
他
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
B-
01
 
シ
ス
テ
ム
開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
 

○
シ
ス
テ
ム
開
発
技
術
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
（
W
EB
・
オ
ー
プ
ン
系
）
 

 
細
分
類
項
目
の
設
定
に
あ
た
り
分
類
基
準
は
、
民
間
事
業
者
（
職
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
B-
02
 
シ
ス
テ
ム
開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
 
 
 

 
紹
介
事
業
者
、
求
人
情
報
提
供
事
業
者
）
の
職
種
分
類
に
共
通
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
（
組
み
込
み
・
制
御
系
）
 

 
用
い
ら
れ
て
い
る
職
種
を
参
考
に
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
B-
03
 
シ
ス
テ
ム
開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
汎
用
機
系
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
B-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
開
発
技
術
者
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
B-
01
：
06
1-
10
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
B-
02
：
06
1-
10
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
B-
03
：
06
1-
10
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
B-
99
：
06
1-
10
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

06
C
 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
者
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
C-
01
 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
者
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
C-
01
：
06
1-
10
の
一
部
 

 
 

06
2 

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
 

99
,2
36
 
 
 

06
2 
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
 

 
 

06
2-
10
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
 

96
,89
2 

96
,89
2
 
06
2-
01
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
2-
01
：
06
2-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

06
9 
そ
の
他
の
情
報
通
信
技
術
者
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
9-
01
 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術
者
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
9-
02
 
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
9-
03
 
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
技
術
員
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
9-
04
 
社
内
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
員
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
情
報
処
理
技
術
者
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
9-
01
：
06
1-
10
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
9-
02
：
06
1-
10
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
9-
03
：
06
1-
10
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
06
9-
04
：
06
1-
10
の
一
部
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06
9-
99
：
06
1-
10
の
一
部
 

 
 

07
 

そ
の
他
の
技
術
者
 

38
,4
59
 
 
 

 
 

 
 

07
1 

そ
の
他
の
技
術
者
 

38
,4
59
 
 
 

 
 

 
 

07
1-
10
 
生
産
工
学
技
術
者
 

4,2
13
 

07
1-
10
の
小
分
類
格
上
げ
 

○
生
産
工
学
技
術
者
 

07
1-
11
 
生
産
・
事
務
組
織
管
理
技
術
者
 

7,0
98
 

 
 

 
求
人
の
多
い
生
産
工
学
技
術
者
を
小
分
類
に
格
上
げ
す
る
。
 

07
1-
12
 
品
質
管
理
技
術
者
 

12
,82
5 

24
,13
6
07
1 
生
産
工
学
技
術
者
 

○
生
産
工
学
（
-1
0）
、
生
産
管
理
（
-1
1）
、
品
質
管
理
（
-1
2）
の
関
係
 

07
1-
20
 
労
働
安
全
衛
生
技
術
者
 

69
2 

69
2
 
07
1-
01
 
生
産
･工
程
管
理
技
術
者
 

 
1. 
生
産
工
学
に
含
ま
れ
る
範
囲
は
次
の
と
お
り
。
 

07
1-
30
 
環
境
衛
生
技
術
者
 

65
8 

65
8
 
07
1-
02
 
品
質
管
理
技
術
者
 

 
 
工
程
管
理
（
工
程
設
計
、
生
産
方
式
）
、
 

07
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
 

9,0
25
 

9,0
25
 
07
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
生
産
工
学
技
術
者
 

 
 
生
産
計
画
・
資
材
計
画
・
工
数
計
画
、
品
質
管
理
、
 

 
 
技
術
者
 

 
 

 
 

 
 

 
 
在
庫
管
理
、
作
業
管
理
、
原
価
管
理
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
2. 
現
行
の
ES
CO
で
は
、
生
産
工
学
の
中
で
代
表
的
な
分
野
が
特
掲
項
目
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
07
1-
01
：
07
1-
（
10
、
11
）
の
一
部
 

 
 
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
生
産
管
理
と
工
程
管
理
は
相
互
に
密
接
に
関
連
 

 
 
 

 
 

 
 

 
07
1-
02
：
07
1-
12
 

 
 
し
て
い
る
た
め
項
目
名
は
、
生
産
・
工
程
管
理
技
術
者
と
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
07
1-
99
：
07
1-
（
10
、
-1
1）
の
一
部
、
 

○
雑
多
項
目
に
含
ま
れ
る
求
人
職
種
 

 
 
 

 
 

 
 

07
9 
そ
の
他
の
技
術
者
 

 
07
1-
99
に
分
類
さ
れ
た
求
人
の
中
で
地
質
調
査
員
の
件
数
が
多
い
。
こ
の
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
07
9-
01
 
労
働
安
全
衛
生
技
術
者
 

 
は
技
術
者
の
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
仕
事
内
容
か
ら
判
断
 

 
 
 

 
 

 
 

 
07
9-
02
 
環
境
衛
生
技
術
者
 

 
す
る
と
作
業
員
の
位
置
づ
け
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
建
設
関
係
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
07
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
技
術
者
 

 
仕
事
の
一
部
と
み
な
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
慮
し
て
大
分
類
Iの
建
設
の
職
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
職
業
で
あ
る
。
一
方
、
地
質
調
査
技
術
者
の
位
置
づ
け
は
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
07
9
に
な
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
07
9-
01
：
07
1-
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
07
9-
02
：
07
1-
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
07
9-
99
：
07
1-
99
 

 
 

08
 

医
師
、
歯
科
医
師
、
獣
医
師
、
薬
剤
師
 

59
,1
70
 
 
 

 
 

 
 

08
1 

医
師
 

60
0 
 
 

08
1 
医
師
 

 
 

08
1-
10
 
医
師
 

59
1 

59
1
 
08
1-
01
 
医
師
 

○
医
師
の
求
人
は
少
な
く
（
60
0
件
）
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
08
1-
01
：
08
1-
10
 

 
 

08
2 

歯
科
医
師
 

42
3 
 
 

08
2 
歯
科
医
師
 

 
 

08
2-
10
 
歯
科
医
師
 

42
1 

42
1
 
08
2-
01
 
歯
科
医
師
 

○
歯
科
医
師
の
求
人
は
少
な
く
（
42
3
件
）
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
は
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
08
2-
01
：
08
2-
10
 

 
 

08
3 

獣
医
師
 

43
4 
 
 

08
3 
獣
医
師
 

 
 

08
3-
10
 
獣
医
師
 

42
4 

42
4
 
08
3-
01
 
獣
医
師
 

○
獣
医
師
の
求
人
は
少
な
く
（
43
4
件
）
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
は
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
08
3-
01
：
08
3-
10
 

 
 

08
4 

薬
剤
師
 

57
,7
13
 
 
 

08
4 
薬
剤
師
 

 
 

08
4-
10
 
薬
剤
師
 

57
,37
1 

57
,37
1
 
08
4-
01
 
管
理
薬
剤
師
 

○
薬
剤
師
（
平
成
18
年
厚
労
省
調
査
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
08
4-
02
 
調
剤
薬
剤
師
 

 
総
数
 
25
2,5
00
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
08
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
薬
剤
師
 

 
薬
局
従
事
者
12
5,2
00
人
、
病
院
・
診
療
所
従
事
者
48
,90
0
人
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
医
薬
品
関
係
企
業
従
事
者
45
,40
0
人
、
そ
の
他
従
事
者
33
,00
0
人
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（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
管
理
薬
剤
師
 

 
 
 

 
 

 
 

 
08
4-
01
: 0
84
-1
0 
 
 
 
 

 
1. 
薬
局
の
管
理
者
、
医
薬
品
販
売
業
の
管
理
者
、
医
薬
品
輸
入
販
売
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
08
4-
02
: 0
84
-1
0 

 
 
の
管
理
者
、
医
薬
品
製
造
業
の
管
理
者
は
3
年
以
上
の
実
務
経
験
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
08
4-
99
: 0
84
-1
0 

 
 
有
す
る
薬
剤
師
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
薬
事
法
、
厚
生
労
働
省
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
政
省
令
）
。
こ
の
管
理
者
を
管
理
薬
剤
師
と
い
う
。
管
理
薬
剤
師
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
指
名
は
、
保
健
所
へ
の
届
け
出
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
仕
事
は
、
当
該
業
務
全
般
の
管
理
に
関
す
る
業
務
が
中
心
に
な
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3. 
職
業
紹
介
や
求
人
広
告
の
事
業
者
も
そ
の
職
種
分
類
に
管
理
薬
剤
師
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
の
項
目
を
設
定
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
調
剤
薬
剤
師
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
薬
剤
師
と
し
て
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
者
の
約
7
割
は
薬
局
に
勤
務
し
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
マ
ッ
チ
ン
グ
の
配
慮
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
管
理
薬
剤
師
と
そ
れ
以
外
の
薬
剤
師
で
は
、
役
割
と
仕
事
が
異
な
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
マ
ッ
チ
ン
グ
効
率
を
高
め
る
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
を
独
立
し
た
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

09
 

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
 

27
4,
42
1 
 
 

 
 

 
 

09
1 

保
健
師
 

3,
81
9 
 
 

09
1 
保
健
師
 

 
 

09
1-
10
 
保
健
師
 

3,7
43
 

3,7
43
 
09
1-
01
 
保
健
師
 

○
求
人
は
40
00
件
弱
で
あ
る
。
職
務
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
09
1-
01
：
09
1-
10
 

 
 

09
2 

助
産
師
 

6,
04
1 
 
 

09
2 
助
産
師
 

 
 

09
2-
10
 
助
産
師
 

5,9
53
 

5,9
53
 
09
2-
01
 
助
産
師
 

○
求
人
は
約
60
00
件
で
あ
る
。
職
務
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
09
2-
01
：
09
2-
10
 

 
 

09
3 

看
護
師
 

26
4,
56
1 
 
 

 
 

 
 

09
3-
10
 
看
護
師
 

17
2,0
60
 

17
2,0
60
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
項
目
名
称
の
変
更
 

09
3-
20
 
准
看
護
師
 

59
,94
5 

59
,94
5
 

 
細
分
類
に
看
護
師
と
准
看
護
師
を
設
定
す
る
た
め
に
は
名
称
変
更
が
必
要
 

 
 
 

 
 

 
 

09
3 
看
護
師
・
准
看
護
師
 

○
看
護
師
と
准
看
護
師
 

 
 
 

 
 

 
 

 
09
3-
01
 
看
護
師
 

 
1. 
法
制
度
上
の
違
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
09
3-
02
 
准
看
護
師
 

 
 
看
護
師
は
国
の
免
許
で
あ
る
が
、
准
看
護
師
は
知
事
免
許
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
（
注
）
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

 
2. 
看
護
師
の
定
義
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
「
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
、
傷
病
者
若
し
く
は
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
じ
よ
く
婦
（
褥
婦
（
じ
ょ
く
ふ
）
）
に
対
す
る
療
養
上
の
世
話
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
09
3-
01
：
09
3-
10
 

 
 
又
は
診
療
の
補
助
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
者
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
09
3-
02
：
09
3-
20
 

 
 
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
5
条
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3. 
准
看
護
師
の
役
割
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
医
師
、
歯
科
医
師
ま
た
は
看
護
師
の
指
示
を
受
け
て
看
護
業
務
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
行
な
う
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
6
条
）
。
こ
れ
以
外
の
点
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
に
つ
い
て
は
看
護
師
と
の
間
に
法
律
上
の
違
い
は
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
4. 
准
看
護
師
は
看
護
師
と
ほ
ぼ
同
様
な
看
護
業
務
に
従
事
し
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
て
い
て
も
両
者
の
間
に
は
給
与
等
の
点
で
違
い
が
み
ら
れ
る
。
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○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
看
護
師
求
人
の
17
万
件
に
対
し
て
准
看
護
師
の
そ
れ
は
約
6
万
件
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
両
者
の
間
に
は
、
仕
事
上
の
違
い
は
ほ
ぼ
な
い
と
は
い
え
、
現
実
に
准
看
護
師
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
養
成
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
准
看
護
師
を
求
め
る
求
人
者
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
こ
と
な
ど
か
ら
両
者
を
そ
れ
ぞ
れ
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

10
 

医
療
技
術
者
 

70
,2
70
 
 
 

 
 

 
 

10
1 

診
療
放
射
線
技
師
 

3,
04
9 
 
 

10
1 
診
療
放
射
線
技
師
 

 
 

10
1-
10
 
診
療
放
射
線
技
師
 

3,0
17
 

3,0
17
 
10
1-
01
 
診
療
放
射
線
技
師
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
新
規
求
人
数
は
約
30
00
件
で
あ
る
。
職
務
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
1-
01
：
10
1-
10
 

 
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

10
2 

臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
 

5,
77
6 
 
 

 
 

 
 

10
2-
10
 
臨
床
検
査
技
師
 

5,6
58
 

5,6
58
 
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
臨
床
検
査
技
師
と
衛
生
検
査
技
師
 

10
2-
20
 
衛
生
検
査
技
師
 

33
 

33
 
 

 
1.衛
生
検
査
技
師
の
業
務
は
検
体
検
査
で
あ
る
。
他
方
、
臨
床
検
査
技
師
は
 

 
 
 

 
 

 
 

10
2 
臨
床
検
査
技
師
 

 
 
検
体
検
査
業
務
に
加
え
て
、
診
療
の
補
助
と
し
て
の
採
血
と
厚
生
労
働
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
2-
01
 
臨
床
検
査
技
師
 

 
 
省
令
で
定
め
る
生
理
学
的
検
査
が
で
き
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
衛
生
検
査
技
師
の
免
許
は
、
次
の
条
件
を
満
た
す
者
が
申
請
す
れ
ば
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
交
付
さ
れ
る
。
筆
記
試
験
等
は
な
い
。
大
学
で
医
学
・
歯
学
・
薬
学
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
2-
01
：
10
2-
10
、
-2
0 

 
 
保
健
衛
生
学
等
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
薬
剤
師
等
の
免
許
所
持
者
な
ど
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
法
改
正
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1.臨
床
検
査
技
師
・
衛
生
検
査
技
師
法
は
20
05
年
の
改
正
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
臨
床
検
査
技
師
法
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
既
に
衛
生
検
査
技
師
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
免
許
を
交
付
さ
れ
て
い
る
者
は
、
継
続
し
て
衛
生
検
査
技
師
の
業
務
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
新
規
免
許
の
交
付
は
20
11
年
3
月
末
を
も
っ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
小
分
類
項
目
名
か
ら
「
衛
生
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
検
査
技
師
」
の
名
称
を
削
除
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2.「
衛
生
検
査
技
師
」
は
普
通
職
業
名
と
し
て
10
2-
01
に
位
置
づ
け
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
10
2-
01
の
職
業
定
義
に
は
 
「
臨
床
検
査
技
師
・
衛
生
検
査
技
師
の
免
許
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
を
有
し
、
・
・
・
」
と
記
述
し
、
衛
生
検
査
技
師
の
免
許
所
持
者
が
こ
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
項
目
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
臨
床
検
査
技
師
の
56
00
件
に
対
し
て
衛
生
検
査
技
師
は
、
わ
ず
か
33
件
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
 

10
3 

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
 

22
,4
45
 
 
 

 
 

 
 

10
3-
10
 
理
学
療
法
士
 

13
,44
3 

13
,44
3
 
小
分
類
項
目
の
分
割
 

○
求
人
 

10
3-
20
 
作
業
療
法
士
 

7,7
48
 

7,7
48
 
 

 
理
学
療
法
士
の
求
人
は
13
00
0
件
あ
ま
り
、
他
方
、
作
業
療
法
士
の
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

10
3 
理
学
療
法
士
 

 
は
80
00
件
弱
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
3-
01
 
理
学
療
法
士
 

○
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
は
仕
事
の
範
囲
と
内
容
を
規
定
し
て
お
り
、
両
者
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
同
一
の
小
分
類
項
目
に
併
記
し
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
乏
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
を
小
分
類
レ
ベ
ル
の
独
立
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
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10
3-
01
：
10
3-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

10
A
 
作
業
療
法
士
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
A
-0
1 
作
業
療
法
士
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
A
-0
1：
10
3-
20
 

 
 

10
4 

歯
科
衛
生
士
 

31
,0
46
 
 
 

10
4 
歯
科
衛
生
士
 

 
 

10
4-
10
 
歯
科
衛
生
士
 

30
,84
6 

30
,84
6
 
10
4-
01
 
歯
科
衛
生
士
 

○
約
31
00
0
件
の
新
規
求
人
が
あ
る
。
歯
科
衛
生
士
の
養
成
は
、
全
国
の
約
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
13
0
校
で
行
わ
れ
、
毎
年
70
00
人
以
上
の
者
が
卒
業
し
て
い
る
。
求
人
ニ
ー
ズ
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
が
高
い
の
は
、
歯
科
医
院
の
開
業
の
増
加
と
と
も
に
歯
科
衛
生
士
（
そ
の
大
半
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
4-
01
：
10
4-
10
 

 
は
女
性
）
の
就
業
意
識
に
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
職
務
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

10
5 

歯
科
技
工
士
 

2,
82
7 
 
 

10
5 
歯
科
技
工
士
 

 
 

10
5-
10
 
歯
科
技
工
士
 

2,8
09
 

2,8
09
 
10
5-
01
 
歯
科
技
工
士
 

○
新
規
求
人
は
28
00
件
程
度
で
あ
る
。
職
務
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
5-
01
：
10
5-
10
 

 
 

10
6 

臨
床
工
学
技
士
 

2,
23
6 
 
 

10
6 
臨
床
工
学
技
士
 

 
 

10
6-
10
 
臨
床
工
学
技
士
 

2,2
12
 

2,2
12
 
10
6-
01
 
臨
床
工
学
技
士
 

○
日
本
標
準
職
業
分
類
と
の
整
合
性
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
本
項
目
は
日
本
標
準
職
業
分
類
で
は
中
分
類
10
（
医
療
技
術
者
）
で
は
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
な
く
、
中
分
類
11
（
そ
の
他
の
保
健
医
療
従
事
者
）
の
雑
多
項
目
（
11
9 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
6-
01
：
10
6-
10
 

 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
保
健
医
療
従
事
者
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
臨
床
工
学
技
士
は
医
療
分
野
で
固
有
の
職
務
領
域
を
持
っ
た
職
業
で
あ
り
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
求
人
数
も
あ
る
程
度
（
22
00
件
）
あ
る
の
で
、
小
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

10
7 

視
能
訓
練
士
、
言
語
聴
覚
士
 

2,
89
1 
 
 

 
 

 
 

10
7-
10
 
視
能
訓
練
士
 

72
5 

72
5
 
小
分
類
項
目
の
分
割
 

○
日
本
標
準
職
業
分
類
と
の
整
合
性
 

10
7-
20
 
言
語
聴
覚
士
 

1,8
96
 

1,8
96
 
 

 
本
項
目
は
日
本
標
準
職
業
分
類
に
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

10
7 
視
能
訓
練
士
 

 
日
本
標
準
職
業
分
類
は
視
能
訓
練
士
を
10
3
に
、
言
語
聴
覚
士
を
11
9
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
7-
01
 
視
能
訓
練
士
 

 
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
視
能
訓
練
士
が
約
70
0
件
、
言
語
聴
覚
士
が
約
19
00
件
で
あ
る
。
両
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
7-
01
：
10
7-
10
 

 
と
も
医
療
分
野
で
固
有
の
職
務
領
域
を
持
っ
た
職
業
で
あ
り
、
求
人
も
 

 
 
 

 
 

 
 

10
B
 
言
語
聴
覚
士
 

 
あ
る
程
度
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
B-
01
 
言
語
聴
覚
士
 

○
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
は
仕
事
の
範
囲
と
内
容
を
規
定
し
て
お
り
、
両
者
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
同
一
の
小
分
類
項
目
に
併
記
し
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
乏
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
を
小
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
10
B-
01
：
10
7-
20
 

 
 

11
 

そ
の
他
の
保
健
医
療
の
職
業
 

13
0,
64
8 
 
 

 
 

 
 

11
1 

栄
養
士
 

28
,8
72
 
 
 

 
 

 
 

11
1-
10
 
栄
養
士
 

28
,72
0 

28
,72
0
 
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
免
許
の
違
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
栄
養
士
は
都
道
府
県
知
事
の
免
許
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11
1 
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
 

 
 
栄
養
士
の
免
許
は
、
栄
養
士
の
養
成
施
設
で
2
年
以
上
栄
養
士
と
し
て
必
要
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
11
1-
01
 
栄
養
士
 

 
 
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
後
に
都
道
府
県
知
事
に
申
請
す
る
こ
と
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
11
1-
02
 
管
理
栄
養
士
 

 
 
よ
っ
て
交
付
さ
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
管
理
栄
養
士
は
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
管
理
栄
養
士
試
験
の
受
験
資
格
は
、
栄
養
士
免
許
を
得
た
後
に
一
定
期
間
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
1-
01
：
11
1-
10
の
一
部
 

 
 
（
1～
3
年
）
栄
養
の
指
導
に
従
事
し
た
者
、
又
は
管
理
栄
養
士
養
成
施
設
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
1-
02
：
11
1-
10
の
一
部
 

 
 
を
修
了
し
て
栄
養
士
免
許
を
得
た
者
で
あ
る
。
こ
の
試
験
の
合
格
者
に
対
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
管
理
栄
養
士
免
許
が
交
付
さ
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
職
務
範
囲
の
違
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
栄
養
士
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
学
校
や
病
院
な
ど
で
栄
養
に
関
す
る
指
導
・
助
言
や
食
事
の
管
理
を
行
う
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
管
理
栄
養
士
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
栄
養
学
や
健
康
管
理
に
関
し
て
よ
り
高
度
な
知
識
や
技
術
を
必
要
と
す
る
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
た
と
え
ば
、
学
校
や
病
院
な
ど
の
給
食
施
設
に
お
け
る
栄
養
士
・
調
理
師
へ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
の
栄
養
指
導
、
傷
病
者
に
対
す
る
療
養
の
た
め
の
必
要
な
栄
養
指
導
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
項
目
名
の
変
更
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
細
分
類
に
栄
養
士
と
管
理
栄
養
士
を
設
定
す
る
に
は
、
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
求
人
は
約
29
00
0
件
で
あ
る
。
 

11
2 

あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、

き
ゅ
う
師
、
柔
道
整
復
師
 

14
,4
22
 
 
 

 
 

 
 

11
2-
10
 
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
 

8,2
62
 

8,2
62
 
小
分
類
項
目
の
分
割
 

○
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
 

11
2-
20
 
は
り
師
 

75
9 

75
9
 
 

 
そ
れ
ぞ
れ
別
の
免
許
で
あ
る
が
、
施
術
上
の
関
係
が
深
く
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
 

11
2-
30
 
き
ゅ
う
師
 

97
 

97
 
ジ
指
圧
師
の
免
許
と
は
り
師
（
又
は
き
ゅ
う
師
）
の
免
許
の
両
方
を
取
得
し
て
 

11
2-
40
 
柔
道
整
復
師
 

3,5
71
 

3,5
71
11
2 
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
 

 
 
 
き
ゅ
う
師
 

 
い
る
人
も
多
い
現
実
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ら
3
つ
の
職
業
は
ひ
と
つ
の
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
2-
01
 
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
 

 
に
設
定
し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
2-
02
 
は
り
師
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
2-
03
 
き
ゅ
う
師
 

 
1. 
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
は
合
計
で
約
90
00
件
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
柔
道
整
復
師
は
35
00
件
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
2. 
は
り
師
（
75
0
件
）
と
き
ゅ
う
師
（
10
0
件
弱
）
は
、
求
人
規
模
は
小
さ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
2-
01
：
11
2-
10
 

 
 
い
が
、
施
術
と
し
て
確
立
さ
れ
た
分
野
で
あ
り
、
細
分
類
レ
ベ
ル
に
そ
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
2-
02
：
11
2-
20
 

 
 
ぞ
れ
項
目
を
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
2-
03
：
11
2-
30
 

○
柔
道
整
復
師
 

 
 
 

 
 

 
 

11
A
 
柔
道
整
復
師
 

 
1.あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
と
の
関
係
は
薄
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
A
-0
1 
柔
道
整
復
師
 

 
 
こ
れ
ら
4
つ
の
職
業
を
ひ
と
つ
の
小
分
類
項
目
に
併
記
し
て
設
定
し
な
け
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
2.小
分
類
レ
ベ
ル
で
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
A
-0
1：
11
2-
40
 

 
 
柔
道
整
復
師
の
ふ
た
つ
に
分
け
て
設
定
す
る
。
 

11
9 

他
に
分
類
さ
れ
な
い
保
健
医
療
の
職
業
 

87
,3
54
 
 
 

 
 

 
 

11
9-
10
 
義
肢
装
具
士
 

91
 

91
11
9-
40
の
小
分
類
格
上
げ
 

○
細
分
類
項
目
の
小
分
類
へ
の
格
上
げ
 

11
9-
20
 
医
療
技
術
員
 

61
7 

61
7
 

 
求
人
の
多
い
看
護
補
助
者
の
項
目
と
11
9-
99
の
中
の
各
種
の
助
手
を
あ
わ
せ
て
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11
9-
30
 
医
療
・
薬
事
・
衛
生
監
視
員
 

66
 

11
B
 
保
健
医
療
補
助
者
 

 
新
た
に
小
分
類
項
目
を
設
定
す
る
。
 

11
9-
31
 
医
療
監
視
員
 

3 
 
11
B-
01
 
看
護
助
手
 

○
看
護
補
助
者
 

11
9-
32
 
薬
事
監
視
員
 

29
 

 
11
B-
02
 
歯
科
助
手
 

 
1.求
人
規
模
が
大
き
い
（
78
00
0
件
）
 

11
9-
33
 
食
品
衛
生
監
視
員
 

26
0 

35
8

 
11
B-
03
 
動
物
病
院
助
手
 

 
2.看
護
補
助
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
求
人
職
種
名
を
み
る
と
、
看
護
補
助
、
 

11
9-
40
 
看
護
補
助
者
 

78
,76
3 

78
,76
3
 
11
B-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
保
健
医
療
補
助
者
 

 
 
看
護
助
手
、
歯
科
助
手
が
特
に
多
い
。
 

11
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
保
健
 

7,1
30
 

7,1
30
 

○
11
9-
99
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
補
助
・
助
手
 

 
医
療
の
職
業
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
特
に
求
人
が
多
い
の
は
、
薬
剤
師
補
助
、
接
骨
院
助
手
、
診
療
補
助
、
治
療
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
B-
01
：
11
9-
40
の
一
部
 

 
助
手
、
歯
科
助
手
、
歯
科
技
工
士
助
手
な
ど
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
B-
02
：
11
9-
40
の
一
部
 

○
新
小
分
類
項
目
に
は
、
11
9-
40
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
代
表
的
職
種
の
看
護
助
手
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
B-
03
：
43
2-
99
の
一
部
 

 
と
歯
科
助
手
を
設
定
す
る
。
11
9-
99
の
中
で
特
に
多
か
っ
た
薬
剤
師
助
手
は
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
B-
99
：
11
9-
40
の
一
部
、
-9
9
の
一
部
 

 
そ
の
仕
事
内
容
を
精
査
す
る
と
、
処
方
箋
の
受
付
、
薬
の
販
売
、
保
険
請
求
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
求
人
が
多
い
。
調
剤
補
助
の
仕
事
は
む
し
ろ
少
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
処
方
箋
の
受
付
・
保
険
請
求
が
仕
事
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
 

 
 
 

 
 

 
 

11
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
保
健
医
療
の
職
業
 

 
医
療
事
務
員
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
項
目
設
定
は
見
送
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
9-
01
 
技
士
装
具
士
 

○
診
療
補
助
・
助
手
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
9-
02
 
医
療
技
術
員
 

 
診
療
補
助
や
診
療
助
手
の
求
人
も
多
い
。
求
人
は
病
院
や
歯
科
医
院
が
大
半
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
9-
03
 
医
療
・
薬
事
・
食
品
衛
生
監
視
員
 

 
し
め
る
。
前
者
で
は
、
看
護
師
の
有
資
格
者
を
、
後
者
で
は
歯
科
助
手
を
そ
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
保
健
医
療
の
 

 
ぞ
れ
求
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
項
目
の
設
定
は
行
わ
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
職
業
 

○
補
助
者
の
位
置
づ
け
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
本
項
目
は
専
門
的
職
業
の
項
目
で
あ
る
が
、
補
助
者
が
専
門
職
と
い
え
る
か
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
「
補
助
」
や
「
助
手
」
の
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
9-
01
：
11
9-
10
 

 
を
ど
こ
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
に
関
係
し
て
い
る
。
保
健
医
療
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
9-
02
：
11
9-
20
 

 
含
ま
れ
る
小
分
類
項
目
は
い
ず
れ
も
関
連
す
る
免
許
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
9-
03
：
11
9-
30
、
-3
1～
-3
3 

 
前
提
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
補
助
・
助
手
の
仕
事
を
そ
の
対
象
と
な
る
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
11
9-
99
：
11
9-
99
の
一
部
 

 
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
位
置
づ
け
場
所
と
し
て
は
、
保
健
医
療
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
雑
多
項
目
（
中
分
類
11
）
か
、
あ
る
い
は
他
の
大
分
類
に
な
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
動
物
看
護
師
等
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
動
物
病
院
等
に
お
い
て
治
療
の
助
手
や
獣
医
師
の
指
示
の
も
と
に
動
物
の
看
護
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
に
あ
た
る
者
は
、
動
物
看
護
師
等
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
事
は
農
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
業
の
職
業
（
43
2-
99
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
保
健
医
療
の
職
業
の
専
門
職
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
獣
医
師
）
の
助
手
・
補
助
で
あ
る
点
を
重
視
し
て
43
2
か
ら
11
9
に
移
動
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
日
標
も
動
物
病
院
看
護
婦
を
中
分
類
11
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
11
9
の
そ
の
他
の
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
義
肢
装
具
士
は
求
人
件
数
が
少
な
い
も
の
の
（
91
件
）
、
医
療
分
野
の
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
と
し
て
確
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
11
9
の
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
医
療
技
術
員
に
は
細
胞
検
査
員
な
ど
医
療
分
野
に
お
け
る
技
術
的
な
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
に
携
わ
る
求
人
が
分
類
さ
れ
、
求
人
規
模
も
あ
る
程
度
あ
る
（
約
60
0
件
）
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3. 
医
療
・
薬
事
・
食
品
衛
生
監
視
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
医
療
法
、
薬
事
法
、
食
品
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
衛
生
法
に
明
記
さ
れ
た
職
名
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
・
検
疫
所
・
保
健
所
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
等
に
勤
務
す
る
公
務
員
で
あ
る
。
求
人
規
模
は
小
さ
い
（
約
36
0
件
）
が
、
 

35



 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
保
健
衛
生
に
関
す
る
専
門
的
・
技
術
的
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
11
9 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
の
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
な
お
、
項
目
名
称
の
う
ち
旧
11
9-
30
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
の
「
衛
生
監
視
員
」
を
「
食
品
衛
生
監
視
員
」
に
変
更
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
11
9-
99
に
は
治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
求
人
が
多
い
が
、
通
常
、
治
験
コ
ー
デ
ィ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
ネ
ー
タ
の
求
人
は
看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
者
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
項
目
は
設
定
し
な
い
。
 

12
 

社
会
福
祉
専
門
の
職
業
 

25
0,
70
7 
 
 

 
 

 
 

12
1 

福
祉
相
談
指
導
専
門
員
 

7,
53
0 
 
 

12
1 
福
祉
相
談
指
導
専
門
員
 

 
 

12
1-
10
 
福
祉
相
談
指
導
専
門
員
 

5,0
84
 

 
12
1-
01
 
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
 

○
求
人
 

12
1-
11
 
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
 

2,0
40
 

 
12
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
福
祉
相
談
指
導
専
門
員
 

 
1. 
こ
の
項
目
に
該
当
す
る
者
は
大
半
が
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
求
人
規
模
が
 

12
1-
12
 
福
祉
司
 

13
1 

 
 

 
 
大
き
く
な
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
現
実
に
こ
の
項
目
に
位
置
づ
け
 

12
1-
13
 
心
理
判
定
員
 

35
 

7,2
90

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
ら
れ
て
い
る
求
人
は
、
集
約
コ
ー
ド
が
約
50
00
件
、
特
掲
コ
ー
ド
の
ケ
ー
ス
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
12
1-
01
：
12
1-
11
 

 
 
ワ
ー
カ
ー
が
約
20
00
件
で
あ
る
。
不
適
切
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
求
人
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
12
1-
99
：
12
1-
10
、
-1
2、
-1
3 

 
 
か
な
り
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
、
元
来
、
福
祉
事
務
所
の
職
員
で
現
業
に
携
わ
る
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
の
通
称
で
あ
る
が
、
病
院
や
福
祉
施
設
で
も
こ
の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
こ
の
た
め
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
求
人
の
中
に
は
福
祉
施
設
等
か
ら
の
も
の
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。
小
分
類
12
1
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
は
、
12
1
の
職
業
定
義
か
ら
福
祉
事
務
所
の
職
員
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
明
ら
か
で
あ
り
、
福
祉
施
設
等
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
求
人
を
こ
の
項
目
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
求
人
の
中
に
不
適
切
な
も
の
が
あ
る
と
し
て
も
他
の
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
福
祉
司
、
心
理
判
定
員
）
の
求
人
規
模
に
比
べ
て
相
対
的
に
大
き
い
と
考
え
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
ら
れ
る
の
で
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
み
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
相
談
の
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
具
体
的
な
求
人
職
種
を
み
る
と
、
デ
イ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
相
談
員
・
生
活
相
談
員
の
求
人
が
多
く
寄
せ
ら
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
れ
て
い
る
。
現
在
の
分
類
体
系
で
は
こ
の
求
人
の
位
置
づ
け
が
明
確
で
は
な
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
い
。
福
祉
施
設
の
専
門
的
な
仕
事
は
小
分
類
12
2
で
あ
る
が
、
12
2
の
職
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
定
義
の
中
に
は
「
相
談
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
福
祉
施
設
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
相
談
員
の
仕
事
は
、
現
行
の
職
業
定
義
に
も
と
づ
く
と
雑
多
項
目
（
12
9）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
に
位
置
づ
け
ざ
る
を
え
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
相
談
員
は
、
現
実
に
は
小
分
類
12
1
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
小
分
類
12
1
は
福
祉
事
務
所
・
各
種
相
談
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
所
に
お
け
る
相
談
の
仕
事
で
あ
る
が
、
項
目
名
称
が
福
祉
相
談
指
導
専
門
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
「
相
談
」
に
引
っ
張
ら
れ
て
デ
イ
サ
ー
ビ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
相
談
員
の
求
人
が
12
1-
10
に
位
置
づ
け
ら
れ
い
る
可
能
性
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
12
1-
10
の
求
人
の
多
さ
も
理
解
で
き
る
。
 

12
2 

福
祉
施
設
指
導
専
門
員
 

84
,8
41
 
 
 

12
2 
福
祉
施
設
指
導
専
門
員
 

 
 

12
2-
10
 
福
祉
施
設
指
導
専
門
員
 

84
,35
2 

84
,35
2
 
12
2-
01
 
生
活
相
談
員
 

○
職
業
定
義
 

36



 
 
 

 
 

 
 

 
12
2-
02
 
児
童
指
導
員
 

 
1. 
小
分
類
12
2
の
職
業
定
義
を
み
る
と
「
保
護
・
教
護
・
援
護
・
育
成
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
12
2-
03
 
学
童
保
育
指
導
員
 

 
 
介
護
」
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
12
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
福
祉
施
設
指
導
専
門
員
 

 
2. 
社
会
福
祉
の
分
野
に
お
け
る
仕
事
の
う
ち
職
業
分
類
上
の
社
会
福
祉
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
専
門
の
職
業
に
該
当
す
る
も
の
は
、
「
介
護
」
と
「
相
談
・
援
助
・
調
整
」
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
介
護
の
仕
事
は
小
分
類
12
4
に
該
当
し
、
相
談
・
援
助
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
12
2-
01
：
新
設
 

 
 
調
整
の
仕
事
は
小
分
類
12
1
と
12
2
に
該
当
す
る
。
小
分
類
12
2
の
定
義
に
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
12
2-
01
：
12
2-
10
の
一
部
 

 
 
「
介
護
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
福
祉
施
設
の
介
護
職
の
求
人
の
一
部
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
が
こ
の
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
他
方
、
「
相
談
」
の
仕
事
が
明
記
さ
れ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
い
な
い
こ
と
か
ら
、
相
談
員
の
求
人
は
小
分
類
12
1
な
ど
に
位
置
づ
け
ら
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3. 
し
た
が
っ
て
求
人
を
的
確
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
小
分
類
12
1、
12
2、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
12
4
の
職
業
定
義
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
小
分
類
12
2
の
定
義
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
で
は
「
介
護
」
を
削
除
し
、
「
相
談
」
を
追
加
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
仕
事
の
種
類
と
職
業
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
福
祉
施
設
に
お
け
る
「
相
談
・
援
助
・
調
整
」
の
仕
事
を
実
際
に
担
当
す
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
る
者
の
呼
称
（
一
般
的
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
名
称
）
は
次
の
と
お
り
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
老
人
福
祉
施
設
 
：
生
活
指
導
員
、
生
活
相
談
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
障
害
者
福
祉
施
設
：
生
活
指
導
員
、
生
活
相
談
員
、
作
業
指
導
員
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
職
業
指
導
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
児
童
福
祉
施
設
等
：
児
童
指
導
員
、
少
年
指
導
員
、
母
子
指
導
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
社
会
福
祉
専
門
の
職
業
を
検
索
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
す
る
と
、
～
相
談
員
、
～
指
導
員
、
～
支
援
員
な
ど
の
職
種
名
が
し
ば
し
ば
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
登
場
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
求
人
が
小
分
類
12
2
に
適
切
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
に
小
分
類
項
目
名
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
定
義
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1.求
人
は
約
85
00
0
件
で
あ
る
。
こ
の
項
目
に
は
他
の
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
べ
き
求
人
が
相
当
紛
れ
込
ん
で
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
位
置
づ
け
間
違
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
が
特
に
多
い
の
は
介
護
職
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
施
設
介
護
の
求
人
が
間
違
っ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
て
こ
の
項
目
に
分
類
さ
れ
な
い
よ
う
に
項
目
を
細
分
化
し
て
こ
の
項
目
に
含
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ま
れ
る
職
務
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2.他
の
項
目
（
12
1）
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
生
活
指
導
員
を
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
専
従
の
生
活
指
導
員
を
配
置
す
る
こ
と
は
、
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
の
事
業
者
と
し
て
指
定
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
人
員
基
準
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3.児
童
指
導
員
の
求
人
も
多
い
。
児
童
指
導
員
は
、
児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
任
用
資
格
で
あ
る
。
求
人
は
主
に
他
の
項
目
（
12
2、
15
9-
99
、
20
9-
99
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
4.学
童
保
育
の
指
導
員
の
求
人
も
多
い
が
、
児
童
指
導
員
と
同
様
に
他
の
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
12
2、
15
9-
99
、
20
9-
99
な
ど
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
注
）
日
標
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
（
小
分
類
39
9）
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
 

12
3 

保
育
士
 

33
,3
08
 
 
 

12
3 
保
育
士
 

 
 

12
3-
10
 
保
育
士
 

33
,05
2 

33
,05
2
 
12
3-
01
 
保
育
士
 

○
求
人
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33
00
0
件
余
り
の
求
人
が
あ
る
。
求
人
件
数
の
多
い
職
業
で
あ
る
が
、
資
格
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
職
業
な
の
で
、
求
人
の
職
務
内
容
は
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
12
3-
01
：
12
3-
10
 

 
し
た
が
っ
て
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
法
改
正
と
保
育
補
助
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
平
成
13
年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
っ
て
保
育
士
資
格
は
児
童
福
祉
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
施
設
の
任
用
資
格
か
ら
名
称
独
占
資
格
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
た
め
小
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
12
3「
保
育
士
」
に
は
保
育
士
の
資
格
取
得
者
を
採
用
条
件
と
す
る
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
の
み
が
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
保
育
補
助
の
求
人
が
一
定
程
度
あ
る
。
求
人
内
容
を
み
る
と
資
格
要
件
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
が
看
護
師
や
栄
養
士
な
ど
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
仕
事
は
本
来
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
職
務
と
兼
務
す
る
形
で
の
保
育
補
助
で
あ
る
。
上
述
の
法
改
正
の
関
係
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
必
ず
し
も
保
育
士
の
資
格
取
得
者
を
前
提
と
し
な
い
保
育
補
助
の
求
人
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
こ
の
項
目
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

12
4 

福
祉
施
設
寮
母
・
寮
父
 

37
,9
83
 
 
 

12
4 
福
祉
施
設
寮
母
・
寮
父
 

 
 

12
4-
10
 
福
祉
施
設
寮
母
・
寮
父
 

37
,46
3 

37
,46
3
 
12
4-
01
 
福
祉
施
設
寮
母
・
寮
父
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
1. 
約
38
,00
0
件
の
求
人
が
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
2. 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
こ
の
項
目
に
位
置
づ
け
 

 
 
 

 
 

 
 

 
12
4-
01
：
12
4-
10
 

 
 
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
求
人
職
種
を
み
る
と
、
介
護
職
、
介
護
職
員
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
介
護
員
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
、
ケ
ア
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ス
タ
ッ
フ
、
介
助
員
な
ど
名
称
は
異
な
る
が
、
仕
事
内
容
は
い
ず
れ
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
老
人
福
祉
施
設
等
に
け
る
介
護
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
現
行
12
4
の
再
構
築
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
小
分
類
12
4
は
、
「
母
子
生
活
支
援
施
設
、
身
体
障
害
者
福
祉
施
設
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
老
人
福
祉
施
設
な
ど
」
に
お
け
る
「
更
生
・
介
護
の
業
務
」
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
母
子
生
活
支
援
施
設
で
は
更
生
や
介
護
の
業
務
は
行
わ
れ
て
い
な
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
職
員
の
中
心
は
母
子
指
導
員
や
少
年
指
導
員
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
は
小
分
類
12
2
に
該
当
す
る
）
。
身
体
障
害
者
福
祉
施
設
で
は
、
更
生
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
職
業
訓
練
）
と
介
護
の
業
務
が
行
わ
れ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
い
る
。
一
方
、
老
人
福
祉
施
設
で
は
、
介
護
の
業
務
は
行
わ
れ
て
い
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
が
、
更
生
の
業
務
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
施
設
に
よ
っ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
定
義
に
明
記
さ
れ
た
業
務
の
う
ち
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
対
象
範
囲
と
仕
事
内
容
の
両
面
で
本
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
項
目
の
設
定
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
現
行
の
12
4
か
ら
老
人
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
介
護
の
仕
事
を
除
外
す
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
①
同
じ
介
護
の
仕
事
で
あ
っ
て
も
働
く
場
所
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
が
異
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
な
る
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
施
設
介
護
職
）
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
②
現
行
の
中
分
類
12
の
体
系
で
は
施
設
介
護
の
仕
事
の
位
置
づ
け
が
わ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
か
り
に
く
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
③
施
設
介
護
の
求
人
は
12
4
だ
け
で
は
な
く
、
12
2
な
ど
他
の
項
目
に
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
 

38



 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3.大
分
類
E「
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
」
に
中
分
類
「
介
護
専
門
員
」
を
新
た
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
設
定
し
て
、
そ
の
小
分
類
レ
ベ
ル
に
「
施
設
介
護
員
」
と
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
パ
ー
」
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
制
度
と
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
本
項
目
の
対
象
は
「
福
祉
施
設
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
項
目
名
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
「
福
祉
施
設
」
と
な
っ
て
い
る
）
。
福
祉
施
設
と
は
、
福
祉
関
連
の
法
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
律
に
も
と
づ
い
て
指
定
・
運
営
さ
れ
て
い
る
施
設
を
指
す
が
、
介
護
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
保
険
法
の
施
行
後
、
介
護
保
健
施
設
が
指
定
さ
れ
、
そ
こ
で
も
福
祉
施
設
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
同
様
の
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
た
と
え
ば
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
同
様
に
介
護
老
人
保
健
施
設
で
も
介
護
の
仕
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
し
か
し
、
小
分
類
12
4
は
「
福
祉
施
設
」
が
対
象
で
あ
り
、
介
護
老
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
保
健
施
設
が
含
ま
れ
る
が
ど
う
か
が
明
確
で
は
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
施
設
介
護
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
福
祉
専
門
の
職
業
に
位
置
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
づ
け
ら
れ
て
い
る
求
人
を
み
る
と
、
職
種
名
が
介
護
職
等
と
な
っ
て
い
て
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
仕
事
内
容
は
訪
問
介
護
事
業
に
お
け
る
ヘ
ル
パ
ー
で
あ
る
も
の
が
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
こ
の
よ
う
な
求
人
は
34
2
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
が
、
職
種
名
に
引
っ
張
ら
れ
て
12
4
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
 

12
9 

そ
の
他
の
社
会
福
祉
専
門
の
職
業
 

87
,0
45
 
 
 

12
9 
そ
の
他
の
社
会
福
祉
専
門
の
職
業
 

 
 

12
9-
10
 
そ
の
他
の
社
会
福
祉
専
門
の
職
業
 

85
,66
2 

85
,66
2
 
12
9-
01
 
介
護
支
援
専
門
員
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
12
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
社
会
福
祉
専
門
の
職
業
 

 
1.8
7,0
00
件
の
求
人
が
あ
る
。
小
分
類
12
9
は
中
分
類
12
の
中
で
最
も
求
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
人
規
模
の
大
き
な
項
目
で
あ
る
。
こ
の
1
項
目
の
求
人
で
中
分
類
全
体
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
の
35
%
を
し
め
る
。
小
分
類
12
9
は
細
分
化
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
12
9-
01
：
12
9-
10
の
一
部
 

 
2. 
求
人
職
種
と
し
て
特
に
目
立
つ
も
の
は
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
 

 
 
 

 
 

 
 

 
12
9-
99
：
12
9-
10
の
一
部
 

 
 
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
で
あ
る
。
前
者
は
社
会
福
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
祉
の
専
門
職
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
職
種
で
あ
る
が
、
後
者
は
訪
問
介
護
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
事
業
と
の
関
連
が
強
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1. 
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
配
置
が
義
務
づ
け
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2. 
仕
事
は
、
訪
問
介
護
計
画
の
作
成
や
利
用
者
に
対
す
る
説
明
、
訪
問
介
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
等
に
対
す
る
技
術
指
導
な
ど
で
あ
る
が
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
実
際
の
介
護
業
務
が
含
ま
れ
て
い
る
求
人
も
多
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
3. 
一
般
の
技
能
労
働
者
と
同
じ
仕
事
に
も
従
事
す
る
職
長
・
作
業
長
等
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
は
、
一
般
技
能
労
働
者
の
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
様
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
34
2
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
項
目
に
位
置
づ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
け
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
介
護
福
祉
士
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
介
護
福
祉
士
の
求
人
が
多
い
。
こ
の
資
格
は
職
務
独
占
の
資
格
で
は
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
そ
の
資
格
を
生
か
し
た
仕
事
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
老
人
福
祉
施
設
等
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に
お
け
る
介
護
職
な
ど
で
あ
る
。
資
格
名
と
職
務
と
の
対
応
関
係
に
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
広
が
り
が
見
ら
れ
る
の
で
、
職
務
を
特
定
し
た
項
目
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
は
適
切
で
は
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
保
育
補
助
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
保
育
補
助
の
求
人
は
、
法
改
正
の
関
係
で
小
分
類
12
3
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
で
き
な
く
な
っ
た
。
小
分
類
12
3
の
と
こ
ろ
で
指
摘
し
た
よ
う
に
求
人
の
実
態
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
に
照
ら
す
と
項
目
の
設
定
は
適
当
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
福
祉
施
設
の
介
護
職
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
福
祉
施
設
の
介
護
職
員
は
、
中
分
類
12
の
中
で
は
3
つ
の
小
分
類
（
12
2、
12
4 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
12
9）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
特
に
12
9
に
は
大
量
の
求
人
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
い
る
。
ま
た
、
12
9
に
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
求
人
が
多
く
み
ら
れ
る
。
施
設
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
介
護
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
問
わ
ず
仕
事
の
種
類
で
区
分
す
る
と
、
両
者
は
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
も
に
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
（
大
分
類
E）
に
位
置
づ
け
る
の
が
最
も
適
当
で
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
と
考
え
ら
れ
る
。
 

13
 

法
務
の
職
業
 

55
4 
 
 

 
 

 
 

13
1 

裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
 

42
 
 
 

 
 

 
 

13
1-
10
 
裁
判
官
 

10
 

10
 
小
分
類
項
目
の
分
割
 

○
求
人
 

13
1-
20
 
検
察
官
 

4 
4
 

 
求
人
件
数
は
い
ず
れ
の
項
目
も
10
件
以
下
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
 

13
1-
30
 
弁
護
士
 

9 
9
13
1 
裁
判
官
 

 
職
業
は
司
法
の
分
野
に
お
け
る
主
要
な
職
業
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
小
分
 

 
 
 

 
 

 
 

 
13
1-
01
 
裁
判
官
 

 
類
レ
ベ
ル
で
独
立
し
た
項
目
と
し
て
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
職
業
名
の
併
記
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
1. 
日
本
標
準
職
業
分
類
に
は
複
数
の
職
業
を
併
記
し
た
分
類
項
目
（
カ
ン
マ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
13
1-
01
：
13
1-
10
 

 
 
で
職
業
名
を
併
記
し
た
も
の
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
あ
る
特
定
 

 
 
 

 
 

 
 

13
A
 
検
察
官
 

 
 
の
目
的
を
も
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ひ
と
つ
の
中
分
類
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
13
A
-0
1 
検
察
官
 

 
 
も
と
の
小
分
類
を
9
項
目
以
内
に
収
め
る
た
め
、
仕
事
内
容
が
類
似
し
て
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
仕
る
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
該
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
る
就
業
者
の
規
模
を
一
定
以
上
に
保
つ
た
め
、
同
一
分
野
の
職
業
な
の
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
13
A
-0
1：
13
1-
20
 

 
 
併
記
す
る
こ
と
に
違
和
感
が
な
た
め
、
な
ど
が
そ
の
主
な
理
由
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

13
B
 
弁
護
士
 

 
2. 
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
職
務
領
域
を
持
っ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
13
B-
01
 
弁
護
士
 

 
 
い
る
。
職
務
内
容
が
異
な
る
と
い
う
意
味
で
3
者
の
併
記
は
避
け
る
べ
き
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
小
分
類
レ
ベ
ル
で
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
望
ま
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
13
B-
01
：
13
1-
30
 

 
 

13
2 

弁
理
士
、
司
法
書
士
 

38
0 
 
 

 
 

 
 

13
2-
10
 
弁
理
士
 

11
6 

11
6
 
小
分
類
項
目
の
分
割
 

○
求
人
 

13
2-
20
 
司
法
書
士
 

25
9 

25
9
 

 
絶
対
数
は
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
中
分
類
13
に
属
す
る
小
分
 

 
 
 

 
 

 
 

13
C
 
弁
理
士
 

 
類
項
目
の
中
で
は
最
も
多
い
。
ま
た
中
分
類
13
の
細
分
類
項
目
の
中
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
13
C-
01
 
弁
理
士
 

 
は
1
番
目
と
2
番
目
に
求
人
件
数
が
多
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
弁
理
士
と
司
法
書
士
は
代
理
業
務
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
る
。
し
か
し
、
一
方
は
工
業
所
有
権
を
、
他
方
は
不
動
産
・
会
社
の
登
 

 
 
 

 
 

 
 

 
13
C-
01
：
13
2-
10
 

 
記
を
中
心
に
取
り
扱
っ
て
お
り
、
仕
事
内
容
は
大
き
く
異
な
る
。
し
た
 

40



 
 
 

 
 

 
 

13
D
 
司
法
書
士
 

 
が
っ
て
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
項
目
と
し
て
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
13
D
-0
1 
司
法
書
士
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
13
D
-0
1：
13
2-
20
 

 
 

13
9 

そ
の
他
の
法
務
の
職
業
 

13
2 
 
 

13
9 
そ
の
他
の
法
務
の
職
業
 

 
 

13
9-
10
 
公
証
人
 

17
 

17
 
13
9-
01
 
公
証
人
 

○
求
人
 

13
9-
20
 
特
許
審
判
官
 

0 
0
 
13
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
法
務
の
職
業
 

 
1.集
約
コ
ー
ド
20
～
50
は
、
い
ず
れ
も
公
務
員
の
職
種
で
あ
り
、
求
人
 

13
9-
30
 
海
難
審
判
官
・
理
事
官
 

0 
0
 

 
 
と
し
て
出
て
く
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
 

13
9-
40
 
裁
判
所
書
記
官
 

1 
1
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
2.公
証
人
の
就
業
者
数
は
50
0～
60
0
人
で
あ
り
、
求
人
は
限
定
的
に
な
ら
 

13
9-
50
 
裁
判
所
調
査
官
 

0 
0
 
13
9-
01
：
13
9-
10
～
60
、
-9
9 

 
 
ざ
る
を
え
な
い
。
 

13
9-
60
 
調
停
員
 

0 
0
 
 

 
3.調
停
員
は
、
既
に
他
の
職
業
に
従
事
し
て
い
る
者
が
果
た
す
役
割
で
 

13
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
法
務
の
職
業
 

11
2 

11
2
 
 

 
 
あ
り
、
職
業
と
は
い
え
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
小
分
類
13
9
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
法
務
の
仕
事
は
、
公
務
関
係
の
職
業
が
多
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
く
、
項
目
を
設
定
し
た
と
し
て
も
職
業
紹
介
業
務
に
お
け
る
利
用
は
極
め
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
て
限
ら
れ
て
い
る
。
職
業
紹
介
業
務
で
の
利
用
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
こ
れ
ら
の
職
業
を
設
定
す
る
必
要
性
は
高
い
と
は
い
え
な
い
。
 

14
 

経
営
専
門
の
職
業
 

2,
17
9 
 
 

 
 

 
 

14
1 

公
認
会
計
士
、
税
理
士
 

41
2 
 
 

 
 

 
 

14
1-
10
 
公
認
会
計
士
 

57
 

57
 
小
分
類
項
目
の
分
割
 

○
求
人
件
数
は
少
な
い
が
、
両
者
と
も
経
営
の
分
野
に
お
け
る
重
要
な
専
門
 

14
1-
20
 
会
計
士
補
 

16
 

16
 

 
職
で
あ
る
。
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

14
1-
30
 
税
理
士
 

30
8 

30
8
14
1 
公
認
会
計
士
 

○
公
認
会
計
士
と
会
計
士
補
 

 
 
 

 
 

 
 

 
14
1-
01
 
公
認
会
計
士
 

 
平
成
15
年
の
会
計
士
法
の
改
正
で
会
計
士
補
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
平
成
18
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
会
計
士
試
験
で
は
従
来
の
1
次
・
2
次
・
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
3
次
の
試
験
が
1
回
に
な
り
、
試
験
合
格
者
に
は
実
務
補
習
（
1
年
）
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
14
1-
01
：
14
1-
10
 

 
と
業
務
補
助
（
2
年
）
が
課
せ
ら
れ
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
統
一
考
査
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
合
格
し
て
公
認
会
計
士
の
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
制
 

 
 
 

 
 

 
 

14
A
 
税
理
士
 

 
度
改
正
に
し
た
が
っ
て
会
計
士
補
の
項
目
は
設
定
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
14
A
-0
1 
税
理
士
 

○
公
認
会
計
士
と
税
理
士
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
公
認
会
計
士
で
あ
る
者
は
、
無
試
験
で
税
理
士
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
が
で
き
る
。
資
格
の
う
え
で
は
、
税
理
士
は
公
認
会
計
士
に
包
含
さ
れ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
14
A
-0
1：
14
1-
30
 

 
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
仕
事
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
公
認
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
会
計
士
の
主
な
職
務
は
財
務
書
類
の
監
査
の
仕
事
で
あ
り
、
他
方
、
税
理
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
士
の
主
な
仕
事
は
租
税
に
関
す
る
申
告
書
の
作
成
業
務
で
あ
る
。
仕
事
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
種
類
を
重
視
す
る
と
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
項
目
に
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。
 

14
2 

社
会
保
険
労
務
士
 

37
3 
 
 

14
2 
社
会
保
険
労
務
士
 

 
 

14
2-
10
 
社
会
保
険
労
務
士
 

36
7 

36
7
 
14
2-
01
 
社
会
保
険
労
務
士
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
37
0
件
程
度
で
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
労
働
社
会
保
険
の
手
続
き
 

 
 
 

 
 

 
 

 
14
2-
01
：
14
2-
10
 

 
代
行
や
労
務
管
理
の
専
門
家
で
あ
る
。
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

14
9 

そ
の
他
の
経
営
専
門
の
職
業
 

1,
39
4 
 
 

14
9 
そ
の
他
の
経
営
専
門
の
職
業
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14
9-
10
 
中
小
企
業
診
断
士
 

98
 

98
 
14
9-
01
 
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
 

○
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
 

14
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
経
営
専
門
の
 

1,1
31
 

1,1
31
 
14
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
経
営
専
門
の
職
業
 

 
14
9-
10
の
中
小
企
業
診
断
士
は
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
関
す
る
国
の
資
格
 

 
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
で
あ
る
。
資
格
取
得
者
の
中
に
は
、
開
業
す
る
者
も
い
る
が
、
多
く
は
企
業
の
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
従
業
員
が
取
得
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
14
9-
01
：
14
9-
10
、
14
9-
99
の
一
部
 

 
従
事
し
て
い
る
者
は
、
中
小
企
業
診
断
士
だ
け
で
は
な
く
、
公
認
会
計
士
や
 

 
 
 

 
 

 
 

 
14
9-
99
：
14
9-
99
の
一
部
 

 
社
会
保
険
労
務
士
は
業
務
の
一
部
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
会
計
、
人
事
労
務
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
格
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
保
持
せ
ず
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者
も
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
こ
こ
に
新
設
す
る
「
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
は
、
資
格
の
有
無
と
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
関
係
せ
ず
、
企
業
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
（
問
題
点
の
調
査
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
分
析
、
改
善
方
法
の
提
案
等
）
に
従
事
し
て
い
る
者
を
指
す
。
 

15
 

教
育
の
職
業
 

14
,2
71
 
 
 

 
 

 
 

15
1 

幼
稚
園
教
員
 

3,
50
9 
 
 

15
1 
幼
稚
園
教
員
 

 
 

15
1-
10
 
幼
稚
園
教
員
 

3,4
66
 

 
15
1-
01
 
幼
稚
園
教
員
 

○
求
人
の
99
%
以
上
は
幼
稚
園
教
員
で
あ
る
。
職
業
分
類
は
業
務
利
用
が
中
心
 

15
1-
11
 
幼
稚
園
園
長
 

8 
3,4
74
 
 

 
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
園
長
の
項
目
を
設
定
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
15
1-
01
：
15
1-
10
、
-1
1 

○
幼
稚
園
教
員
の
職
階
（
学
校
教
育
法
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
園
長
、
副
園
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
、
教
諭
助
教
諭
、
講
師
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
養
護
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
教
育
補
助
員
。
こ
の
う
ち
教
育
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
補
助
員
は
、
教
員
の
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
職
業
定
義
の
混
乱
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
1.中
分
類
15
の
職
業
定
義
を
み
る
と
、
教
育
に
従
事
す
る
校
長
（
園
長
を
含
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
む
）
も
こ
の
項
目
に
含
ま
れ
る
と
な
っ
て
い
る
。
教
育
に
従
事
せ
ず
、
管
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
理
の
業
務
に
専
念
す
る
校
長
（
園
長
）
は
大
分
類
B
の
管
理
職
に
な
る
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
考
え
ら
れ
る
が
、
大
分
類
B
の
職
業
定
義
に
は
校
長
は
大
分
類
A
の
該
当
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
す
る
項
目
に
分
類
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
校
長
（
園
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
長
）
で
あ
れ
ば
中
分
類
15
の
教
育
の
職
業
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
し
た
が
っ
て
、
中
分
類
15
の
「
教
育
に
従
事
す
る
学
長
、
校
長
（
園
長
）」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
の
記
述
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
2.国
際
標
準
職
業
分
類
は
、
校
長
を
教
育
の
専
門
職
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
 

15
2 

小
学
校
教
員
 

48
0 
 
 

15
2 
小
学
校
教
員
 

 
 

15
2-
10
 
小
学
校
教
員
 

41
6 

 
15
2-
01
 
小
学
校
教
員
 

○
教
頭
の
求
人
が
僅
か
に
あ
る
が
、
大
半
は
教
員
で
あ
る
。
管
理
職
の
項
目
 

15
2-
11
 
小
学
校
校
長
 

0 
 
 

 
を
設
定
し
な
く
と
も
職
業
紹
介
業
務
に
支
障
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 

15
2-
12
 
小
学
校
教
頭
 

17
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
小
学
校
教
員
の
職
階
（
学
校
教
育
法
）
 

15
2-
13
 
小
学
校
養
護
教
諭
 

1 

43
4

 
15
2-
01
：
15
2-
10
、
-1
1～
13
 

 
校
長
、
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
、
教
諭
、
助
教
諭
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
講
師
、
養
護
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
教
育
補
助
者
。
こ
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
う
ち
教
育
補
助
員
は
、
教
員
の
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

15
3 

中
学
校
教
員
 

18
1 
 
 

15
3 
中
学
校
教
員
 

 
 

15
3-
10
 
中
学
校
教
員
 

16
8 

 
15
3-
01
 
中
学
校
教
員
 

○
管
理
職
に
対
す
る
求
人
は
ゼ
ロ
で
あ
る
が
、
養
護
教
諭
の
求
人
が
8
件
あ
る
。
 

15
3-
11
 
中
学
校
校
長
 

0 
 

 
し
か
し
、
求
人
の
大
半
は
教
員
で
あ
り
、
養
護
教
諭
の
項
目
を
設
定
し
な
く
 

15
3-
12
 
中
学
校
教
頭
 

0 
17
6
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
と
も
業
務
に
支
障
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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15
3-
13
 
中
学
校
養
護
教
諭
 

8 
 
 

 
15
3-
01
：
15
3-
10
、
-1
1～
13
 

○
中
学
校
教
員
の
職
階
（
学
校
教
育
法
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
校
長
、
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
、
教
諭
、
助
教
諭
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
講
師
、
養
護
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
教
育
補
助
者
。
こ
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
う
ち
教
育
補
助
員
は
、
教
員
の
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

15
4 

高
等
学
校
教
員
 

29
4 
 
 

15
4 
高
等
学
校
教
員
 

 
 

15
4-
10
 
高
等
学
校
教
員
 

26
8 

 
15
4-
01
 
高
等
学
校
教
員
 

○
求
人
 

15
4-
11
 
高
等
学
校
校
長
 

2 
 
 

 
養
護
教
諭
の
求
人
が
24
件
あ
る
が
、
求
人
の
9
割
以
上
は
教
員
で
あ
り
、
養
 

15
4-
12
 
高
等
学
校
教
頭
 

0 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
護
教
諭
の
項
目
を
設
定
し
な
く
と
も
業
務
に
支
障
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 

15
4-
13
 
高
等
学
校
養
護
教
諭
 

24
 

29
4

 
15
4-
01
：
15
4-
10
、
-1
1～
13
 

○
高
等
学
校
教
員
の
職
階
（
学
校
教
育
法
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
校
長
、
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
、
教
諭
、
助
教
諭
、
講
師
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
養
護
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
教
育
補
助
者
、
実
習
助
手
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
こ
の
う
ち
実
習
助
手
は
、
本
項
目
の
×
定
義
に
よ
っ
て
教
員
か
ら
除
外
さ
れ
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
同
じ
く
教
育
補
助
員
も
こ
の
項
目
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

15
5 

高
等
専
門
学
校
教
員
 

90
 
 
 

15
5 
高
等
専
門
学
校
教
員
 

 
 

15
5-
10
 
高
等
専
門
学
校
教
員
 

81
 

 
15
5-
01
 
高
等
専
門
学
校
教
員
 

○
求
人
 

15
5-
11
 
高
等
専
門
学
校
校
長
 

0 
 
 

 
求
人
は
全
体
で
90
件
と
非
常
に
小
規
模
で
あ
る
。
項
目
を
細
分
化
す
る
 

15
5-
12
 
高
等
専
門
学
校
助
手
 

9 
90
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
15
5-
01
：
15
5-
10
、
-1
1～
12
 

○
高
等
専
門
学
校
教
員
の
職
階
（
学
校
教
育
法
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
1.教
授
、
准
教
授
、
講
師
、
助
教
、
助
手
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
2.助
手
は
、
平
成
18
年
6
月
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
も
と
づ
い
て
平
成
19
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
年
4
月
か
ら
助
教
と
助
手
に
分
か
れ
た
（
助
教
は
、
上
級
の
助
手
を
指
す
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
を
統
一
し
た
も
の
で
あ
る
）
。
従
来
の
実
習
助
手
や
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
実
験
助
手
は
新
制
度
で
は
助
教
で
は
な
く
助
手
に
該
当
す
る
。
し
た
が
っ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
て
助
手
は
、
本
項
目
の
×
定
義
に
っ
て
教
員
の
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
 

15
6 

大
学
教
員
 

17
6 
 
 

15
6 
大
学
教
員
 

 
 

15
6-
10
 
大
学
教
員
 

14
8 

 
15
6-
01
 
大
学
教
員
 

○
求
人
 

15
6-
11
 
学
長
 

0 
 
 

 
求
人
規
模
が
小
さ
く
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

15
6-
12
 
大
学
教
授
 

0 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
大
学
教
員
の
職
階
（
学
校
教
育
法
）
 

15
6-
13
 
大
学
助
教
授
 

0 
 
15
6-
01
：
15
6-
10
、
-1
1～
15
 

 
1.教
授
、
准
教
授
、
講
師
、
助
教
、
助
手
 

15
6-
14
 
大
学
講
師
 

3 
 
 

 
2.こ
れ
以
外
に
、
実
験
講
師
、
副
手
、
教
務
助
手
、
実
務
助
手
な
ど
の
職
員
 

15
6-
15
 
大
学
助
手
 

23
 

17
4

 
 

 
 
の
い
る
大
学
が
あ
る
（
学
校
教
育
法
に
は
こ
れ
ら
の
名
称
に
関
す
る
規
定
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
は
な
い
）
。
ま
た
、
客
員
教
授
、
客
員
准
教
授
、
特
任
教
授
、
特
任
准
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
教
授
な
ど
を
内
規
で
定
め
て
い
る
大
学
も
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
3. 
平
成
19
年
3
月
ま
で
の
助
手
は
、
学
校
教
育
法
の
改
正
に
と
も
な
っ
て
平
成
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
19
年
4
月
か
ら
は
制
度
上
、
助
教
と
助
手
に
分
か
れ
た
（
助
教
は
上
級
の
助
手
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
を
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
を
統
一
し
た
も
の
）
。
従
来
の
実
習
助
手
や
実
験
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
助
手
は
新
制
度
で
は
助
教
で
は
な
く
助
手
に
該
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
助
手
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
は
、
本
項
目
の
×
定
義
に
よ
っ
て
大
学
教
員
の
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
 

15
7 

盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
教
員
 

49
 
 
 

 
 

 
 

15
7-
10
 
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
教
員
 

4 
 
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
制
度
の
変
更
 

15
7-
11
 
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
校
長
・
園
長
 

0 
4
 
 

 
障
害
を
持
っ
た
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
教
育
は
、
従
来
、
盲
学
校
・
 

43



15
7-
12
 
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
教
頭
 

0 
15
7 
特
別
支
援
学
校
教
員
 

 
聾
学
校
・
養
護
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
学
校
教
育
法
の
改
正
に
と
も
 

15
7-
20
 
養
護
学
校
教
員
 

45
 

 
15
7-
01
 
特
別
支
援
学
校
教
員
 

 
な
っ
て
20
07
年
4
月
1
日
か
ら
学
校
の
名
称
が
特
別
支
援
学
校
に
統
一
さ
れ
た
。
 

15
7-
21
 
養
護
学
校
校
長
・
園
長
 

0 
 
 

○
校
名
 

15
7-
22
 
養
護
学
校
教
頭
 

0 
45
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
新
制
度
に
移
行
し
た
現
在
で
も
旧
名
称
（
聾
学
校
、
盲
学
校
、
養
護
学
校
）
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
15
7-
01
：
15
7-
10
、
-1
1～
12
、
15
7-
20
、
-2
1～
22
 

 
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
学
校
も
多
い
が
、
新
制
度
の
も
と
で
の
新
た
な
名
称
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
次
の
と
お
り
。
視
覚
特
別
支
援
学
校
（
旧
・
盲
学
校
）
、
聴
覚
特
別
支
援
学
校
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
（
旧
・
聾
学
校
）
、
知
的
特
別
支
援
学
校
（
旧
・
養
護
学
校
）
、
肢
体
等
特
別
支
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
援
学
校
（
旧
・
養
護
学
校
）
、
病
弱
特
別
支
援
学
校
（
旧
・
養
護
学
校
）
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
全
求
人
は
49
件
に
す
ぎ
な
い
。
学
校
ご
と
に
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
乏
し
い
。
 

15
9 

そ
の
他
の
教
育
の
職
業
 

9,
49
2 
 
 

15
9 
そ
の
他
の
教
育
の
職
業
 

 
 

15
9-
10
 
専
修
学
校
教
員
 

1,1
56
 

1,1
56
 
15
9-
01
 
専
修
学
校
教
員
 

○
求
人
 

15
9-
20
 
各
種
学
校
教
員
 

5,8
91
 

5,8
91
 
15
9-
02
 
各
種
学
校
教
員
 

 
1.求
人
の
多
い
専
修
学
校
教
員
と
各
種
学
校
教
員
を
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
 

15
9-
30
 
職
業
訓
練
指
導
員
 

22
8 

22
8
 
15
9-
03
 
職
業
訓
練
指
導
員
 

 
 
す
る
。
 

15
9-
40
 
研
修
施
設
教
員
 

25
0 

25
0
 
15
9-
04
 
研
修
施
設
教
員
 

 
2.職
業
訓
練
指
導
員
と
研
修
施
設
教
員
の
求
人
は
、
専
修
学
校
・
各
種
学
校
 

15
9-
50
 
き
ょ
う
正
指
導
員
 

33
 

33
 
15
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
教
育
の
職
業
 

 
 
教
員
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
遙
か
に
少
な
い
が
、
教
育
の
他
の
小
分
類
（
15
3 

15
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
教
育
の
職
業
 

1,7
28
 

1,7
28
 
 

 
 
～
15
7）
に
比
べ
る
と
相
対
的
に
多
い
の
で
、
項
目
を
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
雑
多
項
目
の
求
人
職
種
 

 
 
 

 
 

 
 

 
15
9-
01
：
15
9-
10
 

 
-9
9
に
は
、
児
童
指
導
員
、
学
童
保
育
指
導
員
、
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
15
9-
02
：
15
9-
20
 

 
タ
ー
、
英
会
話
講
師
、
学
習
塾
講
師
な
ど
他
の
分
類
項
目
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
 

 
 
 

 
 

 
 

 
15
9-
03
：
15
9-
30
 

 
求
人
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
15
9-
04
：
15
9-
40
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
15
9-
99
：
15
9-
50
、
-9
9 

 
 

16
 

宗
教
家
 

93
 
 
 

 
 

 
 

16
1 

宗
教
家
 

93
 
 
 

16
1 
宗
教
家
 

 
 

16
1-
10
 
宗
教
家
 

19
 

 
16
1-
01
 
宗
教
家
 

○
求
人
 

16
1-
11
 
神
職
 

34
 

 
 

 
就
業
者
は
14
万
人
あ
ま
り
い
る
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
対
す
る
求
人
申
込
み
 

16
1-
12
 
仏
教
僧
侶
 

39
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
は
年
10
0
件
程
度
で
あ
る
。
宗
教
の
種
類
別
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
 

16
1-
13
 
キ
リ
ス
ト
教
聖
職
者
 

0 

92

 
16
1-
01
：
16
1-
10
、
-1
1～
13
 

 
乏
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

17
 

文
芸
家
、
記
者
、
編
集
者
 

6,
61
5 
 
 

 
 

 
 

17
1 

文
芸
家
、
著
述
家
 

1,
65
7 
 
 

 
 

 
 

17
1-
10
 
文
芸
作
家
 

5 
5
 
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
小
分
類
の
項
目
名
 

17
1-
20
 
脚
本
家
 

7 
7
 
 

 
文
芸
家
と
著
述
家
で
は
、
著
述
家
の
ほ
う
が
上
位
概
念
で
あ
る
。
著
述
活
動
 

17
1-
30
 
評
論
家
 

1 
1
17
1 
著
述
家
 

 
の
ひ
と
つ
の
分
野
と
し
て
文
芸
が
あ
る
。
文
芸
家
と
著
述
家
を
並
列
的
に
 

17
1-
40
 
翻
訳
家
 

1,1
23
 

1,1
23
 
17
1-
01
 
文
芸
家
 

 
表
記
し
た
小
分
類
項
目
名
は
適
切
と
は
い
え
な
い
。
 

17
1-
50
 
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
 

51
1 

51
1
 
17
1-
02
 
翻
訳
家
 

○
求
人
 

17
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
文
芸
家
、
著
述
家
 

7 
7
 
17
1-
03
 
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
 

 
実
際
に
求
人
の
多
い
分
野
は
翻
訳
と
コ
ピ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
17
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
著
述
家
 

 
2
つ
の
職
業
に
加
え
て
、
求
人
件
数
は
少
な
い
も
の
の
著
述
の
代
表
的
な
分
野
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
で
あ
る
文
芸
も
設
定
す
る
。
 

44



 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
17
1-
01
：
17
1-
10
～
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
17
1-
02
：
17
1-
40
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
17
1-
03
：
17
1-
50
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
17
1-
99
：
17
1-
99
 

 
 

17
2 

記
者
、
編
集
者
 

4,
95
8 
 
 

 
 

 
 

17
2-
10
 
新
聞
記
者
・
編
集
員
 

57
4 

 
小
分
類
項
目
の
分
割
 

○
分
類
基
準
の
混
乱
 

17
2-
11
 
新
聞
記
者
 

27
5 

 
 
1.現
行
の
細
分
類
体
系
に
は
2
つ
の
分
類
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
集
約
 

17
2-
12
 
新
聞
論
説
員
 

0 
17
2 
記
者
 

 
 
集
約
レ
ベ
ル
の
職
業
は
メ
デ
ィ
ア
の
種
類
、
特
掲
レ
ベ
ル
の
職
業
は
仕
事
 

17
2-
13
 
新
聞
編
集
員
 

98
 

94
7

 
17
2-
01
 
新
聞
・
放
送
・
雑
誌
記
者
 

 
 
の
種
類
に
も
と
づ
い
て
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 

17
2-
20
 
放
送
記
者
・
番
組
編
成
員
 

14
8 

 
17
2-
02
 
テ
ク
ニ
カ
ル
ラ
イ
タ
ー
 

 
2.複
数
の
分
類
基
準
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
あ
く
ま
で
も
仕
事
の
種
類
を
 

17
2-
21
 
放
送
記
者
 

4 
 
17
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
記
者
 

 
 
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
仕
事
が
類
似
し
て
い
て
も
そ
れ
ぞ
 

17
2-
22
 
番
組
編
成
員
 

15
 

16
7
 
 

 
 
れ
異
な
る
分
類
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

17
2-
30
 
雑
誌
記
者
、
図
書
編
集
者
 

93
9 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
3.し
た
が
っ
て
、
ま
ず
仕
事
の
種
類
を
適
用
し
て
、
記
者
と
編
集
者
の
項
目
 

17
2-
31
 
雑
誌
記
者
・
編
集
者
 

1,2
43
 

 
 
17
2-
01
：
17
2-
11
、
-2
1、
-3
1
の
一
部
 

 
 
を
分
け
る
べ
き
で
あ
る
。
両
者
の
仕
事
内
容
は
大
き
く
異
な
る
の
で
、
そ
 

17
2-
32
 
図
書
編
集
者
 

15
0 

2,3
32
 
 
17
2-
99
：
17
2-
10
・
-2
0・
-3
0・
-3
1
の
一
部
 

 
 
れ
ぞ
れ
を
小
分
類
項
目
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

17
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
記
者
、
編
集
者
 

1,2
84
 

1,2
84
17
A
 
編
集
者
 

 
4.各
小
分
類
項
目
の
も
と
の
細
分
類
に
設
定
さ
れ
る
項
目
は
、
主
に
メ
デ
ィ
ア
 

 
 
 

 
 

 
 

 
17
A
-0
1 
新
聞
・
雑
誌
・
図
書
編
集
者
、
放
送
番
組
編
成
員

 
 
の
種
類
に
応
じ
て
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
17
A
-9
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
編
集
者
 

○
雑
多
項
目
に
含
ま
れ
る
求
人
職
種
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1.-
99
に
分
類
さ
れ
た
求
人
の
う
ち
件
数
の
多
い
テ
ク
ニ
カ
ル
ラ
イ
タ
ー
を
細
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
  
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
映
像
編
集
の
仕
事
に
関
す
る
求
人
も
多
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
17
A
-0
1：
17
2-
12
、
-1
3、
-2
2、
-3
1
の
一
部
、
-3
2 

 
  
が
、
そ
の
大
半
は
映
像
の
撮
影
・
編
集
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
求
人
の
位
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
17
A
-9
9：
17
2-
10
・
-2
0・
-3
0・
-3
1
の
一
部
 

 
  
置
づ
け
は
小
分
類
18
5
の
写
真
家
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
注
）
日
標
は
テ
ク
ニ
カ
ル
ラ
イ
タ
ー
を
事
務
の
仕
事
に
分
類
し
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

  
 2
.求
人
の
中
に
は
取
材
・
編
集
の
よ
う
に
17
2
と
17
A
の
両
方
に
関
係
す
る
も
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
が
あ
る
。
ど
ち
ら
に
位
置
づ
け
る
か
は
仕
事
内
容
か
ら
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

18
 

美
術
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
写
真
家
 

32
,1
22
 
 
 

 
 

 
 

18
1 

彫
刻
家
 

26
 
 
 

18
1 
彫
刻
家
 

 
 

18
1-
10
 
彫
刻
家
 

26
 

26
 
18
1-
01
 
彫
刻
家
 

○
求
人
は
26
件
に
す
ぎ
ず
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
と
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
1-
01
：
18
1-
10
 

 
 

18
2 

画
家
、
書
家
 

29
2 
 
 

18
2 
画
家
、
書
家
 

 
 

18
2-
10
 
画
家
 

10
 

 
18
2-
01
 
画
家
 

○
求
人
件
数
を
重
視
し
た
場
合
の
項
目
設
定
の
問
題
点
 

18
2-
11
 
日
本
画
家
 

0 
 
18
2-
02
 
書
家
 

 
1.細
分
類
の
う
ち
画
家
、
書
家
の
求
人
は
僅
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
 

18
2-
12
 
洋
画
家
 

0 
 
18
2-
03
 
漫
画
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
 

 
 
漫
画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
求
人
件
数
は
有
る
程
度
の
量
が
あ
る
。
 

18
2-
13
 
版
画
家
 

0 

10

 
18
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
画
家
、
書
家
 

 
 
し
た
が
っ
て
「
漫
画
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
」
を
小
分
類
項
目
名
に
 

18
2-
20
 
書
家
 

2 
2
 
 

 
 
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
漫
画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
 

18
2-
30
 
漫
画
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
 

26
5 

26
5
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
よ
り
も
画
家
の
ほ
う
が
よ
り
包
括
的
な
概
念
な
の
で
、
画
家
を
細
分
類
 

18
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
画
家
、
書
家
 

12
 

12
 
18
2-
01
：
18
2-
10
、
-1
1～
13
 

 
 
レ
ベ
ル
に
置
く
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
ま
た
、
書
家
を
「
漫
画
家
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
2-
01
：
18
2-
20
 

 
 
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
」
の
も
と
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
適
当
と
は
考
え
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
2-
01
：
18
2-
30
 

 
 
ら
れ
な
い
。
中
分
類
18
に
は
雑
多
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
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18
2-
99
：
18
2-
99
 

 
 
画
家
と
書
家
を
雑
多
項
目
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
2.小
分
類
項
目
名
を
現
行
の
ま
ま
維
持
す
る
と
、
求
人
件
数
が
少
な
い
と
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
い
え
画
家
と
書
家
の
項
目
を
細
分
類
に
設
定
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
 

18
3 

工
芸
美
術
家
 

28
 
 
 

18
3 
工
芸
美
術
家
 

 
 

18
3-
10
 
工
芸
美
術
家
 

28
 

28
 
18
3-
01
 
工
芸
美
術
家
 

○
求
人
は
28
件
に
す
ぎ
ず
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
3-
01
：
18
3-
10
 

 
 

18
4 

デ
ザ
イ
ナ
ー
 

28
,5
29
 
 
 

18
4 
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

 
 

18
4-
10
 
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

8,4
17
 

 
18
4-
01
 
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

○
求
人
 

18
4-
11
 
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

9,4
57
 

 
18
4-
02
 
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

 
求
人
件
数
を
指
標
に
す
る
と
、
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
 

18
4-
12
 
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

62
6 

18
,50
0
 
18
4-
03
 
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

 
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
求
人
件
数
 

18
4-
20
 
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

51
8 

51
8
 
18
4-
04
 
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

 
は
多
く
な
い
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
分
野
と
し
て
確
立
し
て
い
る
の
で
、
細
分
類
 

18
4-
30
 
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

3,4
18
 

3,4
18
 
18
4-
05
 
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

 
項
目
に
主
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
列
挙
す
る
の
で
あ
れ
ば
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

18
4-
40
 
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

1,8
25
 

 
18
4-
06
 
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

○
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

18
4-
41
 
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

84
 

1,9
09
 
18
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

 
問
題
は
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
扱
い
で
あ
る
。
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
範
囲
に
 

18
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

2,7
21
 

2,7
21
 

 
つ
い
て
は
必
ず
し
も
一
般
的
に
合
意
さ
れ
た
認
識
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
4-
01
：
18
4-
11
 

 
の
仕
事
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
4-
02
：
18
4-
10
の
一
部
、
-9
9
の
一
部
 

 
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
ど
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
包
含
さ
せ
る
の
か
と
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
4-
03
：
18
4-
12
 

 
う
点
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
を
含
む
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
4-
04
：
18
4-
20
 

 
と
す
る
見
解
も
あ
れ
ば
、
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
や
環
境
デ
ザ
イ
ン
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
4-
05
：
18
4-
30
 

 
を
含
む
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
範
囲
が
明
確
で
は
な
い
も
の
を
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
4-
06
：
18
4-
40
、
41
 

 
と
し
て
設
定
し
た
場
合
、
職
業
分
類
の
利
用
者
が
個
人
的
な
認
識
で
そ
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
4-
99
：
18
4-
10
の
一
部
、
-9
9
の
一
部
 

 
範
囲
を
解
釈
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
の
う
ち
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
り
、
か
つ
求
人
の
多
い
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
一
定
程
度
の
求
人
の
あ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
雑
多
項
目
に
含
ま
れ
る
求
人
職
種
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
-9
9
の
中
で
特
に
求
人
の
多
い
ウ
ェ
ブ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
細
分
類
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
大
手
の
人
材
紹
介
事
業
者
・
求
人
広
告
事
業
者
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
職
種
分
類
に
も
設
定
さ
れ
て
い
る
職
種
で
あ
る
。
 

18
5 

写
真
家
 

3,
24
7 
 
 

 
 

 
 

18
5-
10
 
営
業
写
真
家
 

24
9 

24
9
 
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
写
真
家
と
カ
メ
ラ
マ
ン
 

18
5-
20
 
カ
メ
ラ
マ
ン
 

1,2
48
 

 
 

 
英
語
で
は
、
撮
影
の
仕
事
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
写
真
を
撮
る
カ
メ
ラ
で
 

18
5-
21
 
商
業
カ
メ
ラ
マ
ン
 

16
7 

18
5 
写
真
家
・
カ
メ
ラ
マ
ン
 

 
撮
影
す
る
者
を
写
真
家
ph
ot
og
ra
ph
er
, テ
レ
ビ
・
映
画
用
カ
メ
ラ
で
 

18
5-
22
 
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
 

13
 

1,4
28
 
18
5-
01
 
営
業
写
真
家
 

 
撮
影
す
る
者
を
カ
メ
ラ
マ
ン
ca
m
er
a 
op
er
at
or
と
し
て
区
別
し
て
る
。
 

18
5-
30
 
映
画
カ
メ
ラ
マ
ン
 

28
2 

 
18
5-
02
 
カ
メ
ラ
マ
ン
（
映
画
・
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
マ
ン
を
除
く
）
 
一
方
、
我
が
国
で
は
、
写
真
家
を
含
ん
だ
概
念
と
し
て
「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
 

18
5-
31
 
動
画
カ
メ
ラ
マ
ン
 

50
 

33
2
 
18
5-
03
 
映
画
・
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
マ
ン
 

 
の
用
語
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
呼
ぶ
こ
 

18
5-
40
 
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
マ
ン
 

25
6 

25
6
 
18
5-
98
 
写
真
家
・
カ
メ
ラ
マ
ン
助
手
 

 
と
の
で
き
る
写
真
家
の
範
囲
は
明
確
で
は
な
い
。
本
小
分
類
項
目
の
「
写
 

18
5-
98
 
写
真
家
助
手
 

88
1 

88
1
 
 

 
真
家
」
は
、
そ
の
中
に
「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
般
的
な
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
用
語
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
街
の
営
業
写
真
館
に
お
い
て
カ
メ
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18
5-
01
：
08
5-
10
 

 
ラ
で
写
真
を
撮
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
者
は
「
写
真
家
」
の
中
に
含
め
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
5-
02
：
18
5-
20
、
-2
1～
22
 

 
な
い
見
方
も
あ
る
。
本
項
目
で
は
、
カ
メ
ラ
に
よ
る
写
真
撮
影
、
テ
レ
ビ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
5-
03
：
08
5-
30
、
-3
1、
-4
0 

 
・
映
画
用
の
撮
影
機
を
使
っ
た
撮
影
に
従
事
す
る
者
の
両
者
を
含
ん
で
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18
5-
98
：
18
5-
98
 

 
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
た
め
に
項
目
名
を
「
写
真
家
・
カ
メ
ラ
マ
ン
」
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
す
る
（
「
写
真
家
、
カ
メ
ラ
マ
ン
」
で
は
な
い
）
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
求
人
件
数
の
多
い
も
の
は
カ
メ
ラ
マ
ン
と
助
手
で
あ
る
。
細
分
類
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
構
成
は
、
写
真
家
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
助
手
の
3
項
目
と
す
る
。
 

19
 

音
楽
家
、
舞
台
芸
術
家
 

1,
56
5 
 
 

 
 

 
 

19
1 

音
楽
家
 

66
 
 
 

19
1 
音
楽
家
 

 
 

19
1-
10
 
作
曲
家
 

12
 

12
 
19
1-
01
 
音
楽
家
 

○
求
人
 

19
1-
20
 
指
揮
者
 

0 
0
 
 

 
僅
か
66
件
で
あ
り
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

19
1-
30
 
演
奏
家
 

27
 

27
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
就
業
者
と
求
人
 

19
1-
40
 
歌
手
 

23
 

23
 
19
1-
01
：
19
1-
10
～
50
 

 
中
分
類
19
に
分
類
さ
れ
る
就
業
者
は
全
体
で
約
20
万
人
い
る
。
し
か
し
 

19
1-
50
 
邦
楽
師
 

4 
4
 
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
経
由
し
て
就
業
す
る
者
は
多
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
職
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
紹
介
、
す
な
わ
ち
一
般
労
働
市
場
に
お
け
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
労
働
の
取
引
に
は
な
じ
ま
な
い
と
も
い
え
る
。
 

19
2 

舞
踊
家
 

18
1 
 
 

19
2 
舞
踊
家
 

 
 

19
2-
10
 
日
本
舞
踊
家
 

10
 

10
 
19
2-
01
 
舞
踊
家
 

○
求
人
 

19
2-
20
 
洋
舞
踊
家
 

16
 

16
 

 
日
本
舞
踊
・
西
洋
舞
踊
と
も
に
求
人
は
僅
か
で
あ
る
。
雑
多
項
目
に
 

19
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
舞
踊
家
 

15
5 

15
5
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
相
対
的
に
多
く
の
求
人
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
19
2-
01
：
19
2-
10
、
-2
0、
-9
9 

 
15
5
件
に
す
ぎ
ず
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

19
3 

俳
優
 

54
 
 
 

19
3 
俳
優
 

 
 

19
3-
10
 
舞
台
俳
優
 

41
 

 
19
3-
01
 
俳
優
 

○
求
人
 

19
3-
11
 
歌
舞
伎
俳
優
 

0 
 
 

 
僅
か
54
件
で
あ
り
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
。
 

19
3-
12
 
能
師
・
狂
言
師
 

0 
41
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

19
3-
20
 
テ
レ
ビ
・
映
画
俳
優
 

7 
7
 
19
3-
01
：
19
3-
10
～
30
、
-9
9 

 
 

19
3-
30
 
声
優
 

1 
1
 
 

 
 

19
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
俳
優
 

4 
4
 
 

 
 

19
4 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
演
出
家
 

1,
25
4 
 
 

19
4 
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
演
出
家
 

 
 

19
4-
10
 
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
 

27
7 

27
7
 
19
4-
01
 
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
 

○
日
標
と
の
比
較
 

19
4-
20
 
演
出
家
 

66
6 

 
19
4-
02
 
演
出
家
 

 
日
標
は
本
小
分
類
項
目
の
項
目
名
を
「
演
出
家
」
と
し
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
 

19
4-
21
 
舞
台
演
出
家
 

3 
 
19
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
演
出
家
 
 
サ
ー
も
本
項
目
に
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
 

19
4-
22
 
映
画
監
督
 

0 
66
9
 
 

 
の
仕
事
内
容
と
演
出
家
の
そ
れ
は
大
き
く
異
な
り
、
演
出
家
の
も
と
に
 

19
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
プ
ロ
デ
ュ
ー
 

24
9 

24
9
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
位
置
づ
け
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
 

 
 

サ
ー
、
演
出
家
 

 
 

 
 

 
19
4-
01
：
19
4-
10
 

 
ES
CO
の
現
行
項
目
名
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
演
出
家
」
を
維
持
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
19
4-
02
：
19
4-
20
、
-2
1～
22
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
19
4-
99
：
19
4-
99
 

 
求
人
の
多
い
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
演
出
家
、
雑
多
項
目
の
3
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
設
定
す
る
。
本
小
分
類
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
求
人
は
、
中
分
類
19
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
設
定
さ
れ
た
5
つ
の
小
分
類
項
目
の
中
で
最
も
多
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
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3
項
目
の
中
で
一
番
求
人
の
少
な
い
雑
多
項
目
で
も
中
分
類
19
の
他
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
小
分
類
項
目
の
求
人
よ
り
も
多
い
。
 

19
5 

演
芸
家
 

10
 
 
 

19
5 
演
芸
家
 

 
 

19
5-
10
 
講
談
師
、
浪
曲
師
 

2 
2
 
19
5-
01
 
演
芸
家
 

○
求
人
 

19
5-
20
 
落
語
家
、
漫
才
師
 

0 
0
 
 

 
俳
優
・
舞
踊
家
・
演
芸
家
に
分
類
さ
れ
る
就
業
者
は
合
計
5.7
万
人
 

19
5-
30
 
奇
術
師
 

0 
0
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
い
る
。
し
か
し
、
演
芸
家
の
求
人
は
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
項
目
 

19
5-
40
 
人
形
使
い
 

6 
6
 
19
5-
10
：
19
5-
10
～
60
、
-9
9 

 
を
細
分
化
す
る
必
要
は
乏
し
い
。
 

19
5-
50
 
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
 

0 
0
 
 

 
 

19
5-
60
 
曲
芸
師
 

0 
0
 
 

 
 

19
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
演
芸
家
 

1 
1
 
 

 
 

20
 

そ
の
他
の
専
門
的
職
業
 

40
,7
13
 
 
 

 
 

 
 

20
1 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

3,
71
1 
 
 

20
1 
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

 
 

20
1-
10
 
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

1,5
03
 

 
20
1-
01
 
学
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

○
求
人
 

20
1-
11
 
学
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

13
8 

 
20
1-
02
 
職
場
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

 
全
体
の
4
割
は
集
約
コ
ー
ド
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
-1
1～
13
以
外
の
 

20
1-
12
 
職
場
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

35
7 

 
20
1-
03
 
職
業
相
談
員
 

 
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
求
人
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
項
目
別
に
み
る
と
、
 

20
1-
13
 
職
業
相
談
員
 

1,3
46
 

3,3
44

 
20
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

 
職
業
相
談
員
は
全
体
の
1/
3
強
、
職
場
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
35
0
件
程
度
で
あ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
る
が
、
学
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
13
8
件
と
低
調
で
あ
る
。
求
人
件
数
を
基
準
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
に
す
る
と
、
職
業
相
談
員
と
職
場
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
細
分
類
項
目
の
候
補
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
1-
01
：
20
1-
11
 

 
に
で
き
る
。
求
人
件
数
の
低
調
な
学
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
日
本
標
準
職
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
1-
02
：
20
1-
12
 

 
業
分
類
と
の
整
合
性
を
と
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
1-
03
：
20
1-
13
 

 
で
あ
る
（
日
標
は
、
本
項
目
の
名
称
を
「
職
業
・
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
1-
99
：
20
1-
10
 

 
と
し
て
い
る
）
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
取
り
扱
い
の
違
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
広
義
に
解
釈
す
る
と
、
一
般
的
に
は
相
談
・
助
言
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
行
為
全
般
を
指
す
。
他
方
、
狭
義
に
は
心
理
的
な
問
題
や
悩
み
に
つ
い
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
心
理
学
に
も
と
づ
く
方
法
に
よ
っ
て
援
助
す
る
こ
と
を
指
す
。
ES
CO
、
日
標
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
と
も
に
前
者
の
用
法
に
も
と
づ
い
て
項
目
を
設
定
し
て
い
る
。
両
者
の
違
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
相
談
の
対
象
者
に
あ
る
。
ES
CO
で
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ー
・
相
談
員
の
範
囲
を
定
め
ず
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
相
談
を
行
う
者
で
あ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
れ
ば
（
除
外
分
野
を
除
い
て
）
本
項
目
に
該
当
す
る
。
他
方
、
日
標
で
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
相
談
員
の
う
ち
「
職
業
・
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
だ
け
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
本
項
目
に
該
当
す
る
。
た
と
え
ば
、
結
婚
相
談
員
は
ES
CO
で
は
本
項
目
に
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
日
標
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
に
該
当
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
職
業
相
談
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
求
職
者
に
対
す
る
相
談
業
務
は
、
公
共
職
業
安
定
機
関
だ
け
で
は
な
く
、
民
営
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
職
業
紹
介
所
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
後
者
の
場
合
、
相
談
は
主
な
業
務
と
い
う
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
位
置
づ
け
で
は
な
く
、
一
連
の
業
務
の
流
れ
の
中
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
こ
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
が
多
い
。
こ
の
関
係
で
職
業
紹
介
事
業
者
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
サ
ー
ビ
ス
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
職
業
（
39
9-
99
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
の
求
人
の
処
理
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
お
い
て
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
本
項
目
に
分
類
し
て
い
る
例
が
み
ら
れ
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
職
業
相
談
員
の
求
人
13
46
件
は
割
り
引
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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20
2 

個
人
教
師
 

15
,1
23
 
 
 

20
2 
個
人
教
師
 

 
 

20
2-
10
 
学
習
個
人
教
師
 

7,6
63
 

7,6
63
 
20
2-
01
 
教
科
学
習
補
習
教
師
 

○
求
人
 

20
2-
20
 
技
芸
個
人
教
師
 

35
 

35
 
20
2-
02
 
ス
ポ
ー
ツ
個
人
教
師
 

 
技
芸
個
人
教
師
以
外
の
3
項
目
で
は
求
人
が
そ
れ
ぞ
れ
20
00
件
以
上
あ
り
、
 

20
2-
30
 
ス
ポ
ー
ツ
個
人
教
師
 

5,2
44
 

5,2
44
 
20
2-
03
 
語
学
教
室
教
師
 

 
こ
れ
ら
3
項
目
を
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

20
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
個
人
教
師
 

2,1
20
 

2,1
20
 
20
2-
04
 
パ
ソ
コ
ン
教
室
教
師
 

○
求
人
職
種
と
就
業
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
個
人
教
師
 

 
「
学
習
個
人
教
師
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
求
人
の
代
表
的
な
も
の
は
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
学
習
塾
講
師
や
英
会
話
講
師
で
あ
る
。
学
習
指
導
の
個
人
教
師
は
19
万
人
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
い
る
。
ま
た
、
「
ス
ポ
ー
ツ
個
人
教
師
」
の
求
人
は
、
各
種
の
イ
ン
ス
ト
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
2-
01
：
20
2-
10
 

 
ラ
ク
タ
ー
（
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
ト
レ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
2-
02
：
20
2-
30
 

 
ー
ニ
ン
グ
、
水
泳
、
ヨ
ガ
な
ど
）
と
ト
レ
ー
ナ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
2-
03
：
20
2-
10
の
一
部
 

 
と
み
ら
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
個
人
に
教
授
す
る
者
は
約
9
万
人
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
2-
04
：
20
2-
99
の
一
部
 

○
雑
多
項
目
に
含
ま
れ
る
求
人
職
種
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
2-
99
：
20
2-
20
、
-9
9
の
一
部
 

 
-9
9
の
中
で
特
に
求
人
の
多
い
職
種
は
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
ス
ク
ー
ル
の
イ
ン
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
英
語
等
の
語
学
教
室
・
ス
ク
ー
ル
の
講
師
で
あ
る
。
こ
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ら
の
2
職
種
を
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
学
習
個
人
教
師
と
語
学
教
室
教
師
の
重
複
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
学
習
個
人
教
師
の
名
称
を
「
教
科
学
習
補
習
教
師
」
に
変
更
し
て
、
職
務
範
囲
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
を
学
校
に
お
け
る
教
科
学
習
の
補
習
指
導
に
限
定
す
る
。
 

20
3 

職
業
ス
ポ
ー
ツ
家
 

30
4 
 
 

20
3 
職
業
ス
ポ
ー
ツ
家
 

 
 

20
3-
10
 
競
技
者
 

43
 

43
 
20
3-
01
 
職
業
ス
ポ
ー
ツ
家
 

○
求
人
は
30
0
件
程
度
で
あ
り
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
と
 

20
3-
20
 
監
督
・
コ
ー
チ
 

10
9 

10
9
 
 

 
考
え
ら
れ
る
。
 

20
3-
30
 
ス
ポ
ー
ツ
審
判
員
 

33
 

33
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

20
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
職
業
ス
ポ
ー
ツ
家
 

11
7 

11
7
 
20
3-
01
：
20
3-
10
～
30
、
-9
9 

 
 

20
4 

監
督
的
専
門
公
務
員
 

12
5 
 
 

 
 

 
 

20
4-
10
 
監
督
的
専
門
公
務
員
 

8 
20
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
本
項
目
は
、
日
標
に
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
公
務
員
を
対
象
に
し
た
項
目
 

20
4-
11
 
労
働
基
準
監
督
官
 

0 
 
 

 
で
あ
り
、
求
人
は
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
日
標
に
設
定
さ
れ
て
い
 

20
4-
12
 
船
員
労
務
官
 

1 
 
20
9-
0A
 
監
督
的
専
門
公
務
員
 

 
な
い
こ
と
及
び
業
務
で
の
必
要
性
が
高
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
 

20
4-
13
 
鉱
務
監
督
官
 

0 
 
 

 
の
理
由
に
よ
り
本
項
目
を
廃
止
す
る
（
細
分
類
に
格
下
げ
し
て
、
小
分
類
レ
 

20
4-
14
 
建
築
調
査
員
 

51
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
ベ
ル
の
雑
多
項
目
（
20
9）
に
移
動
す
る
）
。
 

20
4-
15
 
輸
出
品
検
査
員
 

1 
 
20
9-
0A
：
20
4-
10
、
-1
1～
18
 

 
 

20
4-
16
 
特
許
審
査
官
 

60
 

 
 

 
 

20
4-
17
 
国
税
調
査
官
 

3 
 
 

 
 

20
4-
18
 
電
波
監
視
官
 

1 

12
5

 
 

 
 

20
5 

行
政
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
不
動
産

鑑
定
士
 

61
7 
 
 

 
 

 
 

20
5-
10
 
行
政
書
士
 

97
 

97
20
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
日
標
と
の
対
応
 

20
5-
20
 
土
地
家
屋
調
査
士
 

41
5 

41
5
 
 

 
本
項
目
は
日
標
に
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
 

20
5-
30
 
不
動
産
鑑
定
士
 

84
 

84
 
20
9-
0B
 
行
政
書
士
 

○
仕
事
内
容
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0C
 
土
地
家
屋
調
査
士
 

 
行
政
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
不
動
産
鑑
定
士
の
仕
事
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0D
 
不
動
産
鑑
定
士
 

 
る
分
野
の
仕
事
で
あ
る
。
仕
事
内
容
・
分
野
の
異
な
る
も
の
を
ひ
と
ま
と
め
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
し
て
小
分
類
項
目
を
設
定
す
る
の
は
適
当
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
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（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
そ
れ
ぞ
れ
を
小
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
も
求
人
規
模
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0B
：
20
5-
10
 

 
点
で
適
切
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
3
項
目
は
小
分
類
レ
ベ
ル
の
雑
多
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0C
：
20
5-
20
 

 
項
目
（
20
9）
に
移
し
て
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0D
：
20
5-
30
 

 
 

20
9 

他
に
分
類
さ
れ
な
い
専
門
的
職
業
 

20
,8
33
 
 
 

20
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
専
門
的
職
業
 

 
 

20
9-
10
 
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
 

14
5 

14
5
 
20
9-
0A
 
監
督
的
専
門
公
務
員
 

○
既
存
7
項
目
の
う
ち
公
務
員
の
職
名
で
あ
る
社
会
教
育
主
事
を
除
く
6
項
目
を
 

20
9-
20
 
通
訳
 

90
9 

90
9
 
20
9-
0B
 
行
政
書
士
 

 
設
定
す
る
。
 

20
9-
30
 
調
律
師
 

37
 

37
 
20
9-
0C
 
土
地
家
屋
調
査
士
 

○
雑
多
項
目
に
含
ま
れ
る
求
人
職
種
 

20
9-
40
 
照
明
家
 

16
3 

16
3
 
20
9-
0D
 
不
動
産
鑑
定
士
 

 
求
人
の
中
で
専
門
性
が
高
く
、
か
つ
あ
る
程
度
の
求
人
が
あ
る
職
種
は
次
の
 

20
9-
50
 
調
教
師
 

97
 

97
 
20
9-
01
 
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
 

 
と
お
り
。
診
療
情
報
管
理
士
、
通
関
士
、
学
芸
員
。
こ
れ
ら
の
職
業
を
細
分
 

20
9-
60
 
司
書
 

96
8 

96
8
 
20
9-
02
 
通
訳
 

 
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

20
9-
70
 
社
会
教
育
主
事
 

11
 

11
 
20
9-
03
 
調
律
師
 

○
学
童
保
育
指
導
員
 

20
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
専
門
的
 

18
,15
3 

18
,15
3
 
20
9-
04
 
照
明
家
 

 
20
9-
99
に
は
学
童
保
育
指
導
員
の
求
人
が
多
数
あ
る
。
指
導
員
の
採
用
に
 

 
職
業
 

 
 

 
 

 
20
9-
05
 
調
教
師
 

 
あ
た
っ
て
は
、
保
育
士
や
小
学
校
教
諭
の
資
格
、
児
童
指
導
員
の
経
験
な
ど
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
06
 
司
書
 

 
を
要
件
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
学
童
保
育
所
は
児
童
福
祉
法
及
び
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0E
 
学
芸
員
 

 
社
会
福
祉
事
業
法
に
も
と
づ
い
て
社
会
福
祉
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0F
 
通
関
士
 

 
る
。
こ
の
た
め
学
童
保
育
指
導
員
を
中
分
類
12
（
社
会
福
祉
専
門
の
職
業
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0G
 
診
療
情
報
管
理
士
 

 
に
位
置
づ
け
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
専
門
的
職
業
 

 
（
注
）
日
標
で
は
学
童
保
育
指
導
員
を
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
（
小
分
類
39
9）
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
位
置
づ
け
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0A
：
20
4-
10
、
-1
1～
18
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0B
：
20
5-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0C
：
20
5-
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0D
：
20
5-
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
01
：
20
9-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
02
：
20
9-
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
03
：
20
9-
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
04
：
20
9-
40
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
05
：
20
9-
50
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
06
：
20
9-
60
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0E
：
20
9-
99
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0F
：
20
9-
99
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
0G
：
20
9-
99
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20
9-
99
：
20
9-
99
の
一
部
 

 
 

 

50



番号 項目名 番号 項目名
01 科学研究者
011 自然科学系研究者 011 自然科学系研究者
011-10 理学研究者 011-01 理学研究者
011-11 数学研究者
011-12 物理学研究者
011-13 化学研究者 011-02 化学研究者
011-14 生物学研究者
011-20 工学研究者 011-03 工学研究者
011-21 土木・建築工学研究者
011-22 機械工学研究者
011-23 材料工学研究者
011-24 電気・電子工学研究者
011-25 情報工学研究者
011-26 生命工学研究者
011-30 農・林・水産学研究者 011-04 農学・林学・水産学研究者
011-31 農学研究者
011-32 林学研究者
011-33 獣医学・畜産学研究者
011-34 水産学研究者
011-40 医学研究者 011-05 医学研究者
011-41 生理学研究者
011-42 病理学研究者
011 43 薬学研究者 011 06 薬学研究者

図表6　大分類Ａ「専門的・技術的職業」の細分類項目に係る新旧項目対照表

現　行 改訂素案

011-43 薬学研究者 011-06 薬学研究者
011-44 歯学研究者
011-99 他に分類されない自然科学系研究者 011-99 他に分類されない自然科学系研究者
012 人文・社会科学系研究者 012 人文・社会科学系研究者
012-10 人文科学研究者 012-01 人文科学研究者
012-11 哲学研究者
012-12 史学研究者
012-13 文学研究者
012-14 美術研究者
012-15 心理学研究者
012-16 教育学研究者
012-20 社会科学研究者 012-02 社会科学研究者
012-21 社会学研究者
012-22 法学・政治学研究者
012-23 経済学研究者
012-24 商学・経営学研究者
02 農林水産業・食品技術者
021 農業技術者 02A 農林水産業技術者
021-10 農業技術員 02A-0A 農業技術者
021-11 種苗育成技術員
021-12 土壌改良技術員
021-13 病虫害防除技術員
021-20 農業経営指導員
021-21 農業改良普及員
021-30 農作物検査員
022 畜産技術者
022-10 畜産技術員 02A-0B 畜産技術者
022-11 種付技術員
022-12 ふ化技術員
022-13 肥育技術員
022-14 飼料技術員
022-15 ふん尿処理技術員022 15 ふん尿処理技術員
022-20 養蜂技術員
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022-30 畜産検査技術員
022-31 ひな鑑別員
023 林業技術者
023-10 林業技術員 02A-0C 林業技術者
023-11 森林病害虫防除技術員
023-20 林業検査技術員
024 水産技術者
024-10 水産技術員 02A-0D 水産技術者
024-11 養殖技術員
024-12 漁労技術員
024-20 水産物検査技術員
024-30 水産資源保護指導員
025 食品技術者 02B 食品技術者
025-10 食品製造技術者 02B-01 食品製造技術者
025-11 かん詰製造技術者
025-12 食品冷凍技術者
025-20 醸造技術者
025-99 他に分類されない食品技術者 02B-99 他に分類されない食品技術者
029 その他の農林水産業・食品技術者 029 その他の農林水産業・食品技術者
029-10 養蚕技術者 029-01 その他の農林水産業・食品技術者
029-11 栽桑技術員
029-12 養蚕技術員
029-13 蚕業検査技術員
029-99 他に分類されない農林水産業・食品技術者
03 機械・電気技術者
031 機械技術者 031 機械技術者(輸送用機械・電気機械を除く)
031-10 一般機械技術者 031-01 産業用機械技術者031 10 般機械技術者 031 01 産業用機械技術者
031-11 原動機技術者
031-12 工作機械技術者
031-20 自動車技術者
031-30 精密機械技術者 031-02 精密機械技術者
031-40 プラント技術者 031-03 プラント技術者

031-99 他に分類されない機械技術者
03A 輸送用機械技術者

032 航空機技術者 03A-0A 自動車技術者
032-10 航空機技術者 03A-0B 航空機技術者
033 造船技術者
033-10 造船技術者 03A-0C 造船技術者

03A-99 他に分類されない輸送用機械技術者
034 電気技術者 034 電気・電子技術者
034-10 強電技術者 034-01 発送電用・配電用・産業用電気機械技術者
034-20 弱電技術者 034-02 民生用電気機械技術者
034-21 電子機器技術者 034-01 電子機器技術者
034-22 半導体技術者 034-02 半導体技術者
034-30 電気装置技術者
034-31 発送電装置技術者
034-99 他に分類されない電気技術者 034-99 他に分類されない電気・電子技術者
035 電気通信技術者 035 電気通信技術者
035-10 電気通信技術者 035-01 電気通信技術者
036 原子力技術者 036 原子力技術者
036-10 放射性物質製造技術者 036-01 原子力技術者
036-20 原子炉技術者
036-30 放射線利用機器技術者
036-40 放射線安全管理技術者
036-99 他に分類されない原子力技術者
039 その他の機械・電気技術者
039-10 その他の機械・電気技術者 （小分類項目の廃止）
04 鉱工業技術者（機械・電気技術者を除く）04 鉱工業技術者（機械 電気技術者を除く）
041 金属製錬・材料技術者 041 金属製錬・材料技術者
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041-10 金属製錬技術者 041-01 金属製錬技術者
041-11 電気精錬技術者
041-20 鋳造技術者 041-02 鋳造技術者
041-30 鍛造技術者 041-99 他に分類されない金属製錬・材料技術者
041-40 圧延技術者
041-50 合金技術者
041-99 他に分類されない金属製錬・材料技術者
042 化学技術者 042 化学技術者
042-10 有機化学技術者（高分子化学を除く） 042-01 有機化学技術者（高分子化学を除く）
042-20 無機化学技術者（高分子化学を除く） 042-02 無機化学技術者（高分子化学を除く）
042-30 高分子化学技術者 042-03 高分子化学技術者
042-40 バイオケミカル技術者 042-04 バイオケミカル技術者
042-50 分析化学技術者 042-05 分析化学技術者
043 窯業技術者 043 窯業技術者
043-10 普通陶磁器技術者 043-01 普通陶磁器技術者
043-20 ファインセラミックス製造技術者 043-02 ファインセラミックス製造技術者
043-30 ガラス技術者 043-03 ガラス技術者
043-99 他に分類されない窯業技術者 043-99 他に分類されない窯業技術者
049 その他の鉱工業技術者 049 その他の鉱工業技術者
049-10 鉱山技術者 049-01 鉱山技術者
049-11 探鉱技術者
049-12 採鉱技術者
049-13 鉱山保安技術者
049-20 製糸・紡織技術者 049-02 紡織技術者
049-21 製糸技術者
049-22 紡績技術者
049-23 織布技術者049 23 織布技術者
049-24 ニット技術者
049-25 染色技術者
049-99 他に分類されない鉱工業技術者 049-99 他に分類されない鉱工業技術者
05 建築・土木・測量技術者
051 建築技術者 051 建築技術者
051-10 建築技術者
051-11 建築設計技術者 051-01 建築設計技術者
051-12 工事監理技術者 051-02 建築工事監督

051-99 他に分類されない建築技術者
052 土木技術者 052 土木技術者
052-10 道路技術者 052-01 土木設計技術者

052-20 橋りょう技術者

052-30 ずい道技術者

052-40 河川技術者
052-02 土木工事監督

052-99 他に分類されない土木技術者 052-99 他に分類されない土木技術者

053 測量技術者 053 測量技術者
053-10 測量士 053-01 測量士
053-11 航空写真測量技術者
053-12 水路測量技術者
053-98 測量士補 053-02 測量士補
06 情報処理技術者
061 システムエンジニア 06A システムコンサルタント・アナリスト
061-10 システムエンジニア 06A-01 システムコンサルタント・アナリスト
061-11 システムアナリスト

06B システム開発技術者
06B-01 システム開発エンジニア（WEB・オープン系）06B 01 テ 開発 ア（W オ プ 系）
06B-02 システム開発エンジニア（組み込み・制御系）
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06B-03 システム開発エンジニア（汎用機系）
06B-99 他に分類されないシステム開発技術者
06C ネットワーク技術者
06C-01 ネットワーク技術者

062 プログラマー 062 プログラマー
062-10 プログラマー 062-01 プログラマー

069 その他の情報処理技術者
069-01 データベース技術者
069-02 情報セキュリティ技術者
069-03 テクニカルサポート技術員
069-04 社内情報システム技術員
069-99 他に分類されないその他の情報処理技術者

07 その他の技術者
071 その他の技術者 071 生産工学技術者
071-10 生産工学技術者
071-11 生産・事務組織管理技術者 071-01 生産･工程管理技術者
071-12 品質管理技術者 071-02 品質管理技術者

071-99 他に分類されない生産工学技術者
079 その他の技術者

071-20 労働安全衛生技術者 079-01 労働安全衛生技術者
071-30 環境衛生技術者 079-02 環境衛生技術者
071-99 他に分類されないその他の技術者 079-99 他に分類されないその他の技術者
08 医師、歯科医師、獣医師、薬剤師
081 医師 081 医師
081-10 医師 081-01 医師
082 歯科医師 082 歯科医師
082-10 歯科医師 082-01 歯科医師082 10 歯科医師 082 01 歯科医師
083 獣医師 083 獣医師
083-10 獣医師 083-01 獣医師
084 薬剤師 084 薬剤師
084-10 薬剤師 084-01 管理薬剤師

084-02 調剤薬剤師
084-99 他に分類されない薬剤師

09 保健師、助産師、看護師
091 保健師 091 保健師
091-10 保健師 091-01 保健師
092 助産師 092 助産師
092-10 助産師 092-01 助産師
093 看護師 093 看護師・准看護師
093-10 看護師 093-01 看護師
093-20 准看護師 093-02 准看護師
10 医療技術者 10 医療技術者
101 診療放射線技師 101 診療放射線技師
101-10 診療放射線技師 101-01 診療放射線技師
102 臨床検査技師、衛生検査技師 102 臨床検査技師
102-10 臨床検査技師 102-01 臨床検査技師
102-20 衛生検査技師
103 理学療法士、作業療法士 103 理学療法士
103-10 理学療法士 103-01 理学療法士

10A 作業療法士
103-20 作業療法士 10A-01 作業療法士
104 歯科衛生士 104 歯科衛生士
104-10 歯科衛生士 104-01 歯科衛生士
105 歯科技工士 105 歯科技工士
105-10 歯科技工士 105-01 歯科技工士
106 臨床工学技士 106 臨床工学技士
106-10 臨床工学技士 106-01 臨床工学技士
107 視能訓練士、言語聴覚士 107 視能訓練士107 視能訓練士、言語聴覚士 107 視能訓練士
107-10 視能訓練士 107-01 視能訓練士
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10B 言語聴覚士
107-20 言語聴覚士 10B-01 言語聴覚士
11 その他の保健医療の職業
111 栄養士 111 栄養士・管理栄養士
111-10 栄養士 111-01 栄養士

111-02 管理栄養士
112 あんまマッサージ指圧師、はり師、

きゅう師、柔道整復師 112 あんまマッサージ指圧師、はり師、きゅう師
112-10 あんまマッサージ指圧師 112-01 あんまマッサージ指圧師
112-20 はり師 112-02 はり師
112-30 きゅう師 112-03 きゅう師

11A 柔道整復師
112-40 柔道整復師 11A-01 柔道整復師
119 他に分類されない保健医療の職業 11B 保健医療補助者
119-10 義肢装具士 11B-01 看護助手
119-20 医療技術員 11B-02 歯科助手
119-30 医療・薬事・衛生監視員 11B-03 動物病院助手（対応：432-99の一部）
119-31 医療監視員 11B-99 他に分類されない保健医療補助者
119-32 薬事監視員 119　 他に分類されない保健医療の職業
119-33 食品衛生監視員 119-01 技士装具士
119-40 看護補助者
119-99 他に分類されないその他の保健医療の職業

119-02 医療技術員
119-03 医療・薬事・食品衛生監視員
119-99 他に分類されないその他の保健医療の職業

12 社会福祉専門の職業
121 福祉相談指導専門員 121 福祉相談指導専門員121 福祉相談指導専門員 121 福祉相談指導専門員
121-10 福祉相談指導専門員
121-11 ケースワーカー 121-01 ケースワーカー
121-12 福祉司
121-13 心理判定員 121-99 他に分類されない福祉相談指導専門員
122 福祉施設指導専門員 122 福祉施設指導専門員

122-01 生活相談員
122-10 福祉施設指導専門員 122-02 児童指導員

122-03 学童保育指導員
122-99 他に分類されない福祉施設指導専門員

123 保育士 123 保育士
123-10 保育士 123-01 保育士
124 福祉施設寮母・寮父 124 福祉施設寮母・寮父
124-10 福祉施設寮母・寮父 124-01 福祉施設寮母・寮父
129 その他の社会福祉専門の職業 129 その他の社会福祉専門の職業
129-10 その他の社会福祉専門の職業 129-01 介護支援専門員

129-99 他に分類されない社会福祉専門の職業
13 法務の職業
131 裁判官、検察官、弁護士 131 裁判官
131-10 裁判官 131-01 裁判官

13A 検察官
131-20 検察官 13A-01 検察官

13B 弁護士
131-30 弁護士 13B-01 弁護士
132 弁理士、司法書士 13C 弁理士
132-10 弁理士 13C-01 弁理士

13D 司法書士
132-20 司法書士 13D-01 司法書士
139 その他の法務の職業 139 その他の法務の職業
139-10 公証人 139-01 公証人
139-20 特許審判官139 20 特許審判官
139-30 海難審判官・理事官
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139-40 裁判所書記官
139-50 裁判所調査官
139-60 調停員
139-99 他に分類されない法務の職業 139-99 他に分類されない法務の職業
14 経営専門の職業
141 公認会計士、税理士 141 公認会計士
141-10 公認会計士 141-01 公認会計士
141-20 会計士補 （会計士補制度の廃止）

14A 税理士
141-30 税理士 14A-01 税理士
142 社会保険労務士 142 社会保険労務士
142-10 社会保険労務士 142-01 社会保険労務士
149 その他の経営専門の職業 149 その他の経営専門の職業
149-10 中小企業診断士 149-01 経営コンサルタント

149-99 他に分類されない経営専門の職業 149-99 他に分類されない経営専門の職業
15 教育の職業
151 幼稚園教員 151 幼稚園教員
151-10 幼稚園教員 151-01 幼稚園教員
151-11 幼稚園園長
152 小学校教員 152 小学校教員
152-10 小学校教員 152-01 小学校教員
152-11 小学校校長
152-12 小学校教頭
152-13 小学校養護教諭
153 中学校教員 153 中学校教員
153-10 中学校教員 153-01 中学校教員153 10 中学校教員 153 01 中学校教員
153-11 中学校校長
153-12 中学校教頭
153-13 中学校養護教諭
154 高等学校教員 154 高等学校教員
154-10 高等学校教員 154-01 高等学校教員
154-11 高等学校校長
154-12 高等学校教頭
154-13 高等学校養護教諭
155 高等専門学校教員 155 高等専門学校教員
155-10 高等専門学校教員 155-01 高等専門学校教員
155-11 高等専門学校校長
155-12 高等専門学校助手
156 大学教員 156 大学教員
156-10 大学教員 156-01 大学教員
156-11 学長
156-12 大学教授
156-13 大学助教授
156-14 大学講師
156-15 大学助手
157 盲学校・ろう学校・養護学校教員 157 特別支援学校教員
157-10 盲学校・ろう学校教員 157-01 特別支援学校教員
157-11 盲学校・ろう学校校長・園長
157-12 盲学校・ろう学校教頭
157-20 養護学校教員
157-21 養護学校校長・園長
157-22 養護学校教頭
159 その他の教育の職業 159 その他の教育の職業
159-10 専修学校教員 159-01 専修学校教員
159-20 各種学校教員 159-02 各種学校教員
159-30 職業訓練指導員 159-03 職業訓練指導員
159-40 研修施設教員 159-04 研修施設教員159 40 研修施設教員 159 04 研修施設教員
159-50 きょう正指導員 159-99 他に分類されない教育の職業
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159-99 他に分類されない教育の職業
16 宗教家
161 宗教家 161 宗教家
161-10 宗教家 161-01 宗教家
161-11 神職
161-12 仏教僧侶
161-13 キリスト教聖職者
17 文芸家、記者、編集者
171 文芸家、著述家 171 著述家
171-10 文芸作家 171-01 文芸家
171-20 脚本家
171-30 評論家
171-40 翻訳家 171-02 翻訳家
171-50 コピーライター 171-03 コピーライター
171-99 他に分類されない文芸家、著述家 171-99 他に分類されない著述家
172 記者、編集者 172 記者
172-10 新聞記者・編集員
172-11 新聞記者 172-01 新聞・放送・雑誌記者
172-12 新聞論説員
172-13 新聞編集員 172-02 テクニカルライター
172-20 放送記者・番組編成員 172-99 他に分類されない記者
172-21 放送記者
172-22 番組編成員
172-30 雑誌記者、図書編集者
172-31 雑誌記者・編集者
172-32 図書編集者
172-99 他に分類されない記者、編集者 17A 編集者172 99 他に分類されない記者、編集者 17A 編集者

17A-01 新聞・雑誌・図書編集者、放送番組編成員
17A-99 他に分類されない編集者

18 美術家、デザイナー、写真家
181 彫刻家 181 彫刻家
181-10 彫刻家 181-01 彫刻家
182 画家、書家 182 画家、書家
182-10 画家 182-01 画家
182-11 日本画家
182-12 洋画家
182-13 版画家
182-20 書家 182-02 書家
182-30 漫画家、イラストレーター 182-03 漫画家、イラストレーター
182-99 他に分類されない画家、書家 182-99 他に分類されない画家、書家
183 工芸美術家 183 工芸美術家
183-10 工芸美術家 183-01 工芸美術家
184 デザイナー 184 デザイナー
184-10 商業デザイナー

184-11 グラフィックデザイナー 184-01 グラフィックデザイナー
184-02 ウェブデザイナー

184-12 ディスプレーデザイナー 184-03 ディスプレーデザイナー
184-20 工業デザイナー 184-04 工業デザイナー

184-30 インテリアデザイナー 184-05 インテリアデザイナー

184-40 服飾デザイナー 184-06 服飾デザイナー
184-41 テキスタイルデザイナー

184-99 他に分類されないデザイナー 184-99 他に分類されないデザイナー

185 写真家 185 写真家・カメラマン185 写真家 185 写真家 カメラ ン
185-10 営業写真家 185-01 営業写真家
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185-20 カメラマン 185-02 カメラマン（映画・テレビカメラマンを除く）
185-21 商業カメラマン
185-22 報道カメラマン
185-30 映画カメラマン 185-03 映画・テレビカメラマン
185-31 動画カメラマン
185-40 テレビカメラマン
185-98 写真家助手 185-98 写真家・カメラマン助手
19 音楽家、舞台芸術家
191 音楽家 191 音楽家
191-10 作曲家 191-01 音楽家
191-20 指揮者
191-30 演奏家
191-40 歌手
191-50 邦楽師
192 舞踊家 192 舞踊家
192-10 日本舞踊家 192-01 舞踊家
192-20 洋舞踊家
192-99 他に分類されない舞踊家
193 俳優 193 俳優
193-10 舞台俳優 193-01 俳優
193-11 歌舞伎俳優
193-12 能師・狂言師
193-20 テレビ・映画俳優
193-30 声優
193-99 他に分類されない俳優
194 プロデューサー、演出家 194 プロデューサー、演出家
194-10 プロデューサー 194-01 プロデューサー194 10 プロデュ サ 194 01 プロデュ サ
194-20 演出家 194-02 演出家
194-21 舞台演出家
194-22 映画監督
194-99 他に分類されないプロデューサー、演出家 194-99 他に分類されないプロデューサー、演出家
195 演芸家 195 演芸家
195-10 講談師、浪曲師 195-01 演芸家
195-20 落語家、漫才師
195-30 奇術師
195-40 人形使い
195-50 コメディアン
195-60 曲芸師
195-99 他に分類されない演芸家
20 その他の専門的職業
201 カウンセラー 201 カウンセラー
201-10 カウンセラー
201-11 学生カウンセラー 201-01 学生カウンセラー
201-12 職場カウンセラー 201-02 職場カウンセラー
201-13 職業相談員 201-03 職業相談員

201-99 他に分類されないカウンセラー
202 個人教師 202 個人教師
202-10 学習個人教師 202-01 教科学習補習教師
202-20 技芸個人教師
202-30 スポーツ個人教師 202-02 スポーツ個人教師

202-03 語学教室教師
202-99 他に分類されない個人教師 202-04 パソコン教室教師

202-99 他に分類されない個人教師
203 職業スポーツ家 203 職業スポーツ家
203-10 競技者 203-01 職業スポーツ家
203-20 監督・コーチ
203-30 スポーツ審判員
203-99 他に分類されない職業スポーツ家203 99 他に分類されな 職業 ポ ツ家
204 監督的専門公務員 209 他に分類されない専門的職業
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204-10 監督的専門公務員 209-0A 監督的専門公務員
204-11 労働基準監督官
204-12 船員労務官
204-13 鉱務監督官
204-14 建築調査員
204-15 輸出品検査員
204-16 特許審査官
204-17 国税調査官
204-18 電波監視官
205 行政書士、土地家屋調査士、不動産鑑定士
205-10 行政書士 209-0B 行政書士
205-20 土地家屋調査士 209-0C 土地家屋調査士
205-30 不動産鑑定士 209-0D 不動産鑑定士
209 他に分類されない専門的職業
209-10 ラジオ・テレビアナウンサー 209-01 ラジオ・テレビアナウンサー
209-20 通訳 209-02 通訳
209-30 調律師 209-03 調律師
209-40 照明家 209-04 照明家
209-50 調教師 209-05 調教師
209-60 司書 209-06 司書
209-70 社会教育主事
209-99 他に分類されないその他の専門的職業 209-0E 学芸員

209-0F 通関士
209-0G 診療情報管理士
209-99 他に分類されないその他の専門的職業

（注）  1.分類番号3桁目、5桁目のアルファベット大文字は、新設の分類項目に付与した仮置きの分類符合であり、（注）  1.分類番号3桁目、5桁目 ア ファ ット大文字は、新設 分類項目に付与した仮置き 分類符合であり、
　　　　 分類番号の3桁目、5桁目が未定であることを表す。
　　　  2.表中の線の意味は次のとおり。

実線は現行の項目が改訂案の項目に対応すること、点線は現行項目の一部が改訂案の項目に対応すること、
太線は現行の項目がそのまま改訂案に移行すること（線の見やすさを優先して太線にしている。実質的には
実線と同じ）をそれぞれ表す。
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3 大分類 B 管理的職業

(1) 分類体系の構成

分類項目の設定にあたって大分類 B に適用されている分類基準は、機関・組織の種類と

役職である。その結果、中分類レベルには議会議員、会社・団体の役員、会社・団体の管理

職の各項目が設定されている（図表 7）。管理職を議会議員、会社・団体の役員、管理職員

に 3 分割する考え方は国際標準職業分類でも採用されている。日本標準職業分類と国際標準

職業分類との一番大きな違いは、管理職員の細分化の方法である。前者は分類基準に組織の

種類を適用して会社、特殊法人、その他の管理職員の項目を設けている。これに対して後者

は、管理業務の対象分野を分類基準に掲げて事務管理部門、生産部門、ホテル・レストラン

・小売店舗部門の管理職員の項目を設定している。日本標準職業分類の大分類 B は、管理

職の就業者数を統計的に集計するときには全体像を容易に把握できる体系になっているが、

管理業務の対象分野で項目を分けていないため職業紹介等の実務では使いにくい面がある。

大分類 B のもうひとつの特徴は、専ら経営管理を行う者だけが該当することである。経

営管理とともに、それ以外の実務にも従事する者は、管理職の項目ではなく実務者の項目に

位置づけられる。たとえば、自ら営業活動を行う営業課長・営業所長等は、役職は管理職で

あっても職業分類上は会社管理職員には該当せず、大分類 D の販売の職業（外交員）に位

置づけられる。大分類 D「販売の職業」に「321 小売店主・支配人」、「322 卸売店主・支配

人」、「323 飲食店主・支配人」、「334 質屋店主・店員」の各項目が設定されているのはこの

理由による。

(2) 主な問題点

職業紹介業務の視点に立つと大分類 B の一番大きな問題は、管理職員の細分類項目が本

社・支店・工場の組織別に設定されていて、管理業務の対象分野別に設定されていないこと

である。求職者の求人探索行動をみると、一般的にはそれまでの仕事経験を生かすことので

きる求人を探そうとする意識が強く働いている。このため管理職の仕事を希望する求職者に

とっても管理職の項目が組織別に分かれているよりも管理業務の対象分野別に分かれていた

ほうが求人検索が容易になると思われる。

(3) 改訂素案

大分類 B の見直し結果を総括すると図表 8 のようになる。小分類項目別に見直し作業の

結果をまとめたものが図表 9、その中から項目だけを抜き出して新旧対照表の形にしたもの

が図表 10 である。
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図表 8 大分類 B「管理的職業」の細分類項目改訂素案の総括表

改訂案 該当項目 主な改訂理由
(現行分類番号)

小分類項目 項目名の変 222 特殊法人の役員 → 独立行政法人・特殊法
更 人の役員

232 特殊法人の管理職員 → 独立行政法人・特
殊法人の管理職員

細分類項目 新設 239 デイサービスセンター等の福祉施設の施設長
に対応した項目として「福祉施設管理者」を
設定した。

体系の見直 231 役職別の項目に代わり管理する部門別の項目
し に変更した。

222-10、-20 両者を統合して「独立行政法人・特殊法人の
役員」を設定した。

232-10、-20 両者を統合して「独立行政法人・特殊法人の
管理職員」を設定した。

項目名の変 241-10 個人経営者・管理者 → 個人経営事業所の
更 経営者・管理者
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1,2
46
 
 

 
会
社
法
に
い
う
役
員
は
、
取
締
役
・
会
計
参
与
・
監
査
役
を
指
し
て
い
る
（
32
9 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
条
）
。
会
社
法
施
行
規
則
で
は
、
執
行
役
・
理
事
・
監
事
な
ど
も
役
員
に
含
め
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
22
1-
01
：
22
1-
10
、
-2
0 

 
い
る
。
一
般
的
に
は
執
行
役
員
ま
で
を
含
む
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
重
役
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
一
般
に
株
式
会
社
の
取
締
役
と
監
査
役
を
指
す
が
、執
行
役
員
を
含
め
る
こ
と
も
あ
る
。 
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○
「
会
社
役
員
」
と
「
重
役
」
と
の
重
複
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
現
行
の
項
目
は
、
社
長
・
会
長
と
重
役
は
重
複
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
る
。
し
か
し
、
法
律
的
に
み
て
、
ま
た
一
般
的
な
認
識
か
ら
言
っ
て
こ
の
よ
う
な
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
区
分
に
は
無
理
が
あ
る
。
役
員
と
重
役
は
ほ
ぼ
重
複
す
る
。
取
締
役
の
中
か
ら
社
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
長
と
会
長
を
除
く
の
で
あ
れ
ば
、
現
行
の
-2
0「
重
役
」
は
「
重
役
（
社
長
、
会
長
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
を
除
く
）
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
社
長
・
会
長
」
の
求
人
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
9
件
に
す
ぎ
な
い
。
項
目
と
し
て
設
定
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
は
、
重
役
（
＝
役
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
員
）
で
あ
る
。
 

22
2 

特
殊
法
人
の
役
員
 

4 
 
 

 
 

 
 

22
2-
10
 
公
団
・
事
業
団
等
の
役
員
 

4 
4
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
独
立
行
政
法
人
 

22
2-
20
 
特
殊
会
社
の
役
員
 

0 
0
22
2 
独
立
行
政
法
人
・
特
殊
法
人
の
役
員
 

 
特
殊
法
人
の
大
半
が
独
立
行
政
法
人
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
22
2-
01
 
独
立
行
政
法
人
・
特
殊
法
人
の
役
員
 

 
項
目
名
を
「
独
立
行
政
法
人
・
特
殊
法
人
の
役
員
」
に
変
更
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
複
数
職
業
の
併
記
さ
れ
た
小
分
類
項
目
名
は
、
細
分
類
レ
ベ
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
22
2-
01
：
22
2-
10
、
-2
0 

 
別
々
の
項
目
を
設
定
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
求
人
件
数
か
ら
判
断
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
す
る
限
り
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
は
乏
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

22
9 

そ
の
他
の
法
人
・
団
体
の
役
員
 

31
 
 
 

22
9 
そ
の
他
の
法
人
・
団
体
の
役
員
 

 
 

22
9-
10
 
公
益
法
人
役
員
 

19
 

19
 
22
9-
01
 
公
益
法
人
役
員
 

○
現
行
の
3
つ
の
集
約
項
目
で
全
求
人
の
75
%
を
し
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
特
に
 

22
9-
20
 
経
営
者
団
体
役
員
 

2 
2
 
22
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
法
人
・
団
体
の
役
員
 

 
求
人
の
多
い
も
の
は
公
益
法
人
役
員
で
あ
る
。
経
営
者
団
体
と
労
働
組
合
の
 

22
9-
30
 
労
働
組
合
役
員
 

1 
1
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
求
人
は
合
わ
せ
て
も
3
件
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
公
益
法
人
役
員
の
み
 

22
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
法
人
・
団
体
の
 

7 
7
 
22
9-
01
：
22
9-
10
 

 
項
目
を
設
定
す
る
。
 

 
 

役
員
 

 
 

 
 

 
22
9-
99
：
22
9-
20
、
-3
0、
-9
9 

 
 

23
 

会
社
・
団
体
の
管
理
職
員
 

16
,2
39
 
 
 

 
 

 
 

23
1 

会
社
の
管
理
職
員
 

14
,5
16
 
 
 

23
1 
会
社
の
管
理
職
員
 

 
 

23
1-
10
 
会
社
の
管
理
職
員
 

6,9
34
 

 
23
1-
01
 
事
務
部
門
管
理
職
員
 

○
管
理
職
の
区
分
法
 

23
1-
11
 
本
社
部
課
長
 

1,4
65
 

 
23
1-
02
 
営
業
部
門
管
理
職
員
 

 
現
在
の
項
目
は
事
業
所
に
お
け
る
役
職
を
分
類
基
準
に
し
て
い
る
が
、
管
理
職
を
 

23
1-
12
 
支
店
・
工
場
等
の
長
 

3,4
06
 

 
23
1-
04
 
生
産
関
連
管
理
職
員
 

 
求
め
る
求
人
企
業
の
関
心
事
は
応
募
者
の
管
理
職
と
し
て
の
経
験
と
そ
の
分
野
で
 

23
1-
13
 
支
店
・
工
場
等
の
部
課
長
 

1,7
15
 

13
,52
0

 
23
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
会
社
の
管
理
職
員
 

 
あ
る
。
他
方
、
応
募
者
は
通
常
、
管
理
職
と
し
て
経
験
の
あ
る
分
野
で
の
求
人
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
求
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
管
理
職
の
項
目
の
細
分
化
に
あ
た
っ
て
は
、
担
当
分
野
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
を
分
類
基
準
に
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
23
1-
01
：
23
1-
（
10
、
-1
1、
-1
3）
の
一
部
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
23
1-
02
：
23
1-
（
10
、
-1
1、
-1
3）
の
一
部
 

 
全
体
で
14
50
0
件
あ
ま
り
、
各
特
掲
項
目
に
は
10
00
件
以
上
の
求
人
が
あ
る
。
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
23
1-
04
：
23
1-
（
10
、
-1
1、
-1
3）
の
一
部
 

 
件
数
の
分
布
か
ら
判
断
す
る
と
項
目
の
細
分
化
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
 

 
 
 

 
 

 
 

 
23
1-
99
：
23
1-
（
10
、
-1
1、
-1
3）
の
一
部
、
-1
2 

 
れ
る
。
し
か
し
、
細
分
化
す
る
際
に
は
、
大
分
類
B
の
特
殊
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
な
ら
な
い
。
大
分
類
B
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
求
人
は
、
専
ら
経
営
管
理
の
仕
事
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
従
事
す
る
者
で
あ
る
。
経
営
管
理
と
と
も
に
当
該
分
野
の
実
務
に
従
事
す
る
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
は
、
管
理
職
の
項
目
で
は
な
く
、
実
務
者
の
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ら
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
管
理
職
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
大
分
類
B
の
職
業
定
義
を
求
人
に
適
用
す
る
と
、
た
と
え
ば
営
業
活
動
を
行
う
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
営
業
課
長
（
部
長
）
は
、
23
1
で
は
な
く
営
業
職
の
32
7
に
な
る
。
ま
た
、
従
来
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典
型
的
に
見
ら
れ
た
部
長
・
課
長
・
係
長
と
い
う
階
層
構
造
の
役
職
が
フ
ラ
ッ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ト
な
構
造
に
な
り
、
管
理
と
実
務
を
兼
務
す
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
よ
う
な
役
職
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
管
理
職
で
は
な
く
、
実
務
者
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
項
目
に
分
類
さ
れ
る
。
更
に
、
小
売
店
や
飲
食
店
の
店
長
は
、
管
理
職
で
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
な
く
、
販
売
の
職
業
に
分
類
さ
れ
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
提
供
さ
れ
て
い
る
管
理
職
の
求
人
を
み
る
と
、
他
の
分
類
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
る
べ
き
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
分
類
B
の
現
在
の
職
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
定
義
を
維
持
す
る
限
り
求
人
の
多
く
は
大
分
類
B
以
外
の
大
分
類
に
位
置
づ
け
ら
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
移
動
す
べ
き
求
人
の
規
模
が
不
明
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
あ
る
こ
と
、
支
店
や
工
場
の
長
の
求
人
が
多
い
こ
と
に
鑑
み
て
、
項
目
を
細
分
化
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

23
2 

特
殊
法
人
の
管
理
職
員
 

73
 
 
 

 
 

 
 

23
2-
10
 
公
団
・
事
業
団
等
の
管
理
職
員
 

47
 

47
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
独
立
行
政
法
人
 

23
2-
20
 
特
殊
会
社
の
管
理
職
員
 

22
 

22
23
2 
独
立
行
政
法
人
・
特
殊
法
人
の
管
理
職
員
 

 
特
殊
法
人
の
大
半
は
独
立
行
政
法
人
に
移
行
し
て
い
る
の
で
、
項
目
名
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
23
2-
01
 
独
立
行
政
法
人
・
特
殊
法
人
の
管
理
職
員
 

 
「
独
立
行
政
法
人
・
特
殊
法
人
の
管
理
職
員
」
に
変
更
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
管
理
職
へ
の
登
用
は
内
部
昇
進
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
 

 
 
 

 
 

 
 

 
23
2-
01
：
23
2-
10
、
-2
0 

 
へ
の
求
人
は
限
定
的
で
あ
り
、
法
人
ご
と
に
項
目
を
設
定
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
 

23
9 

そ
の
他
の
法
人
・
団
体
の
管
理
職
員
 

1,
65
0 
 
 

23
9 
そ
の
他
の
法
人
・
団
体
の
管
理
職
員
 

 
 

23
9-
10
 
そ
の
他
の
法
人
・
団
体
の
管
理
職
員
 

1,5
93
 

1,5
93
 
23
9-
01
 
福
祉
施
設
管
理
者
 

○
福
祉
施
設
管
理
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
23
9-
99
 
そ
の
他
の
法
人
・
団
体
の
管
理
職
員
 

 
23
9-
10
の
求
人
は
16
50
件
あ
る
。
そ
の
中
で
比
較
的
多
い
も
の
は
、
グ
ル
ー
プ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ホ
ー
ム
の
管
理
者
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
福
祉
施
設
の
施
設
長
で
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
認
知
症
高
齢
者
や
障
害
者
が
小
規
模
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
23
9-
01
：
23
9-
10
の
一
部
 

 
集
団
で
住
宅
に
居
住
し
て
地
域
社
会
で
の
生
活
を
送
る
施
設
で
あ
り
、
そ
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
23
9-
99
：
23
9-
10
の
一
部
 

 
管
理
者
は
必
ず
し
も
経
営
管
理
の
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
入
居
者
の
ケ
ア
に
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
管
理
者
は
大
分
類
B
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
管
理
職
の
項
目
に
は
該
当
し
な
い
。
他
方
、
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
セ
ン
タ
ー
等
の
福
祉
施
設
の
施
設
長
は
、
本
項
目
に
該
当
す
る
。
実
務
利
用
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
の
便
を
考
慮
し
て
「
福
祉
施
設
管
理
者
」
の
項
目
を
設
定
す
る
。
 

24
 

そ
の
他
の
管
理
的
職
業
 

2,
66
9 
 
 

 
 

 
 

24
1 

そ
の
他
の
管
理
的
職
業
 

2,
66
9 
 
 

24
1 
そ
の
他
の
管
理
的
職
業
 

 
 

24
1-
10
 
個
人
経
営
者
・
管
理
者
 

79
9 

79
9
 
24
1-
01
 
個
人
経
営
事
業
所
の
経
営
者
・
管
理
者
 

○
個
人
経
営
事
業
所
の
経
営
者
・
管
理
者
 

24
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
管
理
 

1,6
74
 

1,6
74
 
24
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
管
理
的
職
業
 

 
現
行
の
項
目
名
「
個
人
経
営
者
・
管
理
者
」
は
や
や
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
 

 
的
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
意
味
を
明
確
に
す
る
た
め
に
「
個
人
経
営
事
業
所
の
経
営
者
・
管
理
者
」
に
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
変
更
す
る
。
約
80
0
件
の
求
人
が
あ
り
、
管
理
職
の
項
目
の
中
で
は
相
対
的
 

 
 
 

 
 

 
 

 
24
1-
01
：
24
1-
10
 

 
に
求
人
が
多
い
の
で
項
目
を
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
24
1-
99
：
24
1-
99
 

○
雑
多
項
目
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
本
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
求
人
は
多
い
が
、
そ
の
仕
事
内
容
を
求
人
職
種
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
名
か
ら
推
測
す
る
と
大
半
の
求
人
は
経
営
管
理
の
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
そ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
れ
以
外
の
業
務
も
含
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
項
目
に
該
当
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
す
る
求
人
は
実
際
の
求
人
件
数
よ
り
も
相
当
少
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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分類番号 項目名 分類番号 項目名
21 管理的公務員
211 議会議員 211 議会議員
211-10 国会議員 211-01 議会議員
211-20 地方公共団体議会議員
212 管理的国家公務員 212 管理的国家公務員
212-10 中央省庁幹部 212-01 管理的国家公務員
212-11 事務次官
212-12 中央省庁の局部長
212-13 中央省庁の課長
212-20 地方支分部局幹部
212-21 地方支分部局の長
212-22 地方支分部局の課長
212-30 国家行政委員会委員
213 管理的地方公務員 213 管理的地方公務員
213-10 地方公共団体の三役 213-01 管理的地方公務員
213-11 知事・市町村長
213-12 副知事・助役
213-13 出納長・収入役
213-20 地方公共団体の幹部
213-21 地方公共団体の局部長
213-22 地方公共団体の課長

図表10　大分類 B 「管理的職業」の細分類項目に係る新旧対照表

現行 改訂素案

213-30 地方公共団体出先機関の幹部
213-31 地方公共団体出先機関の長
213-32 地方公共団体出先機関の課長
213-40 地方行政委員会委員
22 会社・団体の役員
221 会社役員 221 会社役員
221-10 会社社長・会長 221-01 会社役員
221-20 会社重役
222 特殊法人の役員 222 独立行政法人・特殊法人の役員
222-10 公団・事業団等の役員 222-01 独立行政法人・特殊法人の役員
222-20 特殊会社の役員
229 その他の法人・団体の役員 229 その他の法人・団体の役員
229-10 公益法人役員 229-01 公益法人役員
229-20 経営者団体役員 229-99 他に分類されない法人・団体の役員
229-30 労働組合役員
229-99 他に分類されない法人・団体の役員
23 会社・団体の管理職員
231 会社の管理職員 231 会社の管理職員
231-10 会社の管理職員 231-01 事務部門管理職員
231-11 本社部課長 231-02 営業部門管理職員

231-04 生産関連管理職員
231-12 支店・工場等の長 231-99 他に分類されない会社の管理職員
231-13 支店・工場等の部課長
232 特殊法人の管理職員 232 独立行政法人・特殊法人の管理職員
232-10 公団・事業団等の管理職員 232-01 独立行政法人・特殊法人の管理職員
232-20 特殊会社の管理職員
239 その他の法人・団体の管理職員 239 その他の法人・団体の管理職員
239-10 その他の法人・団体の管理職員 239-01 福祉施設管理者

239-99 その他の法人・団体の管理職員
24 その他の管理的職業
241 その他の管理的職業 241 その他の管理的職業
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241-10 個人経営者・管理者 241-01 個人経営事業所の経営者・管理者
241-99 他に分類されないその他の管理的職業 241-99 他に分類されないその他の管理的職業

（注）表中の線の意味は次のとおり。
実線は現行の項目が改訂案の項目に対応すること、点線は現行項目の一部が改訂案の項目に対応すること、
太線は現行の項目がそのまま改訂案に移行すること（線の見やすさを優先して太線にしている。実質的には
実線と同じ）をそれぞれ表す。
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4 大分類 C 事務的職業

(1) 分類体系の構成

事務の職業は、一般事務、会計事務、営業・販売関連事務、事務用機器操作など仕事の分

野別に 7 つの中分類項目が設定されている（図表 11）。それぞれの中分類項目の下位には特

徴的な小分類項目が設定されているが、厚生労働省の職業分類には日本標準職業分類に設定

されていない項目がふたつある。一般事務員と経理事務員である。いずれも職業紹介業務に

おける求人・求職者の取扱量に配慮して項目が設定されている。

細分類レベルにはハローワークの職業紹介業務で使用される細かな項目が設定されている

が、職業紹介や求人広告の事業者が使用する職種分類と比べると細分類項目といえども細分

化の程度が必ずしも十分とはいえないものがある。たとえば、次の仕事は厚生労働省の職業

分類には項目が設定されていない。経営・事業企画、法務、知的財産・特許、株式公開関連

業務、株主総会関連業務、IR、購買・資材調達、販売促進、店舗開発、財務、税務、物流、

カスタマーサポート、コールセンター、テレマーケティング、PC オペレーター。

(2) 主な問題点

特に大きな問題は次の 2 点である。第 1 は現実の仕事と分類項目との乖離に関する問題で

ある。具体的には中分類の「営業・販売関連事務」と「事務用機器操作」が該当する。前者

の場合、求人の増えているコールセンターオペレーターを適切に分類する項目が設定されて

いないという問題がある。現行の体系では、コールセンターオペレーターが担当する電話の

受発信機能のうち発信あるいは受信に対応した項目が設定されているが、両機能に対応した

項目は設定されていない。後者の場合、求人の多い PC 操作員（PC オペレーター、パソコ

ン操作員など）の項目が設定されていないためにワードプロセッサ操作員、電子計算機オペ

レーターなど既存のいくつかの項目に誤って分類されるという問題が起こっている。

第 2 は、日本標準職業分類との整合性に関する問題である。具体的にはホテルフロント係

とレジ係の位置づけに関する問題である。職業紹介業務の視点に立つと、ホテルフロント係

は事務よりもサービスの職業のほうが適切であり、また、レジ係は事務よりも販売の職業の

ほうが適切であるとの意見がある。ホテルのフロント業務はサービス的な要素を含んでおり、

レジの仕事は販売に関する仕事のうち売買の決済に関係するからというのがその理由であ

る。しかし日本標準職業分類ではこれらの職業はいずれも大分類 Cに分類されている。

これ以外に考慮すべき点は、求人の量的規模である。介護保険事務や営業事務など求人が

多いにもかかわらず項目の設定されていない職業がある。求人が多くても項目が設定されて

いない職業は、既存項目との重複などに配慮して独自の項目を設定すべきであろう。

(3) 改訂素案

図表 12 は、大分類 C の見直し結果の要点をまとめたものである。小分類項目ごとの見直

し結果は図表 13 を参照されたい。また、改訂素案の中から分類項目だけを抜き出して新旧

対照表の形にしたものが図表 14 である。
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図表 11 大分類 C 「事務的職業」の構成（中・小分類項目）

総務（総務、人事、文書、広報）
企画・調査（商品企画、資材計画、調査）

一般事務 受付・案内
秘書
一般事務（一般事務、事務補助）
その他（法律行政事務、医療事務など）

会計事務 現金出納（レジ、支払出納）
金融機関窓口
予算・経理（予算、会計経理、会計監査）
その他（徴収、原価計算）

生産関連事務 生産現場（工程管理、工場事務）
出荷・受荷（検収・検品、保管・管理、出

事務職 荷・発送など）

営業・販売関連事務 営業・販売（仕入、販売事務、貿易事務、
金融・保険事務など）
その他（テレフォンアポインター、通販受
付など）

外勤事務 集金
その他（検針）

旅客・貨物（出改札、旅客、貨物受付）
運輸・通信事務 運行管理（鉄道、自動車、船舶、航空機）

郵便・通信（窓口事務、内務員）

速記・タイプ・ワープロ操作
事務用機械操作 キーパンチャー

電算機オペレータ
その他

（注）括弧内は細分類項目
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図
表
12

大
分
類
C「
事
務
的
職
業
」
の
細
分
類
項
目
改
訂
素
案
の
総
括
表

改
訂
案

該
当
項
目

主
な
改
訂
理
由

(現
行
分
類
番
号
)

小
分
類

新
設

28
9-
10
、
28
9-
20
、

電
話

勧
誘

販
売

・
顧

客
対

応
窓

口
事

務
員

：
電
話
を
活
用
し
た
事
務
の
求
人
が
多
い
た
め
小
分
類
レ
ベ
ル

28
1-
99
、
28
9-
99

に
項
目
を
設
定
し
た
。
細
分
類
レ
ベ
ル
に
は
電
話
の
発
信
・
受
信
に
対
応
し
た
3
つ
の
項
目
を
設
け
た
。

25
9-
20
、
25
9-
99

医
療
・
介
護
保
険
事
務
員
：
求
人
の
多
い
医
療
事
務
員
と
、
介
護
保
険
制
度
の
進
展
に
伴
う
保
険
事
務
関

係
の
求
人
に
対
応
す
る
た
め
新
た
に
小
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目
を
設
定
し
た
。

体
系
の
見
直
し

31
3

パ
ソ
コ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
求
人
が
多
い
が
、
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
求
人
の
位
置
づ
け
で

混
乱
を
招
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
小
分
類
31
3
を
操
作
す
る
機
器
の
種
類
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
、
そ
れ
以
外
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
で
区
分
し
た
。

項
目
名
の
変
更

25
1

職
務
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
に
「
人
事
」
を
加
え
た
。

30
3

通
信
関
係
の
事
務
の
仕
事
を
中
分
類
25
に
移
動
し
た
た
め
項
目
名
か
ら
「
通
信
」
を
削
除
し
た
。

31
1

細
分
類
の
「
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
操
作
員
」
を
廃
止
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
項
目
名
を
変
更
し
た
。

31
2

一
般
的
な
求
人
職
種
名
で
あ
る
「
デ
ー
タ
入
力
係
員
」
を
採
用
し
た
。

31
3

新
た
に
設
定
し
た
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
員
」
と
表
記
を
あ
わ
せ
る
た
め
に
項
目
名
を
変
更

し
た
。

細
分
類

新
設

27
1-
10

既
に
設
定
さ
れ
て
い
る
工
程
管
理
事
務
員
に
加
え
て
生
産
管
理
事
務
員
の
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
産
現
場
に
お
け
る
（
求
人
の
多
い
）
主
な
仕
事
を
的
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

28
1-
20

営
業
事
務
の
仕
事
は
求
人
が
多
い
が
、
分
類
表
に
は
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
求
人
が
的

確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
営
業
事
務
員
の
項
目
を
設
定
し
た
。

分
割

25
3

受
付
業
務
の
職
務
の
違
い
を
反
映
さ
せ
る
た
め
現
行
の
細
分
類
項
目
を
3
分
割
し
た
。

28
1-
40

求
人
の
多
い
金
融
・
保
険
事
務
員
の
項
目
を
金
融
事
務
員
と
保
険
事
務
員
に
分
割
し
た
。

項
目
名
の
変
更

25
2-
10

企
画
と
商
品
企
画
の
両
者
を
設
定
す
る
た
め
前
者
に
括
弧
書
き
（
商
品
企
画
を
除
く
）
を
付
け
た
。

25
2-
13

企
画
の
仕
事
だ
け
で
は
な
く
教
育
・
研
修
の
仕
事
全
体
を
該
当
さ
せ
る
た
め
に
「
企
画
」
を
削
除
し
た
。

26
9-
20

見
積
事
務
員
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
「
原
価
計
算
・
見
積
事
務
員
」
に
変
更
し
た
。

30
2-
21
、
-2
3

自
動
車
関
連
の
3
項
目
の
違
い
を
明
確
に
す
る
た
め
に
項
目
名
を
変
更
し
た
。

30
3-
10
、
-2
0

通
信
関
係
の
事
務
の
仕
事
を
中
分
類
25
に
移
動
し
た
た
め
項
目
名
か
ら
「
通
信
」
を
削
除
し
た
。

特
掲
項
目
の
細
分

求
人
の
多
い
特
掲
項
目
を
細
分
類
レ
ベ
ル
に
設
定
し
た
。

類
独
立

25
1-
11

人
事
事
務
員

25
2-
11
、
-1
3

商
品
企
画
事
務
員
、
教
育
・
研
修
事
務
員

27
1-
11

工
程
管
理
事
務
員

30
1-
11

有
料
道
路
料
金
収
受
員

30
2-
21
～
23

貨
物
運
送
事
務
員
、
旅
客
自
動
車
運
行
事
務
員
、
配
車
事
務
員

雑
多
項
目
（
-9
9）

25
9-
99

士
業
事
務
所
事
務
員

か
ら
細
分
類
に
引
31
9-
10

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
員

き
上
げ
た
職
業
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事
務
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改
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務
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
2-
04
：
25
2-
20
 

 
教
育
研
修
事
務
の
仕
事
は
、
研
修
計
画
の
作
成
か
ら
そ
の
実
施
に
わ
た
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ま
で
の
す
べ
て
の
事
務
的
な
仕
事
を
含
ん
で
い
る
が
、
現
行
の
名
称
「
教
育
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
・
研
修
企
画
事
務
員
」
で
は
実
際
の
仕
事
内
容
を
適
切
に
表
現
し
て
い
な
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
の
で
、
「
教
育
・
研
修
事
務
員
」
に
改
称
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
調
査
事
務
の
仕
事
は
現
行
の
項
目
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
本
項
目
に
対
応
す
る
日
本
標
準
職
業
分
類
の
項
目
名
は
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「
企
画
事
務
員
」
で
あ
る
。
そ
の
職
業
例
示
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
ま
た
統
計
セ
ン
タ
ー
の
「
職
業
分
類
索
引
」
に
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
調
査
員
（
市
場
調
査
）
、
研
修
事
務
員
が
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
位
置
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
づ
け
は
中
分
類
25
で
あ
り
、
必
ず
し
も
25
2
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
 

25
3 

受
付
・
案
内
事
務
員
 

58
,1
37
 
 
 

25
3 
受
付
・
案
内
事
務
員
 

 
 

25
3-
10
 
受
付
・
案
内
事
務
員
 

56
,72
0 

56
,72
0
 
25
3-
01
 
会
社
・
団
体
受
付
係
 

○
会
社
・
団
体
受
付
係
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
3-
02
 
ホ
テ
ル
・
旅
館
フ
ロ
ン
ト
係
 

 
本
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
求
人
は
5.8
万
件
と
多
い
が
、
項
目
は
細
分
化
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
受
付
・
案
内
事
務
員
 

 
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
受
付
係
の
代
表
的
な
職
場
で
あ
る
会
社
や
団
体
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
の
受
付
係
を
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
ホ
テ
ル
・
旅
館
フ
ロ
ン
ト
係
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
3-
01
：
25
3-
10
の
一
部
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
調
査
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
へ
の
移
動
を
望
む
意
見
が
多
数
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
3-
02
：
25
3-
10
の
一
部
 

 
あ
っ
た
。
受
付
の
仕
事
は
受
付
と
接
客
の
う
ち
ど
ち
ら
が
主
で
あ
る
か
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
3-
99
：
25
3-
10
の
一
部
 

 
よ
っ
て
位
置
づ
け
が
異
な
る
（
そ
の
判
断
は
日
本
標
準
職
業
分
類
の
考
え
方
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
準
じ
て
い
る
）
。
標
準
職
業
分
類
へ
の
準
拠
を
前
提
に
す
る
と
、
フ
ロ
ン
ト
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
係
を
日
標
と
異
な
る
大
分
類
に
移
動
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
医
療
機
関
・
調
剤
薬
局
の
受
付
係
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
歯
科
受
付
係
は
求
人
が
相
対
的
に
多
い
。
し
か
し
、
一
般
的
に
は
受
付
の
他
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
、
レ
セ
プ
ト
事
務
や
レ
ジ
な
ど
の
仕
事
を
含
む
仕
事
全
体
を
指
し
て
歯
科
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
受
付
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
歯
科
受
付
は
受
付
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
事
務
員
の
項
目
で
は
な
く
、
医
療
事
務
員
の
項
目
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
病
院
受
付
や
薬
局
受
付
の
仕
事
も
歯
科
受
付
と
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
 

25
4 

秘
書
 

3,
19
0 
 
 

25
4 
秘
書
 

 
 

25
4-
10
 
秘
書
 

3,1
79
 

3,1
79
 
25
4-
01
 
秘
書
 

○
約
32
00
件
の
求
人
が
あ
る
。
秘
書
の
仕
事
は
、
誰
に
対
す
る
秘
書
で
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
か
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
あ
る
が
、
分
類
項
目
を
細
分
化
し
な
け
れ
ば
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
4-
01
：
25
4-
10
 

 
な
ら
な
い
ほ
ど
の
違
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 

25
5 

一
般
事
務
員
 

29
1,
26
3 
 
 

25
5 
一
般
事
務
員
 

 
 

25
5-
10
 
一
般
事
務
員
 

27
6,0
37
 

27
6,0
37
 
25
5-
01
 
一
般
事
務
員
 

○
一
般
事
務
員
の
仕
事
に
対
す
る
見
方
 

25
5-
97
 
事
務
補
助
員
 

12
,42
2 

12
,42
2
 
25
5-
97
 
事
務
補
助
員
 

 
一
般
事
務
員
は
日
本
標
準
職
業
分
類
に
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
複
数
の
分
類
項
目
に
関
係
す
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
場
合
に
は
、
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
特
定
の
仕
事
に
対
応
す
る
分
類
項
目
に
分
類
す
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
5-
01
：
25
5-
10
 

 
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ES
CO
で
は
、
複
数
の
分
類
項
目
に
関
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
5-
97
：
25
5-
97
 

 
係
す
る
仕
事
を
ひ
と
つ
の
職
業
と
し
て
認
知
し
て
、
一
般
事
務
員
の
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
を
設
定
し
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
一
般
事
務
の
仕
事
に
対
す
る
認
識
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
一
般
事
務
員
と
い
う
名
称
は
、
ES
CO
だ
け
で
は
な
く
、
求
人
広
告
事
業
者
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
職
業
紹
介
事
業
者
の
職
種
分
類
に
も
広
く
見
ら
れ
る
。
求
人
企
業
・
求
職
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
と
も
に
特
定
の
仕
事
に
限
定
さ
れ
な
い
事
務
の
仕
事
を
一
般
事
務
と
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
認
識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
般
事
務
員
の
項
目
は
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
一
般
事
務
員
は
、
小
分
類
項
目
の
中
で
は
営
業
職
、
販
売
員
に
次
い
で
3
番
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
目
に
求
人
の
多
い
項
目
で
あ
る
（
27
.6
万
人
）
。
し
か
し
、
仕
事
内
容
は
求
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
人
企
業
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
特
定
の
仕
事
を
も
っ
て
項
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
目
を
細
分
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
求
人
は
、
仕
事
を
特
定
で
き
な
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い
か
ら
こ
そ
一
般
事
務
員
の
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

25
9 

そ
の
他
の
一
般
事
務
の
職
業
 

57
,3
17
 
 
 

 
 

 
 

25
9-
10
 
法
律
行
政
事
務
員
 

1,6
43
 

25
9-
20
の
小
分
類
格
上
げ
 

○
医
療
・
介
護
保
険
事
務
員
 

25
9-
11
 
戸
籍
事
務
員
 

5 
25
A
 
医
療
・
介
護
保
険
事
務
員
 

 
医
療
事
務
員
の
求
人
は
、
企
画
・
調
査
事
務
員
の
そ
れ
よ
り
も
多
く
、
総
務
 

25
9-
12
 
登
記
事
務
員
 

23
3 

 
25
A
-0
1 
医
療
・
介
護
保
険
事
務
員
 

 
事
務
員
の
そ
れ
と
比
肩
で
き
る
ほ
ど
多
い
。
保
険
請
求
の
仕
事
は
健
康
保
険
 

25
9-
13
 
特
許
書
記
 

1,0
19
 

 
 

 
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
保
険
も
あ
る
。
こ
の
た
め
医
療
事
務
と
介
護
保
険
関
 

25
9-
14
 
著
作
権
係
事
務
員
 

10
 

2,9
10

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
係
の
仕
事
を
併
せ
て
新
た
に
小
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目
を
設
定
す
る
。
 

25
9-
20
 
医
療
事
務
員
 

43
,33
3 

43
,33
3
 
25
A
-0
1：
25
9-
20
、
-9
9
の
一
部
 

 
細
分
類
レ
ベ
ル
で
は
医
療
事
務
員
と
介
護
保
険
事
務
員
に
分
け
て
項
目
を
 

25
9-
30
 
船
舶
パ
ー
サ
ー
 

43
 

43
 
 

 
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
医
療
保
健
事
務
と
介
護
保
険
事
務
 

25
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
一
般
事
務
の
職
業
 

10
,02
4 

10
,02
4
25
9 
そ
の
他
の
一
般
事
務
の
職
業
 

 
の
両
方
を
仕
事
内
容
と
す
る
求
人
（
た
と
え
ば
病
院
の
求
人
）
が
あ
る
こ
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
9-
01
 
士
業
事
務
所
事
務
員
 

 
か
ら
両
者
を
分
け
る
こ
と
は
し
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
一
般
事
務
の
職
業
 

○
行
政
事
務
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
こ
の
項
目
は
、
法
律
に
も
と
づ
く
行
政
上
の
事
務
の
仕
事
で
あ
る
。
す
な
わ
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
ち
公
務
員
の
項
目
で
あ
る
。
求
人
は
臨
時
任
用
職
員
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
9-
01
：
25
9-
99
の
一
部
 

 
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
臨
時
職
員
だ
け
で
約
30
00
件
の
求
人
を
説
明
 

 
 
 

 
 

 
 

 
25
9-
99
：
25
9-
10
、
-1
1～
14
、
30
、
-9
9
の
一
部
 

 
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
求
人
を
み
る
と
、
行
政
機
関
の
臨
時
任
用
職
員
に
加
え
て
法
律
事
務
所
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
会
計
事
務
所
・
特
許
事
務
所
・
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
な
ど
か
ら
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
申
込
み
の
あ
っ
た
事
務
の
仕
事
が
こ
の
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
た
と
え
ば
、
特
許
事
務
所
の
事
務
員
の
求
人
は
25
9-
13
「
特
許
書
記
」
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
分
類
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
ら
の
求
人
を
適
切
に
位
置
づ
け
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
た
め
に
「
士
業
事
務
所
事
務
員
」
の
項
目
を
新
設
す
る
。
こ
こ
に
分
類
さ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
れ
る
も
の
は
、
中
分
類
25
・
26
の
既
存
の
項
目
に
該
当
し
な
い
事
務
の
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
に
従
事
す
る
者
で
あ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
「
法
律
行
政
事
務
員
」
の
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
を
廃
止
す
る
。
 

26
 

会
計
事
務
の
職
業
 

94
,7
62
 
 
 

 
 

 
 

26
1 

現
金
出
納
事
務
員
 

15
,9
06
 
 
 

26
1 
現
金
出
納
事
務
員
 

 
 

26
1-
10
 
現
金
出
納
事
務
員
 

74
4 

 
26
1-
01
 
現
金
出
納
事
務
員
 

○
日
標
と
の
整
合
性
 

26
1-
11
 
レ
ジ
係
 

14
,93
8 

 
 
レ
ジ
係
の
う
ち
、
商
品
の
精
算
と
販
売
を
行
う
者
（
た
と
え
ば
小
売
店
 

26
1-
12
 
支
払
出
納
事
務
員
 

14
7 

15
,82
9
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
な
ど
の
レ
ジ
係
）
は
標
準
職
業
分
類
で
は
販
売
の
職
業
（
32
4
販
売
店
員
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
26
1-
01
：
26
1-
10
、
-1
1
の
一
部
、
-1
2 

 
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
日
標
と
位
置
づ
け
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
は
や
む
を
得
な
い
が
、
大
分
類
が
異
な
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
ハ
ロ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ワ
ー
ク
調
査
で
も
仕
事
の
実
態
に
あ
わ
せ
て
販
売
の
職
業
に
移
動
す
べ
き
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
数
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み
て
レ
ジ
係
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
（
26
1-
11
）
の
う
ち
「
商
品
の
精
算
と
販
売
の
業
務
に
従
事
す
る
者
」
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
販
売
店
員
（
32
4）
の
項
目
に
移
動
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
レ
ジ
係
の
う
ち
代
金
・
料
金
の
精
算
だ
け
を
行
う
者
（
た
と
え
ば
ス
ー
パ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
レ
ジ
係
）
は
、
標
準
職
業
分
類
で
も
本
項
目
に
位
置
づ
け
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
仕
事
内
容
は
販
売
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
精
算
の
み
を
行
う
者
も
販
売
店
員
（
32
4）
に
移
動
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
小
分
類
26
1
に
分
類
さ
れ
た
求
人
は
約
1.6
万
件
、
そ
の
94
%
は
レ
ジ
係
で
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あ
る
。
レ
ジ
係
を
販
売
店
員
に
移
動
す
る
と
残
り
の
求
人
は
90
0
件
程
度
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
あ
る
。
項
目
を
細
分
類
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

26
2 

金
融
機
関
窓
口
事
務
員
 

3,
11
8 
 
 

26
2 
金
融
機
関
窓
口
事
務
員
 

 
 

26
2-
10
 
金
融
機
関
窓
口
事
務
員
 

2,7
92
 

 
26
2-
01
 
金
融
機
関
窓
口
事
務
員
 

○
求
人
 

26
2-
11
 
預
貯
金
係
員
 

27
4 

3,0
66
 
 

 
求
人
の
約
90
%
は
集
約
コ
ー
ド
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
窓
口
事
務
員
は
、
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
預
貯
金
の
受
け
入
れ
・
払
い
出
し
、
為
替
な
ど
の
各
種
の
事
務
処
理
か
ら
 

 
 
 

 
 

 
 

 
26
2-
01
：
26
2-
10
、
-1
1 

 
決
済
ま
で
の
業
務
を
基
本
的
に
は
す
べ
て
行
う
の
で
、
項
目
の
細
分
化
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
不
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

26
3 

予
算
・
経
理
事
務
員
 

74
,0
07
 
 
 

26
3 
予
算
・
経
理
事
務
員
 

 
 

26
3-
10
 
予
算
係
事
務
員
 

1,1
48
 

1,1
48
 
26
3-
01
 
予
算
係
事
務
員
 

○
日
標
と
の
整
合
性
 

26
3-
20
 
会
計
経
理
事
務
員
 

27
,96
9 

 
26
3-
02
 
会
計
経
理
事
務
員
 

 
日
標
に
は
本
項
目
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
日
標
に
お
け
る
経
理
事
務
員
の
 

26
3-
21
 
経
理
事
務
員
 

42
,81
1 

 
26
3-
03
 
会
計
監
査
係
員
 

 
位
置
づ
け
は
26
9
の
雑
多
項
目
で
あ
る
。
し
か
し
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
経
理
 

26
3-
22
 
用
度
係
事
務
員
 

65
3 

71
,43
3
 
 

 
関
係
の
求
人
が
多
く
（
7.4
万
人
）
、
小
分
類
に
独
立
項
目
を
設
け
る
こ
と
が
 

26
3-
30
 
会
計
監
査
係
員
 

43
4 

43
4
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
適
当
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
26
3-
01
：
26
3-
10
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
26
3-
02
：
26
3-
20
、
-2
1～
22
 

 
求
人
の
最
も
多
い
経
理
事
務
員
を
独
立
項
目
に
す
る
と
、
そ
の
次
に
求
人
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
26
3-
03
：
26
3-
30
 

 
多
い
会
計
経
理
事
務
員
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
（
経
理
事
務
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
員
は
会
計
経
理
事
務
員
の
下
位
階
層
の
項
目
）
。
こ
の
た
め
設
定
す
る
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
は
会
計
経
理
事
務
員
と
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
民
間
事
業
者
に
お
け
る
経
理
職
の
区
分
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
民
間
事
業
者
の
職
種
分
類
に
設
定
さ
れ
て
い
る
経
理
関
連
の
職
種
は
、
財
務
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
経
理
の
2
項
目
が
多
い
。
こ
れ
と
は
別
に
会
計
の
項
目
を
設
定
し
て
い
る
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
業
者
も
あ
る
。
財
務
の
仕
事
は
会
計
業
務
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
上
述
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
会
計
経
理
事
務
員
」
の
項
目
が
、
民
間
事
業
者
の
財
務
・
経
理
・
会
計
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
の
項
目
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

26
9 

そ
の
他
の
会
計
事
務
の
職
業
 

1,
73
1 
 
 

26
9 
そ
の
他
の
会
計
事
務
の
職
業
 

 
 

26
9-
10
 
徴
収
事
務
員
 

17
3 

 
26
9-
01
 
徴
収
事
務
員
 

○
相
対
的
に
求
人
の
多
い
職
種
を
設
定
す
る
。
 

26
9-
11
 
関
税
徴
収
係
員
 

1 
 
26
9-
02
 
原
価
計
算
・
見
積
事
務
員
 

○
徴
収
の
仕
事
は
、
税
金
の
徴
収
、
社
会
保
険
料
の
徴
収
、
公
共
料
金
の
徴
収
 

26
9-
12
 
徴
税
係
員
 

47
 

 
 

 
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
求
人
が
特
に
多
い
の
は
社
会
保
険
料
の
徴
収
で
 

26
9-
13
 
社
会
保
険
料
徴
収
係
員
 

25
4 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
あ
る
（
徴
収
事
務
員
全
体
の
約
4
割
を
し
め
る
）
。
し
か
し
求
人
は
全
体
で
 

26
9-
14
 
料
金
係
事
務
員
 

12
7 

60
2

 
26
9-
01
：
26
9-
10
、
-1
1～
14
 

 
約
60
0
件
程
度
な
の
で
、
項
目
と
し
て
は
徴
収
事
務
員
を
設
定
す
る
。
 

26
9-
20
 
原
価
計
算
事
務
員
 

1,0
43
 

1,0
43
 
26
9-
02
：
26
9-
20
 

○
項
目
名
の
変
更
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
原
価
計
算
事
務
員
に
は
、
製
品
の
製
造
原
価
を
計
算
す
る
者
、
建
設
工
事
等
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
の
費
用
の
積
算
を
行
う
者
、
そ
の
他
の
見
積
を
行
う
者
が
含
ま
れ
る
。
現
在
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
の
項
目
名
で
は
後
者
の
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
た
め
項
目
名
を
原
価
計
算
・
見
積
事
務
員
に
変
更
す
る
。
 

27
 

生
産
関
連
事
務
の
職
業
 

40
,0
54
 
 
 

 
 

 
 

27
1 

生
産
現
場
事
務
員
 

20
,0
34
 
 
 

27
1 
生
産
現
場
事
務
員
 

 
 

27
1-
10
 
生
産
現
場
事
務
員
 

9,9
18
 

 
27
1-
01
 
生
産
管
理
事
務
員
 

○
生
産
管
理
と
工
程
管
理
 

27
1-
11
 
工
程
管
理
事
務
員
 

8,3
42
 

 
27
1-
02
 
工
程
管
理
事
務
員
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
求
人
職
種
を
み
る
と
、
特
に
多
い
の
は
 

27
1-
12
 
工
場
事
務
員
 

72
2 

18
,98
2
 
27
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
生
産
現
場
事
務
員
 

 
生
産
管
理
と
工
程
管
理
で
あ
る
。
そ
の
次
に
多
い
の
は
品
質
管
理
で
あ
る
。
 

74



 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
他
方
、
職
業
分
類
表
の
項
目
は
工
程
管
理
が
特
掲
コ
ー
ド
で
設
定
さ
れ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
い
る
が
、
生
産
管
理
と
品
質
管
理
の
項
目
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
後
者
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
27
1-
01
：
27
1-
10
の
一
部
、
 

 
求
人
は
集
約
コ
ー
ド
の
生
産
現
場
事
務
員
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
27
1-
02
：
27
1-
11
 

 
求
人
と
項
目
の
間
に
は
こ
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
で
、
求
人
は
-1
0
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
27
1-
99
：
27
1-
10
の
一
部
、
-1
2 

 
全
体
の
5
割
弱
、
-1
1
が
4
割
強
を
し
め
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
生
産
管
理
の
概
念
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
生
産
管
理
の
概
念
に
は
、
工
程
管
理
、
品
質
管
理
、
安
全
管
理
、
作
業
管
理
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
設
備
管
理
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
求
人
の
多
い
工
程
管
理
と
品
質
管
理
の
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
は
、
い
ず
れ
も
生
産
管
理
の
下
位
概
念
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
求
人
の
多
い
生
産
管
理
と
工
程
管
理
を
設
定
す
る
。
品
質
管
理
の
項
目
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
設
定
せ
ず
、
求
人
・
求
職
は
雑
多
項
目
に
位
置
づ
け
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
理
由
は
次
の
と
お
り
。
品
質
管
理
の
仕
事
を
担
当
す
る
の
は
、
主
と
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
技
術
者
と
現
場
の
責
任
者
・
従
事
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
務
部
門
に
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
品
質
管
理
の
担
当
者
が
い
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、
生
産
管
理
・
工
程
管
理
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
な
ど
複
数
の
仕
事
を
含
む
求
人
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
求
人
を
収
容
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
た
め
に
雑
多
項
目
を
設
定
す
る
。
 

27
2 

出
荷
・
受
荷
係
事
務
員
 

20
,0
20
 
 
 

27
2 
出
荷
・
受
荷
係
事
務
員
 

 
 

27
2-
10
 
受
入
係
員
 

1,2
41
 

 
27
2-
01
 
受
入
係
員
 

○
仕
事
の
区
分
と
求
人
 

27
2-
11
 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
注
文
受
入
事
務
員
 

75
0 

 
27
2-
02
 
検
収
・
検
品
係
員
 

 
本
小
分
類
項
目
は
、
資
材
や
製
品
な
ど
の
受
入
、
検
収
・
検
品
、
保
管
・
 

27
2-
12
 
写
真
Ｄ
Ｐ
Ｅ
注
文
受
入
事
務
員
 

45
 

2,0
36
 
27
2-
03
 
保
管
・
管
理
係
員
 

 
管
理
、
出
荷
・
発
送
の
一
連
の
流
れ
に
沿
っ
て
細
分
類
項
目
が
設
定
さ
れ
て
 

27
2-
20
 
検
収
・
検
品
係
員
 

2,4
34
 

2,4
34
 
27
2-
04
 
出
荷
・
発
送
係
員
 

 
い
る
。
求
人
の
過
半
は
保
管
・
管
理
係
員
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
 

27
2-
30
 
保
管
・
管
理
係
員
 

9,5
54
 

9,5
54
 
 

 
以
外
の
項
目
も
20
00
件
を
上
回
る
求
人
が
あ
る
。
 

27
2-
40
 
出
荷
・
発
送
係
員
 

4,4
98
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
求
人
職
種
と
分
類
項
目
の
対
応
 

27
2-
41
 
船
積
出
荷
係
員
 

51
 

4,5
49
 
27
2-
01
：
27
2-
10
、
-1
1～
12
 

 
求
人
の
約
7%
は
小
分
類
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
27
2-
X
X
）
。
こ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
27
2-
02
：
27
2-
20
 

 
に
分
類
さ
れ
て
い
る
求
人
は
主
に
3
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
る
。
①
倉
庫
 

 
 
 

 
 

 
 

 
27
2-
03
：
27
2-
30
 

 
事
務
員
や
物
流
事
こ
務
員
等
の
本
小
分
類
項
目
全
体
に
対
応
す
る
求
人
、
②
 

 
 
 

 
 

 
 

 
27
2-
04
：
27
2-
40
、
-4
1 

 
は
入
出
荷
・
商
品
管
理
の
よ
う
に
複
数
の
細
分
類
項
目
に
該
当
す
る
求
人
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
③
は
倉
庫
事
務
と
倉
庫
作
業
を
兼
ね
る
求
人
で
あ
る
。
求
人
と
分
類
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
一
対
一
で
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
限
り
、
求
人
は
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
項
目
の
ど
れ
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
求
人
職
種
を
職
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
分
類
上
の
項
目
に
容
易
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
原
則
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

28
 

営
業
・
販
売
関
連
事
務
の
職
業
 

12
8,
12
0 
 
 

 
 

 
 

28
1 

営
業
・
販
売
事
務
員
 

92
,1
14
 
 
 

28
1 
営
業
・
販
売
事
務
員
 

 
 

28
1-
10
 
仕
入
係
事
務
員
 

9,8
87
 

9,8
87
 
28
1-
01
 
仕
入
係
事
務
員
 

○
営
業
事
務
員
 

28
1-
20
 
販
売
係
事
務
員
 

49
,99
4 

 
28
1-
02
 
販
売
係
事
務
員
 

 
職
業
紹
介
事
業
者
や
求
人
情
報
提
供
事
業
者
の
職
種
分
類
に
は
通
常
、
 

28
1-
21
 
信
用
調
査
係
員
 

87
 

 
28
1-
03
 
営
業
事
務
員
 

 
「
営
業
事
務
」
の
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ES
CO
に
は
設
定
さ
れ
て
 

28
1-
22
 
サ
ー
ビ
ス
係
事
務
員
 

78
2 

50
,86
3
 
28
1-
04
 
貿
易
係
事
務
員
 

 
い
な
い
。
営
業
事
務
の
仕
事
は
、
28
1-
20
の
販
売
係
事
務
員
に
含
ま
れ
る
。
 

28
1-
30
 
貿
易
係
事
務
員
 

7,2
57
 

7,2
57
 
28
1-
05
 
金
融
事
務
員
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
「
営
業
事
務
」
の
求
人
が
多
く
、
「
営
業
事
務
」
と
 

28
1-
40
 
金
融
・
保
険
事
務
員
 

8,3
34
 

 
28
1-
06
 
保
険
事
務
員
 

 
い
う
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
28
1-
99
や
28
9-
99
な
ど
不
適
切
 

28
1-
41
 
貸
付
調
査
係
事
務
員
 

12
2 

 
28
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
営
業
・
販
売
事
務
員
 

 
な
分
類
を
し
て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
求
人
の
実
態
に
対
応
す
る
た
め
 

28
1-
42
 
貸
付
融
資
係
事
務
員
 

3,2
09
 

12
,77
1

 
 

 
に
は
、
「
営
業
事
務
員
」
の
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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28
1-
43
 
証
券
係
事
務
員
 

42
0 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
28
1-
20
の
項
目
名
を
営
業
事
務
員
に
変
更
し
た
場
合
に
は
、
元
々
こ
の
項
目
 

28
1-
44
 
保
険
調
査
員
 

23
8 

 
28
1-
01
：
28
1-
10
 

 
に
含
ま
れ
て
い
た
カ
ウ
ン
タ
ー
セ
ー
ル
ス
の
仕
事
を
雑
多
項
目
（
28
1-
99
）
 

28
1-
45
 
損
害
査
定
係
事
務
員
 

40
2 

 
28
1-
02
：
28
1-
20
の
一
部
、
-2
1～
22
 

 
に
移
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
販
売
係
事
務
員
 

28
1-
46
 
保
険
金
支
払
係
事
務
員
 

46
 

 
28
1-
03
：
28
1-
20
の
一
部
 

 
の
中
か
ら
営
業
事
務
員
を
抜
き
出
す
形
で
項
目
を
設
定
す
る
。
 

28
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
営
業
・
販
売
 

5,2
63
 

5,2
63
 
28
1-
04
：
28
1-
30
 

○
営
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
 

 
事
務
員
 

 
 

 
 

 
28
1-
05
：
28
1-
40
の
一
部
、
-4
1～
43
 

 
「
営
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
と
い
う
職
種
名
で
の
求
人
も
多
い
。
仕
事
内
容
 

 
 
 

 
 

 
 

 
28
1-
06
：
28
1-
40
の
一
部
、
-4
4～
46
 

 
は
、
営
業
事
務
で
あ
っ
た
り
、
営
業
員
の
補
助
で
あ
っ
た
り
す
る
。
営
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
28
1-
99
：
28
1-
99
 

 
事
務
の
仕
事
が
中
心
に
な
る
営
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
「
営
業
事
務
員
」
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
項
目
に
位
置
づ
け
る
の
が
適
当
で
あ
る
が
、
営
業
員
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
あ
る
営
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
そ
の
取
り
扱
う
も
の
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
る
営
業
員
の
項
目
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
カ
ウ
ン
タ
ー
係
の
位
置
づ
け
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
カ
ウ
ン
タ
ー
セ
ー
ル
ス
の
位
置
づ
け
は
販
売
係
事
務
員
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
を
介
し
た
対
面
で
の
販
売
の
職
業
で
あ
る
が
、
位
置
づ
け
は
事
務
員
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
一
方
、
民
間
事
業
者
の
職
種
分
類
で
は
カ
ウ
ン
タ
ー
セ
ー
ル
ス
は
一
般
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
営
業
の
職
業
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
事
務
的
な
仕
事
と
み
る
の
か
、
あ
る
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
は
販
売
そ
の
も
の
と
み
る
の
か
に
よ
っ
て
分
類
上
の
位
置
づ
け
が
異
な
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
日
標
で
は
販
売
事
務
員
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
金
融
事
務
員
、
保
険
事
務
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
集
約
項
目
「
金
融
・
保
険
事
務
員
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
求
人
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
13
00
0
件
近
く
あ
る
。
件
数
が
多
い
こ
と
、
更
に
金
融
事
務
と
保
険
事
務
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
は
そ
の
内
容
が
大
き
く
異
な
る
（
金
融
の
中
で
も
銀
行
と
証
券
の
事
務
員
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
仕
事
は
か
な
り
異
な
る
）
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
細
分
類
項
目
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
し
て
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
民
間
事
業
者
の
職
種
分
類
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
（
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ビ
ス
、
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
ど
）
の
項
目
を
設
定
し
て
い
る
も
の
が
多
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
い
。
位
置
づ
け
は
、
事
務
、
営
業
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
事
業
者
に
よ
っ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
て
異
な
る
。
ES
CO
で
は
販
売
後
の
サ
ー
ビ
ス
や
苦
情
処
理
を
担
当
す
る
顧
客
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
（
顧
客
相
談
窓
口
事
務
）
は
28
1
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
し
か
し
、
分
類
項
目
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
28
1-
99
だ
け
で
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
な
く
28
9-
99
に
分
類
さ
れ
て
い
る
求
人
も
多
い
。
顧
客
か
ら
の
相
談
は
電
話
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
等
の
通
信
手
段
を
用
い
た
も
の
が
多
い
。
電
話
等
の
各
種
通
信
手
段
を
介
し
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
た
受
信
に
関
す
る
仕
事
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
な
仕
事
に
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
通
販
の
受
付
な
ど
が
あ
る
。
他
方
、
電
話
の
送
信
に
関
連
す
る
仕
事
が
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
商
品
の
紹
介
や
調
査
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
電
話
の
送
受
信
に
係
る
仕
事
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
28
9（
電
話
に
よ
る
調
査
は
25
2
企
画
・
調
査
事
務
員
）
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
こ
れ
ら
の
仕
事
は
求
人
が
多
い
の
で
、
小
分
類
レ
ベ
ル
に
独
立
し
た
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

28
9 

そ
の
他
の
営
業
・
販
売
関
連
事
務
の
職
業
 

36
,0
06
 
 

 
 

28
9-
10
 
テ
レ
フ
ォ
ン
ア
ポ
イ
ン
タ
ー
 

17
,11
4 

17
,11
4
小
分
類
項
目
の
新
設
 

○
各
種
の
通
信
手
段
を
用
い
た
営
業
・
販
売
関
連
の
仕
事
 

28
9-
20
 
通
信
販
売
受
付
事
務
員
 

4,6
98
 

4,6
98
 
 

 
電
話
を
用
い
た
営
業
・
販
売
及
び
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
求
人
が
多
い
。
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28
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
営
業
・
 

13
,26
0 

13
,26
0
28
A
 
電
話
勧
誘
販
売
・
顧
客
対
応
窓
口
事
務
員
 

 
小
分
類
28
9
に
分
類
さ
れ
た
求
人
の
大
半
は
こ
れ
ら
の
仕
事
に
関
連
す
る
も
の
 

 
 
販
売
関
連
事
務
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 
28
A
-0
1 
電
話
勧
誘
販
売
事
務
員
 

 
で
あ
る
。
電
話
に
よ
る
営
業
・
販
売
関
連
の
仕
事
は
一
般
に
テ
レ
マ
ー
ケ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
28
A
-0
2 
通
信
販
売
受
付
事
務
員
 

 
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
方
式
（
受
信
）
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
28
A
-0
3 
顧
客
相
談
窓
口
事
務
員
 

 
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
方
式
（
発
信
）
が
あ
る
。
現
行
の
項
目
は
こ
の
受
信
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
発
信
に
対
応
す
る
代
表
的
な
仕
事
を
設
定
し
て
い
る
。
前
者
が
通
信
販
売
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
受
付
事
務
員
、
後
者
が
テ
レ
フ
ォ
ン
ア
ポ
イ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
電
話
の
発
信
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
28
A
-0
1：
28
9-
10
 

 
側
は
、
テ
レ
フ
ォ
ン
ア
ポ
イ
ン
タ
ー
等
の
電
話
に
よ
る
商
品
販
売
の
勧
誘
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
28
A
-0
2：
28
9-
20
 

 
で
あ
る
。
他
方
、
受
信
側
は
、
電
話
だ
け
で
は
な
く
FA
X
・
E
メ
ー
ル
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
28
A
-0
3：
28
9-
99
の
一
部
 

 
ウ
ェ
ブ
を
介
し
た
顧
客
か
ら
の
苦
情
受
付
・
問
い
合
わ
せ
受
付
、
注
文
受
付
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
の
窓
口
事
務
員
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
項
目
の
範
囲
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
を
拡
大
し
て
、
受
信
側
、
発
信
側
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
設
定
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
28
9-
99
の
求
人
に
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
多
い
。
コ
ー
ル
 

 
 
 

 
 

 
 

28
9 
そ
の
他
の
営
業
・
販
売
関
連
事
務
の
職
業
 

 
セ
ン
タ
ー
は
電
話
の
送
受
信
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ペ
レ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
28
9-
01
 
そ
の
他
の
営
業
・
販
売
関
連
事
務
の
職
業
 

 
タ
ー
が
受
信
と
発
信
の
両
方
の
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
通
常
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
ど
ち
ら
か
の
仕
事
に
特
化
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
項
目
は
設
定
せ
ず
、
求
人
の
仕
事
内
容
に
よ
っ
て
受
信
あ
る
い
は
発
信
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
28
9-
01
：
28
9-
99
の
一
部
 

 
い
ず
れ
か
の
仕
事
に
対
応
し
た
分
類
項
目
に
分
類
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
中
古
自
動
車
査
定
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
現
在
28
9-
99
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
バ
ッ
ク
・
時
計
等
の
中
古
品
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
査
定
・
買
取
人
の
仕
事
内
容
と
同
一
で
あ
る
た
め
33
9-
99
に
移
動
す
る
。
 

29
 

外
勤
事
務
の
職
業
 

2,
27
3 
 
 

 
 

 
 

29
1 

集
金
人
 

1,
48
4 
 
 

29
1 
集
金
人
 

 
 

29
1-
10
 
集
金
人
 

1,4
73
 

1,4
73
 
29
1-
01
 
集
金
人
 

○
求
人
は
15
00
件
近
く
あ
る
。
仕
事
内
容
か
ら
み
て
項
目
を
細
分
化
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
必
要
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
現
状
の
項
目
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
。
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
29
1-
01
：
29
1-
10
 

 
 

29
9 

そ
の
他
の
外
勤
事
務
の
職
業
 

78
9 
 
 

29
9 
そ
の
他
の
外
勤
事
務
の
職
業
 

 
 

29
9-
10
 
検
針
員
 

16
4 

 
29
9-
01
 
検
針
員
 

○
検
針
員
の
求
人
は
37
0
件
程
度
で
あ
り
、
仕
事
内
容
か
ら
み
て
項
目
を
 

29
9-
11
 
電
気
メ
ー
タ
ー
検
針
員
 

8 
 
29
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
外
勤
事
務
の
職
業
 

 
細
分
化
す
る
必
要
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

29
9-
12
 
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
検
針
員
 

12
1 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

29
9-
13
 
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
 

88
 

38
1

 
29
9-
01
：
29
9-
10
、
-1
1～
13
 

 
 

29
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
外
勤
事
務
の
職
業
 

39
9 

39
9
 
29
9-
99
：
29
9-
99
 

 
 

30
 

運
輸
・
通
信
事
務
の
職
業
 

10
,4
16
 
 
 

 
 

 
 

30
1 

旅
客
・
貨
物
係
事
務
員
 

2,
92
4 
 
 

30
1 
旅
客
・
貨
物
係
事
務
員
 

 
 

30
1-
10
 
運
輸
出
改
札
係
 

68
4 

 
30
1-
01
 
運
輸
出
改
札
係
 

○
貨
物
受
付
事
務
員
 

30
1-
11
 
有
料
道
路
料
金
収
受
係
員
 

1,1
05
 

1,7
89
 
30
1-
02
 
有
料
道
路
料
金
収
受
員
 

 
求
人
規
模
か
ら
判
断
し
て
運
輸
出
改
札
係
と
旅
客
係
の
項
目
を
設
定
す
る
 

30
1-
20
 
旅
客
係
 

96
 

 
30
1-
03
 
旅
客
係
 

 
こ
と
は
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
貨
物
受
付
事
務
員
の
求
人
は
 

30
1-
21
 
鉄
道
旅
客
係
 

35
 

 
30
1-
04
 
貨
物
受
付
事
務
員
 

 
30
0
件
弱
で
あ
る
。
他
の
項
目
に
比
べ
て
求
人
規
模
が
小
さ
い
が
、
運
輸
に
 

30
1-
22
 
航
空
旅
客
係
 

37
5 

50
6
 

 
関
す
る
業
務
の
中
で
貨
物
に
係
る
仕
事
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
 

30
1-
30
 
貨
物
受
付
事
務
員
 

19
9 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

30
1-
31
 
小
荷
物
係
 

95
 

29
4
 
30
1-
01
：
30
1-
10
 

○
有
料
道
路
の
料
金
収
受
員
 

77



 
 
 

 
 

 
 

 
30
1-
02
：
30
1-
11
 

 
料
金
収
受
員
は
出
改
札
係
に
含
ま
れ
る
項
目
で
あ
る
が
、
求
人
件
数
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
30
1-
03
：
30
1-
20
、
-2
1～
22
 

 
出
改
札
係
の
倍
近
く
あ
る
。
項
目
の
包
含
関
係
か
ら
み
る
と
両
方
の
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
30
1-
04
：
30
1-
30
、
-3
1 

 
設
定
す
る
こ
と
は
や
や
不
適
切
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
実
務
利
用
の
便
宜
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
考
慮
し
て
両
者
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

30
2 

運
行
管
理
事
務
員
 

6,
46
3 
 
 

30
2 
運
行
管
理
事
務
員
 

 
 

30
2-
10
 
鉄
道
運
行
管
理
事
務
員
 

84
 

 
30
2-
01
 
鉄
道
運
行
管
理
事
務
員
 

○
求
人
の
多
寡
 

30
2-
11
 
鉄
道
運
転
計
画
事
務
員
 

0 
84
 
30
2-
02
 
貨
物
自
動
車
運
行
管
理
事
務
員
 

 
運
行
管
理
の
対
象
は
、
鉄
道
、
自
動
車
、
船
舶
、
航
空
機
で
あ
る
。
求
人
は
、
 

30
2-
20
 
道
路
運
行
管
理
事
務
員
 

83
3 

 
30
2-
03
 
旅
客
自
動
車
運
行
管
理
事
務
員
 

 
自
動
車
以
外
で
は
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
職
業
は
運
輸
交
通
機
関
に
な
く
て
は
 

30
2-
21
 
貨
物
運
送
事
務
員
 

74
8 

 
30
2-
04
 
自
動
車
配
車
事
務
員
 

 
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
、
求
人
件
数
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
項
目
を
設
定
 

30
2-
22
 
旅
客
自
動
車
運
行
事
務
員
 

62
5 

 
30
2-
05
 
船
舶
運
航
管
理
事
務
員
 

 
す
る
。
 

30
2-
23
 
配
車
事
務
員
 

3,8
03
 

6,0
09

 
30
2-
06
 
航
空
運
行
管
理
事
務
員
 

○
自
動
車
の
運
行
管
理
 

30
2-
30
 
船
舶
運
航
管
理
事
務
員
 

12
6 

 
 

 
求
人
が
多
い
。
中
で
も
配
車
係
は
小
分
類
全
体
の
6
割
弱
を
し
め
る
。
 

30
2-
31
 
配
船
・
運
航
計
画
事
務
員
 

14
 

14
0
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
更
に
貨
物
自
動
車
と
旅
客
自
動
車
の
求
人
も
多
い
の
で
、
貨
物
自
動
車
、
 

30
2-
40
 
航
空
運
行
管
理
事
務
員
 

18
 

 
30
2-
01
：
30
2-
10
、
-1
1 

 
旅
客
自
動
車
、
配
車
の
3
者
を
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

30
2-
41
 
航
空
デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
ャ
ー
 

2 
20
 
30
2-
02
：
30
2-
20
の
一
部
、
-2
1 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
30
2-
03
：
30
2-
20
の
一
部
、
-2
2 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
30
2-
04
：
30
2-
20
の
一
部
、
-2
3 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
30
2-
05
：
30
2-
30
、
-3
1 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
30
2-
06
：
30
2-
40
、
-4
1 

 
 

30
3 

郵
便
・
通
信
事
務
員
 

83
3
 
 

 
 

 
 

30
3-
10
 
郵
便
・
通
信
窓
口
事
務
員
 

25
6 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
窓
口
事
務
員
 

30
3-
11
 
特
殊
郵
便
係
員
 

0 
30
3 
郵
便
事
務
員
 

 
求
人
は
集
約
コ
ー
ド
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
務
員
の
主
な
仕
事
は
 

30
3-
12
 
小
包
係
員
 

16
 

27
2
 
30
3-
01
 
郵
便
窓
口
事
務
員
 

 
郵
便
物
の
区
分
整
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
窓
口
事
務
員
と
内
務
事
務
員
 

30
3-
20
 
郵
便
・
通
信
内
務
事
務
員
 

22
1 

 
30
3-
02
 
郵
便
内
務
事
務
員
 

 
の
ふ
た
つ
の
項
目
を
設
定
す
る
。
 

30
3-
21
 
区
分
整
理
係
員
 

31
5 

 
 

○
通
信
事
務
員
 

30
3-
22
 
継
送
係
員
 

0 
53
6
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
通
信
」
は
小
分
類
項
目
名
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
30
3-
01
：
30
3-
10
、
-1
1～
12
 

 
細
分
類
項
目
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
電
報
に
つ
い
て
は
、
郵
便
局
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
30
3-
02
：
30
3-
20
、
-2
1～
22
 

 
レ
タ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
用
い
た
電
信
サ
ー
ビ
ス
を
、
N
T
T
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
K
D
D
Iが
電
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
す
る
者
の
規
模
が
小
さ
い
の
で
あ
れ
ば
、
小
分
類
項
目
名
か
ら
「
通
信
」
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
削
除
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
通
信
事
務
員
の
異
動
先
は
、
中
分
類
25
の
一
般
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
事
務
の
職
業
が
適
当
で
あ
ろ
う
（
小
分
類
30
9
は
廃
止
す
る
の
で
移
動
で
き
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
な
い
）
。
 

30
9 

そ
の
他
の
運
輸
・
通
信
事
務
の
職
業
 

19
6 
 
 

 
 

 
 

30
9-
10
 
そ
の
他
の
運
輸
・
通
信
事
務
の
職
業
 

19
0 

19
0
 
項
目
の
廃
止
 

○
日
標
と
の
整
合
性
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
本
項
目
は
日
標
に
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
求
人
職
種
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
実
際
の
求
人
職
種
は
、
大
半
が
大
分
類
H
「
運
輸
・
通
信
の
職
業
」
に
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
残
り
は
他
の
事
務
の
分
類
項
目
に
分
類
さ
れ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
職
種
で
あ
る
。
 

31
 

事
務
用
機
器
操
作
の
職
業
 

26
,1
14
 
 
 

 
 

 
 

78



31
1 

速
記
者
、
タ
イ
ピ
ス
ト
、
 

1,
58
3 
 
 

 
 

 
 

 
 

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
操
作
員
 

 
 

 
 

 
 

 
 

31
1-
10
 
速
記
者
 

13
1 

13
1
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
速
記
者
と
タ
イ
ピ
ス
ト
は
職
務
が
明
確
で
あ
る
。
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

31
1-
20
 
タ
イ
ピ
ス
ト
 

70
0 

31
1 
速
記
者
、
タ
イ
ピ
ス
ト
 

○
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
操
作
員
 

31
1-
21
 
和
文
タ
イ
ピ
ス
ト
 

7 
 
31
1-
01
 
速
記
者
 

 
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
は
パ
ソ
コ
ン
に
代
替
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
 

31
1-
22
 
欧
文
タ
イ
ピ
ス
ト
 

6 
71
3
 
31
1-
02
 
タ
イ
ピ
ス
ト
 

 
た
め
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
操
作
員
の
項
目
を
廃
止
す
る
。
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
 

31
1-
30
 
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
操
作
員
 

60
4 

60
4
 
 

 
操
作
員
の
仕
事
と
ほ
ぼ
同
等
な
仕
事
（
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
文
書
作
成
な
ど
）
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
に
従
事
す
る
者
は
、
31
3
に
設
定
す
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
 

 
 
 

 
 

 
 

 
31
1-
01
：
31
1-
10
 

 
員
」
に
分
類
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
31
1-
02
：
31
1-
20
、
-2
1～
22
 

○
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
 

 
 
 

 
 

 
 

 
31
1-
30
：
廃
止
 

 
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
操
作
し
て
文
書
を
作
成
す
る
作
業
に
従
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
す
る
も
の
を
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
操
作
員
に
該
当
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
あ
る
。
し
か
し
、
求
人
の
仕
事
内
容
を
み
る
と
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
従
事
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
も
の
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
文
書
を
作
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
表
計
算
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
デ
ー
タ
の
入
力
・
加
工
作
業
、
情
報
の
管
理
な
ど
も
含
ま
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
操
作
に
限
定
し
て
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
設
定
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
 

31
2 

キ
ー
パ
ン
チ
ャ
ー
 

3,
22
9 
 
 

 
 

 
 

31
2-
10
 
キ
ー
パ
ン
チ
ャ
ー
 

3,0
59
 

3,0
59
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
項
目
名
の
変
更
 

 
 
 

 
 

 
 

31
2 
デ
ー
タ
入
力
係
員
 

 
キ
ー
パ
ン
チ
ャ
ー
は
デ
ー
タ
入
力
の
仕
事
に
携
わ
る
仕
事
と
し
て
広
く
認
知
 

 
 
 

 
 

 
 

 
31
2-
01
 
デ
ー
タ
入
力
係
員
 

 
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
求
人
申
込
み
は
デ
ー
タ
入
力
、
入
力
オ
ペ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
レ
ー
タ
ー
、
入
力
作
業
/業
務
、
デ
ー
タ
エ
ン
ト
リ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
の
名
称
が
主
流
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
項
目
名
を
実
際
の
求
人
職
種
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
31
2-
01
：
31
2-
10
 

 
あ
わ
せ
て
「
デ
ー
タ
入
力
係
員
」
に
変
更
す
る
。
 

31
3 

電
子
計
算
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

13
,8
73
 
 
 

 
 

 
 

31
3-
10
 
電
子
計
算
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

13
,57
5 

13
,57
5
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

31
3 
電
子
計
算
機
操
作
員
 

 
14
00
0
件
弱
の
求
人
が
あ
る
。
国
調
の
電
気
計
算
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
就
業
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
31
3-
01
 
電
子
計
算
機
操
作
員
 

 
（
11
万
人
）
に
比
べ
て
求
人
が
多
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
除
く
）
 

 
の
求
人
に
多
い
パ
ソ
コ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
パ
ソ
コ
ン
操
作
員
等
の
類
似
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
31
3-
02
 
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
員
 

 
職
種
名
を
含
む
）
の
う
ち
一
部
が
31
1-
30
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
操
作
員
や
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
本
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
電
子
計
算
機
操
作
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
31
3-
01
：
31
3-
10
の
一
部
 

 
電
子
計
算
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
電
子
計
算
機
又
は
そ
れ
と
つ
な
が
っ
て
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
31
3-
02
：
31
9-
10
の
一
部
 

 
る
端
末
機
器
を
操
作
し
て
情
報
の
入
出
力
・
加
工
等
を
行
う
仕
事
に
従
事
し
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
て
い
る
。
求
人
職
種
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
い
が
、
主
た
る
仕
事
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
で
あ
り
、
そ
れ
を
明
示
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
た
め
に
小
分
類
項
目
名
は
「
電
子
計
算
機
操
作
員
」
に
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
電
子
計
算
機
と
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
業
務
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
日
標
で
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
員
を
31
9
に
分
類
し
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
し
か
し
本
項
目
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
員
の
職
務
の
違
い
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
明
確
で
は
な
い
。
両
者
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
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種
類
で
項
目
を
分
け
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
員
と
そ
れ
以
外
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
電
子
計
算
機
操
作
員
（
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
員
、
サ
ー
バ
操
作
員
な
ど
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
の
2
項
目
を
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
パ
ソ
コ
ン
操
作
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
求
人
は
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
操
作
を
要
件
に
す
る
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
の
が
多
い
。
仕
事
は
、
事
務
デ
ー
タ
の
入
力
、
文
書
作
成
、
情
報
管
理
な
ど
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
で
あ
る
。
こ
の
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
キ
ー
パ
ン
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
チ
ャ
ー
や
電
子
計
算
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
た
、
そ
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ほ
ど
高
い
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
を
求
め
な
い
求
人
を
一
括
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
日
標
で
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
操
作
員
を
31
9
に
位
置
づ
け
て
い
る
た
め
、
ES
CO
と
日
標
で
は
小
分
類
レ
ベ
ル
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
で
位
置
づ
け
の
違
い
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
 

31
9 

そ
の
他
の
事
務
用
機
器
操
作
の
職
業
 

7,
42
9 
 
 

31
9 
そ
の
他
の
事
務
用
機
器
操
作
の
職
業
 

 
 

31
9-
10
 
そ
の
他
の
事
務
用
機
器
操
作
の
職
業
 

6,8
31
 

6,8
31
 
31
9-
01
 
そ
の
他
の
事
務
用
機
器
の
職
業
 

○
雑
多
項
目
（
31
9-
10
）
に
分
類
さ
れ
た
求
人
職
種
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
求
人
職
種
の
中
で
特
に
多
い
も
の
は
、
デ
ー
タ
入
力
・
入
力
業
務
・
入
力
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
い
ず
れ
も
31
2
キ
ー
パ
ン
チ
ャ
ー
に
該
当
）
と
パ
ソ
コ
ン
 

 
 
 

 
 

 
 

 
31
9-
01
：
31
9-
10
 

 
関
係
（
パ
ソ
コ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
/業
務
/事
務
/入
力
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
O
A
関
係
（
O
A
機
器
操
作
、
O
A
事
務
）
の
求
人
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
多
い
。
デ
ー
タ
入
力
の
仕
事
は
、
2
つ
に
区
分
で
き
る
。
キ
ー
パ
ン
チ
ャ
ー
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
仕
事
と
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
比
較
的
簡
易
な
入
力
作
業
（
キ
ー
パ
ン
チ
ャ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
の
よ
う
な
ス
キ
ル
は
求
め
ら
れ
な
い
）
で
あ
る
。
キ
ー
パ
ン
チ
ャ
ー
は
小
分
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
類
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
 
（
31
2）
、
事
務
的
な
デ
ー
タ
入
力
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
仕
事
は
分
類
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
・
文
書
を
作
成
す
る
仕
事
は
、
求
人
が
多
い
が
、
位
置
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
づ
け
が
明
確
で
は
な
い
た
め
、
31
1-
30
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
操
作
員
や
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
31
3-
10
電
気
計
算
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
項
目
に
も
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
み
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
仕
事
に
従
事
す
る
者
を
位
置
づ
け
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
る
項
目
と
し
て
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
員
」
を
31
3
の
細
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
レ
ベ
ル
に
新
た
に
設
け
た
。
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分類番号 項目名 分類番号 項目名
25 一般事務の職業
251 総務事務員 251 総務・人事事務員
251-10 総務事務員 251-01 総務事務員
251-11 人事係事務員 251-02 人事事務員
251-12 文書係事務員
251-13 広報係事務員
252 企画・調査事務員 252 企画・調査事務員
252-10 企画事務員 252-01 企画係事務員（商品企画を除く）
252-11 商品企画事務員 252-02 商品企画事務員
252-12 資材計画係事務員
252-13 教育・研修企画事務員 252-03 教育・研修事務員
252-20 調査事務員 253-04 調査事務員　
253 受付・案内事務員 253 受付・案内事務員
253-10 受付・案内事務員 253-01 会社・団体受付係

253-02 ホテル・旅館フロント係
253-99 他に分類されない受付・案内事務員

254 秘書 254 秘書
254-10 秘書 254-01 秘書
255 一般事務員 255 一般事務員
255-10 一般事務員 255-01 一般事務員
255-97 事務補助員 255-97 事務補助員
259 その他の一般事務の職業 25A 医療・介護保険事務員

25A 01 医療・介護保険事務員

図表14　大分類C「事務的職業」の細分類項目に係る新旧対照表

現行 改訂素案

25A-01 医療 介護保険事務員
259-10 法律行政事務員
259-11 戸籍事務員
259-12 登記事務員
259-13 特許書記 259 その他の一般事務の職業
259-14 著作権係事務員 259-01 士業事務所事務員
259-20 医療事務員
259-30 船舶パーサー 259-99 他に分類されない一般事務の職業
259-99 他に分類されない一般事務の職業
26 会計事務の職業
261 現金出納事務員 261 現金出納事務員
261-10 現金出納事務員 261-01 現金出納事務員
261-11 レジ係 大分類D（324販売店員）に移動
261-12 支払出納事務員
262 金融機関窓口事務員 262 金融機関窓口事務員
262-10 金融機関窓口事務員 262-01 金融機関窓口事務員
262-11 預貯金係員
263 予算・経理事務員 263 予算・経理事務員
263-10 予算係事務員 263-01 予算係事務員
263-20 会計経理事務員 263-02 会計経理事務員
263-21 経理事務員
263-22 用度係事務員
263-30 会計監査係員 263-03 会計監査係員
269 その他の会計事務の職業 269 その他の会計事務の職業
269-10 徴収事務員 269-01 徴収事務員
269-11 関税徴収係員
269-12 徴税係員
269-13 社会保険料徴収係員
269-14 料金係事務員
269-20 原価計算事務員 269-02 原価計算・見積事務員
27 生産関連事務の職業
271 生産現場事務員 271 生産現場事務員271 生産現場事務員 271 生産現場事務員
271-10 生産現場事務員 271-01 生産管理事務員
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271-11 工程管理事務員 271-02 工程管理事務員
271-12 工場事務員 271-99 他に分類されない生産現場事務員
272 出荷・受荷係事務員 272 出荷・受荷係事務員
272-10 受入係員 272-01 受入係員
272-11 クリーニング注文受入事務員
272-12 写真ＤＰＥ注文受入事務員
272-20 検収・検品係員 272-02 検収・検品係員
272-30 保管・管理係員 272-03 保管・管理係員
272-40 出荷・発送係員 272-04 出荷・発送係員
272-41 船積出荷係員
28 営業・販売関連事務の職業
281 営業・販売事務員 281 営業・販売事務員
281-10 仕入係事務員 281-01 仕入係事務員
281-20 販売係事務員 281-02 販売係事務員
281-21 信用調査係員
281-22 サービス係事務員

281-03 営業事務員
281-30 貿易係事務員 281-04 貿易係事務員
281-40 金融・保険事務員 281-05 金融事務員
281-41 貸付調査係事務員
281-42 貸付融資係事務員
281-43 証券係事務員

281-44 保険調査員 281-06 保険事務員
281-45 損害査定係事務員
281-46 保険金支払係事務員
281-99 他に分類されない営業・販売事務員 281 99 他に分類されない営業・販売事務員281 99 他に分類されない営業・販売事務員 281-99 他に分類されない営業 販売事務員
289 その他の営業・販売関連事務の職業 28A 電話勧誘販売・顧客対応窓口事務員
289-10 テレフォンアポインター 28A-01 電話勧誘販売事務員
289-20 通信販売受付事務員 28A-02 通信販売受付事務員
289-99 他に分類されない営業・ 28A-03 顧客相談窓口事務員

販売関連事務の職業
289 その他の営業・販売関連事務の職業
289-01 その他の営業・販売関連事務の職業

29 外勤事務の職業
291 集金人 291 集金人
291-10 集金人 291-01 集金人
299 その他の外勤事務の職業 299 その他の外勤事務の職業
299-10 検針員 299-01 検針員
299-11 電気メーター検針員
299-12 ガスメーター検針員
299-13 水道メーター検針員
299-99 他に分類されない外勤事務の職業 299-99 他に分類されない外勤事務の職業
30 運輸・通信事務の職業
301 旅客・貨物係事務員 301 旅客・貨物係事務員
301-10 運輸出改札係 301-01 運輸出改札係
301-11 有料道路料金収受係員 301-02 有料道路料金収受員
301-20 旅客係 301-03 旅客係
301-21 鉄道旅客係
301-22 航空旅客係
301-30 貨物受付事務員 301-04 貨物受付事務員
301-31 小荷物係
302 運行管理事務員 302 運行管理事務員
302-10 鉄道運行管理事務員 302-01 鉄道運行管理事務員
302-11 鉄道運転計画事務員
302-20 道路運行管理事務員
302-21 貨物運送事務員 302-02 貨物自動車運行管理事務員
302-22 旅客自動車運行事務員 302-03 旅客自動車運行管理事務員302 22 旅客自動車運行事務員 302 03 旅客自動車運行管理事務員
302-23 配車事務員 302-04 自動車配車事務員
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302-30 船舶運航管理事務員 302-05 船舶運航管理事務員
302-31 配船・運航計画事務員
302-40 航空運行管理事務員 302-06 航空運行管理事務員
302-41 航空ディスパッチャー
303 郵便・通信事務員 303 郵便事務員
303-10 郵便・通信窓口事務員 303-01 郵便窓口事務員
303-11 特殊郵便係員
303-12 小包係員
303-20 郵便・通信内務事務員 303-02 郵便内務事務員
303-21 区分整理係員
303-22 継送係員
309 その他の運輸・通信事務の職業 309 その他の運輸・通信事務の職業
309-10 その他の運輸・通信事務の職業 項目を廃止する。
31 事務用機器操作の職業
311 速記者、タイピスト、 311 速記者、タイピスト

ワードプロセッサ操作員
311-10 速記者 311-01 速記者
311-20 タイピスト 311-02 タイピスト
311-21 和文タイピスト
311-22 欧文タイピスト
311-30 ワードプロセッサ操作員 （項目廃止）
312 キーパンチャー 312 データ入力係員
312-10 キーパンチャー 312-01 データ入力係員
313 電子計算機オペレーター 313 電子計算機操作員
313-10 電子計算機オペレーター 313-01 電子計算機操作員（パーソナルコンピュー

313-02 パーソナルコンピュータ操作員
319 その他の事務用機器操作の職業 319 その他の事務用機器操作の職業319 その他の事務用機器操作の職業 319 その他の事務用機器操作の職業
319-10 その他の事務用機器操作の職業 319-01 その他の事務用機器の職業

（注）　1. 分類番号3桁目のアルファベット大文字は、新設の分類項目に付与した仮置きの分類符合であり、分類番
　　　　 号の3桁目が未定であることを表す。
　　　　2. 表中の線の意味は次のとおり。

実線は現行の項目が改訂案の項目に対応すること、点線は現行項目の一部が改訂案の項目に対応すること、
太線は現行の項目がそのまま改訂案に移行すること（線の見やすさを優先して太線にしている。実質的には
実線と同じ）をそれぞれ表す。
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5 大分類 D 販売の職業

(1) 分類体系の構成

大分類 D の特徴は、中分類に適用されている分類基準と営業職（分類表では「外交員」

という名称が用いられている）の区分法の 2 点にみられる。まず、分類基準については、い

くつかの異なる分類基準が重層的に適用されて小分類項目が設定されている。最優先に適用

されている分類基準は「売買の対象」である。この基準にもとづいてモノ（有体的商品）と

それ以外のものがそれぞれ中分類レベルで分かれている（図表 15）。中分類の下の小分類項

目は、モノの売買では販売の形態と仕事の種類が分類基準に用いられている。販売の形態で

は店主・小売・卸売に分かれ、仕事の種類では営業職の項目が設定されている。モノ以外の

売買の仕事は、不動産・保険・証券など取り扱うものの分野ごとに小分類項目が設定されて

いる。

次に営業職については、中分類レベルの項目がモノの売買とモノ以外の売買に分かれてい

る関係で前者に商品を取り扱う営業職が、後者にサービスの営業職がそれぞれ小分類レベル

で設定されている。不動産、保険、証券などの分野にも営業活動に従事する者はいるが、小

分類のみならず細分類レベルにもそれらの営業職の項目は設定されていない。営業職の仕事

は、それぞれの分野に設定された包括的な販売の仕事の中に含まれている。

営業職のうち商品を取り扱うものは、小売外交員（個人を対象にした営業職）と卸売外交

員（法人を対象にした営業職）に細分化されている。この他、モノを扱う営業職としては、

印刷や建設などの製造受注の営業活動に従事する営業職が設定されている。一方、サービス

の営業職は、貯蓄、旅行、広告など提供するサービスの種類別に細分類項目が設定されてい

る。

(2) 主な問題点

特に大きな問題は営業職の設定の仕方である。現行の体系では、営業職はその取り扱うも

のによって複数の中分類項目の中の複数の小分類項目に小分類レベルあるいは細分類レベル

の項目として分散的に設定されている。これは現行の体系が中分類レベルで商品販売と販売

類似に二分されているからである。この体系を前提にすると、営業職の問題は商品の営業職

をどのように細分化するのか、また商品以外のモノを扱う営業職をどのように項目立てする

のかという 2 点に集約される。

2 番目の問題は日本標準職業分類との整合性の問題である。日本標準職業分類に準拠して

設定されている項目といえども必ずしも職務範囲が同一であるとは限らない。たとえば、再

生資源回収人の項目（小分類 326）は日本標準職業分類にも厚生労働省の職業分類にも設定

されている。しかし、その職務範囲をみると日本標準職業分類では再生資源卸売事業者の行

う回収作業だけが該当し、それ以外の事業者の行う再生資源の回収作業は大分類 I の労務の

職業に分類される。他方、厚生労働省の職業分類では回収を行う事業者を問わず再生資源の

回収作業に従事する者はすべてこの項目に該当する。このように分類項目として設定された
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職業は同一であるにもかかわらず、その職務範囲の異なるものがある。これに類似した問題

に、同一の職業が設定されているにもかかわらず、その位置づけが日本標準職業分類と厚生

労働省の職業分類では違っているものがある。このふたつの問題は大分類 D だけに関係す

るのではなく、他の大分類にも関係するので、対応方向を明確に定める必要がある。

(3) 改訂素案

大分類 D の見直し結果の大要は図表 16 のとおりである。見直し作業は小分類項目ごとに

行われているが、その結果をとりまとめたものが図表 17 である。また、改訂素案の中から

分類項目だけを抜き出して新旧対照表の形にしたものが図表 18 である。
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図
表
15

大
分
類
D
「
販
売
の
職
業
」
の
構
成
（
中
・
小
分
類
項
目
）

小
売
店
（
コ
ン
ビ
ニ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）

店
主
・
支
配
人

卸
売
店

飲
食
店
（
食
堂
、
喫
茶
店
、
酒
場
）

商
品
販
売

販
売
員

販
売
店
員
（
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
駅
構
内
売
店
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
)、

小
売
店
（
衣
服
、
書
籍
、
自
動
車
、
医
薬
品
・
化
粧
品
、
電
気
機
器
）、
実
演
販
売
な
ど
）

商
品
訪
問
・
移
動
販
売
員
（
訪
問
販
売
、
移
動
販
売
、
露
天
販
売
）

再
生
資
源
回
収
・
卸
売
人

（
回
収
人
、
仲
買
人
、
卸
売
人
（
古
紙
、
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
ガ
ラ
ス
び
ん
)

販
売
の
職
業

商
品
仕
入
・
販
売
外
交
員

(商
品
仕
入
外
交
員
、
商
品
販
売
外
交
員
（
小
売
外
交
、
卸
売
外
交
、
新
聞
拡
張
員
）、

製
造
受
注
外
交
員
（
印
刷
営
業
員
））

不
動
産
仲
介
・
売
買
人

保
険
募
集
人

(保
険
代
理
店
主
、
保
険
営
業
員
）

販
売
類
似

有
価
証
券
売
買
仲
立
人

(有
価
証
券
仲
立
人
、
金
融
仲
立
人
）

質
屋
店
主
・
店
員

サ
ー
ビ
ス
外
交
員

(貯
蓄
、
旅
行
、
広
告
、
会
員
勧
誘
な
ど
）

そ
の
他

(商
品
中
立
、
保
険
仲
立
、
宝
く
じ
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
取
次
、
競
売
な
ど
）

（
注
）
括
弧
内
は
細
分
類
項
目
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図
表
16

大
分
類
D
「
販
売
の
職
業
」
の
細
分
類
項
目
改
訂
素
案
の
総
括
表

改
訂
案

該
当
項
目

主
な
改
訂
内
容

(現
行
分
類
番
号
)

小
分
類
項
目

分
割

32
4

小
売
店
販
売
員
と
卸
売
・
商
品
実
演
販
売
員
に
分
割
し
た
。

32
7

商
品
仕
入
営
業
員
と
商
品
販
売
営
業
員
に
分
割
し
た
。

項
目
名
の
変
更

32
6

「
～
従
事
者
」
を
「
～
人
」
に
変
更
し
た
。

32
7

外
交
員
を
営
業
員
に
変
更
し
た
。

33
2

募
集
人
を
「
代
理
人
、
営
業
員
」
に
変
更
し
た
。

体
系
の
見
直
し

33
5

サ
ー
ビ
ス
外
交
員
の
項
目
を
営
業
職
の
雑
多
項
目
に
変
更
し
た
。

細
分
類
項
目

新
設

26
1-
11

事
務
に
分
類
さ
れ
て
い
る
レ
ジ
係
を
販
売
の
職
業
（
小
分
類
32
4）
に
移
動
し
た
。

統
合

32
6-
20
、
-3
0

再
生
資
源
仲
買
人
と
再
生
資
源
卸
売
人
を
統
合
し
た
。

33
4-
10
、
20

店
主
と
店
員
を
統
合
し
た
。

分
割

33
1-
10

不
動
産
仲
介
人
、
不
動
産
販
売
営
業
員
、
そ
の
他
に
3分
割
し
た
。

33
3-
10

有
価
証
券
募
集
・
売
買
仲
立
人
と
証
券
営
業
員
に
分
割
し
た
。

項
目
名
の
変
更

32
3-
21

食
堂
を
レ
ス
ト
ラ
ン
に
変
更
し
た
。

33
5-
11

銀
行
・
信
用
金
庫
の
渉
外
係
の
項
目
と
し
て
設
定
し
た
。

体
系
の
見
直
し

32
7

商
品
販
売
営
業
員
は
、
取
扱
品
目
に
よ
っ
て
項
目
を
細
分
化
し
た
。

33
2

保
険
の
代
理
人
と
営
業
員
に
区
分
し
た
。

特
掲
項
目
の
細
分
類
独
立

求
人
の
多
い
特
掲
項
目
を
細
分
類
レ
ベ
ル
に
設
定
し
た
。

32
1-
21
、
-2
2

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
支
配
人
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
支
配
人

32
3-
21

食
堂
支
配
人

32
4-
21
～
26

衣
服
・
身
の
回
り
品
販
売
店
員
な
ど

33
2-
12

保
険
営
業
員

33
5-
11
～
15

貯
蓄
勧
誘
員
な
ど

雑
多
項
目
（
-9
9）
か
ら
細
33
9-
99

中
古
商
品
査
定
・
買
取
人

分
類
に
引
き
上
げ
た
職
業
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図
表
17
 
大
分
類
D
「
販
売
の
職
業
」
の
細
分
類
項
目
に
関
す
る
改
訂
素
案
 

 
 

 
 

 
 

現
行
（
平
成
11
年
改
訂
）
 

新
規
求
人
数

合
計
 

集
約
・
特
掲

コ
ー
ド
合
計

改
訂
素
案
 

主
な
改
訂
理
由
 

Ｄ
 

販
売
の
職
業
 

1,
00
8,
84
3 
 
 

 
 

 
 

32
 

商
品
販
売
の
職
業
 

88
6,
84
0 
 
 

 
 

 
 

32
1 

小
売
店
主
・
支
配
人
 

19
,1
76
 
 
 

32
1 
小
売
店
主
・
支
配
人
 

 
 

32
1-
10
 
小
売
店
主
 

2,9
74
 

2,9
74
 
32
1-
01
 
小
売
店
主
 

○
求
人
 

32
1-
20
 
小
売
店
支
配
人
 

13
,18
7 

 
32
1-
02
 
小
売
店
支
配
人
 

 
求
人
の
多
い
店
主
及
び
支
配
人
に
つ
い
て
は
項
目
を
設
定
す
る
。
店
舗
別
の
 

32
1-
21
 
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
支
配
人
 

80
6 

 
32
1-
03
 
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
支
配
人
 

 
2
項
目
に
つ
い
て
も
求
人
規
模
が
あ
る
程
度
の
水
準
に
達
し
て
い
る
の
で
、
 

32
1-
22
 
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
支
配
人
 

1,8
73
 

15
,86
6
 
32
1-
04
 
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
支
配
人
 

 
同
様
に
項
目
を
設
定
す
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
○
店
主
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
店
主
は
店
舗
の
所
有
者
で
あ
る
。
当
該
小
売
事
業
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
か
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
32
1-
01
：
32
1-
10
 

 
ら
、
店
主
の
求
人
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
し
込
ま
れ
る
こ
と
は
通
常
の
場
合
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
32
1-
02
：
32
1-
20
 

 
考
え
に
く
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
小
売
店
主
・
卸
売
店
主
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
32
1-
03
：
32
1-
21
 

 
・
支
配
人
の
求
人
職
種
を
み
る
と
大
半
は
店
長
・
店
長
候
補
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
32
1-
04
：
32
1-
22
 

 
し
た
が
っ
て
店
長
・
店
長
候
補
が
店
主
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
が
多
々
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
小
分
類
項
目
名
に
「
店
主
」
が
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
含
ま
れ
て
い
る
関
係
で
店
主
の
項
目
は
現
在
の
ま
ま
維
持
す
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
○
店
長
候
補
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
32
1
及
び
32
2
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
求
人
の
中
で
特
に
多
い
も
の
は
店
長
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
候
補
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
求
人
票
に
記
載
さ
れ
た
仕
事
内
容
を
み
る
と
、
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
店
長
と
同
様
に
経
営
管
理
の
仕
事
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
、
販
売
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
業
務
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
前
者
は
32
1・
32
2
の
位
置
づ
け
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
が
適
当
だ
が
、
後
者
は
32
4
の
販
売
店
員
に
分
類
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
が
っ
て
「
店
長
候
補
」
の
名
称
だ
け
で
一
律
に
32
1・
32
2
に
位
置
づ
け
る
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
の
は
適
切
で
は
な
い
。
 

32
2 

卸
売
店
主
・
支
配
人
 

54
1 
 
 

32
2 
卸
売
店
主
・
支
配
人
 

 
 

32
2-
10
 
卸
売
店
主
 

17
9 

17
9
 
32
2-
01
 
卸
売
店
主
 

○
求
人
 

32
2-
20
 
卸
売
店
支
配
人
 

35
0 

35
0
 
32
2-
02
 
卸
売
点
支
配
人
 

 
卸
売
店
の
店
主
・
支
配
人
の
求
人
は
、
小
売
店
の
そ
れ
の
3%
に
す
ぎ
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
求
人
件
数
は
少
な
い
が
、
小
売
店
と
の
対
応
関
係
で
店
主
と
支
配
人
に
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
分
け
て
項
目
を
設
定
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
2-
01
：
32
2-
10
 

○
店
主
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
2-
02
：
32
2-
20
 

 
店
主
の
求
人
が
18
0
件
弱
あ
る
。
こ
の
件
数
は
、
小
売
店
店
主
の
と
き
と
同
様
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
、
卸
売
店
店
主
の
求
人
に
も
店
長
等
の
他
の
項
目
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
求
人
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
小
分
類
項
目
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
と
の
関
係
で
店
主
の
項
目
を
維
持
す
る
。
 

32
3 

飲
食
店
主
・
支
配
人
 

30
,8
22
 
 
 

32
3 
飲
食
店
主
・
支
配
人
 

 
 

32
3-
10
 
飲
食
店
主
 

10
,46
8 

10
,46
8
 
32
3-
01
 
飲
食
店
主
 

○
求
人
 

32
3-
20
 
飲
食
店
支
配
人
 

16
,45
6 

 
32
3-
02
 
飲
食
店
支
配
人
（
レ
ス
ト
ラ
ン
を
除
く
）
 

 
求
人
の
多
い
店
主
及
び
支
配
人
の
項
目
を
設
定
す
る
。
同
様
に
食
堂
支
配
人
 

32
3-
21
 
食
堂
支
配
人
 

3,0
68
 

19
,89
4
 
32
3-
03
 
レ
ス
ト
ラ
ン
支
配
人
 

 
（
求
人
は
約
30
00
件
）
の
項
目
を
設
定
す
る
。
し
か
し
「
食
堂
」
と
い
う
名
 

88



32
3-
22
 
喫
茶
店
支
配
人
 

18
0 

 
 

 
称
か
ら
や
や
古
め
か
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
れ
が
ち
な
の
で
名
称
を
「
レ
 

32
3-
23
 
酒
場
支
配
人
 

19
0 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
ス
ト
ラ
ン
支
配
人
」
に
変
更
し
た
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
32
3-
01
：
32
3-
10
 

○
日
標
と
の
職
務
範
囲
の
違
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
3-
02
：
32
3-
20
、
-2
2、
-2
3 

 
日
標
の
飲
食
店
主
の
職
務
範
囲
は
、
経
営
管
理
＋
仕
入
＋
接
客
（
自
ら
飲
食
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
3-
03
：
32
3-
21
 

 
物
の
調
理
を
行
う
も
の
は
大
分
類
E
の
調
理
人
に
分
類
さ
れ
る
）
で
あ
る
。
こ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
れ
に
対
し
て
ES
CO
の
そ
れ
は
、
経
営
管
理
＋
仕
入
＋
接
客
＋
調
理
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
し
た
が
っ
て
調
理
を
行
う
飲
食
店
主
の
位
置
づ
け
が
大
分
類
レ
ベ
ル
で
異
な
っ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
て
い
る
。
日
標
の
よ
う
に
飲
食
店
主
の
経
営
管
理
以
外
の
仕
事
に
も
と
づ
い
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
分
類
項
目
を
決
め
る
の
は
、
実
務
に
使
う
分
類
で
は
実
用
的
と
は
考
え
ら
れ
な
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
い
。
両
者
の
違
い
を
認
識
し
つ
つ
も
実
務
利
用
を
考
慮
し
て
現
在
の
項
目
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
職
務
範
囲
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
※
調
理
を
行
う
飲
食
店
主
・
支
配
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
日
標
：
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
（
調
理
人
）
、
ES
CO
:本
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
店
主
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
32
1、
32
2
の
店
主
と
同
様
に
、
飲
食
店
店
主
に
分
類
さ
れ
て
い
る
求
人
は
大
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
半
が
店
長
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
店
長
候
補
等
で
あ
る
と
み
ら
れ
が
、
小
売
店
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
卸
売
店
と
の
横
並
び
の
関
係
で
店
主
の
項
目
を
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
店
長
候
補
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
求
人
の
中
で
特
に
多
い
の
は
店
長
候
補
で
あ
る
。
仕
事
内
容
は
、
調
理
・
接
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
客
・
店
舗
管
理
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
「
調
理
」
の
部
分
は
日
標
と
異
な
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
が
、
本
項
目
の
職
務
範
囲
内
の
仕
事
で
あ
る
。
 

32
4 

販
売
店
員
 

38
2,
13
5 
 
 

 
 

 
 

32
4-
10
 
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
販
売
店
員
 

41
,91
7 

41
,91
7
小
分
類
項
目
の
分
割
 

 
 

32
4-
20
 
小
売
店
販
売
員
 

22
1,8
04
 

 
 
 

32
4-
21
 
衣
服
・
身
の
回
り
品
販
売
店
員
 

30
,26
7 

32
4 
小
売
店
販
売
員
 

 
 

32
4-
22
 
飲
食
料
品
販
売
店
員
 

12
,65
4 

 
32
4-
01
 
レ
ジ
係
 

○
現
行
の
構
造
 

32
4-
23
 
書
籍
・
文
房
具
販
売
店
員
 

1,2
08
 

 
32
4-
02
 
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
販
売
店
員
 

 
ま
ず
、
販
売
員
を
卸
売
と
小
売
に
分
け
、
次
に
、
小
売
店
の
販
売
員
は
産
業
 

32
4-
24
 
自
動
車
販
売
店
員
 

4,9
32
 

 
32
4-
03
 
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
店
員
 

 
分
類
の
小
売
業
の
分
野
に
設
定
さ
れ
た
中
・
小
・
細
分
類
項
目
に
対
応
す
る
 

32
4-
25
 
医
薬
品
・
化
粧
品
販
売
店
員
 

8,1
37
 

 
32
4-
04
 
衣
服
・
身
の
回
り
品
販
売
店
員
 

 
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
独
特
な
販
売
方
法
で
あ
る
実
演
販
売
の
 

32
4-
26
 
電
気
機
器
販
売
店
員
 

20
,63
9 

29
9,6
41

 
32
4-
05
 
飲
食
料
品
販
売
店
員
 

 
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 

32
4-
30
 
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
店
員
 

6,5
40
 

6,5
40
 
32
4-
06
 
自
動
車
販
売
店
員
 

○
求
人
 

32
4-
40
 
駅
構
内
売
店
販
売
員
 

19
9 

19
9
 
32
4-
07
 
電
気
機
器
販
売
店
員
 

 
販
売
店
員
の
求
人
は
38
万
件
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
件
数
は
、
小
分
類
レ
ベ
ル
 

32
4-
50
 
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
販
売
員
 

24
,02
6 

24
,02
6
 
32
4-
08
 
医
薬
品
・
化
粧
品
販
売
店
員
 

 
の
項
目
と
し
て
は
商
品
仕
入
・
販
売
外
交
員
に
次
い
で
2
番
目
に
多
い
。
そ
の
 

32
4-
60
 
商
品
実
演
販
売
員
 

1,7
93
 

 
32
4-
09
 
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
販
売
員
 

 
う
ち
37
.5
万
件
は
小
売
店
の
販
売
員
に
集
中
し
て
い
る
。
実
務
利
用
の
便
を
考
 

32
4-
61
 
マ
ネ
キ
ン
 

46
1 

2,2
54
 
32
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
小
売
店
販
売
員
 

 
慮
し
て
小
売
店
販
売
員
を
小
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。
残
り
 

32
4-
70
 
卸
売
販
売
員
 

1,0
95
 

1,0
95
 
 

 
の
求
人
は
卸
売
販
売
員
と
商
品
実
演
販
売
員
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
求
人
も
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
程
度
の
件
数
（
約
33
00
件
）
が
あ
る
の
で
、
小
分
類
項
目
と
し
て
設
定
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
4-
01
：
26
1-
11
 

○
レ
ジ
係
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
4-
02
：
32
4-
10
 

 
事
務
の
職
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
レ
ジ
係
を
本
項
目
に
移
設
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
4-
03
：
32
4-
30
 

○
小
売
店
販
売
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
4-
04
：
32
4-
21
 

 
現
行
の
小
売
店
販
売
員
（
32
4-
20
、
-2
1～
26
）
の
求
人
は
約
30
万
件
で
あ
 

89



 
 
 

 
 

 
 

 
32
4-
05
：
32
4-
22
 

 
る
。
そ
の
う
ち
6
つ
の
特
掲
項
目
の
求
人
は
、
合
計
8
万
件
に
満
た
な
い
。
特
掲
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
4-
06
：
32
4-
24
 

 
項
目
に
該
当
し
な
い
求
人
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
特
掲
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
4-
07
：
32
4-
26
 

 
の
中
で
求
人
の
多
い
も
の
だ
け
を
細
分
類
に
設
定
し
た
。
細
分
類
項
目
の
配
列
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
4-
08
：
32
4-
25
 

 
は
、
全
体
を
店
舗
の
形
態
別
（
多
品
種
の
商
品
を
扱
う
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
4-
09
：
32
4-
50
 

 
コ
ン
ビ
ニ
と
少
品
種
の
商
品
を
扱
う
一
般
小
売
店
）
に
分
け
、
後
者
は
産
業
分
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
4-
99
：
32
4-
20
、
-2
3、
-4
0 

 
類
の
小
売
業
の
項
目
の
配
列
に
あ
わ
せ
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

32
A
 
卸
売
・
商
品
実
演
販
売
員
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
A
-0
1 
卸
売
販
売
員
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
A
-0
2 
商
品
実
演
販
売
員
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
A
-0
1：
32
4-
70
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
A
-0
2：
32
4-
60
、
-6
1 

 
 

32
5 

商
品
訪
問
・
移
動
販
売
員
 

9,
70
5 
 
 

32
5 
商
品
訪
問
・
移
動
販
売
員
 

 
 

32
5-
10
 
商
品
訪
問
販
売
員
 

7,2
55
 

7,2
55
 
32
5-
01
 
商
品
訪
問
販
売
員
 

○
訪
問
販
売
員
 

32
5-
20
 
移
動
販
売
員
 

1,6
33
 

 
32
5-
02
 
移
動
販
売
員
 

 
求
人
の
多
い
訪
問
販
売
員
の
項
目
を
設
定
す
る
。
訪
問
販
売
の
代
表
的
な
も
 

32
5-
21
 
呼
売
販
売
員
 

46
 

 
32
5-
03
 
露
天
販
売
員
 

 
の
は
化
粧
品
と
配
置
薬
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
求
人
件
数
は
極
め
て
少
な
い
。
 

32
5-
22
 
娯
楽
場
立
売
販
売
員
 

19
6 

 
 

○
移
動
販
売
員
 

32
5-
23
 
列
車
内
販
売
員
 

16
4 

2,0
39

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
特
掲
項
目
の
利
用
度
は
低
い
の
で
、
設
定
す
る
項
目
は
移
動
販
売
員
の
み
 

32
5-
30
 
露
店
販
売
員
 

91
 

 
32
5-
01
：
32
5-
10
の
一
部
 

 
と
す
る
。
 

32
5-
31
 
露
店
商
 

0 
 
32
5-
02
：
32
5-
20
、
-2
1～
23
 

○
露
天
販
売
員
 

32
5-
32
 
屋
台
飲
食
物
販
売
員
 

80
 

17
1
 
32
5-
03
：
32
5-
30
、
-3
1～
32
 

 
求
人
件
数
は
少
な
い
が
、
販
売
の
形
態
が
独
特
な
の
で
訪
問
販
売
や
移
動
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
販
売
の
項
目
と
統
合
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
た
め
現
行
の
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
。
 

32
6 

再
生
資
源
回
収
・
卸
売
従
事
者
 

1,
00
8 
 
 

 
 

 
 

32
6-
10
 
再
生
資
源
回
収
人
 

48
3 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
再
生
資
源
の
回
収
と
卸
売
 

32
6-
11
 
古
紙
回
収
人
 

41
7 

90
0
 
 

 
本
項
目
は
産
業
分
類
の
再
生
資
源
卸
売
業
に
対
応
し
て
い
る
。
同
卸
売
業
は
 

32
6-
20
 
再
生
資
源
仲
買
人
 

37
 

37
32
6 
再
生
資
源
回
収
・
卸
売
人
 

 
再
生
資
源
の
集
荷
・
選
別
・
卸
売
す
る
事
業
所
が
該
当
す
る
。
日
標
で
は
再
 

32
6-
30
 
再
生
資
源
卸
売
人
 

4 
 
 

 
生
資
源
卸
売
業
の
事
業
所
に
お
け
る
仕
事
、
す
な
わ
ち
再
生
資
源
の
回
収
と
 

32
6-
31
 
古
紙
卸
売
人
 

0 
 
32
6-
01
 
再
生
資
源
回
収
人
 

 
卸
売
を
本
項
目
に
設
定
し
て
い
る
。
再
生
資
源
の
回
収
と
卸
売
り
の
仕
事
の
 

32
6-
32
 
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
卸
売
人
 

34
 

 
32
6-
02
 
再
生
資
源
仲
買
・
卸
売
人
 

 
う
ち
回
収
の
作
業
そ
の
も
の
は
労
務
・
運
搬
の
仕
事
で
あ
る
が
、
販
売
（
卸
 

32
6-
33
 
ガ
ラ
ス
び
ん
卸
売
人
 

0 

38

 
 

 
売
）
の
前
段
階
の
仕
事
で
あ
る
が
故
に
販
売
と
一
体
に
な
っ
た
仕
事
と
し
て
み
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
な
さ
れ
、
販
売
の
職
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
商
品
仕
入
の
仕
事
（
32
7-
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
6-
01
：
32
6-
10
 

 
10
）
が
販
売
の
職
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
理
由
で
あ
る
）
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
6-
02
：
32
6-
20
、
-3
0、
-3
1～
33
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
求
人
は
全
体
で
約
10
00
件
、
そ
の
9
割
は
回
収
人
が
し
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
回
収
人
の
項
目
を
設
定
し
、
そ
れ
以
外
の
求
人
を
分
類
す
る
項
目
と
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
仲
買
・
卸
売
人
を
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
再
生
資
源
の
回
収
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
日
標
で
は
、
再
生
資
源
の
回
収
人
を
ふ
た
つ
に
分
け
て
い
る
。
再
生
資
源
卸
売
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
業
者
が
行
う
回
収
作
業
に
従
事
す
る
者
は
本
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
 

90



 
 
 

 
 

 
 

 
 
し
、
そ
れ
以
外
の
者
が
行
う
回
収
作
業
の
従
事
者
は
大
分
類
Iに
分
類
さ
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
る
。
後
者
に
該
当
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
地
方
自
治
体
か
ら
再
生
資
源
の
回
収
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
を
委
託
さ
れ
た
事
業
者
が
行
う
回
収
作
業
や
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
が
行
う
回
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
収
作
業
な
ど
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
回
収
人
の
位
置
づ
け
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
現
在
の
項
目
（
32
6-
10
）
は
、
誰
が
回
収
作
業
に
従
事
す
る
か
を
問
わ
ず
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
仕
事
の
種
類
に
も
と
づ
い
て
項
目
を
設
定
し
て
い
る
。
問
題
は
、
回
収
作
業
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
卸
売
り
の
前
段
階
の
仕
事
と
し
て
実
施
し
て
い
る
点
を
重
視
す
る
の
か
、
そ
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
と
も
仕
事
の
種
類
を
重
視
す
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
仕
事
の
種
類
を
重
視
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
す
る
の
で
あ
れ
ば
回
収
の
仕
事
は
販
売
の
職
業
で
は
な
く
、
労
務
の
職
業
に
位
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
項
目
（
32
6-
10
）
は
、
ど
ち
ら
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
点
を
重
視
し
て
い
る
の
か
が
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
回
収
人
が
販
売
の
職
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
卸
売
り
の
前
段
階
の
仕
事
で
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
再
生
資
源
卸
売
事
業
者
以
外
の
者
が
行
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
う
回
収
作
業
ま
で
本
項
目
に
位
置
づ
け
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。
日
標
の
考
え
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
方
に
倣
っ
て
本
項
目
は
再
生
資
源
卸
売
事
業
者
の
行
う
回
収
作
業
に
限
定
し
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
そ
れ
以
外
の
事
業
者
の
行
う
回
収
作
業
は
労
務
の
職
業
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
日
標
と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
に
と
も
な
う
影
響
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
従
来
、
再
生
資
源
の
回
収
作
業
は
、
回
収
作
業
に
従
事
す
る
も
の
の
背
景
（
再
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
生
資
源
卸
売
事
業
者
・
そ
の
従
業
員
、
そ
の
他
の
事
業
者
な
ど
）
を
問
わ
ず
販
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
売
の
職
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
日
標
の
考
え
方
に
も
と
づ
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
て
、
そ
の
う
ち
再
生
資
源
卸
売
事
業
者
以
外
の
者
の
行
う
回
収
作
業
を
労
務
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
職
業
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
り
、
回
収
作
業
者
の
一
部
に
つ
い
て
は
従
来
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
位
置
づ
け
と
大
分
類
レ
ベ
ル
で
の
相
違
が
生
じ
る
。
 

32
7 

商
品
仕
入
・
販
売
外
交
員
 

44
3,
45
3 
 
 

 
 

 
 

32
7-
10
 
商
品
仕
入
外
交
員
 

7,5
39
 

7,5
39
小
分
類
項
目
の
分
割
及
び
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

32
7-
20
 
商
品
販
売
外
交
員
 

40
1,8
90
 

 
 

 
本
項
目
は
、
小
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目
の
中
で
求
人
件
数
が
最
も
多
い
（
44
万
 

32
7-
21
 
小
売
外
交
員
 

3,8
90
 

32
7 
商
品
仕
入
営
業
員
 

 
件
）
。
内
訳
は
、
商
品
仕
入
が
75
00
件
、
商
品
販
売
が
約
41
.2
万
件
、
製
造
受
 

32
7-
22
 
卸
売
外
交
員
 

4,2
25
 

 
32
7-
01
 
商
品
仕
入
営
業
員
 

 
注
が
約
1.4
万
件
で
あ
る
。
商
品
仕
入
の
項
目
は
現
行
の
ま
ま
維
持
す
る
が
、
 

32
7-
23
 
新
聞
拡
張
員
 

2,0
10
 

41
2,0
15

 
 

 
求
人
・
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
考
え
る
と
商
品
販
売
外
交
員
の
項
目
は
細
分
化
 

32
7-
30
 
製
造
受
注
外
交
員
 

11
,97
1 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
す
る
必
要
が
あ
る
。
製
造
受
注
の
項
目
は
、
33
5
を
外
交
員
の
雑
多
項
目
と
し
 

32
7-
31
 
印
刷
営
業
員
 

1,8
61
 

13
,83
2
 
32
7-
01
：
32
7-
10
 

 
て
位
置
づ
け
た
関
係
で
33
5
に
移
動
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

32
B
 
商
品
販
売
営
業
員
 

○
外
交
員
の
項
目
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
01
 
飲
食
料
品
販
売
営
業
員
 

 
他
人
（
他
の
事
業
所
）
を
訪
問
し
て
商
品
の
仕
入
・
販
売
・
製
造
に
関
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
02
 
化
学
製
品
販
売
営
業
員
 

 
取
引
上
の
勧
誘
・
交
渉
・
受
注
を
行
う
仕
事
は
、
通
常
、
営
業
と
呼
ば
れ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
03
 
医
薬
品
販
売
営
業
員
 

 
い
る
。
従
来
こ
の
仕
事
の
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
「
外
交
員
」
は
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
04
 
機
械
器
具
販
売
営
業
員
  

 
「
営
業
」
に
比
べ
て
使
用
さ
れ
る
頻
度
が
低
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
05
 
電
気
機
械
器
具
販
売
営
業
員
 

 
用
語
使
用
の
趨
勢
に
配
慮
し
て
本
項
目
の
名
称
を
外
交
員
か
ら
営
業
員
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
06
 
自
動
車
販
売
営
業
員
 

 
変
更
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
商
品
販
売
営
業
員
 

○
営
業
員
の
小
分
類
独
立
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商
品
仕
入
の
仕
事
以
外
の
い
わ
ゆ
る
営
業
の
仕
事
は
43
万
件
弱
あ
る
。
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
規
模
に
鑑
み
て
小
分
類
項
目
と
し
て
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
01
：
32
7-
（
20
、
-2
1、
-2
2）
の
一
部
 

○
営
業
職
の
分
類
基
準
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
02
：
32
7-
（
20
、
-2
1、
-2
2）
の
一
部
 

 
営
業
職
の
分
類
基
準
に
は
、
営
業
対
象
（
個
人
、
法
人
）
、
営
業
形
態
（
新
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
03
：
32
7-
（
20
、
-2
1、
-2
2）
の
一
部
 

 
規
開
拓
、
固
定
客
営
業
）
、
取
扱
商
品
な
ど
が
あ
る
。
営
業
対
象
や
営
業
形
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
04
：
32
7-
（
20
、
-2
1、
-2
2）
の
一
部
 

 
態
を
分
類
基
準
に
し
た
場
合
に
は
、
位
置
づ
け
の
難
し
い
求
人
や
設
定
さ
れ
た
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
05
：
32
7-
（
20
、
-2
1、
-2
2）
の
一
部
 

 
分
類
項
目
に
該
当
し
な
い
求
人
の
規
模
が
か
な
り
大
き
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
06
：
32
7-
（
20
、
-2
1、
-2
2）
の
一
部
 

 
れ
る
。
他
方
、
業
種
・
商
品
別
に
区
分
し
た
場
合
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
 

 
 
 

 
 

 
 

 
32
B-
99
：
32
7-
（
20
、
-2
1、
-2
2）
の
一
部
、
-2
3 

 
人
担
当
に
と
っ
て
求
人
の
分
類
が
容
易
に
な
り
、
一
方
、
求
人
探
し
を
し
て
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
る
求
職
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
経
験
を
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
求
人
探
し
が
容
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
易
に
な
る
。
こ
の
た
め
取
扱
商
品
を
基
準
に
し
て
営
業
職
を
細
分
化
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
取
扱
商
品
別
営
業
職
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
項
目
を
設
定
し
た
商
品
別
営
業
職
は
、
『
日
本
標
準
職
業
分
類
に
関
す
る
調
査
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
研
究
報
告
書
』
（
平
成
17
年
6
月
）
の
成
果
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
の
配
列
は
日
本
標
準
産
業
分
類
に
お
け
る
製
造
業
の
配
列
順
に
準
じ
て
い
る
。
 

33
 

販
売
類
似
の
職
業
 

12
2,
00
3 
 
 

 
 

 
 

33
1 

不
動
産
仲
介
・
売
買
人
 

50
,5
63
 
 
 

33
1 
不
動
産
仲
介
・
売
買
人
 

 
 

33
1-
10
 
不
動
産
仲
介
・
売
買
人
 

50
,08
5 

50
,08
5
 
33
1-
01
 
不
動
産
仲
介
人
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
1-
02
 
不
動
産
販
売
営
業
員
 

 
5
万
件
を
超
え
る
求
人
が
あ
る
が
、
項
目
は
細
分
化
さ
れ
て
い
な
い
。
項
目
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
不
動
産
仲
介
・
売
買
人
 

 
が
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
担
当
に
と
っ
て
求
人
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
位
置
づ
け
に
迷
わ
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
は
不
便
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
1-
01
：
33
1-
10
の
一
部
 

○
分
類
基
準
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
1-
02
：
33
1-
10
の
一
部
 

 
不
動
産
関
係
の
求
人
は
、
大
別
す
る
と
店
舗
に
お
け
る
賃
貸
・
売
買
の
代
理
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
1-
99
：
33
1-
10
の
一
部
 

 
仲
介
の
仕
事
と
営
業
の
仕
事
に
二
分
で
き
る
。
後
者
の
営
業
は
更
に
細
分
化
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
で
き
る
。
す
な
わ
ち
物
件
の
販
売
営
業
、
注
文
住
宅
の
建
築
受
注
の
営
業
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
賃
貸
物
件
の
入
居
者
募
集
の
営
業
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
営
業
な
ど
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
し
か
し
仲
介
の
仕
事
と
営
業
の
仕
事
が
重
複
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
（
賃
貸
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
物
件
の
営
業
な
ど
）
の
で
、
細
分
類
レ
ベ
ル
の
項
目
と
し
て
は
、
仲
介
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
販
売
営
業
・
そ
の
他
に
3
分
割
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

33
2 

保
険
募
集
人
 

47
,8
41
 
 
 

 
 

 
 

33
2-
10
 
保
険
募
集
人
 

25
,04
2 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

33
2-
11
 
保
険
代
理
店
主
 

28
1 

 
 

 
本
小
分
類
項
目
は
、
保
険
の
代
理
・
媒
介
の
仕
事
と
営
業
の
仕
事
に
分
か
れ
 

33
2-
12
 
保
険
営
業
員
 

22
,05
8 

47
,38
1
33
2 
保
険
代
理
人
、
保
険
営
業
員
 

 
て
い
る
。
約
4.8
万
件
の
求
人
の
う
ち
代
理
店
主
の
求
人
は
28
0
件
に
す
ぎ
な
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
い
。
し
か
し
、
33
2
の
職
業
定
義
に
は
保
険
契
約
の
締
結
、
保
険
料
の
収
納
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
2-
01
 
保
険
代
理
人
 

 
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
保
険
会
社
及
び
代
理
店
が
該
当
し
、
募
集
人
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
2-
02
 
保
険
営
業
員
 

 
該
当
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
細
分
類
レ
ベ
ル
に
保
険
代
理
人
の
項
目
を
設
定
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
必
要
が
あ
る
。
求
人
件
数
の
多
い
保
険
営
業
員
は
、
現
行
の
ま
ま
維
持
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
保
険
の
代
理
の
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
2-
01
：
33
2-
10
の
一
部
、
-1
1 

 
現
行
の
体
系
で
は
こ
の
仕
事
を
「
保
険
募
集
人
」
の
も
と
に
位
置
づ
け
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
2-
02
：
33
2-
10
の
一
部
、
-1
2 

 
い
る
が
、
保
険
の
代
理
の
仕
事
と
保
険
の
募
集
の
仕
事
は
、
権
限
と
職
務
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範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
小
分
類
項
目
名
に
「
保
険
代
理
人
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
を
追
加
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
※
日
標
の
項
目
名
は
「
保
健
代
理
人
・
外
交
員
」
で
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
保
険
の
募
集
の
仕
事
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
保
険
商
品
を
販
売
す
る
た
め
に
は
、
ふ
た
つ
の
方
法
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
生
保
・
損
保
と
も
保
険
会
社
あ
る
い
は
代
理
店
に
所
属
し
て
「
保
険
募
集
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
人
」
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
生
保
は
一
般
課
程
試
験
、
損
保
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
損
害
保
険
募
集
人
試
験
に
合
格
し
た
者
で
な
い
と
保
険
の
販
売
は
で
き
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
現
行
の
小
分
類
項
目
名
は
こ
の
募
集
人
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
募
集
人
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
名
称
が
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
生
命
保
険
会
社
で
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
保
険
外
務
員
、
営
業
職
員
、
外
交
員
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
つ
の
方
法
は
、
保
険
仲
立
人
（
保
険
ブ
ロ
ー
カ
ー
）
に
な
る
こ
と
で
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
（
保
険
仲
立
人
は
33
9-
20
に
設
定
さ
れ
て
い
る
）
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
営
業
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
生
損
保
の
営
業
員
の
募
集
で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
職
種
名
が
用
い
ら
れ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
い
る
か
を
み
る
と
、
保
険
営
業
、
営
業
職
員
、
営
業
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
の
一
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
方
、
～
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
～
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
～
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
～
カ
ウ
ン
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
セ
ラ
ー
、
～
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
片
仮
名
名
称
も
多
い
。
一
般
に
は
、
営
業
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
名
称
が
広
く
用
い
ら
れ
、
か
つ
そ
の
用
語
に
つ
い
て
共
通
の
理
解
が
み
ら
れ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
こ
と
か
ら
小
分
類
名
の
募
集
人
を
営
業
員
に
変
更
し
た
。
 

33
3 

有
価
証
券
売
買
仲
立
人
、
 

1,
64
6 
 
 

33
3 
有
価
証
券
売
買
仲
立
人
、
金
融
仲
立
人
 

 
 

 
 

金
融
仲
立
人
 

 
 

 
 

 
 

 
 

33
3-
10
 
有
価
証
券
売
買
仲
立
人
 

1,2
99
 

1,2
99
 
33
3-
01
 
有
価
証
券
募
集
・
売
買
仲
立
人
 

○
求
人
 

33
3-
20
 
金
融
仲
立
人
 

28
5 

28
5
 
33
3-
02
 
証
券
営
業
員
 

 
求
人
は
小
分
類
全
体
で
16
00
件
程
度
に
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
8
割
以
上
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
3-
03
 
金
融
仲
立
人
 

 
は
証
券
売
買
の
仲
立
人
が
し
め
、
金
融
仲
立
人
の
求
人
は
30
0
件
を
下
回
っ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
い
る
。
後
者
の
求
人
規
模
は
小
さ
い
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
ト
レ
ー
ダ
ー
の
仕
事
に
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
対
応
す
る
項
目
な
の
で
、
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
3-
01
：
33
3-
10
の
一
部
 

○
証
券
外
務
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
3-
02
：
33
3-
10
の
一
部
 

 
証
券
取
引
等
の
勧
誘
行
為
を
行
う
者
は
外
務
員
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
外
務
員
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
3-
03
：
33
3-
20
 

 
な
る
た
め
に
は
日
本
証
券
業
協
会
の
実
施
す
る
外
務
員
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ば
な
ら
な
い
。
外
務
員
は
、
証
券
会
社
の
店
舗
で
の
営
業
活
動
（
有
価
証
券
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
募
集
・
売
買
の
勧
誘
な
ど
）
及
び
証
券
会
社
の
営
業
員
と
し
て
の
活
動
（
顧
客
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
を
訪
問
し
有
価
証
券
の
売
買
な
ど
の
勧
誘
・
取
り
次
ぎ
）
を
行
っ
て
い
る
。
し
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
た
が
っ
て
有
価
証
券
売
買
仲
立
人
に
は
、
内
勤
の
外
務
員
と
営
業
の
外
務
員
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
両
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。
両
者
を
ひ
と
つ
の
項
目
に
位
置
づ
け
る
の
は
や
や
不
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
適
切
で
あ
り
、
33
1
や
33
2
と
同
様
に
営
業
活
動
に
従
事
す
る
者
を
抜
き
出
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
独
立
の
細
分
類
項
目
を
設
定
し
た
。
 

33
4 

質
屋
店
主
・
店
員
 

31
2 
 
 

33
4 
質
屋
店
主
・
店
員
 

 
 

33
4-
10
 
質
屋
店
主
 

8 
8
 
33
4-
01
 
質
屋
店
主
・
店
員
 

○
求
人
は
30
0
件
程
度
で
あ
り
、
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
。
 

33
4-
20
 
質
屋
店
員
 

30
4 

30
4
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
4-
01
：
33
4-
10
、
-2
0 
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33
5 

サ
ー
ビ
ス
外
交
員
 

17
,2
45
 
 
 

 
 

 
 

33
5-
10
 
サ
ー
ビ
ス
外
交
員
 

10
,62
2 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
及
び
職
務
範
囲
の
拡
大
 

○
日
標
と
の
整
合
性
 

33
5-
11
 
貯
蓄
勧
誘
員
 

1,5
91
 

 
 
外
交
員
の
う
ち
印
刷
営
業
員
、
建
設
工
事
請
負
営
業
員
な
ど
請
負
生
産
に
関
す
 

33
5-
12
 
旅
行
外
交
員
 

1,0
69
 

33
5 
営
業
・
勧
誘
員
 

 
る
営
業
員
は
、
日
本
標
準
職
業
分
類
で
は
本
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
 

33
5-
13
 
運
輸
外
交
員
 

34
3 

 
 
（
商
品
・
不
動
産
・
保
険
・
有
価
証
券
を
除
く
）
 

 
が
、
ES
CO
で
は
32
7
の
商
品
販
売
営
業
員
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
両
者
は
、
 

33
5-
14
 
広
告
外
交
員
 

2,6
40
 

 
 

 
中
分
類
レ
ベ
ル
で
位
置
づ
け
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
両
者
の
外
交
員
に
関
 

33
5-
15
 
会
員
勧
誘
外
交
員
 

51
8 

16
,78
3

 
33
5-
01
 
銀
行
等
渉
外
係
 

 
す
る
分
類
項
目
の
設
定
が
違
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
標
で
は
、
外
交
員
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
5-
02
 
旅
行
営
業
員
 

 
し
て
項
目
を
設
定
し
た
も
の
（
商
品
、
不
動
産
、
保
険
、
証
券
）
以
外
の
外
交
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
5-
03
 
広
告
営
業
員
 

 
員
を
位
置
づ
け
る
項
目
と
し
て
33
5
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ES
CO
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
5-
04
 
製
造
受
注
営
業
員
 

 
は
、
33
5
を
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
係
す
る
外
交
員
の
項
目
と
し
て
設
定
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
5-
05
 
会
員
勧
誘
員
 

 
い
る
た
め
に
製
造
受
注
外
交
員
を
便
宜
的
に
商
品
販
売
外
交
員
の
位
置
づ
け
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
営
業
・
勧
誘
員
 

 
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
日
標
で
は
33
5
を
外
交
員
の
雑
多
項
目
と
し
て
利
用
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
ES
CO
で
は
外
交
員
の
雑
多
項
目
が
な
い
た
め
に
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
既
存
の
分
類
項
目
の
い
ず
れ
か
に
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
務
利
用
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
5-
01
：
33
5-
11
 

 
の
分
類
と
し
て
は
日
標
の
考
え
方
の
ほ
う
が
使
い
や
す
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
5-
02
：
33
5-
12
 

○
小
分
類
項
目
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
5-
03
：
33
5-
14
 

 
日
本
標
準
職
業
分
類
の
考
え
方
に
倣
っ
て
本
項
目
を
外
交
員
の
雑
多
項
目
と
し
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
5-
04
：
32
7-
30
、
-3
1 

 
て
位
置
づ
け
る
。
し
た
が
っ
て
現
行
の
項
目
名
「
サ
ー
ビ
ス
外
交
員
」
を
日
本
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
5-
05
：
33
5-
15
 

 
標
準
職
業
分
類
の
33
5
に
準
じ
た
名
称
に
変
更
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
5-
99
：
33
5-
10
、
-1
3 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
小
分
類
全
体
で
約
17
00
0
件
の
求
人
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
1
万
件
は
集
約
コ
ー
ド
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
分
類
さ
れ
た
求
人
で
あ
る
。
貯
蓄
、
旅
行
、
広
告
の
3
つ
の
分
野
の
営
業
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
は
10
00
件
を
上
回
り
、
相
対
的
に
求
人
規
模
が
大
き
い
の
で
細
分
類
項
目
と
し
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
て
設
定
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
も
求
人
規
模
が
や
や
小
さ
く
な
る
が
会
員
勧
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
誘
の
仕
事
も
項
目
を
設
定
し
た
。
こ
の
関
係
で
現
行
の
集
約
項
目
は
雑
多
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
集
約
項
目
に
は
1
万
件
以
上
の
求
人
が
あ
り
、
雑
多
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
項
目
の
求
人
が
各
細
分
類
項
目
の
求
人
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
金
融
機
関
渉
外
係
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
現
行
の
項
目
名
（
「
貯
蓄
勧
誘
員
」
）
は
、
銀
行
・
信
用
金
庫
な
ど
の
営
業
担
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
当
者
（
渉
外
係
）
に
対
応
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
貯
蓄
の
勧
誘
は
渉
外
係
の
仕
事
の
一
部
で
し
か
な
い
。
投
資
信
託
・
外
貨
預
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
金
・
年
金
保
険
の
勧
誘
、
既
存
取
引
法
人
か
ら
の
融
資
案
件
の
獲
得
、
新
規
融
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
資
先
法
人
の
開
拓
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
営
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
て
本
項
目
は
銀
行
・
信
用
金
庫
等
の
金
融
機
関
の
渉
外
係
の
仕
事
に
対
応
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
も
の
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
製
造
受
注
営
業
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
32
7（
商
品
販
売
営
業
員
）
を
「
商
品
」
の
販
売
に
係
る
営
業
員
に
限
定
し
た
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
関
係
で
、
製
造
受
注
営
業
員
を
本
項
目
に
移
動
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
求
人
職
種
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
33
5
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
求
人
の
中
で
特
に
多
い
も
の
は
広
告
営
業
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
旅
行
営
業
で
あ
る
。
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33
9 

そ
の
他
の
販
売
類
似
の
職
業
 

4,
39
6 
 
 

33
9 
そ
の
他
の
販
売
類
似
の
職
業
 

 
 

33
9-
10
 
商
品
仲
立
人
 

58
8 

58
8
 
33
9-
01
 
商
品
仲
立
人
 

○
求
人
 

33
9-
20
 
保
険
仲
立
人
 

28
 

28
 
33
9-
02
 
宝
く
じ
等
販
売
人
 

 
現
行
の
項
目
の
う
ち
求
人
規
模
を
考
慮
し
て
商
品
仲
立
人
、
宝
く
じ
等
販
売
 

33
9-
30
 
宝
く
じ
等
販
売
人
 

62
 

 
33
9-
03
 
サ
ー
ビ
ス
取
次
人
 

 
人
、
サ
ー
ビ
ス
取
次
人
の
3
項
目
を
設
定
す
る
。
 

33
9-
31
 
宝
く
じ
販
売
人
 

10
 

 
33
9-
04
 
競
売
人
 

○
保
険
仲
立
人
 

33
9-
32
 
車
券
・
馬
券
・
舟
券
販
売
人
 

31
 

10
3
 
33
9-
05
 
中
古
商
品
査
定
・
買
取
人
 

 
保
険
仲
立
人
の
仕
事
は
保
険
募
集
人
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。
一
番
 

33
9-
40
 
サ
ー
ビ
ス
取
次
人
 

66
 

 
33
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
販
売
類
似
の
職
業
 

 
大
き
な
違
い
は
、
保
険
募
集
人
が
営
業
の
仕
事
（
他
人
を
訪
問
し
て
保
険
 

33
9-
41
 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
取
次
人
 

23
2 

 
 

 
商
品
の
契
約
を
勧
誘
す
る
こ
と
）
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
保
険
仲
立
人
は
 

33
9-
42
 
Ｄ
Ｐ
Ｅ
取
次
人
 

55
 

35
3
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
店
舗
を
構
え
て
来
店
者
と
各
種
保
険
商
品
の
仲
立
ち
を
す
る
こ
と
に
あ
る
。
 

33
9-
50
 
競
売
人
 

47
 

47
 
33
9-
01
：
33
9-
10
 

 
保
険
仲
立
人
は
営
業
の
仕
事
で
は
な
い
の
で
33
2
に
は
分
類
さ
れ
な
い
。
 

33
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
販
売
類
似
の
職
業
 

3,0
29
 

3,0
29
 
33
9-
02
：
33
9-
30
、
-3
1～
33
 

 
保
険
仲
立
人
は
基
本
的
に
個
人
経
営
者
で
あ
り
、
そ
の
点
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
33
9-
03
：
33
9-
40
、
-4
1～
42
 

 
へ
の
求
人
申
込
み
は
限
定
的
で
あ
る
。
職
業
相
談
等
の
実
務
を
考
慮
し
た
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
9-
04
：
33
9-
50
 

 
と
し
て
も
項
目
を
設
定
す
べ
き
必
要
性
は
乏
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
9-
05
：
33
9-
99
の
一
部
、
28
9-
99
の
一
部
 

○
競
売
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
33
9-
99
：
33
9-
20
、
-9
9 

 
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が
一
般
の
人
の
間
に
も
浸
透
し
て
き
て
い
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
現
状
に
鑑
み
て
、
求
人
は
限
定
的
で
は
あ
る
が
、
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
中
古
商
品
査
定
・
買
取
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
雑
多
項
目
（
-9
9）
に
は
、
バ
ッ
グ
・
時
計
・
貴
金
属
等
の
中
古
品
を
扱
う
小
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
売
店
（
質
業
以
外
の
者
）
か
ら
の
求
人
が
分
類
さ
れ
て
い
る
。
主
な
仕
事
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
中
古
品
の
査
定
と
買
取
で
あ
る
。
中
古
自
動
車
の
買
取
業
務
と
同
一
で
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
が
、
中
古
自
動
車
査
定
人
は
事
務
の
仕
事
（
28
9-
99
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
る
。
中
古
品
の
査
定
と
買
取
の
仕
事
は
、
事
務
の
位
置
づ
け
よ
り
も
販
売
の
職
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
業
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
古
自
動
車
査
定
人
を
28
9-
99
か
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
ら
33
9
に
移
動
し
、
細
分
類
に
中
古
商
品
査
定
・
買
取
人
の
項
目
を
設
定
す
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
る
。
な
お
、
中
古
自
動
車
査
定
人
の
位
置
づ
け
は
、
日
標
（
国
勢
調
査
用
職
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
分
類
）
で
は
大
く
く
り
の
一
般
事
務
員
（
中
分
類
25
、
27
、
28
）
で
あ
る
。
こ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
の
仕
事
を
販
売
の
職
業
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
分
類
レ
ベ
ル
で
の
違
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
い
が
生
じ
る
。
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分類番号 項目名 分類番号 項目名
32 商品販売の職業
321 小売店主・支配人 321 小売店主・支配人
321-10 小売店主 321-01 小売店主
321-20 小売店支配人 321-02 小売店支配人
321-21 コンビニエンスストア支配人 321-03 コンビニエンスストア支配人
321-22 ガソリンスタンド支配人 321-04 ガソリンスタンド支配人

322 卸売店主・支配人 322 卸売店主・支配人
322-10 卸売店主 322-01 卸売店主
322-20 卸売店支配人 322-02 卸売点支配人

323 飲食店主・支配人 323 飲食店主・支配人
323-10 飲食店主 323-01 飲食店主
323-20 飲食店支配人 323-02 飲食店支配人(レストランを除く)
323-21 食堂支配人 323-03 レストラン支配人
323-22 喫茶店支配人
323-23 酒場支配人

324 販売店員 324 小売店販売員
324-01 レジ係

（対応現行番号261-11）
324-10 百貨店・スーパー販売店員 324-02 百貨店・スーパー販売店員
324-20 小売店販売員 324-03 コンビニエンスストア店員
324-21 衣服・身の回り品販売店員 324-04 衣服・身の回り品販売店員
324-22 飲食料品販売店員 324-05 飲食料品販売店員
324 23 書籍 文房具販売店員

現行 改訂素案

図表18　大分類Ｄ「販売の職業」の細分類項目に係る新旧項目対照表

324-23 書籍・文房具販売店員
324-24 自動車販売店員 324-06 自動車販売店員
324-25 医薬品・化粧品販売店員 324-07 電気機器販売店員
324-26 電気機器販売店員 324-08 医薬品・化粧品販売店員
324-30 コンビニエンスストア店員 324-09 ガソリンスタンド販売員
324-40 駅構内売店販売員 324-99 他に分類されない小売店販売員
324-50 ガソリンスタンド販売員 32A 卸売・商品実演販売員
324-60 商品実演販売員 32A-01 卸売販売員
324-61 マネキン 32A-02 商品実演販売員
324-70 卸売販売員

325 商品訪問・移動販売員 325 商品訪問・移動販売員
325-10 商品訪問販売員 325-01 商品訪問販売員
325-20 移動販売員 325-02 移動販売員
325-21 呼売販売員
325-22 娯楽場立売販売員
325-23 列車内販売員
325-30 露店販売員 325-03 露天販売員
325-31 露店商
325-32 屋台飲食物販売員

326 再生資源回収・卸売従事者 326 再生資源回収・卸売人
326-10 再生資源回収人 326-01 再生資源回収人
326-11 古紙回収人
326-20 再生資源仲買人 326-02 再生資源仲買・卸売人
326-30 再生資源卸売人
326-31 古紙卸売人
326-32 金属スクラップ卸売人
326-33 ガラスびん卸売人

327 商品仕入・販売外交員 327 商品仕入営業員
327-10 商品仕入外交員 327-01 商品仕入営業員
327-20 商品販売外交員 32B 商品販売営業員
327-21 小売外交員 32B-01 飲食料品販売営業員
327-22 卸売外交員 32B 02 化学製品販売営業員327 22 卸売外交員 32B-02 化学製品販売営業員
327-23 新聞拡張員 32B-03 医薬品販売営業員
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327-30 製造受注外交員 32B-04 機械器具販売営業員 
327-31 印刷営業員 32B-05 電気機械器具販売営業員

32B-06 自動車販売営業員
32B-99 他に分類されない商品販売営業員

33 販売類似の職業
331 不動産仲介・売買人 331 不動産仲介・売買人
331-10 不動産仲介・売買人 331-01 不動産仲介人

331-02 不動産販売営業員
331-99 他に分類されない不動産仲介・売買人

332 保険募集人 332 保険代理人、保険営業員
332-10 保険募集人
332-11 保険代理店主 332-01 保険代理人
332-12 保険営業員 332-02 保険営業員

333 有価証券売買仲立人、金融仲立人 333 有価証券売買仲立人、金融仲立人
333-10 有価証券売買仲立人 333-01 有価証券募集・売買仲立人

333-02 証券営業員
333-20 金融仲立人 333-03 金融仲立人

334 質屋店主・店員 334 質屋店主・店員
334-10 質屋店主 334-01 質屋店主・店員
334-20 質屋店員

335 サービス外交員 335 営業・勧誘員
335-10 サービス外交員 （商品・不動産・保険・有価証券を除く）
335-11 貯蓄勧誘員 335-01 銀行等渉外係
335-12 旅行外交員 335-02 旅行営業員
335-13 運輸外交員
335-14 広告外交員 335-03 広告営業員

335 04 製造受注営業員335-04 製造受注営業員
335-15 会員勧誘外交員 335-05 会員勧誘員

335-99 他に分類されない営業・勧誘員
339 その他の販売類似の職業 339 その他の販売類似の職業
339-10 商品仲立人 339-01 商品仲立人
339-20 保険仲立人
339-30 宝くじ等販売人 339-02 宝くじ等販売人
339-31 宝くじ販売人
339-32 車券・馬券・舟券販売人
339-40 サービス取次人 339-03 サービス取次人
339-41 クリーニング取次人
339-42 ＤＰＥ取次人
339-50 競売人 339-04 競売人
339-99 他に分類されない販売類似の職業 339-05 中古商品査定・買取人

（対応現行番号：289-99の一部など）
339-99 他に分類されない販売類似の職業

（注）　1. 分類番号3桁目のアルファベット大文字は、新設の分類項目に付与した仮置きの分類符合であり、分類番号
　　　　 の3桁目が未定であることを表す。
　　　　2. 表中の線の意味は次のとおり。

実線は現行の項目が改訂案の項目に対応すること、点線は現行項目の一部が改訂案の項目に対応すること、
太線は現行の項目がそのまま改訂案に移行すること（線の見やすさを優先して太線にしている。実質的には
実線と同じ）をそれぞれ表す。
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6 大分類 E サービスの職業

(1) 分類体系の構成

産業分類にいうサービス産業と職業分類のサービス職業では、同じサービスという用語を

使っていてもその内容は同じではない。大分類 E が分類の対象にしているサービスはやや

限定的である。その主なものは、個人家庭における家事・介護サービス、理美容・浴場・ク

リーニング等の生活衛生サービス、飲食物の調理・給仕、接客、居住施設・ビル等の管理サ

ービスである（図表 19）。この他に観光案内、物品賃貸、葬儀などのサービスの仕事もこの

大分類に該当する。大分類 E の構造をみると、まずサービスの種類ごとに中分類項目が設

定され、次にその下位の小分類項目は仕事の種類にもとづいてそれぞれ設定されている。

日本標準職業分類では、大分類 E において仕事の種類よりもサービスの種類を優先的な

分類基準にしているため、ほぼ同一の仕事であっても(a)サービスの提供に該当するものと(b)

家庭生活の支援に該当するものは、個人家庭に対する家事サービスに分類される。たとえば、

清掃の仕事のうちビル等の清掃は労務の仕事であるが、個人家庭の掃除はサービスの職業に

該当する。また、調理人のうち食堂・レストラン等の調理人は中分類 36 の飲食物調理に分

類されるが、個人家庭の調理人は中分類 34 の家庭生活支援サービスに該当する。

(2) 主な問題点

仕事はほぼ同じであっても働き方の形態が異なるホームヘルパー（訪問介護員）と施設の

介護職員は、ともにサービスの職業に位置づけられるべき職業であると考えられる。しかし

両者は大分類を異にしており、その位置づけは日本標準職業分類の改定結果を待つことにな

る。

分類項目の設定にあたっては、職業の実態を分類表に反映させることが重要である。この

点で検討すべき課題がいくつかある。第 1 は、求人の多い仕事や求人が増えている仕事の職

業分類上の位置づけに関する問題である。求人の多いハウスクリーニングや簡易マッサージ

などの仕事は、分類項目が設定されていないだけではなく、職業名索引にも掲載されていな

いので、複数の項目に位置づけられている。第 2 は仕事内容と項目名の対応に関する問題で

ある。ビル設備管理の仕事は「ビル管理人」の項目に該当するが、仕事内容を反映した項目

名になっていないので、この求人は他の項目にも位置づけられている。第 3 は職務範囲の問

題である。日本標準職業分類では葬儀師と火葬作業員をともにサービスの職業に位置づけて

いるが、厚生労働省の職業分類では仕事内容から判断して火葬作業員を大分類 I に分類して

いる。この問題は、職務範囲の問題であるとともに日本標準職業分類との整合性に関する問

題でもある。

(3) 改訂素案

大分類 E の見直し作業は小分類項目ごとに行われ、図表 20 はその結果を要約したもので

ある。図表 21 は、小分類項目別の見直し結果である。また、図表 21 の改訂素案の中から分

類項目だけを抜き出して新旧対照表の形にしたものが図表 22 である。
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図表 19 大分類 E「サービスの職業」の構成（中・小分類項目）

家庭生活支援サービス 家政婦、家事手伝
ホームヘルパー

理容師
美容師

生活衛生サービス 着付師、エステティシャン
浴場従事者
クリーニング
洗張

飲食物調理 調理人（和食、洋食、中華、給食）
バーテンダー

サービスの職業 飲食物給仕（配膳人、ウェイター・ウ
ェイトレス、ソムリエ）

接客・給仕 身の回り世話（接客係、乗物客室係）
接客社交係
芸者
娯楽場等の接客員
旅館主・支配人

マンション・アパート・下宿管理人
居住施設・ビル管理 寄宿舎・寮管理人

ビル管理人
駐車場・駐輪場管理人

添乗員、観光案内人
物品一時預り人

その他のサービス 物品賃貸人
広告宣伝員（モデル、ビラ配り）
葬儀師
その他（ポーター、美術モデル、便利
屋、靴磨き、エレベーター係、トリ
マーなど）

（注）括弧内は細分類項目
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図
表
20

大
分
類
E「
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
」
の
細
分
類
項
目
改
訂
素
案
の
総
括
表

改
訂
案

該
当
項
目

主
な
改
訂
内
容

(現
行
分
類
番
号
)

小
分
類
項
目

新
設

12
4

大
分
類
A
に
分
類
さ
れ
て
い
る
施
設
介
護
員
を
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
に
移
動
し
、
小
分
類
レ
ベ
ル
の

項
目
と
し
て
設
定
し
た
。

35
9

雑
多
項
目
を
新
設
し
た
。

37
9

雑
多
項
目
を
新
設
し
た
。

分
割

35
3

着
付
師
と
美
容
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
に
二
分
割
し
た
。

統
合

37
3、
37
4

接
客
社
交
係
と
芸
者
を
統
合
し
た
。

項
目
名
の
変
更

34
2

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
資
格
名
と
紛
ら
わ
し
い
の
で
訪
問
介
護
職
に
変
更
し
た
。

37
1

給
仕
人
を
給
仕
係
に
変
更
し
た
。

37
2

身
の
回
り
世
話
従
事
者
を
旅
館
・
ホ
テ
ル
・
乗
物
接
客
係
に
変
更
し
た
。

37
6

旅
館
主
・
支
配
人
を
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
者
・
支
配
人
に
変
更
し
た
。

38
3

ビ
ル
管
理
人
を
ビ
ル
設
備
管
理
員
に
変
更
し
た
。

39
4

広
告
宣
伝
員
を
広
告
宣
伝
人
に
変
更
し
た
。

39
5

葬
儀
師
を
「
葬
儀
師
、
火
葬
係
」
に
変
更
し
た
。

細
分
類
に
格
下
げ

35
6

洗
張
工

39
2

物
品
一
時
預
り
人

細
分
類
項
目

小
分
類
へ
の
格
上
げ

39
9-
60

ト
リ
マ
ー

廃
止

35
1-
98

理
美
容
見
習
の
項
目
を
廃
止
し
た
。

35
2-
98

項
目
名
の
変
更

37
2-
20

乗
物
客
室
給
仕
人
を
乗
物
客
室
係
に
変
更
し
た
。

39
4-
12

ビ
ラ
配
り
人
を
チ
ラ
シ
配
り
人
に
変
更
し
た
。

39
9-
10

赤
帽
・
ポ
ー
タ
ー
を
ポ
ー
タ
ー
に
変
更
し
た
。

体
系
の
見
直
し

34
2-
10

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
訪
問
介
護
員
と
訪
問
入
浴
介
助
員
に
分
割
し
た
。

特
掲
項
目
の
細
分
類
独
立

求
人
の
多
い
特
掲
項
目
を
細
分
類
レ
ベ
ル
に
設
定
し
た
。

35
5-
14

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
仕
上
工

36
1-
11

す
し
職
人

37
1-
11
～
13

配
ぜ
ん
人
、
ウ
ェ
イ
タ
ー
・
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
、
ソ
ム
リ
エ

37
2-
12

旅
館
・
ホ
テ
ル
客
室
係

37
5-
24
、
26
、
27
遊
戯
施
設
係
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
係
、
キ
ャ
デ
ィ

39
4-
12

ビ
ラ
配
り
人

雑
多
項
目
（
-9
9）
か
ら
細
34
9-
99

個
人
宅
掃
除
員
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

分
類
に
引
き
上
げ
た
職
業

35
3-
99

ネ
イ
リ
ス
ト

36
1-
99

調
理
補
助
者

80
9-
99

火
葬
係

39
9-
99

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
療
法
施
術
人
、
理
美
容
師
補
助
者
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図
表
21
 
大
分
類
E「
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
」
の
細
分
類
項
目
に
関
す
る
改
訂
素
案
 

 
 

 
 

 
 

現
行
（
平
成
11
年
改
訂
）
 

新
規
求
人
数

合
計
 

集
約
・
特
掲

コ
ー
ド
合
計

改
訂
素
案
 

主
な
改
訂
理
由
 

Ｅ
 

サ
ー
ビ
ス
の
職
業
 

54
5,
60
7 
 
 

 
 

 
 

34
 

家
庭
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
 

40
,9
80
 
 
 

 
 

 
 

34
1 

家
政
婦
（
夫
）
、
家
事
手
伝
 

73
4 
 
 

34
1 
家
政
婦
（
夫
）
、
家
事
手
伝
 

 
 

34
1-
10
 
家
政
婦
（
夫
）
 

25
1 

25
1
 
34
1-
01
 
家
政
婦
（
夫
）
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

34
1-
20
 
家
事
手
伝
 

48
1 

48
1
 
34
1-
02
 
家
事
手
伝
 

 
集
約
項
目
の
「
家
政
婦
(夫
）
」
（
25
1
件
）
と
「
家
事
手
伝
」
（
48
1
件
）
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
に
は
、
一
定
規
模
の
求
人
が
確
認
で
き
、
一
般
に
浸
透
し
た
名
称
で
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
34
1-
01
：
34
1-
10
 

 
こ
と
か
ら
、
現
状
の
分
類
体
系
を
維
持
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
34
1-
02
：
34
1-
20
 

 
 

34
2 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
 

39
,5
41
 
 
 

 
 

 
 

34
2-
10
 
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
 

39
,20
1 

39
,20
1
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
訪
問
介
護
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
訪
問
介
護
の
仕
事
は
、
身
体
介
護
（
食
事
・
排
泄
・
歩
行
介
助
等
）
と
生
活
援
助
 

 
 
 

 
 

 
 

34
2 
訪
問
介
護
職
 

 
（
掃
除
、
洗
濯
、
炊
事
、
買
物
等
）
に
大
別
で
き
る
。
寄
せ
ら
れ
る
求
人
の
圧
倒
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
的
多
数
は
、
身
体
介
護
と
生
活
援
助
の
両
方
を
求
め
る
。
訪
問
介
護
の
現
状
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
34
2-
01
 
訪
問
介
護
員
 

 
踏
ま
え
、
細
分
類
に
は
、
包
括
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
名
称
で
あ
る
「
訪
問
介
護
員
」
 

 
 
 

 
 

 
 

  
34
2-
02
  
訪
問
入
浴
介
助
員
 

 
を
立
て
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
訪
問
入
浴
介
助
員
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

  
訪
問
入
浴
介
護
に
は
、
雑
多
項
目
で
も
千
件
近
く
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
34
2-
01
：
34
1-
10
 

  
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
も
80
0
件
程
の
求
人
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
34
9-
02
：
（
12
9、
34
9-
10
）
の
一
部
 

 
確
認
で
き
る
。
迅
速
か
つ
的
確
な
職
業
紹
介
に
資
す
る
た
め
、
「
訪
問
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
入
浴
介
助
員
」
を
細
分
類
に
設
定
す
る
。
  
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
一
般
的
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
名
称
で
あ
る
が
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
新
た
に
設
け
た
施
設
介
護
と
の
対
比
を
鮮
明
に
す
る
意
味
も
あ
り
、
公
的
 

 
 
 

 
 

 
 

大
分
類
A
か
ら
移
設
 

 
名
称
で
あ
る
訪
問
介
護
員
を
項
目
名
と
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

34
A
 
施
設
介
護
員
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
34
A
-0
1 
施
設
介
護
員
 

○
小
分
類
の
新
設
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
大
分
類
Ａ
（
専
門
的
・
技
術
的
職
業
）
の
12
4（
福
祉
施
設
寮
母
・
寮
父
）
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
施
設
介
護
員
」
は
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
34
A
-0
1：
（
12
2、
12
4、
12
9）
の
一
部
 

 
高
い
こ
と
か
ら
、
小
分
類
に
採
録
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
日
本
標
準
職
業
分
類
の
改
訂
作
業
に
お
い
て
も
訪
問
介
護
と
施
設
介
護
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
を
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
に
設
定
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
 

34
9 

そ
の
他
の
家
庭
生
活
支
援
 

70
5 
 
 

34
9 
そ
の
他
の
家
庭
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
 

 
 

 
 

サ
ー
ビ
ス
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

34
9-
10
 
そ
の
他
の
家
庭
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
 

67
3 

67
3
 
34
9-
01
 
個
人
宅
掃
除
員
 

○
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
 

 
の
職
業
 

 
 

 
 

 
34
9-
02
 
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
 

 
雑
多
項
目
に
は
、
20
0
件
近
く
の
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
」
の
求
人
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
34
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
家
庭
生
活
支
援
 

 
寄
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
 

 
及
び
民
間
求
人
情
報
サ
イ
ト
で
も
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
」
の
求
人
職
種
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
数
多
く
確
認
で
き
る
。
実
務
利
用
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
雑
多
項
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分
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番
号
の
対
応
）
 

 
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
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ー
」
を
細
分
類
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
34
9-
01
：
34
9-
10
の
一
部
 

○
個
人
宅
掃
除
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
34
9-
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：
34
9-
10
の
一
部
 

 
雑
多
項
目
に
は
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
関
連
す
る
求
人
が
数
多
く
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
34
9-
99
：
34
9-
10
の
一
部
 

 
寄
せ
ら
れ
る
。
実
務
利
用
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
「
個
人
宅
掃
除
員
」
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
名
称
で
細
分
類
に
採
録
す
る
。
 

35
 

生
活
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
 

85
,4
98
 
 
 

 
 

 
 

35
1 

理
容
師
 

10
,5
98
 
 
 

35
1 
理
容
師
 

 
 

35
1-
10
 
理
容
師
 

9,4
41
 

9,4
41
 
35
1-
01
 
理
容
師
 

 
理
容
師
の
国
家
資
格
を
有
す
る
者
を
分
類
す
る
項
目
で
あ
り
、
細
分
化
は
 

35
1-
98
 
理
容
師
見
習
 

70
9 

70
9
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
難
し
い
。
理
容
師
補
助
は
新
設
す
る
雑
多
項
目
35
9
に
位
置
づ
け
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
1-
01
：
35
1-
10
、
-X
X
 

 
 

35
2 

美
容
師
 

46
,8
99
 
 
 

35
2 
美
容
師
 

 
 

35
2-
10
 
美
容
師
 

41
,58
5 

41
,58
5
 
35
2-
01
 
美
容
師
 

 
美
容
師
の
国
家
資
格
を
有
す
る
者
を
分
類
す
る
項
目
で
あ
り
、
細
分
化
は
 

35
2-
98
 
美
容
師
見
習
 

4,0
22
 

4,0
22
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
難
し
い
。
美
容
師
補
助
は
新
設
す
る
雑
多
項
目
35
9
に
位
置
づ
け
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
2-
01
：
35
2-
10
、
-X
X
 

 
 

35
3 

着
付
師
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
 

22
,3
83
 
 
 

 
 

 
 

35
3-
10
 
衣
装
着
付
師
 

59
5 

59
5
小
分
類
項
目
の
分
割
 

○
項
目
の
分
割
 

35
3-
20
 
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
 

16
,45
1 

16
,45
1
 
 

 
着
付
師
と
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
で
は
仕
事
の
内
容
が
異
な
る
た
め
小
分
類
を
 

35
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
着
付
師
、
 

5,1
99
 

5,1
99
35
3 
着
付
師
 

 
分
割
す
る
。
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
は
雑
多
項
目
と
統
合
し
、
名
称
を
「
美
容
 

 
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
 

 
 

 
 

 
35
3-
01
 
着
付
師
 

 
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
」
に
変
更
す
る
（
前
回
の
改
訂
で
は
「
美
容
師
・
着
付
師
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
を
「
美
容
師
」
と
「
着
付
師
・
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
」
に
分
割
し
て
い
た
）
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
3-
01
：
35
3-
10
 

 
着
付
師
（
衣
装
着
付
師
）
の
求
人
は
60
0
件
弱
に
と
ど
ま
る
た
め
、
細
分
化
は
 

 
 
 

 
 

 
 

35
A
 
美
容
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
 

 
行
わ
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
A
-0
1 
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
 

○
雑
多
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
A
-0
2 
ネ
イ
リ
ス
ト
 

１
）
ネ
イ
リ
ス
ト
（
ネ
イ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
A
-9
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
美
容
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
  

 
多
数
の
求
人
（
70
0
件
）
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
細
分
類
に
採
録
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

２
）
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
美
容
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
求
人
数
は
40
0
件
以
上
に
の
ぼ
る
が
。
化
粧
品
の
販
売
を
も
っ
ぱ
ら
行
う
も
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
A
-0
1：
35
3-
20
 

 
（
32
4-
25
医
薬
品
・
化
粧
品
販
売
員
、
普
通
職
業
名
に
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ド
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
A
-0
2：
35
3-
99
 

 
バ
イ
ザ
ー
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
あ
り
）
が
含
ま
れ
て
い
る
可
 

 
 
 

 
 

 
 

  
35
A
-9
9：
35
3-
99
 

 
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
細
分
類
の
設
定
は
見
送
る
。
 

35
4 

浴
場
従
事
者
 

65
4 
 
 

35
4 
浴
場
従
事
者
 

 
 

35
4-
10
 
浴
場
従
事
者
 

63
4 

 
35
4-
01
 
浴
場
従
事
者
 

○
求
人
 

35
4-
11
 
浴
場
主
 

3 
63
7
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
小
分
類
全
体
で
65
4
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
4-
01
：
35
4-
10
～
11
 

 
 

35
5 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
 

4,
95
4 
 
 

35
5 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職
 

 
 

35
5-
10
 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
 

2,8
11
 

 
35
5-
01
 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
 

○
求
人
 

35
5-
11
 
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
 

39
 

 
35
5-
02
 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
仕
上
工
 

 
枝
番
の
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
仕
上
工
」
が
1,1
61
件
に
の
ぼ
る
た
め
、
 

35
5-
12
 
洗
た
く
工
 

54
9 

 
 

 
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

35
5-
13
 
し
み
抜
き
工
 

34
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

35
5-
14
 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
仕
上
工
 

1,1
61
 

 
35
5-
01
：
35
5-
10
～
13
、
-1
5 

 
 

35
5-
15
 
洗
た
く
整
理
工
 

14
6 

4,7
40

 
35
5-
02
：
35
5-
14
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35
6 

洗
張
工
 

10
 
 
 

 
 

 
 

35
6-
10
 
洗
張
工
 

10
 

35
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

35
6-
11
 
湯
通
し
工
 

0 
 
 

 
10
件
に
と
ど
ま
る
の
で
小
分
類
と
し
て
の
項
目
を
廃
止
し
、
雑
多
項
目
に
 

35
6-
12
 
湯
の
し
工
 

0 
10
 
35
9-
01
 
洗
張
工
 

 
格
下
げ
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
9-
01
：
35
6-
10
～
12
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

雑
多
項
目
の
新
設
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

35
9 
そ
の
他
の
生
活
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
9-
01
 
洗
張
工
 

 
中
分
類
35
に
は
雑
多
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
小
分
類
35
1～
35
6
に
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
9-
02
 
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
療
法
施
術
人
 

 
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
の
、
関
連
す
る
生
活
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
は
大
分
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
9-
97
 
理
美
容
師
補
助
者
 

 
類
Ｅ
の
雑
多
項
目
の
雑
多
項
目
39
9-
99
に
分
類
せ
ざ
る
を
得
ず
、
求
職
者
や
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
生
活
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
員
に
と
っ
て
分
か
り
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
こ
の
た
め
中
分
類
35
に
雑
多
項
目
35
9
を
設
け
、
以
下
の
項
目
を
設
け
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
洗
張
工
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
9-
01
：
35
6-
10
～
12
 

 
求
人
数
が
少
な
い
た
め
小
分
類
か
ら
格
下
げ
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
9-
02
：
39
9-
99
 

○
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
療
法
施
術
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
9-
97
：
39
9-
99
 

 
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
を
は
じ
め
、
タ
イ
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ク
イ
ッ
ク
 

 
 
 

 
 

 
 

 
35
9-
99
：
39
9-
99
の
一
部
 

 
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
療
法
の
施
術
人
の
求
人
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
①
「
着
付
師
・
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
」
の
雑
多
項
目
(3
53
-9
9)
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
②
大
分
類
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
の
雑
多
の
雑
多
（
39
9-
99
）
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
③
大
分
類
Ａ
専
門
的
・
技
術
的
職
業
の
保
健
医
療
の
職
業
の
雑
多
（
11
9-
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
99
）
、
に
多
数
確
認
さ
れ
た
の
で
、
「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
療
法
施
術
人
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
の
名
称
で
細
分
類
項
目
を
設
け
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
理
美
容
師
補
助
者
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
平
成
10
年
の
理
容
師
法
及
び
美
容
師
改
正
に
よ
る
理
美
容
師
免
許
の
国
家
資
格
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
化
に
伴
い
、
実
務
実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
）
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
実
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
習
生
が
行
っ
て
き
た
仕
事
の
一
部
（
清
掃
・
タ
オ
ル
絞
り
・
道
具
整
理
等
）
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
補
助
業
務
従
事
者
が
担
当
し
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
制
度
変
更
に
伴
い
、
ES
CO
で
は
理
美
容
師
見
習
い
の
コ
ー
ド
(3
51
-9
8,3
52
- 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
98
)を
廃
止
し
た
。
補
助
業
務
従
事
者
は
理
美
容
の
本
質
的
作
業
へ
の
従
事
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
仕
事
内
容
の
違
い
か
ら
、
雑
多
項
目
（
39
9-
99
他
に
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
）
に
分
類
（
普
通
職
業
名
に
採
録
）
し
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
し
か
し
、
理
美
容
師
の
補
助
業
務
従
事
者
が
「
理
容
師
」
「
美
容
師
」
で
な
く
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
大
分
類
Ｅ
の
雑
多
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
現
状
は
、
求
職
者
が
理
容
師
補
助
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
の
求
人
を
探
す
際
に
不
便
で
あ
る
。
理
美
容
師
補
助
の
仕
事
は
理
美
容
師
の
周
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
辺
業
務
で
あ
り
、
生
活
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
設
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
雑
多
項
目
35
9
の
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
雑
多
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
35
3-
99
の
う
ち
「
着
付
師
」
「
美
容
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
」
に
該
当
し
な
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
も
の
、
39
9-
99
の
う
ち
生
活
衛
生
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
も
の
を
分
類
す
る
。
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36
 

飲
食
物
調
理
の
職
業
 

19
1,
81
8 
 
 

 
 

 
 

36
1 

調
理
人
 

19
1,
10
3 
 
 

36
1 
調
理
人
 

 
 

36
1-
10
 
日
本
料
理
調
理
人
 

39
,57
8 

 
36
1-
01
 
日
本
料
理
調
理
人
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

36
1-
11
 
す
し
職
人
 

7,9
36
 

47
,51
4
 
36
1-
02
 
す
し
職
人
 

 
集
約
項
目
の
「
日
本
料
理
調
理
人
」
に
は
39
,57
8
件
、
「
西
洋
料
理
調
理
人
」
 

36
1-
20
 
西
洋
料
理
調
理
人
 

14
,93
6 

14
,93
6
 
36
1-
03
 
西
洋
料
理
調
理
人
 

 
は
14
,93
6
件
、
「
中
華
料
理
調
理
人
」
は
6,1
45
件
、
「
給
食
調
理
人
」
は
 

36
1-
30
 
中
華
料
理
調
理
人
 

6,1
45
 

6,1
45
 
36
1-
04
 
中
華
料
理
調
理
人
 

 
45
,76
1
件
、
「
調
理
人
見
習
」
は
18
,49
0
件
と
い
ず
れ
の
項
目
に
も
一
定
 

36
1-
40
 
給
食
調
理
人
 

45
,76
1 

45
,76
1
 
36
1-
05
 
給
食
調
理
人
 

 
規
模
の
求
人
が
確
認
で
き
る
。
加
え
て
、
現
在
の
分
類
項
目
は
、
調
理
師
 

36
1-
98
 
調
理
人
見
習
 

18
,49
0 

18
,49
0
 
36
1-
97
 
調
理
補
助
者
 

 
免
許
取
得
者
の
技
能
向
上
を
め
ざ
し
た
国
家
資
格
で
あ
る
「
調
理
専
門
師
 

36
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
調
理
人
 

30
,68
0 

30
,68
0
 
36
1-
98
 
調
理
人
見
習
 

 
・
調
理
技
能
士
」
の
調
理
区
分
と
も
合
致
し
、
現
場
の
実
態
に
即
し
た
も
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
36
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
調
理
人
 
 

 
と
い
え
る
。
見
直
し
す
る
積
極
的
理
由
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
分
類
体
系
を
維
持
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
「
す
し
職
人
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
36
1-
01
：
36
1-
10
 

 
枝
番
の
「
す
し
職
人
」
（
36
1-
11
）
に
は
7,9
36
件
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
36
1-
02
：
36
1-
11
 

 
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
。
加
え
て
、
「
調
理
専
門
師
・
調
理
技
能
士
」
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
36
1-
03
：
36
1-
20
 

 
実
技
試
験
で
も
「
す
し
料
理
調
理
作
業
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
36
1-
04
：
36
1-
30
 

  
枝
番
の
「
す
し
職
人
」
を
細
分
類
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
36
1-
05
：
36
1-
40
 

○
「
調
理
補
助
者
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
36
1-
97
：
36
1-
99
の
一
部
 

 
雑
多
項
目
（
約
3
万
件
）
の
4
割
近
く
は
、
「
調
理
補
助
」
が
占
め
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
36
1-
98
：
36
1-
98
 

 
加
え
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
も
3
千
件
程
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
36
1-
99
：
36
1-
99
の
一
部
 

 
求
人
が
確
認
さ
れ
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
。
求
人
・
求
職
双
方
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
「
調
理
補
助
者
」
を
細
分
類
に
設
定
す
る
。
 

36
2 

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
 

71
5 
 
 

36
2 
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
 

 
 

36
2-
10
 
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
 

71
4 

71
4
 
36
2-
01
 
バ
ー
デ
ン
ダ
ー
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
求
人
が
71
5
件
に
と
ど
ま
り
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
36
2-
01
：
36
2-
10
 

 
こ
と
か
ら
、
現
状
の
分
類
体
系
を
維
持
す
る
。
 

37
 

接
客
・
給
仕
の
職
業
 

17
6,
11
9 
 
 

 
 

 
 

37
1 

飲
食
物
給
仕
人
 

90
,7
63
 
 
 

 
 

 
 

37
1-
10
 
飲
食
物
給
仕
人
 

56
,44
2 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
、
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
 

37
1-
11
 
配
ぜ
ん
（
膳
）
人
 

2,9
35
 

 
 

 
飲
食
物
給
仕
の
求
人
職
種
名
で
現
在
最
も
多
く
見
ら
れ
る
の
は
「
ホ
ー
ル
ス
 

37
1-
12
 
ウ
エ
イ
タ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
 

25
,21
5 

37
1 
飲
食
物
給
仕
係
 

 
タ
ッ
フ
」
で
あ
る
。
ま
た
「
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
」
の
使
用
も
広
が
り
が
み
ら
 

37
1-
13
 
ソ
ム
リ
エ
 

28
1 

84
,87
3

 
 

 
れ
、
一
方
、
「
ウ
エ
イ
タ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
」
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
1-
01
 
配
ぜ
ん
人
 

 
る
。
集
約
コ
ー
ド
37
1-
10
や
47
1-
X
X
に
求
人
が
多
数
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
1-
02
 
ウ
エ
イ
タ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
 

 
の
も
、
分
類
項
目
名
に
「
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
」
「
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
」
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
1-
03
 
ソ
ム
リ
エ
 

 
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
一
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
民
間
事
業
者
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
職
種
分
類
に
は
「
ホ
ー
ル
・
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
」
（
マ
イ
ナ
ビ
、
リ
ク
ナ
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
ビ
）
、
「
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
、
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
」
（
エ
ン
ジ
ャ
パ
ン
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
1-
01
：
37
1-
11
、
-1
0
の
一
部
 

 
等
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
」
「
フ
ロ
ア
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
1-
02
：
37
1-
12
、
-1
0
の
一
部
 

 
ス
タ
ッ
フ
」
は
飲
食
物
給
仕
を
行
わ
な
い
パ
チ
ン
コ
店
や
音
楽
ホ
ー
ル
等
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
1-
03
：
37
1-
13
 

 
係
員
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
こ
の
た
め
飲
食
物
給
仕
人
の
細
分
類
項
目
名
に
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
採
用
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
職
業
は
「
ウ
エ
イ
タ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
」
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
位
置
づ
け
、
「
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
」
「
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
」
（
「
ホ
ー
ル
係
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
フ
ロ
ア
係
」
）
が
該
当
す
る
こ
と
を
定
義
等
に
明
記
す
る
。
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37
2 

身
の
回
り
世
話
従
事
者
 

20
,0
74
 
 
 

 
 

 
 

37
2-
10
 
旅
館
・
ホ
テ
ル
接
客
係
 

8,8
77
 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
小
分
類
の
名
称
 

37
2-
11
 
旅
館
・
ホ
テ
ル
案
内
係
 

45
9 

37
2 
旅
館
・
ホ
テ
ル
・
乗
物
接
客
係
 

 
「
身
の
回
り
世
話
従
事
者
」
の
名
称
は
ホ
テ
ル
・
旅
館
・
乗
物
の
接
客
に
 

37
2-
12
 
旅
館
・
ホ
テ
ル
客
室
係
 

8,3
78
 

 
37
2-
01
 
旅
館
・
ホ
テ
ル
接
客
係
 

 
関
す
る
求
人
職
種
名
と
し
て
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
 

37
2-
13
 
旅
館
・
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
係
 

1,0
73
 

18
,78
7

 
37
2-
02
 
旅
館
・
ホ
テ
ル
客
室
係
 

 
「
医
療
・
介
護
」
の
職
業
と
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
 

37
2-
20
 
乗
物
客
室
給
仕
人
 

59
8 

 
37
2-
03
 
乗
物
客
室
係
 

 
小
分
類
の
名
称
を
「
旅
館
・
ホ
テ
ル
・
乗
物
接
客
係
」
に
変
更
す
る
。
 

37
2-
21
 
航
空
客
室
乗
務
員
 

10
1 

 
 

 
 

37
2-
22
 
船
室
係
 

25
 

72
4
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
2-
01
：
37
2-
10
～
11
、
-1
3、
-X
X
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
2-
02
：
37
2-
12
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
37
2-
03
：
37
2-
20
～
22
 

 
 

37
3 

接
客
社
交
係
 

2,
42
2 
 
 

 
 

 
 

37
3-
10
 
接
客
社
交
係
 

2,3
15
 

2,3
15
小
分
類
37
3
と
37
4
の
統
合
 

○
接
客
社
交
係
の
求
人
職
種
名
 

37
4 

芸
者
 

26
 
 
 

 
37
3 
接
客
社
交
係
、
芸
者
 

 
「
ホ
ス
テ
ス
」
「
フ
ロ
ア
レ
デ
ィ
」
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
男
性
 

37
4-
10
 
芸
者
 

15
 

  
 
37
3-
01
 
接
客
社
交
係
 

 
（
ホ
ス
ト
）
を
含
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
、
職
業
名
は
現
在
の
「
接
客
社
交
係
」
 

37
4-
11
 
舞
妓
 

7 
22
 
 
37
3-
02
 
芸
者
 

 
を
維
持
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
芸
者
の
求
人
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
37
3-
01
：
37
3-
10
 

 
26
件
に
と
ど
ま
る
の
で
、
37
3
接
客
社
交
係
と
統
合
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
37
3-
02
：
37
4-
10
～
12
 

 
 

37
5 

娯
楽
場
等
の
接
客
員
 

60
,8
70
 
 
 

 
 

 
 

37
5-
10
 
娯
楽
場
等
支
配
人
 

3,1
37
 

3,1
37
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

37
5-
20
 
娯
楽
場
等
接
客
係
 

46
,22
7 

37
5 
娯
楽
場
等
接
客
員
 

 
求
人
数
の
多
い
娯
楽
場
等
支
配
人
（
3,1
37
件
）
お
よ
び
集
約
コ
ー
ド
の
 

37
5-
21
 
娯
楽
場
出
・
改
札
係
 

19
3 

 
37
5-
01
 
娯
楽
場
等
支
配
人
 

 
「
娯
楽
場
等
接
客
係
」
(4
6,2
27
件
)、
枝
番
コ
ー
ド
の
「
遊
戯
施
設
係
」
 

37
5-
22
 
座
席
案
内
係
 

37
 

 
37
5-
02
 
娯
楽
場
等
接
客
係
 

 
（
1,0
16
件
）
、
「
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
係
」
（
49
9
件
）
、
 

37
5-
23
 
娯
楽
場
放
送
係
 

27
 

 
37
5-
03
 
遊
戯
施
設
係
 

 
キ
ャ
デ
ィ
（
9,0
94
件
）
を
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
他
の
枝
番
コ
ー
ド
 

37
5-
24
 
遊
戯
施
設
係
 

1,0
16
 

 
37
5-
04
 
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
係
 

 
は
「
娯
楽
場
等
接
客
係
」
に
含
む
こ
と
と
す
る
。
 

37
5-
25
 
貸
遊
具
係
 

49
 

 
37
5-
05
 
キ
ャ
デ
ィ
 

 
 

37
5-
26
 
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
係
 

49
9 

 
 

 
 

37
5-
27
 
キ
ャ
デ
ィ
 

9,0
94
 

57
,14
2

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
5-
01
：
37
5-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
5-
02
：
37
5-
20
～
23
、
-2
5 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
5-
03
：
37
5-
24
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
5-
04
：
37
5-
26
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
5-
05
：
37
5-
27
 

 
 

37
6 

旅
館
主
・
支
配
人
 

1,
96
4 
 
 

 
 

 
 

37
6-
10
 
旅
館
主
・
支
配
人
 

1,9
02
 

1,9
02
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

37
6 
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
者
・
支
配
人
 

 
求
人
件
数
は
約
1,9
00
件
と
一
定
の
規
模
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
独
の
小
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
6-
01
 
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
者
・
支
配
人
 

 
項
目
と
し
て
維
持
す
る
。
名
称
は
小
分
類
37
2
と
同
様
に
「
旅
館
・
ホ
テ
ル
」
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
の
呼
称
を
用
い
「
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
者
・
支
配
人
」
に
変
更
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
6-
01
：
37
6-
10
、
-X
X
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

雑
多
項
目
の
新
設
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37
9 
そ
の
他
の
接
客
・
給
仕
の
職
業
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
9-
01
 
そ
の
他
の
接
客
・
給
仕
の
職
業
 

○
項
目
の
新
設
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
ダ
ン
サ
ー
（
39
9-
99
）
等
を
分
類
す
る
項
目
と
し
て
新
た
に
雑
多
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
37
9-
01
：
39
9-
99
の
一
部
 

 
新
設
す
る
。
 

38
 

居
住
施
設
・
ビ
ル
等
の
管
理
の
職
業
 

23
,9
31
 
 
 

 
 

 
 

38
1 

マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
・
 

6,
78
9 
 
 

38
1 
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
・
下
宿
管
理
人
 

 
 

 
 

下
宿
管
理
人
 

 
 

 
 

 
 

 
 

38
1-
10
 
住
宅
施
設
管
理
人
 

6,6
51
 

6,6
51
 
38
1-
01
 
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
・
下
宿
管
理
人
 

○
求
人
 

38
1-
20
 
下
宿
管
理
人
 

30
 

30
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
38
1-
20
「
下
宿
管
理
人
」
の
求
人
数
は
30
件
に
と
ど
ま
る
た
め
、
細
分
類
項
 

 
 
 

 
 

 
 

 
38
1-
01
：
38
1-
10
、
-2
0 

 
目
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
・
下
宿
管
理
人
」
に
一
本
化
す
る
。
 

38
2 

寄
宿
舎
・
寮
管
理
人
 

1,
81
0 
 
 

38
2 
寄
宿
舎
・
寮
管
理
人
 

 
 

38
2-
10
 
寄
宿
舎
・
寮
管
理
人
 

1,6
83
 

 
38
2-
01
 
寄
宿
舎
・
寮
管
理
人
 

○
求
人
 

38
2-
11
 
寄
宿
舎
世
話
係
 

11
0 

1,7
93
 
 

 
38
2-
11
「
寄
宿
舎
世
話
係
」
の
求
人
は
約
10
0
件
（
小
分
類
全
体
の
6％
）
に
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
と
ど
ま
る
た
め
、
小
分
類
を
集
約
コ
ー
ド
38
2-
10
「
寄
宿
舎
・
寮
管
理
人
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
38
2-
01
：
38
2-
10
、
-1
1 

 
に
一
本
化
す
る
。
 

38
3 

ビ
ル
管
理
人
 

4,
80
0 
 
 

 
 

 
 

38
3-
10
 
ビ
ル
管
理
人
 

4,2
92
 

4,2
92
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
項
目
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
小
分
類
38
3
の
職
業
は
い
わ
ゆ
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
う
ち
、
設
備
（
電
力
 

 
 
 

 
 

 
 

38
3 
ビ
ル
設
備
管
理
員
 

 
設
備
・
空
調
設
備
・
ボ
イ
ラ
ー
・
給
排
水
設
備
な
ど
）
の
運
転
／
操
作
・
保
 

 
 
 

 
 

 
 

 
38
3-
01
 
ビ
ル
設
備
管
理
員
 

 
守
・
管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
求
人
は
現
状
の
分
類
表
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
で
、
07
1-
99
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
技
術
者
、
38
3-
10
ビ
ル
管
理
人
、
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
38
9-
99
他
に
分
類
さ
れ
な
い
居
住
施
設
・
ビ
ル
等
の
管
理
の
職
業
、
73
1-
10
 

 
 
 

 
 

 
 

 
38
3-
01
：
38
3-
10
 

 
ボ
イ
ラ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
73
9-
99
他
に
分
類
さ
れ
な
い
定
置
機
関
・
機
械
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
お
よ
び
建
設
機
械
運
転
の
職
業
、
な
ど
に
分
散
し
て
い
る
。
こ
れ
は
小
分
類
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
名
称
「
ビ
ル
管
理
人
」
が
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
の
職
業
を
表
す
言
葉
と
し
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
一
因
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
名
称
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
を
「
ビ
ル
設
備
管
理
員
」
（
ま
た
は
「
ビ
ル
施
設
管
理
員
」
「
ビ
ル
設
備
管
理
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
者
」
等
）
に
変
更
す
る
。
 

38
4 

駐
車
場
・
駐
輪
場
管
理
人
 

4,
10
1 
 
 

38
4 
駐
車
場
・
駐
輪
場
管
理
人
 

 
 

38
4-
10
 
駐
車
場
・
駐
輪
場
管
理
人
 

1,7
79
 

 
38
4-
01
 
駐
車
場
・
駐
輪
場
管
理
人
 

○
求
人
 

38
4-
11
 
駐
車
場
管
理
人
 

2,1
36
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
駐
輪
場
管
理
人
の
求
人
は
18
0
件
（
小
分
類
全
体
の
4％
）
に
と
ど
ま
る
た
め
、
 

38
4-
12
 
駐
輪
場
管
理
人
 

18
0 

4,0
95
 
38
4-
01
：
38
4-
10
～
12
 

 
細
分
類
項
目
を
「
駐
車
場
・
駐
輪
場
管
理
人
」
に
統
合
す
る
。
 

38
9 

そ
の
他
の
居
住
施
設
・
 

6,
43
1 
 
 

38
9 
そ
の
他
の
居
住
施
設
・
ビ
ル
等
の
管
理
の
職
業
 

 
 

 
 

ビ
ル
等
の
管
理
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

38
9-
10
 
別
荘
管
理
人
 

27
4 

27
4
 
38
9-
01
 
別
荘
管
理
人
 

○
求
人
 

38
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
居
住
施
設
・
 

5,9
99
 

5,9
99
 
38
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
居
住
施
設
・
ビ
ル
等
の
 

 
別
荘
管
理
人
の
求
人
は
27
4
件
と
一
定
の
規
模
が
あ
り
、
細
分
類
項
目
に
設
定
 

 
ビ
ル
等
の
管
理
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
管
理
の
職
業
 

 
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
雑
多
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
求
人
数
が
約
6,0
00
件
に
の
ぼ
る
が
、
大
半
は
小
分
類
38
3
に
分
類
す
べ
き
 

 
 
 

 
 

 
 

 
38
9-
01
：
38
9-
10
 

 
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
ビ
ル
施
設
管
理
、
ビ
ル
設
備
管
理
等
）
」
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
38
9-
99
：
38
9-
99
 

 
そ
の
他
に
は
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
ほ
ど
の
規
模
が
あ
る
求
人
職
種
名
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
見
ら
れ
な
い
。
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39
 

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
 

27
,2
61
 
 
 

 
 

 
 

39
1 

添
乗
員
、
観
光
案
内
人
 

1,
32
2 
 
 

39
1 
添
乗
員
、
観
光
案
内
人
 

 
 

39
1-
10
 
添
乗
員
 

99
3 

99
3
 
39
1-
01
 
添
乗
員
 

○
求
人
 

39
1-
20
 
観
光
案
内
人
 

21
4 

21
4
 
39
1-
02
 
観
光
案
内
人
 

 
添
乗
員
が
1,0
00
件
弱
、
観
光
案
内
人
が
約
20
0
と
一
定
規
模
が
あ
り
、
と
も
に
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
1-
01
：
39
1-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
1-
02
：
39
1-
20
 

 
 

39
2 

物
品
一
時
預
り
人
 

13
3 
 
 

 
 

 
 

39
2-
10
 
物
品
一
時
預
り
人
 

13
3 

13
3
39
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
9-
0A
 
物
品
一
時
預
り
人
 

 
10
0
件
程
度
に
と
ど
ま
る
の
で
、
雑
多
項
目
の
細
分
類
に
格
下
げ
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
9-
0A
：
39
2-
10
 

 
 

39
3 

物
品
賃
貸
人
 

2,
42
1 
 
 

39
3 
物
品
賃
貸
人
 

 
 

39
3-
10
 
物
品
賃
貸
人
 

2,4
14
 

2,4
14
 
39
3-
01
 
物
品
賃
貸
人
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
2,5
00
件
弱
と
一
定
の
規
模
が
あ
る
の
で
、
小
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
求
人
職
種
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
3-
01
：
39
3-
10
 

 
求
人
で
目
立
つ
の
は
レ
ン
タ
カ
ー
営
業
所
員
や
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
レ
ン
タ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ル
シ
ョ
ッ
プ
店
員
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
求
人
職
種
名
に
「
物
品
賃
貸
人
」
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
「
レ
ン
タ
カ
ー
ス
タ
ッ
フ
」
「
レ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
店
員
」
な
ど
が
多
い
。
「
レ
ン
タ
ル
」
の
名
称
を
含
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ん
だ
分
類
名
も
考
え
ら
れ
な
い
か
検
討
す
る
。
 

39
4 

広
告
宣
伝
員
 

1,
42
4 
 
 

 
 

 
 

39
4-
10
 
広
告
宣
伝
員
 

1,0
68
 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

39
4-
11
 
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
 

2 
39
4 
広
告
宣
伝
人
 

 
約
1,4
00
件
と
一
定
の
規
模
が
あ
る
の
で
、
小
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

39
4-
12
 
ビ
ラ
配
り
人
 

33
4 

1,4
04
 
39
4-
01
 
広
告
宣
伝
員
 

○
チ
ラ
シ
配
布
人
 

 
 
 

 
 

 
 

  
39
4-
02
 
チ
ラ
シ
配
り
人
 
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
民
間
求
人
情
報
誌
等
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
求
人
を
見
る
と
、
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
顧
客
の
依
頼
を
受
け
チ
ラ
シ
等
を
家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
「
ポ
ス
テ
ィ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
4-
01
：
39
4-
10
～
11
 

 
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
」
、
街
頭
で
通
行
人
に
配
る
「
チ
ラ
シ
配
布
人
」
が
目
立
つ
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
4-
02
：
39
4-
12
 

 
チ
ラ
シ
配
布
人
等
の
名
称
で
独
自
の
細
分
類
項
目
を
設
定
す
る
。
 

39
5 

葬
儀
師
 

5,
27
9 
 
 

 
 

 
 

39
5-
10
 
葬
儀
師
 

5,1
84
 

5,1
84
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
5,0
00
件
を
超
え
る
規
模
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
単
独
の
小
分
類
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

39
5 
葬
儀
師
、
火
葬
係
 

 
と
す
る
。
な
お
、
求
人
職
種
名
と
し
て
は
「
セ
レ
モ
ニ
ー
ス
タ
ッ
フ
」
が
多
く
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
5-
01
 
葬
儀
師
 

 
み
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
5-
02
 
火
葬
係
 

○
湯
灌
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
に
は
、
納
棺
前
に
遺
体
を
清
潔
に
す
る
湯
灌
（
ゆ
か
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
ん
）
を
行
う
「
湯
灌
師
」
「
湯
灌
ス
タ
ッ
フ
」
が
み
ら
れ
る
が
、
現
分
類
表
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
5-
01
：
39
5-
10
 

 
の
位
置
づ
け
は
明
確
で
は
な
く
、
普
通
職
業
名
に
も
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
葬
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
5-
02
：
(8
09
-9
9)
 

 
儀
社
が
葬
儀
の
準
備
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
39
5 
葬
儀
師
」
の
分
類
項
目
に
位
置
づ
け
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
葬
儀
の
運
営
・
進
行
・
受
付
・
案
内
・
応
接
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
葬
儀
師
」
の
定
義
に
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
葬
儀
の
準
備
・
手
配
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を
行
う
葬
儀
社
の
社
員
が
葬
儀
当
日
の
運
営
に
携
わ
る
。
こ
の
た
め
定
義
の
職
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
務
範
囲
を
拡
大
し
、
葬
儀
当
日
の
「
運
営
・
進
行
」
に
関
す
る
仕
事
を
含
む
こ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
と
と
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
受
付
・
案
内
・
応
接
」
に
つ
い
て
は
、
（
１
）
業
者
の
社
員
が
準
備
か
ら
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
当
日
の
運
営
ま
で
一
貫
し
て
携
わ
る
、
（
２
）
当
日
は
同
一
人
物
が
進
行
補
助
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
か
ら
弔
問
客
の
応
接
ま
で
幅
広
く
担
当
す
る
、
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
れ
ら
を
葬
儀
の
仕
事
と
ひ
と
く
く
り
に
し
て
「
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
」
に
位
置
づ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
し
か
し
、
例
え
ば
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
働
く
人
の
場
合
、
受
付
を
主
と
す
る
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
（
フ
ロ
ン
ト
係
）
は
25
3「
受
付
・
案
内
事
務
員
」
、
案
内
・
応
接
を
主
と
す
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
る
人
は
37
2「
身
の
回
り
世
話
従
事
者
」
に
分
類
さ
れ
る
（
日
本
標
準
職
業
分
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
類
も
同
様
）
。
職
務
の
類
似
性
を
考
慮
す
る
と
、
式
の
受
付
を
主
と
し
て
担
当
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
す
る
人
は
25
3「
受
付
・
案
内
事
務
員
」
に
位
置
づ
け
る
の
が
適
当
で
あ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
（
「
葬
儀
で
受
付
・
応
接
に
主
と
し
て
従
事
す
る
人
」
を
×
例
示
す
る
）
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
火
葬
作
業
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
日
本
標
準
職
業
分
類
は
小
分
類
39
5
を
「
葬
儀
師
、
火
葬
作
業
員
」
と
し
て
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
葬
儀
の
準
備
、
又
は
死
体
の
火
葬
の
仕
事
に
従
事
す
る
も
の
」
と
定
義
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
い
る
。
ES
CO
で
は
火
葬
作
業
員
を
労
務
の
職
業
に
位
置
づ
け
て
い
た
が
、
日
本
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
標
準
職
業
分
類
と
の
整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
に
移
動
し
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
小
分
類
「
葬
儀
師
、
火
葬
係
」
の
も
と
に
細
分
類
を
設
け
る
。
 

39
9 

他
に
分
類
さ
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
 

16
,6
82
 
 
 

 
 

 
 

 
 

職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

39
9-
10
 
赤
帽
・
ポ
ー
タ
ー
 

30
9 

30
9
39
9-
60
の
小
分
類
格
上
げ
 

 
 

39
9-
20
 
美
術
モ
デ
ル
 

6 
6
39
A
 
ト
リ
マ
ー
 

 
 

39
9-
30
 
便
利
屋
 

66
 

66
 
39
A
-0
1 
ト
リ
マ
ー
 

○
求
人
 

39
9-
40
 
靴
み
が
き
人
 

29
 

29
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
ト
リ
マ
ー
が
1,0
00
件
を
超
え
て
お
り
、
小
分
類
に
格
上
げ
す
る
。
ポ
ー
タ
ー
 

39
9-
50
 
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
係
 

27
 

27
 
39
A
-0
1：
39
9-
60
 

 
（
約
30
0
件
）
を
除
く
そ
の
他
の
細
分
類
項
目
は
、
い
ず
れ
も
10
0
件
に
達
し
な
 

39
9-
60
 
ト
リ
マ
ー
 

1,2
61
 

1,2
61
 

 
い
の
で
廃
止
す
る
。
 

39
9-
70
 
易
者
、
祈
と
う
師
 

10
 

10
39
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
 

○
結
婚
式
相
談
員
 

39
9-
80
 
野
犬
捕
獲
員
 

15
 

15
 
39
9-
0A
 
物
品
一
時
預
り
人
 

 
雑
多
項
目
39
9-
99
に
は
結
婚
式
関
連
の
求
人
職
種
名
が
約
60
0
件
確
認
さ
れ
、
 

39
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
 

14
,72
4 

14
,72
4
 
39
9-
01
 
ポ
ー
タ
ー
 

 
特
に
式
場
や
挙
式
・
披
露
宴
の
プ
ラ
ン
、
演
出
な
ど
を
企
画
・
提
案
す
る
 

 
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
 

 
 

 
 

 
39
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
 

 
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
な
ど
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
職
業
 

 
多
い
。
現
在
の
分
類
表
で
は
中
分
類
28
「
営
業
・
販
売
関
連
事
務
の
職
業
」
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
の
28
2-
10
「
販
売
係
事
務
員
」
の
普
通
職
業
名
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
39
9-
0A
：
39
2-
10
 

 
「
営
業
・
販
売
関
連
事
務
の
職
業
」
の
細
分
類
に
こ
う
し
た
結
婚
式
の
営
業
  

 
 
 

 
 

 
 

 
39
9-
01
：
39
9-
10
 

 
関
係
の
項
目
を
設
定
し
た
う
え
で
、
結
婚
式
の
相
談
業
務
に
主
と
し
て
従
事
  

 
 
 

 
 

 
 

 
39
9-
99
：
39
9-
20
、
-3
0、
-4
0、
-5
0、
-7
0、
-8
0、
-9
9 

  
す
る
人
を
雑
多
項
目
39
9-
99
に
分
類
す
る
。
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分類番号 項目名 分類番号 項目名
34 家庭生活支援サービスの職業
341 家政婦（夫）、家事手伝 341 家政婦（夫）、家事手伝
341-10 家政婦（夫） 341-01 家政婦（夫）
341-20 家事手伝 341-02 家事手伝
342 ホームヘルパー 342 訪問介護職
342-10 ホームヘルパー 342-01 訪問介護員

342-02 訪問入浴介助員
（対応現行番号：129の一部）

34A 施設介護員
34A-01 施設介護員

（対応現行番号：122、124、129の一部）
349 その他の家庭生活支援サービスの職業 349 その他の家庭生活支援サービスの職業
349-10 その他の家庭生活支援サービスの職業 349-01 個人宅掃除員

349-02 ベビーシッター
349-99 他に分類されないその他の家庭生活

支援サービスの職業
35 生活衛生サービスの職業
351 理容師 351 理容師
351-10 理容師 351-01 理容師
351-98 理容師見習 （項目廃止）
352 美容師 352 美容師
352-10 美容師 352-01 美容師
352 98 美容師見習 （項目廃止）

現行 改訂素案

図表22　大分類Ｅ「サービスの職業」の細分類項目に係る新旧項目対照表

352-98 美容師見習 （項目廃止）
353 着付師、エステティシャン 353 着付師
353-10 衣装着付師 353-01 着付師

35A 美容サービス従事者
353-20 エステティシャン 35A-01 エステティシャン
353-99 他に分類されない着付師、 35A-02 ネイリスト

エステティシャン 35A-99 他に分類されない美容サービス従事者
354 浴場従事者 354 浴場従事者
354-10 浴場従事者 354-01 浴場従事者
354-11 浴場主

355 クリーニング工 355 クリーニング職
  355-10  クリーニング工 355-01 クリーニング工
  355-11  ドライクリーニング工
  355-12  洗たく工
  355-13  しみ抜き工
  355-14  クリーニング仕上工 355-02 クリーニング仕上工
  355-15  洗たく整理工
356 洗張工
  356-10  洗張工 359 その他の生活衛生サービスの職業
  356-11  湯通し工
  356-12  湯のし工 359-01 洗張工

359-02 リラクゼーション療法施術人
（対応現行番号：399-99）

359-97 理美容師補助者
（対応現行番号：399-99）

359-99 他に分類されない生活衛生サービスの職業
（その他の対応現行番号：399-99）

36 飲食物調理の職業
361 調理人 361 調理人
361-10 日本料理調理人 361-01 日本料理調理人
361-11 すし職人 361-02 すし職人
361-20 西洋料理調理人 361 03 西洋料理調理人361 20 西洋料理調理人 361-03 西洋料理調理人
361-30 中華料理調理人 361-04 中華料理調理人
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361-40 給食調理人 361-05 給食調理人
361-97 調理補助者

361-98 調理人見習 361-98 調理人見習
361-99 他に分類されない調理人 361-99 他に分類されない調理人　

362 バーテンダー 362 バーテンダー
362-10 バーテンダー 362-01 バーデンダー

37 接客・給仕の職業
371 飲食物給仕人 371 飲食物給仕係
371-10 飲食物給仕人
371-11 配ぜん（膳）人 371-01 配ぜん人
371-12 ウエイター・ウエイトレス 371-02 ウエイター・ウエイトレス
371-13 ソムリエ 371-03 ソムリエ
372 身の回り世話従事者 372 旅館・ホテル・乗物接客係
372-10 旅館・ホテル接客係 372-01 旅館・ホテル接客係
372-11 旅館・ホテル案内係
372-12 旅館・ホテル客室係 372-02 旅館・ホテル客室係
372-13 旅館・ホテルサービス係
372-20 乗物客室給仕人 372-03 乗物客室係
372-21 航空客室乗務員
372-22 船室係

373 接客社交係 373 接客社交係、芸者
373-10 接客社交係 373-01 接客社交係

374 芸者
374-10 芸者 373-02 芸者
374-11 舞妓

375 娯楽場等の接客員 375 娯楽場等接客員
375-10 娯楽場等支配人 375 01 娯楽場等支配人375 10 娯楽場等支配人 375-01 娯楽場等支配人
375-20 娯楽場等接客係 375-02 娯楽場等接客係
375-21 娯楽場出・改札係
375-22 座席案内係
375-23 娯楽場放送係
375-24 遊戯施設係 375-03 遊戯施設係
375-25 貸遊具係
375-26 スポーツ・クラブハウス係 375-04 スポーツ・クラブハウス係
375-27 キャディ 375-05 キャディ

376 旅館主・支配人 376 旅館・ホテルの経営者・支配人
376-10 旅館主・支配人 376-01 旅館・ホテルの経営者・支配人

379 その他の接客・給仕の職業
379-01 その他の接客・給仕の職業

（その他の対応現行番号：399-99）
38 居住施設・ビル等の管理の職業
381 マンション・アパート・下宿管理人 381 マンション・アパート・下宿管理人
381-10 住宅施設管理人 381-01 マンション・アパート・下宿管理人
381-20 下宿管理人

382 寄宿舎・寮管理人 382 寄宿舎・寮管理人
382-10 寄宿舎・寮管理人 382-01 寄宿舎・寮管理人
382-11 寄宿舎世話係

383 ビル管理人 383 ビル設備管理員
383-10 ビル管理人 383-01 ビル設備管理員

384 駐車場・駐輪場管理人 384 駐車場・駐輪場管理人
384-10 駐車場・駐輪場管理人 384-01 駐車場・駐輪場管理人
384-11 駐車場管理人
384-12 駐輪場管理人

389 その他の居住施設・ 389 その他の居住施設・
ビル等の管理の職業 ビル等の管理の職業

389-10 別荘管理人 389-01 別荘管理人
389-99 他に分類されない居住施設・ 389-99 他に分類されない居住施設・389 99 他に分類されない居住施設 389 99 他に分類されな 居住施設

ビル等の管理の職業 ビル等の管理の職業
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39 その他のサービスの職業
391 添乗員、観光案内人 391 添乗員、観光案内人
391-10 添乗員 391-01 添乗員
391-20 観光案内人 391-02 観光案内人

392 物品一時預り人
392-10 物品一時預り人

393 物品賃貸人 393 物品賃貸人
393-10 物品賃貸人 393-01 物品賃貸人

394 広告宣伝員 394 広告宣伝人
394-10 広告宣伝員 394-01 広告宣伝員
394-11 ファッションモデル
394-12 ビラ配り人 394-02 チラシ配り人

395 葬儀師 395 葬儀師、火葬係
395-10 葬儀師 395-01 葬儀師

395-02 火葬係
（現行対応番号：809-99)

399 他に分類されないサービスの職業 39A トリマー
  399-10  赤帽・ポーター 39A-01 トリマー
  399-20  美術モデル 399 他に分類されないサービスの職業

399-0A 物品一時預り人
  399-30  便利屋 399-01 ポーター
  399-40  靴みがき人 399-99 他に分類されないその他のサービス
  399-50  エレベーター係 の職業
  399-60  トリマー
  399-70  易者、祈とう師
  399-80  野犬捕獲員
399-99 他に分類されないその他の  399 99  他に分類されないその他の

サービスの職業

（注）　1. 分類番号3桁目、5桁目のアルファベット大文字は、新設の分類項目に付与した仮置きの分類符合であり、
　　　　 分類番号の3桁目、5桁目が未定であることを表す。
　　　　2. 表中の線の意味は次のとおり。

実線は現行の項目が改訂案の項目に対応すること、点線は現行項目の一部が改訂案の項目に対応すること、
太線は現行の項目がそのまま改訂案に移行すること（線の見やすさを優先して太線にしている。実質的には
実線と同じ）をそれぞれ表す。

111



7 大分類 F 保安の職業

(1) 分類体系の構成

保安の職業は、まず中分類レベルで自衛官、司法警察職員、その他の保安職業に 3 分割さ

れている。その下位の小分類レベルには、自衛官では陸上・海上・航空自衛官別の項目が、

司法警察職員では警察官・海上保安官が、その他の保安職業には刑務官・消防官・警備員の

項目がそれぞれ設定されている（図表 23）。設定されている分類項目の大半は、公務員の仕

事である。したがって公務員の仕事に該当する項目は、その職名を項目名としている。しか

し日本標準職業分類では、一般に広く認知された名称を項目名にしている関係で、刑事施設

の職員や消防署の職員に対応する項目名が日本標準職業分類と厚生労働省の職業分類では異

なっている。

図表 23 大分類 F「保安の職業」の構成（中・小分類項目）

陸上自衛官
自衛官 海上自衛官

航空自衛官
防衛大学校・防衛医科大学校学生

保安の職業 警察官
司法警察職員 海上保安官

その他（麻薬取締官など）

刑務官
その他の保安 消防官（消防士、救急隊員）

警備員（守衛、夜警、法廷警備、国会衛視）
その他（道路管理員、入国警備官など）

（注）括弧内は細分類項目

(2) 主な問題点

大分類 F の一番大きな問題は、警備員の細分類項目が求人の実態にあっていないことで

ある。警備員の 4 つの細分類項目に分類される求人は、いずれも多いとはいえない。その逆

に求人の多い仕事は、分類項目として設定されていない。したがって求人の多い仕事を分類

項目として設定することが求められている。

(3)改訂素案

大分類 F の見直し作業の結果を総括すると図表 24 のようになる。見直し作業は小分類項

目別に行われ、その結果をとりまとめた改訂素案が図表 25 である。図表 26 は、改訂素案の

中から分類項目だけを抜き出して新旧対照表の形にしたものである。
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図表 24 大分類 F「保安の職業」の細分類項目改訂素案の総括表

改訂案 該当項目 主な改訂内容
(現行分類番号)

小分類項目 統合 401 項目のバランスに配慮して陸上自衛官・海
上自衛官・航空自衛官・防衛大学校学生等
の 4 項目を細分類に格下げして新たに「自
衛官」の小分類項目を設定した。

項目名の変更 421-422 刑務官→看守、消防官→消防員
細分類項目 新設 警備員の細分類項目を全面的に見直して求

人の多い 3 職種を新たに設定した。
423-01 施設警備員
423-02 交通誘導員
423-03 催事場雑踏警備員

雑多項目（-99） 429-02 プール・海水浴場監視員
から細分類に引
き上げた職業
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42
3-
02
：
42
3-
10
の
一
部
 

 
警
備
員
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
分
類
42
3
の
細
分
類
は
「
施
設
警
備
員
」
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
42
3-
03
：
42
3-
10
の
一
部
 

 
「
交
通
誘
導
員
」
、
「
催
事
会
場
警
備
員
」
、
雑
多
項
目
の
４
項
目
に
整
理
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
42
3-
99
：
（
42
3-
10
、
-1
2）
の
一
部
、
-1
3～
14
 

○
警
備
業
務
の
５
区
分
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
警
備
業
法
は
警
備
業
務
を
①
施
設
警
備
、
空
港
保
安
②
交
通
誘
導
（
道
路
工
事
現
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
場
、
建
物
工
事
現
場
）
③
現
金
・
貴
重
品
等
の
運
搬
④
要
人
の
身
辺
警
護
⑤
機
械
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
警
備
（
夜
間
無
人
の
建
物
・
施
設
か
ら
の
セ
ン
サ
ー
信
号
に
よ
る
対
応
）
の
５
種
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
区
分
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
①
と
⑤
は
「
施
設
警
備
員
」
、
②
は
「
交
通
誘
導
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
員
」
に
該
当
す
る
。
③
と
④
は
雑
多
項
目
に
分
類
さ
れ
る
が
、
求
人
数
は
相
対
的
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
少
な
い
た
め
、
細
分
類
項
目
の
設
定
は
見
送
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
催
事
会
場
警
備
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
民
間
警
備
会
社
の
求
人
職
種
と
し
て
は
、
展
覧
会
や
祭
り
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト
等
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
開
催
さ
れ
て
い
る
場
所
や
そ
の
近
隣
で
の
人
員
整
理
を
行
う
「
雑
踏
警
備
」
（
会
場
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
整
備
、
催
事
警
備
）
も
多
く
み
ら
れ
る
。
「
交
通
誘
導
」
に
も
「
施
設
警
備
」
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
含
ま
れ
な
い
「
雑
踏
警
備
」
を
「
催
事
場
雑
踏
警
備
員
」
の
名
称
で
細
分
類
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
駐
車
場
警
備
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
駐
車
場
警
備
員
の
仕
事
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
駐
車
場
で
車
両
を
誘
導
・
整
理
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
分
類
表
で
は
38
4「
駐
車
場
・
駐
輪
場
管
理
人
」
に
位
置
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
づ
け
ら
れ
る
。
誤
っ
て
分
類
さ
れ
な
い
よ
う
、
「
駐
車
場
管
理
の
仕
事
に
従
事
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
も
の
を
除
く
」
と
記
載
す
る
（
38
4
に
は
「
警
備
員
を
除
く
」
と
記
載
）
。
 

42
9 

他
に
分
類
さ
れ
な
い
保
安
の
職
業
 

25
,2
96
 
 
 

42
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
保
安
の
職
業
 

 
 

42
9-
10
 
道
路
管
理
員
 

5,4
67
 

5,4
67
 
42
9-
01
 
道
路
管
理
員
 

○
求
人
 

42
9-
20
 
入
国
警
備
官
 

16
 

16
 
42
9-
02
 
プ
ー
ル
・
海
水
浴
場
監
視
員
 

 
道
路
管
理
員
は
約
5,4
00
件
と
一
定
規
模
の
求
人
が
あ
る
た
め
、
細
分
類
項
目
に
 

42
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
保
安
 

18
,34
5 

18
,34
5
 
42
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
保
安
 

 
設
定
す
る
。
入
国
警
備
官
は
16
件
に
と
ど
ま
る
の
で
、
項
目
を
廃
止
す
る
。
 

 
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
の
職
業
 

○
雑
多
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
約
１
万
8,0
00
件
も
の
求
人
が
ふ
り
わ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
大
半
は
「
警
備
員
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
42
9-
01
：
42
9-
10
 

 
「
施
設
警
備
員
」
「
交
通
整
理
員
」
な
ど
42
3「
警
備
員
」
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
 

 
 
 

 
 

 
 

 
42
9-
02
：
42
9-
99
の
一
部
 

 
職
種
で
あ
る
。
一
方
で
「
プ
ー
ル
監
視
員
」
「
海
水
浴
場
監
視
員
」
の
求
人
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
42
9-
99
：
42
9-
99
の
一
部
 

 
約
80
0
件
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、
新
た
な
細
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
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分類番号 項目名 分類番号 項目名
40 自衛官
401 陸上自衛官 401 自衛官
401-10 陸上自衛官 401-01 陸上自衛官
402 海上自衛官
402-10 海上自衛官 401-02 海上自衛官
403 航空自衛官
403-10 航空自衛官 401-03 航空自衛官
404 防衛大学校・防衛医科大学校学生
404-10 防衛大学校・防衛医科大学校学生 401-04 防衛大学校・防衛医科大学校学生
41 司法警察職員
411 警察官 411 警察官
411-10 警察官 411-01 警察官
412 海上保安官 412 海上保安官
412-10 海上保安官 412-01 海上保安官
419 その他の司法警察職員 419 その他の司法警察職員
419-10 麻薬取締官 419-01 その他の司法警察職員
419-99 他に分類されない司法警察職員 （その他の対応現行番号：204-12～13）
42 その他の保安の職業
421 刑務官 421 看守
421-10 刑務官 421-01 看守
422 消防官 422 消防員
422-10 消防官 422 01 消防員

図表26　大分類F「保安の職業」の細分類項目に係る新旧項目対照表

現行 改訂素案

422 10 消防官 422-01 消防員
422-11 消防士
422-12 救急隊員
423 警備員 423 警備員
423-10 警備員
423-11 守衛 423-01 施設警備員
423-12 夜警員 423-02 交通誘導員
423-13 法廷警備員 423-03 催事場雑踏警備員
423-14 国会衛視 423-99 他に分類されない警備員

（その他の対応現行番号：423-10、-12の一部）
429 他に分類されない保安の職業 429 他に分類されない保安の職業
429-10 道路管理員 429-01 道路管理員
429-20 入国警備官 429-02 プール・海水浴場監視員
429-99 他に分類されないその他の保安の職業 429-99 他に分類されないその他の保安の職業

（注）表中の線の意味は次のとおり。
　　　実線は現行の項目が改訂案の項目に対応すること、点線は現行項目の一部が改訂案の項目に対応すること、
　　　太線は現行の項目がそのまま改訂案に移行すること（線の見やすさを優先して太線にしている。実質的には
　　　実線と同じ）をそれぞれ表す。
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8 大分類 G 農林漁業の職業

(1) 分類体系の構成

産業分類の大分類レベルには、農業、林業、漁業それぞれの項目が設定されており、大分

類 G の項目名はそれらと符合するので、両者が同一であるかのように受け取られがちであ

る。この視点は誤りである。職業分類に設定された項目は、仕事の種類の違いを反映したも

のであり、大分類 G には、自然あるいは生き物に働きかけて製造・生産する仕事が農業、

林業、漁業に分けて設定されている（図表 27）。次の例は、この視点を明確に示している。

①養畜作業者には、牛・豚・鶏の飼育作業者だけではなく愛玩用動物の飼育作業者や動物

園の飼育係も含まれる。

②漁労船の船長・航海士・機関長・機関士は、大分類 H の運輸の職業ではなく漁業の職

業に含まれる。

(2) 主な問題点

農業・林業・漁業それぞれの分野の小分類項目は、いずれも総じて求人が多いとはいえな

い。求人の多寡に応じた分類項目の統廃合や分類レベルの格下げなどが課題になる。

(3) 改訂素案

大分類 G の見直し作業は小分類項目別に行われ、その結果を要約したものが図表 28、見

直し結果とその理由を示したものが図表 29 の改訂素案である。図表 29 は、改訂素案の中か

ら分類項目だけを抜き出して新旧対照表の形にしたものである。
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図
表
27

大
分
類
G「
農
林
漁
業
の
職
業
」
の
構
成
（
中
・
小
分
類
項
目
）

農
耕
・
養
蚕
作
業
者
（
稲
作
、
畑
作
、
園
芸
、
工
芸
作
物
、
養
蚕
、
ハ
ウ
ス
野
菜
な
ど
）

農
業

養
畜
作
業
者
（
肉
牛
・
乳
牛
、
養
豚
、
養
鶏
、
動
物
飼
育
、
厩
務
員
、
養
蜂
な
ど
）

植
木
職
、
造
園
師

そ
の
他
（
装
蹄
師
、
農
業
用
水
管
理
者
な
ど
）

育
林
作
業
者
（
地
ご
し
ら
え
、
植
林
、
下
刈
り
、
枝
打
ち
な
ど
）

伐
木
・
造
材
作
業
者

農
林
漁
業
の
職
業

林
業

集
材
・
運
材
作
業
者

製
炭
・
製
薪
作
業
者

そ
の
他
（
特
用
林
産
物
採
取
、
山
林
監
視
員
、
山
林
病
害
虫
防
除
作
業
な
ど
）

漁
労
作
業
者
（
海
面
漁
労
、
内
水
面
漁
労
な
ど
）

漁
労
船
の
船
長
・
航
海
士
・
機
関
長
・
機
関
士

漁
業

海
藻
・
貝
類
採
取
作
業
者
（
藻
類
採
取
、
貝
類
採
取
、
水
産
あ
ま
）

水
産
養
殖
作
業
者
（
魚
類
、
貝
類
、
真
珠
、
の
り
な
ど
）

そ
の
他
（
漁
場
監
視
な
ど
）

（
注
）
括
弧
内
は
細
分
類
項
目
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図表 28 大分類 G「農林漁業の職業」の細分類項目改訂素案の総括表

改訂案 該当項目 主な改訂内容
(現行分類番号)

小分類項目 細分類に格下げ 求人の少ない小分類項目を細分類レベルに
格下げして雑多項目に移動した。

444 製炭・製薪作業者
452 漁労船の船長・航海士・機関長・機関士
453 海藻・貝類採取作業者

細分類項目 統合 求人動向を項目に反映させた。
431-01 稲作作業と畑作作業を統合
431-02 園芸作業と工芸作物栽培を統合
441-01 地ごしらえ作業と植林作業を統合
441-02 下刈作業と枝打作業を統合
442-01 伐木作業と造材作業を統合
443-01 集材作業と運材作業を統合

特掲項目の細分 求人の多い特掲項目を細分類レベルに設定
類独立 した。

431-34 きのこ栽培者
451-12 漁船甲板員
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図
表
29
 
大
分
類
G「
農
林
漁
業
の
職
業
」
の
細
分
類
項
目
に
関
す
る
改
訂
素
案
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

現
行
（
平
成
11
年
改
訂
）
 

新
規
求
人
数

合
計
 

集
約
・
特
掲

コ
ー
ド
合
計

改
訂
素
案
 

主
な
改
訂
理
由
 

Ｇ
 

農
林
漁
業
の
職
業
 

25
,8
48
 
 
 

 
 

 
 

43
 

農
業
の
職
業
 

20
,2
90
 
 
 

 
 

 
 

43
1 

農
耕
・
養
蚕
作
業
者
 

7,
32
1 
 
 

43
1 
農
耕
・
養
蚕
作
業
者
 

 
 

43
1-
10
 
稲
作
作
業
者
 

27
1 

27
1
 
43
1-
01
 
稲
作
・
畑
作
作
業
者
 

○
求
人
 

43
1-
20
 
畑
作
作
業
者
 

1,9
15
 

1,9
15
 
43
1-
02
 
園
芸
・
工
芸
作
物
栽
培
作
業
者
 

 
相
対
的
に
求
人
の
少
な
い
「
稲
作
作
業
者
」
（
27
1
件
）
と
、
相
対
的
に
 

43
1-
30
 
園
芸
作
業
者
 

1,1
35
 

 
43
1-
03
 
き
の
こ
栽
培
者
 

 
求
人
が
集
ま
る
「
畑
作
作
業
者
」
（
1,9
15
件
）
を
統
合
し
、
「
稲
作
・
 

43
1-
31
 
果
樹
栽
培
者
 

37
8 

 
43
1-
04
 
養
蚕
作
業
者
 

 
畑
作
作
業
者
」
と
し
た
。
ま
た
、
「
園
芸
作
業
者
」
（
1,1
35
件
）
と
 

43
1-
32
 
花
き
栽
培
者
 

45
6 

 
43
1-
05
 
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
者
 

 
「
工
芸
作
物
栽
培
作
業
者
」
（
27
件
）
を
統
合
し
、
「
園
芸
・
工
芸
 

43
1-
33
 
植
木
栽
培
者
 

12
8 

 
43
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
農
耕
・
養
蚕
作
業
者
 

 
作
物
栽
培
作
業
者
」
と
し
た
。
残
る
「
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
者
」
（
47
5
件
）
は
 

43
1-
34
 
き
の
こ
栽
培
者
 

96
4 

3,0
61

 
 

 
単
独
で
細
分
類
に
残
し
た
。
な
お
、
「
養
蚕
作
業
者
」
（
43
1-
50
)に
は
 

43
1-
40
 
工
芸
作
物
栽
培
作
業
者
 

27
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
求
人
が
寄
せ
ら
れ
な
い
も
の
の
、
小
分
類
43
1
の
名
称
が
、
「
農
耕
・
 

43
1-
41
 
茶
栽
培
者
 

11
5 

 
43
1-
01
：
43
1-
10
、
20
 

 
養
蚕
作
業
者
」
で
あ
る
こ
と
、
加
え
て
、
43
1
の
職
業
定
義
に
は
、
 

43
1-
42
 
た
ば
こ
栽
培
者
 

34
 

 
43
1-
02
：
43
1-
30
～
33
、
40
～
43
 

 
「
穀
物
・
野
菜
・
果
樹
・
そ
の
他
の
作
物
の
栽
培
・
収
穫
な
ど
の
作
業
、
 

43
1-
43
 
い
草
栽
培
者
 

0 

17
6

 
43
1-
03
：
43
1-
34
 

 
蚕
の
飼
育
、
収
繭
、
蚕
種
の
製
造
の
作
業
に
従
事
す
る
も
の
」
と
の
 

43
1-
50
 
養
蚕
作
業
者
 

0 
 
43
1-
04
：
43
1-
50
～
52
 

 
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
項
目
名
は
残
す
。
 

43
1-
51
 
蚕
飼
育
者
 

0 
 
43
1-
05
：
43
1-
60
 

 
 

43
1-
52
 
蚕
種
製
造
作
業
者
 

0 
0
 
43
1-
99
：
43
1-
99
 

 
 

43
1-
60
 
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
者
 

47
5 

47
5
 
 

 
 

43
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
農
耕
・
 

68
9 

68
9
 
 

 
 

 
 
養
蚕
作
業
者
 

 
 

 
 

 
 
 

43
2 

養
畜
作
業
者
 

7,
81
1 
 
 

43
2 
養
畜
作
業
者
 

 
 

43
2-
10
 
肉
牛
・
乳
牛
飼
育
作
業
者
 

2,2
12
 

2,2
12
 
43
2-
01
 
肉
牛
・
乳
牛
飼
育
作
業
者
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

43
2-
20
 
養
豚
作
業
者
 

1,2
03
 

1,2
03
 
43
2-
02
 
養
豚
作
業
者
 

 
集
約
項
目
の
「
肉
牛
・
乳
牛
飼
育
作
業
者
」
（
2,2
12
件
）
、
「
養
豚
 

43
2-
30
 
養
鶏
作
業
者
 

2,0
37
 

2,0
37
 
43
2-
03
 
養
鶏
作
業
者
 

 
作
業
者
」
（
1,2
03
件
）
、
「
養
鶏
作
業
者
」
（
2,0
37
件
）
、
「
動
物
 

43
2-
40
 
動
物
飼
育
係
 

39
3 

 
43
2-
04
 
動
物
飼
育
係
 

 
飼
育
係
」
（
39
3
件
）
、
「
き
ゅ
う
務
員
」
（
1,1
60
件
）
に
は
、
一
定
 

43
2-
41
 
愛
が
ん
用
動
物
飼
育
作
業
者
 

11
1 

 
43
2-
05
 
き
ゅ
う
務
員
 

 
規
模
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
。
加
え
て
、
 

43
2-
42
 
動
物
園
飼
育
係
 

86
 

59
0
 
43
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
養
畜
作
業
者
 

 
項
目
名
に
は
一
般
に
浸
透
し
て
い
る
名
称
が
使
わ
れ
、
求
職
者
が
仕
事
の
 

43
2-
50
 
き
ゅ
う
務
員
 

1,1
60
 

1,1
60
 
 

 
内
容
を
理
解
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
項
目
を
維
持
す
る
。
 

43
2-
60
 
養
蜂
作
業
者
 

23
 

23
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
他
方
で
、
相
対
的
に
利
用
頻
度
の
少
な
い
「
養
蜂
作
業
者
」
（
23
件
）
、
 

43
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
養
畜
作
業
者
 

48
1 

48
1
 
43
2-
01
：
43
2-
10
 

 
枝
番
の
「
愛
が
ん
用
動
物
飼
育
作
業
者
」
（
11
1
件
）
、
「
動
物
園
飼
育
係
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
43
2-
02
：
43
2-
20
 

 
（
86
件
）
の
項
目
は
、
整
理
・
見
直
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
43
2-
03
：
43
2-
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
43
2-
04
：
43
2-
40
～
42
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
43
2-
05
：
43
2-
50
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
43
2-
99
：
43
2-
60
、
99
 

 
 

43
3 

植
木
職
、
造
園
師
 

4,
98
0 
 
 

43
3 
植
木
職
、
造
園
師
 

 
 

43
3-
10
 
植
木
職
 

79
9 

79
9
 
43
3-
01
 
植
木
職
 

○
現
状
維
持
の
理
由
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43
3-
20
 
造
園
師
 

3,0
58
 

3,0
58
 
43
3-
02
 
造
園
師
 

 
集
約
項
目
に
は
一
定
規
模
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
。
 

43
3-
98
 
植
木
職
・
造
園
師
見
習
 

73
1 

73
1
 
43
3-
98
 
植
木
職
・
造
園
師
見
習
 

 
加
え
て
、
項
目
名
は
一
般
に
浸
透
し
て
い
る
職
業
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
現
在
の
分
類
体
系
及
び
項
目
名
を
維
持
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
43
3-
01
：
43
3-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
43
3-
02
：
43
3-
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
43
3-
98
：
43
3-
98
 

 
 

43
9 

そ
の
他
の
農
業
の
職
業
 

17
8 
 
 

43
9 
そ
の
他
の
農
業
の
職
業
 

 
 

43
9-
10
 
装
て
い
（
蹄
）
師
 

33
 

33
 
43
9-
01
 
そ
の
他
の
農
業
の
職
業
 

○
求
人
 

43
9-
20
 
農
業
用
水
管
理
者
 

8 
8
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
求
人
件
数
の
少
な
い
集
約
職
業
名
の
「
装
て
い
（
蹄
）
師
」
と
「
農
業
用
水
 

43
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
農
業
の
職
業
 

12
4 

12
4
 
43
9-
10
：
43
9-
10
～
20
、
99
 

 
管
理
者
」
を
見
直
し
、
細
分
類
は
雑
多
項
目
の
み
に
整
理
し
た
。
 

44
 

林
業
の
職
業
 

3,
72
5 
 
 

 
 

 
 

44
1 

育
林
作
業
者
 

1,
45
6 
 
 

44
1 
育
林
作
業
者
 

 
 

44
1-
10
 
地
ご
し
ら
え
作
業
者
 

86
 

86
 
44
1-
01
 
地
ご
し
ら
え
・
植
林
作
業
者
 

○
項
目
の
整
理
 

44
1-
20
 
植
林
作
業
者
 

32
2 

32
2
 
44
1-
02
 
下
刈
・
枝
打
作
業
者
 

 
求
人
が
相
対
的
に
少
な
い
「
地
ご
し
ら
え
作
業
者
」
（
86
件
）
と
、
 

44
1-
30
 
下
刈
作
業
者
 

32
7 

32
7
 
44
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
育
林
作
業
者
 

 
相
対
的
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る
「
植
林
作
業
者
」
（
32
2
件
）
を
統
合
し
、
 

44
1-
40
 
枝
打
作
業
者
 

43
 

43
 
 

 
「
地
ご
し
ら
え
・
植
林
作
業
者
」
と
し
た
。
ま
た
、
「
下
刈
作
業
者
」
 

44
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
育
林
作
業
者
 

33
1 

33
1
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
（
32
7
件
）
と
「
枝
打
作
業
者
」
（
43
件
）
を
統
合
し
、
「
下
刈
・
枝
打
 

 
 
 

 
 

 
 

 
44
1-
01
：
44
1-
10
、
20
 

 
作
業
者
」
と
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
44
1-
02
：
44
1-
30
、
40
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
44
1-
99
：
44
1-
99
 

 
 

44
2 

伐
木
・
造
材
作
業
者
 

1,
65
3 
 
 

44
2 
伐
木
・
造
材
作
業
者
 

 
 

44
2-
10
 
伐
木
作
業
者
 

1,3
91
 

1,3
91
 
44
2-
01
 
伐
木
・
造
材
作
業
者
 

○
項
目
の
集
約
 

44
2-
20
 
造
材
作
業
者
 

11
4 

11
4
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
立
木
を
切
り
倒
す
伐
木
か
ら
、
枝
払
・
皮
は
ぎ
に
至
る
一
連
の
工
程
を
集
約
 

 
 
 

 
 

 
 

 
44
2-
01
：
44
2-
10
、
20
 

 
し
、
細
分
類
は
「
伐
木
・
造
材
作
業
者
」
に
一
元
化
し
た
。
 
 
 
 

44
3 

集
材
・
運
材
作
業
者
 

88
 
 
 

44
3 
集
材
・
運
材
作
業
者
 

 
 

44
3-
10
 
集
材
作
業
者
 

57
 

57
 
44
3-
01
 
集
材
・
運
材
作
業
者
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

44
3-
20
 
運
材
作
業
者
 

19
 

19
 
 

 
求
人
は
全
体
で
も
88
件
に
と
ど
ま
り
、
実
務
利
用
の
頻
度
は
低
い
。
他
方
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
で
、
中
分
類
44
（
林
業
の
職
業
）
の
職
業
定
義
に
は
、
「
林
木
の
育
成
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
44
3-
01
：
44
3-
10
、
20
 

 
伐
採
・
搬
出
・
処
分
な
ど
の
作
業
～
（
中
略
）
～
に
従
事
す
る
も
の
」
と
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
記
述
が
あ
り
、
「
集
材
・
運
材
」
は
林
業
の
主
要
な
職
務
で
あ
る
こ
と
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
わ
か
る
。
中
分
類
の
職
務
定
義
に
対
応
し
た
分
類
体
系
を
維
持
す
る
た
め
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
に
、
「
集
材
・
運
材
作
業
者
」
は
小
分
類
に
残
す
。
ま
た
、
細
分
類
の
名
称
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
は
、
ふ
た
つ
の
集
約
項
目
名
を
統
合
し
た
「
集
材
・
運
材
作
業
者
」
と
す
る
。
 

44
4 

製
炭
・
製
薪
作
業
者
 

40
 
 
 

 
 

 
 

44
4-
10
 
製
炭
作
業
者
 

27
 

27
44
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
雑
多
項
目
に
移
行
 

44
4-
20
 
製
薪
作
業
者
 

13
 

13
 
44
9-
03
 
製
炭
・
製
薪
作
業
者
 

 
集
約
項
目
の
「
製
炭
作
業
者
」
（
27
件
）
と
「
製
薪
作
業
者
」
（
13
件
）
は
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
求
人
が
少
な
い
。
加
え
て
、
中
分
類
44
（
林
業
）
を
概
観
し
て
も
、
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
育
林
作
業
者
」
（
44
1)
、
「
伐
木
・
造
材
作
業
者
」
（
44
2)
、
「
集
材
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
44
9-
03
：
44
4-
10
、
20
 

 
運
材
作
業
者
」
（
44
3)
が
並
び
、
主
要
な
課
業
に
対
応
す
る
小
分
類
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
分
類
44
4
は
雑
多
項
目
に
移
動
す
る
。
 

44
9 

そ
の
他
の
林
業
の
職
業
 

48
8 
 
 

44
9 
そ
の
他
の
林
業
の
職
業
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44
9-
10
 
特
用
林
産
物
採
取
作
業
者
 

76
 

76
 
44
9-
01
 
特
用
林
産
物
採
取
作
業
者
 

○
職
業
名
の
整
理
 

44
9-
20
 
狩
猟
者
 

1 
1
 
44
9-
02
 
山
林
監
視
員
 

 
実
務
利
用
の
頻
度
が
相
対
的
に
低
い
「
狩
猟
者
」
（
1
件
）
、
「
山
林
病
害
虫
 

44
9-
30
 
山
林
監
視
員
 

54
 

54
 
44
9-
03
 
製
炭
・
製
薪
作
業
者
 

 
防
除
作
業
者
」
（
0
件
）
の
項
目
を
見
直
し
た
。
他
方
、
相
対
的
に
求
人
が
 

44
9-
40
 
山
林
病
害
虫
防
除
作
業
者
 

0 
0
 
44
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
林
業
の
職
業
 

 
集
ま
る
「
特
用
林
産
物
採
取
作
業
者
」
（
76
件
）
と
「
山
林
監
視
員
」
 

44
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
林
業
の
職
業
 

34
5 

34
5
 
 

 
（
54
件
）
は
細
分
類
に
残
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
44
9-
01
：
44
9-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
44
9-
02
：
44
9-
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
44
9-
03
：
44
4-
10
、
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
44
9-
99
：
44
9-
20
、
40
、
99
 

 
 

45
 

漁
業
の
職
業
 

1,
83
3 
 
 

 
 

 
 

45
1 

漁
労
作
業
者
 

70
2 
 
 

45
1 
漁
労
作
業
者
 

 
 

45
1-
10
 
海
面
漁
労
作
業
者
 

45
6 

 
45
1-
01
 
海
面
漁
労
作
業
者
 
 

○
求
人
 

45
1-
11
 
漁
労
長
 

1 
 
45
1-
02
 
漁
船
甲
板
員
 

 
実
務
利
用
の
観
点
か
ら
、
相
対
的
に
求
人
が
集
ま
る
「
海
面
漁
労
作
業
者
」
 

45
1-
12
 
漁
船
甲
板
員
 

12
7 

58
4
 
45
1-
03
 
内
水
面
漁
労
作
業
者
 

 
（
45
6
件
）
、
「
漁
船
甲
板
員
」
（
12
7
件
）
、
「
内
水
面
漁
労
作
業
者
」
 

45
1-
20
 
内
水
面
漁
労
作
業
者
 

22
 

 
 

 
（
22
件
）
を
細
分
類
に
残
し
た
。
他
方
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
低
い
 

45
1-
21
 
川
魚
漁
師
 

0 
22
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
漁
労
長
」
（
1
件
）
、
「
川
魚
漁
師
」
（
0
件
）
、
「
潜
水
漁
師
」
 

45
1-
30
 
潜
水
漁
師
 

0 
0
 
45
1-
01
：
45
1-
10
～
11
、
30
の
一
部
 

 
（
0
件
）
は
、
項
目
を
整
理
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
45
1-
02
：
45
1-
12
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
45
1-
03
：
45
1-
20
～
21
、
30
の
一
部
 

 
 

45
2 

漁
労
船
の
船
長
・
航
海
士
・
 

24
 
 
 

 
 

 
 

 
 

機
関
長
・
機
関
士
 

 
 

 
 

 
 

 
 

45
2-
10
 
漁
労
船
船
長
 

3 
3
45
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
雑
多
項
目
に
移
行
 

45
2-
20
 
漁
労
船
航
海
士
 

11
 

11
 
45
9-
01
 
漁
労
船
の
船
長
・
航
海
士
・
機
関
長
・
機
関
士
 

 
小
分
類
の
45
2
へ
の
求
人
は
年
間
で
も
24
件
に
と
ど
ま
り
、
実
務
利
用
の
 

45
2-
30
 
漁
労
船
機
関
長
 

6 
6
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
頻
度
は
低
い
。
小
分
類
を
維
持
す
る
積
極
的
な
理
由
に
欠
け
る
こ
と
か
ら
、
 

45
2-
40
 
漁
労
船
機
関
士
 

2 
2
 
45
9-
01
：
45
2-
10
～
40
 

 
雑
多
項
目
に
移
行
す
る
。
 

45
3 

海
藻
・
貝
類
採
取
作
業
者
 

40
 
 
 

 
 

 
 

45
3-
10
 
藻
類
採
取
作
業
者
 

39
 

39
 4
59
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
雑
多
項
目
に
移
行
 

45
3-
20
 
貝
類
採
取
作
業
者
 

1 
1
 
45
9-
02
 
海
草
・
貝
類
採
取
作
業
者
 

 
集
約
項
目
の
「
藻
類
採
取
作
業
者
」
に
は
39
件
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
る
。
 

45
3-
30
 
水
産
あ
ま
（
海
女
・
海
士
）
 

0 
0
 
 

 
他
方
、
残
る
「
貝
類
採
取
作
業
者
」
に
は
1
件
、
「
水
産
あ
ま
（
海
女
・
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
海
士
）
」
は
0
件
で
あ
る
。
実
務
利
用
の
頻
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、
小
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
45
9-
02
：
45
3-
10
～
30
 

 
45
3
は
雑
多
項
目
に
格
下
げ
す
る
。
 

45
4 

水
産
養
殖
作
業
者
 

97
9 
 
 

45
4 
水
産
養
殖
作
業
者
 

 
 

45
4-
10
 
魚
類
養
殖
作
業
者
 

49
5 

49
5
 
45
4-
01
 
魚
類
養
殖
作
業
者
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

45
4-
20
 
貝
類
養
殖
作
業
者
 

14
1 

14
1
 
45
4-
02
 
貝
類
養
殖
作
業
者
 
 

 
集
約
項
目
の
「
魚
類
養
殖
作
業
者
」
（
49
5
件
）
、
「
貝
類
養
殖
作
業
者
」
 

45
4-
30
 
真
珠
養
殖
作
業
者
 

15
2 

15
2
 
45
4-
03
 
真
珠
養
殖
作
業
者
 

 
（
14
1
件
）
、
「
真
珠
養
殖
作
業
者
」
（
15
2
件
）
、
「
の
り
養
殖
作
業
者
」
 

45
4-
40
 
の
り
養
殖
作
業
者
 

12
0 

12
0
 
45
4-
04
 
の
り
養
殖
作
業
者
 

 
（
12
0
件
）
に
は
、
一
定
規
模
の
求
人
が
集
ま
る
。
加
え
て
、
項
目
名
は
 

45
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
水
産
養
殖
作
業
者
 

60
 

60
 
45
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
水
産
養
殖
作
業
者
 

 
広
く
一
般
に
浸
透
し
、
求
職
者
が
仕
事
の
内
容
を
理
解
し
や
す
い
名
称
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
分
類
項
目
・
体
系
を
維
持
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
45
4-
01
：
45
4-
10
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45
4-
02
：
45
4-
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
45
4-
03
：
45
4-
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
45
4-
04
：
45
4-
40
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
45
4-
99
；
45
4-
99
 

 
 

45
9 

そ
の
他
の
漁
業
の
職
業
 

88
 
 
 

45
9 
そ
の
他
の
漁
業
の
職
業
 

 
 

45
9-
10
 
漁
場
監
視
員
 

6 
6
 
45
9-
01
 
漁
労
船
の
船
長
・
航
海
士
・
機
関
長
・
機
関
士
 

○
求
人
 

45
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
漁
業
の
職
業
 

78
 

78
 
45
9-
02
 
海
藻
・
貝
類
採
取
作
業
者
 

 
実
務
利
用
の
観
点
か
ら
、
求
人
数
の
少
な
い
集
約
項
目
（
漁
場
監
視
員
）
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
45
9-
99
 
そ
の
他
の
漁
業
の
職
業
 

 
整
理
し
た
。
同
時
に
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
低
い
小
分
類
（
漁
労
船
の
船
長
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
航
海
士
・
機
関
長
・
機
関
士
、
海
藻
・
貝
類
採
取
作
業
者
）
を
雑
多
項
目
に
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
移
行
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
45
9-
01
：
45
2-
10
～
40
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
45
9-
02
：
45
3-
10
～
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
45
9-
99
：
45
9-
10
、
99
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分類番号 項目名 分類番号 項目名
43 農業の職業
431 農耕・養蚕作業者 431 農耕・養蚕作業者
431-10 稲作作業者 431-01 稲作・畑作作業者
431-20 畑作作業者
431-30 園芸作業者 431-02 園芸・工芸作物栽培作業者
431-31 果樹栽培者
431-32 花き栽培者
431-33 植木栽培者
431-34 きのこ栽培者 431-03 きのこ栽培者
431-40 工芸作物栽培作業者
431-41 茶栽培者
431-42 たばこ栽培者
431-43 い草栽培者
431-50 養蚕作業者 431-04 養蚕作業者
431-51 蚕飼育者
431-52 蚕種製造作業者
431-60 ハウス野菜栽培者 431-05 ハウス野菜栽培者
431-99 他に分類されない農耕・養蚕作業者 431-99 他に分類されない農耕・養蚕作業者
432 養畜作業者 432 養畜作業者
432-10 肉牛・乳牛飼育作業者 432-01 肉牛・乳牛飼育作業者
432-20 養豚作業者 432-02 養豚作業者
432-30 養鶏作業者 432-03 養鶏作業者
432 40 動物飼育係 432 04 動物飼育係

図表30　大分類G「農林漁業の職業」の細分類項目に係る新旧項目対照表

現行 改訂素案

432-40 動物飼育係 432-04 動物飼育係
432-41 愛がん用動物飼育作業者
432-42 動物園飼育係
432-50 きゅう務員 432-05 きゅう務員
432-60 養蜂作業者 432-99 他に分類されない養畜作業者
432-99 他に分類されない養畜作業者
433 植木職、造園師 433 植木職、造園師
433-10 植木職 433-01 植木職
433-20 造園師 433-02 造園師
433-98 植木職・造園師見習 433-98 植木職・造園師見習
439 その他の農業の職業 439 その他の農業の職業
439-10 装てい（蹄）師 439-01 その他の農業の職業
439-20 農業用水管理者
439-99 他に分類されない農業の職業
44 林業の職業
441 育林作業者 441 育林作業者
441-10 地ごしらえ作業者 441-01 地ごしらえ・植林作業者
441-20 植林作業者
441-30 下刈作業者 441-02 下刈・枝打作業者
441-40 枝打作業者
441-99 他に分類されない育林作業者 441-99 他に分類されない育林作業者
442 伐木・造材作業者 442 伐木・造材作業者
442-10 伐木作業者 442-01 伐木・造材作業者
442-20 造材作業者
443 集材・運材作業者 443 集材・運材作業者
443-10 集材作業者 443-01 集材・運材作業者
443-20 運材作業者
444 製炭・製薪作業者
444-10 製炭作業者
444-20 製薪作業者
449 その他の林業の職業 449 その他の林業の職業
449-10 特用林産物採取作業者 449 01 特用林産物採取作業者449 10 特用林産物採取作業者 449-01 特用林産物採取作業者
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449-20 狩猟者
449-30 山林監視員 449-02 山林監視員
449-40 山林病害虫防除作業者 449-03 製炭・製薪作業者
449-99 他に分類されない林業の職業 449-99 他に分類されない林業の職業
45 漁業の職業
451 漁労作業者 451 漁労作業者
451-10 海面漁労作業者 451-01 海面漁労作業者　
451-11 漁労長
451-12 漁船甲板員 451-02 漁船甲板員
451-20 内水面漁労作業者 451-03 内水面漁労作業者
451-21 川魚漁師
451-30 潜水漁師
452 漁労船の船長・航海士・機関長

・機関士
452-10 漁労船船長
452-20 漁労船航海士
452-30 漁労船機関長
452-40 漁労船機関士
453 海藻・貝類採取作業者
453-10 藻類採取作業者
453-20 貝類採取作業者
453-30 水産あま（海女・海士）
454 水産養殖作業者 454 水産養殖作業者
454-10 魚類養殖作業者 454-01 魚類養殖作業者
454-20 貝類養殖作業者 454-02 貝類養殖作業者　
454-30 真珠養殖作業者 454-03 真珠養殖作業者
454-40 のり養殖作業者 454 04 のり養殖作業者454 40 のり養殖作業者 454-04 のり養殖作業者
454-99 他に分類されない水産養殖作業者 454-99 他に分類されない水産養殖作業者
459 その他の漁業の職業 459 その他の漁業の職業
459-10 漁場監視員 459-01 漁労船の船長・航海士・機関長・
459-99 他に分類されない漁業の職業 機関士

459-02 海藻・貝類採取作業者
459-99 その他の漁業の職業

（注）表中の線の意味は次のとおり。
　　　実線は現行の項目が改訂案の項目に対応すること、点線は現行項目の一部が改訂案の項目に対応すること、
　　　太線は現行の項目がそのまま改訂案に移行すること（線の見やすさを優先して太線にしている。実質的には
　　　実線と同じ）をそれぞれ表す。
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9 大分類 H 運輸・通信の職業

(1) 分類体系の構成

日本標準職業分類に設定された大分類 H「運輸･通信の職業」は、中分類レベルで鉄道、

自動車、船舶、航空機、通信に分かれ（図表 31）、かねてから産業分類的色彩が濃いと指摘

されている。特に中分類レベルに設定された運輸の 3 項目は大局的にみれば機械運転の職業

であるにもかかわらず、大分類 I の機械運転の職業とは別に運輸・通信の大分類項目が設定

され、その中に独立した中分類項目として位置づけられている。機械運転の職業を大分類レ

ベルに設定するのであれば、輸送用機械だけではなく、現在、大分類 I に分類されている建

設用機械や定置機械もあわせて設定する必要がある。この点については、日本標準職業分類

の改定結果を待つことになる。

(2) 主な問題点

運輸・通信の職業が大分類レベルに設定されていると、他の大分類項目に位置づけられて

いる職業との関係がわかりにくくなることがある。たとえば、フォークリフトの運転作業は

大分類 H に設定されているが、フォークリフトを運転して倉庫作業や運搬作業を行う作業

員は大分類 I の倉庫作業者や運搬作業者に該当するのか、あるいは大分類 H のフォークリ

フト運転者に該当するのかが明確ではない。この問題は日本標準職業分類の考え方に関係し

ている。日本標準職業分類では、汎用的な機械を運転する仕事は、その機械が何に利用され

ようとも、その機械の使用目的に対応した職業ではなく、機械の運転の職業に分類すること

を原則としている。したがって、フォークリフトは倉庫作業や物の運搬に広く利用される汎

用的機械であることから、倉庫作業や運搬作業の仕事であってもフォークリフトを運転して

作業を行う場合にはすべてフォークリフト運転者に位置づけなければならない。

これとは逆に、特定の用途のために使用される機械を運転する場合には、その仕事は機械

の運転の職業ではなく機械の使用目的に対応した職業に位置づけられることになる。たとえ

ば、ダムやトンネルを掘削するときに使用する大型掘削機の操作員は、建設用機械運転工で

はなく、ダム・トンネル掘削作業員に分類される。

仕事の位置づけがわかりにくいという点は通信の仕事も同じである。たとえば、電話交換

手は事務の仕事と考える人が大半であると思うが、通信の職業が大分類 H の中分類レベル

に設定されている関係で、事務の職業ではなく大分類 H に位置づけられている。また、郵

便物を集配する仕事は、仕事の類似性だけに注目すれば運搬の仕事と考えられるが、この仕

事も通信の職業が設定されている故に大分類 I の運搬作業員ではなく、通信の職業に分類さ

れる。

(3) 改訂素案

図表 32 は、大分類 H の見直し作業の結果を要約したものである。見直し作業は小分類項

目別に行われ、その結果と見直し理由を示したものが図表 33 の改訂素案である。図表 34 の

新旧対照表は、改訂素案の中から分類項目だけを抜き出してその異同を図示したものである。
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図表 32 大分類 H「運輸・通信の職業」の細分類項目改訂素案の総括表

改訂案 該当項目 主な改訂内容
(現行分類番号)

小分類項目 統合 493、494 求人の少ない甲板員と船舶機関員を統合
した。

細分類項目 小分類に格上げ 499-10 求人の多いフォークリフト運転者を小分
類レベルに格上げした。

統合 461-10 ～ 98 鉄道機関士
462-10 ～ 98 電車・気動車運転士
482-10、-20 航海士・運航士
491-20、-21 バス車掌・バスガイド

新設 472-03 事業者・就業者の増えている自家用乗用
自動車運転代行者を新設した。

分割 473-11 求人の多いトラック運転者は、運転免許
の区分に対応した 2 項目に分割した。

項目名の変更 504-20 電報だけではなく、最近増えているメッ
セージ配達サービスを含めるために電報
配達員を電報等配達員に変更した。

特掲項目の細分 求人の多い特掲項目を細分類レベルに設
類独立 定した。

471-11 ～ 13 路線バス運転者など
472-11、-12 自家用乗用自動車運転者など
473-11 ～ 15 トラック運転者など
501-21 ラジオ・テレビ放送技術員

雑多項目（ -99） 479-10 廃棄物収集車運転者
から細分類に引 479-10 自動車陸送員
き上げた職業
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の
運
転
手
）
の
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
2-
01
：
47
2-
11
、
-1
0
の
一
部
 

 
は
約
1,4
00
件
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
れ
は
求
人
職
種
名
と
細
分
類
項
目
名
の
違
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
2-
02
：
47
2-
12
、
-1
0
の
一
部
 

 
い
（「
社
用
車
、
公
用
車
、
送
迎
車
」
と
「
自
家
用
乗
用
自
動
車
」）
か
ら
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
2-
03
：
47
2-
10
の
一
部
 

 
か
な
り
の
求
人
が
集
約
項
目
「
乗
用
自
動
車
運
転
者
」（
約
２
万
件
）
に
振
り
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
分
け
ら
れ
て
い
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
サ
ー
ビ
ス
や
民
間
求
人
情
報
誌
・
求
人
サ
イ
ト
を
見
て
も
、「
自
家
用
乗
用
自
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
動
車
運
転
者
」
の
求
人
が
多
数
確
認
さ
れ
る
た
め
、
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
○
運
転
代
行
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
自
動
車
運
転
代
行
業
（
主
に
飲
酒
の
た
め
自
分
の
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
な
く
な
っ
た
顧
客
に
代
わ
っ
て
、
車
の
運
転
を
代
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
）
が
郊
外
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や
地
方
を
中
心
に
発
達
し
て
き
て
い
る
。
求
人
規
模
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
雑
多
項
目
47
9-
10
に
振
り
分
け
ら
れ
た
求
人
職
種
名
や
、
各
種
求
人
情
報
サ
イ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ト
等
を
見
る
と
、
多
数
の
求
人
の
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
自
家
用
乗
用
自
動
車
運
転
代
行
者
」
の
細
分
類
を
新
設
す
る
。
 

47
3 

貨
物
自
動
車
運
転
者
 

20
4,
44
1 
 
 

47
3 
貨
物
自
動
車
運
転
者
 

 
 

47
3-
10
 
貨
物
自
動
車
運
転
者
 

81
,45
8 

 
47
3-
01
 
大
型
・
中
型
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
 

○
求
人
 

47
3-
11
 
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
 

94
,90
9 

 
47
3-
02
 
小
型
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
 

 
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
に
９
万
4,9
00
件
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枝
番
項
目
に
も
数
千
件
規
 

47
3-
12
 
ト
レ
ー
ラ
ー
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
 

9,0
90
 

 
47
3-
03
 
ト
レ
ー
ラ
ー
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
 

 
模
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
現
在
の
す
べ
て
の
枝
番
項
目
を
細
 

47
3-
13
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
運
転
者
 

2,6
32
 

 
47
3-
04
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
運
転
者
 

 
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
は
求
人
が
と
く
に
多
い
た
め
、
 

47
3-
14
 
ダ
ン
プ
カ
ー
運
転
者
 

9,0
88
 

 
47
3-
05
 
ダ
ン
プ
カ
ー
運
転
者
 

 
運
転
免
許
の
区
分
に
基
づ
き
「
大
型
・
中
型
」
と
「
小
型
」
に
分
割
す
る
。
 

47
3-
15
 
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
運
転
者
 

4,0
55
 

20
1,2
32

 
47
3-
06
 
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
運
転
者
 

○
雑
多
項
目
の
新
設
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
貨
物
自
動
車
運
転
者
 

 
小
分
類
と
同
名
の
集
約
項
目
（
貨
物
自
動
車
運
転
者
）
へ
の
求
人
が
８
万
件
を
 

 
 
 

 
 

 
 

  
 
超
え
て
い
る
。
こ
れ
は
①
複
数
種
の
貨
物
自
動
車
を
求
人
の
際
に
示
し
て
い
る
、
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
②
貨
物
自
動
車
の
種
類
を
明
確
に
し
て
い
な
い
、
③
47
9
そ
の
他
の
自
動
車
運
転
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
3-
01
：
47
3-
11
 

 
の
職
業
に
位
置
づ
け
る
べ
き
も
の
が
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
3-
02
：
47
3-
11
 

 
に
加
え
、
④
現
在
の
枝
番
項
目
に
設
定
し
て
い
な
い
種
類
の
貨
物
自
動
車
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
3-
03
：
47
3-
12
 

 
（
ラ
イ
ト
バ
ン
な
ど
）
運
転
へ
の
求
人
が
一
定
規
模
存
在
す
る
、
こ
と
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
3-
04
：
47
3-
13
 

 
う
か
が
わ
せ
る
。
小
分
類
47
3
に
雑
多
項
目
を
新
設
し
、
こ
う
し
た
求
人
の
受
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
3-
05
：
47
3-
14
 

 
け
皿
と
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
3-
06
：
47
3-
15
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
3-
99
：
47
3-
10
 

 
 

47
9 

そ
の
他
の
自
動
車
運
転
の
職
業
 

12
,8
10
 
 
 

47
9 
そ
の
他
の
自
動
車
運
転
の
職
業
 

 
 

47
9-
10
 
そ
の
他
の
自
動
車
運
転
の
職
業
 

12
,64
5 

12
,64
5
 
47
9-
01
 
廃
棄
物
収
集
車
運
転
者
 

○
求
人
職
種
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
9-
02
 
自
動
車
陸
送
員
 

 
①
ユ
ニ
ッ
ク
（
小
型
ク
レ
ー
ン
付
ト
ラ
ッ
ク
）
運
転
者
＝
約
25
0
件
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
自
動
車
運
転
 

 
②
廃
棄
物
収
集
車
（
パ
ッ
カ
ー
等
）
運
転
者
＝
約
1,0
00
件
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
の
職
業
 

 
③
運
転
代
行
者
＝
約
15
0
件
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
④
配
送
員
＝
約
20
0
件
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
⑤
自
動
車
回
送
員
（
陸
送
員
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
運
転
者
等
）＝
約
50
0
件
、
が
多
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
9-
01
：（
47
9-
10
）
 

 
①
は
47
3-
01
、
-0
2
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
、
③
は
47
3-
03
自
家
用
乗
用
車
運
転
代
行
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
9-
02
：（
47
9-
10
）
 

 
者
、
④
は
79
4-
01
配
送
員
、
集
配
員
に
分
類
さ
れ
る
。
②
は
80
1-
03
ご
み
処
理
 

 
 
 

 
 

 
 

 
47
9-
99
：
47
9-
10
 

 
作
業
員
の
求
人
が
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
高
い
が
、
収
集
車
の
運
転
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
に
主
と
し
て
従
事
す
る
者
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
⑤
も
求
人
が
多
い
た
め
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

48
 

船
舶
・
航
空
機
運
転
の
職
業
 

25
8 
 
 

 
 

 
 

48
1 

船
長
（
漁
労
船
を
除
く
）
 

14
2 
 
 

48
1 
船
長
（
漁
労
船
を
除
く
）
 

 
 

48
1-
10
 
貨
客
船
船
長
 

59
 

59
 
48
1-
01
 
貨
客
船
船
長
 

○
求
人
 

48
1-
20
 
作
業
船
船
長
 

22
 

 
48
1-
02
 
作
業
船
船
長
 

 
求
人
が
一
桁
台
に
と
ど
ま
る
枝
番
職
業
名
を
整
理
し
、「
貨
客
船
船
長
」、
 

48
1-
21
 
し
ゅ
ん
せ
つ
船
船
長
 

2 
 
48
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
船
長
 

 
「
作
業
船
船
長
」、
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
船
長
」
に
項
目
を
整
理
し
た
。
 

48
1-
22
 
タ
グ
ボ
ー
ト
船
船
長
 

2 
26
 
 

 
 

48
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
船
長
 

40
 

40
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
48
1-
01
：
48
1-
10
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48
1-
02
：
48
1-
20
～
22
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
48
1-
99
：
48
1-
99
 

 
 

48
2 

航
海
士
・
運
航
士
（
漁
労
船
を
除
く
）、
 

26
 
 
 

48
2 
航
海
士
・
運
航
士
（
漁
労
船
を
除
く
）、
水
先
人
 

 
 

 
 

水
先
人
 

 
 

 
 

 
 

 
 

48
2-
10
 
航
海
士
 

18
 

18
 
48
2-
01
 
航
海
士
・
運
航
士
（
漁
労
船
除
く
）
 

○
求
人
 

48
2-
20
 
運
航
士
 

2 
2
 
48
2-
02
 
水
先
人
 

 
集
約
項
目
に
寄
せ
ら
れ
る
求
人
は
、「
航
海
士
」
で
18
件
、「
運
航
士
」
で
 

48
2-
30
 
水
先
人
 

6 
6
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
2
件
、「
水
先
人
」
は
6
件
に
と
ど
ま
る
。
実
務
利
用
の
観
点
か
ら
、
項
目
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
48
2-
01
：
48
2-
10
～
20
 

 
統
合
し
、
細
分
類
は
「
航
海
士
・
運
航
士
（
漁
労
船
除
く
）」
と
「
水
先
人
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
48
2-
02
：
48
2-
30
 

 
に
整
理
し
た
。
 

48
3 

船
舶
機
関
長
・
機
関
士
 

81
 
 
 

48
3 
船
舶
機
関
長
・
機
関
士
（
漁
労
船
を
除
く
）
 

 
 

 
 

（
漁
労
船
を
除
く
）」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

48
3-
10
 
船
舶
機
関
長
 

40
 

40
 
48
3-
01
 
船
舶
機
関
長
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

48
3-
20
 
船
舶
機
関
士
 

41
 

41
 
48
3-
02
 
船
舶
機
関
士
 

 
集
約
項
目
の
「
船
舶
機
関
長
」（
40
件
）
と
「
船
舶
機
関
士
」（
41
件
）
に
は
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
一
定
規
模
の
求
人
が
、
ほ
ぼ
同
数
寄
せ
ら
れ
る
。
加
え
て
、
項
目
名
は
、
求
職
 

 
 
 

 
 

 
 

 
48
3-
01
：
48
3-
10
 

 
者
が
仕
事
の
内
容
を
理
解
し
や
す
い
名
称
が
用
い
ら
れ
、
見
直
し
す
る
積
極
的
 

 
 
 

 
 

 
 

 
48
3-
02
：
48
3-
20
 

 
理
由
に
欠
け
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
分
類
体
系
を
維
持
す
る
。
 

48
4 

航
空
機
操
縦
士
 

9 
 
 

48
4 
航
空
機
操
縦
士
 

 
 

48
4-
10
 
航
空
機
操
縦
士
 

9 
9
 
48
4-
01
 
航
空
機
操
縦
士
 

 
実
務
利
用
の
頻
度
は
低
い
も
の
の
、
中
分
類
の
「
船
舶
・
航
空
機
運
転
の
職
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
業
」
の
職
業
定
義
に
「
船
舶
（
漁
労
船
除
く
）・
航
空
機
の
機
関
の
保
全
整
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
備
・
運
転
、
水
先
案
内
な
ど
に
従
事
す
る
も
の
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
 

 
 
 

 
 

 
 

 
48
4-
01
：
48
4-
10
 

 
ら
、
小
分
類
48
4
の
「
航
空
機
操
縦
士
」
は
細
分
類
に
残
す
。
 

48
5 

航
空
機
機
関
士
 

0 
 
 

48
5 
航
空
機
機
関
士
 

 
 

48
5-
10
 
航
空
機
機
関
士
 

0 
0
 
48
5-
01
 
航
空
機
機
関
士
 

 
実
務
利
用
の
頻
度
は
低
い
も
の
の
、
中
分
類
の
「
船
舶
・
航
空
機
運
転
の
職
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
業
」
の
職
業
定
義
に
「
船
舶
（
漁
労
船
除
く
）・
航
空
機
の
機
関
の
保
全
整
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
備
・
運
転
、
水
先
案
内
な
ど
に
従
事
す
る
も
の
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
 

 
 
 

 
 

 
 

 
48
5-
01
：
48
5-
10
 

 
ら
、
小
分
類
48
5
の
「
航
空
機
機
関
士
」
は
細
分
類
に
残
す
。
 

49
 

そ
の
他
の
運
輸
の
職
業
 

31
,2
69
 
 
 

 
 

 
 

49
1 

車
掌
 

1,
16
7 
 
 

49
1 
車
掌
 

 
 

49
1-
10
 
鉄
道
車
掌
 

27
3 

 
49
1-
01
 
鉄
道
車
掌
 

○
求
人
 

49
1-
11
 
旅
客
車
掌
 

0 
 
49
1-
02
 
バ
ス
車
掌
、
バ
ス
ガ
イ
ド
 

 
鉄
道
車
掌
に
約
30
0
件
、
バ
ス
車
掌
に
約
90
0
件
の
求
人
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
 

49
1-
12
 
貨
物
車
掌
 

0 
27
3
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
れ
を
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
路
線
バ
ス
の
車
掌
は
ワ
ン
マ
ン
化
で
ほ
ぼ
廃
 

49
1-
20
 
バ
ス
車
掌
 

17
 

 
49
1-
01
：
49
1-
10
～
12
 

 
止
さ
れ
て
お
り
、
求
人
の
ほ
と
ん
ど
は
観
光
バ
ス
ガ
イ
ド
で
あ
る
。
こ
の
た
め
 

49
1-
21
 
観
光
バ
ス
車
掌
 

87
5 

89
2
 
49
1-
02
：
49
1-
20
～
21
 

 
細
分
類
の
名
称
を
「
バ
ス
車
掌
、
バ
ス
ガ
イ
ド
」
に
変
更
す
る
。
 

49
2 

駅
構
内
係
、
信
号
係
 

49
5 
 
 

49
2 
駅
構
内
係
、
信
号
係
 

 
 

49
2-
10
 
駅
構
内
係
 

33
5 

 
49
2-
01
 
駅
構
内
係
 

○
求
人
 

49
2-
11
 
操
車
係
 

47
 

 
49
2-
02
 
信
号
係
 

 
駅
構
内
係
が
約
40
0
件
、
信
号
係
が
10
0
件
弱
あ
る
の
で
、
と
も
に
細
分
類
項
目
 

49
2-
12
 
連
結
手
 

11
 

39
3
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
に
設
定
す
る
。
 

49
2-
20
 
信
号
係
 

80
 

80
 
49
2-
01
：
49
2-
10
～
12
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
49
2-
02
：
49
2-
20
 

 
 

49
3 

甲
板
員
 

20
0 
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49
3-
10
 
甲
板
員
 

20
0 

20
0
小
分
類
49
3
と
49
4
の
統
合
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

49
3 
甲
板
員
、
船
舶
機
関
員
 

 
甲
板
員
は
20
0
件
に
の
ぼ
る
が
、
船
舶
機
関
員
は
41
件
に
と
ど
ま
る
。
甲
板
員
 

49
4 

船
舶
機
関
員
 

41
 
 
 

 
49
3-
01
 
甲
板
員
 

 
は
船
の
甲
板
で
の
作
業
、
 
船
舶
機
関
員
は
エ
ン
ジ
ン
や
発
電
機
の
運
転
、
保
 

49
4-
10
 
船
舶
機
関
員
 

41
 

41
 
49
3-
02
 
船
舶
機
関
員
 

 
守
等
と
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内
容
は
異
な
る
が
、
船
舶
で
船
長
や
機
関
士
、
航
海
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
士
な
ど
の
職
員
（
オ
フ
ィ
サ
ー
）
の
指
示
の
も
と
、
乗
務
員
（
ク
ル
ー
）
と
し
 

 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
て
働
く
こ
と
で
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
両
者
の
小
分
類
を
統
合
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
49
3-
01
：
49
3-
10
 

○
漁
労
船
 

 
 

 
 
 

 
 

 
49
3-
02
：
49
4-
10
 

 
漁
労
船
の
甲
板
員
は
45
1-
02
、
機
関
員
は
45
9-
01
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
注
記
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
す
る
。
 

49
9 

他
に
分
類
さ
れ
な
い
運
輸
の
職
業
 

29
,3
66
 
 
 

 
 

 
 

49
9-
10
 
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
者
 

28
,57
5 

28
,57
5
49
9-
10
の
小
分
類
格
上
げ
 

○
求
人
 

49
9-
20
 
小
型
船
舶
運
転
者
 

81
 

 
 
「
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
者
」
が
2
万
8,0
00
件
を
超
え
て
お
り
、
小
分
類
項
 

49
9-
21
 
遊
漁
船
船
頭
 

26
 

10
7
49
A
 
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
者
 

 
目
に
格
上
げ
す
る
。「
小
型
船
舶
運
転
者
」
は
約
10
0
件
と
一
定
の
規
模
が
あ
 

49
9-
30
 
車
両
点
検
係
 

24
 

24
 
49
A
-0
1 
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
者
 

 
る
の
で
細
分
類
項
目
に
残
す
が
、「
車
両
点
検
係
」
は
24
件
に
と
ど
ま
る
の
 

49
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
 

52
9 

52
9
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
で
廃
止
す
る
。
 

 
運
輸
の
職
業
 

 
 

 
 

 
49
A
-0
1：
49
9-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

49
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
運
輸
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
49
9-
01
 
小
型
船
舶
運
転
者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
49
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
運
輸
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
49
9-
01
：
49
9-
20
～
21
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
49
9-
99
：
49
9-
30
、
-9
9 

 
 

50
 

通
信
の
職
業
 

8,
97
0 
 
 

 
 

 
 

50
1 

無
線
通
信
員
、
無
線
技
術
員
 

1,
03
7 
 
 

50
1 
無
線
通
信
員
、
無
線
技
術
員
 

 
 

50
1-
10
 
無
線
通
信
士
 

10
8 

 
50
1-
01
 
無
線
通
信
士
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

50
1-
11
 
航
空
関
係
無
線
通
信
士
 

0 
 
50
1-
02
 
無
線
技
術
士
 

 
実
務
利
用
の
頻
度
が
相
対
的
に
高
い
「
無
線
通
信
士
」（
10
8
件
）、
「
無
線
 

50
1-
12
 
船
舶
関
係
無
線
通
信
士
 

24
 

13
2
 
50
1-
03
 
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送
技
術
員
 

 
技
術
士
」（
13
7
件
）、
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送
技
術
員
」（
12
7
件
）
を
細
 

50
1-
20
 
無
線
技
術
士
 

13
7 

 
50
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
無
線
通
信
員
、
無
線
技
術
員
 

 
分
類
に
残
す
。
な
お
、
雑
多
項
目
の
な
か
で
多
数
の
求
人
が
分
類
さ
れ
る
「
タ
 

50
1-
21
 
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送
技
術
員
 

12
7 

 
 

 
ク
シ
ー
無
線
係
」
は
、
大
分
類
Ｃ
（
事
務
的
職
業
）
の
「
配
車
事
務
員
」
 

50
1-
22
 
写
真
電
送
員
 

0 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
（
30
2-
23
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
、
50
1
の
職
業
定
義
に
明
記
す
る
。
 

50
1-
23
 
中
継
技
術
員
 

8 

27
2

 
50
1-
01
：
50
1-
10
～
12
 

 
 

50
1-
30
 
特
殊
無
線
技
士
 

2 
2
 
50
1-
02
：
50
1-
20
、
22
、
23
 

 
 

50
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
無
線
通
信
員
、
 

60
5 

60
5
 
50
1-
03
：
50
1-
21
 

 
 

 
無
線
技
術
員
 

 
 

 
 

 
50
1-
99
：
50
1-
30
 

 
 

50
2 

有
線
通
信
員
 

78
 
 
 

50
2 
有
線
通
信
員
 

 
 

50
2-
10
 
有
線
通
信
操
作
員
 

44
 

44
 
50
2-
01
 
有
線
通
信
操
作
員
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

50
2-
20
 
有
線
技
術
員
 

15
 

 
50
2-
02
 
有
線
技
術
員
 

 
枝
番
の
「
有
線
放
送
技
術
員
」
を
見
直
し
、
集
約
項
目
は
、「
有
線
通
信
操
作
 

50
2-
21
 
有
線
放
送
技
術
員
 

19
 

34
 
 

 
員
」（
50
2-
10
）
と
「
有
線
技
術
員
」（
50
2-
30
）
に
整
理
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
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50
2-
01
：
50
2-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
50
2-
02
：
50
2-
20
～
21
 

 
 

50
3 

電
話
交
換
手
 

4,
67
8 
 
 

50
3 
電
話
交
換
手
 

 
 

50
3-
10
 
電
話
交
換
手
 

4,3
34
 

 
50
3-
01
 
電
話
交
換
手
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

50
3-
11
 
国
際
電
話
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

1 
 
 

 
相
対
的
に
求
人
の
少
な
い
枝
番
の
「
国
際
電
話
オ
ペ
レ
ー
レ
ー
タ
ー
」（
1 

50
3-
12
 
構
内
電
話
交
換
手
 

79
 

4,6
47
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
件
）、
「
構
内
電
話
交
換
手
」（
79
件
）、
「
案
内
台
交
換
手
」（
23
3
件
）
 

50
3-
13
 
案
内
台
交
換
手
 

23
3 
 
 

 
50
3-
01
：
50
3-
10
～
13
 

 
を
整
理
し
、
細
分
類
は
、「
電
話
交
換
手
」
に
一
元
化
し
た
。
 

50
4 

郵
便
集
配
員
、
電
報
配
達
員
 

2,
98
4 
 
 

50
4 
郵
便
集
配
員
、
電
報
配
達
員
 

 
 

50
4-
10
 
郵
便
集
配
員
 

1,2
21
 

 
50
4-
01
 
郵
便
集
配
員
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

50
4-
11
 
郵
便
取
集
員
 

20
 

 
50
4-
02
 
電
報
等
配
達
員
 

 
集
約
項
目
の
「
郵
便
集
配
員
」（
1,2
21
件
）
に
は
一
定
規
模
の
求
人
が
寄
せ
 

50
4-
12
 
郵
便
配
達
員
 

1,6
38
 

2,8
79
 
 

 
ら
れ
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
を
維
持
す
る
。
も
う
ひ
 

50
4-
20
 
電
報
配
達
員
 

24
 

24
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
と
つ
の
集
約
項
目
で
あ
る
「
電
報
配
達
員
」（
24
件
）
は
、
寄
せ
ら
れ
る
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
50
4-
01
：
50
4-
10
～
12
 

 
は
少
な
い
も
の
の
、
小
分
類
名
が
「
郵
便
集
配
員
、
電
報
配
達
員
」
で
あ
る
こ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
50
4-
02
：
50
4-
20
 

 
と
か
ら
、
項
目
名
を
残
す
。
な
お
、「
電
報
配
達
員
」
に
は
、
レ
タ
ッ
ク
ス
な
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ど
を
含
め
る
た
め
、「
電
報
等
配
達
員
」（
仮
称
）
に
改
称
す
る
。
 

50
9 

そ
の
他
の
通
信
の
職
業
 

19
3 
 
 

50
9 
そ
の
他
の
通
信
の
職
業
 

 
 

50
9-
10
 
航
空
管
制
官
 

4 
4
 
50
9-
01
 
そ
の
他
の
通
信
の
職
業
 

○
項
目
の
整
理
 

50
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
通
信
の
職
業
 

17
5 

17
5
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
求
人
数
の
少
な
い
「
航
空
管
制
官
」（
4
件
）
を
整
理
し
、
雑
多
項
目
の
み
 

 
 
 

 
 

 
 

 
50
9-
01
：
50
9-
10
、
99
 

 
残
し
た
。
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分類番号 項目名 分類番号 項目名
46 鉄道運転の職業
461 鉄道機関士 461 鉄道機関士
461-10 電気機関士 461-01 鉄道機関士
461-20 ディーゼル機関士
461-30 蒸気機関士
461-98 鉄道機関士見習
462 電車・気動車運転士 462 電車・気動車運転士
462-10 電車運転士 462-01 電車・気動車運転士
462-20 気動車運転士
462-98 電車・気動車運転士見習
47 自動車運転の職業
471 バス運転者 471 バス運転者
471-10 バス運転者
471-11 路線バス運転者 471-01 路線バス運転者
471-12 貸切バス運転者 471-02 貸切バス運転者
471-13 自家用バス運転者 471-03 自家用バス運転者
472 乗用自動車運転者 472 乗用自動車運転者
472-10 乗用自動車運転者
472-11 自家用乗用自動車運転者 472-01 自家用乗用自動車運転者
472-12 営業用乗用自動車運転者 472-02 営業用乗用自動車運転者

472-03 自家用乗用自動車運転代行者
473 貨物自動車運転者 473 貨物自動車運転者
473 10 貨物自動車運転者 473 01 大型・中型トラック運転者

図表34 大分類Ｈ「運輸･通信の職業」の細分類項目に係る新旧項目対照表

現行 改訂素案

473-10 貨物自動車運転者 473-01 大型 中型トラック運転者
473-11 トラック運転者 473-02 小型トラック運転者
473-12 トレーラートラック運転者 473-03 トレーラートラック運転者
473-13 コンクリートミキサー車運転者 473-04 コンクリートミキサー車運転者
473-14 ダンプカー運転者 473-05 ダンプカー運転者
473-15 タンクローリー運転者 473-06 タンクローリー運転者

473-99 他に分類されない貨物自動車運転者
479 その他の自動車運転の職業 479 その他の自動車運転の職業
479-10 その他の自動車運転の職業 479-01 廃棄物収集車運転者

479-02 自動車陸送員
479-99 他に分類されないその他の自動車運転の職業

48 船舶・航空機運転の職業
481 船長（漁労船を除く） 481 船長（漁労船を除く）
481-10 貨客船船長 481-01 貨客船船長
481-20 作業船船長 481-02 作業船船長
481-21 しゅんせつ船船長
481-22 タグボート船船長
481-99 他に分類されない船長 481-99 他に分類されない船長
482 航海士・運航士（漁労船を除く）、水先人 482 航海士・運航士（漁労船を除く）、水先人
482-10 航海士 482-01 航海士・運航士
482-20 運航士
482-30 水先人 482-02 水先人
483 船舶機関長・機関士（漁労船を除く） 483 船舶機関長・機関士（漁労船を除く）
483-10 船舶機関長 483-01 船舶機関長
483-20 船舶機関士 483-02 船舶機関士
484 航空機操縦士 484 航空機操縦士
484-10 航空機操縦士 484-01 航空機操縦士
485 航空機機関士 485 航空機機関士
485-10 航空機機関士 485-01 航空機機関士
49 その他の運輸の職業
491 車掌 491 車掌
491-10 鉄道車掌 491 01 鉄道車掌491 10 鉄道車掌 491-01 鉄道車掌
491-11 旅客車掌
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491-12 貨物車掌
491-20 バス車掌 491-02 バス車掌、バスガイド
491-21 観光バス車掌
492 駅構内係、信号係 492 駅構内係、信号係
492-10 駅構内係 492-01 駅構内係
492-11 操車係
492-12 連結手
492-20 信号係 492-02 信号係
493 甲板員 493 甲板員、船舶機関員
493-10 甲板員 493-01 甲板員
494 船舶機関員
494-10 船舶機関員 493-02 船舶機関員
499 他に分類されない運輸の職業 49A フォークリフト運転者
499-10 フォークリフト運転者 49A-01 フォークリフト運転者
499-20 小型船舶運転者 499 他に分類されない運輸の職業
499-21 遊漁船船頭 499-01 小型船舶運転者
499-30 車両点検係 499-99 他に分類されないその他の運輸の職業
499-99 他に分類されないその他の運輸の職業
50 通信の職業
501 無線通信員、無線技術員 501 無線通信員、無線技術員
501-10 無線通信士 501-01 無線通信士
501-11 航空関係無線通信士
501-12 船舶関係無線通信士
501-20 無線技術士 501-02 無線技術士
501-21 ラジオ・テレビ放送技術員 501-03 ラジオ・テレビ放送技術員
501-22 写真電送員
501-23 中継技術員501 23 中継技術員
501-30 特殊無線技士 501-99 他に分類されない無線通信員、無線技術員
501-99 他に分類されない無線通信員、無線技術員
502 有線通信員 502 有線通信員
502-10 有線通信操作員 502-01 有線通信操作員
502-20 有線技術員 502-02 有線技術員
502-21 有線放送技術員
503 電話交換手 503 電話交換手
503-10 電話交換手 503-01 電話交換手
503-11 国際電話オペレーター
503-12 構内電話交換手
503-13 案内台交換手
504 郵便集配員、電報配達員 504 郵便集配員、電報配達員
504-10 郵便集配員 504-01 郵便集配員
504-11 郵便取集員
504-12 郵便配達員
504-20 電報配達員 504-02 電報等配達員
509 その他の通信の職業 509 その他の通信の職業
509-10 航空管制官 509-01 その他の通信の職業
509-99 他に分類されない通信の職業

（注）　1. 分類番号3桁目のアルファベット大文字は、新設の分類項目に付与した仮置きの分類符合であり、分類番号
　　　　 の3桁目が未定であることを表す。
　　　　2. 表中の線の意味は次のとおり。

実線は現行の項目が改訂案の項目に対応すること、点線は現行項目の一部が改訂案の項目に対応すること、
太線は現行の項目がそのまま改訂案に移行すること（線の見やすさを優先して太線にしている。実質的には
実線と同じ）をそれぞれ表す。
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10 大分類 I 生産工程・労務の職業

(1) 分類体系の構成

大分類 I は、職業分類表に設定された小分類項目（379 項目）の 47%（178 項目）をしめ、9

つの大分類項目のうち最も項目数が多い。これは、元々、技能関連の項目が多かったことに

加えて、日本標準職業分類の累次の改定作業で大分類から中分類に格下げになった項目が大

分類 I に一括してとりまとめられていることによる。さまざまな職業が同一の大分類項目の

下に位置づけられることになった結果、現行の大分類 I は、大分類と中分類の中間に新たな

分類レベル（亜大分類）を設けて、全体を製造・制作、機械運転・電気作業、採掘・建設・

労務に区分している（図表 35）。亜大分類レベルの項目は、職業を集約するとき大分類と中

分類の中間レベルのくくり方として考えられているが、統計調査の結果を職業別に集計する

際にはほとんど利用されていないのが実態である。

3 つの亜大分類項目のうち特に項目数が多いのは製造・制作の職業である。この項目は、

実質的には製造、加工、組立に 3 分割されている。製造に関する中分類項目は、化学、窯業、

食料品、紡織、印刷、ゴム・プラスチックなど、やや大くくりの製品別項目が設定され、そ

れぞれの項目の小分類レベルには具体的な製品別の項目が設定されている。加工の中分類に

は金属材料を加工する仕事と金属の溶接・溶断の仕事がそれぞれ設定されている。組立の中

分類には、電気機械・輸送機械など機械の種類別に項目が設定され、それぞれの小分類レベ

ルには具体的な製品別の項目が設けられている。

製造・制作の亜大分類の特徴は、生産工程の仕事を製造と組立のふたつに集約しているこ

とである（図表 36）。このような項目設定の背景には、生産工程のさまざまな種類の仕事（制

御・監視作業、機械を使った製造作業、手工的製造作業など）を区分して項目を設けた場合

には調査実施上の技術的な困難が伴うこと、また製造技術を問わず製品別の項目を設定する

ことによって製品製造の違いを仕事の違いとしてみなすことができるとの考え方がある。

(2) 主な問題点

ハローワークの職業紹介では従来、技能工の取扱いが多く、これを反映して大分類Ⅰの亜

大分類（製造・制作の職業）には求人・求職者のマッチングに配慮した細かな項目が設定さ

れている。細分類レベルの項目数をみると、大分類Ⅰは全体の 6 割以上をしめている。しか

し、現実の求人をみると大分類Ⅰのしめる比率は全体の 3 割程度である。求人の比率に比べ

て項目数の比率が高すぎるといえる。この点を是正するためには細分類項目の大幅な見直し

が必要である。

見直しの方向はふたつある。ひとつは、求人・求職者数を基準にして利用度の低い項目（す

なわち求人・求職者数の相対的に少ない項目）を整理することである。その際、集約項目と

特掲項目に分類された求人件数は次の 3 つのケースに分かれるので、それに応じた項目の整

理を行うことが重要である。
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図
表
35

大
分
類
I
「
生
産
工
程
・
労
務
の
職
業
」
の
構
成
（
中
・
小
分
類
項
目
）

金
属
材
料

製
銑
・
製
鋼
、
圧
延
、
鋳
物
、
鍛
造
、
熱
処
理
、
伸
線
、
非
鉄
金
属
製
錬

化
学
製
品

基
礎
的
化
学
製
品
、
石
油
精
製
、
化
学
繊
維
、
油
脂
加
工
、
医
薬
品
・
化
粧
品

窯
業
製
品

原
料
加
工
、
ガ
ラ
ス
成
形
、
施
ゆ
う
・
ほ
う
ろ
う
、
れ
ん
が
・
か
わ
ら
、
絵
付
、

セ
メ
ン
ト
、
セ
メ
ン
ト
製
品

土
石
製
品

石
工

精
穀
・
製
粉
・
調
味
食
品

精
穀
、
製
粉
、
製
糖
、
味
そ
・
し
ょ
う
ゆ
、
動
植
物
油
脂

食
料
品

め
ん
類
、
パ
ン
・
菓
子
、
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
ふ
、
か
ん
詰
・
び
ん
詰
・
レ
ト

ル
ト
、
乳
・
乳
製
品
、
食
肉
加
工
、
水
産
物
加
工

製
造

飲
料
・
た
ば
こ

製
茶
、
清
酒
、
酒
類
、
清
涼
飲
料
、
た
ば
こ

紡
織

粗
紡
・
精
紡
、
合
糸
・
ね
ん
糸
、
織
機
準
備
、
織
布
、
漂
白
・
精
練
、
染
色
、

編
物
・
編
立
、
綱
・
網

衣
服
・
繊
維
製
品

婦
人
・
子
供
服
仕
立
、
紳
士
服
仕
立
、
和
服
仕
立
、
刺
し
ゅ
う
、
ミ
シ
ン
縫
製
、

裁
断

木
・
竹
・
草
・
つ
る
製
品

製
材
・
チ
ッ
プ
、
合
板
、
木
工
・
木
彫
、
木
製
家
具
・
建
具
、
船
大
工
、
竹
細
工
、

と
う
・
き
柳
・
草
・
つ
る

パ
ル
プ
・
紙
・
紙
製
品

パ
ル
プ
・
紙
料
、
紙
す
き
、
加
工
紙
、
紙
器
、
紙
製
品

製
造
/制
作

印
刷
・
製
本

文
字
組
版
、
製
版
、
印
刷
作
業
、
製
本

ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

原
料
ゴ
ム
加
工
、
ゴ
ム
製
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
成
形
・
加
工

革
・
革
製
品

製
革
、
靴

装
身
具
等
身
の
回
り
品

か
ば
ん
・
袋
物
、
が
ん
具
、
ち
ょ
う
ち
ん
・
う
ち
わ
、
ほ
う
き
・
ブ
ラ
シ
、
漆
器
、

貴
金
属
・
宝
石
・
甲
・
角
細
工
、
印
判
、
模
型
・
模
造
品

金
属
加
工

金
属
工
作
機
械
、
金
属
プ
レ
ス
、
鉄
工
・
製
缶
、
板
金
、
金
属
彫
刻
、
め
っ
き
、

加
工

表
面
処
理
、
針
金
・
針
・
ば
ね

溶
接
・
溶
断

電
気
溶
接
、
ガ
ス
溶
接
・
溶
断

一
般
機
械

電
気
機
械

電
気
機
械
、
電
気
通
信
機
器
、
電
球
・
電
子
管
、
被
服
電
線
、
半
導
体
、
電
子
応

組
立

用
機
器

輸
送
機
械

自
動
車
、
自
動
車
整
備
、
航
空
機
、
鉄
道
車
両
、
自
転
車
、
船
舶
ぎ
装

計
量
計
測
機
器
・
光
学
機
械
器
具

計
量
計
測
機
器
、
時
計
、
光
学
機
械
器
具
、
レ
ン
ズ
研
磨
・
調
整

そ
の
他
の
製
造
・
制
作

内
張
、
表
具
、
塗
装
、
画
工
・
看
板
制
作
、
写
真
、
製
図
・
写
図
、
現
図
、
包
装
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機
械
運
転

定
置
機
械
・
建
設
機
械
運
転

ボ
イ
ラ
ー
、
ク
レ
ー
ン
・
巻
揚
機
、
ポ
ン
プ
・
ブ
ロ
ア
ー
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、

機
械
運
転
/

建
設
用
機
械

電
気
作
業

電
気
作
業

発
電
・
変
電
、
送
電
線
架
線
、
配
電
線
架
線
、
通
信
線
架
線
、
電
気
通
信
設
備
、

電
気
工
事

採
掘

採
鉱
、
石
切
出
、
じ
ゃ
り
・
砂
・
粘
土
採
取
、
ダ
ム
・
ト
ン
ネ
ル
掘
削
、
さ
く
井
、

石
油
・
天
然
ガ
ス
採
取

建
設
躯
体
工
事

型
枠
大
工
、
と
び
、
鉄
筋

採
掘
/建
設

建
設

建
設
作
業

大
工
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
・
タ
イ
ル
張
、
屋
根
ふ
き
、
左
官
、
畳
、
配
管
、
内
装
仕
上

/労
務

防
水

土
木
作
業

土
木
作
業
、
鉄
道
線
路
工
事

労
務

運
搬
労
務

船
内
・
沿
岸
荷
役
、
陸
上
荷
役
・
運
搬
、
倉
庫
作
業
、
配
達
、
荷
造

そ
の
他
の
労
務

清
掃
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生産工程の仕事 日本標準職業分類

原材料処理

制御・監視作業 製造作業

機械を使った製造作業

道具・手工的製造作業

組立・修理作業 組立・修理作業

検査 検査

その他の作業 その他の作業

図表 36 生産工程の仕事と日本標準職業分類

①集約コードに求人が集中し、特掲コードに分類される求人は相対的に少ないケース

②特掲コードに求人が集中し、集約コードに分類される求人は相対的に少ないケース

③集約コードと特掲コードにそれぞれ分類された求人は、おおよそ同程度であるケース

第 1 のケースでは集約職業を重視した項目の設定、第 2 のケースでは特掲職業を重視した

項目の設定を行う。また、第 3 のケースでは求人件数の分布などを考慮して個別に判断する。

もうひとつの見直しの方向は、現実の求人を分類表に反映させること、つまり現実の職業

を分類項目の形で分類表に写し取ることである。これには、現実の職業に合致していない既

存の分類項目を修正することと、分類表に設定されていない職業を分類表に設定することの

ふたつの面がある。前者の例には印刷がある。印刷のプリプレス工程（印刷用の刷版を作成

するまでの工程）は大きく変化している。従来、写植機による文字組版の作成と写真製版の

組合せによって刷版を作成するのが主流であったが、現在では DTP ソフトを使用したパー

ソナルコンピュータ上での組版作成とそのデータを刷版に焼き付ける技術が主流になってい

る。このプリプレス工程の変化に対応した分類項目を設ける必要がある。

後者については、求人が増加しているにもかかわらず分類項目が設定されていない職業が

ある。たとえば、商品注文リスト等にもとづいて該当商品を選び出す作業であるピッキング

や、住宅の外壁をモルタル仕上げにするのではなくサイディングや ALC の外壁を取り付け

る仕事などが該当する。

これ以外に大きな問題としては、求職者の現実にどのように対応するのかという問題があ

る。製造や工場作業といった大くくりの仕事を希望する求職者が少なからずいる。大分類Ⅰ
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の亜大分類（製造・制作の職業）に設定されている中・小・細分類項目は、いずれも特定の

製品の製造に関係した職業である。つまり各分類項目は、明確な職務範囲と職務内容を伴っ

ていることが特徴になっている。分類体系が、機械操作、手工的作業、単純作業などに分か

れているのであれば、単純作業の下に設定する項目次第ではこのような求職者を位置づける

ことも可能であると思われるが、製品の種類を問わず、また仕事の種類を問わないといった

求職者を職業分類表の項目に位置づけることは現行の体系では極めて難しい。ただし、この

ような求職者の仕事を労務的なものに限定するのであれば、労務の職業に設定する項目によ

っては対応は可能とも考えられる。

(3) 改訂素案

大分類Ⅰの見直し作業の結果を要約すると図表 37 のようになる。小分類項目別の見直し

結果と変更理由を示したものが図表 38 の改訂素案である。改訂素案の中から分類項目だけ

を抜き出してその異同を図示すると図表 39 の新旧対照表になる。
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図
表
37

大
分
類
Ｉ
「
生
産
工
程
・
労
務
の
職
業
」
の
細
分
類
項
目
改
訂
素
案
の
総
括
表

改
訂
案

該
当
項
目

主
な
改
訂
理
由

(現
行
分
類
番
号
)

小
分
類
項
目

新
設

56
9

電
気
と
ガ
ス
の
両
方
の
溶
接
作
業
に
従
事
す
る
溶
接
工
を
分
類
す
る
受
け
皿
と
し
て
中
分
類
56
に

新
た
に
小
分
類
レ
ベ
ル
の
雑
多
項
目
を
設
け
た
。

再
編

57
1、
57
2

機
械
の
組
立
と
修
理
の
2
項
目
に
分
か
れ
て
い
た
小
分
類
を
機
械
の
種
類
別
に
原
動
機
、
金
属
加

工
機
械
、
産
業
用
機
械
、
機
械
部
品
の
4
項
目
に
再
編
し
た
。

統
合

63
2、
63
3

酒
類
製
造
工
：
職
業
の
類
似
性
、
求
人
規
模
等
を
考
慮
し
て
清
酒
と
酒
類
を
統
合
し
た
。

64
3、
64
4

織
布
工
：
準
備
と
織
機
操
作
と
に
分
か
れ
て
い
た
織
布
工
程
の
2
項
目
を
統
合
し
た
。

。
64
5、
64
6

染
色
・
仕
上
げ
工
：
精
練
・
漂
白
と
染
色
と
に
分
か
れ
て
い
た
染
色
工
程
の
2
項
目
を
統
合
し
た

65
1、
65
2

紳
士
・
婦
人
・
子
供
服
仕
立
職
・
修
理
工
：
婦
人
・
子
供
服
と
紳
士
服
に
分
か
れ
て
い
た
仕
立
職

を
一
本
化
し
た
（
細
分
類
レ
ベ
ル
で
婦
人
・
子
供
服
と
紳
士
服
は
別
々
に
設
定
し
た
。）

68
1、
68
2

文
字
組
版
・
製
版
作
業
員
：
印
刷
工
程
の
変
化
を
反
映
さ
せ
る
た
め
文
字
組
版
と
製
版
を
統
合
し

た
。

71
2、
71
9-
40

が
ん
具
製
造
工
と
運
動
具
製
造
工
を
統
合
し
て
、
ひ
と
つ
の
小
分
類
項
目
と
し
た
。

分
割

求
人
規
模
や
仕
事
内
容
の
違
い
を
考
慮
し
て
項
目
を
分
割
し
た
。

53
5

陶
磁
器
製
造
工
、
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
製
造
工

55
1

汎
用
金
属
工
作
機
械
工
、
数
値
制
御
金
属
工
作
機
械
工

55
3

鉄
工
、
製
缶
工

項
目
名
の
変
更

細
分
類
レ
ベ
ル
に
設
定
さ
れ
た
項
目
を
総
括
す
る
名
称
と
し
て
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
、
簡
潔
で

分
か
り
や
す
い
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
か
ら
見
直
し
を
行
っ
た
。

60
2

時
計
組
立
工
・
修
理
工

→
時
計
類
組
立
工
・
修
理
工

60
4

レ
ン
ズ
研
磨
工
・
調
整
工

→
レ
ン
ズ
研
磨
工
・
加
工
工

64
1

粗
紡
工
、
精
紡
工

→
紡
績
工

64
2

合
糸
工
、
ね
ん
糸
工
、
加
工
糸
工

→
ね
ん
糸
工
、
加
工
糸
工

73
3

ポ
ン
プ
・
ブ
ロ
ア
ー
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
運
転
工

→
ポ
ン
プ
・
送
風
機
・
圧
縮
機
運
転
工

75
5

さ
く
井
工
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
採
取
工

→
さ
く
井
工
、
ボ
ー
リ
ン
グ
工

79
1

船
内
・
沿
岸
荷
役
作
業
者

→
港
湾
荷
役
作
業
者

79
5

荷
造
工

→
こ
ん
包
工

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
名
称
に
な
っ
て
い
る
項
目
は
、
仕
事
内
容
を
的
確
に
反
映
し
た
も
の
に
な
る
よ

う
に
見
直
し
を
行
っ
た
。

52
1

基
礎
的
化
学
製
品
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

→
基
礎
的
化
学
製
品
製
造
工

52
2

石
油
精
製
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

→
石
油
精
製
工
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52
4

石
け
ん
・
洗
剤
・
油
脂
製
品
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

→
石
け
ん
・
洗
剤
・
油
脂
製
品
製
造
工

53
7

セ
メ
ン
ト
生
産
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

→
セ
メ
ン
ト
製
造
工

細
分
類
へ
の
格
下
げ

求
人
件
数
の
少
な
い
小
分
類
項
目
は
廃
止
し
、
同
一
中
分
類
内
の
小
分
類
レ
ベ
ル
の
雑
多
項
目
の

中
に
細
分
類
項
目
と
し
て
移
動
し
た
。

53
3、
53
6、
55
5、
施
ゆ
う
工
、
ほ
う
ろ
う
が
け
工
、
窯
業
絵
付
工
、
金
属
彫
刻
工
、
製
糖
工
、
刺
し
ゅ
う
工
、
船
大

61
3、
65
4、
66
5、
工
、
竹
細
工
工
、
と
う
・
き
柳
・
草
・
つ
る
製
品
製
造
工
、
ち
ょ
う
ち
ん
・
う
ち
わ
製
造
工
、
漆

66
6、
66
7、
71
3、
器
工
、
印
判
師
、
表
具
師
、
写
真
工
、
写
図
工
、
現
図
工

71
5、
71
7、
72
2、

72
5、
72
6、
72
7

ひ
と
つ
の
中
分
類
項
目
の
も
と
に
小
分
類
項
目
が
10
項
目
以
上
設
中
分
類
55
「
金
属
加
工
の
職
業
」（
小
分
類
10
項
目
）

定
さ
れ
て
い
る
も
の

中
分
類
58
「
電
気
機
械
器
具
組
立
・
修
理
の
職
業
」（
小
分
類
10
項
目
）

細
分
類
項
目

小
分
類
へ
の
格
上
げ

求
人
規
模
を
考
慮
し
て
小
分
類
レ
ベ
ル
に
格
上
げ
し
た
。

55
9-
10

金
属
製
家
具
・
建
具
製
造
工

55
9-
20

金
属
製
品
製
造
工
（
一
貫
作
業
に
よ
る
も
の
））

58
9-
40

電
子
機
器
部
品
製
造
工

65
9-
10

パ
タ
ン
ナ
ー

71
9-
10

楽
器
製
造
工

71
9-
30

筆
記
用
具
製
造
工

73
9-
40

玉
掛
工

80
9-
20

選
別
工

80
9-
30
の
一
部

軽
作
業
員

＊

新
設

62
4-
10
～
99

分
類
基
準
の
変
更
：
仕
事
別
に
代
わ
り
製
品
別
に
缶
詰
・
瓶
詰
・
レ
ト
ル
ト
食
品
製
造
工
の
3
項

目
を
設
定
し
た
。

80
9-
20
の
一
部

ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
に
対
応
す
る
項
目
と
し
て
商
品
選
別
工
を
設
定
し
た
。

分
割

55
9-
22

工
具
製
造
工
を
治
工
具
製
造
工
と
金
型
製
造
工
に
分
割
し
た
。

項
目
名
の
変
更

65
5-
20

衣
服
以
外
の
ミ
シ
ン
縫
製
工

→
身
の
回
り
品
ミ
シ
ン
縫
製
工

72
8-
10

機
械
包
装
工

→
製
品
包
装
工

73
4-
10

建
設
機
械
運
転
工

→
車
両
系
建
設
機
械
運
転
工

75
5-
20

試
す
い
工

→
ボ
ー
リ
ン
グ
工

77
7-
20

建
具
ガ
ラ
ス
は
め
込
工

→
建
具
ガ
ラ
ス
取
付
工

77
7-
30

室
内
装
飾
工

→
内
装
工

80
9-
30
～
37

～
雑
務
員

→
～
軽
作
業
員

特
掲
項
目
の
細
分
類
独
立

求
人
の
多
い
特
掲
項
目
は
細
分
類
レ
ベ
ル
に
項
目
を
設
定
し
た
。

51
9-
53

非
破
壊
検
査
員

53
9-
51

ガ
ラ
ス
製
品
検
査
工
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58
2-
23

テ
レ
ビ
・
画
像
端
末
機
組
立
工

58
9-
51

液
晶
表
示
部
品
製
造
工

58
9-
76

電
子
部
品
検
査
工

59
9-
21

自
動
車
検
査
工

60
3-
31

カ
メ
ラ
組
立
工

72
1-
23

自
動
車
内
張
工

79
2-
14

引
越
作
業
員

79
4-
21

新
聞
配
達
員

79
4-
23

ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
員

80
1-
21

ご
み
処
理
作
業
員

80
1-
22

し
尿
処
理
作
業
員

80
9-
31

用
務
員

80
9-
38

公
園
・
ゴ
ル
フ
場
整
備
員

雑
多
項
目
（
-9
9）
か
ら
細
34
9-
10

個
人
宅
掃
除
員

＊

分
類
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
た
55
9-
99

自
動

車
解

体
工

、
ダ

イ
カ

ス
ト

工

職
業

68
9-
99

D
T
P
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

72
8-
99

ラ
ベ
ル
・
シ
ー
ル
貼
工

77
9-
99

外
壁
工

＊
、
住
宅
水
回
り
設
備
取
付
工

＊

80
9-
99

浄
化
槽
清
掃
員

80
9-
99

小
売
店
軽
作
業
員

＊

80
9-
99

会
場
設
営
作
業
員

＊

（
注
）
＊
印
は
仮
置
き
の
項
目
名
で
あ
る
。
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図
表
38
 
大
分
類
 I
 「
生
産
工
程
・
労
務
の
職
業
」
の
細
分
類
項
目
に
係
る
改
訂
素
案
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

現
行
（
平
成
11
年
改
訂
）
 

新
規
求
人
数

合
計
 

集
約
・
特
掲

コ
ー
ド
合
計

改
訂
素
案
 

主
な
改
訂
理
由
 

Ｉ
 

生
産
工
程
・
労
務
の
職
業
 

2,
10
8,
38
7 
 
 

 
 

 
 

51
 

金
属
材
料
製
造
の
職
業
 

29
,7
02
 
 
 

 
 

 
 

51
1 

製
銑
工
、
製
鋼
工
 

2,
65
4 
 
 

51
1 
製
銑
工
、
製
鋼
工
 

 
 

51
1-
10
 
製
銑
工
 

41
0 

 
51
1-
01
 
製
銑
工
 

○
求
人
 

51
1-
11
 
炉
前
工
（
高
炉
）
 

97
 

 
51
1-
02
 
製
鋼
工
 

 
特
掲
項
目
（
枝
番
）
の
職
業
名
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
求
人
規
 

51
1-
12
 
樋
管
理
工
（
高
炉
）
 

7 
 
51
1-
03
 
鋳
物
用
鉄
溶
融
工
 

 
模
と
も
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
の
項
目
に
は
採
用
し
な
い
。
 

51
1-
13
 
鋳
銑
機
工
 

20
 

53
4

 
51
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
銑
工
、
製
鋼
工
 

 
 

51
1-
20
 
製
鋼
工
 

86
4 

 
 
 

51
1-
21
 
溶
銑
予
備
処
理
工
 

0 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

51
1-
22
 
転
炉
工
 

2 
 
51
1-
01
：
51
1-
10
～
13
 

 
 

51
1-
23
 
電
気
炉
工
（
製
鋼
）
 

77
 

 
51
1-
02
：
51
1-
20
～
27
 

 
 

51
1-
24
 
取
べ
（
鍋
）
精
錬
工
 

10
 

 
51
1-
03
：
51
1-
30
～
32
 

 
 

51
1-
25
 
造
塊
工
 

46
 

 
51
1-
99
：
51
1-
99
 

 
 

51
1-
26
 
連
続
鋳
造
工
（
製
鋼
）
 

11
 

 
 
 

51
1-
27
 
連
鋳
精
整
工
 

0 

1,0
10

 
 

 
 

51
1-
30
 
鋳
物
用
鉄
溶
融
工
 

33
9 

 
 

 
 

51
1-
31
 
キ
ュ
ポ
ラ
工
（
鋳
物
）
 

4 
 
 

 
 

51
1-
32
 
電
気
炉
工
（
鋳
物
）
 

29
 

37
2
 
 

 
 

51
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
銑
工
、
製
鋼
工
 

34
4 

34
4
 
 

 
 

51
2 

非
鉄
金
属
製
錬
工
 

1,
95
7 
 
 

51
2 
非
鉄
金
属
製
錬
工
 

 
 

51
2-
10
 
非
鉄
金
属
溶
融
炉
工
 

62
6 

62
6
 
51
2-
01
 
非
鉄
金
属
溶
融
炉
工
 

○
求
人
 

51
2-
20
 
非
鉄
金
属
浸
出
・
浄
液
工
 

36
 

36
 
51
2-
02
 
非
鉄
金
属
電
解
工
 

 
「
非
鉄
金
属
浸
出
・
浄
液
工
」「
銅
製
錬
工
（
電
解
法
を
除
く
）」
 

51
2-
30
 
非
鉄
金
属
電
解
工
 

38
0 

38
0
 
51
2-
03
 
半
導
体
材
料
製
錬
工
(多
結
晶
シ
リ
コ
ン
な
ど
）
 

 
「
貴
金
属
製
錬
工
」
 
「
金
属
ウ
ラ
ン
製
錬
工
」
 

51
2-
40
 
銅
製
錬
工
（
電
解
法
を
除
く
）
 

13
 

13
 
51
2-
04
 
非
鉄
金
属
鋳
込
造
塊
工
 

 
は
求
人
規
模
が
著
し
く
小
さ
い
た
め
、
細
分
類
項
目
を
廃
止
す
る
。
 

51
2-
50
 
貴
金
属
製
錬
工
 

16
 

16
 
51
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
非
鉄
金
属
製
錬
工
 

 
 

51
2-
60
 
半
導
体
材
料
精
錬
工
 

33
3 

33
3
 

 
 

 
 
(多
結
晶
シ
リ
コ
ン
な
ど
) 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

51
2-
70
 
金
属
ウ
ラ
ン
製
錬
工
 

2 
2
 
51
2-
01
：
51
2-
10
 

 
 

51
2-
80
 
非
鉄
金
属
鋳
込
造
塊
工
 

19
3 

19
3
 
51
2-
02
：
51
2-
30
 

 
 

51
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
非
鉄
金
属
製
錬
工
 

14
2 

14
2
 
51
2-
03
：
51
2-
60
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
51
2-
04
：
51
2-
80
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
51
2-
99
：
51
2-
99
、
-2
0、
-4
0、
-5
0、
-7
0 

 
 

51
3 

鋳
物
工
 

6,
31
0 
 
 

51
3 
鋳
物
工
 

 
 

51
3-
10
 
調
砂
工
 

45
1 

45
1
 
51
3-
01
 
調
砂
工
 

○
求
人
 

51
3-
20
 
中
子
工
 

55
4 

55
4
 
51
3-
02
 
中
子
工
 

 
す
べ
て
の
細
分
類
の
単
位
で
一
定
規
模
の
求
人
が
あ
る
た
め
、
 

51
3-
30
 
鋳
型
工
 

62
9 

 
51
3-
03
 
鋳
型
工
 

 
そ
れ
ぞ
れ
の
集
約
職
業
名
を
細
分
類
の
項
目
に
設
定
す
る
。
 

51
3-
31
 
手
込
造
型
工
 

65
5 

1,5
66
 
51
3-
04
 
鋳
込
工
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51
3-
32
 
機
械
込
造
型
工
 

28
2 

 
51
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
鋳
物
工
 

 
 

51
3-
40
 
鋳
込
工
 

47
6 

47
6
 

 
 

51
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
鋳
物
工
 

74
0 

74
0
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
51
3-
01
：
51
3-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
51
3-
02
：
51
3-
20
 

  
 
 
 

 
 

 
 

 
51
3-
03
：
51
3-
30
～
32
 

  
 
 
 

 
 

 
 

 
51
3-
04
：
51
3-
40
 

  
 
 
 

 
 

 
 

 
51
3-
99
：
51
3-
99
 

 
 

51
4 

鍛
造
工
 

4,
88
7 
 
 

51
4 
鍛
造
工
 

 
 

51
4-
10
 
鍛
造
操
炉
工
 

44
6 

44
6
 
51
4-
01
 
鍛
造
操
炉
工
 

○
求
人
 

51
4-
20
 
自
由
鍛
造
工
 

28
7 

 
51
4-
02
 
自
由
鍛
造
工
 

 
数
百
件
の
求
人
規
模
が
あ
る
細
分
類
を
維
持
し
、
 

51
4-
21
 
鍛
造
プ
レ
ス
工
 

50
5 

 
51
4-
03
 
型
鍛
造
工
 

 
そ
れ
ぞ
れ
の
集
約
職
業
名
を
細
分
類
の
項
目
名
に
設
定
す
る
。
  

51
4-
22
 
鍛
造
ハ
ン
マ
工
 

13
5 

92
7
 
51
4-
04
 
手
か
じ
（
鍛
冶
）
工
 

  
51
4-
30
 
型
鍛
造
工
 

12
7 

 
51
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
鍛
造
工
 

  
51
4-
31
 
型
鍛
造
プ
レ
ス
工
 

13
 

 
  

51
4-
32
 
型
鍛
造
ハ
ン
マ
工
 

4 
14
4
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

  
51
4-
40
 
手
か
じ
（
鍛
冶
）
工
 

98
2 

 
51
4-
01
：
51
4-
10
 

 
 

51
4-
41
 
工
具
か
じ
工
 

12
 

99
4
 
51
4-
02
：
51
4-
20
～
22
 

 
 

51
4-
98
 
鍛
造
工
助
手
 

47
 

47
 
51
4-
03
：
51
4-
30
～
32
 

 
 

51
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
鍛
造
工
 

59
6 

59
6
 
51
4-
04
：
51
4-
40
～
41
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
51
4-
99
：
51
4-
98
、
99
 

 
 

51
5 

金
属
熱
処
理
工
 

1,
87
8 
 
 

51
5 
金
属
熱
処
理
工
 

 
 

51
5-
10
 
金
属
熱
処
理
工
 

1,5
71
 

 
51
5-
01
 
金
属
熱
処
理
工
 

○
求
人
 

51
5-
11
 
焼
な
ま
し
・
焼
な
ら
し
工
 

37
 

 
 
各
加
工
種
類
別
の
求
人
者
数
は
ど
れ
も
非
常
に
少
な
く
、
 

51
5-
12
 
焼
入
焼
戻
し
工
 

12
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
細
分
類
に
設
定
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。
細
分
類
は
集
約
項
目
 

 
 
（
高
周
波
・
浸
炭
を
除
く
）
 

 
 

 
51
5-
01
：
51
5-
10
～
15
 

 
「
金
属
熱
処
理
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

51
5-
13
 
高
周
波
焼
入
焼
戻
し
工
 

74
 

 
 

 
 

51
5-
14
 
浸
炭
焼
入
焼
戻
し
工
 

10
 

 
 
 

51
5-
15
 
窒
化
・
軟
窒
化
工
 

1 

1,7
05

 
 

 
 

51
6 

圧
延
工
 

2,
70
2 
 
 

51
6 
圧
延
工
 

 
 

51
6-
10
 
圧
延
加
熱
炉
工
 

13
4 

13
4
 
51
6-
01
 
熱
間
圧
延
工
 

○
求
人
 

51
6-
20
 
熱
間
圧
延
工
 

98
 

 
51
6-
02
 
冷
間
圧
延
工
 

 
求
人
規
模
が
年
間
10
0
件
程
度
に
と
ど
ま
る
「
圧
延
加
熱
炉
工
」
 

51
6-
21
 
条
鋼
圧
延
工
（
線
材
、
形
鋼
、
棒
鋼
）
 

26
0 

 
51
6-
03
 
溶
接
鋼
管
工
 

 
「
圧
延
仕
上
工
」「
圧
延
ロ
ー
ル
整
備
工
」
を
廃
止
し
、
 

51
6-
22
 
鋼
板
圧
延
工
（
厚
板
、
熱
延
）
 

10
8 

 
51
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
圧
延
工
 

 
「
熱
間
圧
延
」「
冷
間
圧
延
」「
溶
接
鋼
管
」
と
雑
多
項
目
 

51
6-
23
 
シ
ー
ム
レ
ス
鋼
管
工
（
中
径
、
小
径
）
 

69
 

53
5

 
 

 
に
整
理
す
る
。
 

51
6-
30
 
冷
間
圧
延
工
 

53
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

51
6-
31
 
電
磁
鋼
板
工
 

0 
 
51
6-
01
：
51
6-
20
～
23
 

 
 

51
6-
32
 
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
工
 

17
6 

 
51
6-
02
：
51
6-
30
～
34
 

 
 

51
6-
33
 
表
面
処
理
鋼
板
工
 

11
7 

 
51
6-
03
：
51
6-
40
～
43
 

 
 

51
6-
34
 
展
延
工
（
非
鉄
金
属
箔
）
 

22
1 

56
7

 
51
6-
99
：
51
6-
10
、
-5
0、
-6
0、
-9
9 

 
 

51
6-
40
 
溶
接
鋼
管
工
 

63
4 

68
1
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51
6-
41
 
大
径
管
工
（
ス
パ
イ
ラ
ル
、
Ｕ
Ｏ
管
）
 

0 
 
 

 
 

51
6-
42
 
電
縫
管
工
 

43
 

 
 
 

51
6-
43
 
鍛
接
管
工
 

4 
 
 

 
 
 

51
6-
50
 
圧
延
仕
上
工
 

14
9 

14
9
 

 
 

51
6-
60
 
圧
延
ロ
ー
ル
整
備
工
 

32
 

32
 

 
 

51
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
圧
延
工
 

15
7 

15
7
 
 

 
 

51
7 

伸
線
工
 

73
1 
 
 

51
7 
伸
線
工
 

 
 

51
7-
10
 
伸
線
工
 

72
0 

72
0
 
51
7-
01
 
伸
線
工
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
求
人
規
模
は
72
0
件
に
と
ど
ま
る
が
、
金
属
材
料
製
造
の
主
要
な
作
業
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
51
7-
01
：
51
7-
10
 

 
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
分
類
の
項
目
と
し
て
維
持
す
る
。
 

51
9 

そ
の
他
の
金
属
材
料
製
造
の
職
業
 

8,
58
3 
 
 

51
9 
そ
の
他
の
金
属
材
料
製
造
の
職
業
 

 
 

51
9-
10
 
金
属
材
料
原
料
工
 

28
6 

 
51
9-
01
 
鋳
物
仕
上
工
 

○
求
人
 

51
9-
11
 
鉱
石
焼
結
工
 

63
 

 
51
9-
02
 
金
属
材
料
製
造
検
査
工
 

１
．
求
人
規
模
の
小
さ
い
細
分
類
項
目
「
金
属
材
料
原
料
工
」
 

51
9-
12
 
ペ
レ
ッ
ト
工
 

6 
35
5
 
51
9-
03
 
非
破
壊
検
査
員
 

 
 
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
整
理
工
」「
粉
末
冶
金
製
品
製
造
工
」
は
廃
止
す
る
。
 

51
9-
20
 
ス
ク
ラ
ッ
プ
整
理
工
 

16
4 

 
51
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
金
属
材
料
製
造
の
職
業
 

２
．
51
9-
53
「
非
破
壊
検
査
員
」
の
年
間
求
人
数
は
集
約
項
目
 

51
9-
21
 
ス
ク
ラ
ッ
プ
切
断
工
 

48
 

 
 
 
51
9-
50
「
金
属
材
料
製
造
検
査
工
」
の
６
倍
に
の
ぼ
り
、
 

51
9-
22
 
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ヤ
ー
ド
工
 

7 
21
9
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
51
9「
そ
の
他
の
金
属
材
料
製
造
の
職
業
」
の
37
％
を
占
め
て
い
る
。
 

51
9-
30
 
鋳
物
仕
上
工
 

1,1
68
 

 
51
9-
01
：
51
9-
30
～
34
 

 
 
求
人
規
模
の
多
き
さ
か
ら
、「
非
破
壊
検
査
員
」
は
 

51
9-
31
 
鋳
物
型
ば
ら
し
工
 

20
 

 
51
9-
02
：
51
9-
50
～
52
 

 
 
細
分
類
51
9-
02
「
金
属
材
料
製
造
検
査
工
」
と
同
格
の
細
分
類
 

51
9-
32
 
シ
ョ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ス
ト
工
 

23
7 

 
51
9-
03
：
51
9-
53
 

 
 
に
設
定
す
る
。
 

51
9-
33
 
鋳
物
は
つ
り
工
 

10
7 

 
51
9-
99
：
51
9-
10
～
12
、
20
～
22
、
40
～
42
、
99
 

 
 

51
9-
34
 
鋳
物
切
断
・
補
修
工
 

12
 

1,5
44

 
 
 

51
9-
40
 
粉
末
冶
金
製
品
製
造
工
 

14
4 

 
 
 

51
9-
41
 
粉
末
冶
金
成
形
工
 

86
 

 
 

 
 

51
9-
42
 
粉
末
冶
金
焼
結
工
 

9 
23
9
 
 

 
 

51
9-
50
 
金
属
材
料
製
造
検
査
工
 

53
5 

 
 

 
 

51
9-
51
 
原
材
料
試
験
検
査
工
 

15
1 

 
 

 
 

51
9-
52
 
中
間
製
品
検
査
工
 

12
0 

 
 

 
 

51
9-
53
 
非
破
壊
検
査
員
 

3,1
46
 

3,9
52

 
 

 
 

51
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
 

1,2
47
 

1,2
47
 
 

 
 

 
 
金
属
材
料
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

52
 

化
学
製
品
製
造
の
職
業
 

26
,4
42
 
 
 

 
 

 
 

52
1 

基
礎
的
化
学
製
品
製
造
 

8,
20
4 
 
 

 
 

 
 

 
 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

52
1-
10
 
基
礎
的
化
学
製
品
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

4,8
93
 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

52
1-
11
 
石
油
化
学
製
品
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

26
5 

52
1 
基
礎
的
化
学
製
品
製
造
工
 

 
相
対
的
に
求
人
が
少
な
く
、
複
数
製
品
を
扱
う
求
人
職
種
を
分
類
し
に
 

52
1-
12
 
有
機
薬
品
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

73
 

 
52
1-
01
 
基
礎
的
化
学
製
品
製
造
工
 

 
く
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
を
一
元
化
す
る
。
ま
た
、
基
礎
的
化
学
製
品
 

52
1-
13
 
無
機
材
料
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

68
8 

 
 

 
製
造
の
職
務
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
業
務
と
現
場
監
視
業
務
に
大
別
で
き
る
。
 

52
1-
14
 
化
学
肥
料
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

11
9 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
一
般
に
「
製
造
工
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
項
目
名
を
 

52
1-
15
 
汎
用
樹
脂
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

1,1
12
 

7,1
50

 
52
1-
01
：
52
1-
10
～
15
 

 
「
基
礎
的
化
学
製
品
製
造
工
」
に
改
称
す
る
。
 

52
2 

石
油
精
製
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

53
1 
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52
2-
10
 
燃
料
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

13
6 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

52
2-
11
 
燃
料
油
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

2 
52
2 
石
油
精
製
工
 

 
求
人
数
が
相
対
的
に
少
な
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
利
用
度
が
低
い
こ
と
 

52
2-
12
 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

40
 

17
8
 
52
2-
01
 
石
油
精
製
工
 

 
か
ら
、
細
分
類
を
一
本
化
す
る
。
 

52
2-
20
 
潤
滑
油
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

84
 

84
 
 

○
項
目
名
 

52
2-
30
 
石
油
タ
ン
ク
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

18
 

18
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
石
油
精
製
の
職
務
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
業
務
と
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
に
 

52
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
石
油
精
製
 

13
6 

13
6
 
52
2-
01
：
52
2-
10
～
99
 

 
大
別
で
き
、
一
般
に
「
精
製
工
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
 

 
 
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

 
 

 
 

 
 
「
石
油
精
製
工
」
に
改
称
す
る
。
 

52
3 

化
学
繊
維
工
 

86
3 
 
 

52
3 
化
学
繊
維
工
 

 
 

52
3-
10
 
原
液
調
整
工
 

11
5 

11
5
 
52
3-
01
 
化
学
繊
維
工
 

○
求
人
 

52
3-
20
 
化
学
繊
維
紡
糸
工
 

41
1 

41
1
 
 

  
集
約
項
目
は
工
程
別
に
並
ん
で
い
る
も
の
の
、
寄
せ
ら
れ
る
求
人
職
種
は
、
 

52
3-
30
 
化
学
繊
維
後
処
理
工
 

10
7 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
化
学
繊
維
工
が
多
数
を
占
め
る
。
加
え
て
、
求
人
数
は
相
対
的
に
少
な
い
 

52
3-
31
 
化
学
繊
維
精
練
・
漂
白
工
 

9 
11
6
 
52
3-
01
：
52
3-
10
～
31
 

 
こ
と
も
踏
ま
え
、
細
分
類
は
「
化
学
繊
維
工
」
に
一
元
化
す
る
。
 

52
4 

石
け
ん
・
洗
剤
・
油
脂
製
品
製
造
 

47
4 
 
 

 
 

 
 

 
 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

52
4-
10
 
石
け
ん
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

16
1 

16
1
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

52
4-
20
 
合
成
洗
剤
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

88
 

88
52
4 
石
け
ん
・
洗
剤
・
油
脂
製
品
製
造
工
 

 
求
人
は
、
集
約
項
目
の
「
石
け
ん
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
に
16
1
件
、「
合
成
 

52
4-
30
 
油
脂
製
品
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

16
1 

 
52
4-
01
 
石
け
ん
・
洗
剤
・
油
脂
製
品
製
造
工
 

 
洗
剤
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
に
88
件
、「
油
脂
製
品
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
 

52
4-
31
 
硬
化
油
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

10
 

 
 

 
に
16
1
件
あ
り
、
職
安
で
の
利
用
度
は
相
対
的
に
低
い
。
加
え
て
、
枝
番
の
 

52
4-
32
 
脂
肪
酸
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

9 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
活
用
度
も
低
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
は
一
元
化
す
る
。
ま
た
、
項
目
名
は
、
 

52
4-
33
 
グ
リ
セ
リ
ン
製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

0 

18
0

 
52
4-
01
：
52
4-
10
～
33
 

 
求
人
職
種
名
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
「
製
造
工
」
に
改
称
す
る
。
 

52
5 

医
薬
品
・
化
粧
品
製
造
工
 

5,
20
9 
 
 

52
5 
医
薬
品
・
化
粧
品
製
造
工
 

 
 

52
5-
10
 
医
薬
品
製
造
工
 

2,8
24
 

 
52
5-
01
 
医
薬
品
製
造
工
 

○
求
人
 

52
5-
11
 
製
剤
工
 

15
0 

 
52
5-
02
 
化
粧
品
製
造
工
 

 
求
人
の
圧
倒
的
多
数
は
、
集
約
項
目
の
「
医
薬
品
製
造
工
」
と
「
化
粧
品
 

52
5-
12
 
医
薬
品
仕
上
工
 

75
 

3,0
49
 
 

 
製
造
工
」
に
集
ま
る
。
残
る
集
約
項
目
の
「
抗
生
物
質
種
母
培
養
工
」
と
 

52
5-
20
 
抗
生
物
質
種
母
培
養
工
 

12
 

12
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
枝
番
の
「
製
剤
工
」、
「
医
薬
品
仕
上
工
」
は
職
安
で
の
利
用
度
が
低
い
。
 

52
5-
30
 
化
粧
品
類
製
造
工
 

1,7
74
 

1,7
74
 
52
5-
01
：
52
5-
10
～
20
 

 
実
務
利
用
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
細
分
類
は
「
医
薬
品
製
造
工
」
と
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
52
5-
02
：
52
5-
30
 

 
「
化
粧
品
製
造
工
」
に
整
理
す
る
。
 

52
9 

そ
の
他
の
化
学
製
品
製
造
の
職
業
 

11
,1
61
 
 
 

52
9 
そ
の
他
の
化
学
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

52
9-
10
 
化
学
製
品
原
料
粉
砕
工
 

30
0 

30
0
 
52
9-
01
 
化
学
製
品
原
料
粉
砕
工
 

○
求
人
 

52
9-
20
 
製
塩
工
 

52
 

52
 
52
9-
02
 
感
光
剤
材
料
製
造
工
 

 
雑
多
項
目
の
な
か
で
、
相
対
的
に
求
人
数
の
多
い
「
化
学
製
品
原
料
粉
砕
 

52
9-
30
 
感
光
剤
材
料
製
造
工
 

14
6 

 
52
9-
03
 
フ
ィ
ル
ム
製
造
工
 

 
工
」、
「
感
光
剤
材
料
製
造
工
」、
「
フ
ィ
ル
ム
製
造
工
」、
「
塗
料
・
 

52
9-
31
 
フ
ィ
ル
ム
製
造
工
 

90
1 

 
52
9-
04
 
塗
料
・
絵
具
・
イ
ン
キ
製
造
工
 

 
絵
具
・
イ
ン
キ
製
造
工
」、
「
農
薬
・
殺
虫
剤
製
造
工
」、
「
化
学
 

52
9-
32
 
感
光
紙
製
造
工
 

93
 

1,1
40
 
52
9-
05
 
農
薬
・
殺
虫
剤
製
造
工
 

 
製
品
検
査
工
」
を
細
分
類
に
残
す
。
他
方
、
求
人
が
52
件
に
と
ど
ま
る
 

52
9-
40
 
塗
料
・
絵
具
・
イ
ン
キ
製
造
工
 

1,9
26
 

1,9
26
 
52
9-
06
 
化
学
製
品
検
査
工
 

 
集
約
項
目
の
「
製
塩
工
」
は
、
製
造
工
程
の
自
動
化
が
進
み
、
職
安
で
の
 

52
9-
50
 
農
薬
・
殺
虫
剤
製
造
工
 

14
7 

14
7
 
52
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
化
学
製
品
製
造
の
職
業
 

 
活
用
度
も
低
い
こ
と
か
ら
整
理
す
る
。
ま
た
、
枝
番
の
「
感
光
紙
製
造
 

52
9-
60
 
化
学
製
品
検
査
工
 

3,2
58
 

3,2
58
 

 
工
」
は
求
人
が
93
件
に
と
ど
ま
り
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
相
対
的
に
 

52
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
化
学
製
品
製
造
 

3,0
66
 

3,0
66
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
低
い
こ
と
か
ら
見
直
す
。
 

 
の
職
業
 

 
 

 
 

 
52
9-
01
：
52
9-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
52
9-
02
：
52
9-
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
52
9-
03
：
52
9-
31
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
52
9-
04
：
52
9-
40
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52
9-
05
：
52
9-
50
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
52
9-
06
：
52
9-
60
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
52
9-
99
：
52
9-
20
、
32
 

 
 

53
 

窯
業
製
品
製
造
の
職
業
 

24
,6
33
 
 
 

 
 

 
 

53
1 

窯
業
原
料
工
 

59
4 
 
 

53
1 
窯
業
原
料
工
 

 
 

53
1-
10
 
原
料
工
 

21
7 

 
53
1-
01
 
窯
業
原
料
工
 

○
求
人
 

53
1-
11
 
原
石
粉
砕
工
 

38
 

 
 

 
寄
せ
ら
れ
る
求
人
は
、「
原
料
工
」（
53
1-
10
）
で
21
7
件
、「
ガ
ラ
ス
 

53
1-
12
 
原
料
調
合
工
 

11
6 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
溶
融
炉
工
」（
53
1-
20
）
で
32
件
、「
窯
業
土
練
工
」（
53
1-
30
）
で
 

53
1-
13
 
原
料
か
焼
工
 

2 

37
3

 
53
1-
01
：
53
1-
10
～
99
 

 
13
件
、「
シ
ャ
モ
ッ
ト
工
」（
53
1-
40
）
は
0
件
と
な
る
。
集
約
項
目
の
 

53
1-
20
 
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
工
 

32
 

32
 
 

 
利
用
度
は
相
対
的
に
低
く
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
は
薄
い
。
 

53
1-
30
 
窯
業
土
練
工
 

13
 

 
 

 
迅
速
か
つ
的
確
な
職
業
紹
介
に
資
す
る
た
め
、
細
分
類
は
、
包
括
的
な
 

53
1-
31
 
陶
磁
器
土
練
工
 

1 
 
 

 
カ
テ
ゴ
リ
ー
名
称
で
あ
る
「
窯
業
原
料
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

53
1-
32
 
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
土
練
工
 

47
 

61
 
 

 
 

53
1-
40
 
シ
ャ
モ
ッ
ト
工
 

0 
0
 
 

 
 

53
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
窯
業
原
料
工
 

47
 

47
 
 

 
 

53
2 

ガ
ラ
ス
製
品
製
造
工
 

6,
47
3 
 
 

53
2 
ガ
ラ
ス
製
品
製
造
工
 

 
 

53
2-
10
 
ガ
ラ
ス
成
形
工
 

95
5 

 
53
2-
01
 
ガ
ラ
ス
成
形
工
 

○
求
人
 

53
2-
11
 
板
ガ
ラ
ス
成
形
工
 

19
0 

 
53
2-
02
 
ガ
ラ
ス
繊
維
製
造
工
 

 
相
対
的
に
利
用
頻
度
の
高
い
「
ガ
ラ
ス
成
形
工
」、
「
ガ
ラ
ス
繊
維
製
造
 

53
2-
12
 
製
び
ん
工
 

72
 

 
53
2-
03
 
ガ
ラ
ス
カ
ッ
ト
・
研
磨
工
 

 
工
」、
「
ガ
ラ
ス
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
工
」
を
細
分
類
に
残
す
。
こ
の
う
ち
、
 

53
2-
13
 
吹
き
ガ
ラ
ス
成
形
工
 

24
 

 
53
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
ガ
ラ
ス
製
品
製
造
工
 

 
「
ガ
ラ
ス
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
工
」
の
枝
番
の
「
ガ
ラ
ス
研
磨
工
」
に
は
 

53
2-
14
 
ガ
ラ
ス
プ
レ
ス
成
形
工
 

12
 

 
 
34
2
件
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
集
約
項
目
の
「
ガ
ラ
ス
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
 

53
2-
15
 
ガ
ラ
ス
管
成
形
工
 

88
 

1,3
41

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
工
」（
11
2
件
）
よ
り
職
安
で
の
活
用
度
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
 

53
2-
20
 
ガ
ラ
ス
繊
維
製
造
工
 

84
7 

84
7
 
53
2-
01
：
53
2-
10
～
15
 

 
新
た
な
項
目
名
は
、
集
約
項
目
の
「
ガ
ラ
ス
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
工
」
と
 

53
2-
30
 
ガ
ラ
ス
熱
加
工
工
 

21
 

 
53
2-
02
：
53
2-
20
 

 
枝
番
の
「
ガ
ラ
ス
研
磨
工
」
を
統
合
さ
せ
た
「
ガ
ラ
ス
カ
ッ
ト
・
 

53
2-
31
 
バ
ー
ナ
ー
加
工
工
 

9 
 
53
2-
03
：
53
2-
40
～
42
 

 
研
磨
工
」
と
す
る
。
ま
た
、
集
約
項
目
の
う
ち
、
相
対
的
な
利
用
度
が
 

53
2-
32
 
ガ
ラ
ス
火
切
・
口
焼
工
 

0 
30
 
53
2-
99
：
53
2-
30
～
32
、
50
、
60
～
61
、
99
 

 
低
い
「
ガ
ラ
ス
熱
加
工
工
」（
21
件
）、
「
鏡
銀
引
き
工
」（
39
件
）、
 

53
2-
40
 
ガ
ラ
ス
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
工
 

11
2 

 
 

 
「
ガ
ラ
ス
熱
処
理
工
」（
3
件
）
は
整
理
・
見
直
し
す
る
。
 

53
2-
41
 
ガ
ラ
ス
カ
ッ
ト
工
 

30
 

 
 

 
 

53
2-
42
 
ガ
ラ
ス
研
磨
工
 

34
2 

48
4
 
 

 
 

53
2-
50
 
鏡
銀
引
き
工
 

39
 

39
 
 

 
 

53
2-
60
 
ガ
ラ
ス
熱
処
理
工
 

3 
 
 

 
 

53
2-
61
 
ガ
ラ
ス
徐
冷
工
 

1 
4
 
 

 
 

53
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
ガ
ラ
ス
製
品
 

2,0
40
 

2,0
40
 
 

 
 

 
 
製
造
工
 

 
 

 
 

 
 
 

53
3 

施
ゆ
う
工
、
ほ
う
ろ
う
が
け
工
 

43
9 
 
 

 
 

 
 

53
3-
10
 
ゆ
う
薬
工
 

46
 

53
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

53
3-
11
 
ゆ
う
薬
原
料
調
合
工
 

24
 

 
 
集
約
項
目
の
「
ゆ
う
薬
工
」
に
は
46
件
、「
ゆ
う
薬
か
け
工
」
は
41
件
、
 

53
3-
12
 
フ
リ
ッ
ト
工
 

0 
70
 
53
9-
01
 
施
ゆ
う
工
、
ほ
う
ろ
う
が
け
工
 

 
「
ほ
う
ろ
う
焼
入
・
仕
上
工
」
は
30
8
件
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
 

53
3-
20
 
ゆ
う
薬
か
け
工
 

41
 

 
 
職
安
で
の
利
用
度
は
相
対
的
に
低
い
。
集
約
・
枝
番
含
め
て
、
全
体
で
も
 

53
3-
21
 
施
ゆ
う
機
工
 

0 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
求
人
は
43
9
件
に
と
ど
ま
り
、
小
分
類
を
維
持
す
る
積
極
的
理
由
が
 

53
3-
22
 
施
ゆ
う
仕
上
工
 

3 
44
 
53
9-
01
：
53
3-
10
～
30
 

 
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
雑
多
項
目
に
移
行
す
る
。
 

53
3-
30
 
ほ
う
ろ
う
焼
入
・
仕
上
工
 

30
8 

30
8
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53
4 

れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
製
造
工
 

1,
01
6 
 
 

53
4 
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
製
造
工
 

 
 

53
4-
10
 
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
成
形
工
 

53
9 

 
53
4-
01
 
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
製
造
工
 

○
求
人
 

53
4-
11
 
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
プ
レ
ス
成
形
工
 

65
 

 
 

 
寄
せ
ら
れ
る
求
人
は
、
集
約
項
目
の
「
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
成
形
工
」
で
 

53
4-
12
 
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
押
出
成
形
工
 

11
 

61
5
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
53
9
件
、「
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
乾
燥
工
」
で
5
件
、「
れ
ん
が
・
か
わ
ら
 

53
4-
20
 
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
乾
燥
工
 

5 
5
 
53
4-
01
：
53
4-
10
～
99
 

 
類
焼
成
工
」
で
24
件
に
と
ど
ま
る
。
加
え
て
、
枝
番
へ
の
求
人
も
2
桁
台
に
 

53
4-
30
 
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
焼
成
工
 

24
 

 
 

 
と
ど
ま
り
、
集
約
・
枝
番
と
も
職
安
で
の
利
用
度
は
低
い
。
項
目
を
 

53
4-
31
 
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
炉
出
入
工
 

6 
30
 
 

 
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
は
「
れ
ん
が
・
か
わ
ら
 

53
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
れ
ん
が
・
 

74
 

74
 
 

 
類
製
造
工
」
に
一
元
化
す
る
。
 

 
 
か
わ
ら
類
製
造
工
 

 
 

 
 

 
 
 

53
5 

陶
磁
器
製
造
工
、
フ
ァ
イ
ン
 

4,
49
7 
 
 

 
 

 
 

 
 

セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
品
製
造
工
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

小
分
類
項
目
の
分
割
 

 
 

53
5-
10
 
陶
磁
器
製
造
工
 

61
5 

 
53
5 
陶
磁
器
製
造
工
 

○
求
人
 

53
5-
11
 
陶
磁
器
成
形
工
 

29
5 

  
53
5-
01
 
陶
磁
器
製
造
工
 

 
「
陶
磁
器
製
造
工
」（
53
5-
10
）
は
、
求
人
数
の
少
な
い
枝
番
を
集
約
し
 

53
5-
12
 
陶
磁
器
研
磨
工
 

43
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
項
目
名
を
一
本
化
す
る
。
他
方
、「
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
 

53
5-
13
 
陶
磁
器
レ
ー
ス
加
工
工
 

0 
 
53
5-
01
：
53
5-
10
～
14
、
98
 

  
製
造
工
」
は
、
求
人
が
2,7
58
件
寄
せ
ら
れ
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
 

53
5-
14
 
陶
磁
器
焼
成
工
 

83
 

1,0
36

 
53
A
 
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
製
造
工
 

 
こ
と
か
ら
、
小
分
類
で
独
立
さ
せ
る
。
こ
の
た
め
、
小
分
類
の
53
5
は
、
 

53
5-
20
 
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
品
製
造
工
 

2,7
58
 

2,7
58
 
53
A
-0
1 
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
製
造
工
 

 
「
陶
磁
器
製
造
工
」
と
「
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
製
造
工
」
に
 

53
5-
98
 
陶
磁
器
製
造
工
見
習
 

21
 

21
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
分
割
さ
れ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
53
A
-0
1：
53
5-
20
 

 
 

53
6 

窯
業
絵
付
工
 

13
1 
 
 

 
 

 
 

53
6-
10
 
陶
磁
器
画
工
 

62
 

62
53
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

53
6-
20
 
転
写
絵
付
工
 

20
 

20
 

 
集
約
項
目
の
「
陶
磁
器
画
工
」
へ
の
求
人
は
64
件
、「
転
写
絵
付
工
」
は
 

53
6-
30
 
陶
磁
器
吹
付
工
 

2 
2
 
53
9-
02
 
窯
業
絵
付
工
 

 
20
件
、「
陶
磁
器
吹
付
工
」
は
2
件
、「
絵
付
線
引
き
工
」
は
15
件
、
 

53
6-
40
 
絵
付
線
引
き
工
 

15
 

15
 

 
さ
ら
に
「
盛
絵
付
工
」
は
0
件
と
、
職
安
で
の
利
用
頻
度
は
低
い
。
 

53
6-
50
 
盛
絵
付
工
 

0 
0
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
小
分
類
を
維
持
す
る
積
極
的
理
由
に
欠
け
る
こ
と
か
ら
、
雑
多
項
目
に
 

53
6-
98
 
窯
業
絵
付
工
見
習
 

0 
0
 
53
9-
02
：
53
6-
10
～
98
 

 
移
行
す
る
。
 

53
7 

セ
メ
ン
ト
生
産
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

14
3 
 
 

 
 

 
 

53
7-
10
 
セ
メ
ン
ト
生
産
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

13
2 

13
2
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
53
7 
セ
メ
ン
ト
製
造
工
 

○
職
業
名
 

 
 
 

 
 

 
 

  
 5
37
-0
1 
セ
メ
ン
ト
製
造
工
 

 
セ
メ
ン
ト
生
産
の
職
務
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
業
務
と
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
に
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
大
別
で
き
る
。
一
般
に
「
製
造
工
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
 

 
 
 

 
 

 
 

  
 5
37
-0
1：
53
7-
10
 

 
項
目
名
を
「
セ
メ
ン
ト
製
造
工
」
に
改
称
す
る
。
 

53
8 

セ
メ
ン
ト
製
品
製
造
工
 

7,
26
7 
 
 

53
8 
セ
メ
ン
ト
製
品
製
造
工
 

 
 

53
8-
10
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造
工
 

3,9
62
 

 
53
8-
01
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造
工
 

○
求
人
 

53
8-
11
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
工
 

57
6 

 
53
8-
02
 
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
工
 

 
求
人
の
圧
倒
的
多
数
は
、
集
約
項
目
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造
工
」
 

53
8-
12
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
製
造
工
 

20
7 

 
53
8-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
セ
メ
ン
ト
製
品
製
造
工
 

 
（
3,9
62
件
）
と
「
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
工
」（
1,0
48
件
）
に
 

53
8-
13
 
セ
メ
ン
ト
ス
レ
ー
ト
製
造
工
 

97
 

 
 

 
集
ま
る
。
他
方
、
枝
番
は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
工
」
は
 

53
8-
14
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
イ
プ
製
造
工
 

22
2 

5,0
64

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
57
6
件
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
製
造
工
」
で
20
7
件
、「
セ
メ
ン
ト
 

53
8-
20
 
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
工
 

1,0
48
 

1,0
48
 
53
8-
01
：
53
8-
10
～
14
 

 
ス
レ
ー
ト
製
造
工
」
で
97
件
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
イ
プ
製
造
工
」
で
 

53
8-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
セ
メ
ン
ト
 

57
2 

57
2
 
53
8-
02
：
53
8-
20
 

 
22
2
件
に
と
ど
ま
る
。
細
分
類
は
、
相
対
的
に
利
用
度
の
高
い
「
コ
ン
ク
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製
品
製
造
工
 

 
 

 
 

 
53
8-
99
：
53
8-
99
 

 
リ
ー
ト
製
品
製
造
工
」
と
「
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
工
」
に
整
理
す
る
。
 

53
9 

そ
の
他
の
窯
業
製
品
製
造
の
職
業
 

4,
07
3 
 
 

53
9 
そ
の
他
の
窯
業
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

53
9-
10
 
石
灰
・
石
こ
う
製
品
製
造
工
 

69
 

 
53
9-
01
 
 施
ゆ
う
工
、
ほ
う
ろ
う
が
け
工
 

○
求
人
 

53
9-
11
 
生
石
灰
・
消
石
灰
生
産
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

10
6 

 
53
9-
02
  
窯
業
絵
付
工
 

 
集
約
項
目
の
う
ち
、
相
対
的
に
利
用
頻
度
の
高
い
「
研
磨
用
材
製
造
工
」
 

53
9-
12
 
ド
ロ
マ
イ
ト
生
産
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

1 
 
53
9-
03
 
 研
磨
用
材
製
造
工
 

 
（
52
8
件
）
と
「
窯
業
製
品
検
査
工
」（
75
3
件
）
は
細
分
類
に
残
す
。
 

53
9-
13
 
焼
石
こ
う
製
造
工
 

2 
 
53
9-
04
  
窯
業
製
品
検
査
工
 

 
同
時
に
、
求
人
数
が
相
対
的
に
少
な
い
「
石
灰
・
石
こ
う
製
品
製
造
工
」
 

53
9-
14
 
石
こ
う
製
品
製
造
工
 

16
5 

34
3

 
53
9-
05
 
 ガ
ラ
ス
製
品
検
査
工
 

 
（
69
件
）、
「
七
宝
工
」（
26
件
）、
「
る
つ
ぼ
製
造
工
」（
16
件
）
は
 

53
9-
20
 
七
宝
工
 

26
 

26
 
53
9-
99
  
 他
に
分
類
さ
れ
な
い
窯
業
製
品
製
造
の
職
業
 

 
整
理
・
見
直
し
す
る
。
な
お
、
枝
番
の
う
ち
、「
ガ
ラ
ス
製
品
検
査
工
」
 

53
9-
30
 
る
つ
ぼ
製
造
工
 

16
 

16
 
 

 
に
は
、
年
間
1,1
70
件
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
。
 

53
9-
40
 
研
磨
用
材
製
造
工
 

52
8 

52
8
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
職
業
紹
介
の
利
便
性
に
資
す
る
た
め
、
枝
番
の
「
ガ
ラ
ス
製
品
検
査
工
」
を
 

53
9-
50
 
窯
業
製
品
検
査
工
 

75
3 

 
53
9-
01
：
53
3 

 
細
分
類
に
採
録
す
る
。
 

53
9-
51
 
ガ
ラ
ス
製
品
検
査
工
 

1,1
70
 

 
53
9-
02
：
53
6 

 
 

53
9-
52
 
れ
ん
が
・
か
わ
ら
類
検
査
工
 

62
 

 
53
9-
03
：
53
9-
40
 

 
 

53
9-
53
 
陶
磁
器
検
査
工
 

12
5 

2,1
10

 
53
9-
04
：
53
9-
50
、
52
、
53
 

 
 

53
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
窯
業
製
品
製
造
 

76
2 

76
2
 
53
9-
05
：
53
9-
51
 

 
 

 
 
の
職
業
 

 
 

 
 

 
53
9-
99
：
53
9-
10
～
14
、
20
～
30
、
99
 

 
 

54
 

土
石
製
品
製
造
の
職
業
 

2,
42
8 
 
 

 
 

 
 

54
1 

石
工
 

1,
72
8 
 
 

54
1 
石
工
 

 
 

54
1-
10
 
石
割
工
 

91
 

91
 
54
1-
01
 
石
工
 

○
求
人
 

54
1-
20
 
石
切
工
 

28
3

 
 

 
集
約
項
目
の
「
石
割
工
」
へ
の
求
人
は
91
件
、「
石
切
工
」
は
28
3
件
、
 

54
1-
21
 
石
工
旋
盤
工
 

33
 

31
6
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
石
研
磨
工
」
は
16
0
件
、「
石
彫
工
」
は
27
8
件
、「
墨
出
し
工
」
は
 

54
1-
30
 
石
研
磨
工
 

16
0 

 
54
1-
01
：
54
1-
10
～
98
 

 
53
件
、「
石
積
工
」
は
66
件
、「
石
工
見
習
」
は
13
5
件
が
寄
せ
ら
れ
、
 

54
1-
31
 
機
械
研
磨
工
 

14
1 

30
1
 
 

 
実
務
利
用
の
頻
度
は
相
対
的
に
低
い
。
加
え
て
、
石
材
企
業
の
多
く
は
 

54
1-
40
 
石
彫
工
 

27
8 

27
8
 
 

 
中
小
企
業
で
、
職
務
を
細
分
化
せ
ず
、
多
能
工
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
 

54
1-
50
 
墨
出
し
工
 

53
 

53
 
 

 
る
こ
と
か
ら
、
細
分
類
は
「
石
工
」
に
一
元
化
す
る
。
 

54
1-
60
 
石
積
工
 

66
 

66
 
 

 
 

54
1-
98
 
石
工
見
習
 

13
5 

13
5
 
 

 
 

54
9 

そ
の
他
の
土
石
製
品
製
造
の
職
業
 

70
0 
 
 

54
9 
そ
の
他
の
土
石
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

54
9-
10
 
石
細
工
工
 

70
 

70
 
54
9-
01
 
そ
の
他
の
土
石
製
品
製
造
の
職
業
 

○
求
人
 

54
9-
20
 
石
綿
製
品
製
造
工
 

85
 

85
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
石
細
工
工
」（
54
9-
10
）
は
、
年
間
求
人
件
数
が
70
件
に
と
ど
ま
る
こ
と
 

54
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
土
石
製
品
製
造
 

50
2 

50
2
 
54
9-
01
：
54
9-
10
、
99
 

 
か
ら
雑
多
項
目
に
移
行
す
る
。「
石
綿
製
品
製
造
工
」（
54
9-
20
）
は
、
 

 
 

の
職
業
 

 
 

 
 

 
削
除
：
54
9-
20
（
石
綿
製
品
製
造
工
）
 

 
06
年
9
月
か
ら
石
綿
製
品
の
製
造
が
禁
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
削
除
す
る
。
 

55
 

金
属
加
工
の
職
業
 

24
3,
31
7 
 
 

 
 

 
 

55
1 

金
属
工
作
機
械
工
 

96
,2
50
 
 
 

 
 

 
 

55
1-
10
 
汎
用
金
属
工
作
機
械
工
 

15
,37
2 

小
分
類
項
目
の
分
割
 

○
小
分
類
項
目
の
分
割
 

55
1-
11
 
旋
盤
工
 

9,8
37
 

 
55
1 
汎
用
金
属
工
作
機
械
工
 

 
求
人
規
模
の
大
き
さ
等
を
考
慮
し
、
機
械
の
種
類
別
 

55
1-
12
 
ボ
ー
ル
盤
工
 

1,4
83
 

 
 
55
1-
01
 
旋
盤
工
 

 
（
汎
用
金
属
工
作
機
械
、
数
値
制
御
金
属
工
作
機
械
）
に
小
分
類
を
２
分
割
 

55
1-
13
 
中
ぐ
り
盤
工
 

27
1 

 
 
55
1-
02
 
ボ
ー
ル
盤
工
 

 
す
る
。
 

55
1-
14
 
フ
ラ
イ
ス
盤
工
 

4,6
05
 

 
 
55
1-
03
 
フ
ラ
イ
ス
盤
工
 

○
求
人
 

55
1-
15
 
歯
切
盤
工
 

46
5 

 
 
55
1-
04
 
研
削
盤
工
・
仕
上
機
械
工
 

 
細
分
類
項
目
の
う
ち
、
年
間
新
規
求
人
件
数
が
1,0
00
件
以
上
の
職
業
名
を
 

55
1-
16
 
研
削
盤
工
・
仕
上
機
械
工
 

4,0
40
 

36
,07
3

 
 
55
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
汎
用
金
属
工
作
機
械
工
 

 
存
続
す
る
。
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55
1-
20
 
数
値
制
御
金
属
工
作
機
械
工
 

16
,32
6 

 
○
金
属
特
殊
加
工
機
工
 

 
 
（
特
殊
加
工
機
を
除
く
）
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
枝
番
の
求
人
規
模
は
多
い
も
の
で
も
年
間
数
百
件
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
 

55
1-
21
 
Ｎ
Ｃ
旋
盤
工
 

11
,32
1 

 
 
55
1-
01
：
55
1-
11
 

 
こ
れ
ら
を
集
約
項
目
「
金
属
特
殊
加
工
機
工
」
に
統
合
。
金
属
工
作
加
工
機
 

55
1-
22
 
Ｎ
Ｃ
ボ
ー
ル
盤
工
 

13
3 

 
 
55
1-
02
：
55
1-
12
 

 
を
用
い
て
金
属
切
断
の
作
業
に
従
事
す
る
者
は
56
9-
01
（
そ
の
他
の
金
属
 

55
1-
23
 
Ｎ
Ｃ
中
ぐ
り
盤
工
 

12
2 

 
 
55
1-
03
：
55
1-
14
 

 
溶
接
溶
断
の
職
業
の
細
分
類
）
に
位
置
づ
け
る
。
 

55
1-
24
 
Ｎ
Ｃ
フ
ラ
イ
ス
盤
工
 

1,5
64
 

 
 
55
1-
04
：
55
1-
16
 

○
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
 

55
1-
25
 
Ｎ
Ｃ
研
削
盤
工
 

33
5 

 
 
55
1-
99
：
55
1-
10
、
-1
3、
-1
5、
-9
9 

 
 
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
総
務
省
商
品
分
類
 

55
1-
26
 
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

10
,08
5 

39
,88
6

 
55
A
 
数
値
制
御
金
属
工
作
機
械
工
 

 
 
の
名
称
に
従
い
「
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
と
す
る
。
 

55
1-
30
 
金
属
特
殊
加
工
機
工
 

52
2 

 
 
55
A
-0
1 
Ｎ
Ｃ
旋
盤
工
 

 
 

55
1-
31
 
放
電
加
工
機
工
 

59
5 

 
 
55
A
-0
2 
Ｎ
Ｃ
フ
ラ
イ
ス
盤
工
 

 
 

55
1-
32
 
電
子
ビ
ー
ム
加
工
機
工
 

5 
 
 
55
A
-0
3 
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

 
 

55
1-
33
 
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
工
 

62
0 

 
 
55
A
-0
4 
金
属
特
殊
加
工
機
工
 

 
 

55
1-
34
 
電
解
加
工
機
工
 

7 

1,7
49

 
 
55
A
-9
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
数
値
制
御
金
属
工
作
 

 
 

55
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
金
属
工
作
機
 

3,7
22
 

3,7
22
 
 
 
 
 
 
機
械
工
 

 
 

 
械
工
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
A
-0
1：
55
1-
21
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
A
-0
2：
55
1-
24
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
A
-0
3：
66
2-
26
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
A
-0
4：
55
1-
30
～
34
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
A
-9
9：
55
1-
20
、
-2
2、
-2
3、
-2
5、
-9
9 

 
 

55
2 

金
属
プ
レ
ス
工
 

20
,8
76
 
 
 

55
2 
金
属
プ
レ
ス
工
 

 
 

55
2-
10
 
プ
レ
ス
成
形
工
 

12
,60
0 

 
55
2-
01
 
プ
レ
ス
成
形
工
 

○
求
人
 

55
2-
11
 
打
抜
プ
レ
ス
工
 

1,3
11
 

 
55
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
金
属
プ
レ
ス
工
 

 
細
分
類
55
2-
10
「
プ
レ
ス
成
形
工
」
の
新
規
求
人
件
数
は
 

55
2-
12
 
曲
プ
レ
ス
工
 

1,3
97
 

 
 

 
年
間
1
万
2,6
00
件
に
の
ぼ
る
が
、
関
連
す
る
特
掲
項
目
は
 

55
2-
13
 
絞
プ
レ
ス
工
 

72
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
多
い
も
の
で
も
、
そ
の
約
１
割
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
た
め
、
 

55
2-
14
 
プ
レ
ス
刻
印
工
 

33
 

15
,41
3

 
55
2-
01
：
55
2-
10
～
14
、
20
 

 
集
約
コ
ー
ド
「
プ
レ
ス
成
形
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

55
2-
20
 
数
値
制
御
プ
レ
ス
機
械
工
 

20
7 

20
7
 
55
2-
99
：
55
2-
99
 

 
 

55
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
金
属
プ
レ
ス
工
 

1,1
84
 

1,1
84
 

 
 

55
3 

鉄
工
、
製
か
ん
（
缶
）
工
 

30
,6
54
 
 
 

 
 

 
 

55
3-
10
 
鉄
工
 

9,9
66
 

小
分
類
項
目
の
分
割
 

○
小
分
類
項
目
の
分
割
 

55
3-
11
 
建
築
鉄
工
 

1,7
38
 

 
55
3 
鉄
工
 

 
求
人
規
模
等
の
大
き
さ
を
考
慮
し
、
鉄
工
と
製
缶
工
に
分
割
す
る
。
 

55
3-
12
 
機
械
鉄
工
 

27
8 

 
 
55
3-
01
 
建
築
鉄
工
 

○
求
人
 

55
3-
13
 
造
船
鉄
工
 

3,8
91
 

 
 
55
3-
02
 
造
船
鉄
工
 

 
年
間
新
規
求
人
数
が
1,0
00
件
以
上
の
細
分
類
項
目
を
残
す
。
 

55
3-
14
 
橋
り
ょ
う
鉄
工
 

45
2 

 
 
55
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
鉄
工
 

○
鉄
工
と
鉄
骨
工
 

55
3-
15
 
装
飾
鉄
工
 

7 

16
,33
2

 
 
「
鉄
工
」
の
職
業
名
は
「
鉄
骨
工
」
も
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
が
 

55
3-
20
 
製
か
ん
工
 

12
,00
7 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
細
分
類
「
建
築
鉄
工
」
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
 

55
3-
21
 
ボ
イ
ラ
ー
組
立
工
 

82
 

 
 
55
3-
01
：
55
3-
11
 

 
小
分
類
の
名
称
は
「
鉄
工
」
を
維
持
す
る
。
 

55
3-
22
 
圧
力
容
器
組
立
工
 

40
 

12
,12
9
 
 
55
3-
02
：
55
3-
13
 

○
製
罐
工
と
製
缶
工
 

55
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
鉄
工
、
 

1,2
44
 

1,2
44
 
 
55
3-
99
：
55
3-
10
、
-1
2、
-1
4、
-1
5、
-9
9 

 
「
製
罐
工
」
よ
り
も
「
製
缶
工
」
の
呼
称
が
一
般
的
に
使
わ
れ
て
 

 
 

製
か
ん
（
缶
）
工
 

 
 

 
 

 
55
B
 
製
缶
工
 

 
い
る
こ
と
か
ら
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
名
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
B-
01
 
製
缶
工
 

 
索
の
結
果
等
）、
小
分
類
の
名
称
は
「
製
缶
工
」
と
す
る
。
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（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
B-
01
：
55
3-
20
～
22
、
-9
9 

 
 

55
4 

板
金
工
 

22
,5
52
 
 
 

55
4 
板
金
工
 

 
 

55
4-
10
 
板
金
工
 

8,5
34
 

 
55
4-
01
 
建
築
板
金
工
 

○
細
分
類
の
職
業
名
 

55
4-
11
 
建
築
板
金
工
 

4,9
31
 

 
55
4-
02
 
工
場
板
金
工
 

 
枝
番
に
設
定
し
て
い
た
対
象
別
の
職
業
名
を
細
分
類
 

55
4-
12
 
工
場
板
金
工
 

48
2 

 
55
4-
03
 
自
動
車
板
金
工
 

 
項
目
に
設
定
。
こ
れ
以
外
の
板
金
工
は
雑
多
項
目
55
6-
99
に
分
類
す
る
。
 

55
4-
13
 
自
動
車
板
金
工
 

8,2
36
 

22
,18
3

 
55
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
板
金
工
 

○
工
場
板
金
工
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
工
場
板
金
工
」
の
年
間
新
規
求
人
数
は
1,0
00
件
に
達
し
な
い
が
、
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
建
築
板
金
」「
自
動
車
板
金
」
と
と
も
に
主
要
な
板
金
工
の
職
業
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
55
4-
01
：
55
4-
11
 

 
で
あ
る
こ
と
か
ら
細
分
類
項
目
に
残
す
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
55
4-
02
：
55
4-
12
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
55
4-
03
：
55
4-
13
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
55
4-
99
：
55
4-
10
 

 
 

55
5 

金
属
彫
刻
工
 

26
4 
 
 

 
 

 
 

55
5-
10
 
彫
金
工
 

10
4 

 
55
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

55
5-
11
 
か
ざ
り
職
 

34
 

 
 
55
5「
金
属
彫
刻
工
」
の
年
間
新
規
求
人
数
は
26
4
件
に
 

55
5-
12
 
金
型
彫
刻
工
 

52
 

19
0
 
55
9-
04
 
金
属
彫
刻
工
 

 
と
ど
ま
る
た
め
、
同
小
分
類
は
55
「
金
属
加
工
の
職
業
」
の
 

55
5-
20
 
機
械
彫
刻
工
 

29
 

29
 

 
雑
多
項
目
55
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
す
る
。
 

55
5-
30
 
腐
し
ょ
く
彫
刻
工
 

4 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

55
5-
31
 
な
っ
（
捺
）
染
ロ
ー
ル
彫
刻
工
 

1 
5
 
55
9-
04
：
55
5-
10
～
12
、
-2
0、
-3
0、
-3
1、
-9
9 

 
 

55
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
金
属
彫
刻
工
 

17
 

17
 
 

 
 

55
6 

め
っ
き
工
 

5,
83
9 
 
 

55
6 
め
っ
き
工
 

 
 

55
6-
10
 
電
気
め
っ
き
工
 

1,8
01
 

1,8
01
 
55
6-
01
 
電
気
め
っ
き
工
 

○
求
人
 

55
6-
20
 
化
学
め
っ
き
工
 

92
 

92
 
55
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
め
っ
き
工
 

 
電
気
め
っ
き
工
以
外
の
細
分
類
は
、
年
間
新
規
求
人
数
が
 

55
6-
30
 
溶
融
め
っ
き
工
 

46
1 

46
1
 

 
1,0
00
件
未
満
の
た
め
廃
止
す
る
。
 

55
6-
40
 
溶
射
工
 

24
1 

24
1
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

55
6-
50
 
真
空
・
気
相
め
っ
き
工
 

18
3 

18
3
 
55
6-
01
：
55
6-
10
 

 
 

55
6-
60
 
陽
極
処
理
工
 

30
9 

30
9
 
55
6-
99
：
55
6-
20
、
-3
0、
-4
0、
-5
0、
-6
0、
-7
0、
-9
9 

 
 

55
6-
70
 
化
成
処
理
工
 

22
3 

22
3
 
 

 
 

55
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
め
っ
き
工
 

1,0
34
 

1,0
34
 

 
 

55
7 

金
属
研
磨
工
 

6,
91
8 
 
 

55
7 
金
属
研
磨
工
 

 
 

55
7-
10
 
金
属
材
料
・
製
品
研
磨
工
 

3,8
93
 

 
55
7-
01
 
金
属
材
料
・
製
品
研
磨
工
 

○
求
人
 

55
7-
11
 
工
具
研
磨
工
 

21
6 

 
55
7-
02
 
金
属
手
仕
上
工
 

 
各
細
分
類
（
枝
番
含
む
合
計
）
に
一
定
規
模
の
求
人
が
あ
る
た
め
、
 

55
7-
12
 
刃
物
と
ぎ
工
 

75
 

4,1
84
 

 
既
存
の
集
約
項
目
の
単
位
で
細
分
類
を
設
定
す
る
。
 

55
7-
20
 
金
属
手
仕
上
工
 

91
5 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

55
7-
21
 
の
こ
目
立
職
 

33
 

 
55
7-
01
：
55
7-
10
～
12
 

 
 

55
7-
22
 
金
属
や
す
り
掛
け
工
 

15
3 

 
55
7-
02
：
55
7-
20
～
24
 

 
 

55
7-
23
 
金
属
き
さ
げ
工
 

2 
 

 
 

55
7-
24
 
金
属
は
つ
り
工
 

1,1
28
 

2,2
31

 
 
 

55
8 

金
属
線
製
品
・
く
ぎ
・
ば
ね
製
造
工
 

2,
47
7 
 
 

55
8 
金
属
線
製
品
・
く
ぎ
・
ば
ね
製
造
工
 

 
 

55
8-
10
 
金
属
線
製
品
製
造
工
 

54
3 

1,3
62
 
55
8-
01
 
金
属
線
製
品
製
造
工
 

○
細
分
類
の
職
業
名
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55
8-
11
 
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
製
造
工
 

26
4 

 
55
8-
02
 
く
ぎ
類
製
造
工
 

 
製
品
の
種
類
別
に
分
類
さ
れ
た
集
約
コ
ー
ド
の
単
位
で
 

55
8-
12
 
有
刺
鉄
線
製
造
工
 

0 
 
55
8-
03
 
ば
ね
製
造
工
 

 
細
分
類
を
設
定
す
る
。
 

55
8-
13
 
金
網
編
工
 

30
9 

 
○
く
ぎ
類
製
造
工
 

55
8-
14
 
針
製
造
工
 

24
6 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
く
ぎ
類
」
の
年
間
求
人
規
模
は
10
0
件
程
度
に
と
ど
ま
る
が
、
 

55
8-
15
 
ピ
ン
製
造
工
 

0 
 
55
8-
01
：
55
8-
10
～
15
 

 
「
く
ぎ
類
」
を
細
分
類
か
ら
削
除
し
た
場
合
、
こ
の
受
け
皿
 

55
8-
20
 
く
ぎ
類
製
造
工
 

10
3 

10
3
 
55
8-
02
：
55
8-
20
 

 
と
な
る
雑
多
項
目
を
小
分
類
55
8
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

55
8-
30
 
ば
ね
製
造
工
 

90
2 

90
2
 
55
8-
03
：
55
8-
30
 

 
こ
と
か
ら
「
く
ぎ
類
」
は
細
分
類
と
し
て
の
項
目
を
残
す
。
 

55
9 

そ
の
他
の
金
属
加
工
の
職
業
 

57
,4
87
 
 
 

 
 

 
 

55
9-
10
 
金
属
製
家
具
・
建
具
製
造
工
 

1,7
99
 

55
9-
10
の
小
分
類
格
上
げ
 

○
小
分
類
項
目
へ
の
格
上
げ
 

55
9-
11
 
金
属
製
家
具
製
造
工
 

96
2 

 
55
C
 
金
属
製
家
具
・
建
具
製
造
工
 

 
「
金
属
製
品
製
造
工
（
一
貫
作
業
に
よ
る
も
の
）」
お
よ
び
 

55
9-
12
 
金
属
製
建
具
製
造
工
 

6,5
23
 

9,2
84
 
 
55
C-
01
 
金
属
製
家
具
・
建
具
製
造
工
 

 
「
金
属
製
家
具
・
建
具
製
造
工
」
は
年
間
求
人
 
 

55
9-
20
 
金
属
製
品
製
造
工
 

4,2
95
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
規
模
が
約
１
万
件
に
の
ぼ
る
た
め
、
小
分
類
に
格
上
げ
す
る
。
 

 
 
（
一
貫
作
業
に
よ
る
も
の
）
 

 
 

 
 
55
C-
01
：
55
9-
10
～
12
 

○
金
型
製
造
工
 

55
9-
21
 
刃
物
製
造
工
 

45
0 

 
 
金
型
は
工
業
製
品
の
製
造
工
程
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
 

55
9-
22
 
工
具
製
造
工
（
刃
物
を
除
く
）
 

7,9
03
 

55
9-
20
の
小
分
類
格
上
げ
 

 
お
り
、
求
人
規
模
も
大
き
い
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
 

55
9-
23
 
金
具
製
造
工
 

78
5 

13
,43
3

 
55
D
 
金
属
製
品
製
造
工
（
一
貫
作
業
に
よ
る
も
の
）
 

 
新
た
に
「
金
型
製
造
工
」
を
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

55
9-
30
 
け
が
き
工
 

20
8 

20
8
 
 
55
D
-0
1 
治
工
具
製
造
工
 

○
治
工
具
製
造
工
 

55
9-
40
 
ろ
う
付
工
、
は
ん
だ
付
工
 

1,4
04
 

1,4
04
 
 
55
D
-0
2 
金
型
製
造
工
 

 
「
工
具
製
造
工
」
は
「
治
具
」
と
「
工
具
」
を
あ
わ
せ
た
「
治
工
具
」
 

55
9-
50
 
金
属
切
断
工
（
刃
物
に
よ
る
も
の
）
 

3,2
26
 

3,2
26
 
 
55
D
-0
3 
刃
物
製
造
工
 

 
と
い
う
呼
称
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、「
治
工
具
製
造
工
」
に
 

55
9-
60
 
金
型
取
付
工
 

40
6 

40
6
 
 
55
D
-0
4 
金
具
製
造
工
 

 
名
称
変
更
す
る
。
 
 

55
9-
70
 
金
属
加
工
・
金
属
製
品
検
査
工
 

13
,40
1 

13
,40
1
 
 
55
D
-9
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
金
属
製
品
製
造
工
 

○
細
分
類
項
目
の
新
設
 

55
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
金
属
加
工
の
職
業
 

11
,72
7 

11
,72
7
 
 

 
雑
多
項
目
の
う
ち
求
人
規
模
の
大
き
い
自
動
車
解
体
工
、
ダ
イ
カ
ス
ト
工
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
を
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
D
-0
1：
55
9-
22
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
D
-0
2：
55
9-
22
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
D
-0
3：
55
9-
21
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
D
-0
4：
55
9-
23
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
D
-9
9：
55
9-
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
55
9 
そ
の
他
の
金
属
加
工
の
職
業
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
01
 
け
が
き
工
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
02
 
ろ
う
付
け
工
、
は
ん
だ
付
け
工
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
03
 
金
属
切
断
工
（
刃
物
に
よ
る
も
の
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
  
55
9-
04
 
金
型
取
付
工
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
05
 
金
属
彫
刻
工
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
06
 
自
動
車
解
体
工
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
07
 
ダ
イ
カ
ス
ト
工
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
08
 
金
属
加
工
・
金
属
製
品
検
査
工
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
金
属
加
工
の
職
業
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
01
：
55
9-
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
02
：
55
9-
40
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55
9-
03
：
55
9-
50
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
04
：
55
9-
60
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
05
：
55
5-
10
～
12
,-2
0,-
30
～
31
,-9
9 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
06
：
55
9-
99
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
07
：
55
9-
99
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
55
9-
99
：
55
9-
99
 

 
 

56
 

金
属
溶
接
・
溶
断
の
職
業
 

60
,3
49
 
 
 

 
 

 
 

56
1 

電
気
溶
接
工
 

36
,9
16
 
 
 

 
56
1 
電
気
溶
接
工
 

 
 

56
1-
10
 
ア
ー
ク
溶
接
工
 

22
,82
5 

 
 
56
1-
01
 
ア
ー
ク
溶
接
工
 

○
雑
多
項
目
の
新
設
 

56
1-
11
 
被
膜
ア
ー
ク
溶
接
工
 

66
 

22
,89
1
 
 
56
1-
02
 
抵
抗
溶
接
工
 

 
労
働
省
編
職
業
分
類
は
金
属
工
作
機
械
に
よ
る
切
断
を
「
金
属
 

56
1-
20
 
抵
抗
溶
接
工
 

27
7 

 
 
56
1-
03
 
自
動
電
気
溶
接
機
運
転
工
 

 
加
工
の
職
業
」
に
分
類
し
て
い
る
が
、
日
本
標
準
職
業
分
類
は
  

56
1-
21
 
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
工
 

2,0
51
 

2,3
28
 
 
56
1-
04
 
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
運
転
工
 

 
「
溶
接
・
溶
断
の
職
業
」
に
分
類
し
て
い
る
。
日
本
標
準
職
業
  

56
1-
30
 
自
動
電
気
溶
接
機
運
転
工
 

1,1
15
 

1,1
15
 

 
分
類
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
、
中
分
類
56
に
雑
多
項
目
を
 

56
1-
40
 
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
運
転
工
 

1,3
59
 

1,3
59
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
設
け
、
金
属
工
作
機
械
に
よ
る
切
断
を
行
う
人
を
位
置
づ
け
る
。
 
 

56
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
気
溶
接
工
 

2,0
69
 

2,0
69
 
 
56
1-
01
：
56
1-
10
～
11
 

 
電
気
と
ガ
ス
両
方
の
溶
接
作
業
に
従
事
す
る
溶
接
工
も
こ
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
56
1-
02
：
56
1-
20
～
21
 

 
雑
多
項
目
に
分
類
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
56
1-
03
：
56
1-
30
 

 
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
気
溶
接
工
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
56
1-
04
：
56
1-
40
 

 
「
電
子
ビ
ー
ム
溶
接
工
」「
レ
ー
ザ
ー
溶
接
工
」
な
ど
も
、
 

56
2 

ガ
ス
溶
接
工
、
ガ
ス
切
断
工
 

23
,4
33
 
 
 

 
56
2 
ガ
ス
溶
接
工
、
ガ
ス
切
断
工
 

 
「
電
気
溶
接
」
の
概
念
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
設
 

56
2-
10
 
ガ
ス
溶
接
工
 

19
,35
8 

 
 
56
2-
01
 
ガ
ス
溶
接
工
 

 
の
雑
多
項
目
に
移
動
す
る
。
 

56
2-
11
 
酸
素
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
溶
接
工
 

16
5 

19
,52
3
 
 
56
2-
02
 
ガ
ス
切
断
工
 

 
 

56
2-
20
 
ガ
ス
切
断
工
 

1,9
36
 

 
 
 

56
2-
21
 
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
切
断
工
 

10
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

56
2-
22
 
大
型
バ
ー
ナ
ー
工
 

1 
 
 
56
2-
01
：
56
2-
10
～
11
 

 
 

56
2-
23
 
自
動
ガ
ス
切
断
機
運
転
工
 

62
 

2,0
09

 
 
56
2-
02
：
56
2-
20
～
23
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
56
9 
そ
の
他
の
金
属
溶
接
・
溶
断
の
職
業
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
56
9-
01
 
そ
の
他
の
金
属
溶
接
・
溶
断
の
職
業
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
56
9-
01
：
56
1-
99
、
55
1-
30
～
34
の
一
部
 

 
 

57
 

一
般
機
械
器
具
組
立
・
修
理
の
職
業
 

12
1,
31
7 
 
 

 
 

 
 

57
1 

一
般
機
械
器
具
組
立
工
 

68
,2
01
 
 
 

 
 

 
 

57
1-
10
 
原
動
機
組
立
工
 

3,3
21
 

小
分
類
57
1
と
57
2
を
統
合
し
、
機
械
の
種
類
別
に
整
理
 

○
小
分
類
を
新
設
 

57
1-
11
 
エ
ン
ジ
ン
組
立
・
調
整
工
 

2,6
25
 

 
 

  
中
分
類
57
は
、
組
立
工
（
57
1）
と
修
理
工
（
57
2）
に
小
分
類
が
 

57
1-
12
 
タ
ー
ビ
ン
組
立
・
調
整
工
 

24
0 

6,1
86
 
57
A
 
原
動
機
組
立
工
・
修
理
工
 
 

 
分
か
れ
る
。
他
方
、
58
以
下
は
、「
組
立
工
＋
修
理
工
」
の
名
称
が
 

57
1-
20
 
金
属
加
工
機
械
組
立
工
 

3,0
02
 

 
 
57
A
-0
1 
エ
ン
ジ
ン
組
立
・
修
理
工
 

 
続
き
、
項
目
名
に
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ
る
。
分
類
体
系
の
整
合
性
を
 

57
1-
21
 
金
属
工
作
機
械
組
立
・
調
整
工
 

2,4
83
 

5,4
85
 
 
57
A
-9
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
原
動
機
組
立
工
・
修
理
工
 
 
確
保
す
る
た
め
中
分
類
57
（
一
般
機
械
器
具
組
立
・
修
理
の
職
業
）
を
 

57
1-
30
 
産
業
用
機
械
組
立
工
 

14
,51
5 

 
 
58
以
下
と
同
様
に
、「
組
立
工
＋
修
理
工
」
の
名
称
で
再
編
す
る
。
 

57
1-
31
 
農
業
用
機
械
組
立
・
調
整
工
 

1,4
29
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
名
称
は
、「
原
動
機
組
立
工
・
修
理
工
」、
「
金
属
加
工
機
械
組
立
工
・
 

57
1-
32
 
建
設
機
械
組
立
・
調
整
工
 

2,1
26
 

 
 
57
A
-0
1：
57
1-
11
、
57
2-
10
～
12
 

 
修
理
工
」、
「
産
業
用
機
械
組
立
工
・
修
理
工
」
と
す
る
。
 

57
1-
33
 
繊
維
機
械
組
立
・
調
整
工
 

14
9 

19
,95
1

 
 
57
A
-9
9：
57
1-
12
、
57
2-
10
～
12
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57
1-
34
 
印
刷
機
械
組
立
・
調
整
工
 

1,7
32
 

 
 

○
半
導
体
・
液
晶
パ
ネ
ル
製
造
装
置
組
立
・
修
理
工
 

57
1-
40
 
機
械
部
品
組
立
工
 

10
,92
6 

 
57
B
 
金
属
加
工
機
械
組
立
工
・
修
理
工
 
 

 
利
用
頻
度
の
高
い
半
導
体
・
液
晶
パ
ネ
ル
製
造
装
置
組
立
・
修
理
工
を
 

57
1-
41
 
ベ
ア
リ
ン
グ
組
立
工
 

1,4
24
 

 
 
57
B-
01
 
金
属
工
作
機
械
組
立
・
修
理
工
 

 
細
分
類
に
採
録
す
る
。
理
由
は
、
①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

57
1-
42
 
変
速
機
組
立
工
 

14
1 

 
 
57
B-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
金
属
加
工
機
械
組
立
工
 

 
サ
ー
ビ
ス
で
、
半
導
体
及
び
液
晶
パ
ネ
ル
の
製
造
装
置
組
立
の
求
人
が
 

57
1-
43
 
軸
継
手
組
立
工
 

4 
 
 
 
 
 
 
・
修
理
工
 

 
15
0
件
程
確
認
で
き
る
②
日
本
機
械
工
業
連
合
会
の
平
成
18
,19
年
度
の
機
械
 

57
1-
44
 
バ
ル
ブ
組
立
工
 

38
4 

 
 
生
産
額
実
績
及
び
20
年
度
見
通
し
で
、
半
導
体
・
液
晶
パ
ネ
ル
製
造
装
置
が
 

57
1-
45
 
チ
ェ
ー
ン
組
立
工
 

46
 

12
,92
5

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
一
般
機
械
生
産
額
で
首
位
を
保
つ
③
総
務
省
の
『
日
本
標
準
産
業
分
類
』
は
、
 

57
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
一
般
機
械
器
具
 

16
,51
3 

16
,51
3
 
 
57
B-
01
：
57
1-
21
,57
2-
10
～
12
 

 
農
業
機
械
、
建
設
機
械
、
印
刷
機
械
に
加
え
、
半
導
体
・
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
 

 
組
立
工
 

 
 

 
 

 
 
57
B-
99
：
57
1-
20
,57
2-
10
～
12
 

 
製
造
装
置
を
小
分
類
に
採
録
す
る
④
雑
多
項
目
に
多
く
の
半
導
体
・
液
晶
 

 
 
 

 
 

 
 

 
57
C
 
産
業
用
機
械
組
立
工
・
修
理
工
 
 

 
パ
ネ
ル
製
造
装
置
関
連
の
求
人
が
分
類
さ
れ
る
―
―
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
57
C-
01
 
農
業
用
機
械
組
立
・
修
理
工
 

 
 

57
2 

一
般
機
械
器
具
修
理
工
 

53
,1
16
 
 
 

 
 
57
C-
02
 
建
設
機
械
組
立
・
修
理
工
 

○
機
械
部
品
組
立
工
 

57
2-
10
 
機
械
修
理
工
 

33
,51
1 

 
 
57
C-
03
 
印
刷
機
械
組
立
・
修
理
工
 

 
求
人
が
1
万
件
以
上
寄
せ
ら
れ
る
「
機
械
部
品
組
立
工
」
は
、
実
務
利
用
の
 

57
2-
11
 
動
力
機
械
保
全
・
修
理
工
 

7,5
54
 

 
 
57
C-
04
 
半
導
体
・
液
晶
パ
ネ
ル
製
造
装
置
組
立
・
 
 
 
 
頻
度
が
高
い
。
迅
速
か
つ
的
確
な
職
業
紹
介
に
資
す
る
た
め
、「
機
械
部
品
 

57
2-
12
 
油
圧
機
械
保
全
・
修
理
工
 

15
7 

41
,22
2
 
 
 
 
 
 
修
理
工
 

 
組
立
工
」
を
小
分
類
に
独
立
さ
せ
る
。
な
お
「
部
品
」
は
修
理
よ
り
も
、
 

57
2-
20
 
 
 

5,6
51
 

 
 
57
C-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
産
業
用
機
械
組
立
工
・
 

 
取
替
・
交
換
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
機
械
部
品
組
立
工
・
修
理
 

57
2-
21
 
動
力
機
械
検
査
工
 

32
3 

 
 
 
 
 
 
修
理
 

 
工
」
の
名
称
は
用
い
な
い
。
 

57
2-
22
 
油
圧
機
械
検
査
工
 

85
 

6,0
59
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

57
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
一
般
機
械
器
具
 

3,0
70
 

3,0
70
 
 
57
C-
01
：
57
1-
31
,57
2-
10
～
12
 
 
57
C-
04
：
57
1-
30
 

 
 

 
修
理
工
 

 
 

 
 

 
 
57
C-
02
：
57
1-
32
,57
2-
10
～
12
 
 
 
 
57
2-
10
～
12
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
57
C-
03
：
57
1-
34
,57
2-
10
～
12
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
57
C-
99
：
57
1-
33
,57
2-
10
～
12
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
57
D
 
機
械
部
品
組
立
工
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
57
D
-0
1 
機
械
部
品
組
立
工
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
57
D
-0
1：
57
1-
40
～
45
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
57
E
 
そ
の
他
の
一
般
機
械
器
具
組
立
・
修
理
の
職
業
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
57
E-
01
 
機
械
検
査
工
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
57
E-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
一
般
機
械
器
具
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
組
立
・
修
理
の
職
業
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
57
E-
01
：
57
1-
20
～
22
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
57
E-
99
：
57
1-
99
,57
2-
99
 

 
 

58
 

電
気
機
械
器
具
組
立
・
修
理
の
職
業
 

22
3,
93
7 
 
 

 
 

 
 

58
1 

電
気
機
械
組
立
工
・
修
理
工
 

28
,0
42
 
 
 

58
1 
電
気
機
械
組
立
工
・
修
理
工
 

 
 

58
1-
10
 
発
電
機
組
立
・
調
整
工
 

2,0
02
 

 
58
1-
01
 
発
電
機
・
電
動
機
組
立
工
 

○
求
人
 

58
1-
11
 
発
電
機
巻
線
工
 

81
 

 
58
1-
02
 
配
電
盤
・
制
御
板
・
開
閉
制
御
機
器
組
立
工
 

  
相
対
的
に
利
用
頻
度
の
高
い
集
約
項
目
の
「
発
電
機
組
立
・
調
整
工
」
と
 

58
1-
12
 
産
業
用
発
電
機
組
立
工
 

10
0 

2,2
30
 
58
1-
03
 
電
気
機
械
部
品
組
立
工
 

 
「
電
動
機
組
立
・
調
整
工
」
を
統
合
し
、「
発
電
機
・
電
動
機
組
立
工
」
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58
1-
13
 
民
生
用
発
電
機
組
立
工
 

47
 
 
 

 
58
1-
04
 
電
気
機
械
修
理
工
 

 
と
す
る
。
な
お
、「
調
整
」
は
組
立
作
業
の
な
か
の
、
ひ
と
つ
の
工
程
で
 

58
1-
20
 
電
動
機
組
立
・
調
整
工
 

1,7
25
 

 
58
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
気
機
械
組
立
工
・
 

 
あ
る
こ
と
か
ら
、
項
目
名
は
、「
発
電
機
・
電
動
機
組
立
工
」
と
し
た
。
 

58
1-
21
 
電
動
機
巻
線
工
 

33
4 

 
 
 
 
 
修
理
工
 

 
ま
た
、
求
人
が
相
対
的
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る
「
配
電
盤
・
制
御
板
組
立
・
 

58
1-
22
 
産
業
用
電
動
機
組
立
工
 

15
5 

 
 
調
整
工
」
と
「
開
閉
制
御
機
器
組
立
工
」
を
統
合
し
、「
配
電
盤
・
制
御
 

58
1-
23
 
民
生
用
電
動
機
組
立
工
 

52
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
板
・
開
閉
制
御
機
器
組
立
工
」
と
す
る
。
残
る
集
約
項
目
の
う
ち
、
 

58
1-
24
 
マ
イ
ク
ロ
モ
ー
タ
ー
組
立
工
 

91
 

2,3
57

 
58
1-
01
：
58
1-
10
～
13
、
20
～
24
 

 
利
用
度
の
高
い
「
電
気
機
械
部
品
組
立
工
」
と
「
電
気
機
械
修
理
工
」
は
 

58
1-
30
 
変
圧
器
・
変
流
器
・
変
成
器
組
立
・
 

34
4 

 
58
1-
02
：
58
1-
40
～
43
、
50
～
53
 

 
細
分
類
に
残
し
た
。
最
後
に
残
る
「
変
圧
器
・
変
流
器
・
変
成
器
組
立
・
 

 
 
調
整
工
 

 
 

 
58
1-
03
：
58
1-
60
～
63
 

 
調
整
工
」
は
、
相
対
的
に
求
人
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
整
理
・
見
直
し
 

58
1-
31
 
ト
ラ
ン
ス
巻
線
工
 

93
 

 
58
1-
04
：
58
1-
70
～
72
 

 
し
た
。
 

58
1-
32
 
変
圧
器
組
立
工
 

36
8 

 
58
1-
99
：
58
1-
30
～
33
 

 
 

58
1-
33
 
変
流
器
・
変
成
器
組
立
工
 

77
 

88
2

 
 

 
 

58
1-
40
 
配
電
盤
・
制
御
板
組
立
・
調
整
工
 

2,7
79
 

 
 

 
 

58
1-
41
 
配
電
盤
組
立
工
 

79
1 

 
 

 
 

58
1-
42
 
制
御
板
組
立
工
 

61
8 

 
 

 
 

58
1-
43
 
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
組
立
工
 

3 

4,1
91

 
 

 
 

58
1-
50
 
開
閉
制
御
機
器
組
立
工
 

45
0 

 
 

 
 

58
1-
51
 
ブ
レ
ー
カ
ー
組
立
工
 

16
1 

 
 

 
 

58
1-
52
 
ス
イ
ッ
チ
組
立
工
 

36
0 

97
1
 
 

 
 

58
1-
60
 
電
気
機
械
部
品
組
立
工
 

9,9
11
 

 
 

 
 

58
1-
61
 
整
流
子
組
立
工
 

30
 

 
 

 
 

58
1-
62
 
整
流
器
組
立
工
 

51
 

 
 

 
 

58
1-
63
 
コ
ン
デ
ン
サ
ー
組
立
工
 

68
0 

10
,67
2

 
 

 
 

58
1-
70
 
電
気
機
械
修
理
工
 

1,4
20
 

 
 

 
 

58
1-
71
 
発
電
機
・
電
動
機
修
理
工
 

25
5 

 
 

 
 

58
1-
72
 
配
電
・
制
御
装
置
修
理
工
 

36
8

2,0
43
 
 

 
 

58
2 

電
気
通
信
機
械
器
具
組
立
工
・
修
理
工
 

24
,3
15
 
 
 

58
2 
電
気
通
信
機
械
器
具
組
立
工
・
修
理
工
 

 
 

58
2-
10
 
電
気
通
信
機
器
組
立
工
 

9,3
35
 

 
58
2-
01
 
電
気
通
信
機
器
組
立
工
 

○
求
人
 

58
2-
11
 
無
線
通
信
機
器
組
立
工
 

83
1 

 
58
2-
02
 
ビ
デ
オ
・
音
響
機
器
組
立
工
 

 
相
対
的
に
求
人
の
多
い
集
約
項
目
と
求
人
の
少
な
い
項
目
を
統
合
す
る
。
 

58
2-
12
 
有
線
通
信
機
器
組
立
工
 

1,5
21
 

11
,68
7
 
58
2-
03
 
テ
レ
ビ
・
画
像
端
末
機
組
立
工
 

 
「
電
気
通
信
機
器
組
立
工
」（
58
2-
10
）
は
、「
電
気
通
信
機
器
調
整
工
」
 

58
2-
20
 
ビ
デ
オ
・
音
響
機
器
組
立
工
 

2,4
28
 

 
58
2-
04
 
電
気
通
信
機
械
器
具
修
理
工
 

 
（
58
2-
30
）
と
統
合
す
る
。
な
お
、「
調
整
」
は
組
立
工
程
の
一
部
と
 

58
2-
21
 
Ｖ
Ｔ
Ｒ
・
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
組
立
工
 

88
 

 
58
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
気
通
信
機
械
器
具
 

 
み
て
、
統
合
後
の
項
目
名
は
「
電
気
通
信
機
器
組
立
工
」
と
す
る
。
 

58
2-
22
 
ラ
ジ
オ
・
音
響
機
器
組
立
工
 

65
9 

 
 
 
 
 
組
立
工
・
修
理
工
 

 
ま
た
、「
ビ
デ
オ
・
音
響
機
器
組
立
工
」（
58
2-
20
）
は
、「
ビ
デ
オ
・
 

58
2-
23
 
テ
レ
ビ
・
画
像
端
末
機
組
立
工
 

1,9
76
 

5,1
51

 
 

 
音
響
機
器
調
整
工
」（
58
2-
40
）
と
統
合
し
、「
ビ
デ
オ
・
音
響
機
器
 

58
2-
30
 
電
気
通
信
機
器
調
整
工
 

42
3 

42
3
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
組
立
工
」
と
す
る
。
な
お
、
枝
番
の
「
テ
レ
ビ
・
画
像
端
末
機
組
立
工
」
 

58
2-
40
 
ビ
デ
オ
・
音
響
機
器
調
整
工
 

23
9 

23
9
 
58
2-
01
：
58
2-
10
～
12
、
30
 

 
に
は
、
求
人
が
1,9
76
件
寄
せ
ら
れ
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
こ
と
 

58
2-
50
 
電
気
通
信
機
械
器
具
修
理
工
 

1,2
54
 

1,2
54
 
58
2-
02
：
58
2-
20
～
22
、
40
 

 
か
ら
、
細
分
類
に
採
録
す
る
。
 

58
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
気
通
信
機
械
 

2,0
56
 

2,0
56
 
58
2-
03
：
58
2-
23
 

 
 

 
 

器
具
組
立
工
・
修
理
工
 

 
 

 
 

 
58
2-
04
：
58
2-
50
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
58
2-
99
：
58
2-
99
 
 
 

 
 

58
3 

電
球
・
電
子
管
組
立
工
 

1,
78
1 
 
 

58
3 
電
球
・
電
子
管
組
立
工
 

 
 

58
3-
10
 
電
球
・
電
子
管
自
動
組
立
操
作
員
 

34
9 

34
9
 
58
3-
01
 
電
球
・
電
子
管
組
立
工
 

○
求
人
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58
3-
20
 
電
球
・
電
子
管
製
造
工
 

69
6 

 
 

 
寄
せ
ら
れ
る
求
人
は
、
集
約
項
目
の
「
電
球
・
電
子
管
自
動
組
立
操
作
員
」
 

58
3-
21
 
電
球
・
電
子
管
組
立
工
 

14
3 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
に
34
9
件
、「
電
球
・
電
子
管
製
造
工
」
に
69
6
件
、「
電
球
・
電
子
管
 

58
3-
22
 
電
球
・
電
子
管
排
気
・
封
止
工
 

2 
 
58
3-
01
：
58
3-
10
～
30
 

 
部
品
組
立
工
」
に
28
6
件
で
あ
る
。
寄
せ
ら
れ
る
求
人
職
種
は
、「
電
球
・
 

58
3-
23
 
電
球
・
電
子
管
仕
上
工
 

8 

84
9

 
 

 
電
子
管
組
立
」
な
ど
が
一
般
的
で
、
項
目
を
細
分
化
す
る
必
要
性
が
 

58
3-
30
 
電
球
・
電
子
管
部
品
組
立
工
 

28
6 

28
6
 
 

 
薄
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
は
「
電
球
・
電
子
管
組
立
工
」
に
一
元
化
す
る
。
 

58
4 

被
覆
電
線
製
造
工
 

1,
79
8 
 
 

58
4 
被
覆
電
線
製
造
工
 

 
 

58
4-
10
 
撚
線
工
 

41
7 

41
7
 
58
4-
01
 
被
覆
電
線
製
造
工
 

○
求
人
 

58
4-
20
 
被
覆
工
 

26
0 

 
 

 
集
約
項
目
へ
の
求
人
は
相
対
的
に
少
な
く
、
項
目
を
工
程
別
に
細
分
化
 

58
4-
21
 
ゴ
ム
線
製
造
工
 

12
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
す
る
必
要
性
が
薄
い
。
加
え
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

58
4-
22
 
ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
線
製
造
工
 

74
 

 
58
4-
01
：
58
4-
10
～
44
 

 
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
包
括
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
名
称
で
あ
る
「
被
覆
電
線
製
造
 

58
4-
23
 
紙
巻
線
製
造
工
 

52
 

39
8

 
 

 
工
」
や
「
電
線
工
」
な
ど
の
求
人
職
種
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
 

58
4-
30
 
撚
合
わ
せ
工
 

0 
0
 
 

 
細
分
類
は
「
被
覆
電
線
製
造
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

58
4-
40
 
が
い
（
鎧
）
装
工
 

26
 

 
 

 
 

58
4-
41
 
鋼
帯
が
い
装
工
 

10
 

 
 

 
 

58
4-
42
 
鉄
線
が
い
装
工
 

0 
 
 

 
 

58
4-
43
 
被
鉛
工
 

6 
 
 

 
 

58
4-
44
 
編
組
工
 

13
 

55

 
 

 
 

58
5 

半
導
体
製
品
製
造
工
 

28
,4
09
 
 
 

58
5 
半
導
体
製
品
製
造
工
 

 
 

58
5-
10
 
半
導
体
チ
ッ
プ
製
造
工
 

5,6
25
 

5,6
25
 
58
5-
01
 
半
導
体
チ
ッ
プ
製
造
工
 

○
求
人
 

58
5-
20
 
半
導
体
ダ
イ
シ
ン
グ
工
 

41
0 

41
0
 
58
5-
02
 
半
導
体
組
立
工
 

 
求
人
の
圧
倒
的
多
数
が
集
約
項
目
の
「
半
導
体
チ
ッ
プ
製
造
工
」
 

58
5-
30
 
半
導
体
組
立
工
 

9,1
33
 

 
58
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
半
導
体
製
品
製
造
工
 

 
（
5,6
25
件
）
と
「
半
導
体
組
立
工
」（
9,1
33
件
）
に
寄
せ
ら
れ
る
。
 

58
5-
31
 
半
導
体
マ
ウ
ン
ト
工
 

42
 

 
 

 
加
え
て
、「
半
導
体
チ
ッ
プ
製
造
工
」
と
「
半
導
体
組
立
工
」
は
 

58
5-
32
 
ワ
イ
ヤ
ー
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
工
 

10
1 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
半
導
体
製
造
の
代
表
的
な
工
程
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
 

58
5-
33
 
エ
ン
キ
ャ
プ
工
 

8 

9,2
84

 
58
5-
01
：
58
5-
10
 

 
細
分
類
は
「
半
導
体
チ
ッ
プ
製
造
工
」
と
「
半
導
体
組
立
工
」
に
 

58
5-
40
 
半
導
体
封
止
工
 

14
 

14
 
58
5-
02
：
58
5-
20
～
50
 

 
集
約
す
る
。
 

58
5-
50
 
半
導
体
外
装
処
理
工
 

81
 

81
 
58
5-
99
：
58
5-
99
 

 
 

58
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
半
導
体
製
品
 

5,3
44
 

5,3
44
 
 

 
 

 
製
造
工
 

 
 

 
 

 
 
 

58
6 

電
子
応
用
機
械
器
具
組
立
工
 

15
,3
68
 
 
 

58
6 
電
子
応
用
機
械
器
具
組
立
工
 

 
 

58
6-
10
 
電
子
計
算
機
組
立
・
調
整
工
 

4,5
41
 

4,5
41
 
58
6-
01
 
電
子
計
算
機
組
立
・
調
整
工
 

○
求
人
 

58
6-
20
 
Ｘ
線
応
用
装
置
組
立
・
調
整
工
 

38
 

38
 
58
6-
02
 
電
子
複
写
機
組
立
・
調
整
工
 

 
集
約
項
目
の
う
ち
、
相
対
的
に
求
人
の
多
い
「
電
子
計
算
機
組
立
・
調
整
 

58
6-
30
 
医
療
用
電
子
機
器
組
立
・
調
整
工
 

67
5 

67
5
 
58
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
子
応
用
機
械
器
具
 

 
工
」（
4,5
41
件
）
と
、「
電
子
複
写
機
組
立
・
調
整
工
」（
2,4
87
件
）
を
 

58
6-
40
 
レ
ー
ザ
ー
応
用
加
工
機
器
組
立
・
 

12
3 

12
3
 
 
 
 
 
組
立
工
 

 
細
分
類
に
残
す
。
他
方
、
相
対
的
に
求
人
が
少
な
い
「
Ｘ
線
応
用
装
置
組
立
・
 

 
 
調
整
工
 

 
 

 
 

 
 

 
調
整
工
」（
38
件
）、
「
医
療
用
電
子
機
器
組
立
・
調
整
工
」（
67
5
件
）、
 

58
6-
50
 
電
子
複
写
機
組
立
・
調
整
工
 

2,4
87
 

2,4
87
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
レ
ー
ザ
ー
応
用
加
工
機
器
組
立
・
調
整
工
」（
12
3
件
）、
「
フ
ァ
ク
シ
 

58
6-
60
 
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
組
立
・
調
整
工
 

26
6 

26
6
 
58
6-
01
：
58
6-
10
 

 
ミ
リ
組
立
・
調
整
工
」（
26
6
件
）
は
整
理
し
た
。
 

58
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
子
応
用
機
械
 

5,1
72
 

5,1
72
 
58
6-
02
：
58
6-
50
 

 
 

 
 

器
具
組
立
工
 

 
 

 
 

 
58
6-
99
：
58
6-
20
～
40
、
60
～
99
 

 
 

58
7 

民
生
用
電
子
・
電
気
機
械
器
具
 

17
,0
30
 
 
 

58
7 
民
生
用
電
子
・
電
気
機
械
器
具
組
立
工
・
 

 
 

 
 

組
立
工
・
修
理
工
 

 
 

 
 

 
 
 修
理
工
 

 
 

58
7-
10
 
電
熱
・
照
明
器
具
組
立
工
 

1,1
61

 
58
7-
01
 
民
生
用
電
子
・
電
気
機
械
器
具
組
立
工
 

○
求
人
 

58
7-
11
 
電
熱
機
器
組
立
工
 

21
6 

2,3
71
 
58
7-
02
 
民
生
用
電
子
・
電
気
機
械
器
具
修
理
工
 
 

 
現
在
の
項
目
は
、「
電
熱
・
照
明
器
具
組
立
工
」（
58
7-
10
）、
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58
7-
12
 
照
明
器
具
組
立
工
 

99
4 

 5
87
-0
3 
家
庭
用
電
気
製
品
修
理
工
（
販
売
店
、
 

 
「
電
熱
機
器
組
立
工
」（
58
7-
11
）、
「
電
動
機
応
用
製
品
組
立
工
」
 

58
7-
20
 
電
動
機
応
用
製
品
組
立
工
 

68
7 

 
 
 
 
 
サ
ー
ビ
ス
店
）
 

 
（
58
7-
20
）、
「
電
気
冷
蔵
庫
組
立
工
」（
58
7-
21
）
と
製
品
別
に
 

58
7-
21
 
電
気
冷
蔵
庫
組
立
工
 

41
0 

 
58
7-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
民
生
用
電
子
・
電
気
機
械
 

 
並
び
、
複
数
の
製
品
を
手
が
け
る
求
人
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
 

58
7-
22
 
電
気
洗
濯
機
組
立
工
 

27
8 

 
 
 
 
 
器
具
組
立
工
・
修
理
工
 

 
難
し
い
。
ま
た
、
ど
こ
に
も
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
種
を
 

58
7-
23
 
電
気
掃
除
機
組
立
工
 

6 
 

 
位
置
づ
け
る
雑
多
項
目
（「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
民
生
用
電
子
・
電
気
 

58
7-
24
 
扇
風
機
・
換
気
扇
組
立
工
 

37
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
機
械
組
立
工
・
修
理
工
」）
に
は
、
3,4
64
件
も
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
 

58
7-
25
 
空
調
機
組
立
工
 

1,9
66
 

3,3
84

 
58
7-
01
：
58
7-
10
～
25
 

 
現
在
の
分
類
項
目
が
職
安
の
現
場
で
使
い
に
く
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
 

58
7-
30
 
民
生
用
電
子
・
電
気
機
械
器
具
修
理
工
 

2,8
46
 

 
58
7-
02
：
58
7-
30
 

 
迅
速
か
つ
的
確
な
職
業
紹
介
に
つ
な
げ
る
た
め
、
項
目
名
を
見
直
し
、
 

58
7-
31
 
家
庭
用
電
気
製
品
修
理
工
 

2,4
76
 

 
58
7-
03
：
58
7-
31
 

 
「
民
生
用
電
子
・
電
気
機
械
器
具
組
立
工
」、
「
民
生
用
電
子
・
 

 
 
（
販
売
店
、
サ
ー
ビ
ス
店
）
 

 
 

5,3
22
 
58
7-
99
：
58
7-
99
 

 
電
気
機
械
器
具
修
理
工
」、
「
家
庭
用
電
気
製
品
修
理
工
」（
販
売
店
、
 

58
7-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
民
生
用
電
子
・
 

3,4
64
 

3,4
64
 
 

 
サ
ー
ビ
ス
店
）
に
整
理
し
た
。
 

 
 
電
気
機
械
器
具
組
立
工
・
修
理
工
 

 
 

 
 

 
 
 

58
8 

束
線
工
 

4,
26
2 
 
 

58
8 
束
線
工
 

 
 

58
8-
10
 
束
線
工
（
ワ
イ
ヤ
ー
・
ハ
ー
ネ
ス
工
）
 

3,9
45
 

 
58
8-
01
 
束
線
工
 

○
求
人
 

58
8-
11
 
電
気
通
信
機
束
線
工
 

29
 

 
 

 
求
人
の
9
割
以
上
が
束
線
工
（
58
8-
10
）
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
 

58
8-
12
 
電
子
応
用
機
器
束
線
工
 

19
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
細
分
類
は
「
束
線
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

58
8-
13
 
輸
送
用
機
器
束
線
工
 

14
4 

4,1
37

 
58
8-
01
：
58
8-
10
～
13
 

 
 

58
9 

そ
の
他
の
電
気
機
械
器
具
組
立
・
 

10
2,
93
2 
 
 

 
 

 
 

 
 

修
理
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

58
9-
10
 
乾
電
池
・
蓄
電
池
製
造
工
 

1,5
09
 

58
1-
40
の
小
分
類
格
上
げ
 

○
小
分
類
を
新
設
 

58
9-
11
 
乾
電
池
製
造
工
 

34
6 

 
58
A
 
電
子
機
器
部
品
製
造
工
 

 
細
分
類
の
「
電
子
機
械
部
品
製
造
工
」（
58
9-
40
）
に
は
15
,29
9
件
の
 

58
9-
12
 
蓄
電
池
製
造
工
 

2,1
49
 

4,0
04
 
 
58
A
-0
1 
電
子
機
器
用
コ
ン
デ
ン
サ
ー
製
造
工
 

 
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
利
用
頻
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
小
分
類
に
格
上
げ
 

58
9-
20
 
記
録
媒
体
製
造
工
 

27
9 

 
 
58
A
-0
2 
プ
リ
ン
ト
基
盤
組
立
工
 

 
す
る
。
細
分
類
に
は
相
対
的
に
求
人
の
多
い
「
電
子
機
器
用
コ
ン
デ
ン
 

58
9-
21
 
磁
気
テ
ー
プ
製
造
工
 

14
1 

 
 
58
A
-0
3 
電
子
機
構
部
品
組
立
工
 

 
サ
ー
製
造
工
」（
58
9-
43
）、
「
プ
リ
ン
ト
基
盤
組
立
工
」（
58
9-
45
）、
 

58
9-
22
 
磁
気
デ
ィ
ス
ク
製
造
工
 

22
 

 
 
58
A
-9
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
子
機
器
部
品
製
造
工
 

 
「
電
子
機
構
部
品
組
立
工
」（
58
9-
46
）
を
採
録
す
る
。
 

58
9-
23
 
光
デ
ィ
ス
ク
製
造
工
 

16
6 

 
 

 
 

58
9-
24
 
磁
気
・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
製
造
工
 

72
 

68
0

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
求
人
 

58
9-
30
 
内
燃
機
関
電
装
品
組
立
工
 

16
5 

 
 
58
A
-0
1：
58
9-
43
 

 
集
約
項
目
の
う
ち
、
相
対
的
に
求
人
の
多
い
「
乾
電
池
・
蓄
電
池
製
造
工
」
 

58
9-
31
 
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
・
コ
イ
ル
組
立
工
 

26
 

 
 
58
A
-0
2：
58
9-
45
 

 
（
58
9-
10
)、
「
電
気
機
械
器
具
保
守
員
」（
58
9-
60
)、
「
電
気
機
械
 

58
9-
32
 
点
火
プ
ラ
グ
組
立
工
 

27
 

21
8
 
 
58
A
-0
3：
58
9-
46
 

 
器
具
検
査
工
」（
58
9-
70
）
を
細
分
類
に
残
す
。
他
方
、
相
対
的
に
 

58
9-
40
 
電
子
機
器
部
品
製
造
工
 

15
,29
9 

 
 
58
A
-9
9：
58
9-
40
～
42
、
44
、
47
 

 
利
用
度
の
低
い
「
記
録
媒
体
製
造
工
」（
58
9-
20
）、
「
内
燃
機
関
 

58
9-
41
 
電
子
機
器
用
コ
イ
ル
・
 

17
6 

 
 

 
電
装
品
組
立
工
」（
58
9-
30
)、
「
特
殊
電
子
部
品
製
造
工
」（
58
9-
50
) 

 
 
ト
ラ
ン
ス
製
造
工
 

 
 

 
 

 
の
集
約
項
目
は
整
理
・
見
直
し
し
た
。
な
お
、
枝
番
の
う
ち
、「
液
晶
 

58
9-
42
 
電
子
機
器
用
抵
抗
器
製
造
工
 

19
1 

 
 

 
表
示
部
品
製
造
工
」（
58
9-
51
)と
、「
電
子
部
品
検
査
工
」（
58
9-
76
) 

58
9-
43
 
電
子
機
器
用
コ
ン
デ
ン
サ
ー
製
造
工
 

1,3
98
 

 
58
9 
そ
の
他
の
電
気
機
械
器
具
組
立
・
修
理
の
職
業
 

 
は
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
に
採
録
す
る
。
 

58
9-
44
 
振
動
子
組
立
工
 

52
1 

 
 
58
9-
01
 
乾
電
池
・
蓄
電
池
製
造
工
 

 
 

58
9-
45
 
プ
リ
ン
ト
基
盤
組
立
工
 

7,4
58
 

 
 
58
9-
02
 
液
晶
表
示
部
品
製
造
工
 

 
 

58
9-
46
 
電
子
機
構
部
品
組
立
工
 

4,2
90
 

 
 
58
9-
03
 
電
気
機
械
器
具
保
守
員
 

 
 

58
9-
47
 
音
響
部
品
組
立
工
 

64
3 

29
,97
6

 
 
58
9-
04
 
電
気
機
械
器
具
検
査
工
 

 
 

58
9-
50
 
特
殊
電
子
部
品
製
造
工
 

2,7
22
 

 
 
58
9-
05
 
電
子
部
品
検
査
工
 

 
 

58
9-
51
 
液
晶
表
示
部
品
製
造
工
 

5,7
02
 

8,4
27
 
 
58
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
気
機
械
器
具
組
立
・
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58
9-
52
 
圧
電
素
子
製
造
工
 

1 
 
 
 
 
 
 
修
理
の
職
業
 

 
 

58
9-
53
 
フ
ェ
ラ
イ
ト
製
品
製
造
工
 

2 
 

 
 

58
9-
60
 
電
気
機
械
器
具
保
守
員
 

2,1
43
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

58
9-
61
 
電
子
計
算
機
保
守
員
 

73
4 

 
 
58
9-
01
：
58
9-
10
～
12
 

 
 

58
9-
62
 
複
写
機
保
守
員
 

37
3 

 
 
58
9-
02
：
58
9-
51
 

 
 

58
9-
63
 
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
保
守
員
 

5 
 
 
58
9-
03
：
58
9-
60
～
64
 

 
 

58
9-
64
 
電
子
計
算
機
周
辺
機
器
保
守
員
 

15
2 

3,4
07

 
 
58
9-
04
：
58
9-
70
～
75
 

 
 

58
9-
70
 
電
気
機
械
器
具
検
査
工
 

6,9
09
 

 
 
58
9-
05
：
58
9-
76
 

 
 

58
9-
71
 
発
電
機
・
電
動
機
検
査
工
 

20
6 

 
 
58
9-
99
：
58
9-
20
～
24
、
30
～
32
、
50
、
52
～
53
、
99
 

 
 

58
9-
72
 
配
電
・
制
御
装
置
検
査
工
 

45
1 

 
 

 
 

58
9-
73
 
電
気
通
信
機
械
器
具
検
査
工
 

1,4
10
 

 
 
 

58
9-
74
 
電
子
応
用
機
器
検
査
工
 

42
5 

 
 

 
 

58
9-
75
 
民
生
用
電
子
・
電
気
機
械
器
具
検
査
工
 

79
2 

 
 
 

58
9-
76
 
電
子
部
品
検
査
工
 

17
,49
0 

27
,68
3

 
 

 
 

58
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
気
機
械
器
具
 

10
,97
1 

10
,97
1
 
 

 
 

 
 
組
立
・
修
理
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

59
 

輸
送
用
機
械
器
具
組
立
・
修
理
の
職
業
 

16
5,
28
2 
 
 

 
 

 
 

59
1 

自
動
車
組
立
工
 

97
,4
61
 
 
 

59
1 
自
動
車
組
立
工
 

 
 

59
1-
10
 
自
動
車
部
品
組
立
工
 

69
,85
9 

69
,85
9
 
59
1-
01
 
自
動
車
部
品
組
立
工
 

○
求
人
 

59
1-
20
 
自
動
車
車
体
・
車
台
組
立
工
 

12
,38
0 

12
,38
0
 
59
1-
02
 
自
動
車
車
体
・
車
台
組
立
工
 

 
そ
れ
ぞ
れ
の
集
約
項
目
に
大
規
模
な
求
人
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
 

59
1-
30
 
自
動
車
ぎ
装
組
立
工
 

6,1
19
 

6,1
19
 
59
1-
03
 
自
動
車
ぎ
装
組
立
工
 

 
こ
れ
ら
を
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
59
1-
01
：
59
1-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
59
1-
02
：
59
1-
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
59
1-
03
：
59
1-
30
 

 
 

59
2 

自
動
車
整
備
工
 

45
,0
92
 
 
 

59
2 
自
動
車
整
備
工
 

 
 

59
2-
10
 
自
動
車
整
備
工
 

41
,99
9 

 
59
2-
01
 
自
動
車
整
備
工
 

○
求
人
 

59
2-
11
 
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
整
備
工
 

27
3 

 
 
小
分
類
「
自
動
車
整
備
工
」
に
は
年
間
約
４
万
5,0
00
件
も
の
求
人
が
 

59
2-
12
 
自
動
車
電
装
品
整
備
工
 

76
3 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
う
ち
細
分
類
「
自
動
車
整
備
工
」
が
約
98
％
 

59
2-
13
 
自
動
車
タ
イ
ヤ
整
備
工
 

96
8 

44
,00
3

 
59
2-
01
：
59
2-
10
～
13
 

 
（
４
万
3,0
00
件
）
を
占
め
て
い
る
。
枝
番
コ
ー
ド
の
職
業
名
に
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
年
間
数
百
件
規
模
の
求
人
が
あ
る
も
の
の
、
小
分
類
全
体
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
占
め
る
割
合
は
わ
ず
か
で
あ
る
た
め
、
小
分
類
「
自
動
車
整
備
工
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
の
細
分
類
項
目
は
「
自
動
車
整
備
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

59
3 

航
空
機
組
立
工
・
整
備
工
 

4,
94
8 
 
 

59
3 
航
空
機
組
立
工
・
整
備
工
 

 
 

59
3-
10
 
航
空
機
部
品
組
立
工
 

3,4
69
 

3,4
69
 
59
3-
01
 
航
空
機
部
品
組
立
工
 

○
求
人
 

59
3-
20
 
航
空
機
総
組
立
工
 

71
5 

71
5
 
59
3-
02
 
航
空
機
総
組
立
工
 

１
．
求
人
数
が
き
わ
め
て
少
な
い
「
航
空
ぎ
装
工
」
を
除
く
集
約
コ
ー
ド
 

59
3-
21
 
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
取
付
工
 

0 
 
 

 
59
3-
03
 
航
空
機
整
備
工
 

 
 
を
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

59
3-
30
 
航
空
機
ぎ
装
工
 

16
 

16
 

 
 
（「
航
空
ぎ
装
工
」
は
「
航
空
機
総
組
立
工
」
 
の
中
に
位
置
づ
け
る
）。
 

59
3-
40
 
航
空
機
整
備
工
 

79
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

２
．「
航
空
機
整
備
工
」
の
求
人
数
は
年
間
10
0
件
に
達
し
な
い
も
 

59
3-
41
 
航
空
機
工
場
整
備
工
 

11
 

90
 
59
3-
01
：
59
3-
10
 

 
 
の
の
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び
民
間
職
業
紹
介
機
関
の
ネ
ッ
ト
上
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59
3-
02
：
59
3-
20
～
21
、
-3
0 

 
 
で
の
求
人
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
細
分
類
を
維
持
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
59
3-
03
：
59
3-
40
～
41
 

 
 

59
4 

鉄
道
車
両
組
立
工
・
修
理
工
 

2,
51
7 
 
 

59
4 
鉄
道
車
両
組
立
工
・
修
理
工
 

 
 

59
4-
10
 
車
両
機
械
組
立
工
 

32
1 

32
1
 
59
4-
01
 
車
両
機
械
組
立
工
 

○
求
人
 

59
4-
20
 
車
両
組
立
工
 

40
5 

 
59
4-
02
 
車
両
組
立
工
 

 
 
各
細
分
類
（
枝
番
含
む
合
計
）
に
そ
れ
ぞ
れ
年
間
数
百
件
 

59
4-
21
 
鉄
道
車
両
台
車
組
立
工
 

21
 

 
59
4-
03
 
車
両
ぎ
装
工
 

 
 
規
模
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
訂
案
も
 

59
4-
22
 
鉄
道
車
両
車
体
組
立
工
 

20
4 

63
0
 
59
4-
04
 
車
両
修
理
工
 

 
 
こ
れ
ら
の
細
分
類
を
維
持
す
る
。
 

59
4-
30
 
車
両
ぎ
装
工
 

48
5 

 
 
 

59
4-
31
 
鉄
道
車
両
機
器
取
付
工
 

24
5 

73
0
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

59
4-
40
 
車
両
修
理
工
 

48
7 

 
59
4-
01
：
59
4-
10
 

 
 

59
4-
41
 
鉄
道
車
両
台
車
・
車
体
修
理
工
 

16
 

 
59
4-
02
：
59
4-
20
～
22
 

 
 

59
4-
42
 
鉄
道
車
両
機
械
修
理
工
 

30
 

53
3
 
59
4-
03
：
59
4-
30
～
31
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
59
4-
04
：
59
4-
40
～
41
 

 
 

59
5 

自
転
車
組
立
工
・
修
理
工
 

81
7 
 
 

59
5 
自
転
車
組
立
工
・
修
理
工
 

 
 

59
5-
10
 
自
転
車
組
立
工
 

63
1 

63
1
 
59
5-
01
 
自
転
車
組
立
工
・
修
理
工
 

○
求
人
 

59
5-
20
 
自
転
車
修
理
工
 

14
0 

14
0
 

１
．
小
分
類
「
自
転
車
組
立
工
・
修
理
工
」
の
年
間
求
人
数
は
約
80
0
件
に
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
と
ど
ま
る
が
、
自
転
車
は
中
分
類
「
輸
送
用
機
械
器
具
」
の
主
要
な
機
械
器
具
 

 
 
 

 
 

 
 

 
59
5-
01
：
59
5-
10
、
-2
0 

 
 
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
小
分
類
を
維
持
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
２
．
細
分
類
「
自
転
車
修
理
工
」
の
年
間
求
人
数
は
14
0
件
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
と
ど
ま
る
た
め
、
細
分
類
を
「
自
転
車
組
立
・
修
理
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

59
6 

船
舶
ぎ
装
工
 

1,
09
9 
 
 

59
6 
船
舶
ぎ
装
工
 

 
 

59
6-
10
 
船
舶
ぎ
装
工
 

39
1 

 
59
6-
01
 
船
舶
ぎ
装
工
 

○
求
人
 

59
6-
11
 
甲
板
部
ぎ
装
工
 

59
 

 
 
船
舶
ぎ
装
工
の
枝
番
コ
ー
ド
の
求
人
規
模
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
間
約
10
0～
20
0
件
 

59
6-
12
 
機
関
部
ぎ
装
工
 

27
1 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
程
度
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
小
分
類
「
船
舶
ぎ
装
工
」
の
求
人
の
46
％
は
 

59
6-
13
 
電
気
部
ぎ
装
工
 

14
1 

 
59
6-
01
：
59
6-
10
～
14
 

 
集
約
コ
ー
ド
の
職
業
名
「
船
舶
ぎ
装
工
」
お
よ
び
59
6-
X
X
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
 

59
6-
14
 
居
住
部
ぎ
装
工
 

12
2 

98
4

 
 

 
細
分
類
は
「
船
舶
ぎ
装
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

59
9 

そ
の
他
の
輸
送
機
械
器
具
組
立
・
 

13
,3
48
 
 
 

59
9 
そ
の
他
の
輸
送
機
械
器
具
組
立
・
修
理
の
職
業
 

 
 

 
 

修
理
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

59
9-
10
 
船
舶
修
理
工
 

1,2
52
 

1,2
52
 
59
9-
01
 
船
舶
修
理
工
 

○
求
人
 

59
9-
20
 
輸
送
用
機
械
器
具
検
査
工
 

1,5
01
 

 
59
9-
02
 
輸
送
用
機
械
器
具
検
査
工
（
自
動
車
検
査
工
除
く
）

１
．
集
約
コ
ー
ド
（「
船
舶
修
理
工
」「
輸
送
用
機
械
器
 

59
9-
21
 
自
動
車
検
査
工
 

5,6
83
 

 
59
9-
03
 
自
動
車
検
査
工
 

 
 
具
検
査
工
」「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
輸
送
用
機
械
器
具
組
立
・
 

59
9-
22
 
航
空
機
検
査
工
 

22
6 

 
59
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
輸
送
用
機
械
器
具
 

 
 
修
理
の
職
業
」）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
年
間
千
～
数
千
件
規
模
の
求
人
 

59
9-
23
 
鉄
道
車
両
検
査
工
 

58
 

 
 
 
 
 
組
立
・
修
理
の
職
業
 

 
 
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
職
業
名
を
細
分
類
項
目
に
 

59
9-
24
 
自
転
車
検
査
工
 

40
 

 
 
 
設
定
す
る
。
 

59
9-
25
 
船
舶
検
査
工
 

12
0 

7,6
28

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

２
．「
輸
送
用
機
械
器
具
検
査
工
」
の
求
人
の
４
分
の
３
（
約
5,7
00
件
）
 

59
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
輸
送
用
機
械
器
 

2,7
40
 

2,7
40
 
59
9-
01
：
59
9-
10
 

 
 
を
「
自
動
車
検
査
工
」
が
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
 

 
 
具
組
立
・
修
理
の
職
業
 

 
 

 
 

 
59
9-
02
：
59
9-
20
、
22
～
25
 

 
 
「
自
動
車
検
査
工
」
の
細
分
類
項
目
を
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
59
9-
03
：
59
9-
21
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
59
9-
99
：
59
9-
99
 

 
 

60
 

計
量
計
測
機
器
・
光
学
機
械
器
具
 

20
,7
66
 
 
 

 
 

 
 

 
 

組
立
・
修
理
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

60
1 

計
量
計
測
機
器
組
立
工
・
修
理
工
 

2,
97
0 
 
 

60
1 
計
量
計
測
機
器
組
立
工
・
修
理
工
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60
1-
10
 
電
気
計
測
器
組
立
工
 

61
0 

 
60
1-
01
 
電
気
計
測
器
組
立
・
調
整
工
 

○
求
人
 

60
1-
11
 
電
気
メ
ー
タ
組
立
工
 

37
 

64
7
 
60
1-
02
 
計
量
器
・
測
定
器
組
立
・
調
整
工
 

 
集
約
コ
ー
ド
（「
電
気
計
測
器
組
立
工
」「
計
量
器
・
 

60
1-
20
 
計
量
器
・
測
定
器
組
立
工
 

36
6 

 
60
1-
03
 
計
量
計
測
機
器
修
理
工
 

 
測
定
器
組
立
工
」「
計
量
計
測
器
調
整
・
修
理
工
」、
枝
番
含
 

60
1-
21
 
度
量
衡
器
組
立
工
 

32
6 

 
60
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
計
量
計
測
機
器
 

 
む
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
年
間
数
百
～
千
件
規
模
の
求
人
が
み
ら
 

60
1-
22
 
温
度
計
組
立
工
 

27
 

 
 
 
 
 
組
立
工
・
修
理
工
 

 
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

60
1-
23
 
圧
力
計
組
立
工
 

58
 

 
 

 
 

60
1-
24
 
流
量
計
組
立
工
 

23
2 

1,0
09

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
組
立
・
調
整
・
修
理
 

60
1-
30
 
計
量
計
測
機
器
調
整
・
修
理
工
 

78
6 

78
6
 
60
1-
01
：
60
1-
10
～
11
、（
-3
0）
 

 
製
造
の
最
終
工
程
で
あ
る
「
調
整
」
を
「
修
理
」
か
ら
切
り
離
し
、
 

60
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
計
量
計
測
機
器
 

23
2 

23
2
 
60
1-
02
：
60
1-
20
～
24
、（
-3
0）
 

 
「
組
立
」
と
統
合
す
る
。
 

 
 
組
立
工
・
修
理
工
 

 
 

 
 

 
60
1-
03
：
60
1-
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
60
1-
99
：
60
1-
99
 

 
 

60
2 

時
計
組
立
工
・
修
理
工
 

77
7 
 
 

 
 

 
 

60
2-
10
 
時
計
組
立
・
調
整
工
 

43
1 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

60
2-
11
 
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
組
立
工
 

11
8 

60
2 
時
計
類
組
立
工
・
修
理
工
 

 
細
分
類
60
2-
10
「
時
計
類
似
機
器
組
立
・
調
整
工
」
の
 

60
2-
12
 
外
装
組
立
工
 

31
 

58
0
 
60
2-
01
 
時
計
類
組
立
工
・
修
理
工
 

 
年
間
求
人
数
は
23
件
、
60
2-
30
「
時
計
・
時
計
類
似
機
器
 

60
2-
20
 
時
計
類
似
機
器
組
立
・
調
整
工
 

23
 

23
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
修
理
工
」
は
10
6
件
に
と
ど
ま
る
た
め
、
同
分
類
を
「
時
計
類
組
立
 

60
2-
30
 
時
計
・
時
計
類
似
機
器
修
理
工
 

10
6 

10
6
 
60
2-
01
：
60
2-
10
～
12
、
-2
0、
-3
0 

 
工
・
調
整
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

60
3 

光
学
機
械
器
具
組
立
工
・
修
理
工
 

9,
93
7 
 
 

60
3 
光
学
機
械
器
具
組
立
工
・
修
理
工
 

 
 

60
3-
10
 
眼
鏡
組
立
工
 

75
9 

 
60
3-
01
 
カ
メ
ラ
組
立
・
修
理
工
 

○
求
人
 

60
3-
11
 
双
眼
鏡
組
立
工
 

1 
 
60
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
光
学
機
械
器
具
 

 
小
分
類
60
3
の
求
人
の
67
％
を
占
め
る
特
掲
コ
ー
ド
の
職
業
名
 

60
3-
12
 
望
遠
鏡
組
立
工
 

44
 

 
 
 
 
 
組
立
工
・
修
理
工
 

 
「
カ
メ
ラ
組
立
工
」
を
細
分
類
項
目
と
し
て
独
立
さ
せ
る
。
 

60
3-
13
 
顕
微
鏡
組
立
工
 

51
 

85
5

 
 
他
の
職
業
は
雑
多
項
目
に
分
類
す
る
。
 

60
3-
20
 
光
学
計
測
機
器
組
立
工
 

61
 

61
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

60
3-
30
 
光
学
機
械
組
立
工
 

1,3
78
 

 
60
3-
01
：
60
3-
31
、（
-4
0～
41
）、
-5
1 

 
 

60
3-
31
 
カ
メ
ラ
組
立
工
 

6,6
75
 

 
60
3-
99
：
60
3-
10
～
13
、
-2
0、
-3
0、
-3
2 

 
 

60
3-
32
 
映
写
機
組
立
工
 

11
5 

8,1
68
 
 
 
 
 
（
-4
0～
41
）、
-5
0 

 
 

60
3-
40
 
光
学
機
械
器
具
調
整
工
 

22
9 

 
 

 
 

60
3-
41
 
焦
点
調
整
工
 

0 
22
9
 
 

 
 

60
3-
50
 
光
学
機
械
器
具
修
理
工
 

37
 

 
 
 

60
3-
51
 
カ
メ
ラ
修
理
工
 

87
 

12
4
 
 

 
 

60
4 

レ
ン
ズ
研
磨
工
・
調
整
工
 

2,
79
7 
 
 

 
 

 
 

60
4-
10
 
光
学
レ
ン
ズ
工
 

80
6 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 
 

○
求
人
 

60
4-
11
 
レ
ン
ズ
荒
ず
り
工
 

80
2 

 
60
4 
レ
ン
ズ
研
磨
工
・
加
工
工
 

 
年
間
求
人
数
は
小
分
類
全
体
で
約
3,0
00
件
に
と
ど
ま
る
た
め
、
 

60
4-
12
 
レ
ン
ズ
研
磨
工
 

39
5 

 
 
60
4-
01
 
レ
ン
ズ
研
磨
工
・
加
工
工
 

 
細
分
類
項
目
を
一
本
化
す
る
。
名
称
に
つ
い
て
は
、
 

60
4-
13
 
レ
ン
ズ
心
取
工
 

4 

2,0
07

 
 
現
在
の
「
レ
ン
ズ
研
磨
工
・
調
整
工
」
に
「
表
面
処
理
加
工
」
の
 

60
4-
20
 
レ
ン
ズ
表
面
処
理
加
工
工
 

56
3 

56
3
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
仕
事
が
入
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、「
レ
ン
ズ
研
磨
工
・
 

60
4-
30
 
レ
ン
ズ
接
合
工
 

27
 

27
 
 
60
4-
01
：
60
4-
10
～
13
、
-2
0、
-3
0 

 
加
工
工
」
に
あ
ら
た
め
る
。
 

60
9 

そ
の
他
の
計
量
計
測
機
器
・
 

4,
28
5 
 
 

60
9 
そ
の
他
の
計
量
計
測
機
器
・
 

 
 

 
 

光
学
機
械
器
具
組
立
・
修
理
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 
 光
学
機
械
器
具
組
立
・
修
理
の
職
業
 

 
 

60
9-
10
 
メ
ガ
ネ
調
整
・
加
工
工
 

13
8 

13
8
 
60
9-
01
 
計
量
計
測
機
器
・
光
学
機
械
器
具
検
査
工
 

○
求
人
 

60
9-
20
 
計
量
計
測
機
器
・
光
学
機
械
器
具
 

20
7 

3,3
00
 
60
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
計
量
計
測
機
器
・
 

 
細
分
類
項
目
を
「
検
査
工
」
と
雑
多
項
目
に
整
理
す
る
。
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検
査
工
 

 
 

 
 
 
 
 
光
学
機
械
器
具
組
立
・
修
理
の
職
業
 

 
「
メ
ガ
ネ
調
整
・
加
工
工
」
は
求
人
数
が
少
な
い
た
め
廃
止
す
る
。
 

60
9-
21
 
計
量
計
測
機
器
検
査
工
 

20
5 

 
 
 

60
9-
22
 
時
計
検
査
工
 

27
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

60
9-
23
 
光
学
機
械
器
具
検
査
工
 

1,7
65
 

 
60
9-
01
：
60
9-
20
～
24
 

 
 

60
9-
24
 
レ
ン
ズ
検
査
工
 

1,0
96
 

 
60
9-
99
：
60
9-
10
、
-9
9 

 
 

60
9-
99
 
そ
の
他
の
計
量
計
測
機
器
･光
学
 

49
3 

49
3
 
 

 
 

 
 
機
械
器
具
組
立
･修
理
の
職
業
 

 
 

 
 
 

 
 

61
 

精
穀
・
製
粉
・
調
味
食
品
製
造
の
 

4,
66
6 
 
 

 
 

 
 

 
 

職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

61
1 

精
穀
工
 

50
5 
 
 

61
1 
精
穀
工
 

 
 

61
1-
10
 
精
穀
工
 

11
7 

 
61
1-
01
 
精
穀
工
 

○
求
人
 

61
1-
11
 
精
米
工
 

34
3 

 
 
小
分
類
「
精
穀
工
」
の
年
間
求
人
数
は
約
50
0
件
に
と
ど
ま
る
 

61
1-
12
 
精
麦
工
 

15
 

47
5
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
こ
と
か
ら
、
細
分
類
を
「
精
穀
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
61
1-
01
：
61
1-
10
～
12
 

 
 

61
2 

製
粉
工
 

40
1 
 
 

61
2 
製
粉
工
 

 
 

61
2-
10
 
製
粉
工
 

26
8 

 
61
2-
01
 
製
粉
工
 

○
求
人
 

61
2-
11
 
小
麦
粉
製
造
工
 

34
 

 
 
小
分
類
「
製
粉
工
」
の
年
間
求
人
数
は
約
40
0
件
に
と
ど
ま
る
 

61
2-
12
 
で
ん
粉
製
造
工
 

52
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
こ
と
か
ら
、
細
分
類
を
「
製
粉
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

61
2-
13
 
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
製
造
工
 

7 

36
1

 
61
2-
01
：
61
2-
10
～
13
 

 
 

61
3 

製
糖
工
 

78
 
 
 

  
 
 

61
3-
10
 
粗
糖
製
造
工
 

7 
7
 
61
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

61
3-
20
 
精
糖
工
 

45
 

45
 

 
年
間
求
人
数
が
約
80
件
に
と
ど
ま
る
の
で
、
雑
多
項
目
に
格
下
げ
す
る
。
 

61
3-
30
 
角
砂
糖
製
造
工
 

2 
2
 
61
9-
03
 
製
糖
工
 

 
 

61
3-
40
 
氷
砂
糖
・
液
糖
製
造
工
 

2 
2
 

 
 

61
3-
50
 
て
ん
菜
糖
製
造
工
 

4 
4
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

61
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
糖
工
 

11
 

11
 
61
9-
03
：
61
3-
10
、
-2
0、
-3
0、
-4
0、
～
50
、
-9
9 

 
 

61
4 

味
そ
・
し
ょ
う
油
製
造
工
 

58
7 
 
 

61
4 
味
そ
・
し
ょ
う
油
製
造
工
 

 
 

61
4-
10
 
味
そ
製
造
工
 

32
2 

 
61
4-
01
 
味
そ
製
造
工
 

○
求
人
 

61
4-
11
 
味
そ
原
料
工
 

0 
 
61
4-
02
 
し
ょ
う
油
製
造
工
 

 
年
間
求
人
数
は
「
味
そ
」
32
3
人
、「
し
ょ
う
油
」
18
2
人
に
と
ど
ま
 

61
4-
12
 
味
そ
こ
う
じ
工
 

0 
 

 
り
、
枝
番
コ
ー
ド
も
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
 

61
4-
13
 
味
そ
仕
込
工
 

1 

32
3

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
細
分
類
項
目
は
「
味
そ
製
造
工
」
と
「
し
ょ
う
油
製
造
工
」
の
２
つ
 

61
4-
20
 
し
ょ
う
油
製
造
工
 

16
9 

 
61
4-
01
：
61
4-
10
～
13
 

 
に
整
理
す
る
。
 

61
4-
21
 
し
ょ
う
油
原
料
工
 

7 
 
61
4-
02
：
61
4-
20
～
25
 

 
 

61
4-
22
 
し
ょ
う
油
こ
う
じ
工
 

0 
 

 
 

61
4-
23
 
し
ょ
う
油
仕
込
工
 

0 
 

 
 

61
4-
24
 
し
ょ
う
油
圧
搾
工
 

2 
 
 

 
 

61
4-
25
 
し
ょ
う
油
精
製
工
 

4 

18
2

 
 

 
 

61
5 

動
植
物
油
脂
製
造
工
 

22
0 
 
 

61
5 
動
植
物
油
脂
製
造
工
 

 
 

61
5-
10
 
油
脂
前
処
理
工
 

28
 

28
 
61
5-
01
 
動
植
物
性
油
脂
製
造
工
 

○
求
人
 

61
5-
20
 
採
油
工
 

1 
 

 
年
間
求
人
数
が
小
分
類
全
体
で
20
0
件
程
度
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
 

61
5-
21
 
搾
油
工
 

3 
9
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
細
分
類
項
目
を
「
動
植
物
性
油
脂
製
造
工
」
に
一
本
化
す
る
。
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61
5-
22
 
抽
油
工
 

5 
 
61
5-
01
：
61
5-
10
、
-2
0～
23
、
-3
0、
-4
0～
41
、
-9
9 

 
 
 

61
5-
23
 
蒸
油
工
 

0 
 
 

 
 

61
5-
30
 
食
用
油
脂
精
製
工
 

7 
7
 

 
 

61
5-
40
 
食
用
油
脂
製
品
製
造
工
 

52
 

 
 

 
 

61
5-
41
 
マ
ー
ガ
リ
ン
製
造
工
 

79
 

13
1
 
 

 
 

61
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
動
植
物
油
脂
 

24
 

24
 
 

 
 

 
 
製
造
工
 

 
 

 
 

 
 
 

61
9 

そ
の
他
の
精
穀
・
製
粉
・
 

2,
87
5 
 
 

61
9 
そ
の
他
の
精
穀
・
製
粉
・
調
味
食
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

調
味
食
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

61
9-
10
 
調
味
料
製
造
工
 

73
9 

 
61
9-
01
 
調
味
料
製
造
工
(他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
) 

○
求
人
 

 
 
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）
 

 
 

 
61
9-
02
 
配
合
飼
料
製
造
工
 

 
年
間
求
人
数
が
少
な
い
「
酵
母
・
こ
う
じ
製
造
工
」（
51
件
）
の
 

61
9-
11
 
酢
製
造
工
 

57
 

  
61
9-
03
 
製
糖
工
 
 

 
細
分
類
を
廃
止
す
る
。
 

61
9-
12
 
ソ
ー
ス
製
造
工
 

32
 

 
61
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
精
穀
・
製
粉
・
 

 
 

61
9-
13
 
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
製
造
工
 

13
4 

 
 
 
 
 
調
味
食
品
製
造
の
職
業
 

 
 

61
9-
14
 
香
辛
料
製
造
工
 

19
3 

 
 
 

61
9-
15
 
ジ
ャ
ム
製
造
工
 

99
 

1,2
54

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

61
9-
20
 
酵
母
・
こ
う
じ
製
造
工
 

41
 

 
61
9-
01
：
61
9-
10
～
15
 

 
 

 
 
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）
 

 
 

 
61
9-
02
：
61
9-
30
 

 
 

61
9-
21
 
イ
ー
ス
ト
製
造
工
 

10
 

51
 
61
9-
03
：
61
3-
10
、
-2
0、
-3
0、
-4
0、
-5
0、
-9
9 

 
 

61
9-
30
 
配
合
飼
料
製
造
工
 

70
1 

70
1
 
61
9-
99
：
61
9-
20
～
21
、
-9
9 

 
 

61
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
精
穀
・
製
粉
・
 

63
3 

63
3
 

 
 

 
 
調
味
食
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 
 

62
 

食
料
品
製
造
の
職
業
（
精
穀
・
製
粉
・
 

96
,8
14
 
 
 

 
 

 
 

 
 

調
味
食
品
製
造
の
職
業
を
除
く
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

62
1 

め
ん
類
製
造
工
 

4,
14
3 
 
 

62
1 
め
ん
類
製
造
工
 

 
 

62
1-
10
 
製
め
ん
工
 

2,5
52
 

 
62
1-
01
 
製
め
ん
工
 

○
求
人
 

62
1-
11
 
製
め
ん
機
械
工
 

12
1 

2,6
73
 
62
1-
02
 
即
席
め
ん
類
製
造
工
 

 
職
安
で
の
利
用
度
を
考
慮
し
、
求
人
の
少
な
い
職
業
名
を
見
直
し
、
 

62
1-
20
 
即
席
め
ん
類
製
造
工
 

60
1 

60
1
 
62
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
め
ん
類
製
造
工
 

 
「
製
め
ん
工
」、
「
即
席
め
ん
類
製
造
工
」、
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
 

62
1-
30
 
は
る
さ
め
製
造
工
 

11
4 

11
4
 
 

 
め
ん
類
製
造
工
」
の
3
項
目
に
集
約
し
た
。
 

62
1-
40
 
ワ
ン
タ
ン
・
シ
ュ
ー
マ
イ
皮
製
造
工
 

31
 

31
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

62
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
め
ん
類
製
造
工
 

27
6 

27
6
 
62
1-
01
：
62
1-
10
～
11
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
62
1-
02
：
62
1-
20
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
62
1-
99
：
62
1-
30
、
40
、
99
 

 
 

62
2 

パ
ン
・
菓
子
製
造
工
 

26
,3
52
 
 
 

62
2 
パ
ン
・
菓
子
製
造
工
 

 
 

62
2-
10
 
パ
ン
・
焼
菓
子
製
造
工
 

10
,61
3 

 
62
2-
01
 
パ
ン
・
焼
菓
子
製
造
工
 

○
求
人
 

62
2-
11
 
パ
ン
生
地
仕
込
工
 

82
 

 
62
2-
02
 
洋
生
菓
子
製
造
工
 

 
職
安
で
の
利
用
度
を
考
慮
し
、
求
人
の
少
な
い
職
業
名
を
見
直
し
、
 

62
2-
12
 
パ
ン
・
焼
菓
子
成
形
工
 

13
3 

 
62
2-
03
 
和
生
菓
子
製
造
工
 

 
「
パ
ン
・
焼
菓
子
製
造
工
」、
「
洋
生
菓
子
製
造
工
」、
「
和
生
菓
子
 

62
2-
13
 
パ
ン
・
焼
菓
子
焼
成
工
 

92
 

10
,92
0

 
62
2-
04
 
和
干
菓
子
製
造
工
 

 
製
造
工
」、
「
和
干
菓
子
製
造
工
」、
「
あ
め
・
キ
ャ
ン
デ
ー
・
 

62
2-
20
 
洋
生
菓
子
製
造
工
 

5,8
81
 

 
62
2-
05
 
あ
め
・
キ
ャ
ン
デ
ー
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
工
 

 
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
工
」
に
項
目
を
整
理
し
た
。
 

62
2-
21
 
洋
生
菓
子
仕
込
工
 

29
 

 
62
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
パ
ン
・
菓
子
製
造
工
 

 
 

62
2-
22
 
洋
生
菓
子
仕
上
工
 

17
 

5,9
27
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62
2-
30
 
和
生
菓
子
製
造
工
 

2,2
63
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

62
2-
31
 
製
あ
ん
工
 

19
3 

 
62
2-
01
：
62
2-
10
～
13
 

 
 

62
2-
32
 
和
生
菓
子
仕
上
工
 

71
7 

3,1
73
 
62
2-
02
：
62
2-
20
～
22
 

 
 

62
2-
40
 
和
干
菓
子
製
造
工
 

49
3 

 
62
2-
03
：
62
2-
30
～
32
 

 
 

62
2-
41
 
せ
ん
べ
い
製
造
工
 

66
7 

 
62
2-
04
：
62
2-
40
～
44
 

 
 

62
2-
42
 
お
こ
し
・
あ
ら
れ
製
造
工
 

14
8 

 
62
2-
05
：
62
2-
50
、
60
 

 
 

62
2-
43
 
ら
く
が
ん
製
造
工
 

2 
 
62
2-
99
：
62
2-
70
、
99
 

 
 

62
2-
44
 
豆
菓
子
製
造
工
 

17
7 

1,4
87

 
 

 
 

62
2-
50
 
あ
め
・
キ
ャ
ン
デ
ー
製
造
工
 

59
7 

59
7
 
 

 
 

62
2-
60
 
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
工
 

50
5 

50
5
 
 

 
 

62
2-
70
 
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
製
造
工
 

12
1 

12
1
 
 

 
 

62
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
パ
ン
・
 

1,4
59
 

1,4
59
 
 

 
 

 
 
菓
子
製
造
工
 

 
 

 
 

 
 
 

62
3 

豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
ふ
製
造
工
 

2,
59
3 
 
 

62
3 
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
ふ
製
造
工
 

 
 

62
3-
10
 
豆
腐
・
同
加
工
食
品
製
造
工
 

1,3
57
 

 
62
3-
01
 
豆
腐
・
同
加
工
食
品
製
造
工
 

○
求
人
 

62
3-
11
 
豆
腐
製
造
工
 

44
0 

 
62
3-
02
 
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
工
 

 
職
業
紹
介
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
求
人
の
少
な
い
職
業
名
を
見
直
し
、
 

62
3-
12
 
充
て
ん
（
填
）
豆
腐
製
造
工
 

37
 

 
62
3-
03
 
ふ
製
造
工
 

 
「
豆
腐
・
同
加
工
食
品
製
造
工
」、
「
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
工
」、
 

62
3-
13
 
油
揚
・
生
揚
製
造
工
 

23
0 

 
62
3-
04
 
湯
葉
製
造
工
 

 
「
ふ
製
造
工
」、
「
湯
葉
製
造
工
」
に
整
理
し
た
。
 

62
3-
14
 
が
ん
も
ど
き
製
造
工
 

2 
 

 
 

62
3-
15
 
凍
豆
腐
製
造
工
 

17
 

2,0
83

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

62
3-
20
 
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
工
 

28
6 

28
6
 
62
3-
01
：
62
3-
10
～
15
 

 
 

62
3-
30
 
ふ
製
造
工
 

81
 

81
 
62
3-
02
：
62
3-
20
 

 
 

62
3-
40
 
湯
葉
製
造
工
 

59
 

59
 
62
3-
03
：
62
3-
30
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
62
3-
04
：
62
3-
40
 

 
 

62
4 

か
ん
詰
・
び
ん
詰
・
 

4,
07
7 
 
 

62
4 
か
ん
詰
・
び
ん
詰
・
レ
ト
ル
ト
食
品
製
造
工
 

 
 

 
 

レ
ト
ル
ト
食
品
製
造
工
 

 
 

 
 

 
 

 
 

62
4-
10
 
か
ん
詰
・
び
ん
詰
・
 

1,1
93
 

 
62
4-
01
 
か
ん
詰
食
品
製
造
工
 

○
求
人
 

 
 
レ
ト
ル
ト
食
品
調
理
工
 

 
 

 
62
4-
02
 
び
ん
詰
食
品
製
造
工
 

 
求
人
件
数
の
少
な
い
職
業
名
を
整
理
し
、「
か
ん
詰
食
品
製
造
工
」、
 

62
4-
11
 
水
産
調
理
工
 

27
4 

 
62
4-
03
 
レ
ト
ル
ト
食
品
製
造
工
 

 
「
び
ん
詰
食
品
製
造
工
」、
「
レ
ト
ル
ト
食
品
製
造
工
」
の
3
項
目
に
 

62
4-
12
 
果
実
調
理
工
 

14
1 

 
 
整
理
し
た
。
 

62
4-
13
 
野
菜
調
理
工
 

40
2 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

62
4-
14
 
食
肉
調
理
工
 

16
0 

2,1
70

 
62
4-
01
：
62
4-
10
～
14
、
20
～
22
、
30
、
99
 

 
 

62
4-
20
 
か
ん
詰
・
び
ん
詰
工
 

52
3 

 
62
4-
02
：
62
4-
10
～
14
、
20
～
22
、
30
、
99
 

 
 

62
4-
21
 
食
品
充
て
ん
工
 

16
9 

 
62
4-
03
：
62
4-
10
～
14
、
30
、
99
 

 
 

62
4-
22
 
密
封
工
 

10
 

70
2
 

 
 

62
4-
30
 
殺
菌
加
熱
工
 

28
 

28
 
 

 
 

62
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
か
ん
詰
・
 

49
0 

49
0
 
 

 
 

 
 
び
ん
詰
・
レ
ト
ル
ト
食
品
製
造
工
 

 
 

 
 

 
 
 

62
5 

乳
・
乳
製
品
製
造
工
 

2,
32
4 
 
 

62
5 
乳
・
乳
製
品
製
造
工
 

 
 

62
5-
10
 
飲
用
乳
製
造
工
 

50
5 

50
5
 
62
5-
01
 
飲
用
乳
製
造
工
 

○
求
人
 

62
5-
20
 
粉
乳
製
造
工
 

52
 

52
 
62
5-
02
 
乳
酸
発
酵
製
品
製
造
工
 

 
求
人
数
の
少
な
い
職
業
名
を
見
直
し
、「
飲
用
乳
製
造
工
」、
「
乳
酸
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62
5-
30
 
練
乳
製
造
工
 

38
 

38
 
62
5-
03
 
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造
工
 

 
発
酵
製
品
製
造
工
」、
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造
工
」
に
整
理
し
た
。
 

62
5-
40
 
バ
タ
ー
製
造
工
 

28
 

28
 
62
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
乳
・
乳
製
品
製
造
工
 

 
 

62
5-
50
 
チ
ー
ズ
製
造
工
 

15
1 

15
1
 
 

 
 

62
5-
60
 
乳
酸
発
酵
製
品
製
造
工
 

23
6 

23
6
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

62
5-
70
 
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造
工
 

66
9 

66
9
 
62
5-
01
：
62
5-
10
 

 
 

62
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
乳
・
乳
製
品
 

34
1 

34
1
 
62
5-
02
：
62
5-
60
 

 
 

 
 
製
造
工
 

 
 

 
 

 
62
5-
03
：
62
5-
70
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
62
5-
99
：
62
5-
20
～
50
、
99
 

 
 

62
6 

食
肉
加
工
品
製
造
工
 

13
,6
10
 
 
 

62
6 
食
肉
加
工
品
製
造
工
 

 
 

62
6-
10
 
精
肉
工
 

6,1
21
 

6,1
21
 
62
6-
01
 
精
肉
工
 

○
求
人
 

62
6-
20
 
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
 

1,7
18
 

 
62
6-
02
 
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
工
 

 
実
務
利
用
の
観
点
か
ら
、
相
対
的
に
求
人
件
数
の
多
い
「
精
肉
工
」、
 

 
 
製
造
工
 

 
 

 
62
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
食
肉
加
工
品
製
造
工
 

 
「
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
工
」、
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
 

62
6-
21
 
仕
込
工
（
鳥
獣
肉
製
品
）
 

41
 

 
 

 
食
肉
加
工
品
製
造
工
」
の
3
項
目
に
集
約
し
た
。
 

62
6-
22
 
カ
ッ
タ
ー
工
（
肉
製
品
）
 

11
3 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

62
6-
23
 
肉
詰
工
（
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
）
 

37
 

 
62
6-
01
：
62
6-
10
 

 
 

62
6-
24
 
く
ん
煙
工
（
肉
製
品
）
 

9 
 
62
6-
02
：
62
6-
20
～
25
 

 
 

62
6-
25
 
ボ
イ
ル
工
（
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ハ
ム
・
 

0 
 
62
6-
99
：
62
6-
99
 

 
 

 
 
ベ
ー
コ
ン
製
造
）
 

 
 

1,9
18

 
 

 
 

62
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
食
肉
加
工
品
 

2,8
13
 

2,8
13
 
 

 
 

 
 
製
造
工
 

 
 

 
 

 
 
 

62
7 

水
産
物
加
工
工
 

14
,8
39
 
 
 

62
7 
水
産
物
加
工
工
 

 
 

62
7-
10
 
か
つ
お
節
類
製
造
工
 

51
0 

51
0
 
62
7-
01
 
か
つ
お
節
類
製
造
工
 

○
求
人
 

62
7-
20
 
魚
介
く
ん
製
製
造
工
 

22
7 

22
7
 
62
7-
02
 
魚
介
干
物
製
造
工
 

 
求
人
数
の
少
な
い
職
業
名
を
見
直
し
、「
か
つ
お
節
類
製
造
工
」、
 

62
7-
30
 
魚
介
干
物
製
造
工
 

1,8
30
 

1,8
30
 
62
7-
03
 
水
産
ね
り
物
製
造
工
 

 
「
魚
介
干
物
製
造
工
」、
「
水
産
ね
り
物
製
造
工
」、
「
他
に
分
類
 

62
7-
40
 
水
産
ね
り
物
製
造
工
 

2,1
01
 

 
62
7-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
水
産
物
加
工
工
 

 
さ
れ
な
い
水
産
物
加
工
工
」
の
4
項
目
に
整
理
し
た
。
 

62
7-
41
 
水
産
ね
り
物
原
料
選
別
工
 

3 
 
 

 
 

62
7-
42
 
水
産
ね
り
物
原
料
調
理
工
 

7 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

62
7-
43
 
水
産
ね
り
物
す
り
つ
ぶ
し
工
 

10
 

 
62
7-
01
：
62
7-
10
 

 
 

62
7-
44
 
水
産
ね
り
物
成
形
工
 

9 
 
62
7-
02
：
62
7-
30
 

 
 

62
7-
45
 
水
産
ね
り
物
蒸
上
工
 

0 
 
62
7-
03
：
62
7-
40
～
46
 

 
 

62
7-
46
 
水
産
ね
り
物
焼
上
工
 

4 

2,1
34

 
62
7-
99
：
62
7-
20
、
50
、
60
～
62
、
70
、
99
 

 
 

62
7-
50
 
こ
ん
ぶ
加
工
工
 

21
5 

21
5
 
 

 
 

62
7-
60
 
寒
天
製
造
工
 

10
 

 
 

 
 

62
7-
61
 
天
然
寒
天
製
造
工
 

0 
 

 
 

62
7-
62
 
工
業
寒
天
製
造
工
 

0 
10
 
 

 
 

62
7-
70
 
つ
く
だ
煮
製
造
工
 

18
1 

18
1
 
 

 
 

62
7-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
水
産
物
加
工
工
 

5,4
89
 

5,4
89
 
 

 
 

62
8 

野
菜
つ
け
物
工
 

1,
99
2 
 
 

62
8 
野
菜
つ
け
物
工
 

 
 

62
8-
10
 
野
菜
つ
け
物
工
 

1,9
36
 

1,9
36
 
62
8-
01
 
野
菜
つ
け
物
工
 

○
変
更
な
し
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
見
直
し
す
る
積
極
的
理
由
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
現
状
の
分
類
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
62
8-
01
：
62
8-
10
 

 
項
目
・
体
系
を
維
持
す
る
。
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62
9 

そ
の
他
の
食
料
品
製
造
の
職
業
 

26
,8
84
 
 
 

62
9 
そ
の
他
の
食
料
品
製
造
の
職
業
 

 
 

62
9-
10
 
低
温
・
保
存
食
品
製
造
工
 

1,2
12
 

 
62
9-
01
 
低
温
・
保
存
食
品
製
造
工
 

○
求
人
 

62
9-
11
 
冷
凍
加
工
食
品
製
造
工
 

4,1
00
 

5,3
12
 
62
9-
02
 
冷
凍
加
工
食
品
製
造
工
 

 
集
約
・
枝
番
と
も
、
千
件
以
上
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
 

62
9-
20
 
惣
菜
類
調
製
工
 

7,0
62
 

 
62
9-
03
 
惣
菜
類
製
造
工
、
弁
当
調
製
工
 

 
細
分
類
に
残
す
。
こ
の
う
ち
、
集
約
項
目
の
「
惣
菜
類
調
整
工
」
と
 

62
9-
21
 
弁
当
調
製
工
 

2,5
84
 

9,6
46
 
62
9-
04
 
食
料
品
検
査
工
 

 
枝
番
の
「
弁
当
調
製
工
」
は
、
仕
事
の
内
容
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
 

62
9-
30
 
食
料
品
検
査
工
 

1,7
77
 

1,7
77
 
62
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
食
料
品
製
造
の
職
業
 

 
か
ら
項
目
を
統
合
し
、「
惣
菜
類
製
造
工
、
弁
当
調
整
工
」
と
す
る
。
 

62
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
食
料
品
製
造
の
 

7,3
58
 

7,3
58
 

 
 

 
 
職
業
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
62
9-
01
：
62
9-
10
 
 
62
9-
99
：
62
9-
99
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
62
9-
02
：
62
9-
11
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
62
9-
03
：
62
9-
20
、
21
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
62
9-
04
：
62
9-
30
 

 
 

63
 

飲
料
・
た
ば
こ
製
造
の
職
業
 

5,
61
8 
 
 

 
 

 
 

63
1 

製
茶
工
 

38
8 
 
 

63
1 
製
茶
工
 

 
 

63
1-
10
 
製
茶
工
 

29
0 

 
63
1-
01
 
製
茶
工
 

○
求
人
 

63
1-
11
 
荒
茶
製
造
工
 

23
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
小
分
類
全
体
の
年
間
求
人
数
が
33
2
件
と
少
な
い
こ
と
か
ら
、
 

63
1-
12
 
仕
上
茶
製
造
工
 

19
 

33
2
 
63
1-
01
：
63
1-
10
～
12
 

 
細
分
類
項
目
を
「
製
茶
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

63
2 

清
酒
製
造
工
 

52
7 
 
 

 
 

 
 

63
2-
10
 
清
酒
製
造
工
 

37
8 

小
分
類
63
2
と
63
3
の
統
合
 

○
求
人
（
清
酒
製
造
工
）
 

63
2-
11
 
杜
氏
 

13
 

 
 
小
分
類
全
体
の
年
間
求
人
数
が
49
2
件
と
少
な
く
、
枝
番
コ
ー
ド
 

63
2-
12
 
清
酒
こ
う
じ
造
り
主
任
 

0 
 
63
2 
酒
類
製
造
工
 

 
も
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
項
目
を
 

63
2-
13
 
酒
母
造
り
主
任
 

0 
 
 
63
2-
01
 
清
酒
製
造
工
 

 
「
清
酒
製
造
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

63
2-
14
 
清
酒
も
ろ
み
造
り
主
任
 

0 
 
 
63
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
酒
類
製
造
工
 

○
酒
類
製
造
項
目
の
統
合
 

63
2-
15
 
清
酒
製
造
作
業
員
 

10
1 

49
2

 
 
酒
類
を
製
造
す
る
と
い
う
職
業
の
類
似
性
、
求
人
規
模
等
を
考
慮
し
、
 

63
3 

酒
類
製
造
工
（
清
酒
を
除
く
）
 

58
2 
 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
こ
れ
ま
で
「
清
酒
」
と
「
清
酒
以
外
」
に
分
か
れ
て
い
た
酒
類
製
造
の
 

63
3-
10
 
ビ
ー
ル
製
造
工
 

20
3 

 
 
63
2-
01
：
63
3-
10
～
15
 

 
小
分
類
を
「
酒
類
製
造
工
」
に
一
本
化
し
、「
清
酒
」
と
雑
多
項
目
 

63
3-
11
 
製
麦
工
 

2 
 
 
63
2-
99
：
63
3-
10
～
12
、
-2
0～
23
、
-3
0～
31
、
 

 
（
清
酒
以
外
）
の
細
分
類
を
設
け
る
。
 

63
3-
12
 
ビ
ー
ル
醸
造
工
 

19
 

22
4
 
 
 
 
 
 
63
3-
40
～
41
、
-9
9 

○
求
人
（
酒
類
製
造
工
）
 

63
3-
20
 
果
実
酒
製
造
工
 

39
 

 
 

 
小
分
類
全
体
の
求
人
数
は
58
2
件
に
と
ど
ま
り
、
枝
番
も
ほ
と
ん
ど
 

63
3-
21
 
果
実
酒
仕
込
工
 

0 
 
 

 
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
は
１
項
目
と
す
る
。
 

63
3-
22
 
果
実
酒
発
酵
工
 

3 
 
 

 
 

63
3-
23
 
果
実
酒
ろ
過
工
 

0 

42

 
 

 
 

63
3-
30
 
ウ
イ
ス
キ
ー
製
造
工
 

0 
 

 
 
 

63
3-
31
 
ブ
レ
ン
ド
工
 

0 
0
 

 
 

63
3-
40
 
焼
ち
ゅ
う
製
造
工
 

14
8 

14
8
 

 
 

63
3-
41
 
焼
ち
ゅ
う
蒸
留
工
 

0 
 
 

 
 
 

63
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
酒
類
製
造
工
 

10
4 

10
4
 

 
 

63
4 

清
涼
飲
料
製
造
工
 

2,
89
7 
 
 

63
4 
清
涼
飲
料
製
造
工
 

 
 

63
4-
10
 
清
涼
飲
料
製
造
工
 

2,7
53
 

2,7
53
 
63
4-
01
 
清
涼
飲
料
製
造
工
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
年
間
求
人
数
は
2,7
53
件
あ
り
、
就
業
者
数
も
１
万
5,2
00
人
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
63
4-
01
：
63
4-
10
 

 
一
定
の
規
模
に
達
し
て
お
り
、
小
分
類
の
項
目
と
し
て
維
持
す
る
。
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63
5 

た
ば
こ
製
造
工
 

82
 
 
 

63
5 
た
ば
こ
製
造
工
 

 
 

63
5-
10
 
た
ば
こ
原
料
処
理
工
 

7 
7
 
63
5-
01
 た
ば
こ
製
造
工
 

○
求
人
・
就
業
者
数
 

63
5-
20
 
た
ば
こ
原
料
加
工
工
 

0 
0
 

 
年
間
求
人
数
が
約
80
件
に
と
ど
ま
る
た
め
、
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
 

63
5-
30
 
製
品
た
ば
こ
製
造
工
 

21
 

21
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
い
。
就
業
者
数
も
2,6
00
人
（
国
産
は
日
本
た
ば
こ
産
業
/J
T
の
独
占
事
業
）
 

63
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
た
ば
こ
製
造
工
 

31
 

31
 
63
5-
01
：
63
5-
10
、
-2
0、
-3
0、
-9
9 

 
と
少
な
い
。
た
だ
し
、
小
分
類
を
廃
止
し
、
雑
多
項
目
に
移
し
て
し
ま
う
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
と
、
中
分
類
63
の
名
称
「
飲
料
・
た
ば
こ
製
造
の
職
業
」
に
影
響
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
し
ま
う
た
め
、
小
分
類
を
維
持
す
る
。
 

63
9 

そ
の
他
の
飲
料
・
た
ば
こ
製
造
の
職
業
 

1,
14
2 
 
 

63
9 
そ
の
他
の
飲
料
・
た
ば
こ
製
造
の
職
業
 

 
 

63
9-
10
 
粉
末
飲
料
製
造
工
 

12
3 

 
63
9-
01
 
清
涼
飲
料
製
造
工
 

○
 求
人
 

63
9-
11
 
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
製
造
工
 

66
 

 
63
9-
01
 
飲
料
検
査
工
 

 
清
涼
飲
料
製
造
工
、
飲
料
検
査
工
と
も
数
10
0
件
規
模
の
求
人
が
寄
せ
ら
 

63
9-
12
 
粉
末
ジ
ュ
ー
ス
製
造
工
 

29
 

21
8
 
63
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
飲
料
・
た
ば
こ
製
造
の
職
業
 

 
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
を
細
分
類
の
項
目
に
設
定
す
る
。
 
 

63
9-
20
 
飲
料
検
査
工
 

53
8 

53
8
 

 
 

63
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
飲
料
・
 

28
7 

28
7
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
た
ば
こ
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
63
9-
01
：
63
9-
10
～
12
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
63
9-
02
：
63
9-
20
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
63
9-
99
：
63
9-
99
 

 
 

64
 

紡
織
の
職
業
 

9,
34
5 
 
 

 
 

 
 

64
1 

粗
紡
工
、
精
紡
工
 

43
0 
 
 

 
 

 
 

64
1-
10
 
混
打
綿
工
 

10
1 

10
1
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

64
1-
20
 
せ
つ
り
ゅ
う
（
櫛
梳
）
工
 

17
 

 
64
1 
紡
績
工
 

 
「
粗
紡
工
、
精
紡
工
」
の
求
人
数
は
年
間
43
0
件
に
と
ど
ま
り
、
 

64
1-
21
 
コ
ー
マ
ー
工
 

0 
17
 
 
64
1-
01
 
紡
績
工
 

 
細
分
化
す
る
必
要
性
は
薄
い
。
 

64
1-
30
 
練
条
工
 

15
 

15
 
 

○
紡
績
工
 

64
1-
40
 
粗
紡
工
 

42
 

42
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
繊
維
業
界
は
糸
製
造
（
紡
績
）
の
「
川
上
」、
糸
加
工
・
生
地
製
造
、
縫
製
の
 

64
1-
50
 
精
紡
工
 

14
4 

14
4
 
 
64
1-
01
：
64
1-
10
、
-2
0～
21
、
-3
0、
-4
0、
-5
0、
-6
0 

 
「
川
中
」、
製
品
流
通
の
「
川
下
」
の
３
段
階
に
分
か
れ
る
。
64
「
紡
織
の
職
業
」
 

64
1-
60
 
ガ
ラ
紡
工
 

4 
4
 
 

 
の
う
ち
、「
粗
紡
、
精
紡
」
の
工
程
は
、
原
料
の
短
繊
維
を
処
理
・
加
工
（
よ
り
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
合
わ
せ
、
引
き
伸
ば
）
し
て
糸
に
す
る
川
上
部
門
の
「
紡
績
」
の
職
業
と
言
い
換
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
え
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
小
分
類
の
名
称
を
「
紡
績
工
」
に
変
更
す
る
。
 

64
2 

合
糸
工
、
ね
ん
糸
工
、
加
工
糸
工
 

45
3 
 
 

 
 

 
 

64
2-
10
 
合
糸
工
 

99
 

99
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

64
2-
20
 
ね
ん
糸
工
 

29
7 

29
7
 
64
2 
ね
ん
糸
工
、
加
工
糸
工
 

 
「
合
糸
工
、
ね
ん
糸
工
、
加
工
糸
工
」
の
求
人
数
は
年
間
45
3
件
に
 

64
2-
30
 
合
ね
ん
糸
工
 

1 
1
 
 
64
2-
01
 
ね
ん
糸
工
、
加
工
糸
工
 

 
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
必
要
性
は
薄
い
。
 

64
2-
40
 
加
工
糸
工
 

30
 

30
 
 

○
小
分
類
・
細
分
類
の
名
称
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
合
糸
、
ね
ん
糸
、
加
工
糸
」
の
製
造
に
つ
い
て
、
産
業
分
類
は
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
64
2-
01
：
64
2-
10
、
-2
0、
-3
0、
-4
0 

 
「
ね
ん
糸
製
造
業
（
か
さ
高
加
工
糸
を
除
く
）」
と
「
か
さ
高
加
工
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
糸
製
造
業
」
の
項
目
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
小
分
類
64
2
の
名
称
は
「
ね
ん
糸
工
、
加
工
糸
工
」
と
す
る
。
 

64
3 

織
機
準
備
工
 

47
7 
 
 

 
 

 
 

64
3-
10
 
整
経
工
 

29
4 

29
4
小
分
類
64
3
と
64
4
の
統
合
 

○
求
人
 

64
3-
20
 
管
巻
工
 

20
 

20
 
64
A
 
織
布
工
 

 
「
織
機
準
備
工
」
の
求
人
数
は
年
間
47
7
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
 

64
3-
30
 
へ
（
経
）
通
工
 

27
 

 
 
64
A
-0
1 
織
機
準
備
工
 

 
必
要
性
は
薄
い
。
 

64
3-
31
 
経
継
ぎ
工
 

9 
36
 
 
64
A
-0
2 
織
機
操
作
工
 

○
織
布
工
程
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64
3-
32
 
タ
イ
イ
ン
グ
マ
シ
ン
工
 

0 
 
 

 
64
3「
織
機
準
備
工
」
は
糸
を
織
物
に
す
る
「
織
布
工
程
」
の
準
備
段
階
、
 

64
3-
40
 
は
た
（
機
）
ご
し
ら
え
工
 

30
 

30
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
ま
た
は
そ
の
最
初
の
工
程
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
64
A
-0
1：
64
3-
10
、
-2
0、
-3
0～
32
、
-4
0 

 
等
に
は
「
織
機
準
備
」
の
仕
事
も
「
織
布
工
」
に
含
む
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
、
 

64
4 

織
布
工
 

1,
25
0 
 
 

 
 
64
A
-0
2：
64
4-
10
 

 
両
者
を
「
織
布
工
程
」
の
仕
事
と
し
て
統
合
し
た
ほ
う
が
分
類
の
際
の
 

64
4-
10
 
織
布
工
 

1,1
85
 

1,1
85
 

 
利
便
性
も
高
く
、
望
ま
し
い
。
統
合
に
伴
い
、
細
分
類
「
織
布
工
」
の
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
名
称
は
、
織
機
の
操
作
に
限
定
さ
れ
る
「
織
機
操
作
工
」
と
す
る
。
 

64
5 

精
練
・
漂
白
工
 

32
4 
 
 

 
 

 
 

64
5-
10
 
精
練
・
漂
白
工
 

39
 

小
分
類
64
5
と
64
6
の
統
合
 

○
求
人
（
精
錬
・
漂
白
）
 

64
5-
11
 
精
練
工
 

25
 

 
64
B
 
染
色
・
仕
上
工
 

 
「
精
練
・
漂
白
工
」
の
求
人
は
年
間
32
4
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
 

64
5-
12
 
漂
白
工
 

22
 

 
 
64
B-
01
 
精
練
・
漂
白
工
 

 
必
要
性
に
乏
し
い
。
 

64
5-
13
 
漂
白
仕
上
工
 

22
4 

31
0

 
 
64
B-
02
 
染
物
職
 

○
染
色
工
程
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
64
B-
03
 
浸
染
工
 

 
「
精
練
・
漂
白
」
の
作
業
は
「
染
色
」
を
行
う
際
に
必
要
な
基
礎
的
 

64
6 

染
色
・
仕
上
工
 

2,
29
6 
 
 

 
 
64
B-
04
 
な
っ
染
工
 

 
工
程
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
産
業
分
類
も
「
精
練
、
漂
白
」
を
「
染
色
」
 

64
6-
10
 
染
物
職
 

19
2 

 
 
64
B-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
染
色
・
仕
上
工
 

 
と
と
も
に
「
染
色
整
理
業
」
に
分
類
し
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
 

64
6-
11
 
友
禅
染
工
 

31
 

 
 

 
等
に
は
「
精
練
・
漂
白
」
の
仕
事
も
「
染
色
工
」
に
含
む
ケ
ー
ス
が
み
ら
 

64
6-
12
 
染
替
工
 

0 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
れ
、
両
者
を
「
染
色
工
程
」
の
仕
事
と
し
て
統
合
し
た
ほ
う
が
利
便
性
が
 

64
6-
13
 
ろ
う
染
工
 

0 
 
 
64
B-
01
：
64
5-
10
～
13
 

 
高
い
。
こ
の
た
め
、
小
分
類
「
染
色
・
仕
上
工
」
の
も
と
に
「
精
練
・
 

64
6-
14
 
は
く
染
工
 

0 
 
 
64
B-
02
：
64
6-
10
～
15
 

 
漂
白
工
」
と
「
染
物
職
」「
浸
染
工
」「
な
っ
染
工
」、
雑
多
項
目
を
 

64
6-
15
 
絞
り
染
工
 

0 

22
3

 
 
64
B-
03
：
64
6-
20
～
24
 

 
設
定
す
る
。
 

64
6-
20
 
浸
染
工
 

81
 

 
 
64
B-
04
：
64
6-
30
～
32
 

○
求
人
（
染
色
・
仕
上
）
 

64
6-
21
 
わ
た
染
工
 

0 
 
 
64
B-
99
：
64
6-
40
、
-5
0、
-9
9 

 
年
間
求
人
数
は
2,2
96
件
に
の
ぼ
る
。
こ
の
う
ち
、
求
人
数
の
少
な
い
細
分
 

64
6-
22
 
糸
染
工
 

49
 

 
 

 
類
項
目
（
調
色
工
12
3
件
、
蒸
熱
・
水
洗
工
8
件
）
は
廃
止
し
、
雑
多
項
目
 

64
6-
23
 
織
物
染
工
 

10
0 

 
 

 
に
含
め
る
。
 

64
6-
24
 
ニ
ッ
ト
染
工
 

19
 

24
9

 
 

○
染
色
の
職
業
 

64
6-
30
 
な
っ
染
工
 

54
9 

 
 

 
染
色
に
は
大
き
く
分
け
、
染
物
屋
で
手
作
業
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
と
、
 

64
6-
31
 
ス
ク
リ
ー
ン
な
っ
染
工
 

89
 

 
 

 
染
色
工
場
で
機
械
的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
は
伝
統
産
業
 

64
6-
32
 
型
置
工
 

4 
64
2
 

 
で
の
職
人
の
技
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
各
機
械
 

64
6-
40
 
調
色
工
 

12
3 

12
3
 
 

 
の
操
作
に
適
し
た
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
小
分
類
「
染
色
・
 

64
6-
50
 
蒸
熱
・
水
洗
工
 

8 
8
 
 

 
仕
上
工
」
は
、
前
者
を
「
染
物
職
」、
後
者
を
「
浸
染
工
」「
な
っ
染
工
」
 

64
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
染
色
・
仕
上
工
 

63
2 

63
2
 
 

 
と
あ
ら
た
め
て
定
義
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
細
分
類
項
目
を
設
け
る
。
 

64
7 

編
物
工
、
編
立
工
 

90
2 
 
 

64
7 
編
物
工
、
編
立
工
 

 
 

64
7-
10
 
ニ
ッ
ト
生
地
編
立
工
 

18
5 

18
5
 
64
7-
01
 
編
物
工
、
編
立
工
 

○
求
人
 

64
7-
20
 
ニ
ッ
ト
製
品
編
立
工
 

28
9 

 
 
「
編
物
工
、
編
立
工
」
の
求
人
は
年
間
90
2
件
に
と
ど
ま
り
、
 

64
7-
21
 
く
つ
下
編
工
 

12
2 

41
1
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
。
 

64
7-
30
 
機
械
レ
ー
ス
編
工
 

90
 

 
 
64
7-
01
：
64
7-
10
、
-2
0～
21
、
-3
0～
31
、
-4
0、
-5
0 

 
 

64
7-
31
 
レ
ー
ス
刺
し
ゅ
う
工
 

9 
99
 

 
 

64
7-
40
 
編
機
準
備
工
 

49
 

49
 

 
 

64
7-
50
 
手
編
工
 

55
 

55
 
 

 
 

64
8 

つ
な
・
あ
み
製
造
工
 

50
6 
 
 

64
8 
つ
な
・
あ
み
製
造
工
 

 
 

64
8-
10
 
つ
な
製
造
工
 

72
 

72
 
64
8-
01
 
つ
な
・
あ
み
製
造
工
 

○
求
人
 

64
8-
20
 
あ
み
製
造
工
 

38
3 

38
3
 

 
年
間
求
人
数
は
小
分
類
全
体
で
50
6
件
と
少
な
い
。
こ
の
う
ち
「
あ
み
製
造
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64
8-
30
 
な
わ
製
造
工
 

0 
0
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
工
」
が
38
3
件
を
占
め
て
お
り
、
同
小
分
類
を
「
あ
み
」
と
「
雑
多
項
目
」
 

64
8-
40
 
ひ
も
製
造
工
 

47
 

47
 
64
8-
01
：
64
8-
10
、
-2
0、
-3
0、
-4
0 

 
に
分
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
求
人
規
模
の
少
な
さ
か
ら
、「
あ
み
」
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
単
独
で
の
項
目
の
設
定
は
見
送
る
。
 

64
9 

そ
の
他
の
紡
織
の
職
業
 

2,
70
7 
 
 

64
9 
そ
の
他
の
紡
織
の
職
業
 

 
 

64
9-
10
 
製
糸
工
 

15
0 

 
64
9-
01
 
製
糸
工
 

○
求
人
 

64
9-
11
 
製
糸
前
処
理
工
 

12
 

 
64
9-
02
 
フ
ェ
ル
ト
・
不
織
布
製
造
工
 

 
64
9「
そ
の
他
の
紡
織
の
職
業
」
の
全
体
の
年
間
求
人
数
は
2,7
07
件
で
、
 

64
9-
12
 
紡
績
前
処
理
工
 

15
 

 
64
9-
03
 
紡
織
検
査
工
・
仕
上
工
 

 
こ
の
う
ち
求
人
数
の
少
な
い
「
揚
返
工
、
か
せ
取
工
」（
24
件
）、
 

64
9-
13
 
ト
ッ
プ
・
ケ
ー
ク
保
全
工
 

0 
 
64
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
紡
織
の
職
業
 

 
「
織
布
後
処
理
工
」（
83
件
）、
「
製
綿
・
綿
打
直
工
」（
79
件
）
の
 

64
9-
14
 
糸
巻
工
 

56
 

23
3

 
 
細
分
類
は
廃
止
す
る
。「
製
糸
工
」（
23
3
件
）、
 

64
9-
20
 
揚
返
工
、
か
せ
取
工
 

19
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
フ
ェ
ル
ト
・
不
織
布
製
造
工
」（
49
4
件
）、
 

64
9-
21
 
揚
返
工
 

4 
 
64
9-
01
：
64
9-
10
～
14
 

 
「
紡
織
検
査
仕
上
工
」（
87
5
件
）
に
は
一
定
規
模
の
求
人
が
 

64
9-
22
 
か
せ
取
工
 

1 
24
 
64
9-
02
：
64
9-
50
～
52
 

 
み
ら
れ
る
の
で
、
細
分
類
と
し
て
の
項
目
を
維
持
す
る
。
 

64
9-
30
 
織
布
後
処
理
工
 

19
 

 
64
9-
03
：
64
9-
60
～
64
 

○
検
査
工
・
仕
上
工
 

64
9-
31
 
脱
水
工
 

0 
 
64
9-
99
：
64
9-
20
～
22
、
-3
0～
35
、
-9
9 

 
「
検
査
仕
上
工
」
は
「
検
査
工
」「
仕
上
工
」
そ
れ
ぞ
れ
を
分
類
す
る
 

64
9-
32
 
起
毛
工
 

20
 

 
 
項
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
名
称
を
「
検
査
工
・
仕
上
工
」
に
変
更
す
る
。
 

64
9-
33
 
せ
ん
毛
工
 

0 
 

 
 
 

64
9-
34
 
ガ
ス
焼
工
 

0 
 
 

 
 

64
9-
35
 
整
反
工
 

44
 

83

 
 

 
 

64
9-
40
 
製
綿
・
綿
打
直
工
 

79
 

79
 
 

 
 

64
9-
50
 
フ
ェ
ル
ト
・
不
織
布
製
造
工
 

90
 

 
 

 
 

64
9-
51
 
フ
ェ
ル
ト
製
造
工
 

11
7 

 
 

 
 

64
9-
52
 
不
織
布
製
造
工
 

28
7 

49
4
 
 

 
 

64
9-
60
 
紡
織
検
査
仕
上
工
 

42
7 

 
 

 
 

64
9-
61
 
糸
検
査
仕
上
工
 

90
 

 
 

 
 

64
9-
62
 
織
布
検
査
仕
上
工
 

28
9 

 
 

 
 

64
9-
63
 
ニ
ッ
ト
生
地
検
査
仕
上
工
 

67
 

 
 

 
 

64
9-
64
 
レ
ー
ス
検
査
仕
上
工
 

2 

87
5

 
 

 
 

64
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
紡
織
の
職
業
 

65
3 

65
3
 
 

 
 

65
 

衣
服
・
繊
維
製
品
製
造
の
職
業
 

26
,5
87
 
 
 

 
 

 
 

65
1 

婦
人
・
子
供
服
仕
立
職
 

56
4 
 
 

 
 

 
 

65
1-
10
 
婦
人
・
子
供
服
注
文
仕
立
職
 

20
1 

20
1
小
分
類
65
1
と
65
2
の
統
合
 

○
求
人
 

65
1-
20
 
婦
人
・
子
供
既
製
服
仕
立
工
 

93
 

93
 
65
1 
紳
士
・
婦
人
・
子
供
服
仕
立
職
・
修
理
工
 

 
年
間
新
規
求
人
数
は
65
1「
婦
人
・
子
供
服
仕
立
職
」
56
4
件
、
 

65
1-
30
 
婦
人
服
修
理
工
 

16
8 

16
8
 
 
65
1-
01
 
紳
士
服
仕
立
職
 

 
65
2「
紳
士
服
仕
立
職
」
29
4
件
に
と
ど
ま
る
。
 

65
1-
98
 
洋
裁
見
習
 

3 
3
 
 
65
1-
02
 
婦
人
・
子
供
服
修
理
工
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
65
1-
03
 
紳
士
・
婦
人
・
子
供
服
修
理
工
 

○
「
婦
人
・
子
供
服
」
と
「
紳
士
服
」
 

65
2 

紳
士
服
仕
立
職
 

29
4 
 
 

 
 
現
行
分
類
体
系
で
は
「
婦
人
服
・
子
供
服
」
と
「
紳
士
服
」
に
分
か
れ
て
 

65
2-
10
 
紳
士
服
注
文
仕
立
職
 

74
 

74
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
小
分
類
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
両
方
と
も
扱
う
仕
立
職
、
修
理
工
を
 

65
2-
20
 
紳
士
既
製
服
仕
立
工
 

54
 

54
 
 
65
1-
01
：
65
2-
10
、
-2
0、
-9
8 

 
分
類
す
る
項
目
が
な
い
。「
婦
人
・
子
供
服
」
と
「
紳
士
服
」
の
仕
立
て
 

65
2-
30
 
紳
士
服
修
理
工
 

14
2 

14
2
 
 
65
1-
02
：
65
1-
10
、
-2
0、
-9
8 

 
の
仕
事
は
異
な
り
、
両
者
を
統
合
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
 

65
2-
98
 
紳
士
服
仕
立
見
習
 

0 
0
 
 
65
1-
03
：
65
1-
30
、
65
2-
30
 

 
一
方
、
修
理
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
は
紳
士
服
・
婦
人
・
子
供
服
と
も
扱
う
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
仕
事
が
多
い
こ
と
か
ら
、
両
者
を
「
紳
士
・
婦
人
・
子
供
服
修
理
工
」
の
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名
称
の
も
と
に
一
本
化
す
る
。
 

65
3 

和
服
仕
立
職
 

15
1 
 
 

65
3 
和
服
仕
立
職
 

 
 

65
3-
10
 
和
服
仕
立
職
 

12
8 

 
65
3-
01
 
和
服
仕
立
職
 

○
求
人
 

65
3-
11
 
長
着
・
羽
織
仕
立
職
 

0 
 

 
年
間
新
規
求
人
数
は
15
1
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
必
要
性
に
 

65
3-
12
 
は
か
ま
仕
立
職
 

0 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
乏
し
い
。
 

65
3-
13
 
帯
仕
立
職
 

2 

13
0

 
65
3-
01
：
65
3-
10
～
13
、
-9
8 

 
 

65
3-
98
 
和
裁
見
習
 

17
 

17
 
 

 
 

65
4 

刺
し
ゅ
う
工
 

16
0 
 
 

 
 

 
 

65
4-
10
 
機
械
刺
し
ゅ
う
工
 

14
0 

14
0
 
65
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
・
就
業
者
数
 

65
4-
20
 
手
刺
し
ゅ
う
工
 

6 
6
 
65
9-
03
 
刺
し
ゅ
う
工
 

 
年
間
新
規
求
人
数
は
16
0
件
と
少
な
い
た
め
、
雑
多
項
目
に
 

65
4-
30
 
刺
し
ゅ
う
補
修
工
 

4 
4
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
移
行
す
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
65
9-
03
：
65
4-
10
、
-2
0、
-3
0 

 
 

65
5 

ミ
シ
ン
縫
製
工
 

16
,4
10
 
 
 

65
5 
ミ
シ
ン
縫
製
工
 

 
 

65
5-
10
 
衣
服
ミ
シ
ン
縫
製
工
 

9,6
92
 

 
65
5-
01
 
衣
服
ミ
シ
ン
縫
製
工
 

○
縫
製
と
裁
断
 

65
5-
11
 
婦
人
・
子
供
服
縫
製
工
 

1,1
05
 

 
65
5-
02
 
身
の
回
り
品
ミ
シ
ン
縫
製
工
 

 
大
分
類
Ｉ
「
生
産
工
程
・
労
務
の
職
業
」
の
亜
大
分
類
「
製
造
・
制
作
の
 

65
5-
12
 
紳
士
服
縫
製
工
 

33
6 

 
65
5-
03
 
特
殊
ミ
シ
ン
縫
製
工
 

 
職
業
」
の
小
分
類
項
目
は
、
原
則
と
し
て
工
程
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
が
、
 

65
5-
13
 
シ
ャ
ツ
・
下
着
縫
製
工
 

41
4 

 
 
中
分
類
65
は
工
程
と
逆
行
す
る
縫
製
、
裁
断
の
順
番
と
な
っ
て
い
る
。
 

65
5-
14
 
ニ
ッ
ト
縫
製
工
 

48
7 

12
,03
4

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
こ
の
た
め
、
配
列
を
裁
断
、
縫
製
の
工
程
順
に
変
更
す
る
。
 

65
5-
20
 
衣
服
以
外
の
ミ
シ
ン
縫
製
工
 

2,1
99

 
65
5-
01
：
65
5-
10
～
14
 

○
求
人
 

65
5-
21
 
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
縫
製
工
 

41
 

 
65
5-
02
：
65
5-
20
～
22
 

 
小
分
類
全
体
の
年
間
新
規
求
人
数
は
１
万
6,4
10
件
に
の
ぼ
り
、
中
分
類
65
 

65
5-
22
 
織
布
ミ
シ
ン
縫
工
 

46
 

2,2
86
 
65
5-
03
：
65
5-
30
 

 
で
は
最
も
多
い
。
う
ち
約
６
割
を
65
5-
10
「
衣
服
ミ
シ
ン
縫
製
工
」
が
 

65
5-
30
 
特
殊
ミ
シ
ン
縫
製
工
 

39
3 

39
3
 

 
占
め
、
製
品
別
に
設
け
ら
れ
た
枝
番
の
活
用
は
約
２
割
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
は
製
品
の
種
類
が
不
明
か
複
数
の
製
品
を
扱
う
求
人
が
多
い
た
め
と
考
え
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
枝
番
の
職
業
名
は
細
分
類
項
目
に
採
用
せ
ず
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
衣
服
ミ
シ
ン
縫
製
工
」
に
一
本
化
す
る
。
ま
た
、「
衣
服
以
外
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
ミ
シ
ン
縫
製
工
」
に
も
2,2
86
件
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
枝
番
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
活
用
も
少
な
い
た
め
、「
衣
服
以
外
」
と
い
う
集
約
コ
ー
ド
の
単
位
で
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
細
分
類
項
目
を
設
け
る
。
小
分
類
の
名
称
は
、
ES
CO
の
他
の
分
類
項
目
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
（
32
4-
21
衣
服
・
身
の
回
り
品
販
売
店
員
、
71
装
身
具
等
身
の
回
り
品
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
製
造
の
職
業
）
や
日
本
標
準
産
業
分
類
（
11
8
和
装
製
品
・
そ
の
他
の
衣
服
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
・
繊
維
身
の
回
り
品
製
造
業
）
を
参
考
に
、「
身
の
回
り
品
ミ
シ
ン
縫
製
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
工
」
と
す
る
。
 

65
6 

裁
断
工
 

1,
95
8 
 
 

65
6 
裁
断
工
 

 
 

65
6-
10
 
機
械
裁
断
工
 

1,3
14
 

 
65
6-
01
 
裁
断
工
 

○
求
人
 

65
6-
11
 
生
地
引
伸
工
 

1 
 

 
年
間
新
規
求
人
数
は
1,9
58
件
に
の
ぼ
る
。
こ
の
う
ち
機
械
裁
断
は
 

65
6-
12
 
型
入
れ
工
 

10
 

1,3
25
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
1,3
25
件
、
手
裁
断
は
19
2
件
、
-X
X
が
44
1
件
で
あ
る
。
求
人
の
多
く
は
 

65
6-
20
 
手
裁
断
工
 

19
2 

19
2
 
65
6-
01
：
65
6-
10
～
12
、
-2
0 

 
機
械
裁
断
で
あ
り
、
手
裁
断
の
枝
番
の
占
め
る
割
合
は
小
さ
い
こ
と
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
か
ら
、
細
分
化
は
行
わ
ず
、
項
目
を
「
裁
断
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
○
縫
製
と
裁
断
（
前
掲
、
65
5
参
照
）
 

65
9 

そ
の
他
の
衣
服
・
繊
維
製
品
製
造
 

7,
05
0 
 
 

 
 

 
 

 
 

の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

65
9-
10
 
パ
タ
ン
ナ
ー
 

1,7
69
 

1,7
69
65
9-
10
の
小
分
類
格
上
げ
 

○
求
人
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65
9-
20
 
帽
子
製
造
工
 

15
 

 
65
A
 
パ
タ
ン
ナ
ー
 

 
求
人
数
が
多
い
の
は
「
パ
タ
ン
ナ
ー
」（
1,7
69
件
）、
 

65
9-
21
 
製
帽
工
 

23
 

 
 
65
A
-0
1 
パ
タ
ン
ナ
ー
 

 
「
繊
維
製
品
検
査
」（
1,4
38
件
）、
「
繊
維
製
品
仕
上
げ
」
 

65
9-
22
 
帽
子
飾
付
工
 

4 
42
 
 

 
（
1,4
01
件
）、
「
雑
多
項
目
」（
1,4
94
件
）。
こ
の
う
ち
 

65
9-
30
 
皮
革
製
衣
服
仕
立
工
 

37
 

37
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
パ
タ
ン
ナ
ー
」
は
（
１
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
に
多
く
 

65
9-
40
 
カ
ン
バ
ス
製
品
製
造
工
 

24
1 

24
1
 
 
65
A
-0
1：
65
9-
10
 

 
み
ら
れ
る
、（
２
）
主
要
民
間
職
業
紹
介
事
業
者
の
多
く
 

65
9-
50
 
寝
具
仕
立
工
 

18
9 

18
9
 
65
9 
そ
の
他
の
衣
服
・
繊
維
製
品
製
造
の
職
業
 

 
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
パ
レ
ル
関
係
の
職
種
分
類
の
項
目
に
設
定
 

65
9-
60
 
繊
維
製
品
仕
上
工
 

67
4 

 
 
65
9-
01
 
カ
ン
バ
ス
製
品
製
造
工
 

 
し
て
い
る
、
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
小
分
類
項
目
に
格
上
げ
す
る
。
 

65
9-
61
 
繊
維
製
品
プ
レ
ス
工
 

69
9 

 
 
65
9-
02
 
寝
具
仕
立
工
 

 
（
日
本
標
準
職
業
分
類
は
72
6
製
図
・
写
図
作
業
者
に
分
類
し
て
い
 

65
9-
62
 
繊
維
製
品
手
仕
上
工
 

28
 

1,4
01
 
 
65
9-
03
 
刺
し
ゅ
う
工
 

 
る
が
、
繊
維
製
品
の
製
造
工
程
を
考
え
る
と
、「
衣
服
・
繊
維
製
品
 

65
9-
70
 
繊
維
製
品
検
査
工
 

1,4
38
 

1,4
38
 
 
65
9-
04
 
繊
維
製
品
仕
上
工
 

 
製
造
の
職
業
」
に
位
置
づ
け
る
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
）
 

65
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
衣
服
・
 

1,4
94
 

1,4
94
 
 
65
9-
05
 
繊
維
製
品
検
査
工
 
 

 
「
検
査
」「
仕
上
げ
」
は
大
分
類
Ｉ
の
他
の
中
分
類
に
あ
わ
せ
、
 

 
 
繊
維
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 
65
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
衣
服
・
 

 
引
き
続
き
雑
多
項
目
に
細
分
類
と
し
て
の
項
目
を
設
け
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
繊
維
製
品
製
造
の
職
業
 

 
「
帽
子
製
造
工
」
は
42
件
、「
皮
革
製
衣
服
製
造
工
」
は
37
件
の
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
求
人
に
と
ど
ま
る
た
め
廃
止
す
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
カ
ン
バ
ス
製
品
製
造
工
」（
24
1
件
）、
「
寝
具
仕
立
工
」
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
65
9-
01
：
65
9-
40
 

 
（
18
9
件
）
は
一
定
規
模
の
求
人
が
あ
り
、
小
分
類
の
項
目
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
65
9-
02
：
65
9-
50
 

 
と
し
て
維
持
す
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
65
9-
03
：
65
4-
10
、
-2
0、
-3
0 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
65
9-
04
：
65
9-
60
～
62
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
65
9-
05
：
65
9-
70
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
65
9-
99
：
65
9-
20
～
22
、
-3
0、
-9
9 

 
 

66
 

木
・
竹
・
草
・
つ
る
製
品
製
造
の
職
業
 

25
,3
11
 
 
 

 
 

 
 

66
1 

製
材
工
、
チ
ッ
プ
製
造
工
 

4,
76
6 
 
 

66
1 
製
材
工
、
チ
ッ
プ
製
造
工
 

 
 

66
1-
10
 
原
木
切
断
工
 

1,2
88
 

1,2
88
 
66
1-
01
 
製
材
工
 

○
職
種
名
 

66
1-
20
 
鋸
機
械
工
 

75
9 

75
9
 
66
1-
02
 
チ
ッ
プ
製
造
工
 

 
一
定
規
模
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
る
「
原
木
切
断
工
」（
66
1-
10
）
と
 

66
1-
30
 
チ
ッ
プ
製
造
工
 

16
5 

 
 

 
「
鋸
機
械
工
」（
66
1-
20
）
は
現
在
、「
製
材
工
」
の
職
種
名
で
 

66
1-
31
 
チ
ッ
パ
ー
工
 

7 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
求
人
が
出
て
い
る
。
こ
の
た
め
、「
原
木
切
断
工
」
と
「
鋸
機
械
 

66
1-
32
 
チ
ッ
プ
選
別
工
 

5 
17
7
 
66
1-
01
：
66
1-
10
～
20
 

 
工
」
を
統
合
し
、「
製
材
工
」
に
改
称
す
る
。
 

66
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
材
工
、
 

1,2
46
 

1,2
46
 
66
1-
02
：
66
1-
30
～
32
 

 
 

 
 
チ
ッ
プ
製
造
工
 

 
 

 
 

 
66
1-
99
：
66
1-
99
 

 
 

66
2 

合
板
工
 

3,
82
9 
 
 

66
2 
合
板
工
 

 
 

66
2-
10
 
合
板
製
作
工
 

1,8
60
 

 
66
2-
01
 
合
板
製
作
工
 

○
求
人
 

66
2-
11
 
単
板
製
作
工
 

13
0 

 
66
2-
02
 
木
質
ボ
ー
ド
製
造
工
 

 
求
人
件
数
の
少
な
い
枝
番
職
業
名
を
見
直
し
、「
合
板
製
作
工
」、
 

66
2-
12
 
調
板
工
 

21
 

 
66
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
合
板
工
 

 
「
木
質
ボ
ー
ド
製
造
工
」、
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
合
板
工
」
に
 

66
2-
13
 
合
板
プ
レ
ス
工
 

53
 

2,0
64

 
 

 
整
理
し
た
。
 

66
2-
20
 
木
質
ボ
ー
ド
製
造
工
 

54
9 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

66
2-
21
 
蒸
煮
解
繊
工
 

0 
 
66
2-
01
：
66
2-
10
～
13
 

 
 

66
2-
22
 
削
片
工
 

0 
 
66
2-
02
：
66
2-
20
～
23
 

 
 

66
2-
23
 
プ
レ
ス
工
 

73
2 

1,2
81

 
66
2-
99
：
66
2-
99
 

 
 

66
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
合
板
工
 

22
2 

22
2
 
 

 
 

66
3 

木
工
、
木
彫
工
 

4,
25
1 
 
 

66
3 
木
工
、
木
彫
工
 

 
 

66
3-
10
 
機
械
木
工
 

2,7
68
 

2,8
90
 
66
3-
01
 
機
械
木
工
 

○
求
人
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66
3-
11
 
木
工
旋
盤
工
 

19
 

 
66
3-
02
 
木
型
木
工
 

 
求
人
数
の
少
な
い
職
業
名
を
整
理
し
た
。
な
お
、「
木
彫
工
」
に
は
 

66
3-
12
 
木
工
フ
ラ
イ
ス
盤
工
 

17
 

 
66
3-
03
 
木
彫
工
 

 
求
人
が
年
間
36
件
し
か
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
小
分
類
の
 

66
3-
13
 
穴
あ
け
木
工
 

11
 

 
66
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
木
工
、
木
彫
工
 

 
項
目
名
が
「
木
工
、
木
彫
工
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
細
分
類
に
は
 

66
3-
14
 
木
工
研
磨
工
 

75
 

 
 

 
「
木
彫
工
」
を
残
す
。
 

66
3-
20
 
木
型
木
工
 

50
2 

50
2
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

66
3-
30
 
木
彫
工
 

36
 

 
66
3-
01
：
66
3-
10
～
14
 

 
 

66
3-
31
 
人
形
彫
職
 

3 
 
66
3-
02
：
66
3-
20
 

 
 

66
3-
32
 
木
版
製
作
工
 

1 
 
66
3-
03
：
66
3-
30
～
33
 

 
 

66
3-
33
 
将
棋
彫
駒
製
作
工
 

0 

40

 
66
3-
99
：
66
3-
99
 

 
 

66
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
木
工
、
木
彫
工
 

33
3 

33
3
 
 

 
 

66
4 

木
製
家
具
・
建
具
製
造
工
 

9,
89
3 
 
 

66
4 
木
製
家
具
・
建
具
製
造
工
 

 
 

66
4-
10
 
指
物
職
 

38
0 

 
66
4-
01
 
指
物
職
 

○
求
人
 

66
4-
11
 
神
仏
具
指
物
職
 

13
8 

51
8
 
66
4-
02
 
木
製
家
具
製
造
工
 

 
実
務
利
用
の
観
点
か
ら
、
求
人
数
の
少
な
い
職
業
名
を
見
直
し
、
 

66
4-
20
 
木
製
家
具
製
造
工
 

4,9
68
 

 
66
4-
03
 
木
製
建
具
製
造
工
 

 
「
指
物
職
」、
「
木
製
家
具
製
造
工
」、
「
木
製
建
具
製
造
工
」、
 

66
4-
21
 
家
具
組
立
工
 

65
4 

 
66
4-
98
 
木
製
家
具
・
建
具
製
造
工
見
習
 

 
「
木
製
家
具
・
建
具
製
造
工
見
習
」、
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
 

66
4-
22
 
家
具
金
具
取
付
工
 

53
 

5,6
75
 
66
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
木
製
家
具
・
建
具
製
造
工
 

 
木
製
家
具
・
建
具
製
造
工
」
に
整
理
し
た
。
 

66
4-
30
 
木
製
建
具
製
造
工
 

1,9
82
 

1,9
82
 

 
 

66
4-
98
 
木
製
家
具
・
建
具
製
造
工
見
習
 

19
8 

19
8
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

66
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
木
製
家
具
・
 

71
5 

71
5
 
66
4-
01
：
66
4-
10
、
11
 

 
 

 
 
建
具
製
造
工
 

 
 

 
 

 
66
4-
02
：
66
4-
20
～
22
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
66
4-
03
：
66
4-
30
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
66
4-
98
：
66
4-
98
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
66
4-
99
：
66
4-
99
 

 
 

66
5 

船
大
工
 

13
4 
 
 

 
 

 
 

66
5-
10
 
船
大
工
 

73
 

66
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

66
5-
11
 
ボ
ー
ト
製
造
工
 

4 
 
66
9-
01
 
船
大
工
 

 
求
人
が
全
体
で
も
13
4
件
に
と
ど
ま
る
た
め
、
小
分
類
66
5
の
「
船
大
 

66
5-
12
 
ヨ
ッ
ト
製
造
工
 

2 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
工
」
は
雑
多
項
目
に
移
行
す
る
。
 

66
5-
13
 
船
修
理
工
 

22
 

10
1

 
66
9-
01
：
66
5-
10
～
13
 

 
 

66
6 

竹
細
工
工
 

60
 
 
 

 
 

 
 

66
6-
10
 
竹
骨
製
造
工
 

5 
66
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

66
6-
11
 
せ
ん
す
骨
製
造
工
 

0 
 

 
求
人
が
年
間
で
も
60
件
に
と
ど
ま
る
た
め
、
小
分
類
66
6
の
「
竹
細
工
 

66
6-
12
 
う
ち
わ
骨
製
造
工
 

0 
 
66
9-
02
 
竹
細
工
工
 

 
工
」
は
雑
多
項
目
に
移
行
す
る
。
 

66
6-
13
 
ち
ょ
う
ち
ん
骨
製
造
工
 

0 
 

 
 

66
6-
14
 
和
が
さ
骨
製
造
工
 

0 

5

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

66
6-
20
 
竹
か
ご
・
ざ
る
製
造
工
 

0 
0
 
66
9-
02
：
66
6-
10
～
99
 

 
 

66
6-
30
 
竹
す
だ
れ
製
造
工
 

3 
3
 
 

 
 

66
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
竹
細
工
工
 

48
 

48
 
 

 
 

66
7 

と
う
・
き
柳
・
草
・
つ
る
製
品
製
造
工
 

19
6 
 
 

 
 

 
 

66
7-
10
 
と
う
製
品
製
造
工
 

0 
66
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

66
7-
11
 
と
う
製
家
具
製
造
工
 

0 
0
 

 
求
人
が
20
0
件
弱
に
と
ど
ま
り
、
実
務
利
用
の
頻
度
は
低
い
。
 

66
7-
20
 
き
柳
製
品
製
造
工
 

6 
 
66
9-
03
 
と
う
・
き
柳
・
草
・
つ
る
製
品
製
造
工
 

 
大
分
類
Ｉ
（
生
産
工
程
・
労
務
）
は
項
目
数
が
多
く
、
整
理
・
 

66
7-
21
 
き
柳
行
李
製
造
工
 

0 
6
 

 
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
分
類
66
7
の
「
と
う
・
き
柳
・
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66
7-
30
 
稲
わ
ら
製
品
製
造
工
 

9 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
草
・
つ
る
製
品
製
造
工
」
は
雑
多
項
目
に
移
動
す
る
。
 

66
7-
31
 
畳
床
製
造
工
 

46
 

55
 
66
9-
03
：
66
7-
10
～
99
 

 
 

66
7-
40
 
麦
わ
ら
製
品
製
造
工
 

0 
 
 

 
 

66
7-
41
 
麦
わ
ら
帽
体
工
 

1 
1
 
 

 
 

66
7-
50
 
い
草
製
品
製
造
工
 

21
 

 
 

 
 

66
7-
51
 
畳
表
製
造
工
 

92
 

 
 

 
 

66
7-
52
 
花
む
し
ろ
製
造
工
 

0 
11
3
 
 

 
 

66
7-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
と
う
・
き
柳
・
 

9 
9
 
 

 
 

 
 
草
・
つ
る
製
品
製
造
工
 

 
 

 
 

 
 
 

66
9 

そ
の
他
の
木
・
竹
・
草
・
 

2,
18
2 
 
 

66
9 
そ
の
他
の
木
・
竹
・
草
・
つ
る
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

つ
る
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

66
9-
10
 
木
製
お
け
・
た
る
・
曲
物
製
造
工
 

45
 

 
66
9-
01
 
船
大
工
 

○
求
人
 

66
9-
11
 
お
け
・
た
る
製
造
工
 

22
 

 
66
9-
02
 
竹
細
工
工
 

 
実
務
利
用
の
頻
度
が
低
い
小
分
類
（
船
大
工
、
竹
細
工
工
、
と
う
・
 

66
9-
12
 
曲
物
製
造
工
 

27
 

94
 
66
9-
03
 
と
う
・
き
柳
・
草
・
つ
る
製
品
製
造
工
 

 
き
柳
・
草
・
つ
る
製
品
製
造
工
）
を
雑
多
項
目
に
移
動
し
た
。
 

66
9-
20
 
げ
た
製
造
工
 

5 
5
 
66
9-
04
 
木
製
お
け
・
た
る
・
曲
物
・
げ
た
製
造
工
 

 
ま
た
、
雑
多
項
目
の
う
ち
、
求
人
が
相
対
的
に
少
な
い
「
木
製
お
け
・
 

66
9-
30
 
木
材
製
品
処
理
工
 

30
8 

 
66
9-
05
 
木
材
製
品
処
理
工
 

 
た
る
・
曲
物
製
造
工
」
は
「
げ
た
製
造
工
」
と
統
合
し
、「
木
製
お
け
・
 

66
9-
31
 
木
材
防
腐
処
理
工
 

2 
 
66
9-
06
 
木
・
竹
・
草
・
つ
る
製
品
検
査
工
 

 
た
る
・
曲
物
・
げ
た
製
造
工
」
と
し
た
。
他
方
、
一
定
規
模
の
求
人
が
 

66
9-
32
 
木
材
防
虫
処
理
工
 

0 
31
0
 
66
9-
09
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
木
・
竹
・
草
・
 

 
寄
せ
ら
れ
る
「
木
材
製
品
処
理
工
」
と
、「
木
・
竹
・
草
・
つ
る
製
品
 

66
9-
40
 
木
製
運
動
用
品
製
造
工
 

7 
7
 
 
 
 
 
つ
る
製
品
製
造
の
職
業
 

 
検
査
工
」
は
細
分
類
に
残
し
た
。
求
人
が
1
桁
台
に
と
ど
ま
る
「
木
製
 

66
9-
50
 
木
・
竹
・
草
・
つ
る
製
品
検
査
工
 

22
0 

 
 
運
動
用
品
製
造
工
」
は
整
理
し
た
。
 

66
9-
51
 
木
材
検
査
工
 

14
0 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

66
9-
52
 
合
板
検
査
工
 

54
 

41
4
 
66
9-
01
：
66
5 

 
 

66
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
木
・
竹
・
草
・
 

1,1
79
 

1,1
79
 
66
9-
02
：
66
6 

 
 

 
 
つ
る
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
66
9-
03
：
66
7 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
66
9-
04
：
66
9-
10
～
12
、
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
66
9-
05
：
66
9-
30
～
32
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
66
9-
06
：
66
9-
50
～
52
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
66
9-
99
：
66
9-
40
、
99
 

 
 

67
 

パ
ル
プ
・
紙
・
紙
製
品
製
造
の
職
業
 

13
,9
47
 
 
 

 
 

 
 

67
1 

パ
ル
プ
工
、
紙
料
工
 

64
1 
 
 

67
1 
パ
ル
プ
工
、
紙
料
工
 

 
 

67
1-
10
 
パ
ル
プ
工
 

24
4 

 
67
1-
01
 
パ
ル
プ
工
、
紙
料
工
 

○
求
人
 

67
1-
11
 
蒸
解
工
 

2 
 

 
年
間
新
規
求
人
数
は
51
9
件
（
パ
ル
プ
工
28
0
件
、
紙
料
工
23
9
件
）
 

67
1-
12
 
パ
ル
プ
磨
砕
工
 

24
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
と
細
分
化
す
る
必
要
に
乏
し
い
。
 

67
1-
13
 
パ
ル
プ
漂
白
工
 

0 
 
67
1-
01
：
67
1-
10
～
15
、
-2
0～
24
 

 
 

67
1-
14
 
パ
ル
プ
精
選
工
 

1 
 

 
 

67
1-
15
 
パ
ル
プ
す
き
取
工
 

9 

28
0

 
 
 

67
1-
20
 
紙
料
工
 

10
9 

 
 

 
 

67
1-
21
 
紙
料
溶
解
工
 

63
 

 
 

 
 

67
1-
22
 
紙
料
調
整
工
 

55
 

 
 

 
 

67
1-
23
 
紙
料
調
薬
工
 

12
 

 
 

 
 

67
1-
24
 
紙
料
漂
白
工
 

0 

23
9
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67
2 

紙
す
き
工
 

82
8 
 
 

67
2 
紙
す
き
工
 

 
 

67
2-
10
 
抄
紙
工
 

53
0 

53
0
 
67
2-
01
 
抄
紙
工
 

○
求
人
 

67
2-
20
 
抄
紙
仕
上
工
 

73
 

73
 
67
2-
02
 
紙
手
す
き
工
 

 
小
分
類
67
2
の
「
紙
す
き
」
の
職
業
は
抄
紙
機
を
使
う
「
機
械
す
き
」
と
、
 

67
2-
30
 
紙
手
す
き
工
 

21
 

21
 

 
手
す
き
用
具
を
使
い
伝
統
産
業
で
の
熟
練
技
能
を
要
す
る
「
手
す
き
」
と
に
 

67
2-
98
 
紙
手
す
き
工
見
習
 

3 
3
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
わ
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
の
「
抄
紙
工
」「
抄
紙
仕
上
工
」
が
全
体
の
７
割
 

 
 
 

 
 

 
 

 
67
2-
01
：
67
2-
10
、
-2
0 

 
を
占
め
、
後
者
の
「
紙
手
す
き
工
」「
紙
手
す
き
工
見
習
」
は
24
件
に
と
ど
 

 
 
 

 
 

 
 

 
67
2-
02
：
67
2-
30
、
-9
8 

 
ま
る
。
し
か
し
、「
機
械
す
き
」
と
「
手
す
き
」
で
は
求
め
ら
れ
る
技
能
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
異
な
る
こ
と
か
ら
、
両
者
と
も
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

67
3 

加
工
紙
製
造
工
 

3,
89
7 
 
 

67
3 
加
工
紙
製
造
工
 

 
 

67
3-
10
 
段
ボ
ー
ル
製
造
工
 

2,9
05
 

2,9
05
 
67
3-
01
 
段
ボ
ー
ル
製
造
工
 

○
求
人
 

67
3-
20
 
塗
工
紙
製
造
工
 

10
5 

 
67
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
加
工
紙
製
造
工
 

 
小
分
類
67
3
の
求
人
の
74
%
を
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
造
工
」（
2,9
05
件
）
 

67
3-
21
 
ア
ー
ト
紙
製
造
工
 

2 
 

 
が
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
細
分
類
は
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
造
工
」
 

67
3-
22
 
コ
ー
ト
紙
製
造
工
 

6 
11
3
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
と
雑
多
項
目
と
す
る
。
 

67
3-
30
 
防
水
紙
製
造
工
 

8 
 
67
3-
01
：
67
3-
10
 

 
 

67
3-
31
 
建
築
用
防
水
紙
製
造
工
 

3 
 
67
3-
99
：
67
3-
20
～
22
、
-3
0～
32
、
-4
0～
42
、
-9
9 

 
 

67
3-
32
 
パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
製
造
工
 

0 
11
 

 
 

67
3-
40
 
変
性
加
工
紙
製
造
工
 

5 
 

 
 

67
3-
41
 
バ
ル
カ
ナ
イ
ズ
ド
フ
ァ
イ
バ
ー
製
造
工
 

1 
 
 

 
 

67
3-
42
 
硫
酸
紙
製
造
工
 

0 
6
 
 

 
 

67
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
加
工
紙
製
造
工
 

65
8 

65
8
 
 

 
 

67
4 

紙
器
製
造
工
 

2,
65
9 
 
 

67
4 
紙
器
製
造
工
 

 
 

67
4-
10
 
紙
箱
製
造
工
 

1,5
68
 

 
67
4-
01
 
紙
箱
製
造
工
 

○
求
人
 

67
4-
11
 
機
械
製
箱
工
 

80
 

 
67
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
紙
器
製
造
工
 

 
小
分
類
67
4
の
求
人
の
63
%
を
「
紙
箱
製
造
工
」（
1,6
70
件
）
が
占
め
て
 

67
4-
12
 
紙
箱
手
造
り
工
 

22
 

1,6
70
 

 
い
る
こ
と
か
ら
、
細
分
類
は
「
紙
箱
製
造
工
」
と
雑
多
項
目
と
す
る
。
 

67
4-
20
 
大
型
紙
袋
製
造
工
 

21
0 

21
0
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

67
4-
30
 
紙
管
筒
製
造
工
 

22
6 

22
6
 
67
4-
01
：
67
4-
10
～
12
 

 
 

67
4-
40
 
紙
製
食
器
製
造
工
 

13
5 

13
5
 
67
4-
99
：
67
4-
20
、
-3
0、
-4
0、
-5
0、
-9
9 

 
 

67
4-
50
 
フ
ァ
イ
バ
ー
チ
ュ
ー
ブ
・
 

29
 

29
 

 
 

 
 
コ
ー
ン
製
造
工
 

 
 

 
 

 
 
 

67
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
紙
器
製
造
工
 

23
4 

23
4
 
 

 
 

67
5 

紙
製
品
製
造
工
 

1,
43
7 
 
 

67
5 
紙
製
品
製
造
工
 

 
 

67
5-
10
 
小
型
紙
袋
製
造
工
 

31
7 

 
67
5-
01
 
紙
製
品
製
造
工
 

○
求
人
 

67
5-
11
 
封
筒
製
造
工
 

18
0 

 
 
小
分
類
67
5
の
年
間
新
規
求
人
数
は
1,4
37
件
に
の
ぼ
る
が
、
細
分
類
で
 

67
5-
12
 
角
底
紙
袋
製
造
工
 

5 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
最
も
多
い
の
が
雑
多
項
目
（
64
3
件
）
で
あ
り
、
67
5-
10
「
小
型
紙
袋
 

67
5-
13
 
紙
袋
手
ば
り
工
 

0 

50
2

 
67
5-
01
：
67
5-
10
～
13
、
-2
0、
-3
0～
31
、
-9
9 

 
製
造
工
」
も
こ
れ
を
下
回
る
規
模
で
あ
る
た
め
（
50
2
件
）、
 

67
5-
20
 
紙
ひ
も
製
造
工
 

88
 

88
 
 

 
細
分
化
は
行
わ
ず
、
細
分
類
は
「
紙
製
品
製
造
工
」
の
み
と
す
る
。
 

67
5-
30
 
水
引
製
品
製
造
工
 

14
 

 
 
 

67
5-
31
 
金
封
製
造
工
 

1 
15
 
 

 
 

67
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
紙
製
品
製
造
工
 

64
3 

64
3
 
 

 
 

67
9 

そ
の
他
の
パ
ル
プ
・
紙
・
 

4,
48
5 
 
 

67
9 
そ
の
他
の
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

紙
製
品
製
造
の
職
業
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67
9-
10
 
紙
裁
断
工
 

59
2 

 
67
9-
01
 
紙
裁
断
工
 

○
求
人
 

67
9-
11
 
紙
機
械
だ
ち
工
 

47
7 

 
67
9-
02
 
紙
仕
上
工
・
検
査
工
 

 
年
間
求
人
数
が
千
件
を
超
す
「
紙
裁
断
工
」（
1,5
36
件
）
と
「
紙
仕
上
 

67
9-
12
 
紙
手
だ
ち
工
 

0 
 
67
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
パ
ル
プ
・
 

 
工
・
検
査
工
」（
1,3
57
件
）
を
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

67
9-
13
 
紙
型
抜
き
工
 

28
1 

 
 
 
 
 
紙
・
紙
製
品
製
造
の
職
業
 

 
「
紙
加
工
工
」（
91
2
件
）
は
下
記
の
理
由
に
よ
り
廃
止
す
る
。
 

67
9-
14
 
製
本
裁
断
工
 

18
6 

1,5
36

 
○
「
紙
加
工
」
と
「
加
工
紙
製
造
」
 

67
9-
20
 
紙
加
工
工
 

89
4 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
小
分
類
67
9
は
和
紙
の
染
色
や
染
型
を
作
る
「
紙
加
工
工
」
を
細
分
類
 

67
9-
21
 
紙
染
工
 

15
 

 
67
9-
01
：
67
9-
10
～
14
 

 
項
目
に
設
定
し
て
お
り
、
求
人
数
は
91
2
件
に
の
ぼ
る
。
し
か
し
、
 

67
9-
22
 
型
紙
彫
刻
工
 

3 
91
2
 
67
9-
02
：
67
9-
30
～
35
 

 
（
１
）
和
紙
「
紙
手
す
き
工
」
の
求
人
は
年
間
21
 件
、
繊
維
製
品
を
染
色
 

67
9-
30
 
紙
仕
上
工
・
検
査
工
 

85
0 

 
37
9-
99
：
67
9-
20
～
22
、
-9
9 

 
す
る
「
染
物
職
」
も
22
3
件
と
ど
ま
る
こ
と
、（
２
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
 

67
9-
31
 
紙
巻
取
工
 

57
 

 
 
寄
せ
ら
れ
る
求
人
の
内
容
を
見
る
と
、「
加
工
紙
製
造
工
」「
紙
器
製
造
 

67
9-
32
 
紙
ミ
シ
ン
工
 

2 
 

 
工
」「
紙
製
品
製
造
工
」
に
該
当
す
る
求
人
に
も
「
紙
加
工
」
の
言
葉
が
 

67
9-
33
 
紙
検
査
工
 

84
 

 
 

 
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
求
人
が
誤
っ
て
 

67
9-
34
 
紙
器
検
査
工
 

15
7 

 
 

 
分
類
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
来
の
「
紙
加
工
工
」
の
求
人
は
 

67
9-
35
 
紙
製
品
検
査
工
 

20
7 

1,3
57

 
 

 
小
規
模
に
と
ど
ま
る
と
思
わ
れ
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
も
、「
紙
加
工
 

67
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
パ
ル
プ
・
 

49
5 

49
5
 
 

 
工
」
は
細
分
類
に
設
定
し
な
い
。
 

 
 
紙
・
紙
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

68
 

印
刷
・
製
本
の
職
業
 

28
,6
20
 
 
 

 
 

 
 

68
1 

文
字
組
版
作
業
員
 

1,
07
6 
 
 

小
分
類
68
1
と
68
2
の
統
合
 

 
 

68
1-
10
 
写
真
植
字
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

42
4 

42
4
 
68
1 
 
 文
字
組
版
・
製
版
作
業
員
 

 
 

68
1-
20
 
電
算
写
植
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

14
0 

14
0
 
 
68
1-
01
 
Ｄ
Ｔ
Ｐ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

○
統
合
 

68
1-
30
 
電
子
組
版
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

19
7 

19
7
 
 
68
1-
02
 
写
植
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

 
印
刷
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
プ
レ
プ
リ
ス
工
程
（
文
字
組
版
、
製
版
）
の
 

68
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
文
字
組
版
作
業
員
 

12
5 

12
5
 
 
68
1-
03
 
製
版
作
業
員
 

 
一
体
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
文
字
組
版
作
業
員
」（
68
1）
と
 

68
2 

製
版
作
業
員
 

2,
53
1 
 
 

 
 
68
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
文
字
組
版
・
製
版
作
業
員
 

 
「
製
版
作
業
員
」（
68
2）
を
統
合
し
、「
文
字
組
版
・
製
版
作
業
員
」
 

68
2-
10
 
製
版
作
業
員
（
電
子
製
版
を
除
く
）
 

71
5 

 
 

 
と
す
る
。
 

68
2-
11
 
と
っ
（
凸
）
版
製
版
作
業
員
 

11
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
D
T
P
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

68
2-
12
 
オ
フ
セ
ッ
ト
製
版
作
業
員
 

12
8 

 
 
68
1-
01
：
68
9-
99
の
一
部
 

 
現
在
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
プ
レ
プ
リ
ス
工
程
の
 

68
2-
13
 
グ
ラ
ビ
ア
製
版
作
業
員
 

74
 

 
 
68
1-
02
：
68
1-
10
、
20
 

 
求
人
は
「
D
T
P
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
。
 

68
2-
14
 
ス
ク
リ
ー
ン
製
版
作
業
員
 

65
 

99
3

 
 
68
1-
03
：
68
2-
10
～
99
 

 
迅
速
か
つ
的
確
な
職
業
紹
介
に
つ
な
げ
る
た
め
、
雑
多
項
目
の
 

68
2-
20
 
製
版
カ
メ
ラ
作
業
員
 

11
2 

 
 
68
1-
99
：
68
1-
30
、
99
 

 
普
通
職
業
名
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
D
T
P
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
を
 

68
2-
21
 
製
版
写
真
修
正
員
 

48
 

16
0
 

 
細
分
類
に
格
上
げ
す
る
。
 

68
2-
30
 
版
下
製
作
作
業
員
 

57
4 

 
○
統
合
 

68
2-
31
 
貼
込
作
業
員
 

3 
57
7
 

 
印
刷
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
プ
レ
プ
リ
ス
工
程
（
文
字
組
版
、
製
版
）
の
 

68
2-
40
 
電
子
製
版
作
業
員
 

39
4 

 
 

 
一
体
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
文
字
組
版
作
業
員
」（
68
1）
と
 

68
2-
41
 
カ
ラ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

88
 

48
2
 
 

 
「
製
版
作
業
員
」（
68
2）
を
統
合
し
、「
文
字
組
版
・
製
版
作
業
員
」
 

68
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
版
作
業
員
 

14
1 

14
1
 
 

 
と
す
る
。
 

68
3 

印
刷
作
業
員
 

14
,4
92
 
 
 

68
3 
印
刷
作
業
員
 

 
 

68
3-
10
 
と
っ
（
凸
）
版
印
刷
作
業
員
 

1,0
26
 

1,0
26
 
68
3-
01
 
と
っ
（
凸
）
版
印
刷
作
業
員
 

○
求
人
 

68
3-
20
 
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
作
業
員
 

5,3
03
 

5,3
03
 
68
3-
02
 
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
作
業
員
 

 
実
務
利
用
の
観
点
か
ら
、
求
人
数
の
少
な
い
職
業
名
を
見
直
し
、
 

68
3-
30
 
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
作
業
員
 

1,1
07
 

1,1
07
 
68
3-
03
 
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
作
業
員
 

 
「
と
っ
（
凸
）
版
印
刷
作
業
員
」、
「
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
作
業
員
」、
 

68
3-
40
 
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
作
業
員
 

60
8 

60
8
 
68
3-
04
 
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
作
業
員
 

 
「
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
作
業
員
」、
「
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
作
業
員
」、
 

68
3-
50
 
フ
ォ
ー
ム
印
刷
作
業
員
 

21
5 

21
5
 
68
3-
05
 
シ
ー
ル
印
刷
作
業
員
 

 
「
シ
ー
ル
印
刷
作
業
員
」
に
項
目
名
を
整
理
し
た
。
 

176



68
3-
60
 
シ
ー
ル
印
刷
作
業
員
 

75
1 

75
1
 
68
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
印
刷
作
業
員
 

 
 

68
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
印
刷
作
業
員
 

3,0
06
 

3,0
06
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
68
3-
01
：
68
3-
10
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
68
3-
02
：
63
8-
20
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
68
3-
03
：
68
3-
30
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
68
3-
04
：
68
3-
40
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
68
3-
05
：
68
3-
60
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
68
3-
99
：
68
3-
50
、
99
 

 
 

68
4 

製
本
作
業
員
 

4,
13
6 
 
 

68
4 
製
本
作
業
員
 

 
 

68
4-
10
 
製
本
作
業
員
 

3,2
62
 

 
68
4-
01
 
製
本
作
業
員
 

○
求
人
 

68
4-
11
 
折
り
作
業
員
 

29
5 

 
 

 
求
人
の
少
な
い
枝
番
職
業
名
を
整
理
し
、
細
分
類
項
目
は
 

68
4-
12
 
丁
合
作
業
員
 

36
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
製
本
作
業
員
」
に
一
本
化
し
た
。
 

68
4-
13
 
製
本
と
じ
作
業
員
 

15
5 

 
68
4-
01
：
68
4-
10
～
15
 

 
 

68
4-
14
 
表
紙
製
造
作
業
員
 

16
 

 
 

 
 

68
4-
15
 
製
本
仕
上
作
業
員
 

11
5 

3,8
79

 
 

 
 

68
9 

そ
の
他
の
印
刷
・
製
本
の
職
業
 

6,
38
5 
 
 

68
9 
そ
の
他
の
印
刷
・
製
本
の
職
業
 

 
 

68
9-
10
 
印
刷
物
光
沢
加
工
作
業
員
 

19
7 

 
68
9-
01
 
印
刷
物
光
沢
加
工
作
業
員
 

○
求
人
 

68
9-
11
 
印
刷
物
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
作
業
員
 

83
 

 
68
9-
02
 
校
正
作
業
員
 

 
求
人
が
少
な
い
枝
番
職
業
名
を
見
直
し
、「
印
刷
物
光
沢
加
工
作
業
 

68
9-
12
 
印
刷
物
樹
脂
プ
レ
ス
加
工
作
業
員
 

48
 

 
68
9-
03
 
印
刷
・
製
本
検
査
作
業
員
 

 
員
」、
「
校
正
作
業
員
」、
「
印
刷
・
製
本
検
査
作
業
員
」、
「
他
に
 

68
9-
13
 
印
刷
物
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
作
業
員
 

14
9 

47
7

 
68
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
印
刷
・
製
本
の
職
業
 

 
分
類
さ
れ
な
い
印
刷
・
製
本
の
職
業
」
に
項
目
名
を
整
理
し
た
。
 

68
9-
20
 
校
正
作
業
員
 

72
7 

72
7
 
 

 
 

68
9-
30
 
は
く
（
箔
）
押
し
作
業
員
 

74
 

74
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

68
9-
40
 
印
刷
・
製
本
検
査
作
業
員
 

95
7 

95
7
 
68
9-
01
：
68
9-
10
～
13
 

 
 

68
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
印
刷
・
製
本
の
 

3,9
13
 

3,9
13
 
68
9-
02
：
68
9-
20
 

 
 

 
 
職
業
 

 
 

 
 

 
68
9-
02
：
68
9-
40
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
68
9-
99
：
68
9-
30
、
99
 

 
 

69
 

ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
の
職
業
 

63
,4
27
 
 
 

 
 

 
 

69
1 

原
料
ゴ
ム
加
工
工
 

82
9 
 
 

69
1 
原
料
ゴ
ム
加
工
工
 

 
 

69
1-
10
 
原
料
ゴ
ム
加
工
工
 

44
8 

 
69
1-
01
 
原
料
ゴ
ム
加
工
工
 

○
求
人
 

69
1-
11
 
原
料
ゴ
ム
前
処
理
工
 

10
 

 
 

 
相
対
的
に
求
人
数
が
少
な
い
枝
番
職
業
名
を
整
理
し
、
 

69
1-
12
 
原
料
ゴ
ム
薬
品
配
合
工
 

26
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
細
分
類
は
「
原
料
ゴ
ム
加
工
工
」
に
一
本
化
し
た
。
 

69
1-
13
 
原
料
ゴ
ム
練
工
 

13
8 

 
69
1-
01
：
69
1-
10
～
15
 

 
 

69
1-
14
 
原
料
ゴ
ム
混
合
工
 

55
 

 
 

 
 

69
1-
15
 
原
料
ゴ
ム
圧
延
工
 

39
 

71
6

 
 

 
 

69
2 

ゴ
ム
製
品
製
造
工
 

9,
08
9 
 
 

69
2 
ゴ
ム
製
品
製
造
工
 

 
 

69
2-
10
 
ゴ
ム
製
品
成
形
工
（
タ
イ
ヤ
成
形
 

4,0
02
 

 
69
2-
01
 
ゴ
ム
製
品
成
形
工
（
タ
イ
ヤ
成
形
を
除
く
）
 

○
求
人
 

 
 
を
除
く
）
 

 
 

 
69
2-
02
 
タ
イ
ヤ
成
形
工
 

 
求
人
数
の
少
な
い
職
業
名
を
見
直
し
、「
ゴ
ム
製
品
成
形
工
」、
 

69
2-
11
 
ゴ
ム
押
出
成
形
工
 

14
7 

 
69
2-
09
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
ゴ
ム
製
品
製
造
工
 

 
「
タ
イ
ヤ
成
形
工
」、
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
ゴ
ム
製
品
製
造
工
」
の
 

69
2-
12
 
ゴ
ム
浸
せ
き
（
漬
）
成
形
工
 

0 
 
 

 
3
項
目
に
細
分
類
を
集
約
し
た
。
 

69
2-
13
 
ラ
イ
ニ
ン
グ
成
形
工
 

45
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

69
2-
14
 
ア
セ
ン
ブ
ル
成
形
工
 

1 

4,1
96

 
69
2-
01
：
69
2-
10
～
15
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69
2-
15
 
ゴ
ム
形
付
工
 

1 
 
69
2-
02
：
69
2-
20
 

 
 

69
2-
20
 
タ
イ
ヤ
成
形
工
 

1,5
62
 

1,5
62
 
69
2-
99
：
69
2-
30
、
99
 

 
 

69
2-
30
 
加
硫
工
 

28
1 

28
1
 
 

 
 

69
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
ゴ
ム
製
品
製
造
工
 

1,4
81
 

1,4
81
 
 

 
 

69
3 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
成
形
・
加
工
工
 

30
,1
46
 
 
 

69
3 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
成
形
・
加
工
工
 

 
 

69
3-
10
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
工
 

18
,83
9 

 
69
3-
01
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
工
 

○
求
人
 

69
3-
11
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
手
造
り
成
形
工
 

14
0 

 
69
3-
02
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
切
削
・
研
磨
工
 

 
実
務
利
用
の
観
点
か
ら
、
求
人
数
の
少
な
い
職
業
名
を
見
直
し
、
 

69
3-
12
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
工
 

3,0
28
 

 
69
3-
03
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
接
合
・
裁
断
工
 

 
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
工
」、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
切
削
・
研
磨
工
」、
 

69
3-
13
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
圧
縮
成
形
工
 

40
6 

 
69
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
 

 
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
接
合
・
裁
断
工
」、
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
プ
ラ
ス
 

69
3-
14
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
押
出
成
形
工
 

52
2 

 
 
 
 
 
成
形
・
加
工
工
 

 
チ
ッ
ク
製
品
成
形
・
加
工
工
」
に
整
理
し
た
。
 

69
3-
15
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
冷
間
成
形
工
 

0 
 

 
 

69
3-
16
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
熱
成
形
工
 

85
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

69
3-
17
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
発
泡
成
形
工
 

35
3 

 
69
3-
01
：
69
3-
10
～
18
 

 
 

69
3-
18
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ロ
ー
ル
圧
延
工
 

52
 

23
,42
5

 
69
3-
02
：
69
3-
30
～
32
、
40
～
41
 

 
 

69
3-
20
 
積
層
成
形
工
 

16
0 

 
69
3-
03
：
69
3-
50
～
52
、
60
 

 
 

69
3-
21
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
 

6 
16
6
 
69
3-
99
：
69
3-
20
～
21
 

 
 

69
3-
30
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
切
削
機
械
工
 

55
7 

 
 

 
 

69
3-
31
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
旋
盤
工
 

53
 

 
 
 

69
3-
32
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ー
ル
盤
工
 

3 
61
3
 

 
 

69
3-
40
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
研
磨
工
 

27
2 

 
 
 

69
3-
41
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
バ
フ
み
が
き
工
 

11
 

28
3
 
 

 
 

69
3-
50
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
接
合
工
 

42
5 

 
 

 
 

69
3-
51
 
高
周
波
ウ
ェ
ル
ダ
ー
工
 

43
 

 
 

 
 

69
3-
52
 
高
周
波
ミ
シ
ン
工
 

28
7 

75
5
 
 

 
 

69
3-
60
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
裁
断
工
 

28
3 

28
3
 
 

 
 

69
9 

そ
の
他
の
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
 

23
,3
63
 
 
 

69
9 
そ
の
他
の
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 
  

 
 

69
9-
10
 
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
塗
布
工
 

51
2 

 
69
9-
01
 
原
料
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
工
 

○
求
人
 

69
9-
11
 
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
防
水
加
工
工
 

2 
51
4
 
69
9-
02
 
ゴ
ム
裁
断
工
 

 
求
人
数
の
少
な
い
職
業
名
を
見
直
し
、「
原
料
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
 

69
9-
20
 
ゴ
ム
裁
断
工
 

36
6 

 
69
9-
03
 
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
塗
布
工
 

 
工
」、
「
ゴ
ム
裁
断
工
」、
「
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
塗
布
工
」、
 

69
9-
21
 
ゴ
ム
切
断
工
 

88
 

 
69
9-
04
 
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
仕
上
工
・
検
査
工
 

 
「
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
仕
上
工
・
検
査
工
」
に
項
目
を
 

69
9-
22
 
ゴ
ム
型
抜
工
 

45
 

49
9
 
69
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
 

 
整
理
し
た
。
な
お
、
項
目
の
整
理
・
見
直
し
に
伴
い
、
69
9
の
 

69
9-
30
 
ゴ
ム
接
合
工
 

13
3 

 
 
 
 
 
製
品
製
造
の
職
業
 

 
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
細
分
類
は
、
工
程
別
（
原
料
処
理
、
裁
断
、
 

69
9-
31
 
ゴ
ム
焼
付
工
 

0 
 
 

 
塗
布
、
仕
上
・
検
査
）
に
並
べ
直
し
た
。
 

69
9-
32
 
ゴ
ム
は
り
工
 

48
 

18
1
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
 

69
9-
40
 
原
料
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
工
 

38
3 

38
3
 
69
9-
01
：
69
9-
40
 

 
 

69
9-
50
 
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
仕
上
 

5,0
68
 

 
69
9-
02
：
69
9-
20
～
22
 

 
 

 
 
検
査
工
 

 
 

 
69
9-
03
：
69
9-
10
～
11
 

 
 

69
9-
51
 
ゴ
ム
製
品
検
査
工
 

1,3
02
 

 
69
9-
04
：
69
9-
50
～
52
 

 
 

69
9-
52
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
検
査
工
 

7,0
45
 

13
,41
5

 
69
9-
99
：
69
9-
30
～
32
、
99
 

 
 

69
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
ゴ
ム
・
 

7,0
76
 

7,0
76
 
 

 
 

178



 
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

70
 

革
・
革
製
品
製
造
の
職
業
 

1,
88
6 
 
 

 
 

 
 

70
1 

製
革
工
 

39
3 
 
 

70
1 
製
革
工
 

 
 

70
1-
10
 
製
革
準
備
工
 

11
0 

 
70
1-
01
 
製
革
工
 

○
求
人
 

70
1-
11
 
原
皮
水
戻
し
工
 

0 
 
 

 
「
製
革
工
」
へ
の
求
人
は
年
間
40
0
件
弱
に
と
ど
ま
る
。
 

70
1-
12
 
製
革
脱
毛
工
 

0 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
職
業
紹
介
に
お
け
る
利
用
頻
度
が
相
対
的
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
 

70
1-
13
 
製
革
裏
ご
し
工
 

0 

11
0

 
70
1-
01
：
70
1-
10
～
33
 

 
集
約
・
枝
番
職
業
名
を
整
理
し
、
細
分
類
は
「
製
革
工
」
に
 

70
1-
20
 
な
め
し
工
 

35
 

 
 

 
一
元
化
す
る
。
 

70
1-
21
 
皮
な
め
し
工
 

29
 

 
 

 
 

70
1-
22
 
毛
皮
な
め
し
工
 

1 
65
 
 

 
 

70
1-
30
 
製
革
仕
上
工
 

13
7 

 
 

 
 

70
1-
31
 
製
革
裏
削
工
 

0 
 
 

 
 

70
1-
32
 
製
革
染
色
工
 

24
 

 
 

 
 

70
1-
33
 
製
革
つ
や
出
し
工
 

3 

16
4

 
 

 
 

70
2 

靴
製
造
工
・
修
理
工
 

1,
18
2 
 
 

70
2 
靴
製
造
工
・
修
理
工
 

 
 

70
2-
10
 
革
靴
製
造
工
 

68
4 

 
70
2-
01
 
靴
製
造
工
 

○
求
人
 

70
2-
11
 
革
靴
採
寸
・
裁
断
工
 

13
 

 
70
2-
02
 
靴
修
理
工
 

 
実
務
利
用
の
観
点
か
ら
、
求
人
数
の
少
な
い
職
業
名
を
見
直
し
、
 

70
2-
12
 
革
靴
製
甲
工
 

36
 

 
70
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
靴
製
造
工
・
修
理
工
 

 
「
靴
製
造
工
」、
「
靴
修
理
工
」、
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
 

70
2-
13
 
革
靴
底
付
工
 

49
 

 
 

 
靴
製
造
工
・
修
理
工
」
の
3
項
目
に
細
分
類
を
集
約
し
た
。
 

70
2-
14
 
革
靴
仕
上
工
 

55
 

83
7

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

70
2-
20
 
革
靴
修
理
工
 

26
1 

26
1
 
70
2-
01
：
70
2-
10
～
14
 

 
 

70
2-
30
 
革
ス
リ
ッ
パ
製
造
工
 

1 
1
 
70
2-
02
：
70
2-
20
 

 
 

70
2-
40
 
革
サ
ン
ダ
ル
製
造
工
 

12
 

12
 
70
2-
99
：
70
2-
30
、
40
 

 
 

70
9 

そ
の
他
の
革
・
革
製
品
製
造
の
職
業
 

31
1 
 
 

70
9 
そ
の
他
の
革
・
革
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

70
9-
10
 
革
裁
断
工
 

17
 

17
 
70
9-
01
 
革
裁
断
・
打
抜
き
・
縫
製
工
 

○
求
人
 

70
9-
20
 
革
打
抜
き
工
 

3 
3
 
70
9-
02
 
革
具
加
工
工
 

 
求
人
件
数
が
少
な
い
集
約
・
枝
番
職
業
名
を
見
直
し
、「
革
裁
断
・
 

70
9-
30
 
革
縫
製
工
 

46
 

46
 
70
9-
03
 
革
・
革
製
品
検
査
工
 

 
打
抜
き
・
縫
製
工
」、
「
革
具
加
工
工
」、
「
革
・
革
製
品
検
査
 

70
9-
40
 
革
具
加
工
工
 

15
 

 
70
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
革
・
革
製
品
製
造
の
職
業
 

 
工
」
に
項
目
名
を
整
理
し
た
。
 

70
9-
41
 
革
ベ
ル
ト
製
造
工
 

31
 

46
 
 

 
 

70
9-
50
 
革
・
革
製
品
検
査
工
 

43
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

70
9-
51
 
毛
皮
選
別
工
 

0 
 
70
9-
01
：
70
9-
10
～
30
 

 
 

70
9-
52
 
靴
検
査
工
 

13
 

56
 
70
9-
02
：
70
9-
40
～
41
 

 
 

70
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
革
・
 

44
 

44
 
70
9-
03
：
70
9-
50
～
52
 

 
 

 
 
革
製
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
70
9-
99
：
70
9-
99
 

 
 

71
 

装
身
具
等
身
の
回
り
品
製
造
の
職
業
 

4,
00
4 
 
 

 
 

 
 

71
1 

か
ば
ん
・
袋
物
製
造
工
 

58
9 
 
 

71
1 
か
ば
ん
・
袋
物
製
造
工
 

 
 

71
1-
10
 
か
ば
ん
・
袋
物
製
造
工
 

32
6 

 
71
1-
01
 
か
ば
ん
・
袋
物
製
造
工
 

○
求
人
 

71
1-
11
 
か
ば
ん
・
袋
物
裁
断
工
 

15
 

 
 
年
間
新
規
求
人
件
数
は
58
9
件
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
半
数
以
上
（
32
6
件
）
 

71
1-
12
 
か
ば
ん
・
袋
物
縫
製
工
 

21
7 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
を
集
約
コ
ー
ド
の
職
業
名
「
か
ば
ん
・
袋
物
製
造
工
」
が
占
め
て
い
る
。
 

71
1-
13
 
か
ば
ん
・
袋
物
組
付
・
仕
上
工
 

20
 

57
8

 
71
1-
01
：
71
1-
10
～
13
 

 
 

71
2 

が
ん
具
製
造
工
 

23
1 
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71
2-
10
 
が
ん
具
組
立
工
 

12
9 

小
分
類
71
2
と
細
分
類
71
9-
40
～
45
の
統
合
 

○
求
人
 

71
2-
11
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
ん
具
組
立
工
 

2 
13
1
 
71
2 
が
ん
具
・
運
動
具
製
造
工
 

 
年
間
新
規
求
人
数
は
23
1
件
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
う
ち
13
1
件
（
57
％
）
を
 

71
2-
20
 
人
形
製
造
工
 

26
 

 
 
71
2-
01
 
が
ん
具
製
造
工
 

 
「
が
ん
具
組
立
工
」
が
占
め
る
。
が
ん
具
の
種
類
別
に
設
け
ら
れ
た
 

71
2-
21
 
人
形
頭
師
 

6 
 
 
71
2-
02
 
運
動
具
製
造
工
 

 
枝
番
は
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
を
 

71
2-
22
 
人
形
胴
付
師
 

0 
32
 
 

 
「
が
ん
具
製
造
工
」
に
一
本
化
す
る
。
 

71
2-
30
 
が
ん
具
際
物
製
造
工
 

19
 

19
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
運
動
具
製
造
工
と
の
統
合
 

71
2-
40
 
児
童
用
乗
物
製
造
工
 

6 
 
 
71
2-
01
：
71
2-
10
～
11
、
-2
0～
22
、
-3
0、
 

 
求
人
数
の
多
い
「
運
動
具
製
造
工
」
を
雑
多
項
目
の
細
分
類
か
ら
格
上
げ
 

71
2-
41
 
三
輪
車
製
造
工
 

0 
 
 
 
 
 
 
71
2-
40
～
42
 

 
す
る
。
産
業
分
類
が
「
が
ん
具
・
運
動
具
製
造
業
」
の
小
分
類
を
設
け
て
い
 

71
2-
42
 
乳
母
車
製
造
工
 

10
 

16
 
 
71
2-
02
：
71
9-
40
～
45
 

 
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、「
運
動
具
製
造
工
」
は
「
が
ん
具
製
造
工
」
と
統
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
合
す
る
。
 

71
3 

ち
ょ
う
ち
ん
・
う
ち
わ
製
造
工
 

82
 
 
 

 
 

 
 

71
3-
10
 
ち
ょ
う
ち
ん
製
作
工
 

39
 

39
71
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

71
3-
20
 
う
ち
わ
製
作
工
 

32
 

32
 
71
9-
01
 
ち
ょ
う
ち
ん
・
う
ち
わ
製
造
工
 

 
年
間
新
規
求
人
数
は
82
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
理
由
に
乏
し
い
。
 

71
3-
30
 
せ
ん
す
製
作
工
 

7 
7
 

 
求
人
数
が
き
わ
め
て
少
な
い
た
め
、
雑
多
項
目
に
格
下
げ
す
る
 

71
3-
40
 
和
傘
製
造
工
 

2 
2
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

71
3-
50
 
ぼ
ん
ぼ
り
製
作
工
 

1 
1
 
71
9-
01
：
71
3-
10
、
-2
0、
-3
0、
-4
0、
-5
0 

 
 

71
4 

ほ
う
き
・
ブ
ラ
シ
製
造
工
 

22
5 
 
 

71
4 
ほ
う
き
・
ブ
ラ
シ
製
造
工
 

 
 

71
4-
10
 
ほ
う
き
製
作
工
 

94
 

94
 
71
4-
01
 
ほ
う
き
・
ブ
ラ
シ
製
造
工
 

○
求
人
 

71
4-
20
 
ブ
ラ
シ
製
造
工
 

77
 

 
 
年
間
新
規
求
人
数
は
22
5
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
必
要
性
が
薄
い
。
 

71
4-
21
 
歯
ブ
ラ
シ
製
造
工
 

20
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

71
4-
22
 
針
金
ブ
ラ
シ
製
造
工
 

6 
 
71
4-
01
：
71
4-
10
、
-2
0～
23
、
-3
0 

 
 

71
4-
23
 
は
け
製
造
工
 

4 

10
7

 
 
 

71
4-
30
 
た
わ
し
製
造
工
 

16
 

16
 

 
 

71
5 

漆
器
工
 

82
 
 
 

 
 

 
 

71
5-
10
 
漆
工
 

49
 

71
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

71
5-
11
 
漆
器
下
地
塗
工
 

3 
 

 
年
間
新
規
求
人
数
は
82
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
必
要
に
乏
し
い
。
 

71
5-
12
 
す
り
漆
工
 

3 
55
 
71
9-
02
 
漆
器
工
 

 
求
人
数
の
少
な
さ
か
ら
、
雑
多
項
目
に
格
下
げ
す
る
。
 

71
5-
13
 
漆
器
つ
や
上
工
 

0 
 
 

 
 
 

71
5-
20
 
漆
器
加
飾
工
 

16
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

71
5-
21
 
沈
金
師
 

2 
 
71
9-
02
：
71
5-
10
～
13
、
-2
0～
22
、
-9
8 

 
 

71
5-
22
 
ま
き
絵
師
 

1 
19
 
 

 
 

71
5-
98
 
漆
器
工
見
習
 

3 
3
 
 

 
 

71
6 

貴
金
属
・
宝
石
・
甲
・
角
細
工
工
 

51
2 
 
 

71
6 
貴
金
属
・
宝
石
・
甲
・
角
細
工
工
 

 
 

71
6-
10
 
貴
金
属
細
工
加
工
工
 

29
0 

 
71
6-
01
 
貴
金
属
細
工
加
工
工
 

○
求
人
 

71
6-
11
 
貴
金
属
細
工
師
 

13
 

30
3
 
71
6-
02
 
宝
石
細
工
加
工
工
 

 
貴
金
属
細
工
、
宝
石
細
工
に
は
そ
れ
ぞ
れ
数
10
0
件
規
模
の
求
人
 

71
6-
20
 
宝
石
細
工
加
工
工
 

90
 

 
71
6-
02
 
甲
・
角
・
貝
・
き
ば
細
工
工
 

 
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
甲
・
角
・
 

71
6-
21
 
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
細
工
工
 

8 
 

 
貝
・
き
ば
細
工
の
求
人
は
10
件
に
と
ど
ま
る
が
、
小
分
類
71
6
に
は
雑
多
  
 

71
6-
22
 
真
珠
加
工
工
 

44
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
項
目
が
な
い
た
め
、
同
細
分
類
を
維
持
す
る
。
 
 

71
6-
23
 
さ
ん
ご
加
工
工
 

0 
 
71
6-
01
：
71
6-
10
～
11
 

 
 

71
6-
24
 
水
晶
研
磨
工
 

33
 

17
5

 
71
9-
02
：
71
6-
20
～
24
 

 
 

71
6-
30
 
甲
・
角
・
貝
・
き
ば
細
工
工
 

10
 

10
 
71
9-
03
：
71
6-
30
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71
7 

印
判
師
 

80
 
 
 

 
 

 
 

71
7-
10
 
印
判
工
 

70
 

71
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

71
7-
11
 
印
判
彫
刻
師
 

0 
70
 
71
9-
03
 
印
判
師
 

 
年
間
新
規
求
人
数
は
80
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
理
由
に
乏
し
い
。
 

71
7-
20
 
ス
タ
ン
プ
製
造
工
 

4 
 

 
求
人
数
の
少
な
さ
か
ら
、
雑
多
項
目
の
小
分
類
に
格
下
げ
す
る
 

71
7-
21
 
ゴ
ム
印
彫
刻
工
 

0 
4
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

71
7-
98
 
印
判
工
見
習
 

6 
6
 
71
9-
03
：
71
7-
10
～
11
、
-2
0～
21
、
-9
8 

 
 
 

71
8 

模
型
・
模
造
品
製
作
工
 

36
2 
 
 

71
8 
模
型
・
模
造
品
製
作
工
 

 
 

71
8-
10
 
模
型
製
作
工
 

11
2 

 
71
8-
01
 
模
型
・
模
造
品
製
作
工
 

○
求
人
 

71
8-
11
 
標
本
模
型
製
作
工
 

0 
 

 
年
間
36
2
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
。
 

71
8-
12
 
食
品
模
型
製
作
工
 

28
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

71
8-
13
 
乗
物
模
型
製
作
工
 

9 
 
71
8-
01
：
71
8-
10
～
14
、
-2
0、
-3
0、
-4
0、
-9
9 

 
 

71
8-
14
 
地
理
模
型
製
作
工
 

0 

14
9

 
 
 

71
8-
20
 
小
道
具
製
作
工
 

4 
4
 

 
 

71
8-
30
 
マ
ネ
キ
ン
人
形
製
作
工
 

8 
8
 
 

 
 

71
8-
40
 
か
つ
ら
・
ヘ
ア
ピ
ー
ス
製
作
工
 

21
 

21
 
 

 
 

71
8-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
模
型
・
 

17
3 

17
3
 
 

 
 

 
 
模
造
品
製
作
工
 

 
 

 
 

 
 
 

71
9 

そ
の
他
の
装
身
具
等
身
の
回
り
品
 

1,
84
1 
 
 

 
 

 
 

 
 

製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

71
9-
10
 
楽
器
製
造
工
 

42
2 

42
2
71
9-
10
の
小
分
類
格
上
げ
 

○
求
人
 

71
9-
20
 
洋
が
さ
製
造
工
 

2 
2
 
71
A
 
楽
器
製
造
工
 

 
「
洋
が
さ
」「
喫
煙
具
」「
マ
ッ
チ
」
の
求
人
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
 

71
9-
30
 
筆
記
用
具
製
造
工
 

23
6 

 
 
71
A
-0
1 
楽
器
製
造
工
 

 
ほ
と
ん
ど
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
細
分
類
を
廃
止
す
る
。
 

71
9-
31
 
万
年
筆
組
立
工
 

10
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
楽
器
」
は
42
2
件
、「
筆
記
用
具
」
は
27
4
件
、「
運
動
具
」
は
30
5
件
と
 

71
9-
32
 
鉛
筆
製
造
工
 

12
 

 
 
71
A
-0
1：
71
9-
10
 

 
一
定
規
模
の
求
人
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
分
類
に
格
上
げ
す
る
。
 

71
9-
33
 
毛
筆
製
造
工
 

16
 

27
4

 
 

 
ま
た
、
産
業
分
類
が
「
が
ん
具
・
運
動
具
製
造
業
」
の
小
分
類
を
設
け
て
 

71
9-
40
 
運
動
具
製
造
工
 

18
2 

71
9-
30
の
小
分
類
格
上
げ
 

 
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、「
運
動
具
製
造
工
」
は
「
が
ん
具
製
造
工
」
 

71
9-
41
 
グ
ロ
ー
ブ
製
造
工
 

13
 

 
71
B
 
筆
記
用
具
製
造
工
 

 
と
統
合
す
る
（
小
分
類
「
が
ん
具
・
運
動
具
製
造
工
」
の
も
と
に
細
分
類
 

71
9-
42
 
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
製
造
工
 

49
 

 
 
71
B-
01
 
筆
記
用
具
製
造
工
 

 
「
運
動
具
製
造
工
」
を
設
定
）。
 

71
9-
43
 
ス
キ
ー
板
製
造
工
 

21
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
検
査
」
も
大
分
類
Iの
他
の
雑
多
項
目
と
の
整
合
性
を
考
え
、
求
人
数
は
 

71
9-
44
 
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
製
造
工
 

28
 

 
 
71
B-
01
：
71
9-
30
～
33
 

 
少
な
い
が
（
46
件
）、
細
分
類
に
残
す
。
 

71
9-
45
 
武
道
具
製
造
工
 

12
 

30
5

 
 

 
 

71
9-
50
 
喫
煙
具
製
造
工
 

0 
 
71
9 
そ
の
他
の
装
身
具
等
身
の
回
り
品
製
造
の
職
業
 

 
 

71
9-
51
 
パ
イ
プ
・
き
せ
る
製
造
工
 

0 
 
 
71
9-
01
 
ち
ょ
う
ち
ん
・
う
ち
わ
製
造
工
 

 
 

71
9-
52
 
ラ
イ
タ
ー
組
立
工
 

2 
2
 
 
71
9-
02
 
漆
器
工
 

 
 

71
9-
60
 
マ
ッ
チ
製
造
工
 

4 
4
 
 
71
9-
03
 
印
判
師
 

 
 

71
9-
70
 
装
身
具
等
身
の
回
り
品
検
査
工
 

46
 

46
 
 
71
9-
04
 
装
身
具
等
身
の
回
り
品
検
査
工
 

 
 

71
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
装
身
具
等
 

75
7 

75
7
 
 
71
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
装
身
具
等
 

 
 

 
 
身
の
回
り
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
身
の
回
り
品
製
造
の
職
業
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
71
9-
01
：
71
3-
10
、
-2
0、
-3
0、
-4
0、
-5
0 
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71
9-
02
：
71
5-
10
～
13
、
-2
0～
-2
2、
-9
8 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
71
9-
03
：
71
7-
10
～
11
、
-2
0～
21
、
-9
8 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
71
9-
04
：
71
9-
70
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
71
9-
99
：
71
9-
20
、
-5
0～
52
、
-6
0、
-9
9 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
71
9-
99
：
71
9-
20
、
-5
0～
52
、
-6
0、
-9
9 

 
 

72
 

そ
の
他
の
製
造
・
制
作
の
職
業
 

10
4,
17
8 
 
 

 
 

 
 

72
1 

内
張
工
 

3,
18
9 
 
 

72
1 
内
張
工
 

 
 

72
1-
10
 
家
具
類
内
張
工
 

13
7 

 
72
1-
01
 
家
具
類
内
張
工
 

○
求
人
 

72
1-
11
 
い
す
張
工
 

12
0 

 
72
1-
02
 
乗
物
内
張
工
 

 
「
内
張
工
」
の
仕
事
の
広
さ
と
深
さ
を
示
す
職
業
名
と
し
て
、
椅
子
や
 

72
1-
12
 
内
張
詰
物
工
 

0 
25
7
 
72
1-
03
 
自
動
車
内
張
工
 

 
ベ
ッ
ド
な
ど
の
「
家
具
類
内
張
工
」、
自
動
車
、
旅
客
車
両
な
ど
の
 

72
1-
20
 
乗
物
内
張
工
 

11
3 

 
72
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
内
張
工
 

 
「
乗
物
内
張
工
」
が
代
表
的
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
乗
物
内
張
工
」
の
 

72
1-
21
 
船
舶
内
張
工
 

26
 

 
 

 
枝
番
で
あ
る
「
自
動
車
内
張
工
」
に
は
、
求
人
の
85
％
が
集
ま
り
、
 

72
1-
22
 
航
空
機
内
張
工
 

20
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
。
職
業
紹
介
の
利
便
性
に
資
す
る
た
め
、
 

72
1-
23
 
自
動
車
内
張
工
 

2,7
16
 

 
72
1-
01
：
72
1-
10
～
12
 

 
枝
番
の
「
自
動
車
内
張
工
」
を
細
分
類
に
格
上
げ
す
る
。
 

72
1-
24
 
旅
客
車
内
張
工
 

4 

2,8
79

 
72
1-
02
：
72
1-
20
～
22
、
24
 

 
 

72
1-
30
 
小
箱
お
お
い
（
被
）
工
 

2 
2
 
72
1-
03
：
72
1-
23
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
1-
99
：
72
1-
30
 

 
 

72
2 

表
具
師
 

14
8 
 
 

 
 

 
 

72
2-
10
 
表
具
師
 

13
4 

13
4
72
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

72
2-
98
 
表
具
師
見
習
 

11
 

11
 
72
9-
01
 
表
具
師
 

 
「
表
具
師
」
に
寄
せ
ら
れ
た
求
人
は
年
間
15
0
件
弱
に
す
ぎ
な
い
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
上
で
確
認
で
き
る
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
求
人
職
種
名
も
「
表
具
工
」
の
1
件
に
と
ど
ま
る
。
実
務
利
用
の
頻
度
が
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
01
：
72
2-
10
～
98
 

 
低
い
こ
と
か
ら
、「
表
具
師
」
は
雑
多
項
目
に
移
行
す
る
。
 

72
3 

塗
装
工
 

32
,2
70
 
 
 

72
3 
塗
装
工
 

 
 

72
3-
10
 
塗
装
前
処
理
工
 

1,2
56
 

 
72
3-
01
 
木
工
塗
装
工
 

○
求
人
 

72
3-
11
 
塗
料
調
合
工
 

12
0 

 
72
3-
02
 
金
属
塗
装
工
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
及
び
民
間
求
人
誌
に
 

72
3-
12
 
下
地
塗
工
 

44
 

1,4
20
 
72
3-
03
 
建
築
塗
装
工
 

 
寄
せ
ら
れ
る
職
種
名
は
、
①
木
工
塗
装
工
②
自
動
車
塗
装
工
 

72
3-
20
 
木
工
塗
装
工
 

84
4 

84
4
 
72
3-
98
 
塗
装
工
見
習
 

 
③
建
築
塗
装
工
―
―
に
大
別
で
き
る
。
仕
事
の
内
容
は
、
 

72
3-
30
 
金
属
塗
装
工
 

11
,29
9 

11
,29
9
 
72
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
塗
装
工
 

 
家
具
（
木
工
塗
装
）、
自
動
車
（
金
属
塗
装
）、
住
宅
（
建
築
塗
装
）
 

72
3-
40
 
建
築
塗
装
工
 

12
,42
0 

12
,42
0
 

 
に
類
型
化
で
き
る
。
迅
速
か
つ
的
確
な
職
業
紹
介
に
資
す
る
た
め
、
 

72
3-
50
 
塗
装
仕
上
工
 

72
8 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
分
類
体
系
を
見
直
し
、
①
木
工
塗
装
工
②
金
属
塗
装
工
③
建
築
 

72
3-
51
 
塗
装
着
色
工
 

95
 

82
3
 
72
3-
01
：
72
3-
20
、
10
～
12
、
50
～
51
 

 
塗
装
工
④
見
習
⑤
雑
多
項
目
―
―
の
5
項
目
に
細
分
類
を
整
理
す
る
。
 

72
3-
98
 
塗
装
工
見
習
 

86
2 

86
2
 
72
3-
02
：
72
3-
30
、
10
～
12
、
50
～
51
 

 
 

72
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
塗
装
工
 

1,3
02
 

1,3
02
 
72
3-
03
：
72
3-
40
、
10
～
12
、
50
～
51
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
3-
98
：
72
3-
98
、
10
～
51
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
3-
99
：
72
3-
99
 

 
 

72
4 

画
工
、
看
板
制
作
工
 

1,
99
2 
 
 

72
4 
画
工
、
看
板
制
作
工
 

 
 

72
4-
10
 
画
工
 

32
1 

 
72
4-
01
 
画
工
 

○
求
人
 

72
4-
11
 
印
刷
画
工
 

20
 

 
72
4-
02
 
看
板
制
作
工
 

 
求
人
が
2
桁
台
に
と
ど
ま
る
枝
番
職
業
名
を
整
理
し
、
細
分
類
は
 

72
4-
12
 
ポ
ス
タ
ー
画
工
 

35
 

 
 

 
「
画
工
」
と
「
看
板
制
作
工
」
の
2
項
目
に
整
理
し
た
。
 

72
4-
13
 
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
 

17
 

39
3

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

72
4-
20
 
看
板
制
作
工
 

1,3
70
 

1,3
70
 
72
4-
01
：
72
4-
10
～
13
、
98
、
99
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72
4-
98
 
画
工
・
看
板
制
作
工
見
習
 

26
 

26
 
72
4-
02
：
72
4-
20
、
98
、
99
 

 
 

72
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
画
工
、
 

11
9 

11
9
 

 
 

 
 
看
板
制
作
工
 

 
 

 
 

 
 
 

72
5 

写
真
工
 

17
7 
 
 

 
 

 
 

72
5-
10
 
写
真
工
 

17
2 

17
2
72
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
写
真
工
」
へ
の
求
人
は
年
間
17
7
件
に
と
ど
ま
る
。
加
え
て
、
ハ
ロ
ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
02
 
写
真
工
 

 
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
上
で
も
、
寄
せ
ら
れ
る
求
人
は
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
写
真
焼
付
」「
写
真
の
現
像
」
な
ど
数
件
に
と
ど
ま
り
、
実
務
利
用
の
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
頻
度
は
少
な
い
。
小
分
類
を
維
持
す
る
積
極
的
理
由
に
乏
し
い
こ
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
02
：
72
5-
10
 

 
か
ら
、
雑
多
項
目
に
格
下
げ
す
る
。
 

72
6 

製
図
工
、
写
図
工
 

45
,4
07
 
 
 

72
6 
製
図
工
 

 
 

72
6-
10
 
製
図
工
 

6,2
60
 

 
72
6-
01
 
建
築
製
図
工
 

○
分
類
体
系
の
見
直
し
 

72
6-
11
 
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

37
,25
6 

43
,51
6
 
72
6-
02
 
機
械
製
図
工
 

 
細
分
類
は
現
在
、
製
図
の
手
段
で
区
分
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
枝
番
の
 

72
6-
20
 
写
図
工
 

55
7 

55
7
 
72
6-
03
 
電
気
・
電
子
製
図
工
 

 
「
CA
D
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」（
72
6-
11
)に
3
万
7
千
件
の
求
人
が
集
ま
る
な
ど
、
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
図
工
 

 
現
在
の
分
類
項
目
は
職
安
に
と
っ
て
利
用
し
に
く
い
も
の
と
推
測
で
き
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
迅
速
か
つ
的
確
な
職
業
紹
介
に
資
す
る
た
め
、
細
分
類
を
製
図
の
分
野
別
に
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
整
理
し
、「
建
築
製
図
工
」、
「
機
械
製
図
工
」、
「
電
気
・
電
子
製
図
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
6-
01
：
72
6-
10
、
11
 

 
工
」、
雑
多
項
目
の
4
項
目
に
整
理
し
た
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
6-
02
：
72
6-
10
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
6-
03
：
72
6-
10
 

○
写
図
工
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
6-
99
：
72
6-
10
 

 
実
務
利
用
の
観
点
か
ら
、
相
対
的
に
利
用
度
の
低
い
「
写
図
工
」
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
（
72
6-
20
)は
雑
多
項
目
に
移
行
す
る
。
 

72
7 

現
図
工
 

22
9 
 
 

 
 

 
 

72
7-
10
 
構
造
物
現
図
工
 

72
 

72
72
9
の
細
分
類
に
格
下
げ
 

○
求
人
 

72
7-
20
 
乗
物
現
図
工
 

35
 

 
 
「
現
図
工
」
へ
の
求
人
は
年
間
で
22
9
件
に
と
ど
ま
り
、
実
務
利
用
の
 

72
7-
21
 
車
両
現
図
工
 

11
 

 
72
9-
03
 
現
図
工
 

 
頻
度
は
相
対
的
に
少
な
い
。
加
え
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
 

72
7-
22
 
造
船
現
図
工
 

7 
 

 
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
上
で
も
、「
現
図
工
」
の
求
人
は
数
件
に
と
ど
ま
り
、
 

72
7-
23
 
航
空
機
現
図
工
 

0 

53

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
小
分
類
を
維
持
す
る
積
極
的
な
理
由
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
雑
多
項
目
に
 

72
7-
30
 
現
図
型
取
工
 

12
 

 
72
9-
03
：
72
7 

 
移
動
す
る
。
 

72
7-
31
 
鉄
鋼
現
図
型
取
工
 

13
 

25
 
 

 
 

72
7-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
現
図
工
 

57
 

57
 
 

 
 

72
8 

包
装
工
 

16
,3
13
 
 
 

72
8 
包
装
工
 

 
 

72
8-
10
 
機
械
包
装
工
 

6,3
80
 

6,3
80
 
72
8-
01
 
製
品
包
装
工
 

○
名
称
変
更
 

72
8-
20
 
箱
詰
・
袋
詰
工
 

6,8
15
 

6,8
15
 
72
8-
02
 
箱
詰
・
袋
詰
工
 

 
集
約
項
目
の
「
機
械
包
装
工
」
は
、
手
作
業
の
包
装
が
含
ま
れ
な
い
。
 

72
8-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
包
装
工
 

1,6
37
 

1,6
37
 
72
8-
03
 
ラ
ベ
ル
・
シ
ー
ル
貼
工
 

 
雑
多
項
目
に
多
く
分
類
さ
れ
る
「
包
装
工
」
は
、
手
作
業
に
よ
る
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
8-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
包
装
工
 

 
包
装
と
推
測
す
る
。
実
務
利
用
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
機
械
包
装
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
だ
け
で
な
く
、
手
作
業
に
よ
る
包
装
も
含
め
る
幅
広
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
名
称
で
あ
る
「
製
品
包
装
工
」
に
項
目
名
を
変
更
す
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
8-
01
：
72
8-
10
、
99
の
一
部
 

○
ラ
ベ
ル
・
シ
ー
ル
貼
工
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
8-
02
：
72
8-
20
 

 
実
務
利
用
の
利
便
性
に
資
す
る
た
め
、
雑
多
項
目
に
50
0
件
近
く
寄
せ
ら
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
8-
03
：
72
8-
99
の
一
部
 

 
れ
た
「
ラ
ベ
ル
・
シ
ー
ル
貼
工
」
を
細
分
類
に
採
録
す
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
72
8-
99
：
72
8-
99
 

 
 

183



72
9 

他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
造
・
制
作
の
職
業
 

4,
45
3 
 
 

72
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
造
・
制
作
の
職
業
 

 
 

72
9-
10
 
映
写
技
士
 

75
 

75
 
72
9-
01
 
表
具
工
 

○
求
人
 

72
9-
20
 
製
氷
工
 

90
 

90
 
72
9-
02
 
写
真
工
 

 
求
人
件
数
の
少
な
い
小
分
類
（
72
2
の
表
具
師
、
72
5
の
写
真
工
、
 

72
9-
30
 
と
（
屠
）
畜
作
業
員
 

13
6 

13
6
 
72
9-
03
 
写
図
工
 

 
72
7
の
現
図
工
）
を
雑
多
項
目
に
移
動
し
た
。
ま
た
、
72
9
の
集
約
項
目
の
 

72
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
製
造
 

3,9
82
 

3,9
82
 
72
9-
0 
現
図
工
 

 
う
ち
、
相
対
的
に
利
用
頻
度
の
あ
る
「
映
写
技
士
」、
「
製
氷
工
」、
 

 
 
・
制
作
の
職
業
 

 
 

 
 

 
72
9-
05
 
映
写
技
士
 

 
「
と
（
屠
）
畜
作
業
員
」
を
細
分
類
に
残
し
た
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
06
 
製
氷
工
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
07
 
と
（
屠
）
畜
作
業
員
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
製
造
・
制
作
の
職
業
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
01
：
72
2 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
02
：
72
5 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
03
：
72
6-
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
04
：
72
7 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
05
：
72
9-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
06
：
72
9-
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
07
：
72
9-
30
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
72
9-
99
：
72
9-
99
 

 
 

73
 

定
置
機
関
・
機
械
お
よ
び
建
設
 

40
,7
29
 
 
 

 
 

 
 

 
 

機
械
運
転
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

73
1 

ボ
イ
ラ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

2,
68
6 
 
 

73
1 
ボ
イ
ラ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

 
 

73
1-
10
 
ボ
イ
ラ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

2,5
25
 

2,5
25
 
73
1-
01
 
ボ
イ
ラ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
 

○
求
人
 

73
1-
98
 
ボ
イ
ラ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
見
習
 

25
 

25
 

 
小
分
類
全
体
の
新
規
求
人
件
数
は
2,6
86
件
に
の
ぼ
る
。
こ
の
う
ち
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
見
習
」
は
25
件
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
見
習
コ
ー
ド
を
廃
止
す
る
。
求
人
 

 
 
 

 
 

 
 

 
73
1-
01
：
73
1-
10
、
-9
8 

 
件
数
が
多
い
た
め
、
ボ
イ
ラ
ー
の
種
類
や
規
模
で
細
分
化
す
る
こ
と
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
考
え
ら
れ
る
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
寄
せ
ら
れ
た
求
人
職
種
名
や
仕
事
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
内
容
を
見
る
と
、
種
類
ご
と
、
規
模
ご
と
の
記
述
は
殆
ど
み
ら
れ
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
こ
の
た
め
、
細
分
類
は
「
ボ
イ
ラ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
の
み
と
す
る
。
 

73
2 

ク
レ
ー
ン
・
巻
上
機
運
転
工
 

10
,6
18
 
 
 

73
2 
ク
レ
ー
ン
・
巻
上
機
運
転
工
 

 
 

73
2-
10
 
ク
レ
ー
ン
運
転
工
 

10
,25
2 

10
,25
2
 
73
2-
01
 
ク
レ
ー
ン
運
転
工
 

○
求
人
 

73
2-
20
 
巻
上
機
運
転
工
 

34
 

 
73
2-
02
 
巻
上
機
運
転
工
 

 
「
ク
レ
ー
ン
運
転
工
」
が
１
万
件
を
超
え
て
お
り
、
細
分
化
す
る
こ
と
も
 

73
2-
21
 
ホ
イ
ス
ト
運
転
工
 

62
 

 
73
2-
03
 
コ
ン
ベ
ア
運
転
工
 

 
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
細
分
化
す
る
よ
り
も
、
ひ
と
く
く
り
に
し
た
 

73
2-
22
 
ウ
イ
ン
チ
運
転
工
 

4 
10
0
 

 
ほ
う
が
、
求
職
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
ク
レ
ー
ン
運
転
に
関
す
る
求
人
 

73
2-
30
 
コ
ン
ベ
ア
運
転
工
 

43
 

43
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
を
、
幅
広
く
探
し
や
す
い
。
こ
の
た
め
、「
ク
レ
ー
ン
運
転
工
」
は
細
分
 

 
 
 

 
 

 
 

 
73
2-
01
：
73
2-
10
 

 
化
せ
ず
、
単
独
の
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
73
2-
02
：
73
2-
20
～
22
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
73
2-
03
：
73
2-
30
 

 
 

73
3 

ポ
ン
プ
・
ブ
ロ
ワ
ー
・
 

75
6 
 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
運
転
工
 

 
 

 
 

 
 

 
 

73
3-
10
 
ポ
ン
プ
運
転
工
 

39
6 

39
6
小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

73
3-
20
 
空
気
移
送
装
置
運
転
工
 

16
 

16
 
73
3 
ポ
ン
プ
・
送
風
機
・
圧
縮
機
運
転
工
 

 
新
規
求
人
数
は
75
6
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
必
要
に
乏
し
い
。
 

73
3-
30
 
送
風
機
運
転
工
 

42
 

17
2
 
 
73
3-
01
 
ポ
ン
プ
・
送
風
機
・
圧
縮
機
運
転
工
 

○
職
業
名
 

184



73
3-
31
 
換
気
装
置
運
転
工
 

13
0 

 
 

 
求
人
職
種
名
に
は
「
送
風
機
」「
圧
縮
機
」
も
広
く
み
ら
れ
る
こ
と
 

73
3-
40
 
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
運
転
工
 

45
 

45
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
か
ら
、
小
分
類
（
細
分
類
）
の
名
称
を
「
ポ
ン
プ
・
送
風
機
・
圧
縮
機
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
73
3-
01
：
73
3-
10
、
-2
0、
-3
0～
31
、
-4
0 

 
運
転
工
」
に
変
更
す
る
。
 

73
4 

建
設
用
機
械
運
転
工
 

14
,9
12
 
 
 

73
4 
建
設
用
機
械
運
転
工
 

 
 

73
4-
10
 
建
設
機
械
運
転
工
 

11
,10
9 

 
73
4-
01
 
車
両
系
建
設
機
械
運
転
工
 

○
細
分
類
の
整
理
 

73
4-
11
 
掘
削
機
械
運
転
工
 

1,5
29
 

 
73
4-
02
 
舗
装
機
械
運
転
工
 

 
現
在
の
分
類
表
は
小
分
類
「
建
設
用
機
械
運
転
工
」
の
細
分
類
に
 

73
4-
12
 
整
地
機
運
転
工
 

22
4 

 
73
4-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
建
設
用
機
械
運
転
工
 

 
「
建
設
機
械
運
転
工
」
を
設
定
し
て
お
り
、
両
者
の
関
係
が
分
か
り
に
く
 

73
4-
13
 
く
い
（
杭
）
打
機
運
転
工
 

14
8 

13
,01
0

 
 
い
。
ま
た
、
舗
装
機
械
運
転
工
の
中
に
は
バ
ッ
ク
ホ
ー
な
ど
建
設
機
械
に
 

73
4-
20
 
舗
装
機
械
運
転
工
 

55
8 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
該
当
す
る
も
の
も
含
ま
れ
、
73
4-
01
と
73
4-
02
が
一
部
重
複
し
て
い
る
。
 

73
4-
21
 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
機
械
運
転
工
 

79
 

 
73
4-
01
：
73
4-
10
～
13
、
(-2
0～
22
) 

 
一
方
、
求
人
の
大
半
は
73
4-
01
に
あ
り
、
73
4-
03
は
70
件
に
す
ぎ
ず
バ
 

73
4-
22
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
機
械
運
転
工
 

2 
63
9
 
73
4-
02
：
73
4-
20
～
22
 

 
ラ
ン
ス
が
悪
い
。
分
類
の
区
分
を
明
確
に
す
る
た
め
、
車
両
系
、
舗
装
機
 

73
4-
30
 
し
ゅ
ん
せ
つ
機
械
運
転
工
 

70
 

70
 
73
4-
99
：
73
4-
30
、
(-1
0～
13
) 

 
械
、
雑
多
の
３
項
目
に
整
理
す
る
。
 

73
9 

そ
の
他
の
定
置
機
関
・
機
械
 

11
,7
57
 
 
 

 
 

 
 

 
 

お
よ
び
建
設
機
械
運
転
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

73
9-
10
 
内
燃
機
関
運
転
工
 

24
4

24
4
73
9-
40
の
小
分
類
格
上
げ
 

○
求
人
 

73
9-
20
 
冷
凍
機
運
転
工
 

97
 

97
 
73
A
 
玉
掛
工
 

 
「
玉
掛
工
」
の
求
人
は
2,4
74
件
に
達
し
て
お
り
、
小
分
類
に
格
上
げ
 

73
9-
30
 
ケ
ー
ブ
ル
機
関
運
転
工
 

73
 

 
 
73
A
-0
1 
玉
掛
工
 

 
す
る
。
内
燃
機
関
運
転
工
（
24
4
件
）、
冷
凍
機
運
転
工
（
97
件
）、
 

73
9-
31
 
空
中
ケ
ー
ブ
ル
機
関
運
転
工
 

16
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
ケ
ー
ブ
ル
機
関
運
転
工
（
45
0
件
）
は
一
定
数
の
求
人
が
あ
る
こ
と
 

73
9-
32
 
ス
キ
ー
リ
フ
ト
機
関
運
転
工
 

36
1 

45
0
 
 
73
A
-0
1：
73
9-
40
 

 
か
ら
、
細
分
類
に
残
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
細
分
類
「
ケ
ー
ブ
ル
 

73
9-
40
 
玉
掛
工
 

2,4
74
 

2,4
74
 

 
機
関
運
転
工
」
の
求
人
の
80
％
を
枝
番
の
「
ス
キ
ー
リ
フ
ト
機
関
 

73
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
定
置
機
関
・
 

8,2
87
 

8,2
87
 
73
9 
そ
の
他
の
定
置
機
関
・
機
械
お
よ
び
 

 
運
転
工
」
が
占
め
て
い
る
た
め
、
細
分
類
の
名
称
を
「
ケ
ー
ブ
ル
・
 

 
 
機
械
お
よ
び
建
設
機
械
運
転
の
職
業
 

 
 

 
 

 
 
 
 建
設
機
械
運
転
の
職
業
 

 
リ
フ
ト
機
関
運
転
工
」
に
変
更
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
73
9-
01
 
内
燃
機
関
運
転
工
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
73
9-
02
 
冷
凍
機
運
転
工
 

○
ビ
ル
設
備
管
理
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
73
9-
03
 
ケ
ー
ブ
ル
・
リ
フ
ト
機
関
運
転
工
 

 
小
分
類
73
9-
99
雑
多
項
目
に
は
、
空
調
管
理
な
ど
を
中
心
に
し
た
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
73
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
定
置
機
関
・
 

 
「
ビ
ル
設
備
管
理
」
関
連
の
求
人
が
10
0
件
近
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
機
械
お
よ
び
建
設
機
械
運
転
の
職
業
 

 
こ
れ
ら
は
小
分
類
38
3
ビ
ル
管
理
人
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
あ
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
73
9-
01
：
73
9-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
73
9-
02
：
73
9-
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
73
9-
03
：
73
9-
30
～
32
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
73
9-
99
：
73
9-
99
 

 
 

74
 

電
気
作
業
者
 

78
,0
30
 
 
 

 
 

 
 

74
1 

発
電
員
、
変
電
員
 

1,
17
2 
 
 

74
1 
発
電
員
、
変
電
員
 

 
 

74
1-
10
 
発
電
員
 

25
1 

 
74
1-
01
 
発
電
・
送
電
員
 

○
求
人
 

74
1-
11
 
水
力
発
電
員
 

29
 

 
74
1-
02
 
変
電
・
配
電
員
 

 
求
人
数
の
少
な
い
項
目
名
を
整
理
し
、「
発
電
・
送
電
員
」「
変
電
・
 

74
1-
12
 
火
力
発
電
員
 

84
 

 
74
1-
03
 
自
家
用
電
気
係
員
 

 
配
電
員
」「
自
家
用
電
気
係
員
」
に
集
約
し
た
。
 

74
1-
13
 
原
子
力
発
電
員
 

26
1 

62
5

 
 

 
 

74
1-
20
 
送
電
員
 

32
 

32
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

74
1-
30
 
変
電
員
 

78
 

78
 
74
1-
01
：
74
1-
10
、
20
 

 
 

74
1-
40
 
配
電
員
 

16
5 

16
5
 
74
1-
02
：
74
1-
30
、
40
 

 
 

74
1-
50
 
自
家
用
電
気
係
員
 

15
7 

15
7
 
74
1-
03
：
74
1-
50
 

 
 

185



74
2 

送
電
線
架
線
工
・
敷
設
工
 

1,
39
6 
 
 

74
2 
送
電
線
架
線
工
・
敷
設
工
 

 
 

74
2-
10
 
送
電
線
架
線
工
・
敷
設
工
 

61
8 

 
74
2-
01
 
送
電
線
架
線
工
・
敷
設
工
 

○
求
人
 

74
2-
11
 
送
電
線
架
線
工
 

67
5 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
集
約
・
枝
番
職
業
名
を
整
理
し
、
細
分
類
を
「
送
電
線
架
線
工
・
 

74
2-
12
 
地
中
送
電
線
工
 

19
 

1,3
12
 
74
2-
01
：
74
2-
10
～
12
 

 
敷
設
工
」
に
一
本
化
し
た
。
 

74
3 

配
電
線
架
線
工
・
敷
設
工
 

1,
11
1 
 
 

74
3 
配
電
線
架
線
工
・
敷
設
工
 

 
 

74
3-
10
 
配
電
線
架
線
工
・
敷
設
工
 

60
1 

 
74
3-
01
 
通
信
線
架
線
工
・
敷
設
工
 

○
求
人
 

74
3-
11
 
配
電
線
架
線
工
 

44
8 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
求
人
が
全
体
で
も
1,1
11
件
に
と
ど
ま
り
、
項
目
を
細
分
化
す
る
理
由
に
 

74
3-
12
 
地
中
配
電
線
工
 

29
 

1,0
78
 
74
3-
01
：
74
3-
10
～
12
 

 
 
乏
し
い
。
 

74
4 

通
信
線
架
線
工
・
敷
設
工
 

5,
40
2 
 
 

74
4 
通
信
線
架
線
工
・
敷
設
工
 

 
 

74
4-
10
 
通
信
線
架
線
工
・
敷
設
工
 

4,9
68
 

 
74
4-
01
 
通
信
線
架
設
工
・
敷
設
工
 

○
求
人
 

74
4-
11
 
屋
外
通
信
線
架
線
工
 

18
0 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
実
務
利
用
の
少
な
い
枝
番
職
業
名
を
整
理
し
、「
通
信
線
架
線
工
・
 

74
4-
12
 
地
下
ケ
ー
ブ
ル
配
線
工
 

36
 

 
74
4-
01
：
74
4-
10
～
13
 

 
 
敷
設
工
」
に
細
分
類
を
一
元
化
す
る
。
 

74
4-
13
 
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
 

0 

5,1
84

 
 

 
 

74
5 

電
気
通
信
設
備
工
 

8,
92
7 
 
 

74
5 
電
気
通
信
設
備
工
 

 
 

74
5-
10
 
放
送
装
置
据
付
・
保
守
工
 

1,3
62
 

1,3
62
 
74
5-
01
 
放
送
装
置
据
付
・
保
守
工
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

74
5-
20
 
通
信
装
置
据
付
・
保
守
工
 

4,3
95
 

4,3
95
 
74
5-
02
 
通
信
装
置
据
付
・
保
守
工
 
 

 
集
約
職
業
名
で
あ
る
「
放
送
装
置
据
付
・
保
守
工
」（
1,3
62
件
）、
 

74
5-
30
 
電
話
装
置
据
付
・
保
守
工
 

1,2
68
 

 
74
5-
03
 
電
話
装
置
据
付
・
保
守
工
 

 
「
通
信
装
置
据
付
・
保
守
工
」（
4,3
95
件
）、
「
電
話
装
置
据
付
・
 

74
5-
31
 
交
換
機
据
付
・
保
守
工
 

70
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
保
守
工
」（
1,2
68
件
）
に
は
4
桁
以
上
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
実
務
利
用
 

74
5-
32
 
電
話
機
据
付
・
保
守
工
 

69
4 

 
74
5-
01
：
74
5-
10
 

 
の
頻
度
が
高
い
。
加
え
て
、
各
項
目
名
は
求
人
・
求
職
双
方
が
仕
事
の
 

74
5-
33
 
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
据
付
・
保
守
工
 

0 

2,0
32

 
74
5-
02
：
74
5-
20
 

 
内
容
を
理
解
し
や
す
い
一
般
的
な
名
称
で
あ
り
、
適
切
な
項
目
が
設
定
 

 
 
 

 
 

 
 

 
74
5-
03
：
74
5-
30
～
33
 

 
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
分
類
体
系
を
維
持
す
る
。
 

74
6 

電
気
工
事
作
業
者
 

60
,0
22
 
 
 

74
6 
電
気
工
事
作
業
者
 

 
 

74
6-
10
 
電
気
配
線
工
事
作
業
者
 

47
,29
8 

 
74
6-
01
 
電
気
配
線
工
事
作
業
者
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

74
6-
11
 
船
舶
配
線
工
 

63
6 

 
74
6-
02
 
電
気
工
事
検
査
員
 
 

 
求
人
の
8
割
弱
が
「
電
気
配
線
工
事
作
業
者
」（
74
6-
10
）
に
 

74
6-
12
 
鉄
道
車
両
配
線
工
 

22
2 

 
74
6-
03
 
産
業
用
電
気
機
械
・
装
置
据
付
工
 

 
分
類
さ
れ
る
も
の
の
、
残
さ
れ
た
集
約
職
業
名
で
あ
る
 

74
6-
13
 
航
空
機
配
線
工
 

5 

48
,16
1

 
74
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
気
工
事
作
業
者
 

 
「
電
気
工
事
検
査
員
」（
99
8
件
）、
「
産
業
用
電
気
機
械
・
装
置
 

74
6-
20
 
電
気
工
事
検
査
員
 

99
8 

99
8
 
 

 
据
付
工
」（
1,3
79
件
）
に
も
4
桁
近
く
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
利
用
 

74
6-
30
 
産
業
用
電
気
機
械
・
装
置
据
付
工
 

1,3
79
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
頻
度
は
高
い
。
加
え
て
、
項
目
名
は
、
広
く
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
 

74
6-
31
 
鉄
道
用
電
気
装
置
据
付
保
守
員
 

22
1 

1,6
00
 
74
6-
01
：
74
6-
10
～
13
 

 
名
称
が
使
わ
れ
、
公
共
職
業
安
定
所
は
受
理
し
た
求
人
票
を
迅
速
 

74
6-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
電
気
工
事
作
業
者
 

2,5
63
 

2,5
63
 
74
6-
02
：
74
6-
20
 

 
か
つ
的
確
に
整
理
で
き
る
一
方
、
求
職
者
側
も
必
要
と
す
る
情
報
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
74
6-
03
：
74
6-
30
～
31
 

 
た
ど
り
つ
き
や
す
い
分
類
体
系
を
誇
る
。
見
直
し
す
る
積
極
的
理
由
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
74
6-
99
：
74
6-
99
 

 
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
現
状
の
分
類
体
系
を
維
持
す
る
。
 

75
 

採
掘
の
職
業
 

2,
11
8 
 
 

 
 

 
 

75
1 

採
鉱
員
 

73
 
 
 

75
1 
採
鉱
員
 

 
 

75
1-
10
 
採
鉱
員
 

37
 

 
75
2-
01
 
採
鉱
員
 

○
求
人
 

75
1-
11
 
採
炭
員
 

2 
39
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
73
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
75
1-
01
：
75
1-
10
、
-1
1 

 
 

75
2 

石
切
出
作
業
者
 

18
3 
 
 

75
2 
石
切
出
作
業
者
 

 
 

75
2-
10
 
石
切
出
作
業
者
 

17
0 

 
75
2-
01
 
石
切
出
作
業
者
 

○
求
人
 

75
2-
11
 
採
石
大
割
作
業
者
 

3 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
18
3
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
。
 

75
2-
12
 
切
出
石
工
 

7 
18
0
 
75
2-
01
：
75
2-
10
～
12
 

 
 

75
3 

じ
ゃ
り
・
砂
・
粘
土
採
取
作
業
者
 

12
3 
 
 

75
3 
じ
ゃ
り
・
砂
・
粘
土
採
取
作
業
者
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75
3-
10
 
じ
ゃ
り
・
砂
採
取
作
業
者
 

10
4 

10
4
 
75
3-
01
 
じ
ゃ
り
・
砂
・
粘
土
採
取
作
業
者
 

○
求
人
 

75
3-
20
 
粘
土
採
取
作
業
者
 

14
 

14
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
12
3
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
。
 

75
3-
30
 
庭
石
採
取
作
業
者
 

0 
0
 
75
3-
01
：
75
3-
10
、
-2
0、
-3
0 

 
 

75
4 

ダ
ム
・
ト
ン
ネ
ル
掘
削
作
業
者
 

96
 
 
 

75
4 
ダ
ム
・
ト
ン
ネ
ル
掘
削
作
業
者
 

 
 

75
4-
10
 
ダ
ム
・
ト
ン
ネ
ル
掘
削
作
業
者
 

52
 

 
75
4-
01
 
ダ
ム
・
ト
ン
ネ
ル
掘
削
作
業
者
 

○
求
人
 

75
4-
11
 
大
型
掘
進
機
操
作
員
 

36
 

88
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
96
件
に
と
ど
ま
り
、
細
分
化
す
る
必
要
性
に
乏
し
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
75
4-
01
：
75
4-
10
～
11
 

 
 

75
5 

さ
く
井
工
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
採
取
工
 

1,
37
4 
 
 

 
 

 
 

75
5-
10
 
さ
く
井
工
 

89
4 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

75
5-
11
 
油
井
ド
リ
ラ
ー
工
 

0 
 
75
5 
さ
く
井
工
、
ボ
ー
リ
ン
グ
工
 

 
さ
く
井
工
（
91
9
件
）、
試
す
い
工
（
37
9
件
）
に
一
定
規
模
の
求
人
が
 

75
5-
12
 
井
戸
さ
く
井
工
 

25
 

91
9
 
 
75
5-
01
 
さ
く
井
工
 

 
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
採
取
工
は
ゼ
ロ
件
で
あ
り
、
 

75
5-
20
 
試
す
い
（
錐
）
工
 

37
9 

37
9
 
 
75
5-
02
 
ボ
ー
リ
ン
グ
工
 

 
細
分
類
を
「
さ
く
井
工
」
と
「
試
す
い
工
」（
ボ
ー
リ
ン
グ
工
に
名
称
 

75
5-
30
 
石
油
・
天
然
ガ
ス
採
取
工
 

0 
 
 

 
変
更
）
に
整
理
す
る
。
雑
多
項
目
に
も
46
件
の
求
人
が
あ
る
も
の
の
、
 

75
5-
31
 
石
油
採
取
工
 

0 
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
そ
の
内
容
を
見
る
と
、「
さ
く
井
」
か
「
ボ
ー
リ
ン
グ
」
の
ど
ち
ら
か
に
 

75
5-
32
 
天
然
ガ
ス
採
取
工
 

0 
0
 
 
75
5-
01
：
75
5-
10
、
-1
1、
-1
2、
-9
9
の
一
部
 

 
含
ま
れ
る
職
業
と
な
っ
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
の
見
習
等
を
含
む
）。
 

75
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
さ
く
井
工
、
 

46
 

46
 
 
75
5-
02
：
75
5-
20
、
-9
9
の
一
部
 

 
こ
の
た
め
雑
多
項
目
は
設
け
な
い
。
 

 
 

石
油
・
天
然
ガ
ス
採
取
工
 

 
 

 
 

 
 
 

○
分
類
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
求
人
職
種
名
を
見
る
と
、「
試
す
い
」
よ
り
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
「
ボ
ー
リ
ン
グ
」
の
名
称
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
小
分
類
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
名
称
を
「
ボ
ー
リ
ン
グ
工
」
に
変
更
す
る
。
な
お
、
求
人
が
ゼ
ロ
件
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
「
石
油
・
天
然
ガ
ス
採
取
工
」
は
雑
多
項
目
75
9
の
細
分
類
に
移
動
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
細
分
類
名
「
石
油
・
天
然
ガ
ス
採
取
工
」）
こ
れ
に
伴
い
、
小
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
の
名
称
を
「
さ
く
井
工
、
ボ
ー
リ
ン
グ
工
」
に
変
更
す
る
。
 

75
9 

そ
の
他
の
採
掘
の
職
業
 

26
9 
 
 

75
9 
そ
の
他
の
採
掘
の
職
業
 

 
 

75
9-
10
 
支
柱
員
 

74
 

74
 
75
9-
01
 
支
柱
員
 

○
求
人
 

75
9-
20
 
坑
内
運
搬
員
 

48
 

48
 
75
9-
02
 
坑
内
運
搬
員
 

 
支
柱
員
（
74
件
）、
坑
内
運
搬
員
（
48
件
）、
選
鉱
員
（
29
件
）、
 

75
9-
30
 
選
鉱
員
、
選
炭
員
 

7 
 
75
9-
04
 
選
鉱
員
 

 
発
破
員
（
32
件
）
を
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
坑
内
保
守
員
（
0
件
）、
 

75
9-
31
 
選
鉱
員
 

20
 

 
75
9-
05
 
発
破
員
 

 
鉱
石
検
定
員
（
5
件
）
は
廃
止
す
る
。
 

75
9-
32
 
選
炭
員
 

2 
29
 
75
9-
07
 
石
油
・
天
然
ガ
ス
採
取
工
 

 
選
炭
員
は
選
鉱
員
か
ら
切
り
離
し
、
雑
多
の
雑
多
75
9-
99
に
分
類
す
る
。
 

75
9-
40
 
発
破
員
 

32
 

32
 
75
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
採
掘
の
職
業
 

 
 

75
9-
50
 
坑
内
保
守
員
 

0 
0
 
 

 
 

75
9-
60
 
鉱
石
検
定
員
 

5 
5
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

75
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
採
掘
の
職
業
 

77
 

77
 
75
9-
01
：
75
9-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
75
9-
02
：
75
9-
20
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
75
9-
04
：
75
9-
30
～
31
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
75
9-
05
：
75
9-
40
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
75
9-
07
：
75
5-
30
～
32
、
-9
9
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
75
9-
99
：
75
9-
32
、
-5
0、
-6
0、
-9
9 

 
 

76
 

建
設
躯
体
工
事
の
職
業
 

76
,4
09
 
 
 

 
 

 
 

76
1 

型
枠
大
工
 

20
,9
96
 
 
 

76
1 
型
枠
大
工
 

 
 

76
1-
10
 
型
枠
大
工
 

16
,87
0 

 
76
1-
01
 
型
枠
大
工
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

76
1-
11
 
型
枠
解
体
工
 

3,2
67
 

20
,13
7
 
 

 
集
約
職
業
名
で
あ
る
「
型
枠
大
工
」
に
は
年
間
16
,87
0
件
も
の
求
人
が
 

187



 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
寄
せ
ら
れ
、
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
。
加
え
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
76
1-
01
：
76
1-
10
～
11
 

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
「
型
枠
大
工
」
の
求
人
が
50
0
件
以
上
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
確
認
で
き
、
厚
労
省
の
技
能
検
定
に
も
「
型
枠
施
工
技
能
士
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
（
1
級
、
2
級
）
が
あ
り
、
型
枠
大
工
、
型
枠
施
工
と
い
う
名
称
が
広
く
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
一
般
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
項
目
名
を
維
持
す
る
。
 

76
2 

と
び
工
 

41
,7
42
 
 
 

76
2 
と
び
工
 

 
 

76
2-
10
 
建
築
と
び
工
 

27
,15
3 

 
76
2-
01
 
建
築
と
び
工
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

76
2-
11
 
鉄
骨
と
び
工
 

2,9
47
 

30
,10
0
 
76
2-
02
 
取
り
こ
わ
し
作
業
員
 

 
求
人
の
8
割
弱
が
「
建
築
と
び
工
」（
76
2-
10
）
に
寄
せ
ら
れ
、
 

76
2-
20
 
取
り
こ
わ
し
作
業
員
 

7,3
08
 

7,3
08
 
76
2-
98
 
と
び
工
見
習
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
上
で
も
「
と
び
」
の
 

76
2-
98
 
と
び
工
見
習
 

57
1 

57
1
 
 

 
求
人
は
40
0
件
以
上
確
認
で
き
る
。
ま
た
、「
取
り
こ
わ
し
作
業
員
」
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
（
76
2-
20
）
に
も
全
体
の
2
割
弱
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
実
務
利
用
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
76
2-
01
：
76
2-
10
～
11
 

 
頻
度
は
高
い
。「
と
び
」
の
名
称
は
技
能
検
定
（
と
び
技
能
士
）
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
76
2-
02
：
76
2-
20
 

 
は
じ
め
広
く
一
般
に
浸
透
し
て
い
る
職
業
名
で
あ
る
。
ま
た
、「
取
り
 

 
 
 

 
 

 
 

 
76
2-
98
：
76
2-
98
 

 
こ
わ
し
作
業
員
」
も
、
一
般
に
は
普
通
職
業
名
に
あ
る
「
解
体
工
」
で
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
求
人
が
多
い
も
の
の
、
求
職
者
が
仕
事
の
内
容
（
建
造
物
解
体
）
を
理
解
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
し
や
す
い
職
業
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
項
目
名
を
維
持
す
る
。
 

76
3 

鉄
筋
工
 

13
,6
71
 
 
 

76
3 
鉄
筋
工
 

 
 

76
3-
10
 
土
木
鉄
筋
工
 

1,6
06
 

1,6
06
 
76
3-
01
 
土
木
鉄
筋
工
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

76
3-
20
 
建
築
鉄
筋
工
 

9,7
76
 

9,7
76
 
76
3-
02
 
建
築
鉄
筋
工
 

 
集
約
職
業
名
で
あ
る
「
土
木
鉄
筋
工
」
に
は
1,6
06
件
の
求
人
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
寄
せ
ら
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
「
建
築
鉄
筋
工
」
に
も
9,7
76
件
が
分
類
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
さ
れ
、
ふ
た
つ
の
集
約
項
目
は
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
76
3-
01
：
76
3-
10
 

 
見
直
し
す
る
積
極
的
理
由
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
分
類
体
系
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
76
3-
02
：
76
3-
20
 

 
維
持
す
る
。
 

77
 

建
設
の
職
業
 

11
6,
73
2 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
建
設
躯
体
工
事
の
職
業
を
除
く
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

77
1 

大
工
 

16
,9
40
 
 
 

77
1 
大
工
 

 
 

77
1-
10
 
建
築
大
工
 

11
,27
8 

 
77
1-
01
 
建
築
大
工
 

○
求
人
 

77
1-
11
 
宮
大
工
 

96
 

11
,37
4
 
77
1-
98
 
大
工
見
習
 

 
「
建
築
大
工
」
に
１
万
件
を
超
え
る
求
人
が
あ
る
。「
宮
大
工
」
は
96
件
 

77
1-
98
 
大
工
見
習
 

1,7
43
 

1,7
43
 
77
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
大
工
 

 
に
と
ど
ま
る
の
で
細
分
類
項
目
を
設
け
ず
、
雑
多
項
目
に
含
む
も
の
と
 

77
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
大
工
 

2,3
54
 

2,3
54
 

 
す
る
。「
大
工
見
習
」
に
も
1,7
43
件
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
見
習
コ
ー
ド
を
設
け
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
1-
01
：
77
1-
10
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
1-
98
：
77
1-
98
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
1-
99
：
77
1-
11
、
-9
9 

 
 

77
2 

ブ
ロ
ッ
ク
積
工
、
タ
イ
ル
張
工
 

4,
21
8 
 
 

77
2 
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
、
タ
イ
ル
張
工
 

 
 

77
2-
10
 
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
 

1,3
25
 

1,3
25
 
77
2-
01
 
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
 

○
求
人
 

77
2-
20
 
タ
イ
ル
張
工
 

1,4
46
 

 
77
2-
02
 
タ
イ
ル
張
工
 

 
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
が
1,3
25
件
、
タ
イ
ル
張
工
が
1,6
24
件
、
石
張
工
が
 

77
2-
21
 
タ
イ
ル
床
・
壁
張
工
 

17
6 

 
77
2-
03
 
石
張
工
 

 
20
1
件
、
れ
ん
が
積
工
が
73
3
件
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
約
職
業
名
を
 

77
2-
22
 
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
張
工
 

2 
1,6
24
 
77
2-
04
 
れ
ん
が
積
工
 

 
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

77
2-
30
 
石
張
工
 

20
1 

20
1
  
77
2-
98
 
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
・
タ
イ
ル
張
工
見
習
 

 
 

77
2-
40
 
れ
ん
が
積
工
 

16
8 

 
○
建
設
関
係
の
職
業
の
見
習
 

77
2-
41
 
建
築
れ
ん
が
積
工
 

4 
73
3
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
中
分
類
77
の
建
設
関
係
の
職
業
で
は
、
見
習
か
ら
仕
事
を
始
め
て
技
能
を
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77
2-
42
 
築
炉
工
 

38
5 

 
77
2-
01
：
77
2-
10
 

 
身
に
つ
け
て
い
く
場
合
が
多
く
、
見
習
の
求
人
が
多
数
み
ら
れ
る
。
 

77
2-
43
 
炉
修
工
 

17
6 

 
77
2-
02
：
77
2-
20
～
22
 

 
こ
う
し
た
職
業
の
特
徴
を
考
慮
し
、
中
分
類
77
の
す
べ
て
の
小
分
類
に
 

77
2-
98
 
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
・
タ
イ
ル
張
工
見
習
 

86
 

86
 
77
2-
03
：
77
2-
30
 

 
見
習
コ
ー
ド
を
設
け
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
77
2-
04
：
77
2-
40
～
43
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
77
2-
98
：
77
2-
98
 

 
 

77
3 

屋
根
ふ
き
工
 

3,
20
9 
 
 

77
3 
屋
根
ふ
き
工
 

 
 

77
3-
10
 
か
わ
ら
ふ
き
工
 

2,2
47
 

2,2
47
 
77
3-
01
 
か
わ
ら
ふ
き
工
 

○
求
人
 

77
3-
20
 
ス
レ
ー
ト
ふ
き
工
 

81
 

81
 
77
3-
98
 
屋
根
ふ
き
工
見
習
 

 
「
か
わ
ら
ふ
き
工
」
が
2,2
47
件
に
の
ぼ
り
、
見
習
に
も
20
1
件
の
求
人
 

77
3-
98
 
屋
根
ふ
き
工
見
習
 

20
1 

20
1
 
77
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
屋
根
ふ
き
工
 

 
が
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
集
約
職
業
名
「
ス
レ
ー
ト
ふ
き
工
」
は
81
件
に
 

77
3-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
屋
根
ふ
き
工
 

21
8 

21
8
 

 
と
ど
ま
り
、
あ
と
は
雑
多
項
目
が
21
8
件
、
-X
X
が
46
2
件
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
一
方
、
雑
多
項
目
の
職
種
名
を
見
る
と
、「
屋
根
ふ
き
工
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
3-
01
：
77
3-
10
 

 
「
屋
根
工
事
」
な
ど
屋
根
の
種
類
を
明
確
に
し
て
い
な
い
求
人
や
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
3-
98
：
77
3-
98
 

 
55
4-
11
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
「
建
築
板
金
工
」
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
3-
99
：
77
3-
20
、
-9
9 

 
点
を
踏
ま
え
、
細
分
類
は
「
か
わ
ら
ふ
き
工
」「
見
習
」「
雑
多
」
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
３
項
目
と
し
、「
建
築
板
金
工
」
を
×
例
示
す
る
。
 

77
4 

左
官
 

5,
98
9 
 
 

77
4 
左
官
 

 
 

77
4-
10
 
左
官
職
 

4,7
69
 

 
77
4-
01
 
左
官
 

○
求
人
 

77
4-
11
 
左
官
手
元
 

75
 

 
77
4-
98
 
左
官
見
習
 

 
小
分
類
の
求
人
の
約
８
割
（
4,8
86
件
）
を
左
官
職
が
占
め
、
木
舞
工
は
 

77
4-
12
 
左
官
吹
付
工
 

42
 

4,8
86
 

 
36
件
、
屋
根
左
官
は
17
件
に
と
ど
ま
る
。
木
舞
工
、
屋
根
左
官
も
左
官
に
 

77
4-
20
 
木
舞
工
 

12
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
含
ま
れ
る
と
考
え
、
こ
れ
ら
を
左
官
に
一
本
化
す
る
。
 

77
4-
21
 
ラ
ス
張
工
 

24
 

36
 
77
4-
01
：
77
4-
10
～
12
、
-2
0～
21
、
-3
0 

 
 

77
4-
30
 
屋
根
左
官
 

17
 

17
 
77
4-
98
：
77
4-
98
 

 
 

77
4-
98
 
左
官
見
習
 

51
0 

51
0
 

 
 

77
5 

畳
工
 

34
0 
 
 

77
5 
畳
工
 

 
 

77
5-
10
 
畳
仕
立
工
 

24
4 

 
77
5-
01
 
畳
工
 

○
求
人
 

77
5-
11
 
畳
表
替
工
 

31
 

27
5
  
77
5-
98
 
畳
工
見
習
 

 
小
分
類
全
体
の
求
人
件
数
は
34
0
件
と
少
な
く
、
細
分
化
す
る
必
要
性
に
 

77
5-
98
 
畳
工
見
習
 

43
 

43
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
乏
し
い
。
見
習
の
求
人
も
43
件
に
と
ど
ま
る
が
、
中
分
類
77
の
す
べ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
5-
01
：
77
5-
10
～
11
 

 
の
小
分
類
（
雑
多
除
く
）
に
見
習
コ
ー
ド
を
つ
け
る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
5-
98
：
77
5-
98
 

 
か
ら
（
小
分
類
77
2
の
記
述
参
照
）、
細
分
類
項
目
と
し
て
維
持
す
る
。
 

77
6 

配
管
工
 

44
,5
12
 
 
 

77
6 
配
管
工
 

 
 

77
6-
10
 
配
管
工
 

32
,88
1 

 
77
6-
01
 
配
管
工
 

○
求
人
 

77
6-
11
 
ガ
ス
配
管
工
 

1,8
17
 

 
77
6-
98
 
配
管
工
見
習
 

 
小
分
類
全
体
で
44
,51
2
件
も
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
集
約
コ
ー
ド
 

77
6-
12
 
ス
チ
ー
ム
配
管
工
 

78
 

 
 
の
「
配
管
工
」
に
そ
の
74
％
（
32
,88
1
件
）
が
集
中
し
て
い
る
。
枝
番
で
 

77
6-
13
 
水
道
配
管
工
 

6,6
48
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
最
も
多
い
の
は
「
水
道
配
管
工
」
の
6,6
48
件
で
、「
ガ
ス
配
管
工
」
は
 

77
6-
14
 
配
管
修
理
工
 

59
8 

42
,02
2

 
77
6-
01
：
77
6-
10
～
14
 

 
1,8
17
件
、「
ス
チ
ー
ム
配
管
工
」
は
78
件
、「
配
管
修
理
工
」
は
 

77
6-
98
 
配
管
工
見
習
 

1,0
15
 

1,0
15
 
77
6-
98
：
77
6-
98
 

 
59
8
件
、
-X
X
が
1,4
75
件
、
見
習
が
1,0
15
件
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
枝
番
の
活
用
割
合
が
低
い
理
由
と
し
て
、
空
調
設
備
の
配
管
に
該
当
す
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
項
目
が
な
い
こ
と
や
、
ガ
ス
、
水
道
、
空
調
設
備
の
い
ず
れ
の
配
管
も
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
行
う
求
人
が
多
い
こ
と
、
配
管
の
種
類
を
明
記
せ
ず
「
配
管
工
」
と
い
う
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
職
種
名
で
の
求
人
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
細
分
類
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
衛
生
配
管
(分
類
項
目
名
は
「
ガ
ス
・
ス
チ
ー
ム
・
水
道
配
管
工
」
)」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
と
「
空
調
配
管
」
に
分
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
配
管
工
と
し
て
の
 

189



 
 
 

 
 

 
 

 
 
仕
事
内
容
に
大
き
な
違
い
は
な
い
た
め
、
項
目
は
「
配
管
工
」
に
統
一
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
す
る
（
修
理
も
配
管
工
に
含
む
。
見
習
の
項
目
も
設
け
る
）。
 

77
7 

内
装
仕
上
工
 

20
,2
20
 
 
 

77
7 
内
装
仕
上
工
 

 
 

77
7-
10
 
金
属
建
具
取
付
工
 

2,4
02
 

 
77
7-
01
 
金
属
建
具
取
付
工
 

○
求
人
 

77
7-
11
 
金
属
サ
ッ
シ
取
付
工
 

1,3
94
 

 
77
7-
02
 
建
具
ガ
ラ
ス
取
付
工
 

 
金
属
建
具
取
付
工
が
4,3
91
件
、
建
具
ガ
ラ
ス
は
め
込
み
工
が
48
1
件
、
 

77
7-
12
 
シ
ャ
ッ
タ
ー
取
付
工
 

25
3 

 
77
7-
03
 
内
装
工
 

 
室
内
装
飾
工
が
12
,69
7
件
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
３
つ
の
く
く
り
で
 

77
7-
13
 
看
板
取
付
工
 

34
2 

4,3
91

 
 
細
分
類
を
設
け
る
。
室
内
装
飾
工
の
求
人
は
１
万
件
を
超
え
て
い
る
が
、
 

77
7-
20
 
建
具
ガ
ラ
ス
は
め
込
工
 

41
1 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
床
、
壁
紙
張
り
と
い
う
内
装
工
事
全
般
に
携
わ
る
仕
事
が
 

77
7-
21
 
板
ガ
ラ
ス
は
め
込
工
 

69
 

 
77
7-
01
：
77
7-
10
～
13
 

 
多
く
、
細
分
化
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
職
種
名
 

77
7-
22
 
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
め
込
工
 

1 
48
1
 
77
7-
02
：
77
7-
20
～
22
 

 
を
参
考
に
し
て
、「
建
具
ガ
ラ
ス
は
め
込
み
工
」
は
「
建
具
ガ
ラ
ス
取
付
 

77
7-
30
 
室
内
装
飾
工
 

9,3
36
 

 
77
7-
03
：
77
7-
30
～
34
 

 
工
」
に
、「
室
内
装
飾
工
」
は
「
内
装
工
」
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
を
 

77
7-
31
 
じ
ゅ
う
た
ん
張
工
 

28
 

 
 
変
更
す
る
。
 

77
7-
32
 
リ
ノ
リ
ウ
ム
床
張
工
 

16
 

 
 
 

77
7-
33
 
ゴ
ム
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
床
張
工
 

60
 

 
 

 
 

77
7-
34
 
壁
装
工
 

3,2
57
 

12
,69
7

 
 

 
 

77
8 

防
水
工
 

6,
09
0 
 
 

77
8 
防
水
工
 

 
 

77
8-
10
 
防
水
工
 

2,9
95
 

 
77
8-
01
 
防
水
工
 

○
求
人
 

77
8-
11
 
建
築
工
事
防
水
工
 

2,2
34
 

 
 
6,0
90
件
の
求
人
の
約
半
数
が
集
約
コ
ー
ド
「
防
水
工
」
に
振
り
分
け
ら
れ
 

77
8-
12
 
土
木
工
事
防
水
工
 

31
6 

5,5
45
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
て
い
る
。
枝
番
の
件
数
も
「
建
築
工
事
防
水
工
」
に
2,2
34
件
、「
土
木
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
8-
01
：
77
8-
10
～
12
 

 
工
事
防
水
工
」
に
31
6
件
あ
る
も
の
の
、
そ
の
活
用
割
合
は
５
割
に
達
し
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
い
な
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
民
間
求
人
情
報
の
職
種
名
も
「
防
水
工
」
が
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
多
い
の
で
、
細
分
類
の
名
称
は
「
防
水
工
」
の
み
と
す
る
。
 

77
9 

そ
の
他
の
建
設
の
職
業
 

15
,2
14
 
 
 

77
9 
そ
の
他
の
建
設
の
職
業
 

 
 

77
9-
10
 
潜
水
作
業
者
 

29
0 

29
0
 
77
9-
01
 
潜
水
作
業
者
 

○
求
人
 

77
9-
20
 
熱
絶
縁
工
 

1,6
83
 

1,6
83
 
77
9-
02
 
熱
絶
縁
工
 

 
潜
水
作
業
者
（
29
0
件
）、
熱
絶
縁
工
（
1,6
83
件
）、
測
量
作
業
員
 

77
9-
30
 
測
量
作
業
員
 

1,1
89
 

1,1
89
 
77
9-
03
 
測
量
作
業
員
 

 
（
1,1
89
件
）、
水
道
工
事
検
査
員
（
11
9
件
）
の
各
細
分
類
と
も
一
定
 

77
9-
40
 
水
道
工
事
検
査
員
 

53
 

 
77
9-
04
 
外
壁
工
 

 
規
模
の
求
人
が
あ
る
の
で
、
各
項
目
を
維
持
す
る
。
 

77
9-
41
 
水
道
検
査
員
 

15
 

 
77
9-
05
 
住
宅
水
回
り
設
備
取
付
工
 

○
雑
多
項
目
 

77
9-
42
 
漏
水
調
査
員
 

51
 

11
9
 
77
9-
06
 
水
道
工
事
検
査
員
 

 
10
,73
6
件
も
の
求
人
が
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。
主
な
職
種
名
を
あ
げ
る
 

77
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
建
設
の
職
業
 

10
,73
6 

10
,73
6
 
77
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
建
設
の
職
業
 

 
と
以
下
の
と
お
り
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
①
一
般
的
な
名
称
（
建
築
作
業
員
、
現
場
作
業
員
、
作
業
員
な
ど
）
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
＝
50
0
件
以
上
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
9-
01
：
77
9-
10
 

 
②
は
つ
り
工
＝
約
13
0
件
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
9-
02
：
77
9-
20
 

 
③
外
壁
工
事
関
係
（
外
壁
工
、
外
装
工
、
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
工
、
A
LC
工
な
ど
）
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
9-
03
：
77
9-
30
 

 
 
＝
約
20
0
件
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
9-
04
：
(7
79
-9
9)
 

 
④
外
溝
工
事
関
係
（
外
構
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
）
 
＝
約
13
0
件
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
9-
05
：
(7
79
-9
9)
 

 
⑤
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
、
プ
レ
ハ
ブ
、
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
組
み
立
て
 
＝
約
10
0
件
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
9-
06
：
77
9-
40
～
42
 

 
⑥
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
取
り
付
け
 
＝
約
13
0
件
 

 
 
 

 
 

 
 

 
77
9-
99
：
77
9-
99
 

 
⑦
住
宅
設
備
取
り
付
け
＝
約
13
0
件
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
と
り
わ
け
求
人
数
が
多
く
、
職
務
範
囲
の
明
確
な
③
「
外
壁
工
（
仮
）」
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
⑥
⑦
の
「
住
宅
水
回
り
設
備
取
付
工
（
仮
）」
を
新
た
に
細
分
類
項
目
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
設
定
す
る
。
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78
 

土
木
の
職
業
 

12
8,
63
3 
 
 

 
 

 
 

78
1 

土
木
作
業
者
 

12
5,
08
8 
 
 

78
1 
土
木
作
業
者
 

 
 

78
1-
10
 
建
設
・
土
木
作
業
員
 

11
0,9
21
 

 
78
1-
01
 
建
設
・
土
木
作
業
員
 

○
現
状
維
持
の
理
由
 

78
1-
11
 
土
管
配
管
工
 

94
1 

 
78
1-
02
 
舗
装
作
業
員
 

 
集
約
項
目
の
「
建
設
・
土
木
作
業
員
」（
78
1-
10
）
に
は
11
万
件
も
の
 

78
1-
12
 
護
岸
工
事
作
業
員
 

54
 

 
78
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
土
木
作
業
員
 

 
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
も
 

78
1-
13
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
業
員
 

1,0
17
 

11
2,9
33

 
 

 
2
千
件
を
超
え
る
求
人
が
確
認
で
き
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
集
約
項
目
で
 

78
1-
20
 
舗
装
作
業
員
 

5,3
33
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
あ
る
「
舗
装
作
業
員
」（
78
1-
20
）
に
も
5,3
33
件
が
寄
せ
ら
れ
、
求
人
 

78
1-
21
 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
 

21
4 

 
78
1-
01
：
78
1-
10
～
13
 

 
も
20
0
件
弱
確
認
で
き
る
。
ふ
た
つ
の
項
目
名
と
も
、
仕
事
の
内
容
を
 

78
1-
22
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
 

24
 

 
78
1-
02
：
78
1-
20
～
24
 

 
理
解
し
や
す
い
職
業
名
で
、
広
く
一
般
に
も
浸
透
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
 

78
1-
23
 
道
路
付
帯
設
備
取
付
作
業
員
 

43
1 

 
78
1-
99
：
78
1-
99
 

 
現
在
の
分
類
体
系
を
維
持
す
る
。
 

78
1-
24
 
道
路
区
画
線
設
置
作
業
員
 

63
2 

6,6
34

 
 

 
 

78
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
土
木
作
業
者
 

1,3
01
 

1,3
01
 
 

 
 

78
2 

鉄
道
線
路
工
事
作
業
者
 

3,5
45
 
 
 

78
2 
鉄
道
線
路
工
事
作
業
者
 

 
 

78
2-
10
 
保
線
工
・
軌
道
工
 

3,1
49
 

3,1
49
 
78
2-
01
 
保
線
工
・
軌
道
工
 

○
求
人
 

78
2-
20
 
軌
条
工
 

34
 

34
 
78
2-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
鉄
道
線
路
工
事
作
業
者
 

 
求
人
の
圧
倒
的
多
数
が
「
保
線
工
・
軌
道
工
」（
78
2-
10
）
に
集
ま
る
 

78
2-
30
 
軌
道
舗
石
作
業
員
 

84
 

84
 
 

 
一
方
、
残
る
集
約
項
目
は
2
桁
台
の
求
人
に
と
ど
ま
る
。
実
務
利
用
の
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
頻
度
が
相
対
的
に
低
い
「
軌
条
工
」（
78
2-
20
）
と
「
軌
道
舗
石
作
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
78
2-
01
：
78
2-
10
 

 
員
」（
78
2-
30
）
を
集
約
し
、
新
た
な
細
分
類
は
、「
保
線
工
・
軌
道
 

 
 
 

 
 

 
 

 
78
2-
99
：
78
2-
20
、
30
 

 
工
」
と
雑
多
の
2
項
目
と
す
る
。
 

79
 

運
搬
労
務
の
職
業
 

21
1,5
21
 
 
 

 
 

 
 

79
1 

船
内
・
沿
岸
荷
役
作
業
者
 

1,3
56
 
 
 

 
 

 
 

79
1-
10
 
船
内
・
沿
岸
荷
役
作
業
者
 

77
1 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

79
1-
11
 
船
内
荷
役
作
業
者
 

28
2 

 
79
1 
港
湾
荷
役
作
業
者
 

 
1,3
56
件
と
枝
番
の
活
用
は
半
数
に
満
た
な
い
。
こ
れ
は
船
内
と
沿
岸
の
 

79
1-
12
 
沿
岸
荷
役
作
業
者
 

23
7 

1,2
90
 
 
79
1-
01
 
港
湾
荷
役
作
業
者
 

 
作
業
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
と
考
え
ら
れ
、
細
分
化
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

○
職
業
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
79
1-
01
：
79
1-
10
～
12
 

 
「
港
湾
荷
役
作
業
」
の
呼
称
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
（
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
リ
ッ
ク
ス
は
「
港
湾
荷
役
作
業
員
」、
産
業
分
類
は
「
港
湾
運
送
業
」、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
業
界
団
体
は
「
日
本
港
湾
協
会
」
等
）、
小
分
類
の
名
称
「
港
湾
荷
役
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
作
業
者
」
に
変
更
す
る
。
 

79
2 

陸
上
荷
役
・
運
搬
作
業
者
 

20
,76
3 
 
 

79
2 
陸
上
荷
役
・
運
搬
作
業
者
 

 
 

79
2-
10
 
運
搬
作
業
員
 

7,6
16
 

 
○
求
人
 

79
2-
11
 
工
場
内
運
搬
作
業
員
 

4,3
59
 

 
79
2-
01
 
運
搬
作
業
員
 

 
「
運
搬
」
に
15
,33
1
件
、「
積
卸
」
に
4,6
94
件
の
求
人
が
あ
る
。
 

79
2-
12
 
市
場
内
運
搬
作
業
員
 

36
8 

 
79
2-
02
 
積
卸
作
業
員
 

 
「
運
搬
」
の
枝
番
「
引
越
」
の
求
人
も
3,3
82
件
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
 

79
2-
13
 
土
建
運
搬
作
業
員
 

22
0 

 
79
2-
03
 
引
越
作
業
員
 

○
引
越
作
業
員
 

79
2-
14
 
引
越
作
業
員
 

2,7
68
 

15
,33
1

 
 
「
運
搬
」「
積
卸
」
と
も
行
う
も
の
で
あ
り
、
求
人
も
少
な
く
な
い
 

79
2-
20
 
積
卸
作
業
員
 

3,3
82
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
こ
と
か
ら
、
細
分
類
項
目
に
設
定
す
る
。
 

79
2-
21
 
ト
ラ
ッ
ク
助
手
 

1,3
05
 

 
79
2-
01
：
79
2-
10
～
13
 

 
 

79
2-
22
 
鉱
石
積
込
工
（
坑
外
）
 

7 
4,6
94
 
79
2-
02
：
79
2-
20
～
22
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
79
2-
03
：
79
2-
14
 

 
 

79
3 

倉
庫
作
業
員
 

64
,95
3 
 
 

79
3 
倉
庫
作
業
員
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79
3-
10
 
倉
庫
作
業
員
 

61
,83
7 

 
79
3-
01
 
倉
庫
作
業
員
 

○
求
人
 

79
3-
11
 
危
険
品
倉
庫
作
業
員
 

76
 

 
 
小
分
類
全
体
で
64
,95
3
件
も
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
95
％
を
集
約
 

79
3-
12
 
冷
蔵
倉
庫
作
業
員
 

1,6
13
 

63
,52
6
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
職
業
名
「
倉
庫
作
業
員
」
が
占
め
て
お
り
、
枝
番
は
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
79
3-
01
：
79
3-
10
～
12
 

 
い
な
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
内
容
を
見
る
と
、「
倉
庫
作
業
員
」
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
と
し
て
の
求
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
倉
庫
の
種
類
や
仕
事
の
違
い
に
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
よ
る
細
分
化
は
困
難
で
あ
る
。
 

79
4 

配
達
員
 

84
,79
8 
 
 

79
4 
配
達
員
 

 
 

79
4-
10
 
受
託
配
送
員
 

15
,81
8 

15
,81
8
 
79
4-
01
 
配
送
員
、
集
配
員
 

○
項
目
の
統
合
 

79
4-
20
 
商
品
配
達
員
 

40
,46
9 

  
79
4-
02
 
新
聞
配
達
員
 

 
現
状
の
「
受
託
配
送
員
」
と
「
商
品
配
達
員
」
で
は
職
務
範
囲
が
重
 

79
4-
21
 
新
聞
配
達
員
 

3,9
55
 

 
79
4-
03
 
ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
員
 

 
複
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
も
の
を
（
集
め
て
）
届
け
る
」
と
い
う
仕
 

79
4-
22
 
牛
乳
・
乳
酸
発
酵
製
品
配
達
員
 

69
1 

 
 

 
事
の
内
容
で
は
共
通
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
職
業
が
２
つ
に
区
分
さ
 

79
4-
23
 
ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
員
 

15
,64
9 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
れ
て
い
る
と
求
職
者
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
と
っ
て
わ
か
り
に
く
い
。
 

79
4-
24
 
自
動
販
売
機
商
品
補
充
員
 

2,8
78
 

63
,64
2

 
79
4-
01
：
79
4-
10
、
-2
0、
-2
2、
-2
4 

 
こ
の
た
め
両
者
を
「
配
送
員
、
集
配
員
」
の
名
称
で
統
合
す
る
。
な
お
、
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
79
4-
02
：
79
4-
21
 

 
「
新
聞
配
達
員
」「
ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
員
」
に
は
一
定
規
模
の
求
人
が
あ
 

 
 
 

 
 

 
 

  
79
4-
03
：
79
4-
23
 

 
る
の
で
細
分
類
項
目
を
設
け
る
。
 
 

79
5 

荷
造
工
 

39
,65
1 
 
 

 
 

 
 

79
5-
10
 
こ
ん
包
工
 

29
,39
4 

小
分
類
項
目
名
の
変
更
 

○
求
人
 

79
5-
11
 
箱
詰
荷
造
工
 

1,4
71
 

 
79
5 
こ
ん
包
工
 

 
小
分
類
全
体
で
39
,65
1
件
に
の
ぼ
り
、
こ
の
う
ち
29
,39
4
件
が
 

79
5-
12
 
板
わ
く
こ
ん
包
工
 

12
9 

 
 
79
5-
01
 
こ
ん
包
工
 

 
「
こ
ん
包
工
」
で
あ
る
。
検
査
工
や
雑
多
項
目
、
枝
番
に
も
一
定
規
模
 

79
5-
13
 
袋
詰
こ
ん
包
工
 

82
7 

31
,82
1

 
 

 
の
求
人
が
み
ら
れ
る
が
、
大
半
が
集
約
職
業
名
に
ふ
り
わ
け
ら
れ
て
 

79
5-
20
 
荷
造
検
査
工
 

1,2
41
 

1,2
41
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
い
る
の
で
、
細
分
類
は
「
こ
ん
包
工
」
の
み
と
す
る
。
 

79
5-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
荷
造
工
 

1,2
53
 

1,2
53
 
 
79
5-
01
：
79
5-
10
～
13
、
-2
0、
-9
9 

○
職
業
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
「
荷
作
工
」
よ
り
も
「
こ
ん
包
工
」
が
物
流
の
職
場
で
広
く
使
わ
れ
て
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
い
る
。
こ
の
た
め
小
分
類
の
名
称
も
「
こ
ん
包
工
」
に
改
め
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

○
出
荷
作
業
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
普
通
職
業
名
に
「
出
荷
作
業
員
」
だ
け
を
記
載
し
て
い
る
「
79
5-
X
X
」
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
求
人
数
が
5,3
36
件
に
の
ぼ
り
、
雑
多
項
目
に
振
り
分
け
ら
れ
た
職
種
名
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
で
も
「
出
荷
作
業
」
関
連
が
目
立
つ
。
こ
の
「
出
荷
作
業
」
は
荷
作
・
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
こ
ん
包
の
一
部
と
し
て
行
う
も
の
で
、
積
卸
な
ど
の
作
業
は
含
ま
な
い
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
小
分
類
の
定
義
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
積
卸
作
業
員
を
×
例
示
す
る
。
 

80
 

そ
の
他
の
労
務
の
職
業
 

15
1,6
39
 
 
 

 
 

 
 

80
1 

清
掃
員
 

54
,84
6 
 
 

80
1 
清
掃
員
 

 
 

80
1-
10
 
清
掃
作
業
員
 

40
,07
9 

 
80
1-
01
 
清
掃
作
業
員
 

○
細
分
類
へ
の
格
上
げ
 

80
1-
11
 
ビ
ル
内
清
掃
作
業
員
 

4,7
58
 

 
80
1-
02
 
し
尿
処
理
作
業
員
 

 
枝
番
の
「
ご
み
処
理
作
業
員
」（
80
1-
21
）
と
「
害
虫
防
除
作
業
員
」
 

80
1-
12
 
ガ
ラ
ス
清
掃
作
業
員
 

78
 

 
80
1-
03
 
ご
み
処
理
作
業
員
 

 
（
80
1-
32
）
に
は
4
桁
台
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
 

80
1-
13
 
道
路
清
掃
作
業
員
 

20
3 

 
80
1-
04
 
消
毒
・
害
虫
防
除
作
業
員
 

 
こ
と
か
ら
、
細
分
類
に
採
録
す
る
。
 

80
1-
14
 
乗
物
内
清
掃
作
業
員
 

58
7 

45
,70
5

 
80
1-
05
 
浄
化
槽
清
掃
員
 

○
浄
化
槽
清
掃
員
 

80
1-
20
 
衛
生
作
業
員
 

53
4 

 
80
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
清
掃
員
 

 
雑
多
項
目
の
う
ち
、
求
人
の
多
い
「
浄
化
槽
清
掃
員
」
を
細
分
類
に
 

80
1-
21
 
ご
み
処
理
作
業
員
 

4,9
18
 

 
 

 
採
録
す
る
。
 

80
1-
22
 
し
尿
処
理
作
業
員
 

42
1 

5,8
73
（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 

80
1-
30
 
消
毒
作
業
員
 

52
7 

 
80
1-
01
：
80
1-
10
～
14
 
 
 
 

 
 

80
1-
31
 
防
疫
作
業
員
 

15
 

1,5
54
 
80
1-
02
：
80
1-
20
、
22
 
 
80
1-
05
：
80
9-
99
の
一
部
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80
1-
32
 
害
虫
防
除
作
業
員
 

1,0
12
 

 
80
1-
03
：
80
1-
21
 
 
 
 
80
1-
99
：
80
1-
99
 

 
 

80
1-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
清
掃
員
 

61
5 

61
5
 
80
1-
04
：
80
1-
30
～
32
 
  
 

 
 

80
9 

他
に
分
類
さ
れ
な
い
労
務
の
職
業
 

96
,79
3 
 
 

 
 

 
 

80
9-
10
 
産
業
洗
浄
工
 

2,5
19
 

80
9-
20
の
小
分
類
格
上
げ
 

 
 

80
9-
11
 
機
械
洗
浄
工
 

72
8 

 
80
A
 
 
選
別
工
 

○
選
別
工
 

80
9-
12
 
乗
物
洗
浄
工
 

1,7
54
 

 
 
80
A
-0
1 
原
材
料
選
別
工
 

 
細
分
類
の
「
選
別
工
」
に
は
全
体
で
21
,06
8
件
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
、
 

80
9-
13
 
タ
ン
ク
洗
浄
工
 

38
4 

 
 
80
A
-0
2 
商
品
選
別
工
 

 
実
務
利
用
の
頻
度
は
高
い
。
職
業
紹
介
の
利
便
性
に
資
す
る
た
め
、
 

80
9-
14
 
容
器
洗
浄
工
 

60
5 

 
 
80
A
-0
3 
選
果
工
 

 
「
選
別
工
」
を
小
分
類
に
格
上
げ
す
る
。
 

80
9-
15
 
上
下
水
道
管
渠
施
設
洗
浄
工
 

48
0 

6,4
70

 
 
80
A
-0
4 
洗
た
く
物
荷
分
け
工
 

 
 

80
9-
20
 
選
別
工
 

14
,33
1 

 
 
80
A
-0
5 
廃
品
選
別
整
理
工
 

○
商
品
選
別
工
 

80
9-
21
 
原
材
料
選
別
工
 

1,4
78
 

 
 
80
A
-9
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
選
別
工
 

 
実
務
利
用
の
頻
度
が
高
い
「
商
品
ピ
ッ
キ
ン
グ
」
の
位
置
づ
け
を
 

80
9-
22
 
製
品
選
別
工
 

85
6 

 
 

 
明
確
に
す
る
た
め
、
細
分
類
の
名
称
は
「
製
品
選
別
工
」
で
は
な
く
、
 

80
9-
23
 
洗
た
く
物
荷
分
け
工
 

49
4 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
「
商
品
選
別
工
」
と
す
る
。
 

80
9-
24
 
廃
品
選
別
整
理
工
 

3,9
09
 

21
,06
8

 
 
80
A
-0
1：
80
9-
21
 
80
A
-0
5：
80
9-
24
 
 

 
 

80
9-
30
 
雑
務
員
 

27
,61
0 

 
 
80
A
-0
2：
80
9-
22
 
80
A
-9
9：
80
9-
20
の
一
部
 

○
選
果
工
 

80
9-
31
 
用
務
員
 

1,7
31
 

 
 
80
A
-0
3：
80
9-
20
の
一
部
 

 
大
分
類
Ｉ
（
生
産
工
程
・
労
務
）
だ
け
で
な
く
、
大
分
類
Ｇ
（
農
林
漁
業
）
 

80
9-
32
 
駅
雑
務
員
 

82
 

 
 
80
A
-0
4：
80
9-
23
 

 
の
雑
多
項
目
に
も
多
く
分
類
さ
れ
て
い
る
「
選
果
工
」
は
、
実
務
利
用
の
 

80
9-
33
 
病
院
雑
務
者
 

1,0
57
 

 
 
頻
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
細
分
類
に
採
録
す
る
。
 

80
9-
34
 
工
場
雑
務
者
 

15
,70
1 

80
9-
30
の
小
分
類
格
上
げ
 

 
 

80
9-
35
 
作
業
員
宿
舎
雑
務
者
 

7 
 
80
B 
 
軽
作
業
員
 

○
雑
務
員
を
小
分
類
に
格
上
げ
し
、
軽
作
業
員
に
改
称
す
る
。
 

80
9-
36
 
旅
館
雑
務
者
 

1,8
75
 

 
 
80
B-
01
 
工
場
軽
作
業
員
 

 
集
約
項
目
の
「
雑
務
員
」（
80
9-
30
）
に
は
27
,61
0
件
も
の
求
人
が
寄
せ
 

80
9-
37
 
食
堂
雑
務
者
 

1,5
40
 

 
 
80
B-
02
 
小
売
店
軽
作
業
員
 

 
ら
れ
、
実
務
利
用
の
頻
度
は
高
い
。
迅
速
か
つ
的
確
な
職
業
紹
介
に
資
す
る
 

80
9-
38
 
公
園
・
ゴ
ル
フ
場
整
備
員
 

3,4
36
 

 
 
80
B-
03
 
建
設
軽
作
業
員
 

 
た
め
、「
雑
務
員
」
を
小
分
類
に
格
上
げ
す
る
。
併
せ
て
、
項
目
名
は
、
 

80
9-
39
 
グ
ラ
ン
ド
整
備
員
 

91
 

53
,13
0

 
 
80
B-
04
 
病
院
軽
作
業
員
 

 
職
業
分
類
改
訂
委
員
会
の
議
論
を
踏
ま
え
、
求
職
者
が
仕
事
の
内
容
を
 

80
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
労
務
 

11
,21
4 

11
,21
4
 
 
80
B-
05
 
旅
館
軽
作
業
員
 

 
理
解
し
や
す
い
「
軽
作
業
員
」
と
す
る
。
 

 
 

の
職
業
 

 
 

 
 

 
 
80
B-
06
 
食
堂
軽
作
業
員
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
80
B-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
一
般
作
業
員
 

○
軽
作
業
員
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
軽
作
業
員
の
職
務
は
、
①
単
純
反
復
的
な
作
業
で
あ
る
こ
と
、
②
作
業
の
 

 
 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
遂
行
に
あ
た
り
特
別
な
知
識
・
技
能
・
経
験
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
80
B-
01
：
80
9-
34
 

 
③
短
時
間
で
習
熟
が
可
能
な
こ
と
―
―
な
ど
を
特
徴
と
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
80
B-
02
：
80
9-
99
の
一
部
 

 
職
業
分
類
改
訂
委
員
会
で
指
摘
の
あ
っ
た
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
よ
る
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
80
B-
03
：
80
9-
30
の
一
部
 

 
「
重
量
物
」
の
運
搬
は
、
軽
作
業
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
、
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
80
B-
04
：
80
9-
33
 

 
職
務
定
義
に
明
記
す
る
。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
80
B-
05
：
80
9-
36
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
80
B-
06
：
80
9-
37
 

○
小
売
店
軽
作
業
員
、
建
設
軽
作
業
員
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
80
B-
99
：
80
9-
32
、
35
、
39
 

 
雑
多
項
目
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
る
店
舗
内
軽
作
業
や
建
設
現
場
雑
務
へ
の
 

 
 
 

 
 

 
 

80
9 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
労
務
の
職
業
 

 
求
人
は
、
現
在
の
分
類
項
目
で
は
対
応
で
き
な
い
。
求
人
・
求
職
双
方
の
 

 
 
 

 
 

 
 

 
80
9-
01
 
産
業
洗
浄
工
 

 
利
便
性
に
資
す
る
た
め
、「
小
売
店
軽
作
業
員
」
及
び
「
建
設
軽
作
業
員
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
80
9-
02
 
用
務
員
 

 
を
細
分
類
に
採
録
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
80
9-
03
 
公
園
・
ゴ
ル
フ
場
整
備
員
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
80
9-
04
 
会
場
設
営
作
業
員
 

○
会
場
設
営
作
業
員
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80
9-
99
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
労
務
の
職
業
 

 
 
雑
多
項
目
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
設
営
ス
タ
ッ
フ
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
求
人
は
現
在
の
分
類
項
目
で
は
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

 
 

 
 

 
 

（
分
類
番
号
の
対
応
）
 

 
 
求
人
・
求
職
双
方
の
利
便
性
に
資
す
る
た
め
、「
会
場
設
営
作
業
員
」
を
 

 
 

 
 

 
 

 
80
9-
01
：
80
9-
10
～
15
 

 
 
細
分
類
に
採
録
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
80
9-
02
：
80
9-
31
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
80
9-
03
：
80
9-
38
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
80
9-
04
：
80
9-
99
の
一
部
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
80
9-
99
：
80
9-
99
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分類番号 項目名 分類番号 項目名
51 金属材料製造の職業
511 製銑工、製鋼工 511 製銑工、製鋼工
  511-10  製銑工 511-01 製銑工
  511-11  炉前工（高炉）
  511-12  樋管理工（高炉）
  511-13  鋳銑機工
  511-20  製鋼工 511-02 製鋼工
  511-21  溶銑予備処理工
  511-22  転炉工
  511-23  電気炉工（製鋼）
  511-24  取べ（鍋）精錬工
  511-25  造塊工
  511-26  連続鋳造工（製鋼）
  511-27  連鋳精整工
  511-30  鋳物用鉄溶融工 511-03 鋳物用鉄溶融工
  511-31  キュポラ工（鋳物）
  511-32  電気炉工（鋳物）
  511-99  他に分類されない製銑工、製鋼工 511-99 他に分類されない製銑工、製鋼工
512 非鉄金属製錬工 512 非鉄金属製錬工
  512-10  非鉄金属溶融炉工 512-01 非鉄金属溶融炉工
  512-20  非鉄金属浸出・浄液工
512-30 非鉄金属電解工 512 02 非鉄金属電解工

図表39　大分類Ｉ「生産工程･労務の職業」の細分類項目に係る新旧項目対照表

現行 改訂素案

  512-30  非鉄金属電解工 512-02 非鉄金属電解工
  512-40  銅製錬工（電解法を除く）
  512-50  貴金属製錬工
  512-60  半導体材料精錬工 512-03 半導体材料製錬工(多結晶シリコンなど）

(多結晶シリコンなど)
  512-70  金属ウラン製錬工
  512-80  非鉄金属鋳込造塊工 512-04 非鉄金属鋳込造塊工
  512-99  他に分類されない非鉄金属製錬工 512-99 他に分類されない非鉄金属製錬工
513 鋳物工 513 鋳物工
  513-10  調砂工 513-01 調砂工
  513-20  中子工 513-02 中子工
  513-30  鋳型工 513-03 鋳型工
  513-31  手込造型工
  513-32  機械込造型工
  513-40  鋳込工 513-04 鋳込工
  513-99  他に分類されない鋳物工 513-99 他に分類されない鋳物工
514 鍛造工 514 鍛造工
  514-10  鍛造操炉工 514-01 鍛造操炉工
  514-20  自由鍛造工 514-02 自由鍛造工
  514-21  鍛造プレス工
  514-22  鍛造ハンマ工
  514-30  型鍛造工 514-03 型鍛造工
  514-31  型鍛造プレス工
  514-32  型鍛造ハンマ工
  514-40  手かじ（鍛冶）工 514-04 手かじ（鍛冶）工
  514-41  工具かじ工
  514-98  鍛造工助手 514-99 他に分類されない鍛造工
  514-99  他に分類されない鍛造工
515 金属熱処理工 515 金属熱処理工
  515-10  金属熱処理工 515-01 金属熱処理工
515 11 焼なまし 焼ならし工  515-11  焼なまし・焼ならし工
  515-12  焼入焼戻し工（高周波・浸炭を除く）
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  515-13  高周波焼入焼戻し工
  515-14  浸炭焼入焼戻し工
  515-15  窒化・軟窒化工
516 圧延工 516 圧延工
  516-10  圧延加熱炉工
  516-20  熱間圧延工 516-01 熱間圧延工
  516-21  条鋼圧延工（線材、形鋼、棒鋼）
  516-22  鋼板圧延工（厚板、熱延）
  516-23  シームレス鋼管工（中径、小径）
  516-30  冷間圧延工 516-02 冷間圧延工
  516-31  電磁鋼板工
  516-32  ステンレス鋼板工
  516-33  表面処理鋼板工
  516-34  展延工（非鉄金属箔）
  516-40  溶接鋼管工 516-03 溶接鋼管工
  516-41  大径管工（スパイラル、ＵＯ管）
  516-42  電縫管工
  516-43  鍛接管工
  516-50  圧延仕上工
  516-60  圧延ロール整備工
  516-99  他に分類されない圧延工 516-99 他に分類されない圧延工
517 伸線工 517 伸線工
  517-10  伸線工 517-01 伸線工
519 その他の金属材料製造の職業 519 その他の金属材料製造の職業
  519-10  金属材料原料工
519-11 鉱石焼結工  519 11  鉱石焼結工
  519-12  ペレット工
  519-20  スクラップ整理工
  519-21  スクラップ切断工
  519-22  スクラップ・ヤード工
  519-30  鋳物仕上工 519-01 鋳物仕上工
  519-31  鋳物型ばらし工
  519-32  ショット・ブラスト工
  519-33  鋳物はつり工
  519-34  鋳物切断・補修工
  519-40  粉末冶金製品製造工
  519-41  粉末冶金成形工
  519-42  粉末冶金焼結工
  519-50  金属材料製造検査工 519-02 金属材料製造検査工
  519-51  原材料試験検査工
  519-52  中間製品検査工
  519-53  非破壊検査員 519-03 非破壊検査員
  519-99  他に分類されない 519-99 他に分類されない金属材料製造の職業

金属材料製造の職業
52 化学製品製造の職業
521 基礎的化学製品製造オペレーター 521 基礎的化学製品製造工
  521-10  基礎的化学製品製造オペレーター 521-01 基礎的化学製品製造工
  521-11  石油化学製品製造オペレーター
  521-12  有機薬品製造オペレーター
  521-13  無機材料製造オペレーター
  521-14  化学肥料製造オペレーター
  521-15  汎用樹脂製造オペレーター
522 石油精製オペレーター 522 石油精製工
  522-10  燃料製造オペレーター 522-01 石油精製工
  522-11  燃料油製造オペレーター
522 12 ＬＰガス製造オペレーター  522-12  ＬＰガス製造オペレーター
  522-20  潤滑油製造オペレーター

196



  522-30  石油タンクオペレーター
  522-99  他に分類されない石油精製

オペレーター
523 化学繊維工 523 化学繊維工
  523-10  原液調整工 523-01 化学繊維工
  523-20  化学繊維紡糸工
  523-30  化学繊維後処理工
  523-31  化学繊維精練・漂白工
524 石けん・洗剤・油脂製品製造 524 石けん・洗剤・油脂製品製造工

オペレーター
  524-10  石けん製造オペレーター 524-01 石けん・洗剤・油脂製品製造工
  524-20  合成洗剤製造オペレーター
  524-30  油脂製品製造オペレーター
  524-31  硬化油製造オペレーター
  524-32  脂肪酸製造オペレーター
  524-33  グリセリン製造オペレーター
525 医薬品・化粧品製造工 525 医薬品・化粧品製造工
  525-10  医薬品製造工 525-01 医薬品製造工
  525-11  製剤工
  525-12  医薬品仕上工
  525-20  抗生物質種母培養工
  525-30  化粧品類製造工 525-02 化粧品製造工
529 その他の化学製品製造の職業 529 その他の化学製品製造の職業
  529-10  化学製品原料粉砕工 529-01 化学製品原料粉砕工
  529-20  製塩工
529-30 感光剤材料製造工 529 02 感光剤材料製造工  529 30  感光剤材料製造工 529-02 感光剤材料製造工
  529-31  フィルム製造工 529-03 フィルム製造工
  529-32  感光紙製造工
  529-40  塗料・絵具・インキ製造工 529-04 塗料・絵具・インキ製造工
  529-50  農薬・殺虫剤製造工 529-05 農薬・殺虫剤製造工
  529-60  化学製品検査工 529-06 化学製品検査工
  529-99  他に分類されない化学製品製造の職業 529-99 他に分類されない化学製品製造の職業
53 窯業製品製造の職業
531 窯業原料工 531 窯業原料工
  531-10  原料工 531-01 窯業原料工
  531-11  原石粉砕工
  531-12  原料調合工
  531-13  原料か焼工
  531-20  ガラス溶融炉工
  531-30  窯業土練工
  531-31  陶磁器土練工
  531-32  れんが・かわら類土練工
  531-40  シャモット工
  531-99  他に分類されない窯業原料工
532 ガラス製品製造工 532 ガラス製品製造工
  532-10  ガラス成形工 532-01 ガラス成形工
  532-11  板ガラス成形工
  532-12  製びん工
  532-13  吹きガラス成形工
  532-14  ガラスプレス成形工
  532-15  ガラス管成形工
  532-20  ガラス繊維製造工 532-02 ガラス繊維製造工
  532-30  ガラス熱加工工
  532-31  バーナー加工工
  532-32  ガラス火切・口焼工
532 40 ガラスカッティング工 532 03 ガラスカット・研磨工  532-40  ガラスカッティング工 532-03 ガラスカット 研磨工
  532-41  ガラスカット工
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  532-42  ガラス研磨工
  532-50  鏡銀引き工
  532-60  ガラス熱処理工 532-99 他に分類されないガラス製品製造工
  532-61  ガラス徐冷工
  532-99  他に分類されないガラス製品製造工
533 施ゆう工、ほうろうがけ工
  533-10  ゆう薬工 539-01 施ゆう工、ほうろうがけ工
  533-11  ゆう薬原料調合工
  533-12  フリット工
  533-20  ゆう薬かけ工
  533-21  施ゆう機工
  533-22  施ゆう仕上工
  533-30  ほうろう焼入・仕上工
534 れんが・かわら類製造工 534 れんが・かわら類製造工
  534-10  れんが・かわら類成形工 534-01 れんが・かわら類製造工
  534-11  れんが・かわら類プレス成形工
  534-12  れんが・かわら類押出成形工
  534-20  れんが・かわら類乾燥工
  534-30  れんが・かわら類焼成工
  534-31  れんが・かわら類炉出入工
  534-99  他に分類されないれんが・かわら類製造工
535 陶磁器製造工、ファイン 535 陶磁器製造工

セラミック製品製造工
  535-10  陶磁器製造工 535-01 陶磁器製造工
  535-11  陶磁器成形工
535-12 陶磁器研磨工  535 12  陶磁器研磨工
  535-13  陶磁器レース加工工
  535-14  陶磁器焼成工 53A ファインセラミックス製品製造工
  535-20  ファインセラミック製品製造工 53A-01 ファインセラミックス製品製造工
  535-98  陶磁器製造工見習
536 窯業絵付工
  536-10  陶磁器画工 539-02 窯業絵付工
  536-20  転写絵付工
  536-30  陶磁器吹付工
  536-40  絵付線引き工
  536-50  盛絵付工
  536-98  窯業絵付工見習
537 セメント生産オペレーター 537 セメント製造工
  537-10  セメント生産オペレーター 537-01 セメント製造工
538 セメント製品製造工 538 セメント製品製造工
  538-10  コンクリート製品製造工 538-01 コンクリート製品製造工
  538-11  コンクリートブロック製造工
  538-12  コンクリートパネル製造工
  538-13  セメントスレート製造工
  538-14  コンクリートパイプ製造工
  538-20  生コンクリート製造工 538-02 生コンクリート製造工
  538-99  他に分類されないセメント 538-99 他に分類されないセメント製品製造工

製品製造工
539 その他の窯業製品製造の職業 539 その他の窯業製品製造の職業
  539-10  石灰・石こう製品製造工 539-01 施ゆう工、ほうろうがけ工
  539-11  生石灰・消石灰生産オペレーター （対応現行番号：533）
  539-12  ドロマイト生産オペレーター 539-02 窯業絵付工
  539-13  焼石こう製造工 （対応現行番号：536）
  539-14  石こう製品製造工
  539-20  七宝工
539 30 るつぼ製造工  539-30  るつぼ製造工
  539-40  研磨用材製造工 539-03 研磨用材製造工
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  539-50  窯業製品検査工 539-04 窯業製品検査工
  539-51  ガラス製品検査工 539-05 ガラス製品検査工
  539-52  れんが・かわら類検査工
  539-53  陶磁器検査工
  539-99  他に分類されない窯業製品製造の職業 539-99 他に分類されない窯業製品製造の職業
54 土石製品製造の職業
541 石工 541 石工
  541-10  石割工 541-01 石工
  541-20  石切工
  541-21  石工旋盤工
  541-30  石研磨工
  541-31  機械研磨工
  541-40  石彫工
  541-50  墨出し工
  541-60  石積工
  541-98  石工見習
549 その他の土石製品製造の職業 549 その他の土石製品製造の職業
  549-10  石細工工 549-01 その他の土石製品製造の職業
  549-20  石綿製品製造工
  549-99  他に分類されない土石製品製造の職業
55 金属加工の職業
551 金属工作機械工 551 汎用金属工作機械工
  551-10  汎用金属工作機械工
  551-11  旋盤工 551-01 旋盤工
  551-12  ボール盤工 551-02 ボール盤工
551-13 中ぐり盤工  551 13  中ぐり盤工
  551-14  フライス盤工 551-03 フライス盤工
  551-15  歯切盤工
  551-16  研削盤工・仕上機械工 551-04 研削盤工・仕上機械工

551-99 他に分類されない汎用金属工作機械工
  551-20  数値制御金属工作機械工

（特殊加工機を除く） 55A 数値制御金属工作機械工
  551-21  ＮＣ旋盤工 55A-01 ＮＣ旋盤工
  551-22  ＮＣボール盤工
  551-23  ＮＣ中ぐり盤工
  551-24  ＮＣフライス盤工 55A-02 ＮＣフライス盤工
  551-25  ＮＣ研削盤工
  551-26  マシニングセンターオペレーター 55A-03 マシニングセンタオペレーター
  551-30  金属特殊加工機工 55A-04 金属特殊加工機工
  551-31  放電加工機工
  551-32  電子ビーム加工機工
  551-33  レーザー加工機工
  551-34  電解加工機工
  551-99  他に分類されない金属工作機械工 55A-99 他に分類されない数値制御金属工作機械工
552 金属プレス工 552 金属プレス工
  552-10  プレス成形工 552-01 プレス成形工
  552-11  打抜プレス工
  552-12  曲プレス工
  552-13  絞プレス工
  552-14  プレス刻印工
  552-20  数値制御プレス機械工
  552-99  他に分類されない金属プレス工 552-99 他に分類されない金属プレス工
553 鉄工、製かん（缶）工 553 鉄工
  553-10  鉄工
  553-11  建築鉄工 553-01 建築鉄工
553 12 機械鉄工  553-12  機械鉄工
  553-13  造船鉄工 553-02 造船鉄工
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  553-14  橋りょう鉄工 553-99 他に分類されない鉄工
  553-15  装飾鉄工 55B 製缶工
  553-20  製かん工 55B-01 製缶工
  553-21  ボイラー組立工
  553-22  圧力容器組立工
  553-99  他に分類されない鉄工、製かん（缶）工
554 板金工 554 板金工
  554-10  板金工
  554-11  建築板金工 554-01 建築板金工
  554-12  工場板金工 554-02 工場板金工
  554-13  自動車板金工 554-03 自動車板金工

554-99 他に分類されない板金工
555 金属彫刻工
  555-10  彫金工 559-04 金属彫刻工
  555-11  かざり職
  555-12  金型彫刻工
  555-20  機械彫刻工
  555-30  腐しょく彫刻工
  555-31  なっ（捺）染ロール彫刻工
  555-99  他に分類されない金属彫刻工
556 めっき工 556 めっき工
  556-10  電気めっき工 556-01 電気めっき工
  556-20  化学めっき工 556-99 他に分類されないめっき工
  556-30  溶融めっき工
  556-40  溶射工
556-50 真空・気相めっき工  556 50  真空 気相めっき工
  556-60  陽極処理工
  556-70  化成処理工
  556-99  他に分類されないめっき工
557 金属研磨工 557 金属研磨工
  557-10  金属材料・製品研磨工 557-01 金属材料・製品研磨工
  557-11  工具研磨工
  557-12  刃物とぎ工
  557-20  金属手仕上工 557-02 金属手仕上工
  557-21  のこ目立職
  557-22  金属やすり掛け工
  557-23  金属きさげ工
  557-24  金属はつり工
558 金属線製品・くぎ・ばね製造工 558 金属線製品・くぎ・ばね製造工
  558-10  金属線製品製造工 558-01 金属線製品製造工
  558-11  ワイヤーロープ製造工
  558-12  有刺鉄線製造工
  558-13  金網編工
  558-14  針製造工
  558-15  ピン製造工
  558-20  くぎ類製造工 558-02 くぎ類製造工
  558-30  ばね製造工 558-03 ばね製造工
559 その他の金属加工の職業 55C 金属製品家具・建具製造工
  559-10  金属製家具・建具製造工 55C-01 金属製家具・建具製造工
  559-11  金属製家具製造工
  559-12  金属製建具製造工
  559-20  金属製品製造工

（一貫作業によるもの） 55D 金属製品製造工（一貫作業によるもの）
  559-21  刃物製造工 55D-01 治工具製造工
  559-22  工具製造工（刃物を除く） 55D-02 金型製造工

55D 03 刃物製造工55D-03 刃物製造工
  559-23  金具製造工 55D-04 金具製造工
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55D-99 他に分類されない金属製品製造工
559 その他の金属加工の職業

  559-30  けがき工 559-01 けがき工
  559-40  ろう付工、はんだ付工 559-02 ろう付け工、はんだ付け工
  559-50  金属切断工（刃物によるもの） 559-03 金属切断工（刃物によるもの）
  559-60  金型取付工 559-04 金型取付工
  559-70  金属加工・金属製品検査工 559-05 金属彫刻工　（対応現行番号：555）

559-06 自動車解体工
559-07 ダイカスト工
559-08 金属加工・金属製品検査工

  559-99  他に分類されない金属加工の職業 559-99 他に分類されない金属加工の職業
56 金属溶接・溶断の職業
561 電気溶接工 561 電気溶接工
  561-10  アーク溶接工 561-01 アーク溶接工
  561-11  被膜アーク溶接工
  561-20  抵抗溶接工 561-02 抵抗溶接工
  561-21  スポット溶接工
  561-30  自動電気溶接機運転工 561-03 自動電気溶接機運転工
  561-40  溶接ロボット運転工 561-04 溶接ロボット運転工
  561-99  他に分類されない電気溶接工
562 ガス溶接工、ガス切断工 562 ガス溶接工、ガス切断工
  562-10  ガス溶接工 562-01 ガス溶接工
  562-11  酸素アセチレンガス溶接工
  562-20  ガス切断工 562-02 ガス切断工
  562-21  アセチレンガス切断工
562-22 大型バーナー工  562 22  大型バ ナ 工
  562-23  自動ガス切断機運転工

569 その他の金属溶接・溶断の職業
569-01 その他の金属溶接・溶断の職業

57 一般機械器具組立・修理の職業
571 一般機械器具組立工 57A 原動機組立工・修理工　
  571-10  原動機組立工
  571-11  エンジン組立・調整工 57A-01 エンジン組立・修理工
  571-12  タービン組立・調整工 57A-99 他に分類されない原動機組立工・修理工

57B 金属加工機械組立工・修理工　
  571-20  金属加工機械組立工 57B-01 金属工作機械組立工・修理工
  571-21  金属工作機械組立・調整工 57B-99 他に分類されない金属加工機械組立工

・修理工
（その他の対応現行番号：571-20）

  571-30  産業用機械組立工 57C 産業用機械組立工・修理工　
  571-31  農業用機械組立・調整工 57C-01 農業用機械組立・修理工

  571-32  建設機械組立・調整工 57C-02 建設機械組立・修理工　　　　　
  571-33  繊維機械組立・調整工
  571-34  印刷機械組立・調整工 57C-03 印刷機械組立・修理工　　　　　　

57C-04 半導体・液晶パネル製造装置組立・修理工
57C-99 他に分類されない産業用機械組立工・修理

  571-40  機械部品組立工 57D 機械部品組立工
  571-41  ベアリング組立工 57D-01 機械部品組立工
  571-42  変速機組立工
  571-43  軸継手組立工
571 44 バルブ組立工

（その他の対応現行番号：551-30～34の一部）

  571-44  バルブ組立工
  571-45  チェーン組立工
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  571-99  他に分類されない一般機械器具組立工
572 一般機械器具修理工 57E その他の一般機械器具組立・修理の職業
  572-10  機械修理工
  572-11  動力機械保全・修理工
  572-12  油圧機械保全・修理工
  572-20  機械検査工 57E-01 機械検査工
  572-21  動力機械検査工
  572-22  油圧機械検査工
  572-99  他に分類されない一般機械器具修理工 57E-99 他に分類されない一般機械器具組立・修理

の職業（その他の対応現行番号:571-99）
58 電気機械器具組立・修理の職業
581 電気機械組立工・修理工 581 電気機械組立工・修理工
  581-10  発電機組立・調整工 581-01 発電機・電動機組立工
  581-11  発電機巻線工
  581-12  産業用発電機組立工
  581-13  民生用発電機組立工
  581-20  電動機組立・調整工
  581-21  電動機巻線工
  581-22  産業用電動機組立工
  581-23  民生用電動機組立工
  581-24  マイクロモーター組立工
  581-30  変圧器・変流器・変成器組立・調整工
  581-31  トランス巻線工
  581-32  変圧器組立工
  581-33  変流器・変成器組立工
581-40 配電盤・制御板組立・調整工 581 02 配電盤・制御板・開閉制御機器組立工  581 40  配電盤 制御板組立 調整工 581-02 配電盤 制御板 開閉制御機器組立工
  581-41  配電盤組立工
  581-42  制御板組立工
  581-43  ディストリビュータ組立工
  581-50  開閉制御機器組立工
  581-51  ブレーカー組立工
  581-52  スイッチ組立工
  581-60  電気機械部品組立工 581-03 電気機械部品組立工
  581-61  整流子組立工
  581-62  整流器組立工
  581-63  コンデンサー組立工
  581-70  電気機械修理工 581-04 電気機械修理工
  581-71  発電機・電動機修理工
  581-72  配電・制御装置修理工

581-99 他に分類されない電気機械組立工・修理工
582 電気通信機械器具組立工・修理工 582 電気通信機械器具組立工・修理工
  582-10  電気通信機器組立工 582-01 電気通信機器組立工
  582-11  無線通信機器組立工
  582-12  有線通信機器組立工
  582-20  ビデオ・音響機器組立工 582-02 ビデオ・音響機器組立工
  582-21  ＶＴＲ・テープレコーダー組立工
  582-22  ラジオ・音響機器組立工
  582-23  テレビ・画像端末機組立工 582-03 テレビ・画像端末機組立工
  582-30  電気通信機器調整工
  582-40  ビデオ・音響機器調整工
  582-50  電気通信機械器具修理工 582-04 電気通信機械器具修理工
  582-99  他に分類されない電気通信機械器具組立 582-99 他に分類されない電気通信機械器具組立

工・修理工 工・修理工
583 電球・電子管組立工 583 電球・電子管組立工
  583-10  電球・電子管自動組立操作員 583-01 電球・電子管組立工
583 20 電球・電子管製造工  583-20  電球・電子管製造工
  583-21  電球・電子管組立工
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  583-22  電球・電子管排気・封止工
  583-23  電球・電子管仕上工
  583-30  電球・電子管部品組立工
584 被覆電線製造工 584 被覆電線製造工
  584-10  撚線工 584-01 被覆電線製造工
  584-20  被覆工
  584-21  ゴム線製造工
  584-22  ビニール・ポリエチレン線製造工
  584-23  紙巻線製造工
  584-30  撚合わせ工
  584-40  がい（鎧）装工
  584-41  鋼帯がい装工
  584-42  鉄線がい装工
  584-43  被鉛工
  584-44  編組工
585 半導体製品製造工 585 半導体製品製造工
  585-10  半導体チップ製造工 585-01 半導体チップ製造工
  585-20  半導体ダイシング工 585-02 半導体組立工
  585-30  半導体組立工
  585-31  半導体マウント工
  585-32  ワイヤーボンディング工
  585-33  エンキャプ工
  585-40  半導体封止工
  585-50  半導体外装処理工
  585-99  他に分類されない半導体製品製造工 585-99 他に分類されない半導体製品製造工
586 電子応用機械器具組立工 586 電子応用機械器具組立工586 電子応用機械器具組立工 586 電子応用機械器具組立工
  586-10  電子計算機組立・調整工 586-01 電子計算機組立・調整工
  586-20  Ｘ線応用装置組立・調整工
  586-30  医療用電子機器組立・調整工
  586-40  レーザー応用加工機器組立・調整工
  586-50  電子複写機組立・調整工 586-02 電子複写機組立・調整工
  586-60  ファクシミリ組立・調整工
  586-99  他に分類されない電子応用機械器具組立工 586-99 他に分類されない電子応用機械器具組立工
587 民生用電子・電気機械器具組立工・修理工 587 民生用電子・電気機械器具組立工・修理工
  587-10  電熱・照明器具組立工 587-01 民生用電子・電気機械器具組立工
  587-11  電熱機器組立工
  587-12  照明器具組立工
  587-20  電動機応用製品組立工
  587-21  電気冷蔵庫組立工
  587-22  電気洗濯機組立工
  587-23  電気掃除機組立工
  587-24  扇風機・換気扇組立工
  587-25  空調機組立工
  587-30  民生用電子・電気機械器具修理工 587-02 民生用電子・電気機械器具修理工　
  587-31  家庭用電気製品修理工（販売店、 587-03 家庭用電気製品修理工（販売店、

サービス店） サービス店）
  587-99  他に分類されない民生用電子・ 587-99 他に分類されない民生用電子・

電気機械器具組立工・修理工 電気機械器具組立工・修理工
588 束線工 588 束線工
  588-10  束線工（ワイヤー・ハーネス工） 588-01 束線工
  588-11  電気通信機束線工
  588-12  電子応用機器束線工
  588-13  輸送用機器束線工
589 その他の電気機械器具組立・修理の職業 58A 電子機器部品製造工
  589-10  乾電池・蓄電池製造工
589 11 乾電池製造工  589-11  乾電池製造工
  589-12  蓄電池製造工
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  589-20  記録媒体製造工
  589-21  磁気テープ製造工
  589-22  磁気ディスク製造工
  589-23  光ディスク製造工
  589-24  磁気・ＩＣカード製造工
  589-30  内燃機関電装品組立工
  589-31  イグニッション・コイル組立工
  589-32  点火プラグ組立工
  589-40  電子機器部品製造工
  589-41  電子機器用コイル・トランス製造工
  589-42  電子機器用抵抗器製造工
  589-43  電子機器用コンデンサー製造工 58A-01 電子機器用コンデンサー製造工
  589-44  振動子組立工
  589-45  プリント基盤組立工 58A-02 プリント基盤組立工
  589-46  電子機構部品組立工 58A-03 電子機構部品組立工
  589-47  音響部品組立工 58A-99 他に分類されない電子機器部品製造工
  589-50  特殊電子部品製造工 589 その他の電気機械器具組立・修理の職業
  589-51  液晶表示部品製造工 589-01 乾電池・蓄電池製造工
  589-52  圧電素子製造工 589-02 液晶表示部品製造工
  589-53  フェライト製品製造工
  589-60  電気機械器具保守員 589-03 電気機械器具保守員
  589-61  電子計算機保守員
  589-62  複写機保守員
  589-63  ファクシミリ保守員
  589-64  電子計算機周辺機器保守員
589-70 電気機械器具検査工 589 04 電気機械器具検査工  589 70  電気機械器具検査工 589-04 電気機械器具検査工
  589-71  発電機・電動機検査工
  589-72  配電・制御装置検査工
  589-73  電気通信機械器具検査工
  589-74  電子応用機器検査工
  589-75  民生用電子・電気機械器具検査工
  589-76  電子部品検査工 589-05 電子部品検査工
  589-99  他に分類されない電気機械器具組立・ 589-99 他に分類されない電気機械器具組立・

修理の職業 修理の職業
59 輸送用機械器具組立・修理の職業
591 自動車組立工 591 自動車組立工
  591-10  自動車部品組立工 591-01 自動車部品組立工
  591-20  自動車車体・車台組立工 591-02 自動車車体・車台組立工
  591-30  自動車ぎ装組立工 591-03 自動車ぎ装組立工
592 自動車整備工 592 自動車整備工
  592-10  自動車整備工 592-01 自動車整備工
  592-11  自動車エンジン整備工
  592-12  自動車電装品整備工
  592-13  自動車タイヤ整備工
593 航空機組立工・整備工 593 航空機組立工・整備工
  593-10  航空機部品組立工 593-01 航空機部品組立工
  593-20  航空機総組立工 593-02 航空機総組立工
  593-21  航空機エンジン取付工
  593-30  航空機ぎ装工
  593-40  航空機整備工 593-03 航空機整備工
  593-41  航空機工場整備工
594 鉄道車両組立工・修理工 594 鉄道車両組立工・修理工
  594-10  車両機械組立工 594-01 車両機械組立工
  594-20  車両組立工 594-02 車両組立工
  594-21  鉄道車両台車組立工
594 22 鉄道車両車体組立工  594-22  鉄道車両車体組立工
  594-30  車両ぎ装工 594-03 車両ぎ装工
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  594-31  鉄道車両機器取付工
  594-40  車両修理工 594-04 車両修理工
  594-41  鉄道車両台車・車体修理工
  594-42  鉄道車両機械修理工
595 自転車組立工・修理工 595 自転車組立工・修理工
  595-10  自転車組立工 595-01 自転車組立工・修理工
  595-20  自転車修理工
596 船舶ぎ装工 596 船舶ぎ装工
  596-10  船舶ぎ装工 596-01 船舶ぎ装工
  596-11  甲板部ぎ装工
  596-12  機関部ぎ装工
  596-13  電気部ぎ装工
  596-14  居住部ぎ装工
599 その他の輸送機械器具組立・修理の職業 599 その他の輸送機械器具組立・修理の職業
  599-10  船舶修理工 599-01 船舶修理工
  599-20  輸送用機械器具検査工 599-02 輸送用機械器具検査工（自動車を除く）
  599-21  自動車検査工 599-03 自動車検査工
  599-22  航空機検査工
  599-23  鉄道車両検査工
  599-24  自転車検査工
  599-25  船舶検査工
  599-99  他に分類されない輸送用機械器具組立・ 599-99 他に分類されない輸送用機械器具組立・

修理の職業 修理の職業
60 計量計測機器・光学機械器具

組立・修理の職業
601 計量計測機器組立工・修理工 601 計量計測機器組立工・修理工601 計量計測機器組立工 修理工 601 計量計測機器組立工 修理工
  601-10  電気計測器組立工 601-01 電気計測器組立・調整工
  601-11  電気メータ組立工
  601-20  計量器・測定器組立工 601-02 計量器・測定器組立・調整工
  601-21  度量衡器組立工
  601-22  温度計組立工
  601-23  圧力計組立工
  601-24  流量計組立工
  601-30  計量計測機器調整・修理工 601-03 計量計測機器修理工
  601-99  他に分類されない計量計測機器組立工・ 601-99 他に分類されない計量計測機器組立工・

修理工 修理工
602 時計組立工・修理工 602 時計類組立工・修理工
  602-10  時計組立・調整工 602-01 時計類組立工・修理工
  602-11  ムーブメント組立工
  602-12  外装組立工
  602-20  時計類似機器組立・調整工
  602-30  時計・時計類似機器修理工
603 光学機械器具組立工・修理工 603 光学機械器具組立工・修理工
  603-10  眼鏡組立工
  603-11  双眼鏡組立工
  603-12  望遠鏡組立工
  603-13  顕微鏡組立工
  603-20  光学計測機器組立工
  603-30  光学機械組立工
  603-31  カメラ組立工 603-01 カメラ組立工・修理工
  603-32  映写機組立工
  603-40  光学機械器具調整工
  603-41  焦点調整工
  603-50  光学機械器具修理工 603-99 他に分類されない光学機械器具組立工・
  603-51  カメラ修理工 修理工
604 レンズ研磨工・調整工 604 レンズ研磨工・加工工604 レンズ研磨工・調整工 604 レンズ研磨工・加工工
  604-10  光学レンズ工 604-01 レンズ研磨工・加工工
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  604-11  レンズ荒ずり工
  604-12  レンズ研磨工
  604-13  レンズ心取工
  604-20  レンズ表面処理加工工
  604-30  レンズ接合工
609 その他の計量計測機器・ 609 その他の計量計測機器・

光学機械器具組立・修理の職業 光学機械器具組立・修理の職業
  609-10  メガネ調整・加工工
  609-20  計量計測機器・光学機械器具検査工 609-01 計量計測機器・光学機械器具検査工
  609-21  計量計測機器検査工
  609-22  時計検査工
  609-23  光学機械器具検査工
  609-24  レンズ検査工
  609-99  他に分類されない計量計測機器・ 609-99 他に分類されない計量計測機器・

光学機械器具組立・修理の職業 光学機械器具組立・修理の職業
61 精穀・製粉・調味食品製造の職業
611 精穀工 611 精穀工
  611-10  精穀工 611-01 精穀工
  611-11  精米工
  611-12  精麦工
612 製粉工 612 製粉工
  612-10  製粉工 612-01 製粉工
  612-11  小麦粉製造工
  612-12  でん粉製造工
  612-13  コーンスターチ製造工
613 製糖工613 製糖工
  613-10  粗糖製造工 619-03 製糖工
  613-20  精糖工
  613-30  角砂糖製造工
  613-40  氷砂糖・液糖製造工
  613-50  てん菜糖製造工
  613-99  他に分類されない製糖工
614 味そ・しょう油製造工 614 味そ・しょう油製造工
  614-10  味そ製造工 614-01 味そ製造工
  614-11  味そ原料工
  614-12  味そこうじ工
  614-13  味そ仕込工
  614-20  しょう油製造工 614-02 しょう油製造工
  614-21  しょう油原料工
  614-22  しょう油こうじ工
  614-23  しょう油仕込工
  614-24  しょう油圧搾工
  614-25  しょう油精製工
615 動植物油脂製造工 615 動植物油脂製造工
  615-10  油脂前処理工 615-01 動植物性油脂製造工
  615-20  採油工
  615-21  搾油工
  615-22  抽油工
  615-23  蒸油工
  615-30  食用油脂精製工
  615-40  食用油脂製品製造工
  615-41  マーガリン製造工
  615-99  他に分類されない動植物油脂製造工
619 その他の精穀・製粉・ 619 その他の精穀・製粉・

調味食品製造の職業 調味食品製造の職業
619 10 調味料製造工（他に分類されないもの） 619 01 調味料製造工(他に分類されないもの)  619-10  調味料製造工（他に分類されないもの） 619-01 調味料製造工(他に分類されないもの)
  619-11  酢製造工
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  619-12  ソース製造工
  619-13  マヨネーズ製造工
  619-14  香辛料製造工
  619-15  ジャム製造工
  619-20  酵母・こうじ製造工

（他に分類されないもの）
  619-21  イースト製造工
  619-30  配合飼料製造工 619-02 配合飼料製造工

619-03 製糖工（対応現行番号：613）
  619-99  他に分類されない精穀・製粉・ 619-99 他に分類されない精穀・製粉・

調味食品製造の職業 調味食品製造の職業
62 食料品製造の職業（精穀・製粉

・調味食品製造の職業を除く）
621 めん類製造工 621 めん類製造工
  621-10  製めん工 621-01 製めん工
  621-11  製めん機械工
  621-20  即席めん類製造工 621-02 即席めん類製造工
  621-30  はるさめ製造工 621-99 他に分類されないめん類製造工
  621-40  ワンタン・シューマイ皮製造工
  621-99  他に分類されないめん類製造工
622 パン・菓子製造工 622 パン・菓子製造工
  622-10  パン・焼菓子製造工 622-01 パン・焼菓子製造工
  622-11  パン生地仕込工
  622-12  パン・焼菓子成形工
  622-13  パン・焼菓子焼成工
622-20 洋生菓子製造工 622 02 洋生菓子製造工  622 20  洋生菓子製造工 622-02 洋生菓子製造工
  622-21  洋生菓子仕込工
  622-22  洋生菓子仕上工
  622-30  和生菓子製造工 622-03 和生菓子製造工
  622-31  製あん工
  622-32  和生菓子仕上工
  622-40  和干菓子製造工 622-04 和干菓子製造工
  622-41  せんべい製造工
  622-42  おこし・あられ製造工
  622-43  らくがん製造工
  622-44  豆菓子製造工
  622-50  あめ・キャンデー製造工 622-05 あめ・キャンデー・チョコレート製造工
  622-60  チョコレート製造工
  622-70  チューインガム製造工 622-99 他に分類されないパン・菓子製造工
  622-99  他に分類されないパン・菓子製造工
623 豆腐・こんにゃく・ふ製造工 623 豆腐・こんにゃく・ふ製造工
  623-10  豆腐・同加工食品製造工 623-01 豆腐・同加工食品製造工
  623-11  豆腐製造工
  623-12  充てん（填）豆腐製造工
  623-13  油揚・生揚製造工
  623-14  がんもどき製造工
  623-15  凍豆腐製造工
  623-20  こんにゃく製造工 623-02 こんにゃく製造工
  623-30  ふ製造工 623-03 ふ製造工
  623-40  湯葉製造工 623-04 湯葉製造工
624 かん詰・びん詰・レトルト食品製造工 624 かん詰・びん詰・レトルト食品製造工
  624-10  かん詰・びん詰・レトルト食品調理工 624-01 かん詰食品製造工
  624-11  水産調理工 624-02 びん詰食品製造工
  624-12  果実調理工
  624-13  野菜調理工
624 14 食肉調理工  624-14  食肉調理工
  624-20  かん詰・びん詰工
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  624-21  食品充てん工
  624-22  密封工
  624-30  殺菌加熱工
  624-99  他に分類されないかん詰・

びん詰・レトルト食品製造工 624-03 レトルト食品製造工
625 乳・乳製品製造工 625 乳・乳製品製造工
  625-10  飲用乳製造工 625-01 飲用乳製造工
  625-20  粉乳製造工
  625-30  練乳製造工
  625-40  バター製造工
  625-50  チーズ製造工
  625-60  乳酸発酵製品製造工 625-02 乳酸発酵製品製造工
  625-70  アイスクリーム製造工 625-03 アイスクリーム製造工
  625-99  他に分類されない乳・乳製品製造工 625-99 他に分類されない乳・乳製品製造工
626 食肉加工品製造工 626 食肉加工品製造工
  626-10  精肉工 626-01 精肉工
  626-20  ハム・ベーコン・ソーセージ製造工 626-02 ハム・ベーコン・ソーセージ製造工
  626-21  仕込工（鳥獣肉製品）
  626-22  カッター工（肉製品）
  626-23  肉詰工（ハム・ソーセージ製造）
  626-24  くん煙工（肉製品）
  626-25  ボイル工（ソーセージ・ハム・

ベーコン製造）
  626-99  他に分類されない食肉加工品製造工 626-99 他に分類されない食肉加工製造工
627 水産物加工工 627 水産物加工工
627-10 かつお節類製造工 627 01 かつお節類製造工  627 10  かつお節類製造工 627-01 かつお節類製造工
  627-20  魚介くん製製造工
  627-30  魚介干物製造工 627-02 魚介干物製造工
  627-40  水産ねり物製造工 627-03 水産ねり物製造工
  627-41  水産ねり物原料選別工
  627-42  水産ねり物原料調理工
  627-43  水産ねり物すりつぶし工
  627-44  水産ねり物成形工
  627-45  水産ねり物蒸上工
  627-46  水産ねり物焼上工
  627-50  こんぶ加工工
  627-60  寒天製造工
  627-61  天然寒天製造工
  627-62  工業寒天製造工
  627-70  つくだ煮製造工
  627-99  他に分類されない水産物加工工 627-99 他に分類されない水産物加工工
628 野菜つけ物工 628 野菜つけ物工
  628-10  野菜つけ物工 628-01 野菜つけ物工
629 その他の食料品製造の職業 629 その他の食料品製造の職業
  629-10  低温・保存食品製造工 629-01 低温・保存食品製造工
  629-11  冷凍加工食品製造工 629-02 冷凍加工食品製造工
  629-20  惣菜類調製工 629-03 惣菜類製造工、弁当調製工
  629-21  弁当調製工
  629-30  食料品検査工 629-04 食料品検査工
  629-99  他に分類されない食料品製造の職業 629-99 他に分類されない食料品製造の職業
63 飲料・たばこ製造の職業
631 製茶工 631 製茶工
  631-10  製茶工 631-01 製茶工
  631-11  荒茶製造工
  631-12  仕上茶製造工
632 清酒製造工 632 酒類製造工632 清酒製造工 632 酒類製造工
  632-10  清酒製造工 632-01 清酒製造工
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  632-11  杜氏
  632-12  清酒こうじ造り主任
  632-13  酒母造り主任
  632-14  清酒もろみ造り主任
  632-15  清酒製造作業員
633 酒類製造工（清酒を除く）
  633-10  ビール製造工 632-99 他に分類されない酒類製造工
  633-11  製麦工
  633-12  ビール醸造工
  633-20  果実酒製造工
  633-21  果実酒仕込工
  633-22  果実酒発酵工
  633-23  果実酒ろ過工
  633-30  ウイスキー製造工
  633-31  ブレンド工
  633-40  焼ちゅう製造工
  633-41  焼ちゅう蒸留工
  633-99  他に分類されない酒類製造工
634 清涼飲料製造工 634 清涼飲料製造工
  634-10  清涼飲料製造工 634-01 清涼飲料製造工
635 たばこ製造工 635 たばこ製造工
  635-10  たばこ原料処理工 635-01 たばこ製造工
  635-20  たばこ原料加工工
  635-30  製品たばこ製造工
  635-99  他に分類されないたばこ製造工
639 その他の飲料・たばこ製造の職業 639 その他の飲料・たばこ製造の職業639 その他の飲料 たばこ製造の職業 639 その他の飲料 たばこ製造の職業
  639-10  粉末飲料製造工 639-01 粉末飲料製造工
  639-11  インスタントコーヒー製造工
  639-12  粉末ジュース製造工
  639-20  飲料検査工 639-02 飲料検査工
  639-99  他に分類されない飲料・たばこ製造の職業 639-99 他に分類されない飲料・たばこ製造の職業
64 紡織の職業
641 粗紡工、精紡工 641 紡績工
  641-10  混打綿工 641-01 紡績工
  641-20  せつりゅう（櫛梳）工
  641-21  コーマー工
  641-30  練条工
  641-40  粗紡工
  641-50  精紡工
  641-60  ガラ紡工
642 合糸工、ねん糸工、加工糸工 642 ねん糸工、加工糸工
  642-10  合糸工 642-01 ねん糸工、加工糸工
  642-20  ねん糸工
  642-30  合ねん糸工
  642-40  加工糸工
643 織機準備工 64A 織布工
  643-10  整経工 64A-01 織機準備工
  643-20  管巻工
  643-30  へ（経）通工
  643-31  経継ぎ工
  643-32  タイイングマシン工
  643-40  はた（機）ごしらえ工
644 織布工
  644-10  織布工 64A-02 織機操作工
645 精練・漂白工 64B 染色・仕上工
645 10 精練・漂白工 64B 01 精練・漂白工  645-10  精練・漂白工 64B-01 精練 漂白工
  645-11  精練工
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  645-12  漂白工
  645-13  漂白仕上工
646 染色・仕上工
  646-10  染物職 64B-02 染物職
  646-11  友禅染工
  646-12  染替工
  646-13  ろう染工
  646-14  はく染工
  646-15  絞り染工
  646-20  浸染工 64B-03 浸染工
  646-21  わた染工
  646-22  糸染工
  646-23  織物染工
  646-24  ニット染工
  646-30  なっ染工 64B-04 なっ染工
  646-31  スクリーンなっ染工
  646-32  型置工
  646-40  調色工 64B-99 他に分類されない染色・仕上工
  646-50  蒸熱・水洗工
  646-99  他に分類されない染色・仕上工
647 編物工、編立工 647 編物工、編立工
  647-10  ニット生地編立工 647-01 編物工、編立工
  647-20  ニット製品編立工
  647-21  くつ下編工
  647-30  機械レース編工
647-31 レース刺しゅう工  647 31  レ ス刺しゅう工
  647-40  編機準備工
  647-50  手編工
648 つな・あみ製造工 648 つな・あみ製造工
  648-10  つな製造工 648-01 つな・あみ製造工
  648-20  あみ製造工
  648-30  なわ製造工
  648-40  ひも製造工
649 その他の紡織の職業 649 その他の紡織の職業
  649-10  製糸工 649-01 製糸工
  649-11  製糸前処理工
  649-12  紡績前処理工
  649-13  トップ・ケーク保全工
  649-14  糸巻工
  649-20  揚返工、かせ取工
  649-21  揚返工
  649-22  かせ取工
  649-30  織布後処理工
  649-31  脱水工
  649-32  起毛工
  649-33  せん毛工
  649-34  ガス焼工
  649-35  整反工
  649-40  製綿・綿打直工
  649-50  フェルト・不織布製造工 649-02 フェルト・不織布製造工
  649-51  フェルト製造工
  649-52  不織布製造工
  649-60  紡織検査仕上工 649-03 紡織検査工・仕上工
  649-61  糸検査仕上工
  649-62  織布検査仕上工
649 63 ニット生地検査仕上工  649-63  ニット生地検査仕上工
  649-64  レース検査仕上工
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  649-99  他に分類されない紡織の職業 649-99 他に分類されない紡織の職業
65 衣服・繊維製品製造の職業
651 婦人・子供服仕立職 651 紳士・婦人・子供服仕立職・修理工
  651-10  婦人・子供服注文仕立職 651-01 紳士服仕立職
  651-20  婦人・子供既製服仕立工 651-02 婦人・子供服仕立職
  651-30  婦人服修理工
  651-98  洋裁見習
652 紳士服仕立職
  652-10  紳士服注文仕立職
  652-20  紳士既製服仕立工
  652-30  紳士服修理工 651-03 紳士・婦人・子供服修理工
  652-98  紳士服仕立見習
653 和服仕立職 653 和服仕立職
  653-10  和服仕立職 653-01 和服仕立職
  653-11  長着・羽織仕立職
  653-12  はかま仕立職
  653-13  帯仕立職
  653-98  和裁見習
654 刺しゅう工
  654-10  機械刺しゅう工 659-03 刺しゅう工
  654-20  手刺しゅう工
  654-30  刺しゅう補修工
655 ミシン縫製工 655 ミシン縫製工
  655-10  衣服ミシン縫製工 655-01 衣服ミシン縫製工
  655-11  婦人・子供服縫製工
655-12 紳士服縫製工  655 12  紳士服縫製工
  655-13  シャツ・下着縫製工
  655-14  ニット縫製工
  655-20  衣服以外のミシン縫製工 655-02 身の回り品ミシン縫製工
  655-21  キルティング縫製工
  655-22  織布ミシン縫工
  655-30  特殊ミシン縫製工 655-03 特殊ミシン縫製工
656 裁断工 656 裁断工
  656-10  機械裁断工 656-01 裁断工
  656-11  生地引伸工
  656-12  型入れ工
  656-20  手裁断工
659 その他の衣服・繊維製品製造の職業 65A パタンナー
  659-10  パタンナー 65A-01 パタンナー
  659-20  帽子製造工
  659-21  製帽工
  659-22  帽子飾付工
  659-30  皮革製衣服仕立工 659 その他の衣服・繊維製品製造の職業
  659-40  カンバス製品製造工 659-01 カンバス製品製造工
  659-50  寝具仕立工 659-02 寝具仕立工

659-03 刺しゅう工（対応現行番号：654）
  659-60  繊維製品仕上工 659-04 繊維製品仕上工
  659-61  繊維製品プレス工
  659-62  繊維製品手仕上工
  659-70  繊維製品検査工 659-05 繊維製品検査工　
  659-99  他に分類されない衣服・ 659-99 他に分類されない衣服・

繊維製品製造の職業 繊維製品製造の職業
66 木・竹・草・つる製品製造の職業
661 製材工、チップ製造工 661 製材工、チップ製造工
  661-10  原木切断工 661-01 製材工
661 20 鋸機械工  661-20  鋸機械工
  661-30  チップ製造工 661-02 チップ製造工
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  661-31  チッパー工
  661-32  チップ選別工
  661-99  他に分類されない製材工、チップ製造工
662 合板工 662 合板工
  662-10  合板製作工 662-01 合板製作工
  662-11  単板製作工
  662-12  調板工
  662-13  合板プレス工
  662-20  木質ボード製造工 662-02 木質ボード製造工
  662-21  蒸煮解繊工
  662-22  削片工
  662-23  プレス工
  662-99  他に分類されない合板工 662-99 他に分類されない合板工
663 木工、木彫工 663 木工、木彫工
  663-10  機械木工 663-01 機械木工
  663-11  木工旋盤工
  663-12  木工フライス盤工
  663-13  穴あけ木工
  663-14  木工研磨工
  663-20  木型木工 663-02 木型木工
  663-30  木彫工 663-03 木彫工
  663-31  人形彫職
  663-32  木版製作工
  663-33  将棋彫駒製作工
  663-99  他に分類されない木工、木彫工 663-99 他に分類されない木工、木彫工
664 木製家具・建具製造工 664 木製家具・建具製造工664 木製家具 建具製造工 664 木製家具 建具製造工
  664-10  指物職 664-01 指物職
  664-11  神仏具指物職
  664-20  木製家具製造工 664-02 木製家具製造工
  664-21  家具組立工
  664-22  家具金具取付工
  664-30  木製建具製造工 664-03 木製建具製造工
  664-98  木製家具・建具製造工見習 664-98 木製家具・建具製造工見習
  664-99  他に分類されない木製家具・建具製造工 664-99 他に分類されない木製家具・建具製造工
665 船大工
  665-10  船大工 669-01 船大工
  665-11  ボート製造工
  665-12  ヨット製造工
  665-13  船修理工
666 竹細工工
  666-10  竹骨製造工 669-02 竹細工工
  666-11  せんす骨製造工
  666-12  うちわ骨製造工
  666-13  ちょうちん骨製造工
  666-14  和がさ骨製造工
  666-20  竹かご・ざる製造工
  666-30  竹すだれ製造工
  666-99  他に分類されない竹細工工
667 とう・き柳・草・つる製品製造工
  667-10  とう製品製造工 669-03 とう・き柳・草・つる製品製造工
  667-11  とう製家具製造工
  667-20  き柳製品製造工
  667-21  き柳行李製造工
  667-30  稲わら製品製造工
  667-31  畳床製造工
667 40 麦わら製品製造工  667-40  麦わら製品製造工
  667-41  麦わら帽体工
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  667-50  い草製品製造工
  667-51  畳表製造工
  667-52  花むしろ製造工
  667-99  他に分類されないとう・き柳・草・

つる製品製造工
669 その他の木・竹・草・ 669 その他の木・竹・草・つる製品製造

つる製品製造の職業 の職業
  669-10  木製おけ・たる・曲物製造工 669-01 船大工（対応現行番号：665）
  669-11  おけ・たる製造工 669-02 竹細工工　（対応現行番号：666）
  669-12  曲物製造工 669-03 とう・き柳・草・つる製品製造工

（対応現行番号：667）
  669-20  げた製造工 669-04 木製おけ・たる・曲物・げた製造工
  669-30  木材製品処理工 669-05 木材製品処理工
  669-31  木材防腐処理工
  669-32  木材防虫処理工
  669-40  木製運動用品製造工
  669-50  木・竹・草・つる製品検査工 669-06 木・竹・草・つる製品検査工
  669-51  木材検査工
  669-52  合板検査工
  669-99  他に分類されない木・竹・草・ 669-09 他に分類されない木・竹・草・

つる製品製造の職業 つる製品製造の職業
67 パルプ・紙・紙製品製造の職業
671 パルプ工、紙料工 671 パルプ工、紙料工
  671-10  パルプ工 671-01 パルプ工、紙料工
  671-11  蒸解工
671-12 パルプ磨砕工  671 12  パルプ磨砕工
  671-13  パルプ漂白工
  671-14  パルプ精選工
  671-15  パルプすき取工
  671-20  紙料工
  671-21  紙料溶解工
  671-22  紙料調整工
  671-23  紙料調薬工
  671-24  紙料漂白工
672 紙すき工 672 紙すき工
  672-10  抄紙工 672-01 抄紙工
  672-20  抄紙仕上工
  672-30  紙手すき工 672-02 紙手すき工
  672-98  紙手すき工見習
673 加工紙製造工 673 加工紙製造工
  673-10  段ボール製造工 673-01 段ボール製造工
  673-20  塗工紙製造工 673-99 他に分類されない加工紙製造工
  673-21  アート紙製造工
  673-22  コート紙製造工
  673-30  防水紙製造工
  673-31  建築用防水紙製造工
  673-32  パラフィン紙製造工
  673-40  変性加工紙製造工
  673-41  バルカナイズドファイバー製造工
  673-42  硫酸紙製造工
  673-99  他に分類されない加工紙製造工
674 紙器製造工 674 紙器製造工
  674-10  紙箱製造工 674-01 紙箱製造工
  674-11  機械製箱工
  674-12  紙箱手造り工
674 20 大型紙袋製造工 674 99 他に分類されない紙器製造工  674-20  大型紙袋製造工 674-99 他に分類されない紙器製造工
  674-30  紙管筒製造工
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  674-40  紙製食器製造工
  674-50  ファイバーチューブ・コーン製造工
  674-99  他に分類されない紙器製造工
675 紙製品製造工 675 紙製品製造工
  675-10  小型紙袋製造工 675-01 紙製品製造工
  675-11  封筒製造工
  675-12  角底紙袋製造工
  675-13  紙袋手ばり工
  675-20  紙ひも製造工
  675-30  水引製品製造工
  675-31  金封製造工
  675-99  他に分類されない紙製品製造工
679 その他のパルプ・紙・紙製品製造の職業 679 その他のパルプ・紙・紙製品製造の職業
  679-10  紙裁断工 679-01 紙裁断工
  679-11  紙機械だち工
  679-12  紙手だち工
  679-13  紙型抜き工
  679-14  製本裁断工
  679-20  紙加工工
  679-21  紙染工
  679-22  型紙彫刻工
  679-30  紙仕上工・検査工 679-02 紙仕上工・検査工
  679-31  紙巻取工
  679-32  紙ミシン工
  679-33  紙検査工
679-34 紙器検査工  679 34  紙器検査工
  679-35  紙製品検査工
  679-99  他に分類されないパルプ・紙・ 679-99 他に分類されないパルプ・紙・

紙製品製造の職業 紙製品製造の職業
68 印刷・製本の職業
681 文字組版作業員 681 文字組版・製版作業員

681-01 ＤＴＰオペレーター
  681-10  写真植字機オペレーター 681-02 写植機オペレーター
  681-20  電算写植機オペレーター

681-03 製版作業員
  681-30  電子組版機オペレーター
  681-99  他に分類されない文字組版作業員 681-99 他に分類されない文字組版・製版作業員
682 製版作業員
  682-10  製版作業員（電子製版を除く）
  682-11  とっ（凸）版製版作業員
  682-12  オフセット製版作業員
  682-13  グラビア製版作業員
  682-14  スクリーン製版作業員
  682-20  製版カメラ作業員
  682-21  製版写真修正員
  682-30  版下製作作業員
  682-31  貼込作業員
  682-40  電子製版作業員
  682-41  カラースキャナーオペレーター
  682-99  他に分類されない製版作業員
683 印刷作業員 683 印刷作業員
  683-10  とっ（凸）版印刷作業員 683-01 とっ（凸）版印刷作業員
  683-20  オフセット印刷作業員 683-02 オフセット印刷作業員
  683-30  グラビア印刷作業員 683-03 グラビア印刷作業員
  683-40  スクリーン印刷作業員 683-04 スクリーン印刷作業員
683 50 フォーム印刷作業員  683-50  フォーム印刷作業員
  683-60  シール印刷作業員 683-05 シール印刷作業員
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  683-99  他に分類されない印刷作業員 683-99 他に分類されない印刷作業員
684 製本作業員 684 製本作業員
  684-10  製本作業員 684-01 製本作業員
  684-11  折り作業員
  684-12  丁合作業員
  684-13  製本とじ作業員
  684-14  表紙製造作業員
  684-15  製本仕上作業員
689 その他の印刷・製本の職業 689 その他の印刷・製本の職業
  689-10  印刷物光沢加工作業員 689-01 印刷物光沢加工作業員
  689-11  印刷物コーティング加工作業員
  689-12  印刷物樹脂プレス加工作業員
  689-13  印刷物ラミネート加工作業員
  689-20  校正作業員 689-02 校正作業員
  689-30  はく（箔）押し作業員
  689-40  印刷・製本検査作業員 689-03 印刷・製本検査作業員
  689-99  他に分類されない印刷・製本の職業 689-99 他に分類されない印刷・製本の職業
69 ゴム・プラスチック製品製造の職業
691 原料ゴム加工工 691 原料ゴム加工工
  691-10  原料ゴム加工工 691-01 原料ゴム加工工
  691-11  原料ゴム前処理工
  691-12  原料ゴム薬品配合工
  691-13  原料ゴム練工
  691-14  原料ゴム混合工
  691-15  原料ゴム圧延工
692 ゴム製品製造工 692 ゴム製品製造工692 ゴム製品製造工 692 ゴム製品製造工
  692-10  ゴム製品成形工（タイヤ成形を除く） 692-01 ゴム製品成形工（タイヤ成形を除く）
  692-11  ゴム押出成形工
  692-12  ゴム浸せき（漬）成形工
  692-13  ライニング成形工
  692-14  アセンブル成形工
  692-15  ゴム形付工
  692-20  タイヤ成形工 692-02 タイヤ成形工
  692-30  加硫工 692-09 他に分類されないゴム製品製造工
  692-99  他に分類されないゴム製品製造工
693 プラスチック製品成形・加工工 693 プラスチック製品成形・加工工
  693-10  プラスチック成形工 693-01 プラスチック成形工
  693-11  プラスチック手造り成形工
  693-12  プラスチック射出成形工
  693-13  プラスチック圧縮成形工
  693-14  プラスチック押出成形工
  693-15  プラスチック冷間成形工
  693-16  プラスチック熱成形工
  693-17  プラスチック発泡成形工
  693-18  プラスチックロール圧延工
  693-20  積層成形工
  693-21  プラスチックライニング工
  693-30  プラスチック切削機械工 693-02 プラスチック切削・研磨工
  693-31  プラスチック旋盤工
  693-32  プラスチックボール盤工
  693-40  プラスチック研磨工
  693-41  プラスチックバフみがき工
  693-50  プラスチック接合工 693-03 プラスチック接合・裁断工
  693-51  高周波ウェルダー工
  693-52  高周波ミシン工
693 60 プラスチック裁断工  693-60  プラスチック裁断工

693-99 他に分類されないプラスチック製品成形
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・加工工
699 その他のゴム・プラスチック 699 その他のゴム・プラスチック製品製造

製品製造の職業 の職業
  699-10  ゴム・プラスチック塗布工
  699-11  ゴム・プラスチック防水加工工 699-01 原料プラスチック処理工
  699-20  ゴム裁断工 699-02 ゴム裁断工
  699-21  ゴム切断工
  699-22  ゴム型抜工

699-03 ゴム・プラスチック塗布工
  699-30  ゴム接合工
  699-31  ゴム焼付工
  699-32  ゴムはり工
  699-40  原料プラスチック処理工
  699-50  ゴム・プラスチック製品仕上検査工 699-04 ゴム・プラスチック製品仕上工・検査工
  699-51  ゴム製品検査工
  699-52  プラスチック製品検査工
  699-99  他に分類されないゴム・ 699-99 他に分類されないゴム・プラスチック

プラスチック製品製造の職業 製品製造の職業
70 革・革製品製造の職業
701 製革工 701 製革工
  701-10  製革準備工 701-01 製革工
  701-11  原皮水戻し工
  701-12  製革脱毛工
  701-13  製革裏ごし工
  701-20  なめし工
701-21 皮なめし工  701 21  皮なめし工
  701-22  毛皮なめし工
  701-30  製革仕上工
  701-31  製革裏削工
  701-32  製革染色工
  701-33  製革つや出し工
702 靴製造工・修理工 702 靴製造工・修理工
  702-10  革靴製造工 702-01 靴製造工
  702-11  革靴採寸・裁断工
  702-12  革靴製甲工
  702-13  革靴底付工
  702-14  革靴仕上工
  702-20  革靴修理工 702-02 靴修理工
  702-30  革スリッパ製造工 702-99 他に分類されない靴製造工・修理工
  702-40  革サンダル製造工
709 その他の革・革製品製造の職業 709 その他の革・革製品製造の職業
  709-10  革裁断工 709-01 革裁断・打抜き・縫製工
  709-20  革打抜き工
  709-30  革縫製工
  709-40  革具加工工 709-02 革具加工工
  709-41  革ベルト製造工
  709-50  革・革製品検査工 709-03 革・革製品検査工
  709-51  毛皮選別工
  709-52  靴検査工
  709-99  他に分類されない革・ 709-99 他に分類されない革・革製品製造の職業

革製品製造の職業
71 装身具等身の回り品製造の職業
711 かばん・袋物製造工 711 かばん・袋物製造工
  711-10  かばん・袋物製造工 711-01 かばん・袋物製造工
  711-11  かばん・袋物裁断工
711 12 かばん・袋物縫製工  711-12  かばん・袋物縫製工
  711-13  かばん・袋物組付・仕上工
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712 がん具製造工 712 がん具・運動具製造工
  712-10  がん具組立工 712-01 がん具製造工
  712-11  プラスチックがん具組立工 712-02 運動具製造工
  712-20  人形製造工 （対応現行番号：719-40～45）
  712-21  人形頭師
  712-22  人形胴付師
  712-30  がん具際物製造工
  712-40  児童用乗物製造工
  712-41  三輪車製造工
  712-42  乳母車製造工
713 ちょうちん・うちわ製造工
  713-10  ちょうちん製作工 719-01 ちょうちん・うちわ製造工
  713-20  うちわ製作工
  713-30  せんす製作工
  713-40  和傘製造工
  713-50  ぼんぼり製作工
714 ほうき・ブラシ製造工 714 ほうき・ブラシ製造工
  714-10  ほうき製作工 714-01 ほうき・ブラシ製造工
  714-20  ブラシ製造工
  714-21  歯ブラシ製造工
  714-22  針金ブラシ製造工
  714-23  はけ製造工
  714-30  たわし製造工
715 漆器工
  715-10  漆工 719-02 漆器工
715-11 漆器下地塗工  715 11  漆器下地塗工
  715-12  すり漆工
  715-13  漆器つや上工
  715-20  漆器加飾工
  715-21  沈金師
  715-22  まき絵師
  715-98  漆器工見習
716 貴金属・宝石・甲・角細工工 716 貴金属・宝石・甲・角細工工
  716-10  貴金属細工加工工 716-01 貴金属細工加工工
  716-11  貴金属細工師
  716-20  宝石細工加工工 716-02 宝石細工加工工
  716-21  ダイヤモンド細工工
  716-22  真珠加工工
  716-23  さんご加工工
  716-24  水晶研磨工
  716-30  甲・角・貝・きば細工工 716-03 甲・角・貝・きば細工工
717 印判師
  717-10  印判工 719-03 印判師
  717-11  印判彫刻師
  717-20  スタンプ製造工
  717-21  ゴム印彫刻工
  717-98  印判工見習
718 模型・模造品製作工 718 模型・模造品製作工
  718-10  模型製作工 718-01 模型・模造品製作工
  718-11  標本模型製作工
  718-12  食品模型製作工
  718-13  乗物模型製作工
  718-14  地理模型製作工
  718-20  小道具製作工
  718-30  マネキン人形製作工
718 40 かつら・ヘアピース製作工  718-40  かつら・ヘアピース製作工
  718-99  他に分類されない模型・模造品製作工

217



719 その他の装身具等身の回り品
製造の職業 71A 楽器製造工

  719-10  楽器製造工 71A-01 楽器製造工
  719-20  洋がさ製造工

71B 筆記用具製造工
  719-30  筆記用具製造工 71B-01 筆記用具製造工
  719-31  万年筆組立工
  719-32  鉛筆製造工
  719-33  毛筆製造工
  719-40  運動具製造工
  719-41  グローブ製造工
  719-42  ゴルフクラブ製造工 719 その他の装身具等身の回り品製造の職業
  719-43  スキー板製造工 719-01 ちょうちん・うちわ製造工
  719-44  トレーニング器具製造工 （対応現行番号：713）
  719-45  武道具製造工 719-02 漆器工
  719-50  喫煙具製造工 （対応現行番号：715）
  719-51  パイプ・きせる製造工 719-03 印判師
  719-52  ライター組立工 （対応現行番号：717）
  719-60  マッチ製造工
  719-70  装身具等身の回り品検査工 719-04 装身具等身の回り品検査工
  719-99  他に分類されない装身具等身の回り品 719-99 他に分類されない装身具等身の回り品

製造の職業 製造の職業
72 その他の製造・制作の職業
721 内張工 721 内張工
  721-10  家具類内張工 721-01 家具内張工
721-11 いす張工  721 11  いす張工
  721-12  内張詰物工
  721-20  乗物内張工 721-02 乗物内張工
  721-21  船舶内張工
  721-22  航空機内張工
  721-23  自動車内張工 721-03 自動車内張工
  721-24  旅客車内張工
  721-30  小箱おおい（被）工 721-99 他に分類されない内張工
722 表具師
  722-10  表具師 729-01 表具師
  722-98  表具師見習
723 塗装工 723 塗装工
  723-10  塗装前処理工
  723-11  塗料調合工
  723-12  下地塗工
  723-20  木工塗装工 723-01 木工塗装工
  723-30  金属塗装工 723-02 金属塗装工
  723-40  建築塗装工 723-03 建築塗装工
  723-50  塗装仕上工
  723-51  塗装着色工
  723-98  塗装工見習 723-98 塗装工見習
  723-99  他に分類されない塗装工 723-99 他に分類されない塗装工
724 画工、看板制作工 724 画工、看板制作工
  724-10  画工 724-01 画工
  724-11  印刷画工
  724-12  ポスター画工
  724-13  アニメーター
  724-20  看板制作工 724-02 看板制作工
  724-98  画工・看板制作工見習
  724-99  他に分類されない画工、看板制作工

725 写真工
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  725-10  写真工 729-02 写真工
726 製図工、写図工 726 製図工
  726-10  製図工 726-01 建築製図工
  726-11  ＣＡＤオペレーター 726-02 機械製図工
  726-20  写図工 726-03 電気・電子製図工

726-99 他に分類されない製図工
727 現図工
  727-10  構造物現図工 729-04 現図工
  727-20  乗物現図工
  727-21  車両現図工
  727-22  造船現図工
  727-23  航空機現図工
  727-30  現図型取工
  727-31  鉄鋼現図型取工
  727-99  他に分類されない現図工
728 包装工 728 包装工
  728-10  機械包装工 728-01 製品包装工
  728-20  箱詰・袋詰工 728-02 箱詰・袋詰工

728-03 ラベル・シール貼工
  728-99  他に分類されない包装工 728-99 他に分類されない包装工
729 他に分類されない製造・制作の職業 729 他に分類されない製造・制作の職業

729-01 表具工　（対応現行番号：722）
729-02 写真工　（対応現行番号：725）
729-03 写図工
729-04 現図工　（対応現行番号：727）

729-10 映写技士 729 05 映写技士  729 10  映写技士 729-05 映写技士
  729-20  製氷工 729-06 製氷工
  729-30  と（屠）畜作業員 729-07 と畜作業員
  729-99  他に分類されないその他の製造・制作の 729-99 他に分類されないその他の製造・制作の

職業 職業
73 定置機関・機械および建設

機械運転の職業
731 ボイラーオペレーター 731 ボイラーオペレーター
  731-10  ボイラーオペレーター 731-01 ボイラーオペレーター
  731-98  ボイラーオペレーター見習
732 クレーン・巻上機運転工 732 クレーン・巻上機運転工
  732-10  クレーン運転工 732-01 クレーン運転工
  732-20  巻上機運転工 732-02 巻上機運転工
  732-21  ホイスト運転工
  732-22  ウインチ運転工
  732-30  コンベア運転工 732-03 コンベア運転工
733 ポンプ・ブロワー・ 733 ポンプ・送風機・圧縮機運転工

コンプレッサー運転工
  733-10  ポンプ運転工 733-01 ポンプ・送風機・圧縮機運転工
  733-20  空気移送装置運転工
  733-30  送風機運転工
  733-31  換気装置運転工
  733-40  コンプレッサー運転工
734 建設用機械運転工 734 建設用機械運転工
  734-10  建設機械運転工 734-01 車両系建設機械運転工
  734-11  掘削機械運転工
  734-12  整地機運転工
  734-13  くい（杭）打機運転工
  734-20  舗装機械運転工 734-02 舗装機械運転工
  734-21  アスファルト舗装機械運転工
734 22 コンクリート舗装機械運転工  734-22  コンクリート舗装機械運転工
  734-30  しゅんせつ機械運転工 734-99 他に分類されない建設用機械運転工
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73A 玉掛工
73A-01 玉掛工

739 その他の定置機関・機械 739 その他の定置機関・機械および
および建設機械運転の職業 建設機械運転の職業

  739-10  内燃機関運転工 739-01 内燃機関運転工
  739-20  冷凍機運転工 739-02 冷凍機運転工
  739-30  ケーブル機関運転工 739-03 ケーブル・リフト機関運転工
  739-31  空中ケーブル機関運転工
  739-32  スキーリフト機関運転工
  739-40  玉掛工
  739-99  他に分類されない定置機関・ 739-99 他に分類されない定置機関・

機械および建設機械運転の職業 機械および建設機械運転の職業
74 電気作業者
741 発電員、変電員 741 発電員、変電員
  741-10  発電員 741-01 発電・送電員
  741-11  水力発電員
  741-12  火力発電員
  741-13  原子力発電員
  741-20  送電員
  741-30  変電員 741-02 変電・配電員
  741-40  配電員
  741-50  自家用電気係員 741-03 自家用電気係員
742 送電線架線工・敷設工 742 送電線架線工・敷設工
  742-10  送電線架線工・敷設工 742-01 送電線架線工・敷設工
  742-11  送電線架線工
742-12 地中送電線工  742 12  地中送電線工
743 配電線架線工・敷設工 743 配電線架線工・敷設工
  743-10  配電線架線工・敷設工 743-01 配電線架線工・敷設工
  743-11  配電線架線工
  743-12  地中配電線工
744 通信線架線工・敷設工 744 通信線架線工・敷設工
  744-10  通信線架線工・敷設工 744-01 通信線架設工・敷設工
  744-11  屋外通信線架線工
  744-12  地下ケーブル配線工
  744-13  海底ケーブル敷設工
745 電気通信設備工 745 電気通信設備工
  745-10  放送装置据付・保守工 745-01 放送装置据付・保守工
  745-20  通信装置据付・保守工 745-02 通信装置据付・保守工　
  745-30  電話装置据付・保守工 745-03 電話装置据付・保守工
  745-31  交換機据付・保守工
  745-32  電話機据付・保守工
  745-33  ファクシミリ据付・保守工
746 電気工事作業者 746 電気工事作業者
  746-10  電気配線工事作業者 746-01 電気配線工事作業者
  746-11  船舶配線工
  746-12  鉄道車両配線工
  746-13  航空機配線工
  746-20  電気工事検査員 746-02 電気工事検査員　
  746-30  産業用電気機械・装置据付工 746-03 産業用電気機械・装置据付工
  746-31  鉄道用電気装置据付保守員
  746-99  他に分類されない電気工事作業者 746-99 他に分類されない電気工事作業者
75 採掘の職業
751 採鉱員 751 採鉱員
  751-10  採鉱員 751-01 採鉱員
  751-11  採炭員
752 石切出作業者 752 石切出作業者752 石切出作業者 752 石切出作業者
  752-10  石切出作業者 752-01 石切出作業者
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  752-11  採石大割作業者
  752-12  切出石工
753 じゃり・砂・粘土採取作業者 753 じゃり・砂・粘土採取作業者
  753-10  じゃり・砂採取作業者 753-01 じゃり・砂・粘土採取作業者
  753-20  粘土採取作業者
  753-30  庭石採取作業者
754 ダム・トンネル掘削作業者 754 ダム・トンネル掘削作業者
  754-10  ダム・トンネル掘削作業者 754-01 ダム・トンネル掘削作業者
  754-11  大型掘進機操作員
755 さく井工、石油・天然ガス採取工 755 さく井工、ボーリング工
  755-10  さく井工 755-01 さく井工
  755-11  油井ドリラー工
  755-12  井戸さく井工
  755-20  試すい（錐）工 755-02 ボーリング工
  755-30  石油・天然ガス採取工
  755-31  石油採取工
  755-32  天然ガス採取工
  755-99  他に分類されないさく井工、

石油・天然ガス採取工
759 その他の採掘の職業 759 その他の採掘の職業
  759-10  支柱員 759-01 支柱員
  759-20  坑内運搬員 759-02 坑内運搬員
  759-30  選鉱員、選炭員 759-03 選鉱員
  759-31  選鉱員
  759-32  選炭員
759-40 発破員 759 04 発破員  759 40  発破員 759-04 発破員

759-05 石油・天然ガス採取工
  759-50  坑内保守員 759-99 他に分類されない採掘の職業
  759-60  鉱石検定員
  759-99  他に分類されない採掘の職業
76 建設躯体工事の職業
761 型枠大工 761 型枠大工
  761-10  型枠大工 761-01 型枠大工
  761-11  型枠解体工
762 とび工 762 とび工
  762-10  建築とび工 762-01 建築とび工
  762-11  鉄骨とび工
  762-20  取りこわし作業員 762-02 取りこわし作業員
  762-98  とび工見習 762-98 とび工見習
763 鉄筋工 763 鉄筋工
  763-10  土木鉄筋工 763-01 土木鉄筋工
  763-20  建築鉄筋工 763-02 建築鉄筋工
77 建設の職業

（建設躯体工事の職業を除く）
771 大工 771 大工
  771-10  建築大工 771-01 建築大工
  771-11  宮大工
  771-98  大工見習 771-98 大工見習
  771-99  他に分類されない大工 771-99 他に分類されない大工
772 ブロック積工、タイル張工 772 ブロック積工、タイル張工
  772-10  ブロック積工 772-01 ブロック積工
  772-20  タイル張工 772-02 タイル張工
  772-21  タイル床・壁張工
  772-22  モザイクタイル張工
  772-30  石張工 772-03 石張工
772 40 れんが積工 772 04 れんが積工  772-40  れんが積工 772-04 れんが積工
  772-41  建築れんが積工
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  772-42  築炉工
  772-43  炉修工
  772-98  ブロック積工・タイル張工見習 772-98 ブロック積工・タイル張工見習
773 屋根ふき工 773 屋根ふき工
  773-10  かわらふき工 773-01 かわらふき工
  773-20  スレートふき工
  773-98  屋根ふき工見習 773-98 屋根ふき工見習
  773-99  他に分類されない屋根ふき工 773-99 他に分類されない屋根ふき工
774 左官 774 左官
  774-10  左官職 774-01 左官
  774-11  左官手元
  774-12  左官吹付工
  774-20  木舞工
  774-21  ラス張工
  774-30  屋根左官
  774-98  左官見習 774-98 左官見習
775 畳工 775 畳工
  775-10  畳仕立工 775-01 畳工
  775-11  畳表替工
  775-98  畳工見習 775-98 畳工見習
776 配管工 776 配管工
  776-10  配管工 776-01 配管工
  776-11  ガス配管工
  776-12  スチーム配管工
  776-13  水道配管工
776-14 配管修理工  776 14  配管修理工
  776-98  配管工見習 776-98 配管工見習
777 内装仕上工 777 内装仕上工
  777-10  金属建具取付工 777-01 金属建具取付工
  777-11  金属サッシ取付工
  777-12  シャッター取付工
  777-13  看板取付工
  777-20  建具ガラスはめ込工 777-02 建具ガラス取付工
  777-21  板ガラスはめ込工
  777-22  ステンドグラスはめ込工
  777-30  室内装飾工 777-03 内装工
  777-31  じゅうたん張工
  777-32  リノリウム床張工
  777-33  ゴム・プラスチック床張工
  777-34  壁装工
778 防水工 778 防水工
  778-10  防水工 778-01 防水工
  778-11  建築工事防水工
  778-12  土木工事防水工
779 その他の建設の職業 779 その他の建設の職業
  779-10  潜水作業者 779-01 潜水作業者
  779-20  熱絶縁工 779-02 熱絶縁工
  779-30  測量作業員 779-03 測量作業員

779-04 外壁工
779-05 住宅水回り設備取付工

  779-40  水道工事検査員 779-06 水道工事検査員
  779-41  水道検査員
  779-42  漏水調査員
  779-99  他に分類されない建設の職業 779-99 他に分類されない建設の職業
78 土木の職業
781 土木作業者 781 土木作業者781 土木作業者 781 土木作業者
  781-10  建設・土木作業員 781-01 建設・土木作業員
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  781-11  土管配管工
  781-12  護岸工事作業員
  781-13  コンクリート作業員
  781-20  舗装作業員 781-02 舗装作業員
  781-21  アスファルト舗装工
  781-22  コンクリート舗装工
  781-23  道路付帯設備取付作業員
  781-24  道路区画線設置作業員
  781-99  他に分類されない土木作業者 781-99 他に分類されない土木作業員
782 鉄道線路工事作業者 782 鉄道線路工事作業者
  782-10  保線工・軌道工 782-01 保線工・軌道工
  782-20  軌条工 782-99 他に分類されない鉄道線路工事作業者
  782-30  軌道舗石作業員
79 運搬労務の職業
791 船内・沿岸荷役作業者 791 港湾荷役作業者
  791-10  船内・沿岸荷役作業者 791-01 港湾荷役作業者
  791-11  船内荷役作業者
  791-12  沿岸荷役作業者
792 陸上荷役・運搬作業者 792 陸上荷役・運搬作業者
  792-10  運搬作業員 792-01 運搬作業員
  792-11  工場内運搬作業員
  792-12  市場内運搬作業員
  792-13  土建運搬作業員
  792-14  引越作業員
  792-20  積卸作業員 792-02 積卸作業員
792-21 トラック助手  792 21  トラック助手
  792-22  鉱石積込工（坑外）

792-03 引越作業員
793 倉庫作業員 793 倉庫作業員
  793-10  倉庫作業員 793-01 倉庫作業員
  793-11  危険品倉庫作業員
  793-12  冷蔵倉庫作業員
794 配達員 794 配達員
  794-10  受託配送員 794-01 配送員、集配員
  794-20  商品配達員
  794-21  新聞配達員 794-02 新聞配達員
  794-22  牛乳・乳酸発酵製品配達員
  794-23  ルートセールス員 794-03 ルートセールス員
  794-24  自動販売機商品補充員
795 荷造工 795 こん包工
  795-10  こん包工 795-01 こん包工
  795-11  箱詰荷造工
  795-12  板わくこん包工
  795-13  袋詰こん包工
  795-20  荷造検査工
  795-99  他に分類されない荷造工
80 その他の労務の職業
801 清掃員 801 清掃員
  801-10  清掃作業員 801-01 清掃作業員
  801-11  ビル内清掃作業員
  801-12  ガラス清掃作業員
  801-13  道路清掃作業員
  801-14  乗物内清掃作業員
  801-20  衛生作業員 801-02 し尿処理作業員
  801-21  ごみ処理作業員 801-03 ごみ処理作業員
801 22 し尿処理作業員  801-22  し尿処理作業員
  801-30  消毒作業員 801-04 消毒・害虫防除作業員
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  801-31  防疫作業員 801-05 浄化槽清掃員（対応現行番号：809-99）
  801-32  害虫防除作業員
  801-99  他に分類されない清掃員 801-99 他に分類されない清掃員
809 他に分類されない労務の職業
  809-10  産業洗浄工
  809-11  機械洗浄工
  809-12  乗物洗浄工
  809-13  タンク洗浄工
  809-14  容器洗浄工
  809-15  上下水道管渠施設洗浄工
  809-20  選別工 80A 選別工
  809-21  原材料選別工 80A-01 原材料選別工
  809-22  製品選別工 80A-02 商品選別工

80A-03 選果工
  809-23  洗たく物荷分け工 80A-04 洗たく物荷分け工
  809-24  廃品選別整理工 80A-05 廃品選別整理工

80A-99 他に分類されない選別工
  809-30  雑務員 80B 軽作業員

80B-01 工場軽作業員
  809-31  用務員 80B-02 小売店軽作業員
  809-32  駅雑務員 80B-03 建設軽作業員(対応現行番号：809-30の一部)
  809-33  病院雑務者 80B-04 病院軽作業員
  809-34  工場雑務者
  809-35  作業員宿舎雑務者
  809-36  旅館雑務者 80B-05 旅館軽作業員
809-37 食堂雑務者 80B 06 食堂軽作業員  809 37  食堂雑務者 80B-06 食堂軽作業員

80B-99 他に分類されない軽作業員
809 他に分類されない労務の職業
809-01 産業洗浄工
809-02 用務員

  809-38  公園・ゴルフ場整備員 809-03 公園・ゴルフ場整備員
  809-39  グランド整備員 809-04 会場設営作業員
  809-99  他に分類されないその他の労務の職業 809-99 他に分類されないその他の労務の職業

（注）   1. 分類番号3桁目、5桁目のアルファベット大文字は、新設の分類項目に付与した仮置きの分類符合であり、
　　　　 分類番号の3桁目、5桁目が未定であることを表す。
　　　　2. 表中の線の意味は次のとおり。

実線は現行の項目が改訂案の項目に対応すること、点線は現行項目の一部が改訂案の項目に対応すること、
太線は現行の項目がそのまま改訂案に移行すること（線の見やすさを優先して太線にしている。実質的には
実線と同じ）をそれぞれ表す。
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11 残された課題

以上のとおり細分類項目の見直し作業は完了した。しかし、これで細分類項目が確定した

わけではない。今後、ふたつ（細かくいえば 3 つ）のハードルを乗り越えて、細分類項目の

みならず大・中・小分類項目が最終的に確定するのは 2009 年 8 月頃になる見込みである。

今回の見直し作業の結果は、細分類項目の第 1 次改訂素案にすぎない。厚生労働省の職業

分類は職業紹介業務での使用を念頭において作成されており、その主な利用者はハローワー

クの職員である。したがって、この改訂素案がハローワーク職員にとって使いやすいものに

なっているかどうかを検証する必要がある。この検証作業は、地方労働局及びハローワーク

を対象にして改訂素案に対する意見を求める形で行われる。提出された意見のうち適切なも

のを改訂素案に取り込み、これが第 2 次改訂素案になる。この段階までの見直し対象は細分

類項目だけであり、大・中・小分類レベルの項目は依然として現行のままである。大・中・

小分類項目の見直しは、日本標準職業分類の改定作業を待たなければならない。

職業分類の改訂作業は、日本標準職業分類の改定作業に平行して行われている。後者は総

務省が事務局となって有識者と関係各省の担当者で構成される日本標準職業分類検討委員会

で検討が行われている。改定案の確定は 2009 年 3 月末が予定されている。この改定案は統

計委員会に諮問され、そこでの審議を経て 2009 年 8 月頃改定案が最終的に確定する予定で

ある。

厚生労働省の職業分類に設定された 4 階層のうち上位 2 階層（大・中分類）の項目は、日

本標準職業分類との整合性を確保することが求められている。このため日本標準職業分類検

討委員会における改定案が確定した後、現行の大・中・小分類項目をその改定案にあわせて

設定することになる。その際、既に見直しの行われている細分類項目は、上位階層の項目に

あわせて必要な調整や修正が行われる。これが第 3 次改訂素案である。第 3 次素案では、大

・中・小・細分類の 4 階層すべてで新たな体系に移行することになる。

更に統計委員会の審議を経て最終的に確定した日本標準職業分類の大・中・小分類レベル

の項目にあわせて第 3 次改訂素案を修正することになる。この作業が完了して初めてすべて

の分類項目が確定する。
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資料２

職業分類改訂委員会設置要綱

1. 趣旨
全国の公共職業安定機関において職業紹介業務に用いられている現行の『労働省編職業

分類』は作成から既に 9年以上経過し、この間の職業の変化によって求人職種の中には職
業分類表の項目に位置づけることが難しいものが増えている。また、労働省編職業分類は
その体系と分類項目を日本標準職業分類に準拠しているが、総務省では平成 19 年 12 月か
ら日本標準職業分類の改訂作業を進めていること、厚生労働省が総合的雇用情報システム
に代わる新たなシステムを平成 23 年度に導入する計画であることなど現行の職業分類を
めぐる環境は今後大きく変化することが予想される。このため労働政策研究・研修機構で
は平成 19 年度から職業分類の改訂作業に着手することとした。

2. 目的
労働政策研究・研修機構では、平成 19 年度に職業分類研究会を設置して職業安定法第

15 条に明記された職業分類の共有化についてその課題と問題を整理した。本委員会は職
業分類研究会の研究成果を踏まえて職業分類表及び職業名索引の改訂を行うものである。

3. 委員
委員は、職業分類に関する有識者及び以下の分野の関係者によって構成する。
職業紹介事業の関係者（有料職業紹介事業関係者、無料職業紹介事業関係者）
労働者の募集に係る事業の関係者
労働者供給事業の関係者
労働者派遣事業の関係者
厚生労働省の担当部局の関係者

4. 期間
本委員会の活動期間は、平成 20 年度及び 21 年度の 2年間とする。

5. 検討結果のとりまとめ
職業分類表及び職業名索引の改訂作業は、それぞれ平成 21 年度末、平成 22 年度末まで

に終了することとする。本委員会における検討結果は労働政策研究・研修機構の研究成果
物として各年度ごとにまとめる。

6. 運営
(1)事務局は、労働政策研究・研修機構のキャリアガイダンス研究部門に置く。
(2)その他、労働政策研究・研修機構の規定により本委員会を運営する。
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資料３

改訂の基本方針
－細分類項目の見直しを中心にして－

今回の改訂は、公共職業安定機関における職業紹介業務の運営に資するようにすること
はもとより、職業安定法第 15 条の立法趣旨に配慮して職業紹介事業や労働者の募集に係
る事業等における広範な利用に資するように、以下の基本方針にもとづいて実施する。

1. 分類の枠組み

(1) 分類体系
大・中・小・細分類の 4 階層構造とする。

(2) 日本標準職業分類との整合性
上位階層（大・中分類）の項目は、日本標準職業分類に設定された分類項目と名称及
び仕事の範囲の点で可能な限り整合性を確保する。

(3) 分類の独自性
下位階層（小・細分類）には職業紹介業務の実態に対応するだけではなく、職業相談
等の実務に配慮した分類項目を設定する。

(4) 実務利用の重視
実務で使用する小・細分類レベルの項目には十進分類を適用せず、必要な数の分類項
目を設定できるようにする。

2. 分類項目

(1) 分類符合・番号
大分類 アルファベット大文字

日本標準職業分類に設定された大分類項目の分類符号に倣う。
中分類 数字 2 桁

01 から始まる 2 桁数字
小分類 数字 3 桁

001 から始まる 3 桁数字
細分類 数字 5 桁

①現行と同じ［小分類番号 3 桁＋数字 2 桁］とする。
②末尾 2 桁は［01］から始まる連番とする（有意味コードを除く 。）

。 ［ ］ 、［ ］ 、［ ］③ 3 種類の有意味コードを設ける 末尾 97 は補助者 98 は見習 99
は雑多項目とする。

(2) 細分類レベルの項目の構成
現行の集約項目・特掲項目による 2 段階の構造化を廃止し、階層のない並列的な項
目を設定する（次項の図を参照 。）
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〔現行の体系・分類番号〕 〔改訂案〕
小分類 ○○○ 小分類 ○○○
細分類 ○○○-10 細分類 ○○○-01

-11 ○○○-02集約コード

-12 ○○○-03
○○○-20 …

-21 ○○○-99
特掲コード-22

…
雑多コード○○○-99

(3) 細分類項目の記述様式
職業分類の利用者の便に供し、多様な利用を可能にするため細分類項目の記述書式を

統一する。記述に含まれるのは、分類番号、項目名、職業定義、職業例示等である。

○○○‐○○ 項目名

職業定義

○定義： ～を含む ）（ 。
×定義： ～を除く ）（ 。

○例示職業名： ・・・
（この項目に該当する代表的な職業名）
×例示職業名： ・・・
（この項目に間違って位置づけられがちな職業名及び当該職業の該当先の分類番号）

(注) 書式の具体的な内容は平成 21 年度の研究で検討する予定である。

3. 分類基準

現行の細分類項目に適用されている分類基準は、その適否を判断したうえで必要に応じ
て適用上の修正や新たな基準の導入を行う。

4. 細分類項目の見直しに関する一般原則

(1) 項目の利用度
細分類項目の新設・統合・分割・廃止にあたっては、職業安定機関における求人・求
職者数を参考にするが、一律の量的基準は設定しない。
①判断材料としての求人件数
求人件数は、あくまでも相対的な評価を行うときに使用する。たとえば、ひとつの
小分類のもとに設定された集約項目の間（あるいは集約項目と枝番項目との間）の
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相対的な重要性を評価するとき、同一分野（あるいは同一中分類のもと）の小分類
項目の中で職業紹介業務にとっての重要性を相対的に評価するときなどである。

②利用度の低い項目（＝求人件数の少ない項目）の取り扱い
求人の少ない項目は、一般の労働市場を経由した就業にはそぐわない職業や分類項
目と現実の職業との間に乖離のある職業などいくつかの理由がある。したがって個
別ケースごとに取り扱いを判断することとするが、その判断にあたって重視する点
は基本的には次のとおりとする。大分類 A では職業の専門分化を、大分類 I では項
目の集約化を重視する。

(2) 項目名
項目名の確定にあたっては、ハローワークに求人申込みのあった具体的な職種名を確
認するなど適切な手段を講じる。

(3) 雑多項目の整理
雑多項目に位置づけられている求人職種の中で件数が特に多いものは細分類レベルで
の独立を検討する。

(4) 官民間での職業分類の共有化に対する配慮
細分類項目を設定する際には、職業紹介事業者や労働者の募集に係る事業者等の使用
している職種分類に設定された項目を参考にする。

(5) 分類の陳腐化に対する対応
①分類改訂の段階で現実を的確に反映する項目を設定する。
②分類を作成した後に新たな名称の求人職種が出てきたとき、それを分類体系の中に
適切に位置づけられるように体系・項目の柔軟性を確保する。
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